
    
      
        
      
    

  



この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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　　　１　　　黒騎士














　ブリューヌ王国の西には二つの王国がある。ザクスタンとアスヴァールだ。

　隣国同士というのはたいてい不仲なものだが、この二国もその例に漏れない。とくにザクスタンはたびたび兵を興して、ブリューヌへの侵入を試みた。

　西方国境周辺は不毛な荒野と険しい山々ばかりで実りのない土地だが、国境を外へ広げることを望まない王などいない。たとえ戦う理由が子供の喧嘩のようなものだろうと、勝てば問題ないという時代だ。

　かくて西方国境では争いが絶えなかったのだが、ザクスタンは五年前から常に敗北を強いられるようになった。

　ブリューヌ最強の騎士と謳うたわれ、『黒騎士』の異名を持つロランが、西方国境を守るナヴァール騎士団を率いるようになってからである。







　鉛色をした冬の空の下、雑草すらまばらにしか生えていない荒野を三千の兵が進んでいる。高々と掲げられた軍旗に描かれているのは、翼を広げた白い大鷲フレスベルグ。死者の魂を安らかなる天上ヴァルハラへ送るといわれる、ザクスタン王国の象徴だ。

　彼らはザクスタン軍である。いままさに国境を突破して、ブリューヌ王国へ侵入しようとしていた。

　先頭には一千の騎兵が立ち、次に二千の歩兵が続く。

　その後ろで、がらがらとけたたましい音を響かせているのは、牛馬が引く車輪つきの投石機と数十台の荷車だった。荷車には、投石機で打ちだすための石弾が積まれている。

　荒野を抜けて、ザクスタン軍は左右を崖に挟まれた山道へと入った。

　彼らの行く手に一騎の騎影が現れたのは、そのときだ。

　兜も、甲冑も、軍靴も、風にひるがえる外套まで黒一色の装いである。黒でないのは背負っている大剣ぐらいか。よく鍛えられた長身は、他者を圧する威風に満ちていた。

「ザクスタンのネズミども、また懲りもせず我が国の大地をかじりにきたか！　古くなったチーズならくれてやる。それを持ってこそこそと逃げ帰るがいい！」

　黒騎士の朗ろう々ろうとした声が、荒れ果てた山道に響き渡る。ザクスタン軍からあがったのは怒りの声ではなく、畏怖いふ混じりのささやきだった。

「あれがロランか」

　こちらは三千もの大軍なのだ。その前に、ただ一騎で立ちはだかるなど馬鹿げている。

　しかし、ザクスタン軍は知っていた。この騎士は文字通り一騎当千の力を持っていることを。

　ここ数年の間に、ザクスタンの名のある騎士や将軍が、幾人も彼の剣にかかって命を落としている。雑兵ともなると、どれだけの数になるかわからない。

　ザクスタン軍は、ロランに言葉を返さなかった。先頭の騎兵部隊から一騎が前へ進み出る。三叉の槍を両手でかまえ、重厚な甲冑に身を包んだ屈強そうな男だ。

　男は槍を振りかざし、無言で馬を走らせる。ロランも馬の腹を蹴りながら、背中の大剣を抜き放った。並みの人間ならば両手でなければ持てないような長大な剣を、ロランは右手だけで軽々と操る。

　ふたりの距離はすさまじい速さで縮まっていき、雷鳴にも似た音が大気を震わせた。

　ロランの振るった大剣はザクスタン騎兵を甲冑ごと両断し、そのまま馬までをも斬り伏せていた。赤黒く染まった死体が地面に落ち、その上に息絶えた馬が倒れて乾いた地面に血を吸わせていく。とうてい人間業とは思えない斬撃を見せつけられて、ザクスタン軍はどよめいた。

　ロランは馬を止めない。血に濡れた大剣を振りかざして敵陣に突撃する。ザクスタン軍も恐怖に潰されまいと雄叫びをあげ、戦神の名を唱えてただ一騎の敵へと襲いかかった。

「戦神テュールよ、我らに加護を！」

　ザクスタン騎兵の中で、いち早くロランに接近した二騎が左右から槍を突きだす。次の瞬間、彼らの槍は何もない空間を貫き、彼らの首は鮮血の尾を引いて宙に舞っていた。
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　ロランが剣を振るうつど、絶叫と血しぶきがはねあがり、ザクスタン兵はひとり、またひとりと倒れていく。大地には無数の血溜まりが生まれ、その上に死体が折り重なり、さらにその上に新たな血が降り注いだ。

　歩兵たちが矢の雨を浴びせたが、ロランは大剣を無造作に薙いでことごとく斬り払う。命中した二、三本も漆黒の甲冑にはね返された。

　どれだけ斬ってもロランは疲れを見せず、剣の切れ味も鈍る様子はない。四人がかり、五人がかりで攻め寄せても、かすり傷ひとつ負わせられず、血煙とともにザクスタン兵の亡骸が戦場に増えていく。

　不意に、崖の上で喊かん声せいがあがった。鈍色の甲冑に身を包んだ騎士の一団が姿を現したのだ。ブリューヌ王国の象徴たる紅馬旗バヤールと、馬ば兜とうをつけた馬の頭部を描いた軍旗が風にひるがえる。西方国境を守備するナヴァール騎士団だ。

　ロランが囮おとりであったことにいまさらながらに気づかされたザクスタン軍は、目に見えてひるんだ。ロランを討とうと兵たちは密集しており、方向転換も容易ではない。

　垂直ではないにしてもかなり急な傾斜を、ナヴァール騎士団は一斉に駆け下りる。正面をロランに攻められ、側面をナヴァール騎士団に突かれてザクスタン軍は崩れた。騎兵は次々に馬首を巡らし、歩兵は背を向けて、逃げはじめる。

　ロランはナヴァール騎士団と合流した。

「来るのが早すぎたかな？」

　騎士団の先頭にいる、細身の男がロランに笑いかけた。ロランの右腕として、騎士団の副団長を務めるオリビエだ。ロランは言葉を返そうとして、不意に逃げていくザクスタン軍に険しい視線を向ける。

　大気がうねった。大人が五、六人ほどでやっと抱えられそうな巨石が宙を飛んできて、ロランたちのそばに落下したのだ。すさまじい地響きとともに、巨石はそこにあった死体を押し潰す。土砂と肉片が勢いよくはねあがった。

「投石機か」

　驚き、いななく馬をなだめながら、ロランは不敵なつぶやきを漏らす。オリビエはさすがに焦りと呆れの入りまじった表情になった。

「こういうのは、城壁や城門にぶつけるものだと思ったがな」

　新たな巨石が飛んできた。大きく外れて崖の壁面に当たったそれは、重く鈍い音を轟かせたあと、砂礫と土煙をまとって山道へと転がってくる。騎士たちは慌てて巨石を避けた。

　ロランはそれには見向きもせず、大剣をかざして再び馬を走らせる。

「我が剣に続けっ！」

　そこに、風を唸らせて巨石が飛んできた。ロランは避けようともせず、まっすぐ馬を走らせる。さすがの黒騎士も、おそろしい速度で打ち出された巨石の前にはなすすべなく潰されるかと思われた。

　一閃。ロランの大剣が巨石を両断する。真っ二つに割られた巨石は衝撃の余波によって粉々になり、無数の石片が大地に飛散した。ザクスタン軍からは驚愕の叫びが、ナヴァール騎士団からは歓喜の声があがる。

　戦意を喪失し、なだれをうって逃げていくザクスタン軍をロランは追った。追いつくや大剣を振るい、刃をまとった竜巻のように敵陣を斬り裂き、突き進み、蹂じゅう躙りんする。

　ロランから逃れた兵たちも、彼に続いて突撃してきたナヴァール騎士団の刃をかわすことはかなわなかった。血と死体の海でもがきながら、ザクスタン兵は武器を放り捨て、甲冑を脱ぎ捨て、懸命に逃げ走る。

　ロランが追撃をやめたのは、ザクスタン軍が国境の外まで去ったときだった。

　撤収を命じて、ロランは手に持った大剣を空にかざす。柄と鍔に黄金をあしらい、刀身は鋼の色をしているが、ただの鋼ではありえない切れ味と強度を誇っている。

　デュランダルというのが剣の名だ。

『不敗の剣デュランダル』とも呼ばれるブリューヌ王国の宝剣であり、西方国境の守備を任される際、ロランは国王からこの剣を授かった。

　貴族の生まれでもなく、まだ二十代でしかないロランに宝剣を与えることについては異論が噴出したが、ファーロン王は彼らに向かって静かに告げた。

「ならば、ロランよりも優れた騎士を我が前に連れてまいれ」

　誰もが一言も返せず、黙って引き下がるしかなかったという。

　事実、十三歳で騎士となってから、ロランはあらゆる試合とすべての戦で負けたことがない。剣も、槍も、馬も誰よりも巧みに操り、戦場では常に先頭に立って敵を打ち倒してきたのだ。

　デュランダルの血を拭って背負うと、ロランはちいさく舌打ちをした。

　なぜ、ザクスタンがこの時期に軍を進めてきたのか。

――やつらは我が国が乱れていることを知ったのだろう。詳しい状況をさぐり、隙あらば国境周辺を荒らそうというつもりだったに違いない。

　怒りを覚える。攻めてきたザクスタンにではなく、国内の貴族たちに対して。

――我々がブリューヌの国境を外敵から守っているときに、あいつらは王宮の奥でいったい何をしている……！







　七百を超える死者を出して逃げていったザクスタン軍に対し、ナヴァール騎士団の死者はわずか三十、負傷者は六十余りだった。

　勝利に沸く騎士たちを率いて、ロランは城砦へ帰還する。そこには、王都ニースより馬を走らせてきたという使者が待っていた。

　さしだされた手紙を受け取り、ロランはその場で開いて目を通す。読み進めるうちに、彼の顔は見る見る険しいものへと変わっていった。

「――仔し細さいはわかった」

　手紙を折りたたんで懐へしまうと、蒼白な顔の使者にロランは低い声こわ音ねで告げる。

「ただちに東へ向かう。テナルディエ公爵に、そう伝えられよ」

　挨拶もそこそこに駆け足で去っていく急使を見送り、ロランは苛立ちを隠そうともしない顔で傍らのオリビエを振り返った。

「俺たちに賊を討伐せよとのお達しだ」

「賊？」

「ヴォルン伯爵という諸侯を聞いたことはあるか？　その男が王家に叛旗をひるがえし、ジスタート軍を国内に招きいれたらしい」

　オリビエの表情は驚愕に包まれたが、すぐに彼は立ち直ると冷静な口調で尋ねる。

「俺たちが討伐に向かったとして、ここはどうする？」

　ロランとナヴァール騎士団がいなくなれば、ザクスタンは疑惑を確信に変える。軍を再編制して本格的に攻めてくるだろう。いまはおとなしいアスヴァールもどう動くかわからない。

「テナルディエ公爵が交渉して、二国とは一時的に休戦協定を結ぶそうだ」

「たしかに、あの男ならそれくらいのことはできるだろうが……」

　オリビエは不満そうに鼻を鳴らした。

「ならば、公爵がヴォルン伯爵とやらを討てばいいだろうに」

　ロランたちにはわかっていた。

　テナルディエ公爵は、ガヌロン公爵との戦いに備えている。それ以外では、よほどの事態でないかぎり兵を動かしたくないのだということを。

「何千騎で行く？」

　オリビエはそう訊いた。急使にあのような返答をしたということは、内心はどうあれ、ロランは戦う気になっている。それが団長の判断ならば、オリビエに否やはない。

「全軍だ」

　ロランの返答は短い。さすがにオリビエも息を呑んだ。

「動ける者はすべて連れていくと……？」

　その問いかけこそが、オリビエの驚愕をなにより物語るものだった。

「ヴォルン伯爵が呼びこんだジスタート軍の数はわからないが、一千や二千ということもあるまい。それに、その軍勢を率いているのは常勝不敗、一騎当千の戦姫だそうだ」

　ジスタート王国が擁する七戦姫の名は、ロランもオリビエも噂に聞いたことがあった。いずれも並外れた武勇の持ち主であり、戦場において敗北を知らぬという。

「しょせん噂とかたづけてもよいが……。一日も早く確実な勝利を得るには、全軍で向かった方がいい。それに、その方がテナルディエ公も必死に交渉するだろう」

　ナヴァール騎士団は総勢五千。だが、彼らはブリューヌ王国に数ある騎士団の中でも精鋭揃いとされている。

　争いの絶えない西方国境での日々が、彼らを鍛えあげた。

　そして、騎士団を統率するロランは二十七歳という若さながら、王国の宝剣デュランダルを貸し与えられるほどの騎士だ。

　翌朝、出陣の準備を終えた騎士たちを、ロランは城砦の外に集めた。

　まず、ティグルヴルムド＝ヴォルンがジスタート軍を国内に招きいれたこと、彼に同調する諸侯が幾人かいることを説明する。

「我らは、まず王都ニースへ向かう。それからテリトアールを目指す」

　鞘におさまった不敗の剣を地面について、朗々たる声でロランは告げた。

「陛下の敵を、殲滅する」







　ナヴァール騎士団が城砦を発った日、ティグルヴルムド＝ヴォルンは、『銀閃の風姫シルヴフラウ』の異名を持つ戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリア率いるライトメリッツ軍とともに、ヴォージュ山脈を越えて、ジスタートからブリューヌへ戻りつつあるところだった。この数日後に、彼はテリトアールの地でオージェ子爵と合流することになる。

　西の国境で動きだした騎士団の存在など、知るよしもなかった。
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　夢を見ている。

　エレンことエレオノーラ＝ヴィルターリアは、自分の見ているものが夢だとすぐに悟った。

　目の前に、ひとりの美しい娘が立っている。

　二十歳にはなっていないだろう。黒髪を肩のあたりで切りそろえ、赤と金を組みあわせた軍衣に身を包んでいる。身体はほっそりとして肉づきが薄いが、弱々しさはなく、女性らしいやわらかさとしなやかさを感じさせた。態度は泰然として、黒い瞳には優しい輝きがある。

　彼女が腰の左右に吊している二本の小剣は、造形が同じであることから、二本で一対となるものなのだろう。一本は赤く、もう一本は金色をしていたが、まるで炎を目にしていると思わせるような、不思議な雰囲気があった。

　彼女はエレンに手を差しだして、笑顔で言った。

「はじめまして。レグニーツァを治める戦姫、アレクサンドラ＝アルシャーヴィンだ。ライトメリッツの主である君とは、お隣さんのようなものだね。よろしく」

　エレンが戦姫に選ばれたとき、先代の戦姫はすでにこの世にいなかった。

　戦姫として必要なことを教えてくれたのが、サーシャことアレクサンドラだった。はじめて会ったとき、艶やかな黒髪と、穏やかな黒い瞳、男のような口調が印象に残った。

　ふたりは性格も好みも異なりながら、不思議と気が合った。その日のうちにおたがいをサーシャ、エレンと愛称で呼びあうようになるぐらいに。

　どちらかに危機が迫ったときは、何を差し置いても、たとえ国王の命令があろうとはねのけて駆けつけるという誓いまでした。約束、ではない。誓いだ。

　夢の中で、ふたりはどこかの小さな部屋にいる。

　目の前に座っているサーシャは、竜技の濫用は自重するように言った。

「竜技は人智をはるかに超越する力だ。だから、いつ使うかは自分でしっかり見極めないと駄目だよ。ちょっと苦戦したぐらいで頼るようになったら、心も技も弱くなる」

　このときの記憶かと、漠然と思う。二年と少し前、戦姫になって間もないころだ。

　夢の中の自分は、当時言ったことをそっくりなぞった。

「だけど……自分の意志が強ければいいわけだろう？」

「自信があるならね。でも、エレン。自分で思うほど強くないのが意志というものだよ。己の意志くらい制御できて当然なんて戯言は、意志の弱いお馬鹿さんたちに言わせておけばいい」

　そのままうなずきたくなかったので、エレンは別の角度から反論を試みた。

「しかし、それによって兵をひとりでも死なせずにすむのならいいことではないか」

　サーシャの瞳が、エレンをまっすぐ射抜く。

「兵は、君ではなく竜具しか見ないようになるよ」

――まったく、サーシャにはかなわないな。

　後でわかったことだが、それはサーシャ個人の考えというものでもなかった。ソフィーことソフィーヤ＝オベルタスや、リュドミラ＝ルリエも、おおむね同じ考えを抱いていた。

「自分の身に危機が迫ったときは、当然使うわ。使わざるを得ない相手と相対したときもね。でも、たとえば戦場で多数の敵兵に囲まれたときに使うかといったら、否ね。それは正しい力の使い方ではないわ」

　リュドミラはそう断言し、ソフィーもいつものように穏やかな声音で語った。

「これは竜の技。竜具を手にしてはじめて行使できる戦姫の技であって、自分の技じゃない。いま使う機会を与えられているというだけ。そう考えると、頼りにしてもしすぎることはなくなるかしらね、わたくしの場合」

　結局、竜具と向きあい、自身に問い続けて答えをさぐっていくしかないというのが、エレンの至った結論だった。

　アリファールはただの剣ではなく、意思を持っている。エレンを戦姫と認めなくなったとき、この剣はひとりでに彼女の手を離れていくのだろう。といって、アリファールが自分の何について戦姫としての資格ありと判断したのかはわからない。

　現在、エレンは彼女なりに答えを出している。

「戦場にあって堂々と挑んでくる人間は、人間の知恵と武芸で倒すべきだ」

　きわめて高い破壊力を有する力は、同じ戦姫や、鉄の刃を通さぬ鱗を持つ竜、陰から襲いかかってくる暗殺者などにしか使わないと決めて、それを貫いている。

　これが正答であるとはかぎらない。まだ戦姫になって二年ほどしか過ぎていないのだ。

　悩んだり、失敗したりしながら、それでもアリファールと向きあい、自問自答を続けていくしかないのだろう。




　　　　　　　†




　早朝の空はうろこ雲が薄く広がって白く、枯れ草色の草原に吹く風は冷気を帯びている。

　テリトアールの西に、およそ六千の兵が集まっていた。ブリューヌ人約一千とジスタート人約五千からなる集団だ。二重の柵で堅固に構築された幕営の中には数百もの幕舎と、馬のための厩きゅう舎しゃが設営され、中央には紅馬旗と黒竜旗ジルニトラが並んでひるがえっている。

　ブリューヌは比較的温暖な気候だが、この時期は真夜中から朝にかけてかなり冷えこむ。幕舎で寝起きする兵は、地面に藁を敷いて冷気と湿気を防ぎ、厚手の毛布か毛皮の外套で身をくるむのが一般的だった。地面に敷いた藁は日が出ているうちに乾かして、燃料にする。

　幕営の中央には、一際大きな幕舎が二つあった。

　ひとつは総指揮官のもので、もうひとつは副官の幕舎なのだが、兵たちはひとつを女性用、もうひとつを男性用と呼んでいる。

　そして、女性用と呼ばれる総指揮官用の幕舎の中では、三人の娘が寝起きをしていた。

　三人の中で真っ先に目を覚ましたのはティッタだ。六千の兵たちの総指揮官であるティグルに仕えている侍女で、栗色の髪の下には、まだ幼さの残る顔がある。

　他の二人を起こさぬよう、ティッタはなるべく音をたてずに、黒と白の侍女服にすばやく袖を通す。髪を頭の左右で結んでツインテールにすると、木桶を手にしてそっと幕舎を出た。

　身につけたばかりの服は冷たく、吐く息は白い。桶を地面に置いて、ティッタは簡単に身体を動かし、丁寧にほぐす。どの幕舎も静かで、たまに聞こえるものといえば、見張りに立っている兵たちがあくびをかみ殺す声ぐらいだ。

――ティグル様は、まだ眠ってらっしゃるんだろうな。

　若い主の寝顔を思い浮かべながら木桶を持ちあげたとき、後ろから声がかけられた。

「早起きだな、感心なことだ」

　飛びあがりそうになるほど驚いて、ティッタは木桶をかまえて振り返る。

　白銀の髪と紅の瞳を持つ美しい娘が立っていた。青を基調として白や金を配した軍衣を身につけ、その上に赤い肩掛けを羽織り、腰に長剣を帯びている。髪は寝癖でやや乱れていた。

「おはよう……ございます」

　頭を下げながら、ティッタは憮ぶ然ぜんとした表情にならないよう気をつける。

　彼女の名はエレオノーラ＝ヴィルターリア。ジスタート王国に七人しかいない戦姫の一人であり、ライトメリッツ公国の主で、銀閃の風姫の異名を持つ。この幕舎にいるジスタート人たち――ライトメリッツ兵は、彼女に従ってここにいる。

　本来、一介の侍女であるティッタが会話をかわせる相手ではないのだが、彼女はこうして気さくに声をかけてくる。ティグルなどは、彼女のことをエレンと愛称で呼んでいた。

　エレンはうんと鷹おう揚ようにうなずくと、ティッタの持っている桶に気づいた。

「水汲みか。いまから行くのか？」

　ティッタには直後の未来が見えた気がしたが、仕方なくか細い声で「はい」と、答える。

「では、私もいっしょに行こう」

「ありがとうございます……」

　この軍に、女性は三人しかいない。エレンとティッタ、そしてエレンの副官を務めるリムことリムアリーシャだ。彼女はまだ幕舎の中で眠っているだろう。

　立場のあるエレンとリムとは異なり、侍女であるティッタにはときどき、声をかけてくる者がいる。そのため、なるべくひとりで行動しないようにと言われていた。

　普段はティグルの側そば仕づかえであるバートランが同行してくれるのだが、早朝ともなれば彼もさすがにまだ寝ているはずだった。

――お願いすれば、バートランさんはすぐに起きてくると思うけど。

　しかし、ティッタはそれこそ小さなころから世話になっている老人に、あまり無理をさせたくなかった。それを考えると、エレンが同行してくれるのはありがたい。なにしろ六千の兵がいるのだ。たったひとりで歩きまわるのはやはり怖い。

　ティッタとエレンは幕舎や見張りの兵たちの間を抜けて、幕営を離れる。北にある川へ向かった。同じように水汲みに行って、戻ってきた兵たちとすれ違いながら、ティッタたちは黙々と草原を歩く。会話はない。

――これがティグル様だったら……。

　そんな、埒らちもないことをティッタは考える。もしいっしょに歩いているのがティグルであればという想像は、非常に容易だった。

　まだ全然寝足りないという顔のティグルが、あくびをしながらティッタの隣を歩く。顔を洗うとき、川に落っこちないでくださいねと自分は笑顔で声をかける。するとティグルは、ティッタの栗色の頭をぽんと軽く叩いておまえも気をつけろよと言ってくれるのだ。

　実際、こうした会話をかわしたことはこれまでに幾度となくあり、それを思いだすだけで、ティッタは心をあたたかくすることができた。

　不意に、風が吹いた。冬の冷気がティッタのうなじをくすぐり、おもわずくしゃみが出る。

「寒いのか、おまえ？」

　怪け訝げんそうなエレンの声。次いで、ティッタの肩をふわりとした感触が包んだ。エレンが自分の肩掛けを脱いで、かけてくれたのだ。

「あ、ありがとうございます」

　ややもたつきながらも礼を述べ、それからティッタはエレンを不思議そうに見やる。

「どうした？」

「あなたこそ、寒くないんですか？」

　長袖の上着に足元までのスカートという自分とくらべて、エレンは肩と右脚がむき出しだ。軍衣は上質の布地を使っているのだろうが、寒さに耐えられるようには見えない。

　強がるふうでもなく、余裕のある態度でエレンは答えた。

「私は平気だ。ジスタートの冬は、ここよりずっと寒いからな」

　隣国の季節を知らないティッタとしては「はあ」と、うなずくことぐらいしかできない。

「ところで、ティッタだったな。おまえに聞きたいことがある」

「なんでしょうか……？」

　ティッタの声は強こわ張ばった。どのような質問がきても対応できるよう心に甲冑をまとう。

「おまえ、ティグルのことが好きなのだったな」

　あまりにも率直な問いかけは、心の甲冑をたやすく打ち砕いた。おもわず足を止め、顔を真っ赤にして、ティッタは木桶を持った手を震わせる。

「な、何をおっしゃるんですか……！」

「慌てることはないだろう。侍女や小姓が主人に想いを寄せるなど、珍しい話ではない」

　腰に手をあてて、エレンは狼ろう狽ばいするティッタを微笑ましげな目で見つめる。ティッタはしどろもどろになって抗弁した。

「あたしはティグル様にお仕えする侍女です。ティグル様のことは、それはもちろん何年も前からお慕いしていますが、それはあくまで侍女としてであって……」

「そうか。では、他にティグルを好きな者はいるか？」

　さらりと流して、エレンは次の質問へと移る。追及されずにすんだことにティッタは内心でほっとしながら、首を横に振った。

「そういうお話は聞いたことがありませんし、ティグル様に頻繁に会いにきた女性というのも見たことはありません」

「あいつは私と同じ十六だろう。それなのに、浮いた話のひとつもないのか？　領地持ちの貴族なのに？」

　エレンはすこし呆れた顔になった。彼女の疑問ももっともで、十六歳といえば結婚を考えてもおかしくない年齢だ。まして、ティグルは市井の若者ではない。ヴォルン伯爵家の血を絶やさずに存続させる義務がある。

「ティグル様は真面目なお方ですから」

　まるで自分のことのように、ティッタは誇らしげに胸を張ってみせたが、それも長くは続かなかった。

「真面目といっても、女に興味がないわけではないだろう。私の裸を見たときなどは興味津々という様子だったぞ」

「は、裸……？」

「井戸で水浴びをしていたときにな」

　こともなげに答えるエレンに、ティッタはしばらく言葉を発することができなかった。

　おたがいに幼かったころは、相手に裸身をさらすことなど気にせず川遊びなどをしたものだったが、男女というものを意識するようになってからは、当然そんなことはしていない。

「そんな顔をするな。私が見せたわけでも、あいつが覗きに来たわけでもない。まあ、事故のようなものだ」

　ティッタの反応がよほどおかしかったのか、笑いをこらえる表情でエレンがなだめる。そんな戦姫を、栗色の髪の侍女は恨めしげな目で見た。悔しいが、かといって己の肌をティグルに見せるような蛮勇はない。

――それに……。

　エレンの身体を一瞥して、そっとため息をつく。自分の身体に魅力がないとは思わないが、胸の大きさや腰の細さでかなわないのはたしかだ。

　気を取り直し、歩みを再開して、ふと疑問がティッタの頭をよぎった。

「どうして、そんなことが気になるんですか？」

　唐突な質問に、エレンが怪訝な顔をする。ティッタは問いかけを、より率直なものにした。

「あなたは、ティグル様のことを好きなんですか？」

　エレンは真顔で二つ数えるほどの時間、硬直する。目を見開いてティッタをじっと見つめ、風が銀色の髪をなびかせるとようやく我に返った。

「そうだな。まあ、嫌いではない、かな……」

　頬にかかった髪を指でいじりながら答えたエレンに、ティッタはやんわりと言葉の刃を押しこんだ。

「好きなんですね？」

　エレンは眉をひそめると、腕組みをして面倒くさそうな声で答える。

「嫌いでなければ好きだというのは、短絡的に過ぎるのではないか」

「それはわかっています。でも、いまのあなたには当てはまると思います」

　逃げを許さないティッタの言葉に、エレンはちいさく唸った。視線をそらし、腰に差している長剣の竜具アリファールの柄に手を置く。小動物の頭に触れるように優しく撫でると、それに応えるかのように、アリファールもささやかな風を吹きつけた。

「おまえの言うように私がティグルを好きだとしよう。それで、おまえはどうする？」

「それは……わかりません。ただ――」

　くすんだ黄色が大半を占める草原を眺めながら、ティッタは言葉を続けた。何らかの意図があって追及したわけではないのだ。

「あたしはティグル様の喜ぶ顔が見たい。お幸せになってほしいというだけです」

　そう口にしてみると決意が固まった。ティッタは再び足を止める。はしばみ色の両眼に力をこめて、挑むような口調でエレンに言い放った。

「だから、あたしはこれからもティグル様のおそばにいますし、あなたを見ています。その、何かひどいこととか、不ふ埒らちなことをしようとしたら、承知しませんから！」

　ティッタとてわかっている。いまのティグルに必要なのは、平穏な日々ではない。

　テナルディエ公爵と戦うための多数の兵であり、優れた指揮官であり、それらを維持するための食糧と水だ。

　エレンにはそれがすべて用意できて、自分には何ひとつそろえることができない。

　自分よりも、エレンの方がティグルには必要なのだ。

　わかっているからこそ、言わずにはおれなかった。

　エレンはびっくりしたという顔でティッタを見つめていたが、このひとつ年下の侍女の想いを読み取ると、くすりと噴き出した。

「な、何がおかしいんですか」

　木桶を強く握りしめて詰め寄るティッタに、エレンは苦笑を浮かべて手を振る。

「いや、すまない。おまえの決意を茶化すつもりはなかったんだが」

　ティッタの健気さと一途さが微笑ましく、またうらやましくも思えたのだが、さすがにそれは言えなかった。

「まあ安心しろ。もし私がティグルを好きだとしても、おまえの考えているようなことにはならない。あいつと私とでは、どうしようもなく釣りあわないからな」

「釣りあわない、ですか……」

　ほっとしたものの、ティッタは複雑な表情になった。身勝手な思いだが、釣りあわないというのはティグルが低く見られているわけで、事実だとしてもややおもしろくない。

　それを見透かしたわけでもないだろうが、エレンはティッタの顔を覗きこむ。紅の瞳が楽しそうな輝きを放った。

「なんだったら、おまえを愛妾にするよう私からティグルに言ってやろうか？　あいつは私のものだからな。誰と引きあわせるかは私次第といって差し支えない」

「け、けっこうです！」

　さきほどとは違う感情で顔を真っ赤にしながら、ティッタは大声で怒鳴った。憤然としてエレンに背を向ける。からかわれているのはわかっていたが、愛妾という言葉に緊張を覚えたのも事実だった。

――ティグル様は、どうなんだろう。

　そんなことを考える。自分はエレンに言ったように、ティグルのそばにいるつもりだ。

　しかし、彼女やリムを見ていると、自分が役に立てていないことを痛感させられる。

　もちろん、それは思い違いだ。ティッタの役目は戦場で剣を振るうことではない。ティグルの身の回りの世話をして、疲れがとれるようおいしい食事とあたたかな寝床を用意するのが、ティッタの仕事だ。地味で、華がなく、成果もわかりにくい。まさかいちいちティグルに感想を聞くわけにもいかない。

「もうひとつ、聞いていいか？」

「は、はいっ!?」

　考えごとをしていたところにいきなり質問が飛んできて、ティッタは慌てた。

――こ、今度は何なんですか……。

　緊張で心臓を激しく鼓動させながら、呼吸すら止めてエレンを見つめる。だしぬけに思いきったことを聞いてくるので、この白銀の姫は油断がならない。エレンは紅の瞳を好奇心で輝かせ、楽しそうにティッタに尋ねた。

「おまえはティグルのどんなところが好きなんだ？」

「ぜ、全部です！　何もかもです！」

「あの寝坊癖もか？」

　ティッタはあっさり言葉に詰まった。エレンはひとつ年下の侍女の心を解きほぐすように、笑って説明する。

「別におまえの想いを疑っているわけではない。ただ、興味があるんだ。ティグルのそばに長年いたおまえが、あいつにどんな美点や欠点を見出しているのか」

　そして、それはエレンがティグルに見出したものと同じなのか、違うのか。

「お優しいところとか……」

「他には？」

　問われて、ティッタはうろこ雲の広がる空を見上げた。

「バートランさんの受け売りですが……」

　すこしずつ考え、すこしずつ形にしながらティッタは言葉を紡いだ。

「ティグル様は、あの広いアルサスをおひとりで治めていらっしゃいます」

　広いという言葉にエレンは怪訝な顔をしたが、すぐに納得した。

　アルサスの中心であるセレスタの町。そこから外にほとんど出たこともないような侍女の目で見れば、アルサスは途方もなく広いのだろう。

「ご領主となられたときも、ティグル様はいつもと変わりありませんでした。ぼんやりしているって悪く言われた方もたくさんいましたが、怒るようなことはなさいませんでした。でも、それはすごいことだと思うんです」

　一呼吸。エレンは黙ってうなずき、続きを促うながした。

「お父様を亡くされ、葬儀に追われ、休む暇もなくご領主になって、多くの方に手伝ってもらっていたとはいっても、ろくに寝ないで仕事をされる日が続いて……。でも、ティグル様はそれまでと同じように振る舞っていらっしゃったんです。そのおかげで、あたしは安心して自分の仕事をすることができました」

　伯爵になって領地を継いだときのティグルは十四歳。そろそろ一人前扱いされてもおかしくない年齢だが、父を失った悲しみからすぐに立ち直ったわけでもなく、ティグルなりの苦しみや悩み、葛藤があったのは間違いない。

　それでも、ティグルのティッタへの接し方は変わらなかった。バートランや他の者たちに対しても。

「それがわかったとき、あたしは少しでもティグル様のお役に立ちたいと思いました」

「なるほど」

　ティッタの言葉に、エレンは満足したという顔つきでうなずいた。白銀の髪が風になびく。

――たしかに、あいつにはそういうところがある。柔軟とでもいうのかな。

　状況に流されず、かといって我が強すぎるということもない。

――とはいえ、女に対してはそうでもなさそうだが。向き不向きがあるということか。

　ティッタの話や、自分やリムへの反応を考えると間違いないだろう。苦笑が浮かんだ。

「あ、あの……」

　遠慮がちなティッタの声で、エレンは我に返った。侍女のはしばみ色の瞳に、警戒するような輝きがある。そういえば、自分はなるほど、以外の反応をしていなかった。

　上機嫌で、エレンはティッタの肩を叩く。

「礼を言うぞ。ますますあいつが気に入った」

　衝撃を受けたティッタの顔が微笑ましくて、エレンはもう一度笑った。

「安心しろ。ライトメリッツへ帰るときは、おまえもいっしょに引き取ってやる」







　リムが目を覚ましたのは、エレンが幕舎を出ていこうとしたときだった。

　彼女は当然同行しようとしたのだが、主に拒絶されてしまったのである。「あの侍女に付き添うだけだ。二人で行ったら怖がらせるだろう」と言われては、反論もできない。仕方なく、起床予定の刻限まで毛布に長身をくるんでいたのだった。

――テナルディエ公は、暗殺者さえも使ってくるとわかったではありませんか。

　そう思ったが、口に出せば、かえってエレンは自分を同行させないだろう。その暗殺者たちとの戦いで、リムは不覚をとって死にかけたからだ。

　隙間から忍び込んできた早朝の冷気に身震いしたものの、用意されていた水桶を使ってすばやく顔を洗い、艶のない金色の髪を左側で結んで流す。青と白の軍衣をまとい、その上に厚手の外套を羽織った。

　だいじょうぶと自分に言い聞かせる。エレンの護衛は自分だけではない。兵たちが離れたところから見守っているはずだ。何より、エレンには竜具がある。アリファールならば、はるか彼方から毒矢が飛来しようとも彼女を守るだろう。

　お気に入りの、てのひらに収まる大きさの熊の人形を握りしめて心を落ち着かせると、剣を腰に吊るして幕舎を出た。そばにいた兵士にエレンの所在を尋ねる。リムは十九歳と若いが、政務と軍務の両面においてたしかな力量と実績があり、兵たちの尊敬と信頼を得ていた。

　その兵士は、まだお戻りになってはいませんと答える。

――どうしましょうか。

　自問したが、さほど迷わなかった。

　現在、リムが補佐する相手はエレン以外にもうひとりいる。彼女の知るかぎり、希き代たいの寝ぼすけであり、誰かが起こさなければ、太陽が中天に達しても眠り続けているだろう男だ。それはこのような場でも変わらず、リムは一度ならず、彼を叱ったことがあった。

――エレオノーラ様が戻ってくる前に起こしておきましょう。

　すぐ隣にある、男性用と呼ばれている副官の幕舎へ向かう。見張りの兵士に訊いた。

「ティグルヴルムド卿は、もう起きられていますか？」

　予想通り、兵士は首を横に振る。

「私が起こしてきます」と告げて、リムは幕舎の中に入った。

　広い幕舎の中で、くすんだ赤い髪の若者が毛布にくるまり、静かな寝息をたてている。この軍の総指揮官であるティグルことティグルヴルムド＝ヴォルンだ。

　本来なら、彼が総指揮官用の幕舎を使うべきである。だが、エレンたちがいっしょに寝起きすると聞いたティグルは、それなら広い方がいいだろうと幕舎の交換を提案し、自分は側仕えのバートランとともにこちらを使っていた。

　バートランの姿はなく、片隅に彼の毛布が丁寧にたたまれている。もう目を覚まして外へ出たらしい。ティグルのそばには、ヴォルン家の家宝であり、不思議な力を持つ黒弓が立てかけられていた。

「どんな夢を見ているのかわかりませんが、幸せそうですね……」

　呆れる声の中に、微量ながら好意的な響きがある。リムは静かに歩み寄ると、若者――ティグルの前に膝をついた。肩に手をかけて軽く揺する。

「起きてください、ティグルヴルムド卿。もう朝ですよ」

　反応はない。そのていどで起きてたまるかといわんばかりの熟睡ぶりである。

「兵たちももう朝食の用意をはじめています。一軍の将として寝坊するというのはいかがなものかと。兵への示しというものをどう考えておられるのですか」

　この台詞が、彼女がティグルを叱るときの常套句だ。さきほどよりも強く揺すってみるが、やはり反応はない。

――以前、すぐに起きたのは剣を口にねじこんだときでしたが。

　そのときのティグルは捕虜であり、リムは彼を警戒し、強い敵意を抱いていた。さすがにいまはやる気になれない。

――あれから数ヵ月で、ずいぶんと関係が変わったものです。

　最初、リムにとって、ティグルは捕虜らしくない捕虜だった。それが頼りない領主になり、もの覚えの悪い教え子になり、命の恩人で、支えるべき総指揮官になった。

　この軍の総指揮官であるティグルを補佐し、ときに教師としてさまざまなことを教える現在の立場をけっこう気に入っている自分に気づき、リムはかすかな驚きを覚える。

「本当に、不思議なものです」

　奇妙な感慨とともに微笑をこぼし、彼の頭を優しく撫でた。ティグルは目を覚ましこそしなかったが、むず痒そうに表情を歪めて、手を頭へ持っていく。

　二人の手が重なった。

　リムはおもわず息を呑み、二つの手を、次いでティグルの寝顔を見つめる。頬がうっすらと赤く染まった。そのままの姿勢で、十と少しを数えるほどの時間が過ぎる。

「起きろ、ティグル。この私が直々に起こしに来てやったぞ」

　静寂を破って、エレンがずかずかと、ティッタがためらいがちに、入ってきた。

　ティグルの寝顔に見入っていたリムは驚きのあまり身をすくませ、ぎょっとして振り返る。エレンと目が合った。

「リムではないか。どうしてここにいる？」

　ティグルを起こしに来たと言えばすむことなのだが、羞恥が先に立ち、たったそれだけの台詞が出てこない。無愛想な表情を崩してうろたえるリムを不思議そうに眺めやり、エレンはこちらへ歩いてくる。目を細めた。

「おまえ、いくらこいつが起きないからといって、髪を引っつかんでまで……」

「ち、違います！」

　感情の揺れを隠そうとして、つい大声を出す。その拍子に、本当に髪をつかんで引っ張ってしまった。慌てて手を離したものの、さすがにティグルは目を覚ます。

「どうした……？」

　髪をかきまわしながら、ティグルが寝ぼけ眼で三人の娘を見上げた。エレンとティッタの視線がリムに向けられる。

　申し訳なさといたたまれなさとで、リムはいますぐにでもここから立ち去りたかったが、そんなみっともない真似まねはできない。とはいえ、頭を撫でていたとも言えなかった。起こそうとしていたと説明し、ティグルに深く頭を下げて非礼を詫びる。

「次からは、俺が禿げないようにしてくれ」

　ティグルの返答は、あくびまじりのそれであり、リムは安堵の息をついたのだった。
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　総指揮官用の幕舎の中で、ティグルとエレン、リムは地図を囲むように座る。

　朝食をとりながら、三人は軍議を行っていた。ちなみに、ティッタも三人の食事の用意をするために幕舎の中にいる。

「我々がこのオーランジュ平原に幕営を設置して、四日になります」

　軍議はいつも、リムの第一声ではじまる。朝のささやかな騒動からは完全に立ち直り、愛想のない表情でティグルとエレンを見た。

「ライトメリッツ騎兵約一千五百、歩兵約三千五百。ブリューヌ騎兵約百、歩兵約九百。昨夜までの段階で、兵と馬の増減はありません。揉めごとによる負傷者は出ていますが、怪我のていどは軽く、戦いに支障がある者はいません。総指揮官殿からは何かありますか？」

「困ることは多いけど、深刻なものはないよ」

　ティグルはのんびりと答える。ありふれた麻織りの服とズボン、首には防寒用の布という格好は、そのへんにいる村人と変わらず、とても数千の軍を率いる指揮官には見えない。だが、エレンもリムも、ティグルが指揮官にふさわしい能力を持っていることをわかっていた。

「喧嘩の件数が増える一方。食糧や燃料が減る一方。そんなところかな」

「おまえの借金が増える一方、というのも忘れるなよ」

　スープをすすりながら、すました顔でエレンがつけくわえる。

「私たちが食べているこれだって、ただじゃないんだ」

　スープは塩漬けの魚と河川でとれた貝を二、三種類の香草といっしょに煮込んだものだ。魚はそのままでは食べられないほど塩分が強いが、大鍋で煮込むとほどよい味になる。

　並べられている朝食は、このスープ以外に固いパンとチーズ、葡萄酒ヴィノーといったものだ。兵士たちの食事もおおむね同じで、違いといえばスープの中身ぐらいだろう。

　食糧と燃料は、東や南にある町や都市から買い求めている。ライトメリッツ兵は向かわず、ブリューヌの兵たちがジスタート金貨の入った袋を抱えて行くのだ。

「ここはテリトアール領内だ。オージェ子爵の名を使えば、領民たちは食糧や燃料を提供してくれるだろう。だが、彼らだって冬を越すのに充分な蓄えがあるわけじゃないし、一度ですまなくなったら不満を抱くようになると思う。逆に、最初から金を出す相手だとわかったら、どこかから調達してきてくれるかもしれない」

　ティグルのその考えに、皆が賛同したからだった。

　ユーグ＝オージェ子爵は、ティグルに協力している数少ないブリューヌの諸侯だ。

　テナルディエ公爵と戦うべく、彼は己の領地から兵を募り、親しい諸侯たちに声をかけて、約一千のブリューヌ軍を編制した。

　この軍はアルサス兵やテリトアール兵、諸侯の兵が集まってできたものであり、テナルディエ公には従えないという思いから団結しているものの、意志が統一されているとは言い難い。

　そんな諸侯たちをまとめ、兵たちを管理するのがオージェの役目だ。ティグルとしては、彼にあまり負担をかけたくないという思いもあった。

「ところで、リム」

　空にしたスープを地面に置いて、エレンは無表情の部下を軽く睨にらむ。

「さっき、我々としか言わなかったな。どうして正式名称を言わない？」

　リムはかすかに眉をひそめる。見慣れている者でなければわからないほど微細な変化だが、エレンと、そしてティグルは気づいた。

「我々、でもとくに問題はないと思いますが……」

「いいや。こういうのはしっかりしないとな。さあ言ってみろ。『銀の流星軍シルヴミーティオ』と」

　楽しげな笑みを浮かべてエレンが促す。さすがにこの段階で、リムもティグルも彼女の意図に気づいた。食後の腹ごなしに、からかっているのだ。

――銀の流星軍ねえ……。

　それが、ティグルが率いているこの軍の名称だった。ずいぶん大仰だと思う。リムが言いたがらなかったのも理解できる。

　発端は数日前。オージェ子爵に、この軍はどう呼ぶのかと聞かれたことだった。

「この軍の中核は、ティグルヴルムド卿とエレオノーラ様です。『アルサス・ライトメリッツ同盟軍』でいいのでは」

　そうリムが提案し、ティグルも自分なりに考えてみた。

「オージェ子爵や、味方になってくれた貴族を蔑ないがしろにはできない。『ブリューヌ諸侯およびライトメリッツ連合軍』でどうだろう」

「なんだ、その意気のまるであがらない名前は。第一、長すぎる。そんなものを兵が喜んで使うとでも思うのか」

　呆れ果てた顔で、大げさにため息をこぼしながら、エレンは二人の案を却下した。

「じゃあ、エレンには何か案があるのか」

　つい、ティグルはそう聞いてしまい、エレンはよくぞ聞いてくれたと言わんばかりの自信に満ちた笑顔でうなずくと、その名称を口にしたのである。

　反対意見はあったものの、代案がなかったので銀の流星軍に決まってしまい、あまり気にしないティグルはともかく、リムなどは最後まで不満そうだった。

「シ、シル、シルヴ…………」

　リムは表情こそ変えなかったものの、うつむきがちにちいさな声を絞り出す。さすがにティグルはかわいそうになり、助け船を出すことにした。

「さっきの食糧と燃料の話だけど、あとどれぐらいもつ？」

　リムはほっとした顔になり、ティグルに礼代わりの会釈を返しながら答える。エレンはティグルの意図に気づいて口をとがらせたものの、何も言わずに耳を傾けた。

「現在、我が軍が備えているものだけならば二十日分。金銭には余裕があるので、無駄遣いをせず、近隣の町が今後も売ってくれるなら冬を越すことは可能です。ただし、不測の事態が起きればそのかぎりではありません」

「不測の事態って？」

「たとえば、どこかの貴族が二千から三千の兵を率いて味方になったりすることです。武器も食糧も用意せず」

　そうなったときのことを想像して、ティグルの表情は暗くなった。数だけを考えれば味方が増えるのはありがたいが、その分食糧などの消費も増えるということだ。

「また、テナルディエ公の妨害によって食糧や燃料が手に入らなくなれば、我々はそれだけで苦境に陥るでしょう」

「テナルディエ公爵ならそれぐらいやってくるだろうし、難しいことじゃないだろうな」

「余裕があるいまのうちに対策を考えておくべきですね」

　リムがそう締めくくったとき、ひとりの若い騎士が幕舎に入ってきた。

　長身で鎧を着こみ、整った顔だちをしているが、頭部には一本の毛髪もない。しかし、彼はそのことを誇りにすら思っているようだった。堂々とした態度と精悍さにあふれた顔つきが、それを物語っている。

「ティグルヴルムド卿。また揉め事です」

　どこか楽しそうな口調で、騎士はティグルに告げた。

「またか。ルーリック、今度は何だ？」

　ルーリックと呼ばれた騎士とは対照的に、うんざりした顔をしながらも、食事を中断してティグルは立ちあがった。矢筒を腰に下げ、そばに置いていた黒弓をつかむ。

「戻ってきたら食べるから、そのままにしておいてくれないか」

「でも、スープは冷めてしまいます」

「おまえの作ってくれたものなら、冷めていてもうまいさ」

　困った顔で見上げるティッタに笑顔で答えると、ティグルはエレンとリムを見る。

「ちょっと行ってくる」

「ああ。もう慣れただろうから、さっさとすませてこい」

　気楽な調子で手を振るエレンの隣で、リムは無言で立ち上がろうとする。

「――リム」

　呼びかけだけで、エレンはリムの行動を制した。

　ティグルがルーリックとともに幕舎を出ると、エレンはからかうような目をリムに向ける。

「おまえ、最近、ティグルに甘くなってないか？」

「そうでしょうか」

「以前のおまえなら、揉め事の仲裁に失敗したら食事抜きぐらいは言っただろうに」

「ここは戦場も同然です。いつ戦が起きるかもわからないのに、そんなことは言いません」

　主にそっけなく答えて、リムは葡萄酒に口をつける。

「いや、おまえがあいつを気に入ったというなら何よりだ。命の恩人とはいえ、意識がもうろうとしているときに胸を吸われたことはさすがに気にしているだろうと思っていたのでな」

　リムはむせた。葡萄酒を噴きだしこそしなかったものの、何度も咳きこみながらエレンを軽く睨みつける。

「言い方に気をつけてください。それに、私も申しあげたいことがあります。エレオノーラ様はティグルヴルムド卿に対して無防備すぎます。水浴びのときや、稽古で押し倒されたときもそうですが、タトラ山でなんて――」
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　そこまで言ったところでリムは視線を感じて言葉を止めた。食器を抱えたティッタが、顔を青ざめさせながらも熱を帯びた視線をリムに送って、続きを促している。

　リムは恥ずかしがるように目を伏せると、残った葡萄酒を一息に呷あおり、空になった陶杯を置いて立ち上がった。

「見回りに行ってまいります……」

「ティグルを助けるようなことはするなよ？」

　念を押すように、エレンは言った。

「あいつには経験が足りない。六千の兵という規模で起きる揉め事は、ちょうどいい。失敗しても、私やおまえがなんとかできるしな」

「失敗してもかまわないと？」

　リムの問いかけに、エレンは物騒にも見える笑みで答える。

「失敗や挫折なくして成長なぞあるか。私やおまえだって、そうだっただろう」

　愛想のない表情を崩してかすかな苦笑を浮かべ、リムは一礼すると幕舎を出た。

「それにしても、リムが男に興味を持つとはな。むしろ心配なぐらいではあったが」

　感慨深げにつぶやいたところで、エレンは栗色の髪の侍女の迷うような顔に気づいた。

「リムは、毒蛇に胸を噛まれたんだ。私は情けないことに、狼狽して何も考えられなくなってしまってな。そのとき、ティグルがすばやく応急処置をしてくれた。さっきのように冗談にできるのは、あいつのおかげだ」

「そう、だったんですか」

　エレンの言葉にうなずきはしたものの、ティッタの顔はすべてを理解できていないようだ。ふと、エレンはあることを思いついて、いたずらめいた笑みを浮かべた。

「そうだな、気になるのなら、ティグルに詳しく聞いてみるといい」

――これ以上の対応はティグルに任せよう。うん、きっといい経験になる。

　さりげなく押しつけて、エレンは陶杯の中の葡萄酒に口をつけた。







「今回の喧嘩の原因は？」

　ルーリックとともに幕舎を出たティグルは、黒弓を握りしめ、しかめっ面にならないよう気をつけながら尋ねた。

　幕舎を出れば兵たちの目がある。一軍の将として、どれだけ機嫌が悪かろうと感情を露あらわにするわけにはいかない。そのぐらいのことは領主として学んでいた。

　幕営では幾筋もの炊事の煙が立ちのぼって、白みがかった朝の空へと消えている。

「雲です」

　ティグルの隣を歩きながら、ルーリックは空を指さした。ティグルも首を傾けてうろこ雲の広がる空を見上げる。

「私もはじめて知ったのですが……ブリューヌ人はあの雲を、バヤールとやらいう神馬の蹄の跡だと考えているそうですな」

「そうだけど、それがどうかしたのか？」

　ブリューヌで生まれ育った者にとってはあまりにも当然のことを言われ、ティグルはきょとんとした顔になる。

　バヤールは、ブリューヌ王国の軍旗に描かれている魔法の馬だ。

　約三百年前にこの国を興した始祖シャルルは、黒いたてがみと赤い体躯を持つこの魔法の馬に跨またがり、国内のいかなる地であろうと瞬く間に訪れたといわれている。始祖シャルルの死後、バヤールは王の魂を乗せて天を駆けているのだと伝えられていた。

「我が国では、あの雲はジルニトラの通り過ぎた跡ということになっております」

　なるほどとティグルは納得した。

　ジルニトラは、ジスタート王国の軍旗に描かれている漆黒の竜だ。ジスタートを興した初代国王が、自らを黒竜の化身であると言ったというのが由来である。ジスタート人はその伝説を信じており、ジルニトラは、神々へのそれとは異なる意味で、信仰の対象だった。

「それで、どちらが正しいかで言い争いになったわけか。掴みあい、殴りあいにまで発展したのか？」

「いまのところは、まだ。ですが、いつそうなってもおかしくない雰囲気ですな」

　ルーリックの言葉には、ティグルの反応をおもしろがっている節がある。事実、ティグルがどうするかを、この禿頭の騎士は強い興味でもって見届けようとしていた。

　本来なら総指揮官が対処するべきことではないとわかっていながら、わざわざ教えにきた理由はそれだ。もしもティグルが総指揮官という現在の立場に慣れていたら、ルーリックに任せて動かなかっただろう。

　兵同士の諍いさかいというのは、言ってしまえばそのていどのことなのだ。

　ほどなく揉め事の現場が見えてきた。十人近いライトメリッツ兵とブリューヌ兵が、一方は目をつり上げ、もう一方は歯をむき出しにして睨みあっている。ルーリックの言ったようにまだ乱闘にこそ至っていないが、一触即発の雰囲気となっていた。

　ティグルは足を止めると、矢筒から一本の矢を取りだして弓につがえる。

「足でも狙って射るのですか？」

　物騒な問いかけをルーリックはした。実際、矢を射放って止めるとなると、少々荒っぽい方法しか思い浮かばない。彼らの足元を狙ってもたいした威い嚇かくにはならないだろうし、かといって視線の高さで矢を放てば、騒ぎとは関係ない兵たちに当たる可能性がある。

「これから戦うのに、怪我人を出せるわけがないだろう」

「もっともですが――」

　そこまで言いかけて、ルーリックは興味深げにティグルの手にある矢を覗きこんだ。

「何ですか、それは？」

「笛鳴矢シフレシュというものらしい。オージェ子爵からいただいたんだ」

　その矢は、通常のものとは若干形が違っていた。鏃やじりのすぐ下に、小さな穴の開いた楕円形の木の実のようなものがついている。

　ティグルは空に向かって弓をかまえると、弦を引き絞って無造作に放った。ひぃん、と鳥の鳴き声にも似た、不思議な風切り音が鳴り響く。

　まっすぐ飛んだ矢は、はるか上空で小さな弧を描いて落下した。突然の奇妙な音に呆然と立ちすくむ兵たちの目の前を通過して、地面に突き立つ。

「――何の騒ぎだ」

　兵たちの顔から激情が消えたのを確認してから、ティグルはやや居い丈たけ高だかな調子で声をかける。血の気の多い連中をおさえるには、はじめから強気でいく必要があった。こういったことの処理は、アルサスでもよくあったことなので慣れている。

　ティグルの顔を見た兵たちはばつの悪そうな顔をしながらも、口々に自分たちの主張を訴えた。さきほどルーリックから聞いた通りの内容だ。

「つまり、あの雲がバヤールの跡かジルニトラの跡か、ということなんだな？　おまえたちの口論の原因は」

　兵たちは神妙な顔でうなずき、ティグルの反応を窺う。ここにいる兵たちの誰よりも若い総指揮官は、何と答えるだろうか。

「両方だ」

「はあ」

　ティグルの言葉に、兵たちは気の抜けた顔で応じた。ブリューヌ兵が釈然としない顔つきで首をひねる。

「それでよろしいのですか？」

「いいも何も、バヤールもジルニトラも、雲の上を我がものとして何者をも寄せつけなかったなんて話は聞いたことがない。ならば、どちらもいると考えるのが妥当だ」

　このあたりの台詞は、半ば勢いで言ったものだった。ティグルはブリューヌの神話についてならば人並みに知っているが、ジスタートの神話はあまり詳しくない。教師役といっていいリムも、神話の細かな部分については後回しにしていた。

「異論がある者はバヤールなりジルニトラなりに会って、真実を訊いてこい。それもいやなら、俺がおまえたちの相手をするが……」

　兵たちは地面に視線を注ぐ。矢がまっすぐ突き刺さっていた。

「いえ、異論はありません」

　先に引いたのはライトメリッツ兵たちだった。彼らはティグルの弓の技量を知っている。加えて、ティグルのそばで目を光らせているルーリックの存在もあった。

「彼らはああ言っているが、おまえたちはどうする」

　ティグルの視線を受けて、ブリューヌ兵たちも頭を下げて引き下がる。彼らは弓矢というものを蔑さげすんでいたが、音と、ティグルの態度に怯んだのだった。

「よし。それから騒ぎを起こした罰として、今日と明日、おまえたちに配給する食糧と燃料は減らす。以上だ」

　処分としては軽いものだ。反対や不満の声はあがらなかった。

　兵たちが散って、穏やかな雰囲気が戻ってきたところでティグルは矢を拾うと、踵を返す。隣を歩くルーリックが賞賛の言葉をささやいた。

「お見事でした」

　ティグルの返事はため息混じりの苦笑だった。

「後ろから睨みをきかせてくれていただろう？　ありがとう」

「感謝の言葉をいただけて恐縮ですが、このていどのことで言う必要はありません」

「ささいなことであっても、礼はしっかり言うべきだと思うけど」

「もっともですが、ありがたみが減ります。女性に愛していると言うのと同じで、ここぞというときにこそ用いて、濫用は慎むべきかと」

　ルーリックの言葉に、ティグルは皮肉っぽく口の端を吊り上げた。

「もっとわかりやすいたとえで頼む」







　現在のブリューヌにおいて、銀の流星軍ほどいびつな構成の軍隊もないだろう。異国の兵が八割以上を占めており、総指揮官は無名の、しかもたかだか十六歳の若者なのだ。

　摩擦や諍いが起こるのは覚悟していたが、これほどとは思わなかったというのがティグルの正直な感想だった。

　オーランジュ平原に幕営を構築して以降、起こった騒ぎの数はティグルが知っているだけでも十を超える。実際はもっと多いのだろう。

　ブリューヌとジスタートは言語にそれほど違いはなく、信仰している神々もほとんど同じである。それがよい方向に働いてくれればという淡い期待があったのだが、結果としてはその細かな差異が対立の火種になっていた。

　助けてもらったことのあるアルサスやテリトアールの者たちは、わだかまりもなくつきあっているが、それ以外の兵たちにしてみれば、ライトメリッツ軍はただのよそ者だ。にもかかわらず数が多いので、彼らが軍の中核であるかのように見える。それがおもしろくない。

　オージェ子爵も両者の間をとりもつよう動いてくれてはいるのだが、六千もの大所帯とあってはどうしても目の届かない部分があった。

「いっそ、早く戦になってほしいというところですか」

　苦笑混じりのルーリックの言葉を、ティグルは肩をすくめて聞き流した。

　ここから西へ三日ほども進めば、テナルディエ公爵の領地であるネメタクムが見えてくる。だが、ティグルはここから動かなかった。正確には、動けなかった。

　ブリューヌ兵たちとライトメリッツ兵たちが歩調を合わせて動けるだろうかという不安や、テナルディエ公爵やガヌロン公爵の動きをつかめないことなど、理由はいくつかあるが、最大のものは、王都ニースへ向かったマスハスから、いまだに何の連絡もないことだ。

　テナルディエ公爵と戦う前に、ファーロン王に事情を説明したい。私戦の許可がもらえれば理想的だが、調停を行ってもらうのでもかまわない。とにかく、国内にライトメリッツ軍を招きいれたことについて、私欲でないことをはっきりさせておきたかった。

　ティグルが己の正義を大声で主張し、それが諸侯や騎士団に受け入れられるのであれば話は違ってくるのだろうが、あいにくそれだけの影響力はない。

　だから、国王の承認が必要なのだ。ブリューヌの諸侯として。

　マスハスとセレスタの町で再会したのは約二ヵ月前、まだ秋の半ばだったころだ。彼のことだから、まっすぐ王都へ向かってくれたに違いない。ファーロン王に謁見を求め、許可がおりるまでに時間がかかるとしても、いまだに連絡がないのはおかしい。彼の身に何かあったのだろうか。ニースと、マスハスの領地であるオードへ使いの者を出すべきか。

　そんなことを考えていると、ティグルは後ろからの声に呼び止められた。

――今度は何の揉め事だ？

　くすんだ赤い髪を乱暴にかきまわして、ティグルは後ろを振り返る。ひとりの若いブリューヌ兵が立っていた。緊張した顔つきで、彼は口を開く。

「グレアスト侯爵と名のる方がお越しになりました。伯爵閣下にお話があると」

「グレアスト……？」

　ティグルは首をひねった。聞いたことのない名前だ。だが、相手が侯爵だというならば丁重に対応しなければならない。

「その方は、おひとりで来られたのか？　供の者などは？」

　ひとりで来たという答えに、ティグルはますますもって怪しさを感じた。

「ひとまず、すぐに行くと伝えてくれ。それと……そうだな、ここから二百アルシンほど離れたところにテーブルと椅子を用意してほしい」

　味方かどうかわからない。うかつに幕営の中へ招き入れることはできなかった。

　指示を下した兵が足早に駆けていくのを横目に、ティグルはルーリックを伴ったままオージェ子爵の幕舎へ向かう。見張りの兵はすぐに中へと通してくれた。

　薄明るい幕舎の中、ゆったりとした服を着た老子爵は、静かに麦粥マナカーシャをすすっている。ティグルを見ると、好々爺然とした笑みを浮かべた。

「ちと行儀が悪いが、この季節は少し放っておくとすぐに冷めてしまうのでな。勘弁してもらえるかな」

「いえ、こちらこそ食事中に失礼しました」

　ティグルも笑顔で言葉を返す。その半歩後ろに立つルーリックは無言のまま会釈した。

　オージェの前に膝をついて、ティグルはさっそくグレアスト侯爵のことを説明する。老子爵の顔から笑みが消えた。

「グレアストじゃと……？」

「ご存じなのですか」

「北部にあるパーニアという領地を治めている諸侯でな、ガヌロン公の片腕といわれておる。以前に何度か会ったことがあるが、冷酷で、物騒な男じゃ」

　顔に刻まれた皺しわを増やして、オージェは記憶をさぐる。すぐに思いだし、手に持っていた匙で麦粥の皿を打った。

「そう、おぬしが持ってきてくれたマスハスの手紙にもあやつの名があった。アルサスに向かっていたガヌロン公の軍の指揮官が、グレアスト侯爵だった」

　さすがにティグルも顔色を変える。マスハスが止めてくれなければ、テナルディエ軍よりも先にアルサスを襲っていた男ということだ。自分に友好的な話を持ってきたとは思えない。

「どうする？」

「とりあえず話を聞いてみます。ひとりで来たそうなので、面倒なこともないかと」

「わしも行こう。グレアスト侯爵本人かどうかをたしかめんとな」

　お願いしますとティグルは頭を下げた。
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　暗闇に包まれた、空気が不自然なほどに乾いた部屋だった。

　明かりひとつない空間の中央で、黒いローブをまとった小柄な老人が書物をめくっている。ふつうの人間ならば、いかに目を凝らそうと一文字も読めるはずのない状況でだ。

　ここはテナルディエ公爵の屋敷にある一室だった。

　老人の名はドレカヴァクといい、数年前から公爵家に占い師として仕えている。この占い師という肩書きが表向きのものであることは、老人と、雇い主であるテナルディエ公爵しか知らないことだった。

　ドレカヴァクは無言で書物に目を通していたのだが、不意に、羊皮紙の端をつまんだ皺だらけの細い指を止めた。この部屋に何者かが近づいてくることに気づいたのだ。

　挨拶もなしに扉が開く。戸口に、ひとりの若者が立っていた。

「やあ、ひさしぶり」

　陽気な声で手をあげ、若者は真っ暗な室内に戸惑う様子もなく足を踏みいれる。中肉中背で、襟えりや袖に毛皮をあしらった厚手の服をまとっていた。短い黒髪には緑色の布を巻いて、肩のあたりに垂らしている。

　動きはゆったりとして、足音ひとつたてない。どこかつかみどころのない印象をあたえる男だった。

「来たか、ヴォジャノーイ」

　ドレカヴァクは背を向けたまま、若者に呼びかけた。さっそく用件を告げる。

「モルザイム平原を知っておるか。ここから北東へ行ったアルサスにあるのだが」

「ああ、ここの坊ちゃんが惨めに負けたところだろう」

　笑顔を微み塵じんも崩さず、ヴォジャノーイという名の男は答えた。

「そこへ行ってもらいたい」

　書物をめくる手の動きを再開させながら、ドレカヴァクは言葉を続ける。

「モルザイムの沼に飛竜が落ちた。その亡骸を拾ってきてほしいのだ。おまえなら、沼の中を歩きまわることなど造作もなかろう」

「坊ちゃんの死体は？　あの子も沼に落ちたんじゃなかったかい」

「それはどうでもいい」

　黒いローブの老人の声音は、まるで路傍の石ころについて語るようだった。

「わしが望むのは飛竜の亡骸のみじゃ」

「へえ。でも、どうして急に？　いままでは、そんなものに興味を示したことなんてなかったじゃないか」

　頭に巻いた緑色の布をもてあそびながら、ヴォジャノーイは疑問を投げかける。

「気になることがあっての」

　ドレカヴァクは考えこむような、陰鬱な口調で続けた。

「わしとしたことが、戦姫という強い光に目を眩まされて、それ以外の輝きを見落としたのやもしれん」

　ヴォジャノーイは言葉の続きを待ったが、ドレカヴァクの口からは、それ以上のことは何も発されなかった。若者は追及するようなことはせず、肩をすくめる。

「戦姫といえば、いま、この国に銀ぎん閃せんの主がいるけどさ。あれ、どうするんだい？」

　若者の双そう眸ぼうを危険な煌めきが彩った。獲物を見つけた獣のそれに似ている。ドレカヴァクは背を向けていたが、若者の気配の変化を正確に察知した。

「あれには他の者があたる。おまえの出る幕は残念ながらない」

「誰が？　この国に、戦姫に対抗できそうな人間なんていたかな」

「テナルディエが、不敗の剣の使い手――ナヴァール騎士団の団長ロランを動かした」

　ドレカヴァクの答えに、ヴォジャノーイは意外そうな声をあげた。

「おもいきったことをするもんだねえ」

「テナルディエは知らぬだろうが、結果としてその判断は正しい。竜具に対抗するべくつくられたものの中で、あれだけが唯一の成功作じゃ。この国の神話では、神の遣わした精霊が始祖シャルルに授けたことになっているが……無知とはかわいらしいものじゃ」

　声をくぐもらせて笑う老人の背中を見て、ヴォジャノーイは再度、肩をすくめる。

「それで……沼に潜る、だっけ？　やってもいいけど、ただ働きはいやだね」

　その返答を予期していたかのように、ドレカヴァクの手が書物から離れ、部屋の隅を指さした。そこには、竜を調達するためという理由で老人がテナルディエ公爵から受け取った金貨の袋が、無造作に投げ捨てられている。

「持っていけ」

　その言葉にヴォジャノーイは顔をほころばせた。軽い足取りで隅へと歩いていき、両手を袋へと突っこんでわしづかみにした金貨の山を取りだす。

　それらを愛おしそうにかかげると、口を開けて流しこんだ。ざらざらと擦れる音をたてて、大量の金貨が若者の喉の奥へと呑みこまれていく。

　そうしてすべての金貨を呑みこむと、ヴォジャノーイは大仰な仕草で一礼した。

「毎度あり」









　　　２　　　ガヌロンの陰謀














　ティグルはエレンとオージェ子爵を伴って幕営を離れた。

　エレンを同行させることは迷ったものの、ティグルとライトメリッツ軍の結びつきの強さを誇示する必要があったし、ライトメリッツ軍に不利な話をするかもしれないという疑惑を消しておくためもあり、いっしょに来てもらうことにしたのだ。

「安心しろ。私は必要最低限のことしか言わずに黙っておくから」

　念のため、いつでも兵を動かせるようにとリムに頼んである。グレアスト侯爵の目的がわからない以上、どれだけ備えてもやりすぎということはなかった。

　会談の場には、ひとりの男と一頭の馬の姿があった。馬は手綱と鞍を外して休ませてある。

「間違いない。グレアスト侯爵じゃ」

　オージェがティグルにぼそりとささやいた。周囲は起伏のない草原が広がっており、何者かが潜んでいるような気配もない。

　ティグルは前に進みでて、丁重に挨拶をした。

「はじめまして、グレアスト侯爵。ヴォルン家の当主ティグルヴルムドと申します」

「はじめてお会いする、伯爵。カロン＝アンクティル＝グレアストだ」

　グレアスト侯爵は二十代後半のように見える。貴公子然とした顔だちで、口元には親しげな笑みを浮かべており、友好の使者だといわれたら信じてしまいそうな雰囲気を帯びていた。灰色の髪は丁寧に整えられており、金の刺し繍しゅうが入った豪ごう奢しゃな絹服も、長身に似合っている。

　グレアストはティグルの左右にいる二人に視線を走らせ、オージェの顔を見ると意地の悪そうな笑みをひらめかせた。

「オージェ子爵ではないか。隠居したかと思っていたが、まだまだ元気そうだな」

「あいにく、気楽に隠居できるほど世の中が平穏ではないものでな」

「せっかく健康なまま老いることができたのだ。無理はせぬのが利口だろう」

　オージェの皮肉をグレアストは鼻で笑い、次いでエレンに顔を向ける。

「ジスタートの戦姫にしてライトメリッツ公国の主、エレオノーラ＝ヴィルターリアだ」

　簡潔に名のって会釈したエレンに、グレアストはほうと感嘆の声をあげた。

「ディナントで我が軍を敗走させたという銀閃の風姫シルヴフラウ。どれほどの女傑かと思えば、剣よりも絹のドレスこそが似合いそうな、可憐な乙女ではありませんか」

　相手が戦姫とあってか、グレアストはわざわざエレンの前へと歩を進める。その態度はティグルたちに対するよりもはるかに丁寧だ。

　だが、エレンは目の前の侯爵が自分に向ける視線に、不快なものを感じた。熱っぽく、そして絡みつくようにエレンの全身を這いまわっている。

　グレアストが右手を差しだした。礼儀上、はねのけるわけにもいかず、エレンは灰色の髪の侯爵の手をとる。

「いや、実に驚きました。噂とはあてにならぬものですな」

「噂？」

「王都ニースで、あなたの噂が流れているのです。戦姫は神話の英雄よろしく、剣を振るって竜すら打ち倒したと。美貌にうちのめされる竜というものがいれば話は別でしょうが……」

　事実である。しかし、エレンは無言で儀礼的な微笑だけを返した。そろそろ手を離したいと思っているのだが、グレアストはそんなそぶりを微み塵じんも見せない。

　それどころか、握手したまま、己の左手をエレンの手に添えて包みこむ。なめらかな肌の感触を楽しむかのように擦りあわせ、撫でまわした。

　決して露骨ではなく、礼節の範囲におさまると思わせる巧妙さである。エレンは全身の肌が粟立つのを懸命におさえなければならなかった。

「ところで、もし会えたならぜひ伺いたいと思っていたことがあるのですが……。なぜ、あなたのような方がヴォルン伯爵に協力しているのかな」

「雇われたのだ。伯爵の正義を実現するために。よって、兵とともに国境を越えてきた」

　金銭のためとも正義のためともとれる、曖昧な台詞だった。エレンとしてはこのような男に本心を明かすつもりなどないので、これでかまわない。

「エレオノーラ殿は、ヴォルン伯爵にこそ正義があると思われたわけですか」

「正義だけなら、テナルディエ公爵にも、ガヌロン公爵にもあるだろうな。ヴォルン伯爵の軍は居心地がいい」

「居心地とおっしゃると？」

「二人の公爵には、すでに多数の味方がいる。そこへ私が加わろうものなら、武勲を狙う競争相手と見做みなされ、敵視されるだろう。公爵たちも、私の待遇に気を遣うだろうしな。だが、ここではそうした心配をせずにすむ」

　エレンの返答に、グレアストは彼女と、その隣に立つティグルを交互に見る。納得したようにうなずいた。

「ふむ。おふたりを見るかぎり、睦まじき男女の仲というわけではなさそうですし、おっしゃる通りなのでしょうな。せめて私ほどに格があれば、また違うのでしょうが」

「……さすがに言葉が過ぎるのではないか、グレアスト侯爵」

　グレアストの手を握り潰したいという衝動をおさえこみ、エレンは凄絶な笑みを浮かべる。

「たしかに私とヴォルン伯爵はそういう仲ではない。だが、あなたの言う乙女とやらは私事についての詮索をことのほか嫌うものだ。覚えておかれるがよかろう」

「――おふたりとも、どうかそのへんで」

　緊迫した空気をゆるやかに払う穏やかな声こわ音ねで、オージェが話に割って入る。ティグルは内心で老子爵に感謝した。

　ティグルとて、いまの立場でなかったら、グレアストに怒声を浴びせていただろう。さっきからこの男がエレンの手を握って離さないというだけでも苛立っているのに。

　グレアストはオージェもティグルも無視して、エレンにだけ丁重に謝罪した。

「失礼した、エレオノーラ殿。これも王都で流れている噂なのです。生まれ育った国も違えば立場もまるで異なる年頃の男女が、行動をともにしているのです。実に想像力をかきたてられる話だと思われませんか？」

「グレアスト侯。私と話をするために、遠路はるばる馬を駆ってきたわけではなかろう？　世間話もほどほどにして、本題に入られてはいかがか」

　強引に、エレンは話を切り上げた。乱暴にならないていどに手を振りほどく。

――なんだ、こいつの視線は？　ただの好色な男かと思ったが……。

　表現しがたい、得体の知れない気味悪さがグレアストの視線にはあった。ティグルも自制心と慎重さを最大限に発揮しながらグレアストに椅子を勧める。

「どうぞお掛けください、侯爵閣下」

　グレアストが座るのを待って、ティグルたちも席に着いた。ティグルは用意してきた葡萄酒ヴィノーを人数分、銀杯に注いで、さらに自分の分を飲み干してみせる。毒が入っていないことを証明するためだ。それを確認してから、グレアストも銀杯を受け取る。

「では、本題だが……単刀直入に言おう。ヴォルン伯爵よ、ガヌロン公爵の下につき、支持を表明せよ」

――やはり、それか……！

　ティグルは心臓がわしづかみにされるような感覚を覚えた。

「貴殿は、テナルディエ公の嫡男だったザイアン卿を討ち果たしたと聞いている。ならば、いかに手を尽くしたとて公爵との関係修復はかなうまい。我々の利害は一致している。ガヌロン公も、喜んで貴殿を迎える用意がある」

　グレアストの声音は、わずかな隙間から浸入してくる冷水のようだった。台詞そのものはごくふつうでありながら、聞く者の心をひやりとさせる不気味さに満ちている。

「もし、私がガヌロン公爵の下についたとして……」

　ティグルの口の中は緊張で乾ききっている。一口でいいから葡萄酒を飲みたいと思ったが、グレアストから一瞬たりとも目を離すことができず、そのまま言葉を続けた。

「見返りは、何をいただけるのでしょうか。私は、雇っているライトメリッツ軍にも、味方になってくれた諸侯らにも報酬を支払わねばならないのです」

「安心するがいい」

　グレアストは怒りも迷いもせず、にこやかな笑みすら浮かべて即答した。

「ガヌロン公爵は度量の広い方だ。自分に従う者には充分な褒美をくださる。ヴォルン伯爵。むろん、貴殿にもだ」

「褒美、ですか」

　グレアストのこの言葉は、ティグルにとって完全に計算違いだった。ガヌロンは自分たちを粗雑に扱い、頭ごなしに命令してくるとばかり思っていたのだ。

「ランスという都市はご存知かな？」

「ネメタクムにある都市のことでしょうか」

　テナルディエ公爵が治めているネメタクムの中心都市だ。グレアストはうなずいた。

「いずれ我々はテナルディエ公爵と戦い、最終的にはランスを攻略する。そのランスを陥落させた後、貴殿と、貴殿に協力するジスタート軍に一日間の略奪の権利を与える。そうガヌロン公はおっしゃった」

「略奪の……権利？」

　ティグルの声がかすれた。じわりと、背中を衝撃と驚愕の汗が伝う。ティグルだけではない、エレンも、オージェも呆然としてグレアストを見つめている。三人分の視線を、グレアストは微笑を絶やさずに悠然と受け止めた。

「そう驚くこともなかろう。戦い、陥落した都市が破壊と略奪にあうのは、古来より戦の常。民を捕まえて慰み者とするもよし、奴隷として売り払うもよし。抵抗する者は斬り、逃げた者をかくまう神殿は取り囲んで恫喝をくわえる。欲しいままに奪い、壊し、犯すがいい。家々を打ち壊し、持てるだけの財貨を抱えて意気揚々と凱旋なされよ」

「それが、私たちへの見返りであると……」

「破格であろう？　ああ、火の扱いにだけは気をつけてほしい。貴殿らが去ったあとは他の兵たちが略奪するのでな。案ずることはない。ランスは大きな都市だ。ヴォルン伯爵がたとえ一万の軍勢を率いようとも、一日では半分も奪いきれぬよ」

　ティグルは絶句して、すぐに言葉が出てこなかった。

　知識としては、知っていた。戦に敗れて陥落した都市がどうなるかを。グレアストの言葉は偽りでもなければ誇張でもなく、そして、間違ってはいないのだろう。

　しかし、彼の話を聞きながらティグルの頭の中に浮かびあがったのは、ザイアン率いるテナルディエ軍に攻められたセレスタの町の光景だった。

　罪のない民が無残に殺され、家々を壊され、火を放たれ、人々が逃げこんだ神殿は多数の兵に囲まれていた。ティッタが、いまにも陵辱されようとしていた。

　本当に、ほんの少しでもたどり着くのが遅れていたら、ティグルはいまよりさらに多くのものを失っていたに違いない。

「いかがかな？　ヴォルン伯爵」

「――聞きたいのだが」

　それまで黙っていたエレンが口を開いた。紅の双そう眸ぼうに感情は浮かんでおらず、ごくありふれたことについて聞くような口調で尋ねる。

「ランスを攻め落とすことは決定しているのか？　状況によってはランスが降伏し、無血開城ということもあるだろう」

「いえ。まず、そんなことにはならないでしょうな」

　好意的な視線をエレンに向けて、グレアストは答えた。

「ランスにはテナルディエ公の屋敷があります。公爵の性格から考えても、兵や民をどれだけ失おうとも降伏することだけはないでしょう」

　そうかもしれないとティグルは思った。テナルディエ公爵は、民を傷つけることに何のためらいも覚えない男だと聞いている。公爵の息子であるザイアンもそうだった。

「また、ランスをはじめとするいくつかの都市については、たとえ降伏してきたとしても略奪を行うと、ガヌロン公は決めております。兵の士気を維持する意味でも、この方針を変えることはないでしょう」

　気分の悪くなる話だった。

　グレアストはティグルに向き直ると、話を戻す。続きはより苛烈なものだった。

「義務についても話しておこうか。まず、徴ちょう発はつの承諾だ。ガヌロン公の傘下にある軍が、貴殿らの領内における村や町に食糧や燃料の供出を求めたら、さしだすこと。否は許さん。抵抗は力で排除する」

　それは盗賊とどう違うのかという叫びを、ティグルは必死におさえこんだ。テーブルの下で拳を強く握りしめることによって。

「次に、戦列に加わること。貴殿らの場合は、テナルディエ公との決戦と、さきほど言ったランス攻め。その二つの戦いで、先頭に立ってもらう。もっとも、先陣を切るのは勇者の誉れ。戦の栄誉。そういう意味では義務とは言い難いかな」

　これも冗談ではない。どう考えても露払いだった。

　ティグルとしてはすぐにでも断りたいが、そうしてしまっては明確にガヌロン公爵を敵にまわすことになる。

「……お話はよくわかりました。配下の者と話しあって、明日、お返事をさせていただきたいと思うのですが」

「いや、返事はいまこの場でもらいたい」

　ティグルの言葉に、グレアストは真面目な表情になって首を横に振った。

「ヴォルン伯爵。誤解しないでほしいが、貴殿に求められているのは協力ではない。恭順だ。ガヌロン公に従うか、従わないか……答えてほしい。言っておくが、中立という立場を公爵閣下は許さぬ」

　空気が凍りついたかのようだった。グレアストの口調は静かなものだが、ティグルに決断を迫るその眼差しにはひとかけらの容赦もない。

　左右に座っているエレンとオージェの視線が自分に注がれているのを、ティグルは感じた。自分の答えは、彼女たちを、兵たちを、そしてアルサスをも巻きこむことになる。

　それでもティグルの答えは決まっていた。

「従うことはできません」







　次第に小さくなっていくグレアストの姿を見ながら、エレンはティグルに訊いた。

「あのまま帰してよかったのか」

「斬っておくべきだった、と？」

　質問というより確認といった方がより近いティグルの言葉に、エレンはうなずく。嫌悪感に満ちた目で自分の右手を見ながら言った。

「あの男、別れ際に私にまで誘いをかけてきただろう」

　あなたにその気があるのならば、ジスタート軍を言い値で雇おう。

　そんな台詞を、グレアストはティグルの目の前で堂々と言ってのけたのだった。これにはさすがに三人とも唖あ然ぜんとしたものだ。馬鹿なのかしたたかなのか、いずれにせよ神経が尋常でなく太いことは間違いない。

「斬ってしまうべきだった。念のために顔を潰して埋めてしまえば完璧だ。あとは兵たちに口止めをして、あの男がここに来なかったことにしてしまえばいい」

　彼女らしい言葉にティグルは苦笑しつつ、首を横に振った。

「マスハス卿の話から考えると、グレアスト侯爵は慎重なひとだ。護衛もなしにたったひとりで来たのも、何か策があるんじゃないかという気がする」

「それはあるかもしれんな」

　オージェもティグルの言葉に同意した。

「戦姫殿がおっしゃるように、ここへ来なかったということにしても、たしかに来たと言い張って軍を動かすぐらいのことをガヌロン公ならやりかねん」

　エレンはやや不満そうではあったが、反論はせず、そうだなとうなずくにとどめた。

　そうしてティグルたちが戻ると、幕営は妙に慌ただしい雰囲気に包まれていた。鍋や食器が急いでかたづけられ、ある兵士は幕舎をたたみ、ある兵士は甲冑をつけている。

　ティグルはそばにいる兵士をつかまえて事情を聞こうとしたのだが、それより早くこちらを見つけたらしいリムが駆け足で向かってきた。甲冑を身につけ、兜を小脇に抱えており、すぐにでも戦える態勢だ。彼女の後ろにはティッタもいる。

「エレオノーラ様、さきほど斥候から報告がありました。ここから北へ一日ほど行ったところに六千ほどの軍勢を見たとのことです」

「軍旗は見たか？」

　オージェが鋭い声音で尋ねる。

「緑地に金色の一角獣イディナロクと」

　リムの答えに、老子爵は知らない言葉を耳にしたかのように眉をひそめた。

「失礼しました。金色のリコルヌです」

　すぐにリムは補足する。一角獣の呼びかたは、ブリューヌとジスタートで違う。理解したオージェは、青ざめながらも顔を引き締めた。

「一角獣はガヌロン公の軍旗じゃ。そういうことか……」

　ティグルも事態を理解した。グレアストはすぐ近くまで兵を率いてきていたのだ。

「それなのに、ひとりで話をしにきたのか。見かけよりはるかに度胸のあるやつだな」

　エレンが感心したようにつぶやいた。

「すまない。こうなるのだったら、君の言うように斬っておくべきだったかも……」

　素直にティグルは謝罪したが、エレンは「いや」と、首を振る。

「話が終わってから、たいして時間が過ぎていない。グレアストは私たちとの話を遠くから見張らせていた可能性が高い。見晴らしがいいということは、手段さえあれば、遠くにいる者と連絡がとりやすいということだ」

　ティグルはアルサスの狩人たちから教わったことを思いだした。色の異なる大きな布をいくつか用意しておき、数百アルシン先にいる仲間と布の色で行動を伝えあうというものだ。

「兵たちには、ひとまず幕営を引き払うように命じました。どうしますか」

　リムの青い瞳がティグルに向けられる。

「まずは幕舎に戻ろう」

　緊迫した空気に包まれてもティグルは焦る素振りを見せず、落ち着き払って答えた。リムの肩越しに、不安そうな、気遣うような表情で見ているティッタに声をかける。

「バートランと、あと何人かつけるから、後ろに下がっているんだ、ティッタ」

　ティッタは一瞬うつむき、そして再び顔をあげたときには、はしばみ色の双眸を強い意志で輝かせていた。

「ティグル様。あたしのことはだいじょうぶですから、どうかご無事に帰ってきて――」

　くださいと言おうとして、力みすぎて声が上ずった。どう聞いてもくだしゃいとしか聞き取れないような言葉になってしまい、ティッタの顔は見る見る赤くなる。

　ティグルは苦笑して彼女の頭に手をのばしたが、それより先に横から別の手が伸びた。

「健気な娘だな」

　笑いをこらえきれないというような顔をした、エレンだった。ティッタの頭に手を置いて彼女を自身の胸元に引き寄せ、やや乱暴に頭を撫でる。

「案ずるな。ティグルには私がついている。たかだか六千の兵を相手に負けはしない」

　他の者ならば大言壮語ととられるだろうが、戦姫だ。言葉にも、まとう雰囲気にも充分な説得力があった。

　ティッタは上目遣いにエレンを見上げ、迷う様子を見せたあと、こう言葉を返した。

「ご、ご武運を……お祈りしています」

　エレンは一瞬びっくりした顔になったが、すぐに表情を笑顔に戻してもう一度、今度は優しく彼女の頭を撫でた。

　バートランにティッタを任せ、ティグルたち四人は幕舎に入って地図を囲む。

「このオーランジュ平原は北に川が流れ、南には森があります。起伏はほとんどないといってよく、丘や山なども周辺には見当たりません」

　地図の何箇所かを指で示しながら、リムが説明する。

　川は東から西へ、平原に沿うようにほぼまっすぐ流れている。この川を越えて、徒歩で一日ほど進んだあたりに、斥候は敵の姿を見つけたとのことだった。

「斥候の報告によれば、歩兵が五千、騎兵が一千ほどだと」

「この発見はお手柄だな。あとで斥候たちには褒賞をやらないと」

　ティグルの言葉に、エレンたちは一様にうなずく。準備のための時間がおおいに稼げたのは非常に大きい。また、働きにしっかり報いてやることによって、よりいっそうの成果を期待する意味もあった。

「我々はこの平原の中央にいる。正確にはやや北寄りか。数は六千だが、食糧や雑具の管理に四百ばかりまわす必要があるから、戦えるのは五千五百強というところだな。敵より若干少ないが、埋められない差じゃない」

　地図を見下ろして、楽しそうにエレンは笑う。

「いまから北へ向かえば、川を挟んで連中と対峙する形になるな。向こうも斥候を放ってこちらの数はつかんでいるだろう。ティグルがグレアストを中に招き入れなかったのは正解だ」

「オージェ子爵。このあたりに町や村はありますか？　とくに、北の方に」

　ティグルにはそれが気がかりだった。こちらを敵と見做した以上、グレアスト侯は町や村を襲うのをためらわないはずだ。

「南には町があるが、北には村がいくつかあるぐらいじゃの」

　リムから筆を借りて、オージェは地図に町や村を示す印を点々とつけていく。

「心配するな。我々と変わらぬ数である以上、敵もすぐに村を襲うような真似まねはするまい。まずは我々に挑んでくるじゃろう。その間に村の者たちは山や森へ避難するはずじゃ」

　老子爵の、安心させるような笑みを浮かべての言葉にティグルはほっとした。

――でも、やはり川のそばまで北上しなければならないな。

　敵の目を村人たちではなく、自分たちに向けさせなければならない。

　ティグルがそのことを告げると、リムは無表情のままうなずいた。オージェ子爵から筆を受け取りながら、無機質にも見える青い視線を地図へと注ぐ。

「オージェ子爵。この川の幅、水量はどれぐらいでしょうか」

「川幅は三十アルシンほどじゃったな。冬の渇水期で水は減っているじゃろうが、大人でも腿から腰のあたりが浸かるぐらいには水量はある」

「渡河は困難ではないが、楽々と渡れるわけでもないというところだな」

　オージェの答えにエレンが相槌を打った。川を渡っている間はやはり動きは鈍るし、地上にいる相手に対して低い位置に立つことになる。さらに、水の冷たさは徐々にではあるが体温を奪うだろう。

「ティグルヴルムド卿。敵は、どのように動くと思われますか？」

　地図から顔をあげてリムがティグルに問いかける。

――いい機会だと思ってるな。

　内心の言葉を顔に出さないようティグルは努めた。最近の彼女は、ティグルにこうした問いかけをするとき、微妙に態度が変化する。視線や声音がかすかな期待を帯びるのだ。

「機動力のある騎兵を先行させて対岸に渡らせる。そうして場所を確保してから、歩兵を渡らせてくるかな」

「そのやり方では、歩兵が渡河を終えるまでの間、こちらの攻撃を騎兵が引き受けることになります。守りの戦いでは騎兵の機動力、突進力が活かせません。攻めと守りにわけられるほど数が多ければ、また話は変わってきますが」

　リムの口調は穏やかで、いまひとつできの悪い教え子を丁寧に諭す教師のようだった。エレンが腕を組み、不満そうな顔でリムを見る。

「おまえ、私に教えるときとはずいぶん態度が違うな」

「エレオノーラ様は、自分ひとりで一千騎ばかり蹴散らせるから問題ない、とかおっしゃるでしょう」

「できないことを言った覚えはない」

　傲ごう然ぜんと、エレンは胸を張ってみせた。ティグルはふたりのやりとりに苦笑しながら、リムに視線で意見を求める。

「敵は歩兵と騎兵の部隊にわかれると思います。まず、歩兵の部隊を対岸に並べてこちらの注意を引き、その隙に騎兵が上流か下流か……こちらに気づかれない距離で川を渡り、側面か背後にまわりこんでくるのです。それにあわせて歩兵も行動を開始します」

「こちらも同じ手を使う……わけにはいかんな」

　しかめっ面で首を振るオージェに、エレンがうなずいた。

「こちらはこれで全軍だからな。よけいな犠牲は出したくないというより、出せない」

　グレアスト――ガヌロン公爵にとっては、そうではない。この兵たちが全滅しても、まだ戦いを続けられるのだ。

「それじゃあ――」

　ティグルが地図の一点を指して、あることを提案する。エレンとリム、オージェがそれぞれ意見を述べて、その提案に若干の修正をほどこした。

「これなら、いけるかな」

「やってみましょう」

　四人は視線をかわして決意を確かめあうと、強くうなずいた。
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　グレアスト侯爵の率いるガヌロン軍が、川の北側に姿を見せたのは、翌日の昼近くである。通常の行軍速度にくらべて、やや遅い。

　一千の騎兵部隊はすでに本隊から切り離し、西回りに大きく迂回させている。ここにいるのは五千の歩兵だけだ。いずれも立派な甲冑を身につけ、彼らの持つ槍は陽光を鋭く反射するほどだったが、その顔は戦意に満ちているとは言いがたかった。

　何より、総指揮官であるグレアストにあまりやる気が見られない。彼は軍の最後方にいて、しかも馬車の中でごろりと横になっていた。もちろん馬に乗れないわけではない。

　鍔と鞘に立派な装飾をほどこした剣を傍らに置き、羽毛を詰めたクッションに埋もれるように寝そべっているグレアストのもとへ兵が報告に来たのは、川辺まで軍が進んだころだった。

「川の水がない……？」

　クッションをどけて身体を起こし、グレアストは訝いぶかしげな顔で兵を見る。まるで涸れてしまったかのように、川から水がなくなっているというのだ。川の底に水溜まりがいくつか残っているだけだと。

――土ど嚢のうを上流に積みあげて、川の流れを塞せき止めたか。

　川幅は約三十アルシン（約三十メートル）。敵の数を考えれば、難しい作業ではない。

「敵は、川向こうのオーランジュ平原におります。川からは五ベルスタ（約五キロ）ほど離れており、こちらの渡河を妨害する動きは見られません」

　少し考える様子を見せたあと、グレアストは部下に「将軍を呼べ」と、命じる。

　ほどなく、ひとりの男が馬車を訪れた。厳つい顔と、大柄でたくましい肉体の持ち主で、全身から戦意を発散している。グレアストに向ける目は穏やかならざるものだった。

　男はガヌロン公爵の遠縁にあたる貴族で、伯爵位を持っている。だが、武芸の腕と兵の指揮に強い自信を持っており、伯爵と呼ばれるよりも将軍と呼ばれることを好んでいた。

「何か用か、侯爵閣下」

　尊大な調子で、将軍は訊いた。グレアストが爵位において自分より上位にあり、ガヌロンに重用されていることはもちろん知っているが、それでも遠縁とはいえ、ガヌロン家に連なる自分のほうが偉いのだと、彼は信じきっている。

　加えて、兵たちをここまで率いてきたのは自分だという思いが、彼に自信を持たせていた。実際、ガヌロン公爵の領地であるルテティアを発ってから今日まで、グレアストは兵の統率を将軍に任せ、馬車の中で寝てばかりいたので、そう考えてしまうのも無理はなかった。

　グレアストは男の態度を意に介さず、穏やかな口調で兵士が報告した内容を説明する。

「敵の動きについて、将軍はどう思う？」

　名前を省略したのは、将軍の名を覚えていないからだった。

「こちらを誘っているのだろう。おおかた、我々の半ばが向こう岸にまでたどり着いたあたりで堰を切り、塞き止めた川の流れを戻して我々を分断するつもりに違いない」

　腕組みをして、自信たっぷりに将軍は答えた。グレアストは薄い笑みを浮かべて尋ねる。

「そうだとしたら、どうする？」

「部隊を三つにわけて迅速に向こう岸へ。その後、正面からやつらを粉砕してみせる」

「では、そのようにするといい。ところで、オーランジュ平原の南に森があるだろう」

「はあ」と、将軍はやや気の抜けた声を出す。興味のない書物のあらすじを聞かされたような気分だった。

「あれに気をつけたまえ」

「僭せん越えつながら、侯爵閣下」

　グレアストの言葉を、将軍は鼻で笑いとばした。

「この森の木々はすっかり葉を落とし、さして近づかずとも奥まで見えるほどだ。伏兵を潜ませる余地などなく、兵を迂回させても見つかってしまうだろう」

　その言葉にグレアストは反論せず、苦笑を浮かべて話を変えた。

「それから、敵にジスタート軍がいるだろう。指揮官の戦姫は生かして捕らえるように」

　そして、ガヌロン軍は五千の歩兵を三つにわけた。本隊である中央に二千、左右両翼にそれぞれ千五百ずつという形だ。将軍は中央部隊から全体の指揮を執る。

「敵を打ち破ったら村々の略奪を許可する！　ひとでも家畜でも財貨でも！　戦利品がほしければ勝利を得よ！」

　そう叫んで、将軍は兵たちの士気を高めた。

　しかし、それぞれの部隊の先頭に立つ兵たちが川底に足を踏みいれても、敵は反応を見せなかった。それどころか、対峙することを避けるように南へ後退していく。

　やがて、五千の歩兵はすべて川を渡り終えてしまい、将軍は拍子抜けした。

「ジスタート軍は何を考えている」

　将軍はティグルの軍を、敵もしくはジスタート軍と呼んでいる。銀の流星軍シルヴミーティオという名など、ガヌロン軍の誰も知らない。

　将軍は空を見上げた。太陽が中天を過ぎて一刻近くたつ。まだ空は青く、白い雲で模様をつけているが、さらに一刻ほども過ぎれば急速に色いろ褪あせ、暗くなっていくだろう。

「ここで止まるのは危険だな」

　敵が堰き止めた川の水を流せば、ガヌロン軍は動きを著しく制限される。それに、敵を前にして緊張状態にある兵の士気を、中途半端なものにはできなかった。

――我々は、戦うためにここまで来たのだ。

　銀の流星軍に向かって前進を命じようとしたとき、ひとりの兵士が将軍のもとを訪れた。

「グレアスト侯爵からのご伝言です。『指揮は任せる。自分は川辺まで下がるゆえ、勝利の栄光は貴君のものとせよ』とのことです」

――敵を前にして怖気づいたか。

　将軍は内心で嘲ちょう笑しょうした。敵の後退に不審を抱くのは仕方がないとしても、こちらも下がってどうするというのだ。ともかく、グレアスト侯爵の護衛に本隊から百ほどの兵を割いて、将軍は後方へと送りだした。そのついでに、敵の意図について部下たちから意見を聞く。

「川の水を流すことに失敗して、態勢を立て直そうというのではないでしょうか」

「ジスタート軍が戦いを渋っているのやもしれません。テナルディエ公と戦うために雇われたという話が事実なら、我々との戦いは契約外のものでしょうから」

「我が軍を挑発し、隊列を乱そうとしているものと考えられます。このような見晴らしのよい場所で、ほぼ同じ数でぶつかりあうなら、隊列の整っている方が有利ですから」

　将軍は大きくうなずく。それらの意見は、自分も考えていたことだった。

「いずれにせよ、我々は戦うためにここまで来たのだ。敵を追う。隊列は崩すな」

　ガヌロン軍はあらためて前進する。

　銀の流星軍の後退は巧妙だった。こちらが進軍を止めれば同じく動きを止め、追う気が失せるほどには下がらない。面倒な連中だと、将軍はおもわず吐き捨てた。

　日が傾き、自軍に降り注ぐ強烈な夕日の輝きが、将軍の焦りを募らせる。

　進軍の停止や後退という考えが頭をかすめもしたが、グレアスト侯爵がいつまで後方に下がっているのかわからない。武勲を独占できる機会はいましかないという思いが、彼を意地にさせていた。日が沈んでしまう前に、なんとしても一戦まじえたい。

　銀の流星軍は南にある森の脇を通過したところで、諦めたように後退を止めた。

　ガヌロン軍は葉のすっかり落ちた森を右手に見る位置で、敵と対峙する。隊列を整えた。中央の本隊が二千、右翼と左翼がそれぞれ一千五百という編制はそのままだ。

　銀の流星軍も、中央と右翼、左翼に兵をわけて配置している。すべて歩兵だ。中央部隊の兵の数はガヌロン軍と変わらないか、やや多いぐらいだが、左右両翼は薄い。また、後方に騎兵部隊を待機させているようだった。おそらく予備兵力として使うのだろう。

「ふん、なるほど」

　将軍は冷笑を浮かべる。両軍の兵が正面からぶつかりあっている間に、後方の騎兵部隊をこちらの左翼にぶつけるのが敵の狙いだろう。

　だが、こちらの左翼もすぐに崩れるほど弱くはない。左翼が耐えている間に、こちらの右翼で敵の左翼を突き崩し、敗走させてしまえばよい。部隊の厚みを考えれば可能だ。

　角笛が吹き鳴らされ、軍旗がひるがえる。ガヌロン軍が動きだした。

　直後、数十本の矢が風を切って森の中から放たれ、ガヌロン軍の右翼を襲う。矢の雨というほど数は多くなく、激しくもなかったが、不意を打たれてガヌロン軍右翼の隊列は崩れた。

　ブリューヌの歩兵は伝統的に右手に剣か槍を持ち、左手に長大な盾をかまえる。すなわち、ほとんど無防備な右側面から攻撃を受けたのだ。

「森の中からだと!?　馬鹿な、伏兵など……」

　正面の敵と激突する前に出鼻をくじかれて、将軍は動揺した。

　森には葉などまるで残っておらず、裸の木々が乱立している。西の空へゆっくりと沈んでいるとはいえ、まだ日は出ている。そんなところに伏兵を潜ませるはずがない。

　しかし、矢は依然として自軍に降り注いでいる。

　森の中には、ライトメリッツの弓兵が百人と、普段は狩人や猟師をやっているブリューヌ兵が十人ほど潜んでいた。ライトメリッツ兵はティグルとルーリックが選んだ弓の名手たちで、ひとりひとりが百アルシンの距離までなら確実に的に命中させられる技量の持ち主だ。

　彼らは鎧をつけず、服の上に樹皮を貼りつけ、土と砂で顔を汚し、散開して木の陰に隠れ、機会をうかがっていたのだ。しかも、森は西から強烈な夕日を浴びて東側に濃い影をつくり、彼らの姿を隠している。

　ガヌロン軍の兵たちは目の前の敵に意識を向けており、将軍も思いこみと焦りから、森にさほどの注意をはらわなかった。その結果がこれだった。

「右翼の指揮官に伝令を出せ！　矢の届かない位置まで後退し、兵を五百ばかり森に向かわせるように伝えろ！　その間、敵の左翼は中央で支える！」

　さすがに敵を前にしての全軍後退はできない。躍起になって命じたとき、森の中から飛来した一本の矢が将軍の兜に命中した。

　矢は深々と兜に突き刺さって頭部を傷つけたが、命を奪うにはいたらない。だが、将軍は戦慄した。胃を締めつけられるような痛みを覚え、ここは危険だと思った。

「……俺は後方から指揮をとる」

　銀の流星軍が角笛を吹き鳴らして前進を開始したのは、このときだった。

　喊かん声せいをあげて、ふたつの軍が激突する。銀の流星軍の先頭に立っているのはブリューヌ兵であり、国を同じくする者同士のぶつかりあいとなった。

　冷えこんできた空気は熱気に吹き散らされ、怒号を剣けん戟げきがかき消し、悲鳴がさらに上書きする。地面に飛び散った血は冷たく固まる前に蹴散らされ、踏み消された。

　長大な盾がいかに剣や槍の一撃を防いでくれても、その重さで体勢を崩してしまえば終わりだ。一度倒れたら敵味方関係なく大勢の兵士に踏まれ、蹴られ、立ち上がるどころではない。あるいは、助かることを神に祈るぐらいしかできないのかもしれなかった。

　ガヌロン軍右翼が、一部の兵を森に向かわせつつ後退する。だが、銀の流星軍の左翼は、相手にくらいついて前進するような真似をしなかった。左翼の兵たちは右か左に移動して、部隊の中央に空白をつくりだす。正面と背後をつなぐ空白を。そして、それを待っていたかのように、銀の流星軍の後方にいた騎兵部隊が空白を貫いて、敵陣へ突き進んだ。

　騎兵部隊はその突進力を遺憾なく発揮した。二手にわかれ、一方はそのままガヌロン軍の右翼部隊へと襲いかかり、もう一方は中央部隊の右側面に喰らいつく。二方向から攻めたてられてはひとたまりもない。ガヌロン軍の中央部隊は急速に崩れはじめた。

　後方に下がった将軍は次々に命令を出したが、ことごとく事態の急変に追いつかない。そうしているうちに中央部隊の崩壊と混乱は、右翼と左翼の部隊にもすさまじい速度で波及していく。ガヌロン軍はあちこちで綻び、ついには敗走をはじめた。

「馬鹿な。どうしてこうなった……」

　厳つい顔を引きつらせながら、将軍は戦いを断念した。せざるを得なかった。襲いくる銀の流星軍を相手に剣を振るい、一方で兵を叱しつ咤たして、どうにか軍を後退させる。

　冬の空からは青さも白さも消え、急速に暗くなりつつあった。
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　弓兵を討つために森の中へ入りこんだ五百のガヌロン兵たちは、敵に近づくこともままならずに次々と討たれていった。

　ガヌロン兵たちはいずれも甲冑を着て右手に小剣、左手に盾という武装である。この盾は少しかがめば全身をほぼ覆えるほどに大きく、たとえ何十本と矢が降り注いでもことごとく盾で受け止められるはずだった。

　だが、敵はいくつもの罠をしかけていたのだ。

　まず、せいぜい革鎧しか身につけていないブリューヌ兵が姿を見せ、石を投げてくる。

　拳ほどの大きさの石は、おそろしい武器だ。顔や手に当たれば大怪我ではすまない。盾で防げるとはいえ、放っておくこともできず、ガヌロン兵は彼らを追った。

　そうして、木々の間に張られた縄に引っかかり、根っこの陰に掘られた落とし穴にはまる。落とし穴といっても脛ぐらいまでの深さしかないが、バランスを崩すには充分だ。

　そこに、高い木の上から、あるいは遠くから矢が射かけられるのだ。足がすくんで動けないでいると、敵は位置を変え、横から石や矢を飛ばしてくる。

　百人以上が倒され、さらに森の外で戦っている本隊が敗走しはじめたことを知ると、彼らも武器を捨てて森から逃げだした。

「お見事でした」

　逃げ散っていく敵兵を見送りながら、弓兵のひとりがティグルに声をかける。

「みんなこそ、こんなひどい状況でよくやってくれた」

　森の中の兵たちを指揮していたのは、ティグルだ。首を横に振り、兵士たちをねぎらった。

　戦いは終わったらしいと悟り、木々に隠れ潜んでいた弓兵たちが徐々にティグルのもとへ集まってくる。

「死んだ敵さんには申し訳ねえが、まあ的当てって感じでしたな。矢に気をつけりゃ罠にかかるし、罠を見つけようとすりゃ矢をくらう、と」

　言葉の端に、やや同情する向きがあった。ブリューヌ人であるティグルに対する配慮もあるのだろう。ティグルは無言で肩をすくめると、兵士のひとりに火を用意させ、矢筒から一本の矢を取りだした。鏃やじりに、油を染みこませた布が巻きつけてある。

　火をつけると、鏃が炎に包まれた。

　ティグルは弓をかまえて空を見上げ、強く弓ゆみ弦づるを引き絞り、放った。

　火矢は赤々と燃え、火の粉を散らしてまっすぐ黄昏の空へと飛んでいく。ティグルは続けてもう一本、火矢を放った。弓兵たちが感嘆の声をあげる。拍手をする者もいた。

「さすがですな。あなた以外には、誰もあの高さまで矢を飛ばせんでしょう」

　兵のひとりが言い、他の者たちもそれぞれ異論はないといいたげにうなずく。

「どんな駿しゅん馬めを駆る伝令よりも速く、命令や合図を送れそうですね」

　この火矢は、遠く離れた川辺で、二百の兵を従えて待機しているオージェ子爵への合図だった。森から二度、火矢が放たれたら、川を塞き止めている土嚢を崩せという意味だ。

　念のため、ティグルたちとオージェ子爵のちょうど中間あたりにも十騎ばかり伝令用の騎兵を待機させてある。間違いなく伝わっただろう。

　ティグルたちが森を出ると、馬に跨またがったリムが迎えてくれた。

「おつかれさまでした」

　わざわざ馬を下りて、リムはティグルに頭を下げる。ティグルもいたわるように彼女の肩を叩いた。

「エレンは？」

「エレオノーラ様ならまもなく戻られるかと。さきほど伝令が来ましたので」

　エレンは本隊から離れ、一千の騎兵を率いて敵の騎兵部隊を攻撃に行っている。同数での戦いならば、あの白銀の髪の戦姫が勝てないはずがないと思っていたが、やはり勝ったようだった。

「それにしても、意外にあっさりでしたね。何かあるのかと思ったのですが」

　もはや暗闇に包まれている北に視線を向けて、リムが独り言のようにつぶやく。たしかにティグルも、それは感じた。同じ数で攻めてきたのだから、こちらに勝つための策を用意していると思ったのだが。

　ティグルが考え、エレンたち三人に手を加えられて完成した策は、次のようなものだった。まず、川の流れを塞き止めて敵に誘いをかける。ここで涸れた川を渡ってくれば、あとはよほどのことがないかぎり森のそばまで引き込めるという目算があった。

「川を渡り、敵を間近に見て戦わずにすませるなど、まずできない。こちらを敗走させるか、最低でも圧倒しないかぎり安心できないからな。数はほとんど同じだから、部隊をわけることもそう簡単にはいかないはずだ」

　ただ広いだけの草原でぶつかりあいになれば、先に崩れた方が負ける。森の奥からティグルの放った矢に将軍が怯えたとき、勝敗は決したのだ。

「いまさらですが、追撃をかけずによかったのですか？」

　リムの問いかけに、ティグルはうなずいた。

「少しでも犠牲を減らしたい」

　ガヌロン軍との戦いは、絶対にしなければならないという性質のものではない。ティグルとしてはそれよりも、テナルディエ公爵との戦いに備えておきたかった。こちらは兵の補充などきかないのだから。

　騎兵部隊を率いてエレンが戻ってきたのは、それから四半刻ほど過ぎたころだ。

「勝ったぞ」

　馬上で堂々と胸を張り、凛々りりしさを帯びた戦士の顔つきで、エレンは短く告げた。リムもまた、無表情で淡々と必要なことだけを聞く。

「戦死した者はいないのですね？」

「さすがに怪我人は二、三十人ばかり出たがな。命に別状はない」

　一千人の騎兵を率いて怪我人がそれだけならば、完勝といえる。

「敵はどのていど倒した？」

「背後から襲いかかって、一気に蹴散らしたからな。三百前後といったところか」

　これまでの経験に照らしあわせてだろう、視線を宙にさまよわせてエレンは答える。

「敵は北へ逃げていった。おまえの顔を見るかぎり、そちらもうまくいったようだな」

　ティグルはうなずき、戦いの結果をエレンに話した。

「ふむ。これで、もしやつらが川を渡っていたら何人かが流されて追い討ちになり、渡らずにいたとしても川のそばで一夜を明かすことになるわけか」

　背水の陣というのは、兵の覚悟があってこそ成立する。それもなく、ただ川を背にしたのでは退路を断たれただけの、自殺行為だ。

　そして、一戦して敗れた直後にそれだけの覚悟を抱くのは、容易ではない。

「このまま引き下がってくれればいいんだけどな」

　テナルディエだけでも手に余るというのに、もうひとりの大貴族まで相手にしてはいられないというのがティグルの本音だった。

「ひとまず、夜営の準備にはいりましょう。昨日までと同じところでいいと思います」

　リムの提案に、ティグルもエレンもうなずいた。予想外の戦いだったが、勝ったことで士気を高い状態で維持することができるのはありがたい。

　そのとき、ひとりの若者がこちらに歩いてくるのにティグルは気がついた。

――たしか、ジェラールとかいったな。

　オージェ子爵の息子だ。二十代半ば、くせのある褐色の髪に、父親と同じ青銅色の瞳をしている。痩せ気味で、身につけている甲冑がいかにも重そうであった。

「ここにおられましたか」

　興奮しているらしく頬を上気させて、ジェラールは熱を帯びた声をほとばしらせた。

「いやはや、ジスタート軍の強さ、勇敢さは聞き及んでおりましたが、まさしく噂にたがわずと感服いたしました。異国の地にありながら高い士気、わずかな隙を見逃さない見事な用兵、敵を打ち崩す武勇。ヴォルン伯爵は実に頼もしい味方を持っておられる。その幸運、巡り合わせ、まことに羨ましいかぎりでございますな」

　称賛の言葉を並べるジェラールに、ティグルは鷹おう揚ようにうなずいただけだが、リムは気に入らなかったらしく眉をひそめた。

　しかし、反論の言葉を口にする前に、エレンが明るい声で彼女の名を呼ぶ。落ち着かせるかのように。

　リムが口をつぐんだのを確認すると、エレンはジェラールに紅の瞳を向けた。

「ジェラール卿。誉めていただけるのは嬉しいが、言葉というものは善意や好意から発したものでも害を為すことがままある。いますこし、使い方に留意するべきではないか」

　優しげな口調ではあったが、エレンから放たれる雰囲気はその美貌ともあいまって見る者を圧するほどの凄みを感じさせた。

「さらに言うなら、隙を突くことよりも、隙を作りだすことのほうがよほど難しいぞ」

　ジェラールは言葉を失い、はあという気の抜けた反応だけを返す。

「――ジェラール卿。あなたもごくろうでした」

　一呼吸分の間を置いて、ティグルはジェラールにねぎらいの言葉をかけると、夜営の準備を命じて下がらせた。それからため息をついて馬上のエレンを見上げる。

「恨みを買うような言動は避けてくれ。ようやく軍がまとまってくれそうなんだから」

「そうは言うがな、あの男の態度はおまえのことなど眼中にないがごとくだぞ？」

　不服そうな顔でエレンは言葉を返す。リムも同意した。

「ご自分の決意や行動を、幸運だの巡り合わせだのでかたづけられて、悔しくないのですか」

「まあ、こんなものだろう」

　頬をかきながら答えるティグルの顔には、どこか諦めに似た感情が浮かんでいる。

「こんなものだろう、では困ります」

　銀の流星軍は、テナルディエやガヌロンの脅威に対抗するために集まった者たちの集団だ。言ってしまえば寄せ集めの軍である。それだけに、指揮官を務める者には彼らを従えるだけの力が要求される。誰もが納得するほどの実力や、威厳や貫禄、指導力などだ。

　ティグルにそうした力がまったくないとは言わないが、足りない。

　伯爵といっても高名ではなく、もっとも得意とするのはブリューヌでは蔑視されている弓であり、兵力においてはライトメリッツ軍に頼りきっている。

　ブリューヌ人たちは、ティグルの何を拠り所にすればよいのかわからないのだ。

　だからこそ、ティグルの能力による勝利であると兵たちに教え、戦に勝つ将であるという拠り所をつくりたいと、エレンとリムは考えている。だが、先は長そうだった。
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「てひどくやられたものだな」

　グレアスト侯は、敗北して戻ってきた将軍を出迎えると怒るでもなく淡々と言った。将軍は身体を縮め、返す言葉もなくうなだれている。

　川辺にたどり着いたとき、ガヌロン軍はその数を四千余にまで減らしていた。およそ三割を失ったことになる。惨敗としかいいようがなかった。

　休息を与え、隊列を整えている間に、逃げ散った兵たちが戻ってきたが、それで四千五百というところである。

「……あと五百から一千ほど死なせてもよかったな」

　そのつぶやきは非常にちいさなものだったので、将軍には聞こえなかった。不思議そうな顔をする将軍に、グレアストは皮肉っぽく笑いかける。

「敗れた将には、やはり何らかの罰があるべきかな。たとえば、『仮面の踊り』とか」

　将軍の顔から一気に血の気が引いた。

『仮面の踊り』とは、数年前にグレアストが考案した残酷な処刑方法だ。

　処刑する者の首にまず鉄の首輪をはめ、それから頭部全体を覆う鉄仮面をかぶせる。これは耳の上あたりに一箇所、穴が開いているだけのものだ。

　そして、その穴から水をいっぱいまで注ぎこんで蓋をする。刑を受けた者は息ができなくなり、踊るようにもがき苦しんだ末に、地上にありながら溺死するのだ。

　ガヌロン公爵はこの処刑法をことのほか気に入り、逆らった者や、不始末をしでかした者に対し、見せしめとして行ったことが幾度かあった。

　いまにも泣きだしそうな表情で喘ぐ将軍に、グレアストは笑って冗談だ、と言ってやった。それから何かを考えるように、視線を宙にさまよわせる。

「将軍、朝を待って川を渡れ。撤退だ」

「敵は……夜襲をしかけてくるだろうか」

「そのつもりなら、まだ川の流れを戻しはしない。戻したということは、とりあえず向こうから来るつもりはないということだ」

　相手の意図は、こちらを追い払うことにあるのだろうとグレアストは悟った。

　ガヌロン軍にいますぐ再戦を挑む気力はない。グレアストにもその気はない。

　この状況で無理に川を渡れば、消耗は大きい。かといって、ここで夜を明かすのも、夜襲をしかけられるかもしれないという恐怖でやはり疲労する。

――これで、ガヌロン公の望むような変化が起きてくれるか。

　グレアストが、半ば強引にティグルたちを攻めたのには理由があった。二ヵ月ほど前、ガヌロン公と食事をともにした際、次のようなことを頼まれたのだ。

「いささか困っていてな。私とテナルディエのどちらにも従わない諸侯や、とりあえず私の味方をしつつ様子をうかがうという貴族がいる」

「いっそ敵にまわってくれた方が、気兼ねなく潰せて都合がいいと？」

「領地であれ財貨であれ、得られるものは多いほどよく、それらを分配する仲間は少ないほどいい。もうすこし『仲間』は減ってくれてもいいのだよ、侯爵」

　そのときのガヌロンの表情と声音を、グレアストはいまでも覚えている。悪霊の声を聞かされたかのような恐怖と重圧が、全身を襲うのだ。

「もし、ヴォルン伯爵が従うと言ったら？」

「彼らの治める村や町から、物資と資金を根こそぎ奪えばよい。『友軍』が必要としているといってな。あとは、テナルディエとの戦いで先頭に立たせて、一兵も残さずすり潰せ」

――恐ろしい方だ。人間と相対している気がしない。

　グレアストは眉一つ動かさず苛烈な拷問や残酷な処刑を行える神経を持つ男だが、その彼にしてガヌロンにはかなわないと思わされた。

　そして、グレアストはガヌロンの兵を借り受けた。負け戦をするための兵を。

　ガヌロン軍と戦い、勝ったという話が伝われば、ティグルへの支持を表明する貴族も現れるかもしれない。そこまでいかずとも、ガヌロンに味方をしながら、内心では機会さえあれば裏切ろうと思っている者が行動を起こす可能性がある。

「ひとまず私の仕事は終わったが……戦姫エレオノーラ、実にすばらしい。我がものとすることはできないものかな」

　薄い笑みを浮かべ、グレアストは寝転がりながら企みを巡らせるのだった。
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　ガヌロン軍が撤退した日の夜、銀の流星軍は祝杯をあげた。近隣の町から酒を大量に買って、兵たちに振る舞ったのだ。これにはガヌロン軍の襲撃から逃れた村の者たちも手伝い、ちょっとしたお祝い騒ぎになった。

　これは、ティグルのせめてもの気持ちだったが、同時に士気を維持する目的と、ライトメリッツ兵とブリューヌ兵を打ち解けさせる狙いもあった。

　食事はいつもと変わらなかったが、寒さをはねのけるかのように篝火がいくつも焚かれて、その明るさと暖かさが気分を昂揚させる。

　やはり喧嘩もあったが、戦勝の気分と大量の酒が彼らの怒りを吹きとばして、宴はおおいに盛りあがる。ブリューヌ人とジスタート人の争いも力比べや歌の勝負など平和的なものになっていった。

　ティグルがそっと場を離れたのは、宴もたけなわというころだ。

　喧けん騒そうもかすかにしか届かないところまで歩いてくると、その場に寝そべって空を見上げる。勧められるままに飲んだので、かなり酔っていた。

　空には雲がわだかまっているのだろう、星は見えない。

　息を吐いてみると、自分でも驚くほどに酒臭い。

――勝ったからといって、喜んでばかりもいられないか。

　テナルディエ公爵だけでなく、ガヌロン公爵までも敵にまわした。いま、自分の敵はいったいどれほどいるのだろう。そして味方は。

――アルサスからほとんど出たこともない俺が、二大貴族を相手どるなんて……。

　頭の中に、いろいろな考えが浮かびあがっては消えていき、まったくまとまらない。このままここで眠るかなどと思ったとき、隣に誰かが腰を下ろした。

「起こしてしまったか？」

　エレンだった。いつもの服装で、アリファールは腰ではなく、右手に持っている。彼女もかなり飲んだらしく、頬が赤く上気していた。

「いや、寝てないよ」

　答えてティグルも身体を起こす。さきほどまで頭の中で踊りまわっていたいくつもの考えや想いのかけらが、ふと口をついた。

「ありがとう、エレン」

「なんだ、やぶからぼうに」

　不思議そうな顔でこちらを見るエレンにかまわず、空を見上げたままティグルは続けた。

「俺はアルサスから出る気がなかったんだ、ついこの前まで。戦に駆りだされたり、ブリューヌ貴族の務めとして王都へ参上したりすることはあっても、それぐらいだと思っていた。ブリューヌ王国全体の地図で見ればアルサスはとても小さいけど……俺にとっては広すぎるぐらいだった。あれで充分だったんだ」

　俺はどうしてこんなことを彼女に喋っているんだろうという思いが、ティグルの頭の片隅をかすめた。しかし、それはすぐに消える。

　黙って耳を傾けてくれているエレンに感謝して、ティグルは続けた。

「でも、アルサスだけじゃなくなった。俺はブリューヌ全体を見なくちゃならない。たぶん、ジスタートも」

　そうでなければ、戦い抜くことができなくなる。

　領民を守るために味方を増やし、その味方を守るためにまた新たな味方を望む。守るというのは、衣食住と安全な生活を保障することだ。

「これまでこんなふうに考えたことなんて全然なかった。だから、まだわかっていないことも多いけど……そのきっかけをくれたエレンには、本当に感謝しているんだ」

　出会いは戦場だった。己の意思で望んだものではない。

　しかし、それがなかったらティグルがブリューヌ全土を見渡すことはなかっただろう。ジスタートに関心を寄せることも。

　連日のライトメリッツ兵とブリューヌ兵の衝突もまた、考えさせる一因になっていた。

　貴族の私兵というのは、ようするに領民だ。家があり、家族がいて、日々の暮らしがある。素朴な正義感はあるが、だからといって正義のために戦うわけではない。

　命令だから、俸給がもらえるから、飯が食えるから、手柄をたてられるから。

　だから、戦うのだ。正規兵ともなると忠誠心や指揮官への信頼などが加わるが、それだけで戦う者はごく少数といっていい。

　アルサスの民に対しては充分以上にわかっていたそのことを、ティグルはあらためて確認する思いだった。

「……いきなり何を言うかと思えば」

　エレンは苦笑してティグルへと手を伸ばす。くすんだ赤い髪に指を絡めて、くしゃとかき混ぜるように撫でた。

「私に礼を言うことなんてないぞ。おまえのような境遇にあっても、そんなふうに考える者などまずいないだろうからな。おまえはむしろ、誇っていいんだ」

　エレンの右手にある銀ぎん閃せんも、主に同意を示すように風を送る。話している間に酒精が抜けたのか、風が戦姫の甘い匂いを運んできて、ティグルはどきりとした。

　一度意識しだすと、自分の頭に触れている彼女の指まで妙に気になってしまう。

　エレンは感触が気に入ったのか笑顔で撫で続けており、いまさらやめてくれとは言いづらく、ティグルはされるがまま、激しくなっていく自分の心臓の鼓動を聞いていた。

「どうした？　急に黙りこんで」

「い、いや……そろそろ戻らないか？　ほら、酒も抜けてきた気がするし」

　控えめにそう提案すると、エレンは頬をふくらませてあからさまに不機嫌そうな顔になった。

「もうすこし、ここにいろ。いま戻るとリムがうるさい」

「うるさいって？」

「やれ、ひとりで場を離れるなだの、戦姫なんだから酒はほどほどにしろだの、アリファールを使って酒をひとの顔に吹きつけるのはやめろだの……」

　酒を顔に浴びせかけられたリムの姿を想像して、ティグルは必死で笑うのをこらえた。

「でも、リムが何も言わなくなったら拗すねるんだろう？」

　言い終える前に、エレンの指が動きを止める。

「――おまえにはいま一度、己の立場をしっかりわからせてやる必要があるな」

　しまったと思ったときには遅く、エレンはすばやくティグルの背後へまわりこんだ。くすんだ赤色の頭を抱きしめるように締めつける。

　エレンは本気で怒っているわけではないようで、あまり苦しくはない。しかし、やわらかな双丘が後頭部に強く押しつけられてティグルは混乱した。慌てて彼女を振りほどこうとしたが、エレンはそうはさせじと身体全体を密着させてのしかかってくる。

　本来、豊かな曲線を描いているふたつのふくらみは、エレンが動くたびに不思議な弾力でもってぐにぐにと変形した。頭からつたわってくるその感覚とかすかな汗の匂いがティグルの想像力を強く喚起して、顔にかあっと血が上る。

「わかった。降参だ、降参」
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　早々に、ティグルは負けを認めることにした。まったく、これが一千騎もの敵を完璧に撃破しながら、その武功を誇るでもなく泰然としていた将と同一人物とは思えない。兵たちの手前もあったとはいえ、だ。

　降参の言葉を聞いても、エレンはティグルから離れなかった。その細い腕を頭から首へとまわして、体重を預ける。

「おまえの背中って、案外大きいんだな……」

　エレンはティグルの手に、そっと自分の手を重ねた。

「……エレン？」

「いやか？」

　いやではなかったので首を横に振る。エレンは意図を答えないまま、ティグルの手をつついてみたり、撫で回したりともてあそんだ。

「そういえばおまえ、ひどい顔をしていたな。あいつが私の手を握ってきたときだ」

　だしぬけに言われた。グレアスト侯爵のことだ。

「落ち着いて、にこやかにしていたつもりだけどな」

　ティグルは首をひねる。感情を露あらわにしては、交渉ごとなどできるはずがない。

「いや。いまにもやつの首を締めあげそうな感じだった。――嫉しっ妬としたのか？」

　からかうような、あるいは何かを期待するような甘い響きが耳をくすぐる。

　どちらかといえば嫉妬というよりは純粋な怒りに近いと思うのだが、いまひとつ区別がつけられなかったので、ティグルはそのときの心情を率直に述べることにした。

「ああいう状況でなければぶん殴っていたな」

　かすかな笑い声が風に乗る。

「おまえは本当にかわいいな」

　エレンの嬉しそうな顔は、視界から外れていたのでティグルには見えなかった。

「……しばらく、このままでいていいか？」

　やはりまだ酔っているのだろうか。穏やかな声音でせがまれて、ティグルは否と言えなかった。子供がねだるような、と思ったが、子供というには身体が――ことに胸が大きすぎる。

　どちらからともなく黙りこみ、それからどれくらいの時間が過ぎただろう。突然、エレンがティグルの肩に頭をちょこんと乗せてきた。おもわず身じろぎしたティグルの耳に、穏やかな寝息が聞こえてくる。

――そういえば、ここに来たときはもう顔が赤かったな。

　すこし首を横にひねれば、エレンの美しい顔が間近にある。不安や恐れのない安心しきった寝顔。その輪郭も、白い肌も、頬にかかる白銀の髪も、閉じられた瞳にかかる睫毛もなにもかもが愛おしく思えた。

　もうすこし顔を動かせば、艶やかな唇にそっと自分の唇を重ねることもできるだろう。エレンも気づかないはずだ。唇でなくとも、頬でも、まぶたにでもいい。

「……戻ろう」

　ぎりぎりのところで、ティグルはどうにか己の劣情をおさえこんだ。眠ってしまうほど自分に気を許している相手にそんなことをするのは、卑怯だ。

　冷たい夜気を深く、ゆっくりと吸いこんで、肺の中をからっぽにしようというぐらい長い息を吐く。身体の火照りが鎮まるまで、ティグルはそれを繰り返した。

　寝ているときでもエレンはアリファールを離しておらず、ティグルはそれを支えるように手を添える。彼女を背負って立ちあがった。

　幕営ではまだ篝火が赤々と燃えており、兵たちの騒ぐ声もかすかに聞こえる。いまの自分たちは、兵にあまり見られたくない状態だった。それに、身体に溜まった熱を冷ます必要もある。

「……遠回りをして帰るか」

　だが、そのように考えたのは、あるいはすこしでも長く彼女をおぶっていたいからかもしれなかった。背中から伝わるぬくもりを心地よいと思いながら、ティグルはエレンを起こしてしまわないようにゆっくりと歩きだした。









　　　３　　　光華の耀姫ブレスヴェート














　オーランジュ平原から北へ向かい、川を越えてさらに進むと、広大な葡萄畑に囲まれるようにして点在するいくつかの村が見えてくる。

　葡萄畑の間の畦あぜ道みちを馬で通り抜けながら、ティグルはぼんやりと空を見上げた。灰色の雲が広がって、昼下がりの太陽をすっかり隠してしまっている。

――雨が降るな。今日ではないにしても、明日か、明後日には。

　この空模様のせいか、葡萄畑の、葉を落とした木が無数に並んでいるさまがやけにもの寂しく見えた。葡萄の木々が春に備えて休んでいるだけだと、わかってはいるのだが。

　ソーニエという名の、このあたりでもっとも大きな村にティグルたちは訪れていた。

　数は十人。誰もが甲冑をつけず、せいぜい腰に剣を帯びているだけの軽装だが、いずれも戦場慣れした猛者ばかりだ。おさえていてもにじみ出る迫力があった。

「村というより、小さな町といった感じですな」

　ティグルの隣で馬を進めるルーリックが、ソーニエ村を見ながらそんな感想を漏らす。ティグルも、「そうだな」と同意を示した。

　村を囲んでいる柵は、石を積みあげた土台の上に立てられている。村の四方にある門も、分厚い樫板を三枚も張りあわせたもので、防火のための漆しっ喰くいが塗られていた。

「ソーニエはこの周辺にある村の中心でな」

　先頭にいるオージェ子爵が、村の平和な様子に安心したという顔で説明する。

「村同士での話し合いはたいていここで行われる。市場もここで開かれる。街道に近い村は他にあるが、ひとがいちばん集まるのはこのソーニエじゃからな」

　ティグルたちがソーニエを訪れたのには、いくつか目的があった。

　領主であるオージェの姿を見せて領民たちを安心させること。村々の状況を確認し、今後の方針をあらためて伝えること。そして、もうひとつ。

「おお、あれなんかうまそうだ。ティグルさん、まだ動いちゃ駄目かい？」

　魚の串焼きを売っている露店を見ながら、ルーリックの隣にいるアラムが聞いてきた。斥候のひとりで、ティグルが捕虜だったときからの遊び仲間でもある。

　茶色がかった髪は出来の悪い刷毛のように乱れており、顔の輪郭も、身体つきも丸い。表情にはどこか憎めないところがあって、海狸カストールを思わせた。

「もうすこし待ってくれ。俺とオージェ子爵が集会場に着くまでな」

　そう答えると、アラムは「へい」と、おどけた返事をして他の者たちの談笑に加わる。

　村の安全を確認するだけならば、ティグルとオージェにそれぞれの従者がついても五人ほどですむ。それが十人もの大所帯になった理由は、アラムたち斥候の存在があった。

　エレンは多数の斥候をオーランジュ平原の周囲に放っていたのだが、ガヌロン軍を発見したのはアラムのいる五人の部隊だった。

　そこで今朝、ティグルは彼らを呼んでその功績を讃えた。

「このようなところだし、たいしたことはできないけど、それでもできるかぎりのことはするつもりだ。褒賞として何か望みはあるか」

　アラムたちの答えは「一刻でいいから、町か村で休みたい」だった。

　いつマスハスや敵軍が姿を見せるかわからず、オーランジュ平原から動けないという状況で、かなり無茶な要求である。アラムたちも本気で言ったというよりは、ティグルに対する気安さから発した冗談のつもりだった。

　だが、ティグルは彼らを呼ぶ前に、朝の会議でオージェ子爵がソーニエ村に行くことを知っていたのだ。

「オージェ子爵の承諾を得る必要はあるけど、甲冑をつけずにおとなしくしているんだったら連れていけると思う」

　そうしてオージェが快く承諾してくれたとき、彼らは皆三十近い年齢だというのに子供のようにはしゃいだものだった。いまも、ティグルたちの後ろで馬を進めながら首を左右に振って、いろいろなものに好奇と興味の目を向けている。

　通りは地面を突き固めて平らに均しただけだが、要所に柵や柱が立っている。立ち並ぶ家々は石とレンガで造られ、板状の石材で葺いた屋根からは円形の煙突が突きでていた。

　庭先では子供たちが地面に落書きをしたり、追いかけっこをしている。

　どこを見ても素朴な印象を与えるが、宿屋や雑貨屋などが門のそばにあるあたりが、ふつうの村と違うところだった。旅人や商隊がよくこの村を訪れているという証だ。

「ティグルさんのところのアルサスもそうだったが、こうやって見ると、ブリューヌ人の生活というのは俺たちとあまり変わらんなあ」

「何を喋ってるかもだいたいわかるしな。昔、ムオジネルに行ったことがあったが、何言ってるかほとんどわからなかったぜ」

「とりあえず飯だな。あと女。いかん、ひさしく女を見ていなかったから、誰を見ても美人に見える」

「よりどりみどりになってよかったな。俺はとにかく藁じゃない寝床がほしいぜ」

　楽しそうな兵たちの会話を聞いているうちに、ティグルたちは集会場に着いた。

　石とレンガを積みあげた壁といい、粘板岩の屋根といい、集会場の造りは民家と変わらないが、大きさは三倍近くある。

　オージェ子爵が馬から下りるのを手伝いながら、ティグルはアラムたちに告げた。

「一刻半後までに、ここに戻ってくること。それから揉め事は避けるように。いいな」

　希望よりも半刻多い自由時間に、彼らの目つきが変わる。返事は、背中を向けて走りだしながらのものであった。

　彼らの後ろ姿を見送ったルーリックが呆れたように肩をすくめる。

「ルーリックも行っていいぞ。ここは安全なところだし、アラムたちにばかり自慢話をされるのも癪しゃくだろう？」

「ありがたい言葉ですが、それでもしあなたに何かあれば、戦姫様やリムアリーシャ殿、それからバートラン殿に殺されてしまいます」

　冗談めかした口調でルーリックは答えたが、目は真剣そのものだった。

「バートランは許してくれると思うがなあ……」

　しかし、三人がふたりに減ったところでたいして意味はない。そして、残りふたりについてはティグルでは何もできそうになかった。

　オージェ子爵には部下が付き添い、ティグルはルーリックを伴って集会場の扉をくぐる。

　石造りの建物の中には、広大な部屋がひとつだけ。

　部屋の中央には毛織の絨毯が敷かれ、その上に長テーブルといくつかの椅子が設置されていた。奥の壁には十の神々の像が祀られている。

　すでに村々の長は集まっており、彼らに挨拶をしてティグルたちは席に着いた。主としてオージェが話を進め、ティグルは基本的に黙って話を聞く。

　とくにこれといった話はなかったが、被害がないことをあらためて確認できたのは朗報といってよいだろう。半刻ほどで話は終わり、集会は解散となった。

――王都の情報はなし、か……。

　ティグルは顔には出さないものの、やや落胆していた。

　村から出ない者にとって、旅人や商人は外界の情報や娯楽をもたらしてくれる貴重な存在だ。彼らに宿や食事を提供して、話を求める村は少なくない。

　そうした形で、村長たちから王都の情報が手に入らないかという期待がティグルにはあったのだが、空振りに終わったのだった。

「思ったより早く終わりましたな」

　集会場を出たところで、ルーリックが禿頭をてのひらで叩きながら周りを見回す。

　アラムたちと別れてからまだ半刻たつかどうかだ。あれほど喜んでいた彼らが、戻ってきているはずがない。

「一休みするための寝所だけでも、手配してもらうべきだったかの」

　オージェが顎をなでながら苦笑を浮かべた。村長たちが宴の席と寝所の手配を申し出たのだが、この老子爵はすぐに帰るからと断ったのだ。彼らを呼び戻して手配させることはできるだろうが、オージェはそれほど横暴な領主ではなかった。

「オージェ子爵はどこかで休まれるか、一足先に幕営へお戻りください。俺たちがここに残りますから」

「では、帰らせてもらうとするかの。じゃが、ヴォルン伯爵。あなたも息抜きをしてこられたらどうかな。一刻ほどじゃが、すこしは心を休ませてもよかろうて」

「いや、俺は……」

　言いよどむティグルに、老子爵はやんわりと首を振る。皺しわだらけの笑顔でうなずく。その態度は謙けん虚きょに年齢を重ねた者特有のそれで、ティグルの心をやわらげ、落ち着かせた。

「そうですね。ありがとうございます」

　老子爵に礼を述べ、ティグルとルーリックはその場を離れる。

「ルーリックはどうしたい？」

「お許しをいただけるなら、まずは酒ですな。葡萄酒ヴィノーや蜂蜜酒メドウーハよりは麦酒ビエレで」

「そうだな。じゃあ酒場をさがすか」

　宿屋や雑貨屋が門のそばにあったから、酒場もそのあたりだろうと見当をつけて向かうと、思ったとおりだった。酒瓶の描かれた看板を下げた、こぢんまりとした店に入る。途端に、いくつもの陽気な話し声が聞こえてきた。

　店内はあまり広くない。ランプに火は灯されていないが、窓がすべて開け放たれているので、まあまあ明るかった。壁には葡萄の蔓で作った棚があり、さまざまな形状や大きさの瓶びんが飾られている。

　椅子の半分ほどは埋まっており、ティグルとルーリックは店の奥、窓のそばに置かれたテーブルに座る。でっぷりと太った中年の女性が注文をとりにきた。

「麦酒はあるか？　それと、何か軽く食べられるものがあれば頼む」

　甘藍シューの漬け物とチーズならあるという返事に、それでいいと答える。

　ほどなく、大きな陶杯になみなみと注がれた麦酒と、皿に盛られた漬け物、大雑把に切りわけたチーズが運ばれてきた。

　乾杯すると、ルーリックは陶杯をぐいと呷あおって一気に飲み干す。

「いい飲みっぷりだな。好きなのか、麦酒」

「火酒ウオトカの次くらいに。葡萄酒も悪くはないですが、やや軽い」

　上機嫌で麦酒の追加を注文しながら、ルーリックは甘藍の漬け物に手を伸ばした。一口かじり、ほうと興味深そうな声をあげる。

「見かけは我が国のものとほとんど同じなのに、やはり味が微妙に違う」

「ああ、それは俺もライトメリッツでいろいろと食べたときに思ったな」

　漬け物にかぎらない。パンでもスープでも、同じように見えてやはり違いがある。ティグルはそれを新鮮に感じたものだったが、ルーリックも同じように感じたらしい。

「これはこれで、なかなかよろしい」

　ややおおげさな論評をしたルーリックは、ふとティグルの顔を見て眉をひそめた。

「うかない顔ですな」

「そうか？　明かりの加減でそう見えるんじゃないか」

　横の窓から見える風景に視線を転じて、ティグルは当たり障りのない返事をする。しかし、禿頭の美丈夫はそれを鵜呑うのみにしなかった。

「辛気臭い顔で酒など飲むものではない……と言いたいところですが、飲まずにはいられない辛気臭い気分というのはどうしたってありますからな。私に言えるような悩みごとであれば、伺いましょう」

　ティグルはおもわず、ルーリックをまじまじと見つめてしまった。口元に笑みが浮かぶ。

「以前から気になっていたんだが、どうしてそこまで俺に協力してくれるんだ。俺の弓の技量に感服したからというのは聞いたが、本当にそれだけなのか？」

　ルーリックもまた笑顔をつくり、もったいぶるような声こわ音ねで聞いてきた。

「気になりますか？」

　ティグルが身体全体を使って大きくうなずくと、ルーリックは運ばれてきた麦酒を飲んでから、わかりましたと答えた。

「照れくさい話ですが、酒の席です。教えてさしあげましょう。簡単に言えば、あなたのおかげで目が覚めたんですな」

　チーズをかじりながら、ルーリックは楽しそうに続ける。

「あなたに会う前、私はライトメリッツ一の弓の使い手でした。二百七十アルシン。これ以上遠くへ矢を飛ばせるジスタート人に、いままで会ったことがない。王都シレジアで行われた弓術の大会でも、私にかなう者などいなかった。いずれ三百アルシンまで飛ばせるようになったらジスタート一を名のってやろうかとまで思っていたのですよ」

　ルーリックの台詞をうぬぼれだとは言い切れない。

　大陸では、弓の最大射程は二百五十アルシン（約二百五十メートル）とされているからだ。ごくふつうの腕前ならば、百五十アルシンにも達しない。

「ところが、あなたときたら……。あのような状況で矢を射よなどと言われたら、ふつうは怯えて実力の半分も出せないものです。それが、あんな出来の悪い弓で城壁の上にいる人間に矢を届かせるわ、それも脚を狙って当てるわ。しかも私より五つも若いときては……いろんなものが一瞬で木こっ端ぱ微み塵じんになりましたよ。挙句、命まで救われた」

　ティグルがエレンの捕虜になったばかりのときの話だ。なんだかずいぶん昔の出来事な気がした。しみじみと述懐するルーリックにティグルはどう言ったらいいのかわからず、曖昧な顔で麦酒を呷る。

「それに、接してみるとあなたは実におもしろい」

「そいつはありがとう」

　ややひねくれた褒め言葉に、素直にティグルは礼を言った。おたがいに酒が入っているとはいえ、さすがにいまのは少々照れくさい。

「ところで、悩みごととは？」

　ルーリックは三杯目を注文しながら話題を戻し、ティグルの表情はにわかに真剣な色を帯びる。吐く息は酒の匂いを帯びた。

「真面目な話だから率直に聞くけど――ライトメリッツ兵はよくついてきてくれるが、だいじょうぶなのか？」

「非常に大雑把な質問ですな」

　揶揄やゆするような口調で返されて、ティグルは言葉が足りていなかったことに気づいた。反省してくすんだ赤い髪をかきむしる。

「俺は毎晩、空を見ている。やっぱり、ここの空はアルサスの空とは違う。ライトメリッツの夜空を眺めたときにも思ったが、あらためて遠くに来たって感じる」

　故郷を遠く離れて、冬の冷気が漂う中、草原に陣を敷いて戦いを続ける。

　そのことに、心身ともに疲れがたまっていやしないか。エレンの命令だとはいえ、他国での戦なぞ放り捨てて帰国したいのではないか。今回、アラムたちが出した希望もその思いが形を変えたのではないのか。そうティグルは尋ねた。

　この疑問を、エレンでもリムでもなく、ルーリックにぶつけたのには理由がある。

　彼は騎士であり、今日のような場合にティグルの護衛を務めることもあれば、戦場で数百から一千以上の兵を率いることもあるが、その目線や考え方は兵士たちのそれと同じだからだ。ルーリックは基本的に、兵たちとともに日々の職務に励んでいる。

　ティグル自身も、連日幕営の中を歩きまわって兵たちの様子を見ているが、兵の視線がほしかった。その点、この男の立場と、ティグルに対する遠慮のなさはありがたい。

「考えすぎですな」

　はたして、ティグルの悩みをルーリックは一蹴した。

「先代の戦姫様のときでしたが、短い者で二年間、長い者だと五年間、ライトメリッツを離れて遠征の途についていたことがあります。今度の戦はせいぜい隣国で、まだ半年も過ぎていない。このていどで音をあげる者はおりませんよ。食事。俸給。基本的にこのふたつが不足しないうちは、兵の士気は下がりません」

「敵が増えたことについては？」

「我々は戦姫様に従うだけです。バートラン殿が言っておられましたが、アルサスの兵だってそうでしょう？　戦う恐怖を、勇気や戦意で塗りつぶせる者などそうはいません。指揮官、指導者を――つまりはあなたを信じているから、あなたに従って、戦う」

「そうか……そうだな」

　ティグルは残った麦酒を一気に呷り、熱い息を吐いた。

「私の言葉が絶対に正しいとはいえませんが、安心できましたかな」

「ああ。ありがとう」

　数千もの兵、それもブリューヌ兵とライトメリッツ兵の混成軍を率いるという状況だ。気心の知れたアルサスの兵百人を見ていればよかったときとは何もかも違う。

　もちろんライトメリッツ兵を統率するのはエレンやリムであり、ブリューヌ兵もオージェ子爵をはじめとしてまとめる者が幾人もいる。

　それでも、総指揮官はティグルだ。多くのことを知らなければならず、学ばなければならない。アルサス以外のブリューヌ兵たちの、信頼を得ていかなければならない。

「お気になさらず。あなたが気にかけてくれていることを知れば、皆喜ぶでしょう」

　不意にルーリックは声をひそめた。

「ところで、ティグルヴルムド卿に、私もひとつ聞きたいことがあるのですが」

「何だ？」

　安堵感からティグルは気を緩めて質問を促うながす。

「リムアリーシャ殿とティッタ殿。いったいどちらを選ぶおつもりですか」

　もう少しでティグルは麦酒を噴き出してしまうところだった。

「な、何の話だ？」

「ひそかに話題になっているのです。あの無愛想……失礼、酒はつい口が軽くなっていけませんな、あのお堅い方にも春が来たらしいぞと」

「……俺と、彼女はそう見えるのか？」

　動揺を悟られないように顔をややうつむかせ、慎重にティグルは尋ねる。

「私には正直わかりません。ただ、リムアリーシャ殿は多忙な上に戦姫様の副官という立場もあって、男をそばに近づけたことがなかったのです。だから、よく話しているティグルヴルムド卿と噂がたったのかと。ティッタ殿は言わずもがなですな」

　ルーリックは他人事のように答えたが、その目はあきらかにおもしろがっている。

「そのうち、賭けもはじまるようです。リムアリーシャ殿を選ぶか、ティッタ殿を選ぶか。そういえば、貴族だから両方を選ぶなどという意見も出ておりましたが」

　ティグルは頭痛を覚えて頭をかいた。正直な話、テナルディエにガヌロンと、目の前のことに手一杯でそんな余裕などない。

　それに、捕虜の取り決めについての条約に従うならば、自分はもうエレンの所有物だ。アルサスも、口約束ではあるが、やはり彼女のものである。

　エレンはいまのところ、そのことを曖昧にしてくれているが、いつか明確にしなければならないときが来る。それを考えると、やはり色恋どころではなかった。

「アルサスが平和になったら考えるよ。ところで、おまえの方はどうなんだ？」

　逃げながら、相手に矛先を向けることでティグルは追及を封じようとした。

「私ですか？　ライトメリッツを発つときには幾人かおりました。帰ったらどうなっているかはわかりませんが」

　さらりと返されて、ティグルは言葉に詰まる。以前、頭を丸めたために女性からの人気が急降下したと聞いたことがあったが、そのあと盛り返したということだろうか。それにしても、まるで照れる様子がないのは嫉しっ妬とを通り越して感心する。

「おお、やっぱりティグルさんとルーリックだったか」

　唐突に、窓の外から声がした。そちらを見るとアラムたちが笑顔で歩いてくる。誰もが手に串焼きや蜂蜜酒、ジャムを塗ったパンや干した果物などを持っていた。

「楽しくやっているみたいだな」

　笑いかけたティグルにうなずいて、アラムは窓から顔を突きだした。

「へえ、甘藍か。もらっていいかな？」

「その串焼きと交換ならいいぞ。何の肉だ？」

「鳩だ。やや硬いがな」

　アラムはティグルに串焼きを渡し、甘藍をひとつまみ口へと運ぶ。その様子を、ルーリックが渋い顔で見ていた。

「だから、ティグルヴルムド卿に対する礼儀をわきまえろとあれほど……。この方はもう捕虜ではないのだぞ」

　所有物なので捕虜以下なのだが、ティグルは黙っておくことにした。受けとった鳩の肉はたしかに硬いが、噛めば噛むほど味が出てくる。

「うまいな、これ。どこで売ってたんだ？」

「案内しよう。ところで、このあと娼館に行くんだが、ティグルさんもどうだい？」

「娼館……？」

　ティグルの表情にさっと緊張が走った。一方、ルーリックは興味深そうな顔で尋ねる。

「こんな村に娼館があるのか？」

「ヤリーロの看板が下がってたから間違いない。さすがに人数は少ないし、きれいどころもいなさそうだがな。しかし安いぞ」

　ヤリーロはブリューヌとジスタートで奉じられている十の神々の一柱で、豊穣と愛欲を司る女神だ。この女神の姿や名前を刻んだ看板は、娼館の証である。

「……あと半刻ほどで村を出る時間だぞ？」

　ひとまずティグルはそう言ってみた。

「半刻あれば、まあなんとかなるでしょう」

　そう答えたのはルーリックである。彼は完全に行く気になっていた。

――まあ、そりゃ木石なわけはないだろうが……。

　ティグルとて、娼婦や娼館に理解がないわけではない。自分の屋敷があるセレスタの町にだって娼館はあるし、ブリューヌ軍がディナントに幕営を敷いたときにも、兵を相手に商売をしようと娼婦たちが姿を見せていた。

　ただ、銀の流星軍シルヴミーティオの兵たちには、娼婦が現れても決して相手にしてはならないとティグルもエレンも厳命している。潔癖さからではない。ひとつは病気の恐れ、もうひとつは娼婦を装った密偵への警戒、そして士気の低下を懸念したのだ。

「それで、ティグルさんはどうする？」

　アラムに尋ねられて、ティグルは慌てて首を振った。

「いや、俺はいい」

　すると、アラムの後ろにいた兵たちがひそひそと囁きはじめる。

「ほら、言っただろう。ティグルさんはこう見えても貴族だからさ」

「そうそう。それにティッタ殿とかいるしなあ」

「あと、うちの副官殿が怒るぜ。一昨日だかその前だって、寝坊した罰だとかでティグルさんの髪の毛をむしったそうじゃないか。娼館に行ったなんてことがばれたら、なあ」

　髪を抜かれたことが、いつのまにか寝坊の罰になっていた。しかし、そうして名前を出されるとティッタとリムの怒っている顔が頭に思い浮かぶ。それにつられるように、エレンの顔まで現れた。

　うまく再現できなかったようで、頭の中のエレンは怒っているというほどではなかったが、見るからに不機嫌そうな表情でこちらを睨にらみつけていた。最高級の紅玉にもまさるだろう紅の双そう眸ぼうは、おまえは自分が誰のものかわかっているのかと訴えている。

　ティッタははしばみ色の瞳に涙をにじませながらも、苦情を口に出すのを堪えていた。リムはといえば、心身の滾たぎりを鎮める必要はわかりますがと彼女なりに一定の理解を示そうとしつつ、やはり怒りをおさえかねて軽蔑と呆れと不満の眼差しを向けている。

「……おまえたちは、どうしても残った時間を娼館で使い切りたいんだな？」

　ライトメリッツ兵たちを見回して、ティグルは大きく息を吐いた。

「リムの台詞じゃないが、軍紀の乱れを考えると認めるわけにはいかない」

　アラムたちが顔を見合わせる。彼らの反応を無視して、ティグルは続けた。

「さて、俺はひとりになりたい気分だから先に帰る。ルーリック、彼らの面倒は任せた。重ねて言うが、揉め事を起こすな。それと、せっかく来たんだから金銭を惜しむな。あと帰りが遅くなりすぎないように。――いいな？」

　再びアラムたちは顔を見合わせ、くだけた表情でティグルに敬礼をほどこす。

　ティグルの見せた態度は事実上の黙認だった。金銭を惜しむなというのは身許も健康もしっかりした者を選べという意味だ。

　ようするに、ティグルはつきあう気になれないのでルーリックに押しつけたのだった。もっとも、ひとりになりたいというのは本音だったし、悩みを聞いてくれたルーリックに対する礼の意味もあったのだが。
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　日の暮れかかった草原を、ティグルはひとりで馬を走らせている。空は変わらず灰色の雲に覆われており、草原も暗い色に染まりつつあった。

　ふと、ルーリックたちとの会話を思いだして、ため息をこぼす。

　ティグルも十六歳の男だ。女性に興味がないわけではない。

　ただ、アルサスの領主でいたときは弓や狩り、昼寝への欲求がそれにまさり、いまはそんな余裕などないというだけだ。

――そうだ。そんな余裕はない。

　グレアスト侯爵と会ったあの日から、ティグルはあることを考えていた。まだ誰にも明かしていないそれは、実現性からいっても思索というより願望に近い。

――テナルディエ公やガヌロン公の非道をやめさせるには、どうすればいいのか。

　ティグルのような小貴族が考えるべきことではない。だが、彼らとの戦いを避けられなくなった身としては、考えずにいられないのだ。あるいは、ディナントの幕営で彼らの噂を聞いたときから、心の奥底にわだかまっていたのかもしれない。

――国王陛下が病から回復なされば、ひとまずは解決するのかもしれないが。

　それでも、テナルディエ公爵の自分に対する恨みは残る。自分のみに向けられている間はまだよいが、それがアルサスとそこで暮らす人々に向けられた場合が問題なのだ。

　しかし、ティグルの思考はいつもこのあたりで停止してしまう。

　エレンに出会った日以来、ティグルの視野はアルサスという枠を超えて広がり、彼女やリムなどのおかげで知識も身につきつつあるが、だからといって急に一国のことを考えたりなどできるはずがない。未来はわからないとしても、このあたりが限界のようだった。

　冷たくなった風が吹きつけてきて、ティグルを我に返らせる。

――そろそろ川か。

　いま、馬を進ませているあたりには灌木の茂みがある。川が見えてきたところで、ティグルは馬から下りた。空は刻々と暗さを増している。馬を引きながら歩いて、川辺まであと十数歩というところで足を止めた。瞳が警戒の色を帯びる。

――水音が聞こえる……。

　茂みに遮られてよくわからないが、誰かが、あるいは何かがいるのだ。

――水を飲みにきた小動物とかだったらいいんだけどな。

　そう思ったとき、水の音、風の音に混じって、何かが羽ばたくような、奇妙な音が鼓膜をくすぐった。何かがこちらに飛んでくる。

　馬の鞍に差していた弓に手を伸ばしかけたところで、黒い物体が目の前に飛んできた。大きさは子犬ぐらい。ティグルはとっさにそれを両手で受け止め、まじまじと見つめる。

　暗さのために黒く見えたが、よく見ると緑青色の、ごつごつとした鱗。頭部には二本の角、背中でぱたぱたと揺れているのは蝙蝠こうもりのそれによく似た翼だ。

　竜だった。それもまだちいさな、幼竜と呼ばれる生き物だ。さきほど聞こえた奇妙な音は、この竜が羽ばたく音だったのだ。

「おまえ……何だっけ、どこかで見た覚えが」

　突然のことに驚く馬をなだめて、ティグルは幼竜を覗きこむ。そっくりな生き物を、ライトメリッツの公宮で見た。だが、それがこんなところにいるはずがない。

「おとなしいな、おまえ。幼竜ってみんなそうなのかな」

　ティグルの手の中にある竜は、鋭い目を細めてティグルを値踏みするかのように見つめているが、暴れたりする様子はない。

「――ルーニエちゃん？」

　どこからか女性の声がした。その途端、幼竜は怯えるように目を見開いて激しく翼を羽ばたかせる。おもわず手を離すと、幼竜はティグルの頭を飛び越えて背中から足元に着地し、隠れるようにごそごそと身体を丸める。

　どうしたと聞こうとしたとき、がさりと近くの茂みが揺れて、人影が現れた。

「ルーニエちゃ――」

　女性だった。ティグルよりも背は高く、金色の髪に緑柱石の色の瞳をしている。

　ティグルと目が合うと、彼女は大きく目を見開き、言葉を途切れさせて息を呑んだ。ティグルも驚きのあまり動きを止めて彼女を凝視する。

　彼女は何も、布一枚すら身につけていなかった。呆然と立ちすくみ、水に濡れたその白い裸身を隠すことなくティグルの前にさらしてしまっている。

　華きや奢しやな肩も、豊かな胸も、細い腰も、すらりと伸びた脚も。

　十近く数えるほどの沈黙のあと、ティグルの脳味噌はどうにか言葉を発させてくれた。

「ふ、服は……？」

　ただし、思考は正常ではなかったが。

　ティグルの声に反応してか、幼竜がびくりと身体を震わせる。そして、女性はティグルの台詞よりも幼竜の動きに反応した。

「ルーニエちゃん！」

　逃げようとする幼竜を追って、女性が地面を蹴る。まるでティグルのことなど見えていないかのような突進は、四歩目でつまずいた。ティグルは反射的に手を伸ばして彼女を抱きとめたものの体勢を崩し、抱きあうようにして彼女と地面に倒れる。

　川辺の冷気によって冷えていたためか、押しつけられる彼女の体温がよりあたたかく感じられる。しっとりとしてやわらかい肌の感触も、ほとんどじかに触れているため鮮明に刻みつけられた。ふたつの豊満なふくらみが、ずしりと重い。

　背中は地面に接しているはずだが、そちらの感覚はほとんどない。意識の大半が自分にのしかかっているものに向けられていて、それどころではなかった。

　その状態でふたりはおたがいにしばらく硬直し、ティグルはどうにかしようとして手を動かした。指先が彼女の腰に触れ、艶やかな唇から漏れた吐息がティグルの耳にかかる。

　だが、それが緊張を解いたようで、ようやく彼女は身体を起こした。金色の髪から零れた水滴が、鎖骨をつたって胸の谷間に沈みこむ。

　黄昏どきの空を背景に、再び美しい裸身が眼前に展開された。ティグルは慌てて隠すものをさがしたが自分の服ぐらいしかなく、この体勢では脱ぐこともできない。やむなく目をぎゅっとつぶり、手で顔を覆った。

「あらあら。ごめんなさい」

　上から優しげな声が降ってきたが、それどころではない。いいから早くどいてくれと思っていると、遠くから聞き慣れた声がした。

「ソフィー？　こんなに暗くてはルーニエなど見つかるはずが……」

　声が途切れ、足音が近づいてくる。ティグルの本能はかつてない危険を感知し、さかんに逃走を訴えた。ティグルもそうしたかったが、自分の上にはまだ彼女が乗っている。

　おもいきり身体を起こして彼女を突き飛ばせば逃げられたかもしれないが、それだけの力が湧いてこなかった。

「ほう」

　怒気を帯びた、ティグルにとっては絶望的な声が聞こえた。







　怒られたり、殴られたりはしなかった。

　ただ、自分に向けられる視線と声音に軽蔑が含まれているだけだ。いっそ殴られた方がましだと思うほど、ティグルにとってはやりづらいことこの上なかった。

　通称、女性用の幕舎の中である。中には五人の男女がいた。

　ティグルとエレン、リム、ティッタ、そして、エレンがソフィーと呼んだ女性である。ティグルを半包囲するかのように、彼女たちは座っていた。

――オージェ子爵にも同席してもらうべきだった。

　温厚な老子爵は、疲れが出たので今日は早くに休んでもらっている。無理をさせたくないと考え、ティグルはここに呼ばなかったのだが、失敗したと心から思った。

「突然のことだったとはいえ、鍛え方が足りないのではありませんか」

　リムは露骨なまでに軽蔑の眼差しを向けており、エレンもリムほどではないが、怒ったような呆れたような顔をしている。

「戦場では不意を打たれてもすぐに反応できるおまえが、ああいう状況で動けなくなるのはどうしたわけだ？　美女の刺客なんてものが来たらその日のうちに死ぬぞ」

「ティグル様……」

　ティッタはこの場にいる者たちに軽食を用意したり、葡萄酒を注いでまわりながら、哀れむような、情けないものを見るような目でティグルを見ていた。名前を呼ぶだけというのが彼女の心境を如実に表していて、つらい。

「はじめまして、ティグルヴルムド卿。ポリーシャを治める戦姫にして『退たい魔まの祓ふっ甲こう』が主、ソフィーヤ＝オベルタスよ。気軽にソフィーと呼んでちょうだいね」

　そうした雰囲気を一切気にすることなく、神話に登場する慈愛にあふれた女神のような微笑を浮かべてソフィーは名のった。

　豊かでありながら均整のとれた優美な肢体を、ゆったりとした袖と裾を持つ白絹の衣と、足下まである薄緑色のスカートに包んでいる。淡い金色の髪はまだ湿っているが、彼女の美しさを損なうどころか、新たな魅力を引きだしているかのように思われた。

　彼女の細い腕には、ルーニエが抱えられている。緑青色の鱗を持つ幼竜は、四肢をだらりと下げて、翼も羽ばたかせず、人形のようにおとなしくしている。逃走を諦めたようだ。

――このひとも戦姫か。

　エレンともリムともティッタとも異なる、やわらかな雰囲気を持つ美女だ。裸を見られたことなどまるでなかったかのような悠然とした物腰と、屈託のないまぶしい笑顔にティグルは気後れしつつも頭を下げる。

「ティグルヴルムド＝ヴォルンです。さきほどは大変失礼しました」

「お礼を言うのはこちらの方よ。転びそうになったところを助けてもらったんですもの」

　この幕舎にいる四人の女性の中で、いわば被害者である彼女だけが唯一、ティグルに優しい言葉と表情で接している。

「そう言っていただけると、気が楽になります」

「殿方に抱きしめられたのなんてはじめてで、驚いちゃったわ。ぱっと見た印象よりたくましかったし」

　くすくすと金色の髪の戦姫は笑う。彼女の視線が自分の身体というより腰のあたりに向けられている気がするのは、邪推なのだろうとティグルは考えることにした。

「それで、どうしてこんなところに姿を見せたんだ？」

　白銀の髪をいじりながら、エレンがぶっきらぼうな声で尋ねる。

「聞いていないのか？」

　意外に思って、ティグルはエレンに訊いた。いっしょに川で水浴びをしていたのだから、もう話はすませたと思っていたのだが、違ったらしい。

「こいつがここに来たのは、おまえが戻ってくる半刻ほど前でな」

　ソフィーの突然の登場をエレンは不思議に思ったものの、再会を素直に喜んだ。

「ルーニエまで連れているので、正直驚いた。ティグルのいるところで話したいと言ってな。だから、おまえが帰ってくるのを待ちがてら、汗を流そうと水浴びをしていたんだ。あのようなことになるとは思わなかったが」

　エレンの声音にはあからさまな棘とげがある。

「あら。ルーニエちゃんのことは好きにしていいって言ったでしょう」

　場をなごませようとしているのか、ソフィーが首をかしげてエレンを見た。

　ジスタートの王都シレジアでソフィーと会ったときのことだ。エレンはいくつかの頼みごとをして、その見返りとしてルーニエの身柄を差しだすことを約束したのである。ソフィーは、この目つきの悪い幼竜をたいそう気に入っていた。

「わかった……。ルーニエは貸しておく」

　何があったのかは知らないが、ティグルは抱えられたままの幼竜に深く同情した。ティッタは幼竜が珍しいらしく、興味深げな顔で見つめている。

「この国に来たのは戦姫としてのお仕事よ。あなたのことについて、ブリューヌが何も言ってこないので、わたくしがブリューヌ王の考えをお伺いしてくることになったの」

「いつごろの話だ？」

「いまからだいたい一ヵ月前よ」

　ソフィーの言葉に、エレンは小さく唸った。

「シレジアの王宮に留まって正解だったわけか。しかし、陛下もおまえばかり働かせずともいいだろうに」

「ブリューヌの情勢を考えると仕方ないわね」

　ソフィーの視線が、傍らに置かれた黄金の錫しゃく杖じょうに向けられる。先端に見事な装飾をほどこした円環を据えつけ、青い宝石をあしらったその錫杖は、エレンのアリファールに似た神秘的な雰囲気をまとっていた。

「わたくしのザートなら、あなたたちのものとは違って取りあげられにくいでしょう？」

　その言葉で、ティグルは悟った。この錫杖が彼女の竜具なのだ。

――たしかにエレンの剣やリュドミラの槍じゃ、王宮に入るところで取りあげられるな。

　ソフィーの錫杖とて、その可能性がないとはいえないが、他の竜具よりは低そうだ。武器というより神器や祭具といったものに見えるためだろう。

「ティグル、おまえがソフィーに不ふ埒らちな真似まねをしでかさないよう教えておいてやるが、あれで殴られるのは、場合によっては剣で斬られるより痛いぞ。骨が砕けるからな」

　不機嫌そうなエレンの声で、ティグルは我に返った。困惑気味の視線を彼女に向けたが、反論はしにくい。

「あらあら、エレンもやきもちを焼くことがあるのね。はじめて見た気がするわ」

　楽しそうなソフィーの言葉に、エレンはあからさまな仏頂面をつくる。

「やきもち？　そんなくだらんものではない。これは躾だ。初対面の女をじろじろ見るのは失礼だろう。おまえだっていい気分ではあるまい」

　ひとさし指を口元にあてて、おっとりとした口調でソフィーは続ける。

「でも、前はほとんど全部見られてしまったものね」

　沈黙をたもって葡萄酒を口につけていたリムが、噴きだした。ティッタは慌てて絨毯に飛び散った葡萄酒を拭い、エレンはなんとも言いがたい顔になる。

「本当にすまなかった」

　ティグルはあらためて深々と頭をさげた。どうかその話はもうしないでほしい。

「つまずいたのはわたくしだから、そんなに気にすることはないわ。それに、わたくしも男性とあそこまで密着したのははじめて――」

「……ソフィーヤ様。できれば、真面目な話をさせていただきたいのですが」

　ソフィーの言葉をさえぎって、リムが頭痛に耐えるような表情で願い出る。それでようやくティグルとエレンも気を取り直した。

「ソフィー。あなたが王宮からどのような返事をいただいたのか、俺としても気になります。差し支えなければ教えていただけませんか」

　ティグルの言葉に、ソフィーは眉を下げて困ったような顔になる。

「そうね……。あなたに話すのは少々心苦しいのだけど。結論から言うと、いいお話はいただけなかったわ」

「というと？」

「ファーロン陛下は病を患っておられるとのことで、謁見はかなわなかったの。宰相のボードワン閣下とお話ししたのだけど、こちらの立場を伝えることしかできなかったわね」

「こちらの立場？」

　ティグルは首をひねる。反応したのはエレンだった。

「私がティグルに雇われただけで、ジスタート王国とは関係ないという主張のことか」

「表向きは、それで納得してもらえたわ。『戦姫の身命は、貴国の領土のどのていどに相当するのでしょうか』とは言われたけれど」

　にこにこ笑って説明するソフィーに、エレンは苦笑して肩をすくめる。捕らえた場合、身代金は領土で要求するということだ。

「それから、エレンを通じてティグルヴルムド卿に伝えてほしいと言われたのだけど」

　一字一句違えず、正確にソフィーは述べた。

「他国の軍を招きいれるというヴォルン伯爵の行動は、平地に波乱を起こし、平和を望む国王陛下のご意思に背くものである。いかなる理由があろうとも看過できぬ。王家はティグルヴルムドに叛意ありと判断し、叛逆者と認定し、領地を没収し、爵位及びブリューヌ人として与えられているすべての権利を剥奪する。もしも正道に戻る意思が残っているのなら、ただちに軍を解散し、単独でニースを訪れ、あらためて陛下の裁きを待つべし」

　誰もが衝撃を隠せず、言葉を失った。

　いくばくかの間を置いて、ようやく気を取り直したティグルは、眉間に皺を寄せる。

「叛逆者か……」

　覚悟はしていたが、実際に言葉を突きつけられると、心が重くなるのを感じる。ただ、領民が罪に問われていないことには安堵した。

「気にするな。どうせ、テナルディエ公が働きかけたのだろう。形だけのものに過ぎん」

　励ましてくれるエレンに、うなずきを返す。ソフィーが言った。

「ティグルヴルムド卿自身にも、いずれ王宮から使者が来るとは思うけれど。詳しいことはわたくしよりも、ローダント伯爵から聞いたほうがいいのではないかしら」

「は？」

　おもわず、間の抜けた声をティグルは発してしまった。リムとティッタも不思議そうな表情をソフィーに向ける。ローダント伯爵とは、マスハスのことだ。

「マスハス卿の名前がなぜ……いえ、マスハス卿をご存知なんですか？」

「ああ、そちらを先に話した方がよかったかしら」

　ソフィーはにっこりと笑った。

「ニースで知りあったの。一旦オードへ戻ってから、兵を連れてティグルヴルムド卿のところへ向かうという話を聞いてね。エレンに会おうと思って同行させていただいたのよ。それで近くまで来たから、わたくしだけ先に来ることにしたの。明日の昼過ぎには、ここに着くのではないかしら」
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　夕食と会議をすませたあと、ティグルは自分の幕舎にいた。

　弓の手入れをしながら、そばに控えているバートランに、マスハスが無事らしいことやソフィーのことを話す。

　一介の村人と領地持ちの貴族という身分の隔たりを越えて、バートランとマスハスはティグルが生まれる前からのつきあいだ。マスハスが無事だったことに、この小柄な老人はティグル以上に嬉しそうだった。

　手入れを終えると、ティグルは黒弓を見つめて考えこむ。ほどなく、静かに立ち上がった。

「どうなさったんです、若？」

「いや、何でもないんだ。ちょっと夜風にあたってくる。同行はしなくていいぞ。この寒さは、おまえにはきついだろう？」

　すぐさま立ち上がりかけた老人を、ティグルは冗談めかした声で止めた。

「すぐに戻る。総指揮官が風邪をひいたら洒落にならないからな」

「……ほどほどになさってくだせえ」

　気遣ってくれるバートランに手を振って、ティグルは幕舎を出た。見張りの兵士たちにも同じように告げて、とくに目的もなく歩きだす。

　陣から離れ、ひとけのないところで足を止めた。冬の星の光が冷たくティグルを濡らす。

　マスハスが無事だった。

　それは、ティグルが戦いをはじめてから最大のものといっていい朗報だ。だが、素直に喜ぶことはできなかった。

「叛逆者……」

　ぽつりとつぶやく。声に出してみると、あらためて身体の奥底から震えが起こった。

　叛逆者にされたことは、あの場にいた者たちを除いては、オージェ子爵しか知らない。オージェには夕食のあとで打ち明けたのだが、彼もエレンと同じように、テナルディエ公爵の仕業だろうと言って、笑顔でティグルを励ましてくれた。

　だが、テナルディエ公爵のやったことだとしても、糾弾されるやりきれなさと、怒り、そして恐怖がこみあげてくる。

　悔しいが、自分がそう呼ばれるのはかまわない。それよりも、このまま戦い続けたら、マスハスやオージェらも叛逆者にされてしまうだろうことが恐ろしい。

――負けてたまるか……！

　歯を食いしばり、拳を握りしめた。テナルディエ軍に焼かれ、破壊されたセレスタの町の惨状を思いだす。自分が生まれ育った町、そこに暮らす人々。領主として無理を強いたこともあるが、彼らは自分を信じ、従い、ついてきてくれた。助けあい、支えあってきた。

　彼らを守るためにしてきた行動を、否定させるわけにはいかない。

　暗闇を見据えて、強く決意を固めたときだった。

「だーれだ」

　突然、のんびりとした声と同時に、視界が何かあたたかいものでふさがれる。驚き、反射的に身を引いたティグルの後頭部にやわらかいものが当たった。

　女性の肌特有の甘い匂いが鼻腔を刺激し、あらあら、とすこしだけ驚いたようなつぶやきが耳をくすぐる。

「ソ、ソフィー……？」

　今日会ったばかりでろくに話してもいないが、どこかゆるやかで耳に心地よい声は印象的で、すぐにわかった。

　ティグルの顔を覆った手が離れる。振り返ると、柔和な笑みを浮かべ、手に黄金の錫杖を持って、ソフィーヤ＝オベルタスが立っていた。

「簡単だったかしら？」

「ここにはあなたを入れても四人しか女性はいないからな。それに特徴的というか、きれいな声だったから……」

　答えながら、ティグルはあることに気づいて内心で戦慄を禁じえなかった。

　気配を感じなかった。ゆったりとした袖と裾を持つ衣をまとい、スカートも足下に届くほど長いのに、衣擦れの音も聞こえなかった。錫杖も同様だ。少し揺れただけでも、円環の擦れあう音がきこえそうなものなのに。戦いとは無縁そうに見えても、やはり彼女も戦姫なのだ。

「あらあら、お上手ね」

　ソフィーはにこにこ笑ってティグルの頭を優しく撫でる。ティッタなどにはよくやっているが、自分がされるのはとてもひさしぶりで、ティグルは当惑した。

　しかし、彼女のてのひらの感触は優しさとあたたかさに満ちて、気持ちよい。

　しばらくされるがままにしていたが、三十を数えるぐらいの時間が過ぎてもソフィーは撫でるのをやめない。さすがに困った。

「どうして、ここに？」

「ちょっとあなたに話があって」

　素直にソフィーは答えた。そうしてティグルのいる幕舎へ向かっていたところ、陣を離れていく後ろ姿が見えたのでこっそり後をついてきたという。

「総指揮官がひとりで出歩くものじゃないわ」

　たしなめるというよりは、子供を諭すような口調だ。ティグルとしては気を抜いていたつもりはないのだが、彼女に気づけなかったのである。くすんだ赤い髪をかきまわし、ばつの悪い表情で訊いた。

「それで……俺に、用っていうのは？」

　ソフィーはしゃらんと錫杖を鳴らして後ろ手に持ち、星空を見上げる。

「あなたはエレンのこと、どう思ってるの？」

　いきなり何をと言おうとして、ティグルは言葉を呑みこんだ。ソフィーが虚空から視線を離して、真剣な表情でティグルをまっすぐ見据えたからだ。緑柱石の色の双眸には強い意志の力が感じられ、下手な言い逃れや話のすり替えを許さない雰囲気がある。

　いや、とティグルはすぐに緊張を解く。思っていることを率直に答えればいい。

「俺にとって、エレンは恩人で……厚かましい言い方をするなら戦友だ」

「戦友？」

　ソフィーが目を瞠みはる。彼女の持つ錫杖が揺れて、黄金の煌めきが闇に散った。その反応を当然のものだと思いながらティグルはうなずく。

　ジスタート人にしてみれば、ティグルはエレンの捕虜でしかない。それがよりにもよって戦姫を戦友呼ばわりするのは、不ふ遜そん以外の何物でもないだろう。

　だが、自分はエレンと肩を並べて戦った。

　それも、おたがいに尋常ならざる力をもって。

「エレンのことを嫌ってはいないの？」

「嫌う？」

　半ば当惑したように問いかけられ、ティグルはすこし戸惑った。ソフィーは言い募る。

「あなたを捕虜にしたのはエレンなのよ」

「俺に兵を貸してくれたのもエレンだ」

　即答してから、ティグルはわずかな茶目っ気を目元ににじませて肩をすくめた。

「エレンは、俺をティグルと呼ぶ。俺もエレンと呼んでいる。嫌いな相手にはそう呼んでほしくないし、嫌いな相手をわざわざ愛称で呼ぶ趣味はないよ」

　ティグルの言葉を聞いたソフィーは、口元をほころばせてにこりと微笑む。錫杖の輝きに照らされたその笑顔は、つい見惚れてしまうほどに魅力的だった。

「あなたは本当にそう思っているみたいね。安心したわ」

「どうしてわかる？」

「わかるんじゃないわ。信じるの。自分が見て、聞いたものを」

　神官や巫女の祈りのようなことを言うとティグルは思った。内心で訝いぶかしんでいるのを見透かすように、ソフィーはくすりと笑う。

「エレンやリムがあなたを見る目、かける言葉。あの侍女の娘や兵士たち。ローダント伯爵が話してくれたあなたのこと……。材料はたくさんある。最後にあなた。その表情、声、態度、それ以外の何もかも。そうしてわたくしは、信じてもいいと思ったの。あなたはエレンを本当に大切に思っているんだな、って」

　金色の髪を揺らし、白い衣の裾をなびかせて、ソフィーはティグルの前まで歩いてくる。

「あなたのことはジスタートでも話題になっているわ。なぜ、エレンはあなたにこれほどまでいれこむのか。ティグルヴルムド＝ヴォルンはいったい何者なのかと」

　微笑が消えた。ティグルから三歩弱の距離を置いて、ソフィーは足を止める。それが彼女の錫杖の間合いだとわかった。

「最有力なのは、エレンがあなたに一ひと目め惚ぼれをしたのだという噂。無理もないわ。それまで会ったこともない隣国の貴族のために兵を動かし、はては内乱にまで首をつっこむんですもの。ミラとまで戦うし。よほどのことがなければ、ありえない」

　ティグルはおもわず自分の手にしている黒弓に視線を向ける。この弓の不思議な力が関わっていないなどとは、さすがにティグルも思っていない。だが、口に出したのはまったく別の言葉だった。

「……水浴びをしたときの行動も、俺を試すための何かだったのか？」

「あれはただつまずいただけ」

　小首をかしげて微笑む彼女に、聞いて失敗したとティグルは心から思った。

「でも、違うみたいね。あなたはさっきエレンを戦友といったけれど、彼女のあなたを見る目もそれに近いわ。戦友が半分、愛玩動物が半分といった感じかしら」

　所有物と愛玩動物とでは、どちらがましなのだろうか。しかし、その疑問はひとまず横に置いて、ティグルは気になったことを尋ねる。

「もしも、好きになったとかそういう理由だったら……エレンを止めたのか？」

　ソフィーはゆっくりと首を縦に振った。

「そうね。戦姫としても、戦姫から離れても、わたくしはエレンを大切な友人だと思っているわ。これはとても大事なことなの。あなたも領地を治める諸侯ならば、公私の別なくつきあえる友人の貴重さがわかるでしょう？」

　彼女の説明でティグルの脳裏に浮かんだのは、戦姫リュドミラだった。彼女とエレンの仲の悪さは、おたがいの公国が近いということもあるのだろう。

　ティグル自身にも覚えがあるが、アルサスに隣接する領地を治める貴族とはなかなか仲がよくならない。常に利害関係で衝突するからだ。

「だから、もしエレンが感情を暴走させて無謀なことをやっているのならば、力ずくでも連れて帰る気でいたわ。あるいは、エレンの運命共同体ともいえるあなたに、あまりにも問題があるようだったら」

　しゃらんと錫杖の円環が涼しげな音を鳴らしてティグルへと突きつけられる。ソフィーは、だが、すぐに錫杖を引くと後ろ手に持ってティグルに頭を下げた。

「でも、とりあえずはあなたを信じる。エレンのことをよろしくね」

「わかった」

　ティグルは彼女を安心させるために力強くうなずいた。

「さっきも言ったけど、エレンは恩人で、戦友なんだ。絶対に守ってみせる」

　馬術も剣技もエレンの方がはるかに巧みだ。さらに彼女にはアリファールもある。自分が彼女を守る必要など、ないのかもしれない。おこがましいだけかもしれない。

　それでも、これがティグルの本心だった。自分を救い、領民を助けてくれた恩。ともに敵兵や竜、戦姫と戦ってきた絆。なによりも、ディナントで会ってから彼女と過ごしてきた日々が決意を固めさせていた。

「ありがとう」

　ソフィーの言葉はそれだけだったが、万感の想いをこめた一言だった。

　そのあと、ふたりはそれぞれの幕舎に戻る。ティグルは迷いを捨てたからかすぐに眠りについたのだが、ソフィーはまだ眠らなかった。

　毛布に身をくるみ、彼女は時間が過ぎて外の闇が深まっていくのを静かに待っていた。
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　夜も更けて、兵たちのほとんどが寝静まったころ。エレンとソフィーはそっと女性用の幕舎を抜けだした。見張りの兵たちの目を盗んで、静かに幕営を出る。万が一にでも聞かれてしまう危険を考慮してのことだった。

「おまえとこんなところで会うとは思わなかったな」

　ソフィーの持つ光華ザートは黄金の輝きを帯びて、ふたりの戦姫をかすかに照らしている。この季節の冷たい夜気は、エレンの腰にある銀ぎん閃せんが冷気をおさえていた。

「わたくしもよ。ローダント伯爵に会わなかったら、ここに来ることはなくジスタートへ戻っていたでしょうね」

「どうして来たんだ？　私と会ったなんてことが知られたら、怪しまれるなどというものではないだろうに」

　エレンは首をかしげる。ジスタートの使者であるというソフィーの立場を考えたら、いまのエレンと会うのは危険すぎる。

「いろいろね。あなたが惚のろ気けていたティグルヴルムド卿も見てみたかったし、あなたに伝えることもあった。それと、あなたが心配してくれていることについては、ちゃんと逃げ道を用意してあるの」

「ティグルのことで惚気た覚えはないが」

　口をとがらせてエレンが答えると、ソフィーはおかしそうにくすくすと微笑んだ。そっとエレンを抱きしめ、白銀の髪を撫でる。

「あなたのそういうところは本当にかわいいと思うわ。ルーニエちゃんに似たのかしら」

「……おまえ、絶対に褒めていないだろう」

　ソフィーの腕を振りほどくと、エレンは彼女と顔を見合わせ、どちらからともなく肩を震わせて笑った。

　そして顔をあげたとき、ソフィーはいつになく真面目な表情になっていた。これからが本題だ。そのためにわざわざ幕営を離れたのだから。

「テナルディエ公やガヌロン公に協力しそうなひとの話からにしましょうか。有力な諸侯ではいないと思っていいわ。何人かの大貴族が、余計なことをしないように諸侯たちをおさえこんでいるのよ。しばらく静観するみたい」

「戦姫は？」

「まず、サーシャはやはり、テナルディエ公ともガヌロン公とも交流がなかったわ」

　レグニーツァ公国を治めている戦姫で、エレンの親友であるアレクサンドラ＝アルシャーヴィンのことだ。念のために調べてくれたソフィーに感謝して、エレンはうなずいた。

「エリザヴェータは、ガヌロン公ともテナルディエ公とも交流があるわ。ただ、公国の位置を考えると、彼女はガヌロン公に協力するのではないかしら」

　エレンの紅の双眸が強い輝きを放つ。エリザヴェータ＝フォミナは、ジスタート北西にあるルヴーシュ公国を治めている。エレンはいくつかの事情から彼女と敵対し、リュドミラ以上に嫌っていた。その反応に気遣わしげな目を向けつつ、ソフィーは続ける。

「ヴァレンティナは、どちらとも交流がないわ。彼女の公国はブリューヌから遠いから納得できるのだけど、奇妙な噂を聞いたの」

　エレンは眉をひそめる。ソフィーは深刻な表情で言った。

「ディナントの戦いの一ヵ月近く前に、ガヌロン公の使いの者が彼女の公国を訪れていたというのよ。気になって調べてみたけど、公の記録にそれらしいことは書かれていなかったわ」

「しょせん噂だったのだろうと言いたいところだが、ソフィーは違うと思うのか」

「ええ。彼女は内密にガヌロン公と接触したかもしれないと、わたくしは思ってる」

　ソフィーの声には、ヴァレンティナを警戒する響きがある。

　ヴァレンティナ＝グリンカ＝エステスは、ジスタート北東にあるオステローデ公国を治めている戦姫だ。エレンは彼女と片手で数えられるほどしか顔を合わせたことがなく、おたがいについて知るほど話したことはない。

　彼女は身体が弱いらしく、己の公国からほとんど出てこないのだ。その上、ライトメリッツとオステローデは離れすぎていて、相手に関心を持ちにくかった。

「こうなると、ヴァレンティナにもう少し注意を払うべきだったか……」

「先のことはわからないもの、仕方ないわ。とりあえず、エリザヴェータとヴァレンティナに気をつけて。彼女たちがガヌロン公に雇われるようなことはないと思うけど」

「ああ、ありがとう」と、礼を言ってから、エレンはあることに気づいて首をかしげる。

　戦姫は七人だ。まだ名が出ていない者がいる。

「たしか、オルガだったか。あいつはどうした？　昨年、行方不明だと聞いたが」

　オルガ＝タムはジスタート東部のブレスト公国を治める戦姫だ。彼女についても、エレンはほとんど何も知らない。昨年、十二歳という若さで戦姫になったことと、戦姫になってから一ヵ月ほどで姿を消してしまったということだけだ。

　ちなみに、彼女が行方不明になったことをどうしてエレンが知っているのかというと、昨年の冬、ブレストの官僚がライトメリッツにやってきて、オルガに会わなかったかと聞いてきたからだ。エレンはその官僚をねぎらいつつも、相手を落胆させる返答しかできなかった。

「行方がわからないままよ」

　心配そうに首を横に振るソフィーに、エレンは聞いた。

「そもそも、どうして行方不明なんてことになってるんだ？」

「わたくしも詳しいことは知らないわ。昨年の夏か秋ごろに、しばらく旅に出るという書き置きだけを残して、竜具を持って姿を消してしまったんですって」

　エレンは口を半開きにして、しばらく何も言えなかった。

「竜具はオルガを見離していないのか……？」

「ブレストに新たな戦姫が現れたという話は聞かないから、そうみたいね。彼女は東方の騎馬の民だから、いろいろと悩んだのかもしれないわ」

　騎馬の民とは、草原に住み、狩猟と遊牧で生活している者たちのことだ。百年近く前、ジスタートは東方の騎馬の民と争い、従属させた。そうして彼らはジスタートの民となったのだ。

「だとしてもだな……」

　エレンは白銀の髪をかきまわす。オルガに腹が立っていたが、彼女に対して同情的らしいソフィーの前では、言葉を荒らげるのがためらわれた。

「もう一年以上だぞ。竜具に見限られていないということは無事なんだろうが、いったいどこをほっつき歩いているんだか。自分の領地が、自分の公国が大切じゃないのか」

「あら、そう言われるとわたくしも困っちゃうわ」

　おおげさに肩をすくめるソフィーに、エレンは「からかうな」と、憮ぶ然ぜんとした顔で応じる。

「ソフィーの場合は、ポリーシャのために何をすればいいのかを考えた結果だろう。オルガの事情は知らんが、おまえと違うのはたしかだ。陛下から密命でも受けて、行方不明のふりをしているというならともかく……」

「それはないわね。以前、陛下にそれとなくお伺いしてみたけど、『余も知りたい』と、深い深いため息をこぼしながらおっしゃったの。あれは演技じゃなかったわ」

「そいつはたいした武勲だな。行方不明でなければ見所がある」

　ヴィクトール王に尊敬の念を微塵も抱いていないエレンは、妙なところで感心した。

「そういうわけだから、オルガについてはわからないの。ブレスト公国は、テナルディエ公ともガヌロン公とも交流はないわ」

「わかった。しかし、オルガの竜具はずいぶん変わり者だな」

「竜具が何を考えているのかはわからないわ。わたくしだって、ザートのことを完全にわかっているわけじゃないもの。それに、サーシャの竜具のような例もあるし……」

　波打つ金色の髪を揺らして首を横に振るソフィーに、エレンは眉をひそめる。

「サーシャの具合はよくないままか」

「よくなる気配はないわね。わたくしがジスタートを発つ直前の話だけど……」

　エレンの表情が沈んだ。

　サーシャは病魔に冒されている。以前に彼女から聞いたところによれば、一定の年齢に達すると発症する類の病で、彼女の母や祖母などもその病によって亡くなったらしい。

　サーシャも知りあったころは健康そのものだったのだが、二年前の冬にその病が発症し、それからベッドに横になることが多くなった。調子のいいときは、エレンとミラの相手をひとりで務めるほどの動きを見せるのだが。

「サーシャはだいじょうぶよ。いずれ、きっとよくなるわ。そう信じましょう」

　ソフィーの言葉は、エレンを気遣ってのものだ。エレンはうなずきを返して、話を戻す。

「エリザヴェータ。ヴァレンティナ。警戒するべき戦姫が二人だけなのは助かるな」

　口元に不敵な笑みが浮かんだ。その二人が相手なら、気兼ねなく剣を振るうことができる。それに、ガヌロン公爵は敵となった。何も気に病むことはない。

「蛮勇は慎みなさいね」

　やんわりと釘をさしてから、ソフィーは次の話へと移った。

「テナルディエ公が竜を従えていることについてだけど、何年か前から公爵に仕えているという占い師が、地竜スローと飛竜ヴィーフルを連れてきたそうよ」

「占い師……？」

　エレンは驚きに目を瞠る。まさか、本当に竜を従える者がいるとは思わなかったのだ。

「この占い師については、ほとんど何もわかってないわ。ただ、最近、公爵のもとを離れたという話なの。新たな竜を調達しにいったという可能性があるわね」

　難しい顔で説明するソフィーに、エレンはため息をついた。

「できれば、その占い師が帰ってくるまでに、テナルディエ公を討ちたいところだな」

　もしもテナルディエ公爵が何頭もの竜を戦場に投入してきたら、銀の流星軍は多数の犠牲者を出すだろう。エレンやティグルは竜と戦えるが、騎士や兵士たちでは竜にかなわない。

「ありがとう、ソフィー。おかげでいろいろと心構えができる」

　エレンは心から礼を言った。事前に知っていること、予測できることの重要さを、白銀の髪の戦姫はよく知っている。戦場での驚愕は、狼ろう狽ばいや混乱を容易に引き起こすのだ。

「どういたしまして。それにしても、来てよかったわ。あなたが男の子を気にかけるところが見られたんだもの」

　やや前かがみになって、ソフィーはくすくすと笑う。錫杖が揺れて、先端から黄金の輝きがこぼれ落ちた。

「だから、言っただろう。あれは躾だ。いっしょにいてみっともないところを――」

「そんなにいっしょにいたいのね？」

　揚げ足をとられるというよりも、呼吸の間を絶妙に突かれた感じだった。エレンは彼女の言葉を否定しようと口を開きかけ、そのままそっぽを向く。言葉が見つからなかったというのではなく、否定することそのものがためらわれた。頬をかいて、質問をぶつける。

「ティグルに会ってみてどう思った？」

「かわいい子ね。真面目だし、素直だし」

　そんなものかとエレンは内心でつぶやいた。

――仕方ないか。会ってからまだ半日も過ぎていないからな……。いや、あのような出会いで好意的な評価を得たことにむしろ驚くべきかもしれないな。

「あ、でも」

　思いだしたようにソフィーは付け加えた。

「見た目からは想像できないほど芯はしっかりしてるわね、いろいろな意味で。あなたが彼に力を貸す理由がわかった気がする。興味が湧いてきちゃった」

「その台詞はひさしぶりに聞いたな」

　この金色の髪の戦姫はもともと好奇心が強くて何にでも興味を示すが、それを口にすることは滅多にない。わざわざ言葉にするときは、興味の度合いがかなり強いときだ。前にエレンがこの言葉を聞いたのは、彼女がルーニエを見たときだった。

「だがな、言っておくぞ。あいつは私のものだからな」

「やっぱり大好きなのね」

「……契約の話だ」

「契約上というなら、ちょっと貸してくれてもいいんじゃない？　もし汚しちゃってもちゃんと洗って返すから」

　こいつはいったい何をする気だとエレンは呆れた目でソフィーを見た。

「おまえ、ここにいる間はティグルに近づくな。危なっかしすぎる」

　冗談めかした台詞を本気で言って、念を押すと、ふたりは幕営へ戻ることにした。




　　　　　　　†




　翌日の朝を、ティグルはひさしぶりに穏やかな気持ちでむかえることができた。

　グレアスト侯爵に対する勝利によって、銀の流星軍はまだまとまっている。そして、ソフィーの言葉が正しければ、今日のうちにマスハスが姿を見せるはずだ。

――気になるのは、兵を率いてくるということだ。ファーロン陛下への謁見はうまくいかなかったということなんだろうか。

　ソフィーも謁見がかなわなかったというのだから、そうなのだろう。だが、マスハスが無事だというだけでも嬉しい知らせだった。

　亡き父の親友であり、何くれとなく面倒を見てくれた頼もしい相談役である。この役割は、たとえばティッタやバートラン、エレン、リムなどでは代わることはできない。

　服を着替え、昨夜用意しておいた水で顔を洗って幕舎を出る。

「……何だ？」

　早朝の幕営は静かだが、どこか空気がざわついていた。エレンたちのいる幕舎へ足を向けると、遠くからバートランが走ってくるのが見えた。ティグルの姿を見つけ、バートランは緊張に満ちた皺だらけの顔をわずかに緩ませる。息せき切ってティグルの前まで走ってくると、ひとつ深呼吸してから言った。

「若、敵が出やした。ここから西に、十五、六ベルスタの距離だってえ話です」

「敵？」

　安らかな目覚めは早くも破られてしまった。







　兵たちには朝食もそこそこに急いで幕営を引き払わせつつ、ティグルたちは幕舎に集まった。顔ぶれはティグル、エレン、リム、オージェの四人。エレンはソフィーを呼ぶかどうか迷ったのだが、結局彼女を部外者としてあつかうことにした。

「間違いない。ナヴァール騎士団じゃ……」

　斥候の報告を確認したオージェ子爵が、深刻な表情で口を開く。

「そういえば、ブリューヌにおける騎士は、一般の兵とどう違うんだ？」

　余裕のないオージェの顔つきを訝しみながらも、エレンが首をかしげて訊いた。

「ブリューヌの騎士は、試練を受けてなるものじゃ」

　葡萄酒に口をつけて喉の渇きを癒してから、オージェは説明を続ける。

「騎士には武芸と教養が求められる。武芸は剣、槍、馬の技術。教養は騎士の精神、文字の読み書き、兵学、紋章学だったかの。年に一度、王都でこれらの能力をはかるいくつかの試練が行われ、それに合格した者が叙勲を受けて騎士になれる。例外もあるがの」

　そこで一呼吸分の間をおくと、ふたたび深刻な表情でオージェは告げた。

「いま我々に接近しているナヴァール騎士団じゃが、この騎士団の団長であるロラン卿は黒騎士の異名を持ち、ブリューヌ最強の騎士と呼ばれておる」

「ロラン……？」

　ティグルとエレンは同時に驚きの声をあげる。そして、二人は顔を見合わせた。

「知ってるのか、エレン」

「いや、私は噂話を聞いたことがあるというだけだ。ブリューヌ最強の戦士は、黒い髪と黒い瞳を持つ黒衣の騎士ロランだとな。おまえは？」

「俺も似たようなものだ。たしか六年前だったな、ファーロン陛下から王国の宝剣を貸し与えられた騎士がいるという話は、アルサスにまで聞こえてきた」

　エレンはうなずくと、オージェ子爵に視線を戻す。

「オージェ子爵は、ロランについて詳しい話をご存じなのか」

「あなたがたよりは、というところじゃがな……。ロラン卿は十三歳のときに試練を受け、騎士となった。教養については年齢相応といったところだったらしいが、武芸の冴えはそれどころではなかったそうじゃ。騎士見習いたちの相手をしたのは、騎士団長の中でも名うての実力者ぞろいだったが、ロラン卿はその団長たちに対し、ことごとく勝利を収めた」

　十三歳の少年が、数多の戦を潜り抜けてきた騎士たちを打ち倒したというのだ。これにはエレンだけでなくリムも、疑わしげに眉をひそめた。

「それはさすがにできすぎという気がしますが……」

「事実じゃよ」

　オージェの口調は、信じられないのも無理はないと言いたげなものだった。

「騎士となってからも、ロラン卿は負けたことがない。陛下が主催された馬上試合では幾度も優勝し、戦場に出れば必ず敵将を討ちとってきた。そして、戦慣れした精鋭揃いといわれるナヴァール騎士団の一員となった。ナヴァール騎士団は、西方国境のもっとも重要な場所に城砦をかまえておる。我が国とザクスタン、アスヴァールの三国の国境が接するところじゃ」

「国境での争いが絶えないということでしょうか」

　リムの疑問に、オージェは深くうなずいた。

「万を超える大軍同士が衝突するような戦いはなかったと聞くが、小競り合いはしょっちゅう起きていたと聞いておる。ロラン卿はそこでも武勲をたて続け、勝ち続けた。陛下は彼をたいそう気に入られてな、六年前、ロラン卿がナヴァール騎士団の団長となったとき、王国の宝剣デュランダルを貸し与えた」

「なるほど……」

　ようやくエレンも真剣な表情になった。日々戦いに明け暮れるような場所で、中途半端な技量の者が団長になれるはずもない。何より、王国の宝剣を貸し与えるとなれば、周囲の者が反発しないはずがない。そうした者たちを納得させるだけの実績があるのだ。

「でも、どういうことでしょうか」

　ティグルが疑問の声をあげた。

「我が国の騎士たちは、陛下に忠誠を誓っています。いわば、陛下の直属の戦士たちであり、陛下の命令しか聞かないはずですが……」

　そこまで言って、ティグルはあることに思い当たり、声をあげそうになった。

――まさか、俺を叛逆者にしたのはこのためか。

「テナルディエ公かガヌロン公が、陛下の名を騙って騎士団を動かしたのやもしれぬ」

　オージェが落ち着き払った声で言った。ティグルと目が合うと、一瞬だけ笑ってみせる。

　彼も、ティグルが叛逆者になったことが原因かもしれないと考えてはいるのだ。その上で、皆の不安を鎮めるために違う意見を述べてみせた。

「ひとまず、わしから使者を派遣してみよう。いくばくか時間をいただけぬか」

「かまわないが、こちらもその間に戦う準備は進めるし、警戒は解かないぞ」

　エレンがそう答えると、オージェは感謝の意をこめて深く頭を下げた。

　こうして、二人のテリトアール兵がナヴァール騎士団のもとへ向かったのだが、彼らは半刻ほどですごすごと戻ってきた。

「彼らの返答は『我々は敵とかわす言葉を持たず、使者は降伏の意思を持つ場合にのみ受け入れる』とのことです。『降伏の意思を示すならば、すべての武器を捨てよ』とも」

「話しあいたければ降伏しろということか」

「清すが々すがしいな」

　敵将の率直な態度に、エレンは感銘を受けたようだった。紅の瞳が戦意に満ちて輝く。彼女の手にしている長剣アリファールが主の戦意に反応し、微風を起こして空気をかきまわした。

　一方、ティグルとオージェ、リムは顔を見合わせる。とうてい呑める話ではない。

「俺からも使者を送ろう」

　ティグルはアルサス兵の中からふたりほど選んで、騎士団へ向かわせた。

　話ができないのならば、せめてこちらが意見をまとめるための時間をもらえないか。そう述べるつもりだった。これには、マスハスが来るまでの時間を稼ぐ意味もある。

　しかし、結果は変わらなかった。彼らは鉄の甲冑の群れに押し返されて、やはり何も伝えられずに悄しよう然ぜんとして帰ってきたのである。

「やるしかないようだ」

　ティグルは重々しく告げ、四人は手短に話しあって会議を終えた。

　エレンとリムはライトメリッツ軍をまとめるために幕舎を出る。入れ違いに、オージェ子爵の息子ジェラールが入ってきた。

「よろしいですか、ヴォルン伯爵。父上」

　老子爵がうなずくと、ジェラールの呼びかけにこたえて数人の男たちが現れる。オージェ子爵の口づてで協力しているブリューヌ貴族たちだ。

「ヴォルン伯爵。どうか、事情をお聞かせいただけませぬか」

　彼らの中でもっとも年長らしい男が進み出る。四十代半ば、大柄な体躯を麻織りの服と毛皮の外套で包んだ、目元の皺が特徴的な男だ。爵位はオージェと同じく子爵である。

「我々の敵は、テナルディエ公爵やガヌロン公爵のはず。だからこそ、兵を率いてあなたに協力しているのだ。なぜ騎士団が我々に剣を向けてくるのだ」

　どう話すべきかティグルが迷っていると、オージェがにこやかに笑って答えた。

「ナヴァール騎士団は、ライトメリッツ軍の姿を見て、我々のことを叛逆者……賊軍だと思っているようなのじゃ。我々の事情とライトメリッツ軍の立場を説明するべく使者を出したのじゃが、一言も喋らせてもらえずに追い返されてしもうた」

　オージェの豪胆さに、ティグルは驚きを顔に出さないよう努めなければならなかった。自分が叛逆者となったことを知っているのに、よく笑顔でこんなことを言えるものだ。

　男たちは顔を見合わせる。

「ならば、武器を捨ててでも話しあうべきでしょう。相手はあの黒騎士ロラン率いるナヴァール騎士団。とうてい勝ち目はありませんぞ」

「それに彼らは騎士。テナルディエ公などとは違い、己の発言を守ろうとするはず。こちらが指示に従えば、話も聞いてくれるでしょう。そうなったら我々は己の立場と、テナルディエ公の非道を説明すればよろしい」

　ひとりが発言し、それに同調した他の者も勢いこんで前に出る。

「ライトメリッツ軍はどうする？　彼らにも武器を捨てるよう要請するのか」

　淡々とした声音で、ティグルは彼らを見据えて問いかけた。

「いかに協力してもらっているとはいえ、異国の軍に遠慮して、ブリューヌ人同士で血を流すことはないと……」

　なるほどとティグルは彼らの内心を読み取った。

――ライトメリッツ軍ではなく、ナヴァール騎士団を頼りたいのか。

　ひとの情として、わからないことではない。ティグルとオージェは自領をライトメリッツ軍に助けてもらったが、彼らはそうではない。テナルディエ公から身を守ってくれるのであれば誰でもよく、どうせならより信用できそうな相手がいい、ということなのだ。

「ならば、戦列を外れてください。北の川を越えた先でも、南の森の向こうでもかまいませんが、そこで武器を捨てて、その旨をナヴァール騎士団に伝えるといい。ただ――」

　語気を強めてティグルは言葉を続けた。

「ナヴァール騎士団が、あなたがたを守ってテナルディエ公と戦うとは、私には思えません。私が彼らに降伏して、ライトメリッツ軍がブリューヌから去ったら、彼らもまた西方の守備に戻るだけでしょう」

「いや、さすがにそんなことには……」

　何かを言おうとした男に対し、ティグルは一歩前に出た。

「テナルディエ公爵の非道も、ガヌロン公爵の無法も、昨日、今日にはじまったものではない。ブリューヌに数多ある騎士団の内、それを糾弾し、正した者はいましたか？」

「それは……なにしろ騎士団は、国王陛下のご命令によって動くものですから……」

「まったくもって、その通りじゃな。それゆえに、我々は騎士団ではなくライトメリッツ軍を頼っていまここにいる」

　男とティグルの間に、オージェの冷静な声が割って入る。ティグルは自分が熱くなっていたことを自覚し、一歩下がってオージェの様子をうかがった。

「ナヴァール騎士団を恐れるのはわかる。期待を寄せたいのもな。じゃが、それこそテナルディエ公爵の思う壺じゃろうて。勅命によって動きを操れる騎士団と、自由に動きまわるライトメリッツ軍。後者の方が、テナルディエ公爵にとっては厄介な相手じゃからの」

　ティグルもオージェも、ことさら意地の悪い言い方をしているのではない。ただ、事実を述べているだけだ。男たちは反論できず、青ざめた顔を見合わせた。

　そうして半刻後、銀の流星軍はオーランジュ平原の中央に布陣を終えた。

　離脱者はいまのところ出ていない。









　　　４　　　不敗の剣














　その日の昼過ぎに、ナヴァール騎士団と銀の流星軍シルヴミーティオはおよそ五百アルシン（約五百メートル）の距離をおいて対峙した。

　空の色は前日に引き続いての灰色で、雲のわだかまりようは見ていると言い知れぬ不安を呼び起こさせた。時折、わずかな隙間から白く霞んだ太陽が覗いて、弱々しい陽射しを地上に降りそそいでいる。

「彼らは戦うつもりのようだな」

　敵陣にひるがえるいくつもの軍旗を遠目に見ながら、ロランは独り言のようにつぶやいた。複数の小貴族が集まった軍であるため、さまざまな軍旗があるが、その中でもひときわ目立つのが黒竜旗ジルニトラだ。

「こちらの布陣はできたぞ」

　副団長のオリビエが報告に来た。ブリューヌ王国の騎士団は、戦うための陣形を複数持っている。現在、ナヴァール騎士団がとっているのは『槍』と呼ばれるもので、上空から見ると文字通り三角形の穂先を持つ槍のように見える。

「己と鉄と馬でもって、一個の槍と思え。速く、鋭く、深く敵を貫いて粉砕する」

　ロランは先頭にいた。本来なら後方で指揮をとるべきなのだが、誰よりも早く敵陣に斬りこむことをこそ、この男は己の役目と考えている。いままでも常にそうしてきた。

「しかし、もう戦うのか。せめて情報収集をすませてからでもよかったんじゃないか？」

　ここに来るまでに、ロランは近隣の騎士団へ使者を派遣している。この周辺の地形や敵についての情報を手に入れ、場合によっては援軍を求めるためだ。

　ティグルたちの使者を追い返したのは、ジスタート軍とともにある以上その罪は明白であることと、よけいな情報に惑わされたくなかったからだった。

「時間の経過は俺たちにとっても不利に働く。一日、一刻すら無駄にできん」

　黒騎士の返答にオリビエは肩をすくめた。ロランの言葉は正しい。それが団長の決定ならば、騎士たちは従うだけだ。

　背負った宝剣デュランダルを抜いて、ロランは高く掲げる。

「ブリューヌの大地を見守る神々よ。神々の王ペルクナス、戦神トリグラフ、名誉の神ラジガスト、さらに諸々の神々よ。我らの勇戦を照覧あれ！」

　叫びに、騎士団の声が唱和する。ロランは剣の切っ先をゆっくりと下げ、敵陣へと向けた。深く息を吸いこむ。

「我が剣に続けっ！」

　騎士を乗せたおよそ五千の馬が、一斉に大地を蹴った。崩落するのではないかというほどに地面は震え、轟きに大気が悲鳴をあげる。

　銀の流星軍は横に長く布陣していた。ティグルやオージェらの率いるブリューヌ兵およそ一千が前衛を務め、エレンとリムの指揮する約四千のライトメリッツ兵が後衛として控える。その後ろに約一千のライトメリッツ兵が予備兵力として待機する形だ。

　数の少ないブリューヌ兵が前衛を務めるのは、ガヌロン軍との戦いでもそうだったが、自分たちの戦いであるという意識の表れだった。ライトメリッツ軍はあくまで協力者なのだ。

　だが、鈍色に武装が統一され、整然とたたずむ騎士団を見て、ブリューヌ兵たちの間にはあきらかに動揺が見られた。

　ナヴァール騎士団とブリューヌ兵が激突する。

　すさまじい破壊力で、ナヴァール騎士団はブリューヌ兵の壁を突破した。眼前に展開された光景に、ティグルだけでなくエレンやリムも唖あ然ぜんとしたほどだった。

　先頭に立って右に左に剣を振るうロランを、誰も止められないのだ。

　剣や槍ごと相手を斬り捨て、甲冑ごと吹き飛ばす。杭の先端を尖らせて並べた馬ば防ぼう柵さくは大剣の一撃で叩き壊して、一時も止まることがない。ロランの前に立ちふさがる者は、誰であろうと圧倒的な力の前になすすべなく粉砕されていった。

　ロランの駆る馬もまた猛々しいいななきをあげて乗り手の意に応え、たてがみを振り乱し、地面に積み上げられる死体を踏み砕いて前へ前へと突き進む。

　団長の覇気が伝わっているのか、騎士たちもブリューヌ兵を蹴散らし、突き崩して、怒濤の勢いでロランに続いた。

――強い。それに、速すぎる。

　エレンもリムも、無策で対峙したのではない。いくつもの対応策を考えていた。だが、それらを展開する余裕がまったくないのだ。ふたりともその年齢に似合わず数多の戦を経験しているが、これほどの力と速さを有した突撃を目にするのははじめてだった。

「――リム。指揮は任せた」

　愛想のない腹心にそう告げたときには、エレンは馬の腹を蹴って飛びだしていた。兵たちをかきわけて前へ出ながら、腰の長剣を抜く。猛獣のごとく驀進を止めないロランへ向かった。

　間近に見て、エレンはおもわず息を呑む。

　ロランが、巨人と見まがうほどに大きく見えたのだ。それはもちろん錯覚だったが、この黒騎士はただそこに立っているだけで、己の巨躯を二倍、三倍にも見せ、他者を圧倒する威風を放っていた。かつてない戦慄がエレンの背筋を駆け抜ける。

　剣の間合いに入った。

　衝撃と閃光が炸裂した。衝撃の余波はまわりの兵たちをたじろがせ、エレンの美貌を驚愕が色濃く染めあげる。

――腕が……。

　たった一度打ち合っただけで、エレンの右腕は痺れていた。受け損なえば、腕を折られて吹き飛ばされていたに違いない。

　エレンの馬は疲れきったようによろめいて、主の命令によらず一歩下がる。

――アリファールでなければ、やられていたぞ……。

　他の兵たちのように剣ごと身体を両断されて、だ。尋常でない一撃だった。

「――剣を受けられたのは、ひさしぶりだ」

　この戦いでついに前進を止めた黒騎士は、意外だという感情を隠さずにエレンを見下ろす。

「ザクスタンにもアスヴァールにも、それほどの勇士や騎士はいなかった。まさか、おまえのような華きや奢しやな娘が……」

　ロランが大剣を振りかざす。エレンは手綱から手を離し、両手で長剣を握りしめた。

　再び、激突。ただし今度は一度で離れず、大気を切り裂いての金属音がたてつづけに生じた。刃が噛み合うたびに火花が散乱し、周囲の兵士たちが息を呑む。

　エレンは歯を食いしばりながら、驚嘆を禁じえないでいた。この黒騎士は力だけでなく、技も備えている。しかも、そうとうに重量があるはずの大剣を、まるで棒切れか何かのような速さで振るうのだ。

　大地に斬りつけんばかりの力強く、重い斬撃をエレンはどうにかしのいだが、ロランは間をおかず、返す一撃を横殴りに振るう。

　その一閃はエレンの駆る馬の首を斬り飛ばし、それでもなお剣勢を緩めず彼女に迫る。エレンはとっさに足を鐙から外しつつ、その刃を受け流して跳躍。地面に降り立った。首を失った馬が倒れる。

　不意に、エレンの手にある銀ぎん閃せんの刀身が一瞬だけ青白い光を放ち、かすかな風を持ち主に吹きつけた。

「アリファール……？」

　風とともに伝わってきたアリファールの意思を言葉にするならば、『あの剣に気をつけろ』というところだろうか。エレンは戸惑いを見せたが、すぐに立ち直った。

　この竜具の警告が間違っていたことは、いままでに一度もない。

　エレンは慎重に距離を詰めてくる黒い甲冑の騎士を見上げた。

「その剣、何でできている？」

「戦いの最中に、妙なことを気にするのだな……。いや、そうでもないか」

　ロランの鋭い視線がアリファールへと注がれる。

「考えてみれば、このデュランダルと打ち合って折れも砕けもしない剣ははじめて見る。貴様の剣こそ、何でできている」

「知らん。顔も知らないやつから受け継いだものだからな」

　エレンは正直に答え、ロランは訝いぶかしむ表情をしたが、追及はしなかった。
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「俺も、これが何でできているのかは知らぬ。このブリューヌの大地を守るために陛下から貸し与えられた。それだけで充分だったのでな」

――ろくでもない剣ということだな。

　エレンは内心でそう毒づいた。相手を甲冑ごと斬り伏せるロランの剛力は脅威だが、それを存分に発揮させているのはあの剣だ。並みの武器ならば、耐えきれずにそれこそ途中で折れるか砕けている。

「戦姫様！」

　エレンを助けようと、十騎近くのライトメリッツ騎兵が槍をかまえてロランへと突撃する。

「馬鹿、やめろ！」

　エレンが叫ぶのと、ロランが剣を薙ぎ払うのはほぼ同時だった。草を刈るような容易さでライトメリッツ兵たちは引き裂かれ、血と肉と骨を地上にまきちらす。彼らの槍はただの一本もロランに届かなかった。

　本当に人間か。

　そう疑いたくなるほどの圧倒的な強さ。悪夢を見ているようだった。

――竜技を……。

　戦姫の最大にして最強の切り札。それが思考の片隅をかすめる。

　だが、相手は人間だ。手にしている武器こそ尋常ではないが。

「戦姫ということは、貴様がジスタートの指揮官か？」

　問われて、エレンは自分がまだ名のっていなかったことに気づいた。紅の双そう眸ぼうに強い意志をこめて、ロランに告げる。

「エレオノーラ＝ヴィルターリア。ジスタートの戦姫のひとりだ」

「ナヴァール騎士団の騎士団長ロランだ。――戦姫よ」

　ロランは黒い瞳に戦意をたぎらせてエレンを見下ろす。

「いかな理由があるのかは知らぬが、陛下の許しを得ぬ者がブリューヌの地に足を踏みいれることを、俺は許さぬ」

　エレンが目を瞠みはる。ロランはそれにかまわず剣を振りあげ――動きを止めた。

　ライトメリッツ兵の波を割って、ひとりの男が馬を走らせてくる。くすんだ赤い髪。手には矢をつがえた黒い弓。

「ティグル……！」

　エレンがおもわず声をあげた。ティグルはロランのように苛烈な覇気をまとっているわけでもなく、猛々しく吼えるでもなく、まるで彫像のように静かに向かってくる。

「弓だと……？」

　ロランは顔をしかめてティグルを見据え、そして狙いを変えた。剣を振りかざし、ティグルへと馬首を向けて疾走する。

　ティグルは弓ゆみ弦づるを強く引き絞りながらも、矢を放たない。ふたりの距離は見る見る縮まっていった。剣の間合いに入る直前、ティグルは身体を横へと倒す。地面にほぼ水平になるかというほどで、馬もつられて身体を傾けた。

　ロランは風を裂くほどのすさまじさで剣を振るったが、手応えは浅い。

　同時に、ティグルが矢を放った。だが、無理な姿勢で射放ったためか、敵将の放つ覇気に圧されたのか、矢はロランに当たるどころか、ほとんど真上――空へ向かって飛んでいった。

　そのままふたりは馬を走らせる。ティグルは身体を起こすとエレンのそばへ駆け寄っていき、馬上から手をのばした。エレンはその手をつかんでかろやかに馬に飛び乗る。

　一方、ロランはティグルたちから一定の距離をとったところで、馬首を返した。

――逃がすつもりはない……！

　ふたりの人間が乗って速度の落ちた馬ならば、追いつくのもたやすいはずだった。

　そのとき、黒騎士の耳は風を切る異様な音を捉える。その正体に気づくよりも早く、直後、ロランの駆る馬の頭部を一本の矢が貫いていた。

「……何？」

　矢は、馬の頭頂部から顎まで突き抜け、一撃で絶命させている。脚を折って、馬はその場に崩れ落ちた。ロランの顔に驚愕の色がにじむ。

　その矢は、さきほどティグルが空に向けて放ったものだった。それが、はるか上空で放物線を描いて落下し、ロランから機動力を奪ったのだ。

　地上に立ったいまが好機と、ライトメリッツ騎兵がロランに殺到する。馬上、それも複数の方向から槍が一斉に突きだされ、黒髪の騎士を串刺しにするかと思われた。しかし、はねあがった白刃は銀色の旋風となってライトメリッツ兵を人馬もろとも薙ぎ払う。

　血煙と絶叫が幾重にも渦巻く中で、ロランは地に深く根ざした大木のように毅き然ぜんとしてその場に立っていた。漆黒の甲冑を流血で赤く染めながら。

　馬を走らせて逃げるティグルとエレンを、十数騎のナヴァール騎士たちが追う。だが、彼らは永久に追いつくことはかなわなかった。

　ティグルが振り向きざま、立て続けに矢を放ったのだ。しかも、弓弦の響く回数よりも放たれる矢は多い。一度に複数の矢を放ち、すべて命中させていた。

　顔や腹を射抜かれ、あるいは馬を射倒されて騎士たちは次々と地面に転がり落ちる。仲間を乗り越えてさらに十騎ほどが追ったが、彼らもことごとく矢を受け、もんどりうって落馬した。

「助かったぞ、ティグル。あいかわらず見事な――」

　エレンは自分の前にいるティグルに笑いかけ、そこで言葉を途切れさせた。紅の双眸が大きく見開かれる。

　ティグルの左胸から右脇腹にかけて、一直線に傷が刻まれていた。鮮血は服と革鎧を赤黒く染め、青ざめた顔には幾筋もの汗が浮かんでおり、息も荒い。

　ロランと交差した瞬間、ティグルはデュランダルの一撃をかわしたかに見えたのだが、避けきれていなかったのだ。そして、いま騎士たちを打ち倒した弓での連射が傷をより広げていた。

「ティグルっ！」

　ティグルの身体が傾く。エレンは後ろから手を伸ばして手綱を握りしめた。さらに、銀閃を持った右手でティグルが落馬しないよう支える。右腕はたちまち赤く染まった。

　ライトメリッツ兵を蹴散らして、ナヴァール騎士たちが追ってくる。降り注ぐ矢の雨を、騎士たちは長大な盾をかざして防ぎ、襲いかかる者には剣や槍で応戦し、馬で吹きとばした。

　エレンとティグルに追いすがり、騎士たちは武器を投槍に持ち替える。それに気づいたティグルは弓に新たな矢をつがえたが、もう弓弦を引き絞る力は残っていなかった。

　エレンは歯噛みする。自分が剣を振るえば、支えを失ったティグルは間違いなく落馬するだろう。間の悪いことに、馬が脚を折ってつんのめった。ふたりは地上へと投げだされる。

　エレンは痛みに耐えてすぐに身体を起こしたが、ティグルは弓こそ放さなかったものの起きあがれない。

「ティグル……！」

　エレンはティグルに駆け寄り、抱き起こす。そこに、十数本もの投槍が投じられた。

「――我が前に集え煌めく波濤よファルヴァルナ」

　声がしたときにはすでに、彼女は投槍とエレンたちの間に立っていた。

　戦場にはそぐわない、ゆったりとした白絹の衣と、薄緑色のスカート。彼女の気質を象徴するかのような、優しげな印象を与える淡い金色の髪。手には黄金の錫しゃく杖じょう。

　いつもと違うのは、微笑のかけらも存在しない凛りんとしたその表情。

　ソフィーヤ＝オベルタスが、そこにいた。エレンたちを守るかのように。

　手の中で軽やかに一回転させた錫杖の先端から、金色の輝きが零れ落ちた。それは大気に溶けて消えることもなく、虚空を流れてソフィーの前に正確な円環を描く。

　黄金の光の輪の中に、白銀の輝きを放つ螺旋が音もなく生まれた。螺旋は内側から黄金の輪を広げていき、ソフィーの長身を覆うほどの、透明な光の防壁が完成する。

　ナヴァール騎士たちが投じた槍は、ことごとく光の壁に弾かれて地面に落ちた。騎士たちは目を見開いて驚愕の呻きを漏らす。

　突然、軽装の女が現れたかと思えば、円形をした不思議な光の幕が自分たちの槍を阻んだのだ。理解を超える出来事だった。

「エレン。急いで」

　白銀の髪の戦姫を振り返って、ソフィーが促うながす。緑柱石の瞳の先には、彼女が乗ってきたのだろう馬が立っていた。エレンはティグルを支えてどうにか立ち上がると、まず若者を馬に乗せ、それから自身が馬上のひととなる。

「礼はあとで言う」

「ええ。またあとでね」

　言葉をかわしているところに、いち早く立ち直ったナヴァール騎士が剣を振りかざして突撃する。だが、その騎士は光り輝く壁にぶつかって人馬もろともはね飛ばされた。

　騎士たちはたじろいだ。光の壁とソフィーを避けるように進めばエレンたちを追うこともできただろうが、そのような冷静な判断にいたることができた者はひとりもいない。

　圧倒的な数の騎士たちが、ただひとりの娘に前進を阻まれていた。

「――ほう」

　騎士たちの後ろから、低い声があがる。それは騎士たちにとって救いの声だった。

　大剣を手に下げたロランが、新たな馬を駆ってようやくここまで追いついたのだ。

「女が、戦向きとも思えぬ格好でどうしてこんなところにいる？　それに……その光の壁のようなものは呪術の類か？」

「だとしたら、どうだというのかしら？」

　ソフィーの全身を緊張と戦慄が貫く。手にしている錫杖――ザートが、先端から黄金の輝きを散らして警告を発していた。アリファールがエレンに危険を訴えたように。

　この黒騎士は、光の壁を目にしても怯むどころか驚きすらしていない。

「かつて、一度だけだが、呪術に遭遇し、この剣で断ち切ったことがある」

　宝剣をかまえ、音が鳴るほどに全身の筋肉をたわませながらロランは続けた。

「貴様のそれが呪術か妖術の類かは知らんが、俺とデュランダルに通じるものではない」

　虚勢ではない。この黒騎士は本気で言っていた。

　あらあらとソフィーは口癖をつぶやいたが、さすがに声に弾みがない。

「いいわよ。いらっしゃい」

　錫杖をかまえて、ソフィーは艶やかに微笑んでみせた。

　ロランの駆る馬が地を蹴った。光の壁に向かってまっすぐ突っこんでいく。
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　デュランダルが光の盾に激突した瞬間、鼓膜を割るような金属音とともに虹色の閃光が乱舞した。煌めく黄金の輪がロランの斬撃を止めたように見えたのは一瞬で、両断され、無数の光の粒子となって四散する。

　ソフィーは目を瞠ったが、彼女の手は自然と錫杖を操っていた。

　ロランは光の壁を斬り裂いた勢いそのままに宝剣を振りぬく。襲いくる重い一撃をソフィーは錫杖で受け止めたが、すさまじいまでの剣勢に後退を強いられた。

「――我が傍に集え眩い粒砂よミラーシェム」

　ロランは今度こそ斬り伏せようと馬を走らせかけたが、眼前に展開された光景におもわず手綱を引く。ソフィーの身体を、無数の光の粒が覆いはじめたのだ。

　爪の先ほどの大きさの光の粒は瞬く間に増えていき、呼吸ひとつ分ほどの間にソフィーの身体を完全に覆いつくす。次の瞬間、光は音もなく弾け飛び、光の粒子が霧散したあとソフィーの姿はどこにもなかった。

「これは……？」

　騎士たちはふたたび驚愕に包まれる。すがりつくような視線を彼らの団長に向けた。

――姿は見えぬ。だが……気配はある。すこしずつ、遠ざかっている。

　ロランには、ソフィーが何をしたのかはよくわからない。ただ、彼女が逃げていくらしいことは、なんとなくわかった。

――厄介だが、それだけの相手だ。

　そう判断すると、ロランはぐるりとまわりの騎士たちを見回す。

「気にするな。また現れたら、俺が相手をする」

　まったく気負いのない言葉に、騎士たちは生気を取り戻した。我らが団長ほど頼もしい騎士はブリューヌどころか大陸中をさがしてもいないだろうとさえ、彼らは思った。







　総指揮官であるティグルの負傷がつたわると、銀の流星軍はついに崩れ、潰走をはじめた。武器を捨てて逃げまどう兵たちの背に、ナヴァール騎士は容赦なく剣を振り下ろし、槍を突き立てる。混乱は時間の経過に比例して加速していった。

　エレンはティグルを後方に送ったあと、戦場へ戻って、リムとともに指揮を執った。だが、二人の力をもってしても、軍の崩壊を防ぐのが精一杯だった。

　オージェ子爵も半壊したブリューヌ兵たちをどうにかまとめて戦場から離脱させたが、こちらは数の少なさに助けられた形である。

　追撃戦においてもロランは先頭に立って宝剣を振るっていたが、にわかに後方が騒がしくなったことに気づいて馬を止めた。

　ほどなく、ひとりの騎士が息せき切って報告に現れる。

「三百ほどの騎兵が、我が軍の後方に突然現れまして……」

　その騎兵集団はナヴァール騎士団に背後からくらいつき、思いのままに剣や槍を振るって、そのまま駆け抜けていったという。勝ち戦に油断していた騎士たちは、完全に不意を突かれて動転し、狼ろう狽ばいした。

――伏兵か？　それにしては現れるのが遅すぎる気がするが。

　ともかく、ロランは追撃を中止せざるを得なかった。後背の混乱が広がる前に手を打たなければならない。隊列の再編制を命じ、空を見上げる。

　灰色の雲に覆われた空は、戦う前よりはるかにその暗さを増していた。薄暗がりの向こうに遠ざかっていく銀の流星軍の姿を眺め、ロランは頃合いかと考える。

「今日はここまでだ」

――夏……いや、せめて秋だったら。

　冬の日没は早く、空の変化は急激だ。これ以上の追撃は、自分たちも散り散りになる恐れがあった。

「いや、違うな。季節など関係ない」

　太い首を左右に振って、ロランは考え直す。王都や西方を気にかけずともよいという状況であれば、自分は考えることもなく追撃を続行しただろう。

　この戦いを命じた二人の公爵を、ロランはまったく信用していなかった。

　ナヴァール騎士団は、城砦からまっすぐこの地に来たわけではない。まず王都に向かって、あらためて勅命を受けたのである。だが、ファーロン王は病床についているとのことで、ロランが望んだ国王への謁見はかなわなかった。

　叛逆者たるヴォルン伯爵と、その協力者であるジスタート軍を討つべし。

　その勅命を、ロランはテナルディエ公爵とガヌロン公爵から受けた。先に述べた通り、ロランは二人を信用しておらず、叛逆者という言葉も疑っていたが、命令書は間違いなく王の筆記によるものであり、王家の印も押されている。騎士として、従うよりなかった。

「ロラン卿。陛下は、ジスタート軍が我が物顔でこのブリューヌの大地を蹂じゅう躙りんしていることにたいそう心を痛めておられる。野心に駆られたか、あるいは唆されたかしてジスタート軍を招き入れた愚かなヴォルン伯爵にもだ」

「ザクスタンとアスヴァールには、我々から使者を送って交渉し、できるかぎり時間を稼ぐ。一日も早くヴォルン伯爵とジスタート軍を一掃してほしい」

――彼らの言っていることは、一応まともに聞こえる。それに、陛下が病に伏せておられるのは事実のようだ……。

　しかし、決して己の兵を動かさず、遠く西方にいる自分たちを呼び寄せるテナルディエらのやり方に、ロランは不審と憤りを感じるのだ。

――ジスタート軍はたしかにいた。ヴォルン伯爵が彼らを招きいれたのはたしかだ。

　だが、前面の敵よりも、後方あるいは王都にいる味方の動きをこそロランは警戒していた。

――陛下の敵は俺の敵だ。一人たりとも残さず、この剣で斬り伏せる……！







　ロランは孤児だった。王都ニースにあるリュベロン山。そのふもとに捨てられていた。

　この哀れな赤子を見つけたのは、ひとりの巫女だった。彼女はリュベロンの山頂にある神殿に勤めており、城下へ買い物に出た日の帰りに、ロランを見つけたのだった。

　その巫女はすでに両親を亡くしており、生家は潰れている。子を預けるあてはない。彼女は神殿長らを説得して、神殿の中で赤子を育てることにした。

　よき神官として育てようというまわりの考えとは裏腹に、少年はブリューヌ王国を興した初代国王シャルルに憧れて成長していった。

　この神殿にはシャルルの遺骸を納めた棺をはじめとして、他にも数々の遺品があったのだから無理のないことかもしれない。

　またロラン自身、神官よりもはるかに戦士としての適性を備えているようだった。文字の読み書きだとか勉強の類はきらいだったが、身体は同年齢の他の子たちにくらべても大きく、力は強く、身体を動かすことはなんでも得意だった。

　騎士になることを決意したのには、ひとつの出会いがある。

　ある日、当時はまだ王子だったファーロンが、何らかの用事で神殿を訪れたのだ。その用事についてロランは知らない。覚えているのはファーロンがこの大柄な少年に、気まぐれからか声をかけてきたことだった。

　王子は少年に名を尋ねた。ロランという返事に、ファーロンは顔をほころばせてこう言ったのだ。

「始祖シャルルに仕えていた騎士に、そなたと同じロランという者がいる。豪勇無双で知られながら決して驕ることなく、民を守って剣を振るい続けることをこそ至上の名誉とした、騎士の中の騎士だ」

「騎士の中の騎士……」

「うむ。いまの騎士たちにも、ロランを信奉する者は少なくない。そなたも、いずれは諸国に武勇を轟かせる騎士になるのかな」

　ロランは感激した。以前から、自分は神官として祈りを捧げるよりも剣を振りまわしている方が性に合っていると思っていた。そこに、一国の王子が後押しするような言葉をかけてくれたのだ。駆けまわりたいほどの驚きと喜びを覚えた。

「俺は、騎士になります！」

　実のところ、ロランという名は、ブリューヌではそれほど珍しいものではない。また、ファーロンは学識豊かな王子だった。シャルルに仕えた勇敢な騎士の名は全部諳んじているというほどに。

　それゆえ、偶然ではあっても奇跡的といえるほどのものではなかったのだが、ロランはそんなことを知らない。知ったとしても、気にしなかっただろう。

　翌日から、ロランは生活のすべてを騎士になるために捧げた。神殿の伝手で、剣と槍と馬を教えてくれる騎士をさがし、頼みこんだ。

　その騎士たちを超えるのに、たいして時間はかからなかった。

　十三歳で試練を受け、騎士となったときの喜びはいまでも覚えている。念願の騎士になれたことも嬉しかったのだが、叙勲式において、ロランは王になったばかりのファーロンに声をかけられたのだ。

「あの少年が、よくここまで成長したものだ」

　あのときに会ったきりの自分、次の日には忘れていてもおかしくなさそうな自分を、国王は覚えていてくれたのだ。

　ロランのファーロンに対する忠誠心はこのときほぼ完成し、八年後に王国の宝剣デュランダルを授かったことで決定的なものとなった。伝説の騎士になぞらえて、彼を『騎士の中の騎士』と呼ぶ者さえ現れるほどに。

　ゆえに、ロランは戦う。国王のため、王国のために、敵の言葉などに耳を傾けず剣を振るう。これまでは問題なかったし、これからも何の支障もないはずだった。

　騎士として生きるのであれば、それで充分のはずだった。




　オリビエが現れ、隊列の再編制が終わったことを告げる。ロランは尋ねた。

「俺の馬を射倒した、あの弓使いを知っているか？　ティグルと呼ばれていたが」

　オリビエは、ロランがエレンを退けたときすぐそばにいた。馬を失ったロランに、代わりの馬をすぐに用意したのも彼だ。はたして、オリビエはティグルのことをしっかり視界にとらえていた。

「あの男が、ティグルヴルムド＝ヴォルンだろう。何年か前、王宮で一度だけ見たことがある。弓が得意だといって、変わり者、取り柄のない不出来な者と嘲ちょう笑しょうされていたのを覚えているよ」

　ほうとロランが唸った。オリビエは不思議そうな顔で彼の横顔を見る。

「何を気にしている？　射倒したと言ったが、あれは外れた矢がおまえの馬に当たっただけだろう。運が悪かったのはたしかだが……」

「運が悪い？」

　そこでようやく、ロランはオリビエを振り返った。口元には強い戦意をにじませた笑みが浮かんでいる。

「違う。違うぞ、オリビエ。あの男は狙って当てたのだ」

　理解できないという顔のオリビエに、ロランは楽しそうに笑いながら説明する。

「正面から射たのでは、俺に叩き落とされる。あの男はそう判断して、あのようなやり方をとった」

「それならいっそ、馬ではなくおまえを狙う気がするが……」

「俺に向かってきたならすぐに気づくが、狙いが馬だとさすがに反応がすこし遅れる。それに、馬なら確実に一本の矢で仕留められる自信があったのだろうさ」

　馬をしとめれば、ロランの機動力を確実に奪える。なにより、ティグルの狙いは自分ではなく、あの白銀の髪の戦姫を助けることだった。

「それにしても見事な技量だ。はじめて弓に感心したかもしれん」

「おまえの言うことが事実だとしたら、化け物だな……」

「俺も、ザクスタンやアスヴァールからはよく化け物呼ばわりされている」

　甲冑ごと、馬ごと相手を叩き斬る。それも無造作に、やすやすと。それでありながら疲労の色も見せず、ただただまっすぐ突き進んで指揮官の首を取りにくる。

　敵にしてみれば、化け物以外の何者でもないだろう。

「おまえと話していると、つくづく俺は凡百の騎士だと思わされる」

　ため息をつくオリビエに、黒騎士は気にするなというふうに笑いかけた。







　戦場からおよそ七ベルスタ（約七キロメートル）の地点で、銀の流星軍はかろうじて軍を再編制した。

　失った兵は八百を超え、負傷者はその倍以上にのぼる。約六千の軍でこれだけの損害を出しては、惨敗以外の何物でもない。

　被害状況がわかると、エレンもリムもオージェも声が出なかった。

　それだけでも充分に悲惨だったが、ティグルの負傷が事態をより深刻なものにさせた。担架によって幕舎まで運ばれた若い総指揮官はティッタの看病を受けているが、いまだに目を覚ましていない。

　朗報があるとすれば、援軍の出現だった。

　ナヴァール騎士団の追撃を中断させた三百の騎兵。彼らは戦場を大きく迂回して、いまようやく、銀の流星軍に合流したのだ。

　彼らを率いる者に面会を求められたとき、エレンは疲れきっていたが、助けられたことはよくわかっている。すぐに会うことを承諾した。

　やがて、ひとりの老騎士がエレンたちのいる幕舎を訪れた。灰色の髭を生やし、ずんぐりとした体躯を鉄の甲冑で包んでいる。老人は丁重に一礼した。

「マスハス＝ローダントと申す」

「おひさしぶりです、ローダント伯爵」

　エレンより先に、傍らに控えているリムが会釈を返す。

「あなたがローダント伯爵か。あなたのことはティグルとリムから聞いている」

　エレンは笑顔で老騎士の手をとった。今日の戦で助けられたことについて、心から感謝の言葉を述べる。マスハスは礼節を守りながらも、眉間に皺しわを寄せた。

「恐れながら、戦姫殿。ティグル……ヴォルン伯爵はどちらに」

　エレンを軽んじているわけでは決してないが、マスハスはティグルのためにここへ駆けつけたのだ。エレンは表情を曇らせ、一瞬ためらった後、ティグルが負傷したことを告げた。

「――容態は？」

　髭を震わせながらのごく短い言葉の中に、強烈な衝撃と後悔が含まれている。五十年以上を生き、多くの知己や親しい者の死を見てきたマスハスにしてなお、それだけを問うのがやっとだった。

「重傷だ。まだ熱もある。だが、死に至るほどのものではない」

　答えるエレンの声にも隠しようのない慙愧の念があふれている。その傍らで、リムはその青い双眸にのみ沈痛の色を湛え、彫像のように沈黙を保っていた。

　誰もが己を責めている重苦しい空気を吹き払ったのは、幕舎に現れたオージェとソフィーのふたりだった。彼らの顔を見てマスハスも気を取り直し、素直に再会を喜びあう。どの顔にも色濃い疲労が浮かんでいたが、敗北感はだいぶ緩和された。

　オージェもソフィーももちろんティグルのことを心配しているが、だからこそいつも通り穏和に、あるいは優しげに振る舞っている。とくにオージェはその態度を崩さずに兵たちの間をまわって、彼らを安心させてきたのだった。

「マスハスよ。さっそくじゃが、もちろん話してくれるのじゃろうな？　ニースで何があったのか。ジスタートの戦姫殿とどうやって知りあったのか」

「そうだな。私も聞きたい」

　オージェの言葉にエレンも同意し、リムもうなずいた。

「何じゃ、ソフィーヤ殿は話しておらなんだか」

「申し訳ありません。話せることと話せないことがあったので」

　恐縮して、ソフィーは老騎士に頭を下げる。

「いや、あなたはジスタートの使者じゃからの。気になさることはない」

　ソフィーに気遣う言葉をかけたあと、三人の視線を浴びて、マスハスは考えこむように灰色の髭を撫でる。

「ふむ……。どこから話したものじゃろうか」




　　　　　　　†




　銀の流星軍が敗北した日より、十数日ほどさかのぼる。

　そのころ、マスハスは王都ニースの中央にあるリュベロン山の前に立っていた。

　ブリューヌ王国の建国神話によれば、始祖シャルルはリュベロン山で神々の遣わした精霊に会い、宝剣デュランダルと魔法の馬バヤールを授かったという。

　デュランダルは巨岩を真っ二つにしても刃こぼれひとつすることなく、バヤールは三日三晩走り続けても息を切らさなかったと伝えられている。

　シャルルはバヤールに跨またがってデュランダルを振るい、兵を率いて数多の戦場を駆け巡った。そうしていくつもの勝利を重ねた末に、ブリューヌ王国を興す。

　シャルルは神に感謝の意を捧げ、精霊と会ったリュベロンの山頂に神殿を建て、中腹に王宮を築いた。ふもとにあった町は王国の繁栄とともに広がっていき、やがてリュベロン山を囲む形で城壁が造られた。

　こうしてできたのが王都ニースである。ブリューヌ王国のほぼ中心に位置し、大陸の東西を結ぶ大街道の重要な中継点だ。

　ジスタートやムオジネルから陸を歩いてザクスタンやアスヴァールへ向かおうとすれば、ひねくれ者や事情のある者でもない限り、ここを通ることになる。

　近くを流れる河川から引いた七本の上水道と、リュベロン山から流れる川によって水が足りなくなることはなく、下水道は問題なく機能し、街道を通ってもたらされる諸国のさまざまな品は熱と活気をあふれさせた。

　中腹にある豪ごう奢しゃな王宮からふもとまでの間には花の咲き乱れる庭園があり、巧みな装飾のほどこされた噴水や彫刻が配されている。

　美と芸術の結晶ともいうべきもので、このような庭園はジスタートやムオジネルにもなく、ブリューヌ人の自慢であり、王国の繁栄を象徴するものだった。

　緊張した顔でリュベロン山を見上げていたマスハスだが、視線を転じ、絹服の内側のポケットに入れていた鈍色のメダルを取りだした。

　事前に考えた言葉を、口の中で確認するようにつぶやく。

　彼はこれから、王宮の奥へ踏みこもうとしていた。偽りの用件を口にして。もう他に手がないと考えての決断だった。

　マスハスが王都に入ったのは、秋の半ば過ぎである。セレスタの町でティグルと再会し、彼の手紙を受けとってから五日後には到着していたのだ。

　だが、それから今日まで、マスハスは進展のない日々を送っていた。

　ファーロン王への謁見を申請してから、十日ぐらいは待たされるのもやむを得ないと思っていたが、いつまでたっても謁見の許可は下りなかった。

　待つ間、マスハスは王都を歩きまわり、知人を片端から訪ねた。

「陛下は何をされているのだ？」

「床に伏せておられる。ディナントで王子殿下を亡くされた悲しみが癒えていないようだ」

　多くの者が、マスハスの問いにそう答えた。何人かは、さらにこう付け加えた。

「陳情があれば、賄賂を添えて、テナルディエ公かガヌロン公に持っていくのだな」

　王宮は、テナルディエ公爵とガヌロン公爵によってほとんど私物化されていたのだ。

　二人のどちらにも従わない者は、王宮に入ることすらできないだろうと言われて、マスハスは愕然とした。

　だが、マスハスは諦めなかった。

「やつらは何もわかっておらん。入るなと言われたら、入ってみたくなるものじゃろうて」

　まず、マスハスは己の領地であるオードに使いの者を走らせた。オードの近くに領地を持つ諸侯で、自分のようにテナルディエ公爵やガヌロン公爵に従いたくないという者を仲間に引き入れることにしたのだ。二日に一度は領地への手紙をしたため、細かい指示を出した。

　これと平行して、王宮に入るための準備にとりかかり、ときには王都の郊外にまで足を伸ばして、ファーロン王や王宮に勤める人々についての情報を集めた。

　それらの作業に幾日も費やし、ついに、王宮に入るための準備をすませたのである。

　リュベロン山のふもとから王宮に至るまで続く庭園を、マスハスは眺めることもせずに早足で通り過ぎた。庭園を抜けるとひとつめの城壁がある。市井の人々は、王宮に用事でもないかぎり、ここまでしか進むことはできない。

「国王陛下より北のオード領を賜りしマスハス＝ローダントである」

　城門を守る見張りの兵に朗ろう々ろうとした声で告げ、爵位を示す鈍色のメダルを提示する。メダルを確認した兵は丁重な挨拶を返し、城門を開いた。

　ずんぐりとした身体を揺らして階段をのぼっていくと、ふたつめの城壁が見えてくる。ここでもさきほどと同じようにメダルを見せ、武器を預けて、城門を開かせた。

　冬の、それも山の上の冷たい空気にさらされているというのに、マスハスの額には汗がにじんでいた。階段を早足で駆けあがってきた疲れではない。緊張のためだった。

　王宮が見えてきた。白い大理石を積みあげ、柱や壁に見事な装飾をほどこし、随所に黄金をあしらった壮麗なる宮殿。

　守りについているのは、磨きあげられた銀の甲冑の上に白い外套を羽織った騎士だ。彼らは相手が貴族であっても怯むことなどない。マスハスにも厳しい視線を向けてきた。

――ここからじゃ。

「我が名はマスハス＝ローダント。陛下よりオードの地を賜りし者だ。位は伯爵。本日は宰相ボードワン閣下にお話しすることがあるゆえ、参った」

　今度は四半刻ほど待たされることになった。表向きは平静を装いつつも、マスハスの胃は鉛を落としこまれたかのように重くなる。

　宰相とは知り合いだが、会う予定などない。親しい者に頼んで、いわばでっちあげてもらったのだ。その偽装は他者から見ても完璧なもので、王宮を警護する騎士といえども容易に見抜けるものではない。だが、もしも見破られれば、ただちにマスハスは捕らえられ、牢獄に入れられるだろう。釈明の機会を与えられるとしたら、そのあとだ。

　やがて確認がとれたらしく、騎士はマスハスに一礼する。

「お待たせしました、ローダント伯爵。お通りください」

　マスハスは灰色の髭を撫でて鷹おう揚ようにうなずくと、門をくぐった。

　貴族や騎士、官僚らとすれ違いながらよく磨かれた大理石の床を歩く。ようやく目的の場所が見えてきた。ファーロン王の寝室へ通じる廊下だ。

――謁見がかなわぬならば、じかにご尊顔を拝し、ティグルの書状を渡すより他はない。

　国王の寝室の前にも、当然ながら見張りの騎士が立っている。それだけではない。寝室の隣は騎士たちの待機室だ。誰かが呼べば、すぐに大勢の騎士が駆けつけてくるだろう。

　灰色の髭を撫でながら、マスハスは廊下と騎士たちを眺めやった。

――この先へは、大貴族や重臣であろうと、陛下のお許しがなければ足を踏み入れることすらできん。例外は、陛下のお付きの侍女や従者ぐらいじゃ。

　さすがに国王に会う名目までは用意できていない。マスハスは服の内側にしまってあるものにそっと触れた。国王への書状だ。テナルディエ公爵の行いと、ライトメリッツ軍を招きいれた理由についてティグルがしたためたものである。

――やはり、侍女や従者に頼むしかないかの。

　王宮のこのあたりに勤めるような侍女や従者は高額の俸給をもらっているため、金銭では釣れない。彼らの親族に地位を与えるというような真似まねも、マスハスにはできない。

　ただし、マスハスには情報という手札がある。

　噂話や醜聞、明るみに出ないだろう出来事の持ち合わせが、いくつかあるのだ。

　そして、そういった話を知りたがる者はどこにでもいる。むろん王宮の最深部にも。

――占いに凝っていた過去は正直思いだしたくないが……あれでできた人脈は、案外馬鹿にできぬものじゃて。

　マスハスがほろ苦い感慨に浸っていると、不意に横合いから声がかけられた。

「私に用があるのではなかったのですか、ローダント伯爵」

　驚いて振り返ると、灰色の官服に身を包んだ男が立っている。やや吊りあがり気味の目といい、丸みを帯びた輪郭といい、その面立ちを説明するならば、猫のようなという表現がふさわしいだろう。両頬には灰色の髭がぴんと伸びている。

「ボードワン……」

　マスハスは呻いた。この猫顔の老人こそが、国王の政務を補佐し、官僚たちの頂点に立つブリューヌの宰相である。

――もう露見したのか？　早すぎる……。

　その場から動かず、しかし鋭い視線をこちらに向けてくる騎士たちを見て、ボードワンは穏やかな声こわ音ねでマスハスに提案した。

「ここでは人目がありますから、別のところでお話をうかがいましょう」

　いやだと言えば、騎士たちが動くのだろう。ため息をひとつついて、マスハスはボードワンに従うことにした。

　マスハスとボードワンは昔からのつきあいだ。それぞれが伯爵や宰相になる以前から親交があり、それはふたりの立場がどれほど変わろうとも健在だった。相手の地位に甘えるようなことをしなかったためだろう。

　マスハスが案内されたのは、官僚たちが会議に使っている部屋のひとつだった。窓のない、大きな机と椅子だけが置かれたちいさな部屋だ。

「葡萄酒ヴィノーぐらいは出してくれてもよいのではないか」

「葡萄酢ビネグルなら出してもよろしいが」

　ボードワンの返答に、マスハスは渋い顔になる。葡萄酢とは、発酵させすぎて酢になってしまった葡萄酒のことだ。

「ローダント伯爵。昔のあなたならともかく、いまのあなたは王宮をあまり好いてはおられないと思っていましたが……どのような用向きで来られたのです？」

「アルサス。ティグルヴルムド＝ヴォルン」

　ボードワンの単刀直入な問いかけに、マスハスも短く即答する。このふたつの言葉でわかるだろうという意味だったが、はたしてボードワンの目がすっと細まった。

「なぜ、正式な手続きを踏まれないのか。陳情でも、謁見の願い出でも」

「わしがいつ、王都に足を踏みいれたと思っておる。謁見の申請はとうにすませておるわ」

　マスハスは机に身を乗りだしてボードワンを睨にらみつける。

「どのあたりで握り潰されたのか、誰がやったのかは、この際どうでもいい。この訴えは、テナルディエ公にもガヌロン公にも都合が悪いものじゃからな。それでもおぬしは、法に則って行動せよというのか」

「私の立場では、そう申しあげることしかできませぬ」

　ボードワンは宰相だ。法に定められたとおりに政務を行うのが彼の仕事である。それをわかってはいたが、マスハスは言い募らずにはいられなかった。

「わしは秋にアルサスを発った。いまは冬だ。申請が通るのはいつになる？　春か？　まだ降ってもいない雪が溶けるまで、待たねばならぬのか？」

　ボードワンはその言葉に耐えるように、目と口を閉ざす。マスハスが一息ついて椅子に座り直すのを待って、目を開いた。

「――マスハス。これからお聞かせするものを、他言無用に願えますか」

　マスハスと、ボードワンは呼んだ。ローダント伯爵という呼称ではなく。

――宰相としてではなく、わしに示したい答えがあるということか。

　マスハスがうなずくのを確認してボードワンは立ち上がり、ふたりは部屋を出た。

　廊下を歩き、国王の私室へ続く通路――さきほど、マスハスがボードワンに見つかったところまで戻ってくる。さすがにマスハスは聞かずにはいられなかった。

「どういうつもりじゃ？」

　ボードワンはそれに答えず、静かに廊下を歩いていく。仕方なくマスハスは彼のあとについていった。すでに許可を得ているのか、騎士たちは黙ってふたりを通す。

　ある両開きの扉の前で、ボードワンは足を止めた。扉の表面には、バヤールに跨った始祖シャルルの華麗な姿が彫りこまれている。国王の寝室だ。

　扉の両脇を固める騎士に視線で確認すると、ボードワンは足音を殺して扉へと歩みより、耳をあてる。すぐに扉から顔を離してマスハスを振り返った。

「決して声を出さずに、中の音を聞いてごらんなさい」

　こともあろうに国王の部屋の音を、盗み聞きしろと言われたのだ。マスハスは驚き、ためらったが、猫顔の老人は顔色ひとつ変えず、泰然と立っている。

　悩んだ末に、マスハスは意を決して扉に顔を近づけた。

――何か聞こえるな。このかすかな声は陛下のものじゃろうが、それにまじって聞こえる、木か石を軽くぶつけあわせているような音はいったい……。

　十数えるほどの時間、マスハスは聞き耳をたてていたが、それ以上変化がないらしいことを悟ると身体を離した。ボードワンに尋ねる。

「陛下は何を……？」

「積み木遊びをされておられます」

　マスハスの顔が引きつった。もう少しで大声をあげてしまうところだった。

　ボードワンは騎士たちに一礼し、官服の裾をひるがえして廊下を歩きだす。マスハスも力のない足取りで彼に続いた。二人はさきほどの部屋へと戻る。

　椅子に座りながら、マスハスはまだ自分が聞いた音の正体が信じられなかった。顔にも手にも汗が浮かび、心臓は痛みを覚えるほどに激しく脈打っている。

　ブリューヌ国王ファーロンは四十一歳。玉座につく前から内政に、外交に優れた手腕を発揮した。国王となってからもそれは変わらず、大貴族の力の増大を招くなど失敗もありはしたものの、国内の平和を保ってきた。

　マスハスは領主貴族として、遠くからではあったがファーロンの治世を見続けてきたのだ。それだけに、衝撃は大きい。

「このことを知る者は……？」

「私をはじめ、ごくわずかな者だけです。それ以外の者には、変わらず陛下は病に伏せておられると伝えてあります」

　王子を失った衝撃が、それほど大きかったのか。マスハスは自分の髭をおもいきりむしってしまいたい衝動に駆られた。腹立たしいのか、悲しいのか、それとも別の感情に揺さぶられているのか、自分でもわからない状態で唸る。ふと、ある考えが浮かんだ。

「ボードワンよ」と、マスハスは何気ない口調で尋ねる。

「盛られたのか？」

　ボードワンの不意を突くべく、短い言葉だけを放りこんだ。効果はあり、ボードワンの表情にわずかな変化が現れる。ごまかそうとして、失敗したのだ。

「やはり、そうか。いささか都合がよすぎると思った」

「テナルディエ公とガヌロン公、どちらの手の者の仕業かはわかりませんが……」

　ボードワンは諦めたようにうなずく。

「殿下の死に、陛下が心を痛めたのはたしかです。しばらく政務が手につかなかったのも。ですが、立ち直ろうとしておられた矢先に、やられました。医師の薬をすり替えられて」

　マスハスは胡う乱ろんげな顔でボードワンを見た。隠していたことを見抜かれたからといって、どうしてここまで詳しく話すのだろうか。自分に甘い顔をするような男ではないはずだ。

　猫顔の宰相はマスハスの疑問を読み取ったようだったが、素知らぬ顔で続けた。

「いまの王宮では、政務の処理が滞りがちになっております。陛下のご裁決が必要なものは、我々で議論を重ねた末に決定しているためです」

――だから、テナルディエ公やガヌロン公を野放しにしているとでも言うつもりか？

　マスハスはそう思ったが、続くボードワンの言葉は予想を超えたものだった。

「そこで、我々は諸侯の関わる案件はテナルディエ公爵とガヌロン公爵に任せ、それ以外のものを処理することにしました。それでなくとも、そういった案件は彼らの介入や妨害、修正が多くてはかどらなかったので」

「ほう」と、低い声がマスハスの口から漏れる。

　強烈な怒りで顔を歪めながら、老伯爵は穏やかな声音で問いかけた。

「おぬし、テナルディエとガヌロンがぶつかりあうのを待っているのだな？　どちらかが倒れるまで、貴族諸侯の関わる陳情には触れぬ気か」

　諸侯同士の利害調整を、大貴族に任せること自体は間違っていない。貴族同士のつながりというのは広いし、ときには国王が大貴族にそうした処理を頼むこともあるぐらいだ。

　ただし、それは大貴族が国王に忠誠を誓い、貴族たちにも公正に対処できる場合だ。

「我々はテナルディエ公やガヌロン公と戦う術を持っておりません」

「騎士団を動かすことはできんのか」

「私たち文官と騎士団が手を携えて第三勢力となれば、国内の混乱はいっそう加速されるでしょう。それで喜ぶのは周辺諸国や、乱に乗じる賊の類です」

　騎士団は国境や交通の要衝など、国内の重要な拠点の守りについている。彼らを動かすというのは、そこを手薄にすることだ。滅多にできることではない。

「もっともじゃが、テナルディエにもガヌロンにも与さぬ貴族はどうなる？　諸侯同士の利害が調整しきれぬときに仲裁に入るのも、おぬしらの職務であろう。手をつかねて、彼らの専横を見逃すのか」

　ボードワンは答えない。空虚にすら見える表情が、彼の決意の固さを物語っていた。

　マスハスは苛立ちながらも、静かな声音で次の問いをぶつける。

「ティグル……ティグルヴルムド＝ヴォルンは、己の領地を守るためにライトメリッツ軍を雇った。このことについて、おぬしらはどう判断を下す？」

「ファーロン陛下とブリューヌ王国に対する重大な背信行為であり、叛逆者として扱う以外にありますまい。彼のもとへ行くと言っていた者に、そう伝えるよう頼んでおきました」

　明快な返答をしたボードワンに、マスハスは熱を帯びた重い息を吐きだした。

「ディナントで勇戦した彼が虜囚になったとき、おぬしらは助けようとしなかった」

　激情のあまりマスハスは立ち上がり、てのひらを勢いよく机に叩きつけた。

「アルサスをテナルディエ公の軍が襲ったときも、騎士のひとりも現れなかった。陛下に忠誠を誓う諸侯を見捨て、王国に生きる民を見捨てる！　おぬしらの判断こそ、陛下と王国に対する背信行為であろうが！　黙って殺されるのが忠誠だというなら、手本を見せてみよ！」

　ボードワンも椅子が倒れるほどの勢いで立ち上がり、拳を握りしめて机に打ちつける。

「ライトメリッツ軍が何の利益も求めず、正義感や親切心から軍を出したとお思いか！」

「さきほど言ったじゃろうが！　雇ったのだぞ？　いわば彼らは傭兵じゃ！」

「詭弁でしょう！　いずれの国にも仕えず、雇われるからこそ傭兵なのです。ライトメリッツ軍が侵略の牙を剥きだしにしたとき、ティグルヴルムドはその暴虐を止められるのですか!?」

「過去に為すべきことを為さず、現在の惨状を招いたおぬしらが！　それを省みもせず未来に怯えるのか！　テナルディエらを止められないおぬしが、ティグルにライトメリッツ軍を止めろと要求するのはむしがよすぎるというものじゃ！」

　緊迫した空気の中、老将と宰相は殺意混じりの怒気を帯びた顔で睨み合った。

　五十を数えるほどの時間が過ぎただろうか、怒りを押しだすように肺の中にたまった空気を吐き捨てて、ボードワンは背を向ける。

「――マスハス」

　感情を抑えた静かな声で、ボードワンは背中を向けたままマスハスに呼びかけた。

「私は、言ったことを変えるつもりはありません。諸侯の陳情の類は今後もテナルディエ公爵らにお任せし、その争いにも手を出す気はない。また、どのような理由があろうと、他国の軍を引き入れる者は叛逆者として処断されねばならない」

　マスハスはおもわず声を荒らげかけたが、ボードワンの台詞がまだ続く気配を感じて一呼吸分待った。はたして猫顔の宰相は言葉を続けた。

「これから先はただの独り言になります。我が国において、他国の軍を引き入れても叛逆の罪を問われない方々がいます」

　マスハスは首をかしげた。そんな者がいるだろうか。テナルディエやガヌロンでさえ、叛逆者の汚名を避けるのは不可能だろう。

「それは大義を持つ者――すなわち国王陛下および、陛下のお許しを得た者です。むろん周囲を納得させるだけの理由も必要となりますが。たとえばテナルディエ公爵の奥方は陛下の姪にあたる方であり、ガヌロン公爵の義兄は陛下の甥にあたる方です。陛下にご兄弟もご子息もいらっしゃらない現状では、このお二方が玉座に近い位置にいらっしゃる」

「ティグルが己の正当性を主張するには、大義を得よと言いたいのか？　じゃが、そうなれば混乱は加速するぞ」

　マスハスは眉間に皺を寄せ、灰色の髭を乱暴に撫でる。

「解釈はご自由に。ただ、私はこのブリューヌを支え、存続させることを第一に考えているということだけ申しあげておきます。――それでは失礼する、伯爵」

　言い終えると、ボードワンはマスハスに背を向けたまま、静かな足取りで部屋を出ていった。閉じられた扉を見つめて、マスハスは肺の中がからっぽになるのではないかというほどの盛大な息を吐く。

「――大義か」

　ふっきれた。結果を見れば何の助けも得られなかったわけだが、明確にそれがわかっただけでもありがたい。答えを得られず、無為に日を過ごすよりはるかにましだ。

――とにかくテナルディエ公を討つことじゃ。大義を得るのは最後の最後でもかまわぬ。

　かろうじて礼儀を失しないほどの急ぎ足で、マスハスは王宮を出た。日はすっかり傾いており、白い大理石の王宮は朱色に染まっている。

　預けていた剣を返してもらい、二つの城壁を駆け抜ける。ひとけの絶えた夕暮れの庭園を通り過ぎようとして、マスハスは足を止めた。

　殺意をはらんだ視線が、いくつもの方向からマスハスに突き刺さっている。

――刺客か。

　不思議には思わない。テナルディエであれガヌロンであれ、いまのマスハスはそうとう目障りだろう。謁見を願いでたときあたりから警戒されていたに違いない。

――幸いなのは、他人を巻きこまずにすむことかの。

　腰に差した剣に手をかけながら、マスハスは周囲に視線を走らせた。

　この広大な庭園には巧みな彫刻家の手による石像がいくつも配されている。他にも造形に凝った花壇や、冬でも葉を茂らせ、鮮やかに咲く花もあり、隠れる場所にはことかかない。暗殺の場所としては理想的といってよかった。

　自分に向けられる殺気の位置をさぐりながら、マスハスは花壇や彫刻に身を寄せつつ慎重に歩みを進めたが、あることに気づいて足を止めた。

――いかん。奥へ奥へと誘導されておる。

　冷や汗がにじむ。これ以上先へ行くのは危険だ。彫刻を背にして、マスハスは剣を抜いた。直後、黒衣の人影が複数とびだし、乱刃をきらめかせてマスハスに襲いかかる。

　マスハスは横殴りの一撃を打ち返すと、地面を転がって敵の斬撃から逃れた。

――反撃どころの話ではないわ。数が多すぎる……！

　しかし、立ち上がったところでマスハスの動きは止まる。視界に、ひとりの女性の後ろ姿が飛びこんできたのだ。

　ゆったりとした袖と裾を持つ白絹の衣と、足下まで届く薄緑色のスカートという服装で、淡い金色の髪が、夕日を浴びて赤みを帯びていた。華奢な手には、この庭園の彫刻や花壇に勝るとも劣らぬつくりの黄金の錫杖がある。

　自分へと駆けてくる刺客たちも、その女性に気づいたようだった。彼らのうちのひとりが、彼女に狙いを変えて走りだす。

「いかん、逃げろ！」

　自分に迫る白刃を避けながら、マスハスは叫んだ。助けようにも、マスハスのところへも刺客たちが向かってきている。どうやっても間に合わない。

　刺客は手にした剣を振りあげ、その女性を斬り捨てたかに見えた。

　刹せつ那な、澄んだ金属音と鈍い音が重なり、鈍色の輝きを黄金の煌めきが吹き飛ばす。マスハスも刺客たちも、驚くべき光景を見せつけられた。

　金色の髪の女性が、手にした錫杖で剣を弾き飛ばし、刺客を打ち倒したのだ。

　そのふたつの動作はほぼ一瞬で行われ、マスハスには、彼女がただ錫杖を一回転させたようにしか見えなかった。

「――あらあら」

　緊迫した空気にはあきらかにそぐわない軽やかな声音が、彼女の口から発せられた。しかし、それは状況を理解していないからではない。

　こうしたことに慣れているからこそ、彼女は平然と振る舞っているのだということを、マスハスも刺客もすぐに理解した。

　刺客たちは二手にわかれた。彫刻の陰から、あるいは花壇を乗り越えて三人がマスハスへ襲いかかり、残り五人が女性へ向かう。

――まだそんなにおったのか……！

　もっとも接近してきた刺客を、マスハスは剣を薙ぎ払って葬り去る。花壇に血飛沫が飛んで草と花を赤く染めた。

　数でいえばこちらが劣勢だが、刺客たちはおもわぬ強敵の出現に動揺していた。焦りと怯えが彼らの動きを鈍らせ、それをマスハスは見逃さない。彫刻や花壇を利用して一度に襲いかかられないようにしながら、二人目を斬り伏せた。

　ところが、そこでマスハスの戦いは終わる。三人目は横合いから振るわれた錫杖に吹き飛ばされ、花壇に叩きつけられて動かなくなった。

　そちらを見ると、金色の髪の女性が微笑を浮かべて立っている。彼女の後ろには、刺客たちがことごとく倒れ伏していた。

「……見事なものだ」

　マスハスは感嘆の言葉をつぶやいたが、その視線はゆったりとした白い衣を内側から押しあげる豊かな胸へと注がれていたため、何についての賛辞かは判然としなかった。

「助けていただいて礼を言う。我が名はマスハス＝ローダント。国王陛下より北方のオードの地を賜りし者じゃ。さしつかえなければ、あなたの名を教えていただけぬか」

「まあ、あなたがローダント伯爵だったのですか」

　金色の髪の女性は偶然がもたらした幸運を喜ぶようにくすりと笑って、名のりを返す。

「ティグルヴルムド＝ヴォルン伯爵と懇意にされているとか。わたくしはソフィーヤ＝オベルタス。ジスタート王国から来ました」




　　　　　　　†




　マスハスは、自分が体験したことのすべてを話すことはしなかった。

　宰相ボードワンとのやりとりについては結果だけを簡潔に語り、ファーロン王の様子については一言も触れず、「床に伏せていてお目にかかれなかった」とだけ言った。簡単に話せるようなことではなかったからだ。

「――そういう次第でな。ソフィーヤ殿はわしの命の恩人なのじゃ」

　最後に、刺客の集団に襲われたことを話して、老伯爵はそう締めくくった。

　オージェはソフィーに向き直ると、深く頭を下げた。

「わしからも礼を言わせてほしい。マスハスを助けてくれたこと、本当に感謝する」

「どういたしまして」

　ソフィーはにこりと笑って会釈を返す。

「その後、わしはティグルがどこにいるのかを調べつつ、ソフィーヤ殿とわかれた。別行動の方がおたがいに安全だと思ったのでな。わしは領地たるオードに戻り、協力してくれるという者たちと、兵を率いてここに来たわけじゃ。とりあえず、騎兵を三百ばかり連れてきた。あと何日かしたら、歩兵も追いつくじゃろう。そちらは五百はいる」

「ありがたい話だ。危機一髪というところだったからな」

　混じりけのない素直な面持ちでエレンが言い、腕組みを解いてマスハスに礼を述べた。

「では、そちらの話を聞かせてもらえんかな。あなたがたが戦っていた敵は、軍旗から判断してナヴァール騎士団だったようじゃが……」

「私から説明させていただきます」

　マスハスの質問には、リムが答える。アルサスで彼と別れたあとの出来事を、彼女は短く、それでいてわかりやすく説明した。今日の戦についてはエレンとオージェが補足し、ティグルが負傷したことも話す。聞き終えたときには、マスハスは難しい顔になっていた。

「ティグルヴルムド卿を叛逆者と認定し、爵位と領地、ブリューヌ人としてのすべての権利を剥奪する……。宰相は、いったい何を考えてそのような処置をなさったのでしょうか」

　リムの質問にすぐには答えず、マスハスは腕組みをして渋じゅう面めんをつくる。

「大義という言葉をしつこく繰り返したのはそういうわけか。食えぬやつめ……」

　苛立ちまじりのため息を吐きだすと、マスハスは一同を見回した。

「ティグルを叛逆者にするよう要求したのは、おそらくテナルディエ公じゃ。これで、ティグルとテナルディエの戦いは諸侯同士の私戦ではなくなり、王家の敵であるティグルを、テナルディエ公が討つという図になってしまった。しかも、テナルディエは配下の兵を使わず、騎士団を差し向けることまで可能になった」

「凶悪な一手だな。では、ボードワンとやらはテナルディエ公らに脅迫されて、ティグルを叛逆者にしたわけか？　それはそれで情けない気もするが」

　両眼にも声音にも怒りをにじませるエレンに、マスハスが首を横に振る。

「あやつも、ただ言いなりになったわけではなく、ティグルに何らかの処分をくださなければ示しがつかぬと考えたんじゃろうな。陛下のお許しを得ずにあなたがたを雇い入れたことは、さすがに不問にはできん。領地を取りあげたのは、形だけでも王家の直轄地にすることで、テナルディエ公らに手出しをさせないためじゃろう」

「テナルディエ公たちを牽制するために、アルサスに騎士団を派遣するつもりでしょうか。そうなったら、我々は退路を断たれてしまいますが……」

　考えこむリムに、オージェが顎をてのひらで擦りつつ言った。

「そのときは、わしのテリトアールを通ればよい。もっとも、ヴォルン伯爵を叛逆者扱いするような騎士団が、アルサスを平和裏に統治できるわけがない。宰相殿もそのぐらいのことはわかっているはずじゃ」

「しかし、まさか西方国境から国内をほぼ横断させてナヴァール騎士団を呼びよせるとはな。彼らでなければジスタート……ライトメリッツ軍には勝てぬと考えたのだろうが」

　エレンとソフィーは顔を見合わせた。勝てないどころではない。今日の戦では、もうすこしでこちらがやられるところだったのだ。

「認めるのは癪しゃくじゃが、さすがテナルディエ公というところか。リムアリーシャ殿らの話をあわせて考えると、オルミュッツのリュドミラ殿を動かす一方で、ナヴァール騎士団にも話をしていたのじゃろうな。そうでなければ間に合わん」

　オージェがぼやく。失敗したら次の手を打つというのではなく、失敗してもいいように複数の手を同時に動かす。豊富な資産と人脈が必要とされるが、それだけではうまくいかない。それらを活かす能力があってこそ、はじめてできることだ。

「迷わず、ためらわずに切り札を使って事態の収束を一気にはかる……。忌いま々いましいが、この上なく正しい」

　とはいえ、感心ばかりもしていられない。話は、目の前の敵――ナヴァール騎士団をどうするかということに移った。

「エレオノーラ様でも、ロランにはかないませんか？」

「無理だろうな。あれは強い」

　エレンはあっさりと首を振った。

「力も技も完成されている上に、武器まで尋常ではないときている。デュランダルだったか。あの大剣は何なんだ、いったい」

　膝の上に置いた長剣の鞘を撫でながら、エレンは愚痴をこぼす。ソフィーの竜技を破ったという話は、すでに彼女から聞いていた。にわかに信じられる話ではないが、ソフィーはこんなことで嘘を言うような人間ではない。

　マスハスとオージェは顔を見合わせた。ふたりとも、デュランダルについてはブリューヌ王家に代々伝わる宝剣ということしか知らない。

「力になれず申し訳ない」

　頭を下げたマスハスに、慌ててエレンは手を振った。

「いや、気にしないでくれ」

　竜具や竜技のことを、彼らに説明するわけにはいかない。多くの兵たちがそれを目の当たりにしているとしてもだ。

「ともかく、あれの相手をするのは私しかいないだろう。ティグルも負傷しているしな。言っておくが、リム。おまえでは無理だし、許さない」

　まさに自分がロランの相手をすると言おうとしていたリムは、機先を制されて口をつぐむ。反論を考えて言葉が思い浮かばず、何も言えなかった。

　エレン以外の者では、自分やルーリックなどであっても、ロランを食い止めることすらできない。それは今日の戦いで散々に思い知らされたことだ。

　非現実的な想像だが、百人や二百人で取り囲み、束になってかかったとしてもロランはデュランダルで薙ぎ払ってしまうだろう。膂りょ力りょくと剣の速さ、鋭さは常識を超えている。

「小細工ではあるが、落とし穴を仕掛けてみるのはどうだ？　あの男はおそらく次も先頭に立って来るだろう」

「おそらく無理じゃ。ロランはそういった罠を直感で見抜くと聞いたことがある。実際にザクスタンなどが仕掛けたが、ロランはそれを避けて蹴散らしたらしい」

　マスハスの台詞に、エレンは獣かと毒づいた。

「とはいえ、壕や柵をめぐらせれば、足止めていどにはなろう。だが、なにより問題なのは、彼らが貴族の私兵ではなく、騎士ということじゃ」

　騎士と戦うということは、王国そのものを敵にまわすことに等しい。

　今日の戦でも、すでにぶつかり合う前から士気は低かったが、敗北によってなお悪化した。もう一度負けることがあれば、まずブリューヌ兵たちの部隊が瓦が解かいしてしまうだろう。

「オージェ子爵。他の貴族たちの様子は？」

「傷心を抱えつつ、兵たちをまとめているというところかの」

　老子爵がそう答えると、リムがちいさく頭を下げた。

「どうか、その状況を維持していただくようお願いします。離脱者が出るにしても、指揮官さえしっかりしていれば痛みは最小限ですみますから……」

　再戦は、明日にでも行われるとエレンたちは考えている。

　通常は兵に休息を与えるために一日か二日、間を空けたりするものだが、ナヴァール騎士団はそんなことはしないだろう。

　ふとエレンが立ち上がった。長剣を腰に帯びる。

「ティグルの様子を見てくる」







　男性用の幕舎には三人の人間がいた。ティッタとバートラン、ティグルである。

　横になって静かな寝息をたてているティグルを、ティッタは疲労の色が濃い顔に、笑みを浮かべて見守っていた。着ている侍女服は汗と血に汚れ、ティグルのそばに座りこんでいる彼女のまわりには血だらけの布や包帯が散乱している。

「やっと眠ってくださったみたい……」

　ティッタは安堵の息をついた。その隣でバートランは彼女と同じくティグルを見守ったり、幕舎を訪れた人間の相手をしたりしていた。

　運びこまれてきたティグルの姿を見たとき、ティッタは卒倒しかけたほどだった。革鎧も服も血で染まっていたからだ。バートランの手を借りて革鎧を外し、服を脱がせ、水で濡らした布で身体を拭うと、斜めに大きな傷があるのがわかった。

　傷は熱を帯びて、どれだけ布を当てても血が止まらなかった。消毒のために酒を注ぐと、ティグルが悲鳴をあげて身をよじったので、バートランが懸命におさえこんだ。

　ティッタは塗り薬をすりこみ、何度も当て布や包帯を替え、ティグルの身体に浮かぶ汗をふきながら、水を飲ませたのだ。

「ティグル様……」

　ティッタの額には汗がにじんでいる。何度も濡れた布を絞ってティグルの身体の汗を拭いていたために指はふやけ、真っ赤になっていた。

――ブリューヌの神々。神々の王ペルクナス、大地母神モーシア……。

　ブリューヌで信仰されている十神のうち九神まで名前を呼びながら、吊り下げられたランプの明かりの下で、ティッタは手を合わせて必死に祈る。ただ、夜と闇と死を司る女神ティル＝ナ＝ファのみ、名を挙げなかった。

――どうか、どうかお願いします。ティグル様をお助けください。

　そのとき、幕舎の外から声が聞こえた。顔をあげたティッタを皺だらけの手で制し、バートランがのそりと立ち上がる。

「ティッタ。おまえは若を見とるんだ」

　バートランが幕舎の外に出ると、数人の男が立っていた。年齢はばらばらだが、いずれも粗末な革鎧を身につけ、どこかばつの悪そうな顔をしている。

――どこかで見た顔だな。

　そんなことを考え、バートランはすぐに思いだした。数日前にジスタート人と揉めていた男たちだ。オージェ子爵が連れてきた、テリトアール周辺の貴族の兵たちだった。

「なあ。その……総大将は、無事かい」

　ためらいがちに、彼らの中のひとりが尋ねてきた。

　バートランは神妙な顔でうなずく。

「かなりの大怪我だが、命に別状はねえとさ」

　そう答えると、彼らは一様に安堵の表情を浮かべた。どうやらそれだけが知りたかったらしく、彼らは礼を言うと去っていく。闇に侵食されつつある空の下で、バートランは怪け訝げんそうな顔で彼らを見送った。

――不思議なもんだ。

　彼らだけではない。ティッタがティグルを懸命に介抱している最中にも、似たような兵たちが現れていた。

　各所に設営してある幕舎からは、負傷した兵たちの呻き声や悲鳴が聞こえる。それを励ます声もあれば、怒鳴りつける声もあった。この状況に身を置いていたら、気の弱い者などは夜の闇にまぎれて逃げだしたくなるだろう。

――若……。

　バートランは皺だらけの顔をいまにも泣きだしそうに歪めた。この小柄な老人は、ティグルの父ウルスのころからヴォルン家に従っている。ティグルが生まれたときから知っており、だから、息子に対するような愛情をもって接している部分があった。

――ウルス様、ディアーナ様。若は、まだアルサスに必要な方なんです。どうか、若を連れていかねえでください。

「おい」

　不意に、声がした。ぎょっとしてバートランがそちらを見ると、エレンが立っている。

「いま去っていった者たちと、何を話していた？」

　バートランは、エレンのことが好きではない。ティグルとアルサスを助けてくれたことには恩を感じているが、できれば距離をとりたかった。

――わしは、若にはティッタこそが似合っていると思うんだがなあ……。

　ただ、バートランは長年側そば仕づかえとして働いていたので、軍というものでの上下関係をよくわかっていた。それでいうと、エレンはティグルと同等か、それ以上の立場にいる。また、ティグルのためにも彼女に逆らうような行動はとれなかった。

「若のことを気にかけている兵たちが訪ねてきたんでさあ」

　素直にそう答えると、エレンは不思議そうな顔をした。

「彼らはアルサスの兵か？」

　バートランは首を振る。

「オージェ子爵が連れてきてくれた、なんとかってところの兵です。敵の大将に、若が一矢報いたってのがきいたみたいで。あいつら以外にも何人か来ましたわ」

　エレンは驚いたようで、目を丸くしてバートランを見つめる。別べっ嬪ぴんさんだなあとバートランは内心で感嘆の声をあげ、ティッタに深く同情した。

「ティグルはどうした？」

「寝とります」

「様子を見たい。入っていいか」

「……ティッタが、いいと言えば」

　本来なら、バートランの立場でエレンに対してこのようなことは言えない。それでも、言わずにはおれなかった。

　エレンは微笑を浮かべてうなずくと、老人の脇をすり抜けて幕舎へと入る。

　バートランの名を呼びながらこちらを振り返ったティッタは、エレンの顔を見ると驚きに目を見開いた。疲れきった顔の中で、眉が困ったような曲線を描く。

「何のご用ですか？」

「すこしの間、私とティグルだけにさせてもらえないか？　何もしない。ただ……言いたいことがあるだけだ」

　ティッタはすこし迷ったようだった。ティグルはようやく眠ったばかりで、あまりひとを近づけたくはない。それに、眠っている人間に言いたいことがあるというのもよくわからない。

　しかし、彼女の沈痛な表情を見ていると、断るのもためらわれた。エレンのこのような顔ははじめて見たかもしれない。

「わかりました。でも、気をつけてくださいね。いま寝つかれたばかりですから。それと、何かあったらすぐに呼んでください。外にいますから」

　うん、とエレンは力なくうなずいて、ティッタに微笑んだ。

　栗色の髪の侍女が幕舎を出ると、エレンは腰に帯びたアリファールの力で足音を消し、ティグルのそばに膝をついた。ぼんやりとした明かりの下で、ティグルは上半身裸で、包帯を何重にも巻いて横になっている。

「――今日は、おまえに助けられたな」

　ロランの馬を射倒したあの一撃がなければ、おそらくエレンは倒されていただろう。

　エレンはそっとティグルの手をとり、自分の左胸にあてる。

「ティグル。眠っているおまえに声は届かないだろう。だから、てのひらを通して私の心臓の鼓動を聞け。自分が生きていることを自覚し、私の想いを感じろ」

　ティグルの反応はない。エレンはその姿勢のまま続けた。

「ロランの勇猛さを目の当たりにしながら、おまえは弓しか持っていないのに、それなのに駆けつけてくれた。私は驚いたし、呆れもした。だが……それ以上に嬉しかった」

　そこで微笑を苦笑に変えて、エレンはすこし怒ったような声を出した。

「だけど、おまえが傷ついてどうする。この軍の総指揮官はおまえなんだ。おまえがいなくなったらアルサスは誰が守る。おまえに従う兵たちを、誰が率いてやれるんだ」

　つい力が入りそうになってしまい、エレンはティグルの手を左胸に強く押しつけた。

「ブリューヌの兵たちが、おまえの様子を見にきたそうだ。敗北し、意気消沈した彼らは、おまえにすがっている。すがって、どうにか己を支えようとしている」

　それは、ロランがいかに強大な存在なのかという証明でもあった。

　攻撃を一切寄せつけず、立ちふさがるものをすべて破壊して進む人間の姿をした暴風。

　そのような存在だからこそ、敢然と立ち向かい、その馬を仕留めたというだけで、ティグルは兵たちの畏敬の対象になりえたのだ。

「いや……おまえにすがりたいのは兵ではなく、私なのかもしれないな」

　つい、そんな言葉がこぼれでてしまい、エレンは唇を噛みしめた。

　ここまで気丈に振る舞ってきたのだ。ティグルが担架で運ばれていくのを見送ったときも、兵を指揮して撤退するときも。強い自責の念に駆られながら。

　せめてこの戦が終わるまでは、気丈さの仮面を外すわけにはいかない。

　そのとき、ティグルの手が動いた。エレンの手を握り返す。

　エレンは驚き、次いで笑みを浮かべた。意識を失ってもなお、ティグルは弱気になっている自分を励まし、元気づけている。そう思った。

「――ティグル。いまは、私がおまえの兵を預かる。おまえが守りたい者たちを、私が守る。おまえは私のものだからな」

　だから、早く目を覚ませ。

　そうつぶやくと、エレンはティグルの手を一度強く握ってから離した。立ちあがって、幕舎を出る。幕舎のそばにたたずんでいたティッタ、バートランと目が合った。

「すまなかったな」

「……ご用はお済みになりましたか？」

「ああ。いま、伝えたいことはすべて伝えた」

　場違いとすら思える快活さと凛々りりしさに満ちた笑みを浮かべて、エレンは答えた。

　自分でも不思議ながら、妙に気分がすっきりしている。それに考えもまとまった。

　不意に、強い風が吹いた。幕舎のそばに立ててある篝火が激しく揺らめいて、見張りの兵士が慌ててそれをおさえる。その光景をぼんやりと眺めていたエレンの髪を、腰に差した長剣が風を送ってなびかせた。

「どうした、アリファール」

　エレンは長剣の柄頭を撫でてやり、それからふと、空を見上げる。月も星も覆い隠し、濁りのある闇が空に広がっていた。そこから冷気を伴った風が吹きつけられている。

――雨が降るのか。そういえばティグルも言っていたな。

「ティグルヴルムド卿の様子はどう？」

　聞き慣れた声。錫杖を持ってソフィーが歩いてくるところだった。よくはない、とエレンは答えたが、すぐに不敵な笑みを浮かべて友人の戦姫を見る。

「だが、あいつは死なない。こんなところでくたばるようなやつじゃない」

　それに、とエレンは己の手を見る。さきほど握り返してきたティグルの手はあたたかかった。たしかな生命力を、生きようとする意志を感じた。

「だから、あいつが目を覚ますまでは私がロランの相手をする」

「そう、それなんだけど――」

　しゃらんと錫杖を鳴らして、ソフィーはにこやかに告げた。

「わたくしも手伝わせてもらうわ、エレン」

　エレンは眉をひそめて同意しかねるという顔つきをする。

「おまえは使者として来たのだろう。私を助けて戦に参加していたというのがわかれば、まずいのではないか」

「ばれなければいいのよ」

　あっさりと、ささやかないたずらをするような口調でソフィーは応じる。

「ひとりであの黒騎士に立ち向かうよりも、ふたりで挑んだ方がいいのではなくて？」

　エレンは口元を歪ませて白銀の髪をかきむしる。腰に吊るしたアリファールは、ソフィーに同意するようにゆるやかな風を送った。エレンの逡巡は、短かった。

「全力を尽くすと決めたばかりだしな。わかった。おまえの力、喜んで借りよう」

「全力ということは――竜技も使うのかしら？」

　冗談めかした表情と声音だが、深刻な問いかけだった。エレンの答えは短い。

「使う」

　信念に反することは承知だが、覚悟はできている。ソフィーはそうとうなずくと、ひとさし指を顔の前に立てた。

「エレン、これは助言というより忠告だけど……信念は、あなたを縛るものではないわ。わたくしたちは戦姫だけど、人間ではない、というわけではないのよ」

　あたかもエレンの内心を読み取ったかのような言葉だった。目を丸くしていると、ソフィーは微笑を浮かべて白絹の衣の裾をひるがえし、歩き去っていく。

　彼女を見送って、エレンは自分の幕舎に戻った。リム、マスハス、オージェの三人ともまだ残っている。ランプの下、地図を囲んで話しあっていたらしい。

「ティグルヴルムド卿の様子はいかがでした？」

　リムが尋ねる。普段通りの、愛想のない表情だが、青い瞳の奥には不安が揺れていた。

「だいぶ血を流したから顔色はよくないが、落ち着いてはいる」

　エレンは彼女を安心させるように落ち着いた口調で言ったつもりだったが、上手くできたか自信を持てなかった。助かったと思ったのに、翌日には冷たくなっていた者を、エレン自身、数多く見てきたからだ。

「ところで、これからどうするかは決めたか？」

　まだですとリムが答えると、エレンは高らかに宣言した。

「今夜中に北へ向かう。だいたい川の手前あたりまでだ」







　エレンが去ったあとの幕舎の中で、ティッタは看病を再開した。

「……ティッタ。おまえもそろそろ休んだがええ。若はわしが見ておく」

　ティッタのそばに座っているバートランが気遣う声をかける。ティッタは渋る様子を見せたものの、疲労は自覚していた。

「じゃあ、ティグル様のおそばで眠らせてもらっていいですか？」

「ああ。若の手を握ってやるとええ。そうすりゃあ、眠っていても若には伝わる」

　バートランのあたたかい言葉にティッタは頭を下げて礼を述べると、ティグルの隣に横になった。そっとティグルの左手を握る。弓を握り続けているせいか、ややごつごつとした感触だった。自分の手よりも大きい。ぬくもりがあることに、少し安心した。

――ひどい出血だったわ。腕をつたって、手まで血で真っ赤だったんだもの……。

　そんなことを思いだしながら、ティッタはティグルの横顔を見た。

「すこしだけ、休ませていただきます。ティグル様。どうか、目が覚めたらよくなっていてくださいね」

　目を閉じて、ほどなくティッタは寝息をたてはじめる。

　バートランはティッタの様子をうかがっていたが、彼女が完全に寝たのを確認すると、血だらけの包帯や布を静かにかたづけた。







　エレンの幕舎の中では、エレンを除く三人が当惑したように顔を見合わせていた。

「……できれば、詳しく聞かせてもらえるじゃろうか」

　マスハスが羽毛を詰めたクッションを差しだす。それを受け取って足元に置くと、エレンは腰を下ろした。

「ティグルが言っていたことを思いだした。今夜あたり雨が降る」

「雨ですか……」

　リムが地図に視線を落とす。北に流れている川を見た。

「一晩雨が降ってくれれば、ナヴァール騎士団の動きは鈍くなりますな」

　オージェが顎をこすりながら納得したようにうなずく。

　兜に甲冑、籠手、脛すね当あて、長大な盾に槍、剣。それらで全身を隙なく覆っているのがブリューヌの騎士だ。そのために恐るべき突進力を誇るが、地面が泥濘に覆われてはその重量が仇となって動きが鈍くなる。

　ライトメリッツ軍も約三分の一は騎兵だが、エレンもリムも騎兵の扱いにこだわりはない。必要と感じれば、騎兵を馬から下ろして歩兵として用いる。それが強みだった。

「悪いが、オージェ子爵にはまた一働きしてもらう」

　エレンがその一働きについて説明すると、老子爵は身体を小刻みに震わせて笑った。

「なるほど。今日の戦いでわしと兵たちは不甲斐ふがいないところをお見せしましたからな。やるべきことを、しっかりやってみせましょう」

「しかし、そのやりかたで明日の戦は勝てるのでしょうか」

　地図から視線を離さずに、リムが疑問を投げかける。

「やれるかもしれん」

　マスハスが地図から視線を離さずつぶやいた。

「ナヴァール騎士団は強い。じゃが、誰もがあのロランのような強者ではない。今日の戦でも、わしが背後を突いたらどっと崩れた」

「そうだ。どうにかしてロランと騎士団を引き離し、個別に打ち倒す」

　幕舎に漂う昏さを吹き飛ばすように、白銀の髪の戦姫は笑ってみせる。

「ローダント伯爵のおかげで、王都の状況はおおむねわかった。いまのところ、ロランはこちらの使者を二度も突っぱねているが、あるていど打撃を受ければ考え直すかもしれない。そうならないにしても、時間を稼げばやつが現状を把握する可能性は高まる」

「現状の把握とはどういうことじゃ？」

　言葉の意図をはかりかねて、マスハスが首をひねって灰色の髭を撫でた。エレンは腕を組んで胸を張り、大真面目な口調で答える。

「今日、ロランと戦ったときのことだが、あいつはライトメリッツ軍がここにいる理由を知らなかった。知っていたら、そう言ったはずだ。だが、理由を知らないとあいつは言った。一兵士ではなく、総指揮官が知らないんだ」

「たしかにそれは不自然というか、不可解ですね」

　リムが握り拳を口元にあてて、じっと考えこむ。

　兵士の戦う理由というのは飯が食える、俸給がもらえる、手柄がたてられるというような、おおむね即物的なものだ。人望や武勇などで信頼できる指揮官の下についたときは、その指揮官のために戦うということもないわけではないが、希少な例外でしかない。

　しかし、総指揮官は違う。そもそもたいていの戦において、戦う理由というものは彼らにこそあり、そのために兵士を集めるのだ。

　そして、確固とした戦う理由を持つ者は、敵の戦う理由についても考え、調べ、推測する。それによって選択肢が増えることをわかっているからだ。

「リム。ティグルの戦う理由を答えてみろ」

「理不尽にアルサスを攻められたため。領民を守るため。そして、テナルディエ公に己の罪を認めさせ、二度とアルサスを攻めないと誓わせるためですね」

　淀みなく答えたリムに、エレンは満足そうな笑みを浮かべる。

「そう、ティグルが私たちに頭を下げたのは、アルサスのためだ。テナルディエ公らにくらべればはるかに小さい声とはいえ、あいつは自身の正義をちゃんと主張している。だが、数千もの騎士を擁する騎士団がそれを知らないというのは、どういうことだ」

「テナルディエ公たちが詳しい説明をしなかったか、ロラン卿が彼らの説明を信じなかったというあたりでしょうか」

　目を細めて、リムが思案をめぐらせる。エレンは大きくうなずいた。

「我々がここにいて、黒竜旗がブリューヌ国内にひるがえっている。ロランはおそらく、ただこれだけを理由に戦っている」

「戦姫殿の考えが正しければ、ナヴァール騎士団がわしやヴォルン伯爵の使者を追い返したのは、よけいな情報に惑わされぬよう警戒したためか」

　オージェは皺だらけの顔を歪めて唸った。

「ロランは我々と戦う一方で、信用できる相手に詳しい情報を求めているはずだ。ティグルの行動がやむをえないものだったとわかれば、交渉の道が開けるかもしれん」







　エレンが言った通り、まもなく雨が降りはじめた。

　銀の流星軍は行軍を開始する。寒さは体力を消耗させ、闇と雨は精神を苛み続ける。濡れた服が、泥にまみれる靴が与える不快感は一歩歩くごとにいや増すばかりだ。

「薪をいつもの倍使っていい。身体を温めさせろ。酒も少量は認める」

　夜が明ければ、ナヴァール騎士団と戦わねばならないのだ。とにかく兵を元気づける必要があった。

　それでもこの状況に限界を感じ、闇夜にまぎれて逃げる者が続出する。ロランの勇猛を恐れた者もいれば、圧倒的な敗北にもうおしまいだと考えた者もいた。

　ティグルの勇戦に感じ入った者ばかりではない。ティグルの負傷に、戦意を萎えさせた者もいる。否、どちらかといえば、そちらの方が多い。

　夜も更けてきたころ、エレンたちは目的地に着いた。ユーグ＝オージェ子爵がエレンの幕舎を訪れたのはそれから間もなくだ。

「それでは戦姫殿。手はずどおりに」

　オージェ子爵とその部下たちは、すこしだけ休息をとったあとさらに移動するのだ。ティグルをはじめ、戦闘に参加できないほどの負傷をした者や非戦闘員らおよそ一千を連れて、増水しつつある川を渡る予定だった。

　だいじょうぶか、とはエレンは聞かなかった。困難であることはわかっている。だが、負傷者や非戦闘員は離れたところに置く必要があったし、それ以外にもオージェにやってもらわなければならないことがあった。だから、こう訊いた。

「必要なものは、そろっているか？　余分にあった方がいいものは用意するが」

「なんの」

　小柄な老子爵は薄い胸を軽く叩いた。

「ここはまだテリトアール。我が領内じゃ。心配はいりませんぞ」

　エレンは立ち上がると、オージェと堅く握手をかわし、明日の再会を約束して別れた。




　　　　　　　†




　銀の流星軍のいる位置から南西へ二十ベルスタ（約二十キロメートル）ほど離れたところにナヴァール騎士団の幕営がある。

　騎士のほとんどは明日の戦いに向けて休息をとっていたが、団長のロランはまだ眠っていなかった。いま、幕舎にはロランと、副団長のオリビエがいる。銅杯に満たした葡萄酒を飲みながらの、二人だけの会議だった。

「ティグルヴルムドについて、いくつかのことがわかった」

　オリビエが告げる。ようやく他の騎士団からの情報が届いたのだ。ちなみに、ティグルが爵位を剥奪されたことは、二人とも知っている。

「ディナントは知っているだろう？　レグナス殿下が戦死された――」

　オリビエの言葉に、ロランは目を閉じてうなずいた。その話を聞いた日、ロランは城砦から王都に向けて一晩中、神々に祈りを捧げていた。忘れられるものではなかった。

「あの戦で、ティグルヴルムドはジスタート軍の捕虜になったそうだ。彼がジスタートと知りあったのはこのときだ。それまでは国境近くに領地を持っているとはいえ、つきあいなんてなかったらしい」

「そんな人間が急に野心を持つとも思えん。やはりジスタートにそそのかされたのか」

「ところが、彼がまだ捕虜としてジスタートにいたころ、領主不在のアルサスに、ガヌロン公とテナルディエ公がそれぞれ軍を派遣していたことがわかった」

「何のためにだ……？」

　ロランは顔をしかめる。大貴族からしてみれば、アルサスなど放っておいてもいい僻へき地ちのはずだ。オリビエは端整な顔を歪めて皮肉っぽく笑った。

「わからないが、推測はできる。ティグルヴルムドはどちらの派閥にも属していなかった。ガヌロン公たちにとっては、それだけでも潰す理由としては充分だろう。それに、ああいう手合いにしてみれば、領地なんてのはいくらあっても足りないものだからな。ともかく、それぞれが軍をアルサスに差し向けたのはたしかだ。目撃証言は多数ある」

　傍らにたてかけている宝剣デュランダルを横目に見ながら、苦い薬を飲まされたような顔をロランはした。大貴族が私利私欲のために軍を動かしていたことも腹立たしいが、これから自分がする質問はもっと不快なものだった。

「陛下は……？」

　諸侯の暴走をおさえるのは国王の役目だ。テナルディエやガヌロンがみだりに兵を動かしたのならば、まずそれが罰せられなければならない。

「陛下は何もなさらなかったのか？　アルサスの近隣にいる騎士団を動かすことも？」

「何かおおせになったという話はない。病床にあったためだと思うが……」

　ロランを気遣い、オリビエの返答は推測混じりのものになる。

　基本的に、国王の命令がなければ騎士団は動けない。独断での行動は罰せられる。

　それは当然のことだ。騎士団は理由もなく配置されているわけではない。勝手に動きまわっては、必要なときに必要な数がその場にいない、などということが起こりうる。

　言葉もなく拳を握りしめるロランに同情の視線を向けながら、オリビエは話を続けた。

「先にアルサスに入ったのはテナルディエの軍だ。彼らはアルサスを荒らしまわり、国境を越えてきたジスタート軍に敗れた。ガヌロンの軍はアルサスに向かう途中で引き返したそうだ」

「ティグルヴルムドは、己の領地を守るためにジスタート軍を招きいれたということか？」

「さあな」と、オリビエは手をひろげて肩をすくめてみせる。

「気になるのなら、本人に聞くのが手っ取り早かろうよ。付け加えるなら、ジスタート軍はいまのところ、目立った略奪などはしていないようだ」

「ティグルヴルムドの評判は？」

「よくはない。武芸においては、本当に弓しか使えないようだ。他の諸侯との交流が少ないのはそれもあるのだろうな。ただ、ガヌロンやテナルディエのように非道を働いたという話は聞かない。カルヴァドス騎士団のオーギュストは長々とした手紙をよこしたが、べた褒めだ。この男はアルサス出身だから割り引いて考えるとしても……」

「手紙を見せてくれ」

　ロランが言うと、オリビエは手に持っている紙の束の中から三枚ほどを引き抜いて渡した。ロランはそれを受け取り、無言で目を通す。

　オーギュストのことはロランも知っている。実直で、信頼できる男だ。ナヴァール騎士団に配属される前はいっしょにいることが多かった。だから、興味があった。

　彼の手紙には、ティグルとその父ウルスのことが淡々とした筆致で書かれていた。

――武芸はおよそ平凡、なれど弓の技は卓越。民を想い、そのために力を尽くすこと父親に劣らず。また、そのためならば汚名を恐れず……か。

　まさしくその通りに動いている。

――陛下がご命令くだされば……。

　騎士は王国の剣であり、盾であるというのがロランの考えだった。民を守る盾であり、敵を討つ剣である。

　国境に立って、向かってくる敵を追い払うには、それだけでよかったのだ。

　ふと、ロランは思いだした。自分と同じ名前の伝説上の騎士を。

　王子だったファーロンが自分に語ってくれた『騎士の中の騎士』。古の時代のロランは民を守って剣を振るい続けることを至上の名誉としていたという。

「――オリビエ」

　手紙から目を離し、ロランは信頼する副団長を見た。

「あいつらは、この戦いをどう思っている？」

　ロランの言うあいつらとは、ナヴァール騎士団の騎士たちのことだ。

　この戦いは国王ファーロンではなく、テナルディエ、ガヌロンの両公爵に命じられてのものだということを皆、知っている。

　騎士の忠誠は、基本的に国王に向けられている。その忠誠こそが騎士を騎士たらしめるものでもあり、誇りでもあるのだ。それだけに、国土を守る戦いとはいえ、大貴族に顎で使われているという感覚を、彼らは拭うことができなかった。

　オリビエの返答は、いささか曲線的なものだった。

「騎士たちは、騎士であることを誇りに思い、おまえを信じている」

　彼らは、ブリューヌを守るのは自分たちであるという使命感と、そして自分たちを率いるロランに対する信頼だけで戦っている。そういう意味だった。

　ロランはオリビエをじっと見据えると、わかったと答えて手を振った。

「明日は予定通りに動く。戦姫だったか、あれの相手は俺がする。場合によっては、おまえに指揮を任せる」

　西方の国境を襲ったザクスタン軍を撃退したときのように、だ。オリビエはそのことに慣れていたから緊張も見せず、わかったとうなずいた。

「いいのか？」

「ジスタート軍が国内にいることはたしかだ。俺にとっては、それでいい」

　ここで総指揮官が揺らぐのは、ナヴァール騎士団全体にとって危険である。そのことをロランは承知していた。
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　雨は明け方に止んだ。空は雲ひとつない爽快な冬晴れだが、地上は泥が膝まではねるほどにぬかるんでいる。

　川を背に、南方を睨にらむ形で布陣した銀の流星軍シルヴミーティオは、幾度も斥候を放ってナヴァール騎士団の動向をさぐりながら、ほとんど直前まで休息をとっていた。その数は四千三百足らず。負傷者たちはすでに切り離してある。

　休息を終えると、エレンの指揮に従って彼らは行動を開始した。

　一方、ナヴァール騎士団である。数は五千弱。昨日の戦闘の結果から、士気はこちらの方がはるかに高い。

　しかし、その行動はゆっくりとしたものだった。地面のぬかるみがそうさせた。

　突撃どころか、馬を走らせるのも困難な状態になっていたのだ。

　だが、ロランは慌てたり焦ったりはしない。このような状況に遭遇したことは幾度もある。その経験から、昼までには地面が安定するだろうとも見当がついた。

「敵は、多めに見ても五千に達しないというところだ」

　斥候の報告を受けたオリビエがロランに伝える。

「それから、ほとんどが歩兵だそうだ」

　二人は疑問をにじませた視線をかわす。

「敵の騎兵が、別働隊として動いている可能性があるか」

「昨日のような醜態をさらさないよう、気をつけるとしよう。彼らは川を背にしていたが、いまは川から離れて南下している」

　慎重な口調でオリビエは続けた。

「川の向こうには負傷者たちがいる。その中に、ティグルヴルムドがいるらしい」

　ロランは眉を動かした。たしかにあの交差した一瞬、かすかながら手応えはあった。

　しかし、総指揮官の負傷は全軍の士気に関わるため、必死に隠蔽するものだ。それが翌日にわかるというのは、怪しいどころではない。

「罠か……？」

　負傷者であろうと敵だ。ましてや総指揮官ならば狙わない理由などない。

　だが、そちらを狙って動けば、ロランたちは南下してくる敵本隊に側面か背後をさらすことになる。昨日の戦でもそうだったが、背後をつかれればいかに精強なナヴァール騎士団とて揺らぐ。避けたいところだった。

「その可能性はあるが、まったくの嘘とも言い切れないな。彼が負傷した姿はこちらの騎士たちも見ている。他に考えられそうなこととしては、昼になる前に……つまり、地面がまだやわらかいうちに挑んでくるつもりかもしれない」

　そうなったら苦戦はまぬがれない。まして、敵は負傷者を切り離して身軽になっている。

　すこし考えて、ロランは決断を下した。

「負傷者は放っておく。敵本隊を叩くぞ」

――彼は兵も少ない小貴族だ。ジスタート軍さえ壊滅させれば、諦めて降伏するだろう。

「わかった。ところで、ロラン。今日の戦いだが……『三日月』にしないか？」

『三日月』というのは『槍』と同じく陣形のひとつだ。オリビエがそれを提案した理由を、ロランはすぐに悟った。雨によって軟弱になった地盤が気になるのだ。

　すべての騎士がひとかたまりとなって突撃する『槍』は破壊力も大きい反面、脆さもある。マスハスに背後を突かれて崩れたことなどがいい例だ。

『三日月』ならその危険はおさえられる。それに、敵に歩兵が多いほど効果的だ。

　オリビエは多くの斥候を放って周辺の地形を偵察し、広大な泥地がないことを確認している。それでもなお、慎重に彼は対処しようとした。

「わかった。全体の動きはおまえに任せる」
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　ティグルが目を覚ましたのは、日がだいぶ高くなってきたころだった。朝というには遅いが、昼と呼ぶのも早すぎる、そんな時間。

　身体を起こそうとして、左胸から右脇腹にかけて走る痛みに呻く。

――そうだ。斬られたんだった……。

　精一杯身体を傾けて避けたつもりだったが、ロランの剣の鋭さ、速さはそれ以上だった。それでも意識があり、こうして身体を動かせるのだから、運がよいのだろう。

――戦はどうなったんだろう……。

　まだ意識は完全に目覚めておらず、思考に靄がかかったような状態でぼうっと天井を眺めていると、そばに誰かが座っていることに気づいた。

――バートランか。

　側そば仕づかえの老人が、小柄な身体を毛布にくるみ、座った姿勢でいびきをかいていた。ティッタあたりと交代で、自分のことを見てくれていたのだろう。ティグルの顔は自然とほころんだ。

　声を出そうとしたら、喉がからからに渇いている。

　老人を起こさないよう静かに身体を起こし、ティグルはそっと幕舎を抜けだした。

　まわりには幕舎がいくつかあり、兵の姿も見える。誰もが負傷していた。

　空は、ここ数日の曇り空からは信じられないほど晴れている。

　とはいえ、冬の空だ。太陽の輝きはそれほど強くなく、空気は冷たい。だが、傷によって熱を帯びた身体にはむしろ心地よく感じられた。

　荒野に近い草原で、耳をすませると水音が聞こえる。近くに川があるらしい。

「ティグル様……？」

　驚きをともなった、かすれた声は後ろから聞こえた。

　振り返ると、そこにはティッタが立っている。彼女は呆然と立ち尽くしていたが、いまにも泣きそうな顔でティグルへと駆け寄り、すがりつこうとして傷に気づき、ぎりぎりで踏みとどまった。

「ティグルさまぁ……」

　大粒の涙をぽろぽろと流して見上げる侍女の頭を、ティグルは優しく撫でてやった。

　そこにバートランも起きてきて、ティグルはやはり感涙にむせぶこの老人の肩を叩き、感謝をつたえるとともにその労をねぎらう。

　水を充分に飲み、ありあわせの材料でティッタが作った粥を食べながら、ティグルは昨日から今日にいたるまでのおおまかな状況をふたりから聞いた。

「つまり、俺たちは負けて、本隊はオーランジュ平原にとどまり、負傷者は北の川を越えてここまで運ばれたってことか」

「ええ。ぼろぼろ脱走者は出るし、負け戦ってのは本当にひどいもんですわ」

「まったくだな。しかし、マスハス卿が来てくれたのはありがたい」

　はい、とティグルの言葉にティッタが元気よくうなずく。このことを報告するときのティッタは喜ぶというよりもはしゃぐ感じで、ティグルもおもわず笑みをこぼした。無事でよかったという安堵感と、嬉しさがある。

　彼らの話の中で、ソフィーが残ったという点にティグルは首をひねった。

――たしかにソフィーにしてみれば、エレンを見捨てられないだろうけど……。

　だが、エレンがそれを受け入れるだろうかという疑問がある。ソフィーはジスタートの使者なのだ。さっさと戦場から遠ざけるのではないか。

「そうだ。そのソフィーヤ様からお手紙を預かってます」

　思いだしたようにティッタが立ちあがり、足早にどこかへ駆けていく。その様子を微笑ましそうに見送りながら、ティグルは焦燥感を覚えた。

　エレンもリムも、マスハスもオージェも、皆が戦っている。ソフィーも。

　深手を負ったとはいえ、ここで休んでいていいのか。できることをするべきではないか。

　ティグルは立ちあがり、バートランに言った。

「ここにいる者たちを見てまわりたいんだが」

「だめです。お休みください。縛りつけますぞ」

　バートランは断固たる口調で言った。ここで一言でも反論すれば、本当に縛りつけられるだろう。ティグルは諦めた。

「わかった。じゃあ、代わりに兵たちを見てきてくれ」

「承知しました。若が意識を取り戻したと聞けば、皆、喜ぶでしょう」

　バートランは立ちあがり、ティグルに一礼して歩き去る。

　そこに、ティッタが走って戻ってきた。手には一通の手紙を持っている。ティグルはそれを受けとると、ナイフで封を開けた。

　流りゅう麗れいな筆致で綴つづられた文面には、驚愕する内容が記されていた。

――竜技を打ち消す……？

　書かれていたのは、敵将であるロランのことだ。黒騎士の戦いぶりと、彼の持つデュランダルについてソフィーが見た事実と、それに基づく憶測。最後は、自分とエレンの二人がかりで挑んでみるという文で締めくくられていた。

　戦慄がティグルを包んだ。それは戦姫にとっての天敵のようなものだ。

　焦りが強くなる。自分に何かできることはないのかと全身に力が入り、傷が激痛を発した。ティッタが心配そうな表情で、痛みに耐えるティグルを支える。

「ティグル様……？」

「いや……だいじょうぶだ」

　あまり意味のない言葉を返して手紙を服の中にしまうと、葛藤を抱えながらティグルはティッタとともに幕舎に戻った。包帯を替えてもらう。

「傷はまだ痛みますか？」

「いや、たっぷり休ませてもらったからな。ほとんど痛みはないよ」

　実際はまだかなり痛むのだが、妹のように思っている侍女を不安にさせたくなかった。

　ティッタはティグルの身体から包帯を取り去ると、傷口を覆う当て布に手をかける。

「いきますよ」

　その言葉に、息を止めて歯を食いしばると、一気にはがされた。かさぶたが剥がれ、ティグルはその痛みをぐっと堪える。赤黒くなっている傷口を、ティッタはじっと見つめた。

「……膿んではいないみたいですね」

　どちらともなく安堵の息をつき、ふたりは顔を見合わせて笑った。

　傷口から流れた血を拭きとり、薬を塗った新しい当て布で傷口を覆う。薬が傷口に沁みて、焼けるような痛みが伝わってきたが、手を握りしめて耐えた。包帯を巻きなおす。

「これで終わりです」

　笑顔で告げたティッタに、ティグルはありがとうと礼を述べる。

「それじゃ、次はティッタの番だな」

　そう言うと、ティグルは彼女の膝元にある薬箱を引き寄せた。

　首をかしげる栗色の髪の侍女の、手をそっとつかんで引き寄せる。

　ティッタの手はあかぎれで真っ赤になっていた。手の甲はがさがさで、指には血のにじんだ痕だろう赤い筋がいくつもある。

　頬を赤く染めて、ティッタは恥ずかしそうに顔を伏せた。

「おまえの顔と、この指を見ればわかる。ずっと俺の看病をしてくれていたんだな」

「そんな……それは当然のことです」

　いまにも消え入りそうな声で、どうにかティッタは応じる。ティグルは薬箱から塗り薬の壜を取りだした。その中身を、ティッタの指の一本一本に丁寧に擦りこんでいく。

「おかげで、俺はこんなに早く起きあがることができたんだ。ありがとう、ティッタ」

　あらためて、もう一度ティグルは礼を言った。この冬の時期に、何度も布を水で絞って彼女はティグルの身体を拭いていたのだ。それもアルサスの屋敷のように落ち着いた場所ではなく、負け戦後の幕営で。

　右手が終わったら、次は左手に薬を塗る。左手の作業が終わるころには、右手に塗った薬が乾きつつあるので、順番に包帯を巻いていった。

「ティグル様。家事はほとんど駄目なのに、こういうのは上手ですね」

　ティッタがようやく緊張を解いて微笑みかけてきたので、ティグルも笑顔を返す。薬を塗ったり包帯を巻いたりするのは、狩りでもよくやっているので慣れていた。指を曲げることができて、かつあまり緩まない巻きかたを、ティグルは自分の身体で覚えたのだ。

　やがて、十本の指すべての治療を終える。

「これでよし、と。俺はもうだいじょうぶだから、おまえもしっかり休んでくれ」

「ありがとうございます、ティグル様」

　包帯の巻かれた己の指を見て、ティッタははなやいだ声を出した。ティグルは彼女の頭を撫でて、おやすみと優しく告げる。

「ティグル様は、お休みにならないんですか？」

「俺は弓の手入れがあるからな」

　ティグルは視線を横へ向けると、そこにたてかけられていた黒い弓をつかんだ。見るとところどころに乾いた血の跡がある。

　ロランに斬られたあとも、ティグルは追ってきた騎士たちに矢を射続けた。そのため傷口が開いて血が飛び散ったのだ。また、腕を伝って弓にまで達した血もあっただろう。

――あのときから、ずっとこのままだったんだろうな。

　あのときの戦いを思いだして、背筋に寒気が走る。いまごろエレンたちは、そのロランと刃をかわしているのだろう。

　不吉な想像が頭の中に浮かび、慌ててティグルはそれを打ち消した。あるはずがない。そんなこと。エレンは戦姫だ。あの眩しい笑顔が、なくなってしまうはずがない。

――しかし、宝剣デュランダルには竜技を打ち消す力が……。

　漆黒の弓を見つめ、ティグルは考える。

――弓の、あの力があれば、ロランとも戦えるだろうか……？

　弓の力をどうにかして引きだせれば、エレンを助けることができるだろうか。

　そのときだった。

　弓を握っているティグルの手が、なんとも言いがたい奇妙な感触を伝えた。

――動いた？　いや、違う。震えた、のでもない。たとえるなら……鼓動か？

　弓の中に心臓があって、その鼓動がてのひらに伝わったというのが、いちばんしっくり来るような気がした。幕舎の中はそれほど寒くないのに、背筋に氷塊を押しあてられた気がしてティグルは身体を震わせる。

　弓が、再び鼓動を伝えた。ティグルは真剣な表情で、握りしめている黒い弓を見下ろす。

――そうだ。この弓には意思がある。言葉も操る。

　ただの鼓動ではない。理解しがたいことだったが、鼓動にあわせて意思のようなものがティグルの意識に流れこんでくる。

　モルザイムの戦いでは、この弓の助言があったから飛竜を撃つことができた。

　タトラ山の戦いで、アリファールから力を借りることができたのも、この弓だから可能だったに違いない。いまこのときに動いているのも、偶然などではないだろう。

――俺を、どこかへ導こうとしているのか。

　この弓が何物なのかはわからないままだ。しかし、鼓動を通して自分を突き動かすからには、行かねばならないのだろう。

「……ティグル様？」

　弓を握りしめたまま動きを止めた主に、ティッタが心配そうな声をかける。ティグルはそれに答えず、厚手の外套を羽織ると立ち上がった。

「ちょっと出てくる」

「な、何をおっしゃるんですか！　お休みになってください！」

　さすがにティッタは面食らった。ティグルはついさっきまで寝ていた怪我人なのだ。いまはすこしでも眠って体力を回復させ、体調を安定させ、傷の治りを早めなければならない。わけがわからなかった。

　だが、ティグルは真剣な表情で、頑かたくなな態度で首を横に振った。

「すまない、ティッタ。でも、俺はどうしても行かなくちゃならないんだ」

　ティッタが本心から自分を気遣って言ってくれているのがわかるだけに、その好意を突き放すのはティグルにとって気分のよいものではない。しかし、弓の意思とでもいうべきものを無視することはできなかった。

「いつ帰ってこられるかわからない。おまえはちゃんと暖かくして休むんだ。いいな」

　ところが、ティグルの言葉を聞いたティッタは予想外のことを言いだした。

「で、でしたら、あたしもお供します！」

「何を言いだすんだ、おまえは」

「それはこちらの台詞です。ティグル様こそ、どこへ行かれるつもりなんですか」

　ティグルは答えられなかった。弓は、漠然とした方向しか示しておらず、具体的な場所やそこまでの距離など何も聞こえてこないのだ。

　説得の言葉を考えている間に、ティッタはてきぱきと動いて厚手の外套を羽織った。ティグルを見上げる表情は、主とそっくりで譲る気が微み塵じんもない。ティグルは肩をすくめて降参した。

「わかった。ただし、俺の指示には従うこと。危なくなったらすぐ逃げること。いいな」

　ティグルとティッタは幕舎を出る。見張りに立っている兵たちには、寝つけないのですこし歩いてくる、とだけ告げた。

――見ようによっては、人目を避けて、俺がティッタを連れだしたと思われるんじゃないか。

　そのことにティグルが思い当たったのは、幕営を離れたあとのことだった。隣を歩くティッタを見ると、彼女はきょとんとした、邪気のない顔でティグルを見返す。

「なんでもないよ。行こうか」

　晴れ渡った空の下、左手に弓を握り、右手に矢を持ってティグルは歩きだした。まだ幕営に近いから安全だとは思うが、獣が襲いかかってこないともかぎらない。

　弓が伝える意思を読み取るのに無言でいるティグルとは対照的に、ティッタは寒さや不安をまぎらわすためかあれこれ話し出した。その中で意外だったのは、ティッタがエレンと打ち解けてきているらしいことだった。

「あのひとは、遠慮というものがないんです。だから、言うべきことはがつんと言わなきゃ駄目なんです」

「それ、エレン以外のひとには絶対にするなよ」

　彼女の遠慮のなさは、度量の広さと表裏一体のものだろう。長所だ短所だと割り切れるものではない。そして、彼女のそうした部分をティグルは好ましいものだと思っていた。

　また、自分が寝ているときにエレンが見舞いに来たことを教えられて、ティグルは口元をほころばせた。その顔にティッタは憮ぶ然ぜんとしたものの、見舞いに来てもらって嬉しくないはずがないと自身に言い聞かせる。

　他に、ティッタはブリューヌ兵やライトメリッツ兵がティグルの見舞いに訪れたことも話した。これはティグルにとって意外で、そして嬉しい話だった。

――それにしても、どこまで歩くんだ……？

　もう半刻以上歩いている気がする。茫漠たる草原は起伏もなくどこまでも続いており、ティグルもさすがに不安になってきた。しかし、弱音を吐いてはティッタを怖がらせてしまうだろう。そう思うとティグルは胸を張って堂々としているしかない。

　風が吹いて、不意にふたりの周囲が陰った。

――雲か……？

　ティグルはまず空を見上げ、それから後ろを振り返る。瞠どう目もくした。

「……ティグル様？」

　ティグルの様子を怪け訝げんに思って同じく振り返ったティッタも、はしばみ色の瞳に驚きを浮かべる。

　ふたりの視線の先に、真っ黒な石造りの建物がそびえていた。何百年も前に廃墟となったような古い、朽ち果てた神殿だ。これが陽光を遮ったのだ。

　ティグルもティッタも、しばらくの間ぽかんとした顔でそれを見上げていた。

　ここまで歩いてきて、こんなものを見た覚えはない。白昼に、草原で、見逃すはずもない。まさに突如、出現したのだ。

　ぎゅっとティッタがティグルの服の袖をつかんだ。小さな手が恐怖に震えている。ティグルは不安を取り除くように、そっと彼女の手に自分の手を置いた。

――弓はこいつを示している……。

　神殿の壁は煤で薄汚れており、ところどころに亀裂が走り、ひび割れがあって、誰もいなくなってから長らく放置されてきたことがうかがえた。

「な、何を、祀っている神殿なんでしょうね……」

　ティッタの声は震えていたが、その中にわずかながら興味も含まれていることにティグルは気がついた。巫女としての修行を積んできたからだろうか。その視線は、神殿のあちこちへ飛んで興味深そうに眺めまわしている。

　ティグルも神殿を観察し、ふたりはほぼ同時に入り口らしきものを見つけた。

――ここに入るのか。

「……もしかして、ティグル様。な、中へ入られるんですか？」

　さすがにティッタの声はうわずった。無理もない。こんな、得体の知れない神殿の中へ入ろうというのだ。ティグルはためらったが、彼女を振り向いて告げた。

「行くぞ、ティッタ」

　危険はあるかもしれないが、こんなところで彼女をひとり置き去りにするほうが、ティグルにとっては心配だった。自分のそばにいれば、我が身を盾にしてでも守ってやれる。

　ティッタははい、と心細そうな声を発してティグルに寄り添った。

　中へ入ってみると、真っ暗な通路がまっすぐ伸びている。

　一歩踏みだしたら、ティグルたちの周りだけぼんやりと明るくなった。壁に、明かりを反射する塗料か何かが塗られているらしい。

　明かりが広がったことを心強く思いながら、ふたりは無言で通路を進む。だが、通路は一本の別れ道もないままにつきあたりにぶつかった。

　訝いぶかしく思ってつきあたりの壁を見上げると、何かが刻まれているのがわかる。それを見たティッタが息を呑んだ。

　壁に刻まれているのは、女神と思しき意匠だった。ティグルには、自分が親しんでいる風と嵐の女神エリスでないことだけはわかったものの、それが限界だ。

「これは……」

　ティッタが震える声で告げた。

「ティル＝ナ＝ファです」




　　　　　　　†




　ブリューヌ王国とジスタート王国では、神々の王ペルクナスをはじめとして、おもに十の神々が信仰されている。神が十柱しかいないというわけではない。辺境に行けば、そこでしか知られていないような土着の神などいくらでもいる。

　神話で活躍し、遠い祖先ともつながりを持ち、誰もが名前を知っており、神殿には必ずその神の像が設置されている。それが十の神々だ。

　その中に、ティル＝ナ＝ファという女神がいる。神々の王たるペルクナスが太陽と光の神ならば、ティル＝ナ＝ファは夜と闇と死の女神だ。

　また、この女神はペルクナスの妻であり、姉であり、妹であり、そして生涯の宿敵であるとされている。

　ペルクナスに敵対している神はティル＝ナ＝ファだけだが、彼女がなぜ十の神々に属するのかは、神官や巫女たちの間でも何百回、何千回と議論がかわされてきた。十の神々から外すべきだという意見も幾度となく出たが、いまでも彼女は十の神々の一柱である。

　ただ、その性質上、ありがたがられることの非常に少ない女神ではあった。

――つまり、ここはティル＝ナ＝ファの神殿なのか……。

　驚きを隠せず、ティグルは左手の黒い弓を見つめる。

　戦場で、自分の頭の中にだけ響いたあの声。エレンたちの操る竜技に匹敵する力を与えてくれた声は女神のものだったというのか。

　弓のこの黒さは、夜と闇の象徴であると。

――だが、俺は父上からティル＝ナ＝ファの話なんて一度も聞いたことはないぞ。

　伯爵位を継いだとき、祖父や曽祖父の遺したものにも目を通したことはあったが、それらにもこの女神の記述などはなかったはずだ。

　ティグルはあらためて壁に刻まれた女神を見上げる。いくつかの円と、翼のような意匠でそれは作られていた。

　怯えるティッタを落ち着かせるように肩を叩いてやり、ティグルは矢をしまうと、弓を両手で持ってかかげた。あたかも女神に捧げるかのように。

　刹せつ那な、まわりが急に薄暗くなる。ティグルはティッタを振り返り、そして息を呑んだ。

　怯え、緊張していたはずのティッタが、恍惚とした表情で自分を見つめている。だが、目の焦点が合っていない。

「ティッタ……？」

『声をかけても無駄よ』

　ティッタの口が動きながら、しかし、声は発せられなかった。言葉は、耳にではなく、直接ティグルの意識へと語りかけてきたのだ。

　さすがにティグルも動揺し、ティッタをまじまじと見つめる。それから周囲を見回すが、ここには自分とティッタ以外誰もいない。

――でも、この感覚は覚えがある。飛竜を倒したときの……。

　耳から入ってくるのではなく、頭の中に響いた言葉。それと同じだ。しかし、いまはそれよりも重要なことがあった。

「何者かは知らないが、ティッタから離れろ」

『いやよ。言葉を伝えることが難しくなるもの。ここには……もないし』

　一部聞き取れなかったものの、やや気さくな調子の声が返ってきた。ティグルはティッタというより、その中にいるらしいものをしばらく睨みつけいたが、やがて、ため息とともに身体の力を抜いた。ティッタの安全のためにも、手荒なことはできない。

「ティッタは無事なんだろうな？」

『ええ。いま話していることは覚えていないでしょうけど』

　相手の声こわ音ねからは、敵意や害意は感じられない。ひとまず信じることにした。

「あなたは、ティル＝ナ＝ファなのか」

　壁に刻まれた女神を一瞥し、ティグルは慎重に尋ねる。できればそうであってほしくはないと思いながら。

　神だとするには、この声の主からは威厳や荘重さといったものがまるで感じられない。

　声の主が笑ったようだった。楽しんでいるような、そんな声。

『どうかしら。私の正体を知りたくて、ここに来たのではないのでしょう』

　ティグルは顔をしかめた。自分は弓に導かれただけで、何かを望んだわけではない。

――だが、知りたいことはたくさんある。

　この声の主がティル＝ナ＝ファだとして。なぜ、自分に力を貸すのか。この弓は何なのか。どうして竜具と共鳴するのか。この弓を持っていた自分の先祖は何者なのか。

　いくつもの疑問が同時に頭の中に湧き起こって、ティグルは混乱しかけた。その思考の迷走ぶりがわかるのだろう、声の主はまた、おもしろがるように笑った。

『おもしろいわ、あなた。あの子にそっくり』

「あの子？」

『その弓をあげた子』

　初代ヴォルン伯爵のことだろうかと、ティグルは内心で首をひねる。

　狩人でありながら、武勲をたてて爵位とアルサスの地を授かった自分の先祖。そんな人物にそっくりといわれて、ティグルは奇妙な気分だった。

『力がほしい？』

　唐突に、それは尋ねた。いままでの声とは違う、妖艶で甘美な響きがティグルの耳から滑りこんで、脳に溶けるような刺激を与える。

『力がほしいから、ここに来た。違って？』

　どくんと心臓が跳ねあがった。わしづかみにされて、指先でいじくられているようだった。呼吸が苦しくなり、ろれつもまわらない。

――そうだ……。俺がそう思って、この弓は反応した。

　ロランと戦うために。エレンを助けるために。

「そう訊いてくるということは、そのための何かを教えてもらえるんだな？」

　慎重にティグルは尋ねたつもりだった。だが、相手の反応は予想を超えていた。

『ほしいのね』

　声と同時に、ティッタの身体が青白い光に包まれる。

『この子に矢を射放って』

「なんだと……？」

『そこから動かず、その弓で、この子に矢を射放って』

　聞き間違いではなかった。

『見せなさい、あなたの想い。あなたの覚悟。あなたの技量。その弓を使いこなしたければ。弓に認めてほしければ。それができたら、力を与えてあげる』

　歌うように、軽やかに声は紡ぐ。できるわけないだろうと怒鳴りかけて、傷が痛みを発し、ティグルは言葉を呑みこんだ。

「もし射放たなかったら、ティッタはどうなる？　返してもらえるのか？」

『どうしようかしら』

　あきらかにこの状況を楽しんでいる声に、奥歯を噛みしめる。汗が幾筋も顔を伝い、目が痛くなる。こんなことになるなら、置いてくるべきだった。

　我が身を盾にしてでも守ると決意しながら、このざまか。

　ティッタは変わらず虚ろな表情をして立っている。何としても取り返さなければならない。

――落ち着け。冷静になるんだ。考えろ。何か手はないか。

『どうしたの？　力がほしいのでしょう？　大切なものを守るために』

　心を読まれている。この神殿に入ってから、力を求める理由など口にしていないのに。

　なぶるような声に、ティグルは苛立ちをおさえて思考を巡らせる。

――この弓を使いこなしたければ、想い、覚悟、技量を見せろ。そう言ったな。

　大切なものを失ってでも力がほしいのかと、自分は問われているのだろうか。

　そんなものはいらない。その答えが間違いであるとしても、かまわない。

――だが、その答えを口にしてティッタが解放される保証はない。

　矢を外すという手も同様だ。いったいどうすればティッタを確実に助けられるのか。

　声の主の狙いをつかもうと考え続け、悩み続けて、ティグルは大きく息を吐く。

　ふと、ひとつの考えが閃いた。

――いいだろう。見せてやる。

　ティグルは矢を弓につがえた。

『やるの？』

　ああ、とだけ答えて弓ゆみ弦づるを引き絞る。身体の傷が悲鳴をあげたが、目をつぶって痛みに耐えて、声には出さず、弓に訴えかけた。エレンのアリファールにそうしたときのように。

　瞬間、弓を握る手に冷気が走る。生命を吸われるような脱力感に襲われ、腕が、脚が、萎えかける。

　だが、ティグルは床を踏みしめ、弓弦をわずかもゆるめず、黒弓に意志を送り続けた。

　右手につまんでいる矢が、黒い光を帯びる。

――もっとだ。もっと……！

　全身に汗が浮かびあがる。目がくらみ、定めた狙いが揺れる。それでも、ティグルは弓へ呼びかけ続けた。もっとその力をよこせと。

　その願いに応じて、矢のまとう漆黒の光は深さを増していく。矢が放つ力に圧されて、腕がたまらず震えだした。まだだ。まだ足りない。

『ふうん』

　声の主は、ティグルの意図に気づいたらしかった。

『でも、そんなことをしてだいじょうぶかしら？　ほんのすこしでも加減を誤れば、この子は粉々に吹き飛んで骨のかけらすら残らないわよ』

　やかましい。黙っていろ。

『それに、あなたの身体はもつの？』

　わかっている。傷が、さきほどから鈍い痛みを発している。身体を伝っているこれは、汗だけではなく血でもあるのだろう。

――ティッタ。俺は、おまえを射つ。

　だが、絶対に死なせない。この不可思議な何かに、連れていかせたりもしない。

　彼女を守るため、救うために。矛盾を承知しながら、射つ。

　気合いの声とともに、右手を離す。

　解放された力の奔流が、少女めがけて一直線に突き進んだ。

　ティグルはかっと目を見開いて、己の放った矢を睨みつける。

　自分が注げるかぎりの生命をつぎこんで得た力。それをまとった矢だ。

　矢は、ちょうどティッタの胸の間に吸いこまれていき、突き刺さったかに見えた。

　空気が破裂したような音とともに、狭い廊下に暴風が荒れ狂う。黒い光は『力』を放射状にまき散らしてティッタの服を粉々に吹きとばした。

　この光景に、ティグルは己の心臓が止まったかと思った。

　だが、黒い光は彼女をそれ以上傷つけることはなく霧散する。ティグルは全身の力が抜けたかのように、その場に座りこんだ。体力も、気力も使い果たした。戦でも、これほど疲労と消耗を感じたことはなかったと思う。このまま床に倒れて眠ってしまいたかった。

『何もかも未熟だけど――想いだけなら、ぎりぎり及第点ね』

　ティグルは、矢が耐えきれずに粉々になるほどの力を乗せたのだ。ただし、ティッタに届く前に粉々になっては、射るということにならない。

　命中するその瞬間までは、矢の形を保ってもらわなければならなかった。

――もう一度やれといわれても、絶対にできない……。

　弓と矢を通して身体に伝わってくる『力』の流れだけで、ていどをはかったのだ。他の手段が思いつかなかったとはいえ、ティッタの命がかかっているというのに無謀すぎる賭けだった。

　ティッタは変わらず青白い光をまとったまま、力が抜けたように立っていたが、糸の切れた人形のようにかくんと身体が傾く。もう立てないと思っていたティグルだが、その光景に、身体が勝手に動いていた。

　ティッタの身体が床につく直前で、辛うじて抱きとめることに成功する。彼女の身体を覆っていた青白い光が霧散した。

　そこでようやく、ティグルはティッタが上半身裸であることに意識が及ぶ。自分の外套を羽織らせたが、そこまでが体力的に限界だった。

――よかった。本当に……。

　ティッタの重みとぬくもりが心地よい。ぼんやりとしていると、再び声が聞こえた。
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『さて、あなたに力を与えてあげたけれど――』

　さきほどまでに比べて落ち着いており、冷たさと静けさを感じさせる。

『気をつけなさい。ていどを誤ると、こういうことになったりするから』

　声の主が言い終えると同時に、ティグルの頭の中にひとつの映像が浮かんだ。

　まったく見たことのない景色だった。王都ニースにもひけをとらない大都市に向かって、はるか遠くからひとりの男が矢を放つ。黒い弓を用いて。

　次の瞬間、すべてが黒い光に包まれて跡形もなく吹き飛んでいた。

――なんだ……？

　非常に短いものながら、あまりにもめまぐるしく展開したためよくわからなかった。弓を持っていた男の顔も、服装も、何も見えなかった。

『ずっと昔の出来事よ。あなたも、その気になればこれくらいできるかもしれないわ。この使い手は、この矢を放った直後に命を失ったけれど』

「……何なんだ、この弓は」

　返ってきたのは答えではなく、楽しそうな笑い声だった。

『知りたければ調べなさい。幾星霜を経て多くのものが失われたけれど、この地上に残っているものはまだあるわ』

　教えてくれる気はないらしい。ティグルは質問を続けようとしたが、声を出すよりも早く、周囲の光景が音もなく崩れ去る。いや、崩れるというよりも粉々になって消滅していくという方が正しいだろう。石の壁が砂になり、塵と化して虚空へ消えていく。

『今度はもっとふさわしい刻限を選んでちょうだい。たとえば、そう、闇の深い夜に、数多の骸の上で。あなたがその弓を己のものとする日を、楽しみにしているわ』

　ティグルは守るようにティッタを抱きしめ、声を呑みこんで、目の前で起こっていることを見つめていた。

　突然、弱々しい陽光が降り注ぐ。

　ティグルは手に弓を持ち、もう一方の手でティッタを抱きしめ、荒れ果てた草原のど真ん中に座りこんでいた。

　首を動かして周囲を見回すが、神殿らしき建物は見当たらない。暗黒の神殿は、崩壊をはじめてから十を数えるよりも早い時間で影も形もなくなっていた。

「……何だったんだ？」

　理解をはるかに上回る事態の連続に、ティグルはそのまま倒れこみそうになってしまった。夢でも見ていたのかと思うぐらいだ。

――そもそも、あれは本当に女神なのか。

　神と聞いて想像するような、荘厳であるとか厳粛な雰囲気、神々しさといったものはまるで感じられなかった。神というものは、声を聞いただけで恐れ多くなり、その場に平伏してしまうような存在なのではないだろうか。

　おとぎ話に出てくるような妖精や妖魔の類に、化かされただけではないのか。

「でも……」

　碧空を見上げてティグルは考える。聞き流せないことがあった。

『弓を己のものとする』という台詞。

　正直に受け取るならば、あれだけのことをやったにもかかわらず、まだ自分はこの弓を使いこなせていないらしい。

　黒い弓からは、何も伝わってこない。不思議な言い方にはなるが、沈黙を保っている。

「楽しみにしているわ、か……」

　声の主の台詞を口にしてみる。言い換えるならば、己のものとしてみろ、ということなのだろう。それがどのような感情に基づくものなのかはわからないが。

「やってやろうじゃないか」

　弓に対する自信が、闘志をかきたてる。この弓が得体の知れないものだという認識はあまり変わらないが、それでも手がかりはつかんだのだ。

――それにしても……俺の先祖はいったい何者なんだ？

　それは、その血が流れている自分は何者なのかという問いでもある。そっくりだと言われたことも、気になった。

　ふと、ティッタが身じろぎした。目を覚まして、ふぇと慌てた声を出す。ティグルは優しく彼女の名を呼んだ。

「ティグル様？　あの……えっ？」

　最後のどこか引きつったような声は、腰から上の違和感だろう。ティグルが外套を羽織らせたが、それだけなのだから。どう説明したものか悩み、ティグルは素直に謝ることにした。あぐらをかいた姿勢で、頭が地面につくほどに頭を下げる。

「すまない」

「……ティグル様？」

「説明するのが難しいんだが……俺は、おまえに弓を向けて矢を放った」

　ティッタは身体を覆う外套を胸の前まで引き寄せて肌を隠しながら、困惑も露あらわにティグルを見下ろした。

「怒っても、ひっぱたいてくれてもかまわない。できるかぎりのことをしたんだけど、そうなった」

「顔をあげてください」

　落ち着いた声が降ってきて、ティグルは身体を起こす。ティッタは怒っておらず、事態がわかっていないというふうでもなく、目を閉じて、微笑を浮かべていた。

「すこしずつ、ですけど……思いだしてきました。あたしはティグル様といっしょにティル＝ナ＝ファの神殿に入って、壁に刻まれた女神を見ていたら、何かがあたしの中に入ってきて……そこから先は途切れ途切れなんですけど、でも――」

　目を開けて、ティッタはにこりと微笑んだ。

「ティグル様が、あたしのためにがんばってくれた。そのことだけは、わかっています。だから謝らないでください。ううん、お礼を言わせてください」

　ありがとうございます。

　その言葉はティグルを気遣ったりするようなものなどではなく、彼女の本心からのものだった。ティグルはそっと彼女を抱きしめると、その頭を優しく撫でる。

　どれくらいそうしていただろうか。ティグルはごく自然に彼女から手を離し、ティッタもティグルから静かに離れた。

　黒弓を握りしめて、ティグルは立ち上がる。

「俺はこれから行くところがある。手伝ってくれ、ティッタ」




　　　　　　　†




　銀の流星軍との距離があるうちに、ナヴァール騎士団は三つの部隊にわかれた。第一部隊が二千。第二、第三部隊がそれぞれ千五百足らずという編制だ。

　そして、第一部隊は進軍し、南下してくる銀の流星軍と対峙した。このとき、第二、第三部隊は戦場を大きく迂回している。

　第一部隊の先頭に立つのはオリビエだ。手にした長槍を高々とかかげる姿には、ロランにはおよばないにしても、数千の騎士を率いる者としての風格と威厳があった。

「三日月！」

　その叫びに、騎士たちが投槍を突き上げて喊かん声せいをあげる。馬蹄の轟きが大地と碧空を猛々しく震わせた。

『三日月』は、数十年前にひとりの騎士団長が考えた戦法である。

　まず、部隊を三つにわける。敵と正面から対峙する第一部隊、戦場を迂回して敵の側背にまわりこむ第二部隊と第三部隊に。

　第一部隊は、正面から敵に突撃するように見せかけながら、敵の先頭を攻撃しつつ、接触はせずに右か左へ弧を描いて駆け抜ける。敵が追いすがりたくなるように、馬を走らせる。

　次いで、敵の側面にまわりこんでいた第二部隊が、敵の側面を攻撃しつつ、やはり接触はせずに弧を描いて駆け抜け、敵を挑発しながら距離をとる。

　敵にしてみれば、二度もあしらわれた格好である。しかも、騎士団は背後を見せながら追いつけそうな速さで距離をとろうとする。単純な指揮官なら攻撃しないはずがない。

　だが、そうやって動いたところへ、大きく迂回してきた第三部隊が背後から襲いかかる。さらに、第一、第二部隊も攻めよせてくる。三方向から斬りたてられた敵はもろくも崩れ去る。

　もしも敵が攻勢に出なければ、第一、第二部隊はそれぞれ呼吸を整え、隊列を整えて敵に向き直る時間を与えられた形になる。彼らは交替で攻め続けて敵の隊列を乱し、そこへ第三部隊が攻撃を仕掛ける。結果は同じだ。

　攻撃と陽動、奇襲が含まれたこの連係は、驚くべき破壊力を発揮して敵を粉砕する。

　ブリューヌの各騎士団はこの陣形で多くの戦に勝ってきたのだ。

　さらにナヴァール騎士団の場合、ロランという強力な存在がいる。これで勝てないはずがなかった。







　一方、銀の流星軍である。四千三百に満たない兵を、エレンは中央部隊と左右両翼、そして後方の予備兵力にわけて配置した。中央に約三千、左右両翼にそれぞれ約五百、後方に三百ほどという形だ。

　ナヴァール騎士団が斥候によってさぐった通り、ほとんどが歩兵である。騎兵も馬から下ろして、歩兵として使っていた。ライトメリッツ兵が八割以上を占めているからできたことで、もしもブリューヌ兵が多かったら実行は難しかったに違いない。ちなみに、ブリューヌ兵は本隊に集中している。

　エレンはソフィーとともに、ロランに備えて待機していた。

　全軍の指揮をとっているのはリムであり、彼女の副官としてマスハスがつく。オージェ子爵は負傷者や非戦闘員、馬をまとめて戦場の外にいた。

　総指揮官のリムが、マスハスをいわば副官の地位につけたのはブリューヌに対する配慮だろうと誰もが思っていた。当事者たちを除いて。

「ローダント伯爵、敵が向かってきます」

　敵という単語に顔をしかめながらも、マスハスは灰色の髭を撫でつつうなずいた。

「やはり、ティグルたちの方へは行かずにこちらへ来たか」

　ティグルが負傷したという情報を、エレンたちはあえて流した。罠だと思わせ、ロランの意識を自分たちへより強く向けるためだ。

「そして、その陣容。隊列。期待通り、『三日月』にしたか」

　角笛が吹き鳴らされ、軍旗がひるがえる。

　ナヴァール騎士団は槍先をそろえて銀の流星軍へ馬を走らせた。しかし、先頭を疾駆する騎士たちの槍は、通常のそれにくらべてやや短い。

　銀の流星軍の前衛は長柄の槍と大きめの盾を持ち、突撃に備えて馬ば防ぼう柵さくを立てている。盾は鉄板の前後に厚い木の板を貼りつけたつくりで、重いが頑丈なものだ。柵と槍で騎馬を牽制しつつ、騎士の突撃に耐えるつもりだった。

　しかし、激突は生じなかった。ナヴァール騎士団は銀の流星軍に近づくと、方向を変えたのだ。ゆるやかな湾曲を描いて左へ曲がりつつ、彼らは手にした槍を水平にかかげ、銀の流星軍へと投げこんだ。

　ナヴァール騎士団が持っていたのは突撃用の重い槍ではなく、投擲用の細く軽い槍だった。柵を越えて投じられた無数の投槍は、盾に突き立ち、あるいは兵たちを貫いて銀の流星軍の一角をわずかに崩す。ナヴァール騎士団は立ち止まらず、そのまま駆けていった。

　側面、そして背後を見せて遠ざかっていく敵を、リムは追わないように厳命する。

　その命令が正しかったことは、ほどなく証明された。いま敵が去っていったのとまったく同じ方向から、ナヴァール騎士団が突撃してきたのだ。もしも追撃をかけていたら、隊列が乱れたところをこの部隊によって粉砕されていただろう。

　この部隊もまた、さきほどの部隊と同じように投擲用の槍をかまえている。銀の流星軍の側面に槍を投げこみながら、左へと曲がった。第一部隊が通った跡を、逆にたどったのだ。

「――後退せよ」

　敵の後ろ姿を見ながら、ここで、リムは全軍にそう命じた。

　敵は自分たちに後ろを見せている。こちらに向き直って隊列を整えるとしても時間がかかるだろう。これほど隙だらけの敵を、なぜ放置して後退するのか。

　しかし、それらの不満や疑問に、信頼が優まさった。ブリューヌ兵とライトメリッツ兵は命令に従って整然と後退する。リムの傍らにいるマスハスの脳内では『三日月』を用いた戦の記録がいくつも浮かんでいた。

「あとは第三部隊か……」

　後退する敵に対しては『三日月』は攻め方を変える。

　第三部隊は敵の右側面を突き、それに合わせて第一部隊が敵の正面から攻撃する。最後に第二部隊は敵の左側面にまわりこんで包囲するのだ。

　銀の流星軍は、まるで戦う気がないかのように後ろへ後ろへと退いていく。ついには川を背にするところまで来てしまった。

　ナヴァール騎士団を統率するオリビエは、敵のこの動きを当然ながら怪しんだ。

「何か策があって後退しているのかもしれん。戦い方を変えるべきか……？」

　だが、思案の末、オリビエは『三日月』を続けることにした。

――ティグルヴルムドの負傷は事実に違いない。また、敵は昨日の敗北からまだ立ち直ることができていないのだ。戦意が低いのも、そのためだ。

　また、第一、第二部隊の動きから、地盤が安定しているのはわかっている。何か策があるとしても、突進力と機動力を活かして突破できる。

　なにより『三日月』は、破られたことがない。

　オリビエは攻撃を命じた。







　ナヴァール騎士団が左側面から突撃してくるという報告を受けても、リムとマスハスは泰然としている。

「数はおよそ一千五百……。川に沿って、こちらへ向かってきます。そして、敵の先頭にはあの黒騎士がいます」

　伝令の顔を色濃く彩る緊張と恐怖が、その報告を受けたすべての者たちに伝染する。昨日の戦いで、ロランに対する恐怖を誰もが刷りこまれてしまっていた。

「――来るか」

　だが、その一言で恐怖の大半を吹きとばした者がいた。長剣を手にした白銀の髪の戦姫だ。彼女の落ち着いた姿に、周囲の兵たちも気力を取り戻した。

「エレオノーラ殿、ソフィーヤ殿」

　マスハスは礼儀を保ってエレンとソフィーに会釈する。

「もっとも苦しいところをお任せするのは申し訳なく思うが、よろしくお願いする」

「任せておけ」

　ロランを引き受けるという難事を、エレンは気軽な言葉で引き受けた。ソフィーも戦場には似つかわしくない優しげな微笑でうなずく。

　ほどなく、正面から敵が向かってくるという報告が届けられた。

「そう来るじゃろうな。相手の動きを誘う『三日月』ではそれ以外に動けぬからの」

　マスハスのつぶやきには苦みが多分に含まれていた。

　冬の陽射しを反射して輝く川面を背に、ナヴァール騎士団と銀の流星軍は接近する。ナヴァール騎士団の投槍とライトメリッツ軍の矢の雨が空を覆い、大気を切り裂いた。矢と槍によって兵士と騎士がばたばたと倒れるが、どちらも崩れてしまうほどの被害は出ない。

　そして、ナヴァール騎士団は左と正面から、銀の流星軍に喰らいついた。

　とくに左から攻めたてた第三部隊は、デュランダルを振るうロランを先頭に、ライトメリッツ兵たちを蹴散らし、切り裂いて突き進む。ライトメリッツ兵は抵抗を試みるもまるでかなわず、雨に打たれた泥の人形のように打ち倒されていく。

　ナヴァール騎士団は銀の流星軍左翼を突破した。

　しかし、中央部隊に肉迫したところで不意に、騎士団の動きは鈍くなる。正面から攻めた第一部隊にも同じ現象が起こっていた。

　鍛え育てた馬たちが、悲鳴混じりのいななきをあげて足を止めたのだ。

　ようやく騎士たちは気づいた。足元がすさまじい泥濘と化していることに。

　直後、騎士団に向かって左右から数百もの矢が射掛けられる。彼らが真っ二つに切り裂いたはずのライトメリッツ兵の仕業だった。人と馬が次々と倒れ、泥の中に投げだされる。固まって盾で防ごうにも、まず馬から下りなければ前進も後退もままならない。

「どういうことだ？　斥候の報告では、こんなふうではなかったはずだ」

　騎士たちを叱しつ咤たしながら、オリビエは唇を噛んだ。斥候の数が足りなかったとは思えない。それに、地盤の固さはこれまでの動きで確認済みだ。

　なぜ、ここだけが泥土になっているのか。

「――これこそ、恵みの雨というものなのだろうな」

　一方、銀の流星軍では、エレンがそうつぶやいていた。

　やったことはそれほど難しいことではない。オージェ子爵が、川に土ど嚢のうを積んで流れを塞せき止めただけである。土嚢はグレアスト侯爵との戦いで使ったものがあるので、どのあたりで流れを塞き止めればよいかだけを考えればよかった。

　それでも、普段ならば水があふれることはなかっただろう。いまは冬の渇水期だ。

　だが、昨日の雨によって川は増水している。川からあふれ出た水は、ごく短時間の内に周辺の地面をぬかるみに変えたのだ。ナヴァール騎士団が発見できなかったのも無理はない。戦いのほとんど直前にできたものだからだ。

　昨日とは対照的に、今度はライトメリッツ兵がナヴァール騎士団を一方的に攻めたてていた。泥水に血が混じり、人と馬の死体が地面に沈みこむようにして積みあげられていく。

　防戦しつつ必死に泥濘からの脱出をはかるナヴァール騎士団に、軽装のライトメリッツ兵が槍をそろえて突きかかる。兵たちは、昨日の敗北から抱えていた復讐心を思う存分相手へと叩きつけた。

　このままナヴァール騎士団は押しこまれ、削られ、敗北を喫するかに思われた。だが、左右から騎士団を圧迫していたライトメリッツ兵の一角にほころびが生じる。

　ロランだった。馬を捨て、泥の中を駆けて、ライトメリッツ兵たちの中へ斬りこんだのだ。

　その空間は、もはや昨日の惨劇の再現だった。

　黒騎士が剣を一振りするごとに悲鳴と流血が生みだされ、ひとつかふたつの命が確実に失われる。一歩進むごとに兵たちは二歩後退し、それが間に合わなかった兵士は容赦なく命を刈り取られた。武器は折られ、甲冑は砕かれる。

　泥の上に血と屍で道がつくられ、その上をロランは甲冑をつけた人間とは思えぬ速さで疾駆し、剣を振るう。ライトメリッツ兵の馬を奪うと、馬上から巨大な鎌で草を刈るように兵たちを薙ぎ倒した。

　泥と草の上に無数の死体が散乱し、流れだす血は汚水に混じる。刃音と怒号が鳴り響く中、ロランの突進が止まったのは、やはり昨日と同じ人物によってであった。

　白銀の髪をなびかせて振るわれた長剣が、ロランの宝剣を音高く打ち返す。

「また会ったな」

　不敵な笑みを口元ににじませて、エレンが馬上にあった。その後ろにはソフィーもいる。

「貴様か。ティグルヴルムドはどこにいる？」

「あいつは忙しくてな。代わりに、この銀閃の風姫シルヴフラウが相手をしてやる」

　ソフィーを手で制して、エレンは前へ出る。陽光を反射して竜具と宝剣が衝突した。ロランの強烈な斬撃を、エレンは圧されることなく弾き返す。

　刀身が青い火花を散らし、風が渦を巻いて泥をはねあげた。

　一合目でロランははっとして息を呑み、二合目で驚きの表情を浮かべた。

――昨日よりも強い……！

　剣勢から、決意と覚悟がつたわってくる。気迫で技量の差が埋まることなどはないとはいえ、ロランは容易ならざる戦いを予感させられた。

　風圧が肌を撫でることはあっても、刃が触れることはない。わずかでも届いてしまえばそれが死を意味することを、両者ともに理解していた。

　ぶつかり合い、もみ合うようにして、ほとんど入り乱れて戦っているにもかかわらず、エレンとロランの周囲には小さいながら円形の空間がぽっかりと生じている。

　部下たちが、主の戦いに手を出さぬよう配慮したのではない。ふたりの死闘に巻きこまれることを恐れて離れたのだ。

　時折、主を助けようと勇敢なナヴァール騎士がその空間に入るものの、彼らに接近する前にソフィーの錫しゃく杖じょうに打ち倒されるか、ふたりを包む闘気に圧されて近づけないという有様だった。ちなみにライトメリッツ兵は、やはりソフィーに阻まれて入ってこない。

　激突を繰り返しながら、エレンはすこしずつロランを戦いの渦中より引きずり出していた。

　ロランは自身が戦場から離されつつあることをわかっていたが、目の前の戦姫が背を向けられる相手ではないことも承知している。それに、自分には騎士たちの指揮を任せられるオリビエがいた。

　鉄と血と泥の飛び散る世界を離れ、戦姫たちと黒騎士は草原を疾駆する。戦場から二ベルスタ（約二キロメートル）ほども離れたところで、ソフィーが馬を進ませてエレンと並んだ。

「黒騎士殿。いまからは、わたくしたち二人でお相手させていただきますわ」

　だいじょうぶかとエレンが視線で問う。光華の耀姫ブレスヴェートはうなずき返した。

　エレンがここまでひとりで戦っていたのには、理由がふたつある。

　ひとつは自分の決意をロランに示すため。

　もうひとつは、ソフィーの体力を慮ってのことだった。彼女も戦姫として充分な強さを持っているが、自分やリュドミラに比べて持久力に欠けるところがある。ロランのような戦士を相手に、はじめから戦わせることなどできなかった。

「――来い」

　ロランの返答は短く、三つの影が間合いを詰める。

　長剣と錫杖、そして大剣がめまぐるしく光の軌跡を描いた。エレンとソフィーの二人を同時に相手にしてもなお、ロランは互角に渡り合う。斬れば受けられ、突けば止められ、払えば弾かれた。

　エレンたちには、ロランのような真似まねはとうていできない。まともに受けたり止めようとすれば、竜具が耐えても腕を砕かれるだろう。

　とはいえ、ロランも決して余裕があるわけではない。稀有な技量を持つ戦士を二人、同時に相手どっているのだ。一瞬に満たない瞬きも、わずかな呼吸の乱れすら許されない。

　すさまじい応酬の果てに、ロランの大剣がエレンの馬を捉えた。二日続けてエレンは馬を失ったのだ。

　しかし、その後に続いた光景は昨日とはまったく異なるものだった。

――黒騎士よ。戦姫がそう呼ばれる所以の一端を、見せてやる。

「――風影ヴェルニー」

　馬の身体が傾く前に鐙から足を外すと、エレンは鞍を蹴って宙へと舞う。白銀の髪を風になびかせ、空中からロランに斬りつけた。返す一撃で、ロランはエレンの身体ごと斬撃を弾きとばす。

　だが、エレンは地面に叩きつけられるどころか、空中で姿勢を整え、滑空する猛禽を思わせる速さと鋭さで再びロランに斬りかかった。人間になしうる動きではない。

「また怪しげな術の小細工か！」

　大気が目に見えてうねり、旋風を巻き起こす。高低入り混じった鋼の響きの中で、風の衣をまとったエレンは上空へ跳び、死角からロランに襲いかかった。

　一撃ごとに突風が駆け抜けて地面をざわめかせる。縦横無尽に空中を舞い、斬りつけてくるエレンに、ロランは防戦一方となった。エレンはロランの馬を斬り伏せたが、黒騎士はわずかな隙を見せることもなく地上に降り立つ。

　なおもエレンの猛攻は続いた。その速さといい、翻弄する風にも似た読むことの不可能な動きといい、並みの人間ならばとうに斬り刻まれて息絶えていただろう。

　しかし、ロランはついにエレンの動きを捉える。目で動きを追うのではなく空気の流れを肌で読み取り、剣技ではなく反射神経だけで大剣を振るった。

　怒号。暴風ですら両断するだろう強烈な一撃が、アリファールを迎え撃つ。衝撃にエレンは空高く吹きとばされた。

　姿勢を整えて空から攻めてくるだろうエレンを迎え撃つためにロランは大剣をかまえたが、そこでソフィーが動いた。錫杖がしゃらんと涼やかに鳴り響く。

　エレンが『風影』を行使してからソフィーは二人の戦いを見守っていたのだが、その間静かに隙を窺っていたのだ。

「我が先を疾走れ輝く飛沫よムーティラスフ」

　錫杖から無数の光の粒子がロランに放たれる。熱も痛みもない光の雨は、だが、ロランを幻惑し、隙をつくるのには充分だった。

　空中でエレンが剣を振りかざす。アリファール、とささやくような呼びかけに呼応し、銀ぎん閃せんは青白い光を帯びた。熱を帯びた血風が刀身にまとわりつき、大気を震わせ、螺旋を描いて輝く竜巻を形成する。

――この男は人間だ。たしかに力も技も人間とは思えぬ。だが、戦姫でも竜でもない。

　ただの人間に、竜技を撃ってよいのか。ロランの大剣は竜技を打ち消せるらしいが、だからいいというものなのか。

　その葛藤はいまもまだある。だが、見舞ったときのティグルの寝顔と、ソフィーの言葉が後押しした。エレンの意志を強く固めた。

――サーシャ。おまえは怒るかもしれない。一個の戦士として力の及ばない相手を前にした以上は、潔く戦って死ぬべきなのだろう。

　しかし、エレンは決意したのだ。ティグルのために、この力を使うと。この想いは、揺らぐことがないのだと。

――その鬱陶しい剣を、打ち壊してやる！

「大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

　振り下ろされた長剣の先から、凝縮された暴風が、猛獣のそれに似た咆哮をあげて解き放たれた。風の余波が大地を見えざる牙で穿ち、抉りとって轟音と土砂を撒き散らす。竜技はロランに――正確には、彼の手にしている宝剣へと迫る。避ける余裕はない。

　ロランはわずかに眉を持ち上げたものの、それ以上は動揺も狼ろう狽ばいも示さなかった。デュランダルをかまえ、己に襲いかかる風の獣を強烈な眼光でもって睨みつける。

　裂帛の気合いとともに、薙ぎ払った。

　爆発による轟音が大気を鳴動させる。超常的な破壊力を有していた風の塊はデュランダルによって荒れ狂う風とともに弾けとび、すさまじいまでの風圧で地面を容赦なく吹き飛ばした。ロランはそれに押されて、後退を強いられる。まとっている漆黒の甲冑が衝撃波を浴びてびりびりと震えた。

　だが、風がおさまったとき、ロランは宝剣をかまえて傲ごう然ぜんと立っていた。黒髪は乱れ、手にも足にも痺れを感じていたが、地面に降りたエレンをまっすぐ見据えている。

「恐ろしい力だ。いや、それ以上に、息の合った攻撃だった」

　宝剣を握りなおして肩に担ぎ、ロランはエレンたちとの間合いをつめていく。

「だが、俺には勝てん」

　二人の戦姫は黒騎士を睨みつけたが、いまの竜技による消耗は隠せない。

　そのときだった。風を切り裂いて何かが飛んでくる音を、三人の耳が捉える。

　それは一本の矢だった。自分に向かってくるそれを、ロランは無造作に打ち落とす。矢の飛んできた方向に視線を向け、感心した表情をつくった。

「――あの距離から当ててくるか」

　ひとつの騎影が、こちらへ向かってくる。

　くすんだ赤い髪とありふれた麻の服。黒弓と、腰には矢筒。

　ティグルヴルムド＝ヴォルンだった。

「……ティグル」

　エレンは呆然として、こちらに駆けてくる若者を見つめていた。助けてくれたということよりも、生きてそこにいることがなにより嬉しかった。目を覚まして、起きられるようになったのかと。だが、口からほとばしったのは感情任せの罵倒の言葉だった。

「どうして来た、馬鹿！」

「馬鹿はないでしょう、エレン」

　さすがにソフィーがたしなめたが、彼女も安堵感混じりではあるが、怒ったような眼差しでティグルを見つめる。

「――戦姫」

　重く低い声を、ロランが発した。

「時間をもらいたい。俺は、その男に用がある」







　神殿が消え去ったあと、ティッタとともに負傷者たちの幕営に戻ったティグルは、兵たちに馬を用意させて戦場へ向かう準備を整えた。

　むろんというべきか、ティッタは猛反対したがティグルは必死になって頼みこんだ。

　ここで行かなければ駄目なのだと。言葉と視線で強く訴える。

　最後には、ティッタも折れた。

　傷がまだろくに癒えていないので革鎧すらつけられず、ティッタはいつもより当て布を増やし、包帯も、弓を射るのに支障がないていどにきつく巻きつけた。

「ティグル様。どうかご無事で」

「ああ。行ってくる」

　エレンたちがどのようにロランと戦うつもりなのかは、ソフィーの手紙にあった。あとは、ただひたすらにティグルは戦場を目指した。

　ただ一騎で現れた弓騎兵には敵も味方も驚いたが、それがティグルだとわかったリムはただちに兵を割いて救出した。

　リムとマスハスに短く謝罪しながら、ティグルはエレンたちが駆けていった方向を聞いて、馬を走らせてきたのだ。

　ここが戦場でなければ、ふたりの説教はもっと長く続いただろう。

　マスハスなどはよほど、この戦が終わるまでティグルを縛りあげて側近に預けようとまで考えたが、親友の息子であるくすんだ赤い髪の若者の必死の懇こん願がんと、その想いを斟酌してしまったリムの口添えとで渋々教えたのだった。
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　弓使いと黒騎士が対峙したころ、銀の流星軍とナヴァール騎士団の戦いは終わりに向かいつつあった。

　ナヴァール騎士団の第一、第三部隊はほぼ壊滅状態に追いこまれ、救援に駆けつけた第二部隊も、泥濘を前にしては機動力を存分に活かせない。

　彼らを指揮するオリビエは、なりふりかまわなかった。馬の死体を集めて防柵とし、浴びせられる矢の雨を盾を並べて防ぎ、地を這う虫のような遅さで泥の中をもがく。

　そうして、彼はどうにか包囲を突破してのけた。

　だが、敵から逃れきったとき、五千騎いたはずのナヴァール騎士団は三千とわずかにまで減っていた。かつてない惨敗だった。

　銀の流星軍の本営では、リムがマスハスに短く賛辞の言葉を送っていた。

「お見事でした。ところで……どうして彼らの陣形がわかったのですか」

「わかったというより、誘ったといった方が正しいな」

　リムの質問に、マスハスはそう答えた。

「わしの領地の兵は、それほど多くもなければ強くもない。楽に戦う方法を求めて、騎士団の戦い方を調べたこともあった。『三日月』はな、歩兵の多い敵軍によく使われておった。とはいえ、結局は賭けじゃな。リムアリーシャ殿こそたいしたものじゃ」

　いきなり褒められて、リムは兜の奥でわずかに首をかしげる。

「必勝の策をたてようと、大軍をそろえようと、兵がそのとおりに動かねばすべては意味をなさぬ。十九という若さで、よくここまで見事に兵を動かした。十九のころのわしは、まだ父親が元気なのをいいことに遊びほうけておったよ」

「占いなどをして、ですか？」

「ティグルから聞いたのか。あいつめ……」

「意外ではありますが、恥じる趣味とも思えませんが」

　灰色の髭を乱暴に擦って気難しい顔をつくるマスハスに、リムは軽く一礼する。そのような会話をかわすだけの余裕が、銀の流星軍にはあった。

「ティグルめ。無事に帰ってこい。もう二度と勝手な行動を起こしませんと誓うまでいくらでも説教してやるからな」

「私にもお手伝いさせてください。今度という今度は、無茶が過ぎます」

　ふたりとも、想い願うことはただひとつ。ティグルの無事な帰還だった。
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　戦場から離れた草原で、ティグルはロランと向かい合っていた。エレンはソフィーとともにティグルの後ろに控えたのだが、まだもごもごと悪態をついている。

「まったく、この馬鹿は。大将というのは後ろでどっしりかまえてるのが仕事だというのに」

「あらあら。エレンたら嬉しかったのに無理しちゃって」

　いつものおっとりとした口調で内心を言い当てられて、エレンは口をつぐんだ。

「第一、後ろでどっしり、なんてあなたに言えることじゃないでしょう？　今度リムに聞かせてあげようかしら」

　エレンはソフィーから視線をそらし、ティグルの背中を見つめる。さきほど見たティグルの顔色は、目を瞠みはるほど悪かった。顔には汗もにじんでいる。まだ革鎧も身につけられないほどなのだ。身体の調子は推して知るべしだった。

　だが、それでもティグルは毅き然ぜんとして黒騎士と対峙している。

「ティグルヴルムド……いや、ティグルヴルムド＝ヴォルン！」

　ロランが呼びかけた。ティグルから剥奪されたヴォルンの姓を付け加えて。

「貴殿が我が国にジスタート軍を招きいれたのは、領地たるアルサスを守るためと聞いた。間違いないか」

「そうだ」

　ティグルは答え、ロランをまっすぐ見据えて続ける。

「調べていただいてもいいが、すくなくとも私とともにあるジスタート軍……ライトメリッツ公国の兵たちは、民に対して略奪や暴行などを一切働いていない。彼らは私に雇われ、アルサスの平和を得るために戦っている」

「それは知っている。だが、いずれ侵略者としての本性を現すかもしれぬ。たとえば、この戦のすぐあとにでも、近隣の村や町を襲うかもしれぬ。そうなったとき、あなたはどうする」

　わずかな迷いもなく、ティグルは即座に答えた。

「ブリューヌの民を守るために、あなたの言う侵略者と戦おう」

　ロランは目を瞠る。たとえ偽りであったとしても、いまティグルのそばにはジスタートの戦姫がいるのだ。民への思いと、ジスタートとの信頼関係もなしに、いまの言葉を発せられるものだろうか。

「ティグルの言葉を疑うのであれば、いっそ我々と行動をともにするか？」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で、エレンが笑いかける。

「我々が打ち倒したいのはテナルディエ公であり、ファーロン王ではない。ニースに用事があるとすれば、ティグルの正義を認めてもらうことぐらいだ。テナルディエ公を破り、得るべき報酬を手にしたら、我々は国境の向こうへ帰ろう。いかがか？」

　ロランは顔には出さず、笑みをこぼした。それができたのなら、どれだけ心が弾むだろうか。

「その誘いには乗れん。我々を動かすものは王命であり、騎士としての規範――心得だ。国と民の平和のために我々は剣を振るう。ナヴァール騎士団にはテナルディエ公爵を討つ理由も、権限もない。そして、叛逆者であるティグルヴルムド＝ヴォルンを見逃すことはできない」

　言うべきことを言い終えたというように、ロランは静かにデュランダルをかまえた。

「戦う前に、ひとつ見せておきたいものがある」

　ティグルは黒弓を握りしめ、矢をつがえた。全身を強烈な圧力が襲う。筋肉が悲鳴をあげ、傷が激しく疼いて血がにじむ。同時に、矢に禍々しさを放つ黒い光が集束し、大気をかき乱して尋常ならざる力を帯びる。

　ソフィーは驚きに目を大きく見開いた。エレンもまた驚きに包まれていたが、ソフィーのそれとは異なる。

　矢を放つ。ロランから離れたところの地面がえぐれて弾けとび、地響きが起きた。たちのぼる土煙が風に吹かれて消えると、そこにはいびつなすり鉢状の穴が生まれている。

　さきほどエレンが放った竜技に匹敵する破壊力を、その矢は見せつけたのだ。

「貴殿も、呪術の類を使うか」

　ロランの感想は、それだけだった。激痛に耐えながら、ティグルは黒騎士を見据える。

「退いてもらえないか」

「威しか」

「そうだ」

「――よくわかった」

　ロランは右手で持っていた大剣に、左手を添える。デュランダルを両手で握りしめ、高々とかかげた。

　そのとき、エレンははじめて気づいた。昨日、今日の戦いで、ロランは一度もあの大剣を両手で持っていなかったことに。竜技を打ち破ったときでさえ、片手で宝剣を振るっていた。

「俺も全力で応じよう」

　ティグルは息を呑む。さきほど見たとき、エレンとソフィーの顔には疲労が色濃く浮かんでいた。自分がここに来るまでに、戦姫ふたりがかりでも倒すことができなかったブリューヌ最強の騎士。

　この一矢で打ち倒せなければ、ティグルだけでなくふたりの戦姫も命を落とすだろう。

　ティグルは矢をつがえたが、突如、体内から発した激痛に身体を折り曲げた。生温いものが喉にこみあげ、食いしばった歯の間から赤い液体が漏れて地面に落ちる。

　視界が揺れる。意識まで朦朧としてきた。全身が生命の危機と休息を訴えている。

　傷を負い、疲労した身体では一矢を放つのにも無理があったのだ。

――だけど。

　ここで退くわけにはいかない。ロランはかまえを解いていないのだ。彼を、倒さなければならない。前へ進むために。民を守るために。

　ふと、後ろに気配を感じて肩越しに視線を向ける。下がっていたはずのエレンとソフィーがそこにいた。

　エレンはどこか怒ったような、しかし怒りきれていない複雑な表情をティグルに向けていた。ソフィーも同様で、いたわるような、それでいて責めるような眼差しでティグルを見つめる。

「何度も言っているだろう。おまえは私のものだと。勝手に死のうとするな」

　エレンはティグルの背中に手を添える。そしてソフィーもティグルを支えた。

「お願いよ。エレンを悲しませるようなことは、しないでちょうだい」

　その状態で、二人の戦姫はそれぞれ武器をかまえる。自分たちにはまだ戦意があると示すように。ティグルを守るという気迫を見せつけるかのように。

　ティグルは一瞬ためらい、ロランを見る。

　黒騎士は微動だにせず、ただ、力強くうなずいた。

　それでティグルの心も決まった。矢の狙いをロランに定め、弓弦を引き絞る。

　エレンの持つ銀閃とソフィーの持つ光華ザートがそれぞれ青白い光を帯びた。

　光華から無数の光の粒子が零れ落ち、風の流れに乗って渦を巻いて、ティグルの持つ矢へと集まり、鏃やじりが黄金に輝いた。

　その膨大な力の余波に大気が逆巻き、四人のいる一帯に暴風が吹き荒れる。

　ティグルが両足を力強く踏みしめる。鏃を中心に青白い光と黄金の光を帯びた風が螺旋を描き、その中に無数の輝きの粒子がちりばめられ、静かに波紋を広げる。

　弓矢からあふれる衝撃波が地面を震わせ、大気を歪ませ、エレンとソフィーは身体をのけぞらせた。

「……言葉が出てこないわ」

　緑柱石の双そう眸ぼうを驚き一色に染めて、ソフィーが感嘆の声を漏らす。それを聞いたエレンは白銀の髪を手でおさえながら、得意そうに笑いかけた。

「いいだろう？　でも、やらないからな」

　一方、ロランは自分に向けられた鏃に、尋常ならざる力の存在を感じ取っていた。エレンやソフィーが放った竜技――ロランは妖術の類と認識しているが――もおもわず唸るほどのものだったが、いま目の前にある矢からは、それ以上のものが伝わってくる。

――いや。そもそも、戦姫たちのそれとは根源的に違うような……。

　ロランの直感は、竜技とそうでないものとの違いを感じとったが、それ以上のことはわからなかった。第一に彼は騎士であり、そんなものに詳しくもない。

　そこでロランは考えるのをやめた。すでに弓弦は引き絞られ、己の剣はかかげられているのだ。一度、深く呼吸をし、地面に根を下ろすかのように足を踏みしめる。

「来い！」

　暴風を吹き飛ばすほどの威風を全身から放ち、高らかにロランは吼えた。

「俺はあなたに勝つ！　俺の民を守るために！」

　矢を、射離した。衝撃がティグルの右手を痺れさせ、全身をすさまじい風圧でひっぱたく。それでもティグルは、微塵も姿勢を崩さない。

　光の尾を引き、矢は一筋の光条となって突き進む。青白い光と黄金の輝きがめくるめく乱舞し、土砂混じりの突風が猛々しく吹き荒れても、ロランはその矢から目を離さなかった。

　稲妻と錯覚させるその軌道を正確に捉え、宝剣を振り上げ、振り下ろした。

　激突。

　山がひとつ吹き飛んだかと思うほどの轟音が、大気と、大地を激しく打ちのめす。デュランダルは見事、鏃に斬りつけていた。だが、矢は斬られるどころか虚空に留まり、宝剣の刃を貫かんとせめぎあっている。

　それは、異様な光景だった。ブリューヌ最強の騎士の、しかも両手で握りしめた剣の一撃に、一本の矢が拮抗しているのだ。両者の衝突している一点からは、削りあいの中で失われた力が光となって霧散していく。

　ロランは歯を食いしばり、全身の筋肉を一筋残らず使って、この一本の矢を打ち砕かんとしていた。両眼はすでに光に灼かれ、耳も激突の瞬間の轟音によって麻痺していたが、宝剣を通して全身に感覚がつたわっている。剣先にはわずかな乱れもなかった。

――俺は……陛下から宝剣を授かりし騎士ロランだ！

　心の中でそう叫んだとき、なぜか、ロランはついさきほどのティグルの言葉を思いだした。思いだしてしまった。

　俺の民を守るために。

　民を守るために戦場を駆け、血を流し、命を賭しているのは誰なのか。

　ティグルヴルムド＝ヴォルンは叛逆者だ。だが、彼を叛逆者にしたのは誰なのか。

――俺は、陛下から宝剣を授かった。民を守るために授かったのだ……！

「おおおおおおっ！」

　溜めこんでいたすべてのものを吐きだして、ロランは咆哮をあげた。

　矢を砕き、そのまま宝剣で地面に斬りつける。

　閃光が炸裂し、大地が鳴動する。ロランの剣に沿って、縦に亀裂が生じた。亀裂はすさまじい速度で地表をめくりあげるようにえぐり、ティグルの足元にまで達する。衝撃波がティグルの髪をはねあげた。

　残光と残響が次第に小さくなっていき、あとには削られた地面に立つふたりの男と、固かた唾ずを呑のんでそれを見守るふたりの戦姫の姿があった。

　矢は砕け散り、ロランは五体満足で生きている。

「……俺の負けか」

　その言葉を、ティグルより先にロランが発した。

　ティグルは意味がわからず、ロランを見つめる。

　あの激突の中で、ロランの漆黒の甲冑には無数の亀裂が走り、籠手や脛すね当あてにいたっては砕け散って使い物にならなくなっていた。ロラン自身も髪が乱れ、全身に汗が浮かんでいる。両手で握りしめた宝剣は、まだ大地に斬りつけたままだ。

　ティグルと目が合うと、ロランはかすれた声で言った。

「腕が、上がらん。折れてはいないようだが」

　彼にとってははじめての経験らしく、若者らしい戸惑いをロランは見せた。

　腕が上がらないというのは嘘ではない。それどころか、指が硬直して、剣の柄から離れない。それでも、ロランにまだ闘志があれば、剣を引きずってでもティグルを斬りに行っただろう。

「なにより、いまの俺では貴殿に勝てぬ」

　この場にいる誰よりも、ロランは己の敗因をわかっていた。

　ロランの肉体は持ち主の要望に応えた。限界を超えて力を振り絞り、出し尽くした。

　だが、肉体を支える精神は、そうならなかった。迷いを捨てきれなかったのだ。

「――降伏する」

　黒騎士のその言葉を聞いた直後、ティグルの身体はぐらりとよろめいて、倒れた。







　冷たさをともなった冬の風が顔を撫でて、ティグルは目を開ける。

「起きたのか」

　優しげな声とともに、青空を背景にしてエレンの顔が視界に飛びこんできた。自分の頭が、あたたかくてやわらかいものに乗っていることにティグルは気づく。

　いつのまにか、エレンの膝を枕にして眠っていたらしかった。反射的に身体を起こそうとしたティグルの顔を、エレンの両手がすっぽりと包みこむ。

「寝ていろ。すくなくとも、おまえの戦はもう終わった」

　さすがにここからでは戦場の様子はわからないが、自軍が敗北するとはエレンは思っていない。そして、ロランは負けを認めたのだ。

　いま彼は、騎士団にそれを告げに向かっている。まもなく戦自体も終わるだろう。
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　視線だけを左右にさまよわせると、ソフィーの姿もある。いつもの微笑を浮かべて、見守るように立っていた。ティグルの視線に気づいて、楽しげに口を開く。

「硬いと思ったら遠慮なく言ってちょうだい、ティグルヴルムド卿。すぐにわたくしが代わってあげる」

「よけいなことを言うな、ソフィー」

　噛みつきかねない表情で彼女を威い嚇かくすると、やや不機嫌さをにじませた顔でエレンはティグルを見た。

「正直、どうしたものかわからん。大馬鹿者と罵ってやればいいのか、そんなに死にたければいますぐその首を落としてやると言えばいいのか」

「褒めてくれるという選択肢はないのか」

「馬鹿」

　エレンの手が、ティグルの頬を叩く。押し当てた、という方が実情に近いか。

　言葉よりも、頬から顎を通してつたわるてのひらのぬくもりに、ティグルは動きを止めていた。自分の汗の匂いと草の匂いに混じって、どこか甘い匂いがする。

「……いい匂いだな」

　何を指してのことかは省かれていたが、エレンは正確に察知したらしい。顔を赤く染めて、もう一度馬鹿、とつぶやいた。ティグルも、ことさら意識しての発言ではなかったのだが、エレンの反応に頬が熱くなる。

　間近で見つめられて落ち着きなく視線をさまよわせながら、ティグルは必死に意識を失う前のことを思いだした。自分が倒れたところまでは記憶をたどれた。

「あの、いつから……？」

「これか？　ついさっきだ」

　エレンは視線をそらしながら、ぽんと自分の太腿を軽く叩く。なるほど、それで自分は目を覚ましたのだとティグルは納得した。

　太腿とてのひらがここちよくて、なにより彼女の気遣いが嬉しくて、ティグルは好意に甘えることにする。起きあがろうとするのをやめて、いっしょに空を見上げた。

「ありがとう」

「なに、気にするな。私やソフィーがこれで許したのはな。リムとローダント伯爵は絶対に一言や二言ではすまさないと判断したからだ」

　ようやく落ち着きを取り戻したらしく、ティグルの頬を指先で軽く弾き、エレンは小さく笑う。そうなったときの光景を想像して、ティグルは雑草を口いっぱいに詰めこまれたような顔をした。

　穏やかな風が、三人の間を吹きぬけていった。







　ロランが降伏を告げたとき、騎士団の誰もにわかに信じようとしなかった。

　しかし、銀の流星軍が攻撃をやめ、後退していく様子を見ると、ひとまずにしろ戦いを止めた。もっとも、ようやく終わったと思った者の方が多い。

「五千でもってこの地に来て……半数近くを失うか」

　憔悴しきった表情で、オリビエは誰にも聞こえぬようにつぶやいたものだったが、彼がもっとも驚いたのは、戻ってきたロランの姿を見たときだった。

　黒髪は乱れ、顔には疲労の色がにじみ出ており、何より彼の象徴ともいうべき漆黒の甲冑がぼろぼろである。

「すまない」

　ロランはただそれだけを言った。オリビエは衝撃のあまりよろめき、落馬した。周りの騎士が慌てて彼を支える。騎士たちの肩を借りて立ちあがりながら、彼は訊いた。

「何をやったんだ……？」

　ロランが敗北したことも信じられなかったが、甲冑に走っている傷や亀裂が、どう見ても剣などによるものではない。籠手や脛当てがほとんど砕け散っているというのも奇妙だった。

「戦って、負けた。それだけだ」

　とうて納得できる返答ではなかったが、迷いのないロランの表情を見ると、オリビエも受けいれるしかなかった。

「俺たちはどうなる？」

「その話はこれからだ」

　騎士たちの反応は、きれいなほどふたつにわかれた。ロランの降伏と自分たちの敗北をまだ受け入れられずに放心している者と、戦いの続行を求める者とに。

「我々は二千近い仲間を失いました。このまま負けていいはずがありません！　団長も副団長も生きておられるし、近隣の騎士団に援軍を頼めば、あの叛逆者どもを殲滅できます！」

　若い騎士などは息せき切ってそう主張したが、誰よりも団長であるロランが敗北を受け入れている。すまない、と短く言葉を返され、葛藤の末、涙を呑んで敗北を認めた。

　一方で、銀の流星軍も勝利に沸いたというわけではない。なにしろ昨日の敗北に引き続いての戦だ。

　軽傷の者や、配置の都合で疲労の少なかった者をなるべく前へ出し、そうでない者は後ろにつかせるといった具合で、エレンとリムは知恵を絞り、寝る間を惜しんで兵の配置に悩んだのだ。四千と三百の兵は犠牲を重ねながら、ひとり残らず激戦の渦中にあった。

　そのような次第で、戦いの終わりと勝利が告げられると、誰ともなくその場に座りこんだり寝転がったりして、動けなくなってしまった。すぐ横に死体や血溜まりがあってもおかまいなしである。生者と死者の区別がほとんどつかないほどだった。

　ティグルとマスハスは、ようやく落ち着いて再会を果たした。

　マスハスは実に一刻以上はもつほどの説教の文句を考えていたのだが、疲れ果てた三人の姿を見ると、そのほとんどを呑みこまないわけにはいかなかった。

　ティグルはエレンとソフィーに左右から支えられていたのだが、そのふたりの戦姫も、乱れた髪を直すのも面倒くさいと言いたげなほど疲れきっていたからだ。

　なにより、無事に帰ってきたという喜びと、戦に勝ったという安堵感がまさって、顔だけはしかつめらしくして、背中を軽く叩くにとどめた。

　傷に響いて痛くはあったが、ティグルにはそれさえも嬉しかった。

　リムも似たようなものだった。彼女はまずエレンを支え、抱きしめてひとしきり感情を爆発させたあと、どこか引きつった冷淡な表情でティグルを見下ろした。

「ご自分のなさったことは、わかっていますね？」

　普段のティグルならば、その声に喜びや照れなどのさまざまな感情が乗っていることに気づいただろうが、さすがにいまはそんな余裕もない。こくこくとうなずいた。

「課題を増やしておきます。全部終わるまで、弓に触れることを禁じます」

　それが彼女なりのお仕置きであるらしかった。ティグルは心底情けない顔をしたが、逆らうことなどむろんできるはずがなかった。







　一夜が明けると、両軍ともに食事と、死者の埋葬からはじめた。

　ここはテリトアールであり、オージェ子爵の領地である。川から離れたところにあるちいさな丘を、オージェは銀の流星軍とナヴァール騎士団に墓地として提供した。

　その間にティグルは近隣の町や村から食糧を大量に買って、兵たちに振る舞った。さらに褒賞として金貨や銀貨も与えた。むろん、すべて借金である。

「この額を一個人の借金として考えると恐ろしくなりますね」

　ティグルの要求を承諾したリムは、そう付け加えるのを忘れなかった。

　もっとも、彼女はこのことの必要性を理解している。勝ったとはいえ、犠牲を多く払いながら得たものはないのだ。兵の不満を鎮めるためにも、こうした処置は必要だった。

　ただ、食糧については思ったほど調達はできなかった。冬であり、村や町が金銭よりも備蓄を優先したためだ。

　それでも兵たちは、魚スープウハーに具がひとつ増えたことや、食事の際に配られる葡萄酒ヴィノーにわずかながら蜂蜜がついたことに満足した。

　そして、両軍はようやく話し合いの席を設けたのだった。銀の流星軍からはティグルとエレン、マスハスの三人が、ナヴァール騎士団からはロラン、オリビエのふたりが出席した。

「これからどうされる」

　開口一番尋ねたのは、ロランだった。

「ネメタクムへ」

　ティグルはそう答えたが、浮かない顔だった。ネメタクムはテナルディエ公爵の治める領地であり、ここからは数日の距離だ。

　だが、銀の流星軍は、ナヴァール騎士団との戦いでかなりの損害を出していた。これからテナルディエ公爵と戦うのに、充分な戦力とはいえない。傭兵を雇うことを、ティグルとエレンは真剣に考えているほどだ。

　なにしろ、味方になってくれそうな貴族のあてがない。そして、ナヴァール騎士団の敗北がつたわれば、今度は他の騎士団が討伐のために現れるかもしれない。

　あいかわらずティグルに時間はなかった。

「そのことだが、俺に時間をもらえないか」

　ロランの言葉に、ティグルだけでなくマスハスも顔をしかめた。エレンは興味深そうな感情を紅の瞳に宿し、オリビエは納得していない問い痛げな、憮然とした顔をしている。

「俺がニースに行き、貴殿が陛下に謁見できるよう取り計らう」

「無理じゃ」

　真っ先に反応したのはマスハスだった。

「陛下は……そのようなことができぬほどに衰弱されておる」

　積み木遊びをしていたことは、言えなかった。

「なにより、我らを倒せなかったことについて、テナルディエやガヌロンが黙っているとお思いか？　ここぞとばかりに、やつらはおぬしを責めるじゃろう」

「それに、時間をよこせといってもいつまでだ？　こちらも余裕のある身ではない。まして、いつ他の騎士団や貴族がやってくるかはわからぬ状況だ」

　腕組みをして、エレンがロランに問いかける。ティグルも否定的な態度を示した。

「マスハス卿も俺のためにニースへ行き、陛下への謁見もかなわぬまま殺されかけたのです。現在の王都は、あなたが考えている以上に危険だと思います」

「危険だというなら、なおのこと」

　ティグルたちの説得は、逆にロランの態度を硬化させてしまったようだった。

「ブリューヌの騎士として、誤りは正さねばならん」

　そして、ロランは背負っていたデュランダルを鞘ごと抜くと、ティグルに差しだした。ティグルは意味がわからず、宝剣とロランを交互に見つめる。

「貴殿に預けよう。このロランが、貴殿の正義を認めた証として。これを見せれば、騎士団は戦わずして退くだろう。諸侯もよほどの愚か者でないかぎり、戦いを控えるはずだ」

　このとき、ロランの脳裏には伝説上の騎士の姿が光り輝いていた。民のために戦った者として考えれば、この宝剣が彼の手にあることは不思議ではない。そんな想いがあった。

「ついでにナヴァール騎士団がいっしょに戦ってくれたりはしないのか？」

　そう尋ねたのはエレンだったが、オリビエは首を横に振った。さすがにロランほど虚心ではいられないらしく、事務的な声音で答える。

「我々は、先にナヴァール城砦へ戻る。いつまでも西方国境を空けていられん」

　ティグルは受け取った宝剣を、じっと見つめていた。ずしりと重く、そして奇妙な感覚を受けた。これもまた、竜具や自分の弓のように特別な何かなのだろう。

　考え、そして決断するとティグルは顔をあげてロランに答えた。

「わかりました。あなたが戻ってくるまで、これは預かります。また、ここから動かないことを約束します」

　ただ感傷だけでティグルは決めたわけではない。兵を増やすための時間がほしかったのだ。




　　　　　　　†




　ロランは替え馬を使って昼夜問わず馬を走らせ、数日で王都ニースに到着した。並外れた体力の持ち主であるロランだからこそできたことで、他の者ならば途中で力尽きて動けなくなっていただろう。

　その日は休んで身だしなみを整え、翌日、ロランは王宮を訪れた。

　マスハスは地方貴族にしてはけっこう顔が広いが、ロランは別格である。騎士になったころから名も顔も知られており、ナヴァール騎士団に配属されてからも、年に一度は国王に呼ばれるなどして王宮を訪れていたのだ。騎士たちはすぐにロランを通した。

　長大な廊下を、ロランはまっすぐ突き進む。

「おや、ロラン卿ではないか。いったいどうしたのだ？」

　王の寝室の近くまで来たところで、ロランに声をかけた者がいる。ガヌロン公爵だった。

　ガヌロンの背は、低い。十四、五歳の少年と同じていどだ。華美な服に包まれた身体も小さく、手足は子供のように細い。髪はなく、絹の帽子をいつもかぶっている。

　そして、まぶたが大きく、目が異様に細い。開いているのかどうか判然とせず、あれで本当にものが見えているのかと噂されたことが一度や二度ではなかった。

　長身巨躯のロランから見ると、まさしく小人のような男だった。それも、怪談めいたおとぎ話に出てくるような、可愛げのかけらもない不気味で醜悪な小人だ。

「国王陛下に、ぜひとも申し上げたい仕儀しぎがあって参上した」

　ロランはむっつりと、用件だけを伝える。この男を、ロランは嫌っていた。

「ほう。あなたのような騎士が来るのだから、よほどのことであろうな」

　ガヌロンは大袈裟なほどに驚いてみせ、それから笑いながら言った。

「しかし、陛下はいま寝室で休んでおられる。私がご機嫌をうかがってくるゆえ、それまで一室で休まれてはいかがかな」

「そうだな。では、そうするとしよう」

　素直に応じて、ロランはその場を離れる。食い下がらなかったのは、相手に警戒をさせないためだ。ガヌロンが許可をとるというのを、待つ気ははじめからない。

　ロランは侍従のひとりを呼び止め、客室を借りて、一旦休息をとることにした。ロランの名を聞いて、その侍従はただちに部屋をひとつ用意する。

　案内されたのは王宮の奥にある、ちいさな部屋だった。置かれているのはベッドと机、椅子ぐらいだ。窓がないのが気になったが、少しの間いるだけのつもりだったのでロランはこの部屋を使うことにした。

――たとえ不敬であろうとも、隙を見て忍びこむべし。

　部屋に入り、椅子に座り、ぼんやりとこれからのことを考えはじめたときだった。

――ひとの気配がする。

　扉の外に十人近く。ロランは椅子が倒れる勢いで立ち上がると、急いで扉へと駆け寄った。ガヌロンあたりが、兵を引き連れてきたと思ったのだ。

　おもいきり扉を蹴り飛ばす。だが、扉は小揺るぎはしたものの、開きも、壊れもしない。外から鉄板などで押さえつけているようだ。ロランは、自分が罠にかかったことを悟った。

「気分はどうだ。ロラン」

　声は、上から降ってきた。ロランは天井を見上げる。隅に四角形の小さな穴があった。

「何のつもりだ、ガヌロン」

　怯えも恐れもせず、ロランは堂々と問いかける。自分の運命を予想しながら。

「叛逆者を倒すこともできず、おめおめと王都に姿を現す。そんな不届き者に罰を与えるのが、私の役目だ」

　言い終えると同時に耳障りな羽音が響いて、穴から黄色い虫が姿を現した。その虫は一匹ではなく、次から次へと湧いてきて部屋の中を飛びかう。一匹一匹が、大人の親指ほどに大きかった。それらが数十、数百匹も現れ、天井や壁を覆いかねない速さで飛び、羽音をかき鳴らす。

「……蜂か」

「蜂牢フレロールという刑だ。グレアスト侯爵が考えたのだがな」

　穴の奥から、楽しそうなガヌロンの声が響いた。

「さらばだ、我が国最強の騎士よ」

　それを最後に声は途絶える。

　部屋の中央に立つロランに、あらゆる方向から無数の蜂が群がった。
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　ガヌロンの手の者がその部屋を訪れたのは翌日のことである。夜明けごろに穴から毒煙を流しこんで、蜂は全滅しているはずだった。

　扉を開けて、その男はおもわず叫び声をあげていた。腰を抜かし、目に涙すら浮かべて部屋の中を見つめる。

　ロランが部屋の中央にまっすぐ立って、こちらを睨みつけていたのだ。全身を蜂に刺されて身体は異様に歪み、真っ赤に腫れ上がりながら。

　ありえないと男は思った。蜂牢の刑に処された人間は幾度か見たことがあるが、例外なく床にうずくまって、顔などをかばうようにして死んでいた。当然だ。襲いくる蜂から身を守ろうとすれば、どうしてもそうなる。床に伏せ、身体を縮こまらせ、それでも数百の針でいたるところを刺されて息絶えるのだ。

　五十を数えるほどの時間が経過して、ようやく男は落ち着きを取り戻した。まだ怯えてはいたが、身体を起こし、室内に足を踏み入れる。無数の蜂の死骸を踏み潰しながらロランに近寄って、ようやく確認した。

　ロランは、立ったまま死んでいた。







　ロランの死を聞いて、真っ先に激怒したのはテナルディエ公爵だった。

　そのとき、彼はニースにいたのだが、息子を失ったときと同じぐらいに荒れ狂い、王宮の廊下を猛然と歩いてガヌロン公爵のもとを訪れた。

「貴様、何を考えている！」

　挨拶もなしに、まずそう吼えた。このふたりが相手に挨拶をするときは皮肉や嫌味であることが常だったのだが、テナルディエはそれすら省いてガヌロンを睨みつける。

　ロランほどではないが、テナルディエもたくましい肉体を持ち、いまでも鍛えることを怠っていない。二人が対峙するさまは、大人と子供が睨みあうようだった。

「何のことかな？」

　ガヌロンは帽子の位置を直しながら、上機嫌でとぼけてみせる。

「ロランのことだ。なぜ殺した」

　テナルディエにとっては計算違いもはなはだしい。ロランとナヴァール騎士団を呼び寄せたのは他ならぬ彼だが、ティグルとライトメリッツ軍を殲滅したあとは、西方国境の守備に戻ってもらうつもりだったのだ。

　交渉で得た休戦など長くもつものではないし、テナルディエに味方している諸侯には、西部に領地を持っている者もいる。

「ザクスタンとアスヴァールが間違いなくつけあがるぞ」

　最悪の場合、ロランの死を確認するためにザクスタンとアスヴァールが手を組んで兵を派遣してくることもありえるだろう。

　だが、ガヌロンの反応はそれがどうしたといいたげなものだった。

「仕方のないことだ。ロランは任務を果たせなかった」

「だから殺したというのか！」

　憤然として、テナルディエは叫んだ。ガヌロンの行動が理解できなかった。

　テナルディエも、感情のままに人間をいたぶり殺すことはある。しかし、彼にはまだ分別があった。少なくとも、利用価値のある者には厳罰を与えなかった。

　彼にしてみれば、ロランにはまだまだ役に立ってもらわなければならなかった。ティグルに敗れたとしても、それで利用価値が大幅に減じたわけではないのだ。

　しかし、ガヌロンはテナルディエの怒りを受け流すように笑ってみせた。

「死んでしまったものは、仕方なかろう？」









　　　エピローグ














　ロランとナヴァール騎士団を見送った日の夕方、銀の流星軍シルヴミーティオのもとに、マスハスがオードの地で集めた約五百の歩兵が到着した。ティグルは心から喜んで彼らを歓迎した。ナヴァール騎士団との戦いにおける損害は大きく、ひとりでも兵がほしい状況だったのだ。

　だが、その日、もたらされたものは朗報だけではなかった。馬蹄を響かせて夕闇の奥から現れたひとりのジスタート騎士が、エレンに会いたいと言ってきたのだ。

「レグニーツァ公国の主にして『煌炎の朧姫ファルプラム』の異名を持つ戦姫アレクサンドラ様の命で参りました。我らが主の手紙を、ライトメリッツの戦姫様にお届けするために」

　エレンの幕舎に通された騎士は、白銀の髪の戦姫に書簡を差しだした。

　その日の夜、エレンはずっと気難しい顔で黙りこみ、ティグルが何度か話しかけても生返事しかよこさなかった。

　灰色の雲が空を覆う寒々しい翌朝、エレンはティグルに声をかけてきた。

「遠乗りに行かないか？」

「こんなときにか？」

　ティグルはおもわずそう聞き返してから、はっとしてエレンの顔を見た。彼女は口元に笑みを浮かべていたが、紅の瞳は真剣そのものだった。

　このとき、ロランはまだ王都にすら着いておらず、その未来を誰も知らない。ティグルもエレンも、自分たちの周りの動きをつかむだけで精一杯だった。

「いや……わかった。気晴らしも必要だな」

　そうしてティグルとエレンは馬を駆って、幕営から離れた。

　どれほど馬を走らせただろうか。テリトアールは茫漠とした草原が多く、遠くの森や山でも見ていないかぎり景色の変化には乏しい。

　どこまで行くんだろうかと灰色の空を見上げながら、ティグルはぼんやりと考えていたのだが、不意にエレンは馬首を巡らせて振り返った。ティグルは驚いたが、それ以上にエレンの表情に言葉を呑みこむ。

　思いつめた、暗い顔だった。真っ暗な迷路を歩き疲れたかのような。

「――ティグル」

　エレンはティグルの名前を呼び、目が合うと視線をそらした。もう一度、エレンはまったく同じ行為を繰り返し、ティグルはそれでも辛抱強く待った。

　ティグルの知っているエレンは、戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリアは、言うべきことをはっきりと言う。半年にも満たないつきあいだが、それがわかっていた。

　そして、三度目でエレンは視線をそらさなかった。唇を噛み、何かに耐えるようにティグルを見つめていたが、ようやく口を開くと、衝撃的な台詞を飛びださせた。

「一度、ジスタートに戻っていいか？」

　これほど言い辛そうにしていたのだから、ティグルも身構えていた。何を言われても驚かないようにと。にもかかわらず、その言葉を聞いたときティグルはとっさに反応できなかった。

　動揺と不安と狼ろう狽ばいが激しくうねり、逆巻いて、ティグルの制御を離れて感情的な言葉が飛び出しかけたときだった。

　エレンの腰にあるアリファールが、ティグルの顔に向かって風を吹きつけた。何か言葉を発する前に、ティグルは大きなくしゃみをする。

　竜具の意図はわからない。いつものいたずらだったのかもしれないが、それがティグルと、エレンを救った。すんでのところで、ティグルは冷静さを取り戻すことができたのだ。

　くすんだ赤い髪をかきむしり、ティグルは顔をしかめる。ここからジスタートまではそうとうな距離だ。ただ国境に着けばいいというわけではないだろうから、ティグルが想像しているよりも距離は長く、時間がかかるのだろう。

　それは誰よりもエレンがわかっているはずだ。

　悩み抜いて、おそらくは決意を固め、自分を呼んでもまだためらうほどだったのだ。

――つまりは、それほどの難事ということか。

　冷静に考えてみると、あらためて感情が激流を起こしかけた。

　行って戻ってくるだけでも二、三十日はかかるのではないだろうか。しかも、それほどのことをやるのだから、二日や三日で終わるようなことでもないと思っていい。

　一ヵ月か、二ヵ月か。それほどの間、彼女がいないというのは、つらいなどというものではない。銀の流星軍の主力であるライトメリッツ軍が崩壊しかねない。

　髪をかきむしると、何本か抜けた。

――でも……。

　自分がいまここにこうしていられるのは、エレンの協力あってこそだ。

　それがなかったらティグルはライトメリッツを出られず、テナルディエ軍にアルサスが焼き払われたことを、風の噂で知らされることになったのだろう。

　深呼吸をひとつして、ようやくティグルは話を聞く姿勢をつくりあげた。そのことを、視線でエレンに伝える。

「言いたいことを言ってくれてよかったのだぞ」

　エレンはほろ苦い微笑を浮かべた。目の端に、涙がにじんでいるようにも見えた。

「ライトメリッツの近くに公国を有する戦姫は、二人いる。ひとりはおまえも知っているリュドミラ。もうひとりはサーシャ。アレクサンドラ＝アルシャーヴィン。私の恩人で、親友だ」

　はじめて会ったのは二年前。戦姫になって間もないとき。

　会って話してみると気が合い、エレンはサーシャからさまざまなことを教わった。

「サーシャの治めるレグニーツァに、攻めこんだ戦姫がいる。私はサーシャを守らなければならない」

　ティグルは眉をひそめた。エレンの言うことはわからないでもないが、そのサーシャという戦姫は戦えないのだろうか。

　ティグルの表情から疑問を察したのか、エレンは苦い顔でうなずいた。

「サーシャは二年前に、病にかかった。調子が悪いときは、自分の足で歩くことすらままならなくなる。さまざまな薬を試しているが、いまのところ何ひとつ効果がない。だが、サーシャの竜具があいつのもとから去らないために、いまも戦姫で在り続けているんだ」

　以前にエレンから聞いた話を思いだし、ティグルは戦慄した。

――そうか。竜具が離れれば、戦姫ではなくなるということは……。

　病に伏せようとも、竜具が離れないかぎり戦姫であり続けなければならない。

「私たちは、誓ったんだ。どちらかに危機が訪れたとき、すべてをなげうってでも必ず相手のもとへ駆けつけると」

　それは、二人の間では決して違えることのできない神聖な誓約だった。

「――わかった」

　ティグルはゆっくりと、だがしっかりうなずいた。

「君がいない間、こっちはこっちでなんとかやってみる」

　もし、おたがいに馬に乗っているのでなかったら、エレンはティグルに抱きついていたかもしれない。自分が泣いていることを隠すように彼女はうつむき、昂ぶる感情をおさえながら精一杯の礼を言った。

「ありがとう、ティグル。本当に……ありがとう」







　エレンは兵たちを集めて、サーシャを助けるためにジスタートに戻ることを告げた。

　そして、ティグルに従ってもいいという者を募り、一千の兵を残していくことにした。歩兵と騎兵が五百ずつという編制で、真っ先に従うと答えたルーリックが彼らを統率する。

　それ以外の兵は、エレンに従ってレグニーツァ公国へ向かうか、負傷者たちを連れてライトメリッツへ帰還することになった。

　ライトメリッツの兵たちは、戦姫であるエレンに忠誠を誓い、戦ってきたのだ。エレンがティグルを信頼していることはわかっていても、彼女がいない状況で、ティグルに従うのを拒むのは当然の話だった。むしろ、ティグルに従ってもいいと答えた者が一千もいたことに、エレンもリムも驚いたほどである。

「ティグルヴルムド卿は、あの黒騎士から身体を張って戦姫様をお助けしたでしょう」

　にこやかに笑ってリムにそう言ったのは、ルーリックだ。

「借りができたと考えている者は多いのですよ。これもまた戦姫様への忠誠心の表れかと」

　そして、ソフィーことソフィーヤ＝オベルタスもジスタートへの帰途につく。

「ティグルヴルムド卿、また会いましょうね」

　幼竜ルーニエを抱きかかえて、光華の耀姫ブレスヴェートは優しい微笑を浮かべた。ティグルの苦境をわかっているがゆえの、励ましの笑みだ。

「あなたの勇敢さと誠実さに応えるひとは、必ず現れるわ。だから、いまはこらえて。わたくしも、あなたとはもっとたくさんお話がしたいから」

「ありがとう。きっと、また会おう」

　差しだされたソフィーの手を、ティグルも笑顔で握り返す。ついでにルーニエの頭をそっと撫でたが、幼竜はくすぐったそうに目をすがめただけだった。

　リムはことさらに愛想のない顔で、淡々と言葉を紡いだ。

「私もエレオノーラ様も、すぐに戻ります。無謀な真似まねはくれぐれも慎んでください」

　彼女は、痛くなるほどティグルの手を強く握りしめた。顔をしかめるティグルにまったく気づかず、エレンが言葉をかけるまで離そうとしなかった。

　我に返って頭を下げるリムに、気にしていないとティグルは手を振る。彼女がそこまで自分の身を案じてくれたことが、嬉しかった。

　彼女らを見送ったあと、ティグルは不思議に思って残留したルーリックに尋ねた。

「どうして残ったんだ？」

　禿頭の騎士は笑って当たり前のように答えた。

「ブリューヌの冬は、我が国の冬にくらべれば暖かいですからな。この頭になってからというもの、寒さに敏感になりまして」

　ブリューヌ兵もおよそ一千。こちらはマスハスが指揮をとる。

　そうして編制に数日を費やしているときに、ティグルはロランの死を知ったのだった。

「ロランが……？」

　信じられなかった。あれほど強かった騎士が、戦場の外で死ぬなど。

　その驚きも冷めやらぬところへ、新たな凶報がもたらされた。

　傷だらけで、汗と土で汚れ、疲れ果てた顔の騎士が、銀の流星軍の幕営に現れた。彼は南東の国境を守っていたという騎士だといい、こう続けた。

「ムオジネル軍が南東の国境を突破した。その数、二万。ただちに援軍を請う」

　エレン率いるライトメリッツ軍とは違う、本当の意味での侵略者が現れたのだ。

　ブリューヌ王国の冬は、新たな戦火に包まれるようだった。
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　　　１　　　一時の別れ














　ヴォージュ山脈は、ブリューヌ王国とジスタート王国の国境沿いにある険しい山の連なりである。わざわざこの山を越えて両国を行き来しようとする者は少数であり、したがって山道は多くなく、整備もろくにされていない。

　いま、その狭い山道を早足で進む騎兵の一団があった。

　数はおよそ五百。冬の冷たい風に激しくはためいているのは、ジスタートの黒竜旗ジルニトラと、黒地に銀の剣を斜めに描いたライトメリッツ公国の軍旗だ。

　先頭に立って馬を進めているのは、驚くことに若い娘だった。

　年齢は十六、七といったところか。腰まで届く白銀の髪と、紅玉を思わせる双そう眸ぼうを持つ美しい娘だ。その面立ちは可憐さよりも凛々りりしさを、見る者に印象づけるだろう。

　彼女の名はエレオノーラ＝ヴィルターリア。ジスタート王国に七人しかいない戦姫のひとりであり、『銀閃の風姫シルヴフラウ』の異名を持つライトメリッツ公国の主だ。親しい者にはエレンと愛称で呼ばせているが、いま彼女が率いている者たちの中に、そう呼ぶ者は誰もいない。

　張りつめた緊張感を漂わせて、白銀の髪の戦姫は手綱を握っていた。

「――エレオノーラ様」

　彼女に続く馬と甲冑の群れの中から、ひとりの騎士が進みでる。エレンの隣に馬を並べた。エレンよりも二つか三つばかり年上の女性だ。艶のない金色の髪を頭の左側で結んで流し、瞳は青。硬質の美貌には、しかし愛想のかけらもない。

　彼女の名はリムアリーシャ。この軍の副官であり、エレンの右腕といってよい存在だ。

「どうした、リム」

　信頼する副官を横目で見て、エレンは厳しい表情はそのままに、彼女を愛称で呼んだ。リムは一礼すると、無表情のまま口を開く。

「そろそろ休憩をとる頃合いかと。風のために、兵と馬がかなり疲労しています」

　山道を吹き抜ける風は強く、冷気をはらんで凍えそうなほどである。兵たちは甲冑の上から毛布を巻きつけたり毛皮の防寒具を着こんだりしているが、耳まで真っ赤にして洟はなをすすっている者が少なくなかった。

　この集団の中で、ただひとりエレンだけが毛皮や外套をまとうようなことをせず、青を基調とした軍衣の上に赤い肩掛けを羽織るだけという、いつもの姿でいる。

　虚勢を張っているのではない。腰に帯びている長剣が、彼女を寒さから守っているのだ。これは戦姫のみに与えられる竜具であり、銀ぎん閃せんアリファールという名を持っていた。

「半刻ほど休憩をとったとして、日が沈むまでにこの山道を抜けられそうか？」

「可能です」

　考えるそぶりも見せず、短く即答したリムに、エレンはようやく表情を緩めて苦笑を浮かべる。彼女はそこまで計算してから進言しに来たのだ。

「わかった。穴を掘って、その中で火を熾すよう命じよ。酒もわずかなら許す」

　そうしなければ、火を熾してもこの風ですぐ消えてしまう。

　リムが兵たちのもとへ去っていくと、エレンはぼんやりとした顔で空を見上げた。太陽の姿はなく、灰色の雲がどこまでも広がって漠然とした不安に襲われる。

――この山道を抜ければジスタート王国……我がライトメリッツだ。

　しかし、エレンの目的地はそこではない。

　ライトメリッツの北にあり、彼女の親友にして、『煌炎の朧姫ファルプラム』の異名を持つ戦姫サーシャことアレクサンドラ＝アルシャーヴィンが治めているレグニーツァ公国だ。

　つい先日まで、エレンはブリューヌ王国のテリトアールと呼ばれる地にいた。ティグルことティグルヴルムド＝ヴォルンに協力するために。

　それが、彼とわかれてヴォージュの山道を進んでいるのは、サーシャが危機的な状況にあると聞かされたためだった。エレンとサーシャはかつて、どちらかの身に危機が降りかかったときはかならず駆けつけるという誓いをかわしていた。

　エレンは悩んだが、サーシャのもとへ駆けつけることを選んだ。自分にとって大切なひとをなくすことになるかもしれない。そのことを恐れたのだ。

　そのとき、エレンは負傷者を含めて四千を超える数の兵を統率していたが、彼らの多くは、戦姫が不在の状態でティグルに従うことを拒んだ。

　これは当然のことであって、ライトメリッツ兵は戦姫に従って、戦ってきたのである。それでも、一千の兵がティグルに従うことを承諾した。

　先を急ぐために、エレンとリムは五百の騎兵だけを率いてレグニーツァ公国へ向かうことにした。歩兵たちには、負傷者を連れてライトメリッツ公国へ戻るようにと伝えた。

　加えて、一千五百の騎兵をそろえてレグニーツァへ向かわせるようにという命令書を伝令に持たせ、ライトメリッツの公都へ走らせた。この一千五百の騎兵は、自分たちがレグニーツァの公都に到着するころに追いついてくるだろう。

　たったいままでエレンの胸中にはサーシャのことしかなく、他のことを考える余裕などなかったのだが、休息による気の緩みが、ふとティグルのことを思いださせた。馬首を巡らせて南西の空に視線を向ける。空の向こうには、ブリューヌの大地があるはずであった。

「――ティグル」

　無意識に彼の名をつぶやき、次いで自分の発した言葉を自覚してエレンは頭を振った。

　だいじょうぶだと自身に言い聞かせる。

　ティグルのもとには一千の兵を残してきた。『黒騎士』の異名で呼ばれるロランも協力を表明してくれた。ティグルの敵手であるテナルディエ公爵も、すぐには何かを仕掛けてくるというわけにはいかないだろう。自分が親友を助けて、戻ってくるぐらいの猶予はあるはずだ。

　エレンは知らない。ロランがガヌロン公爵によって謀殺されたことを。ムオジネル王国の軍勢が南東の国境を突破して、ブリューヌ国内に足を踏みいれたことを。

　知るはずがなかった。それらの出来事は、彼女がブリューヌを離れつつあるいま、起きていたのだから。エレンは戦士としても軍の指揮官としても、また公国の統治者としても優れた力量を持っていたが、全能ではなかった。

　エレンはそっと目を伏せると、心の中で戦神トリグラフにティグルの無事を祈った。ジスタートとブリューヌでは、おもに信仰されている神々が共通している。

――無事を祈るなら、他にもっとふさわしい神がいそうなものだがな。

　だが、エレンにとってはトリグラフがもっとも馴染み深い存在だった。戦姫になる前の彼女は傭兵として生きていたからだ。

　紅の瞳の先、空は依然として灰白色の雲に包まれ、一筋の光も地上には届かない。

　それはまるで、ブリューヌという国の現状であるかのようだった。
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　冬の冷気は大地から熱を奪い、早朝の草原にうっすらと霜を張りつかせる。兵士たちはむしろ、その寒さのために目を覚ますといっていい。支給された毛布に身をくるみながら手や足を擦りあわせ、吐く息の白さに身震いする。

　できればこのまま毛布にくるまって何もせずに過ごしたいが、そういうわけにもいかない。冷たい水で顔を洗って目を覚まし、幕舎を出て篝火まで歩いていって暖をとる。

　ほどなく一人二人と集まってきてぼそぼそと挨拶をかわしながら同じように火に手をかざす。集団の熱気もあって、ようやく身体が動くようになる。

「早く替わってくれよ」

　見張りに立っている兵から、眠そうな声で急かされる。今度は彼らが休む番だ。篝火に手をかざしていた者たちは名な残ごり惜しそうに離れていき、幕舎に戻って甲冑と武器を身につける。気を引き締めたところで、やっと交替だ。

　ブリューヌ東部のテリトアール。その西端にあるオーランジュ平原に、約二千の兵がいた。

　二重の柵で囲まれ、数百の幕舎が設置された幕営の中央には、ブリューヌ王国の軍旗である紅馬旗と、ジスタート王国の軍旗である黒竜旗とが風になびいている。

　彼らは、『銀の流星軍シルヴミーティオ』と名のるブリューヌ兵とジスタート兵の混成軍だった。

　率いているのは十六歳の若者で、名をティグルヴルムド＝ヴォルンという。親しい者にはティグルと呼ばせていた。

　彼はブリューヌ王国の一地方であるアルサスを治める伯爵だったが、ジスタート王国の戦姫であるエレンとの出会いが彼の人生を大きく変えた。

　生まれ育ったアルサスを守るため、故郷の平和を脅かすテナルディエ公爵を倒すために、ティグルはエレンの協力を得て、いくつもの戦いを切り抜けてきたのだ。

　アルサスを襲ったテナルディエ公爵家のザイアンを討ち取り、エレンの行動の自由を得るために戦姫リュドミラと戦い、叛逆者の汚名を着せられたティグルを討つべく現れた黒騎士ロランとナヴァール騎士団を撃退した。

　そうしてテナルディエ公爵の治めるネメタクムまであと数日の距離に迫り、ロランの協力をも得た矢先のことだ。

　ロランが王都で死んだという知らせを受け、その衝撃も冷めないうちにムオジネル軍二万が南東の国境を突破したという報告がもたらされた。

　いま、ティグルは、総指揮官用の幕舎の中にひとりで座っている。彼のまわりには十数枚の地図が散らばっていた。

――どうする……？

　くすんだ赤い髪を乱暴にかきまわし、地図を睨にらみつけてティグルは唸る。昨日から一睡もしておらず、顔色は悪く、憔悴しきっていた。

　考え続けていたのだ。侵攻してきたムオジネル軍に対してどう動くべきかを。

――こちらは二千。向こうは二万。戦いになるはずがない。せめて、エレンやリムがいてくれたら……。

　ため息をついて埒らちもないことを考える。エレンもリムも優れた将だ。戦うにせよ、戦いを避けるにせよ、ティグルの思いつかないような適切な助言をしてくれたに違いない。

　他に、頼りになる人物がいないわけではない。

　父の親友であり、何かと世話になっているマスハス＝ローダント。ティグルに快く協力してくれているユーグ＝オージェ。いずれも経験豊かな古強者だ。

　しかし、ティグルはこの件について、あえて彼らに相談せずにいる。

――最善の手はテリトアールの守備を固めつつ、民をアルサスやオードなど北へ避難させ、騎士団や諸侯の救援を待つといったところだろう。

　何よりも、己の領地の平和を優先するのが領主の務めである。ティグルはアルサスを、マスハスは北のオードを、オージェはテリトアールをこそ、まず守らなければならないのだ。

――だから、お二人には相談できない。

　南東部を見捨てようと、マスハスらに言わせることになる。

　そうしたところで責める者はいないだろう。領主の務めは己の領地を守ることと、国王の命令に従うことだ。自分たちに南東部を守る義務はなく、命令も下されていない。

　だが、銀の流星軍は南東部から逃げてきた者に助けを求められた。そして、ファーロン王が命令を発することができないのを、ティグルは知っている。

　危機を知りながら見ぬふりをすることは、心の奥底に苦いものを残す。何より、見捨てられることのつらさを、ティグルはジスタートの捕虜となって体験している。

　ティグルは首を巡らせて、地面に横たえてある一振りの剣に視線を向けた。柄と鍔に、黄金で華麗な装飾をほどこした大剣。

　デュランダル。『不敗の剣デュランダル』とも呼ばれる、ブリューヌ王国の宝剣だ。ロランが国王より貸し与えられたものだが、ティグルの正義を認めた証として預けていったのだ。そのまま帰らぬことになるとは、誰一人想像していなかった。

　ロランとの会話を、ティグルは思いだす。

　ジスタート軍が侵略者へと変貌を遂げたとき、どうするのかと問うたロランに、ティグルは答えた。ブリューヌの民を守るために戦うと。

――俺は、思いあがっているんだろうか。

　ティグルは勇者でも英雄でもない、辺境の小さな領地を治める一貴族だ。

　テナルディエ公爵との戦いさえ途方もない挑戦なのに、いま自分の考えていることは間違いなく一貴族の限界を超えている。

「――入ってよろしいですか、ティグル様」

　幕舎の外から聞き慣れた少女の声がして、ティグルは怪け訝げんそうな顔になる。自分に仕えている侍女のティッタだ。

「ティッタか？　こんな時間に……」

　そこまで言いかけて、ティグルはとうに夜が明けていたことに気がついた。幕舎の外からは兵たちのざわめきも聞こえる。

　そばに置いてあるランプに目をやると、まだ灯りはついているものの、充分に入れたはずの油はほとんどなくなってしまっていた。よほど悩み、考えこんでいたらしい。

「入っていいぞ。どうした？」

　外に向かって優しく呼びかけると、幕舎が外からめくられて弱々しい陽光が射しこむ。

　栗色の髪をツインテールにした少女が静かな足取りで中へ入ってきた。黒い長袖と足元まであるスカートに身を包み、その上に白いエプロンをつけている。陶製の器を、とても慎重な手つきで持っていた。

「ティグル様、おはようございます」

　栗色の髪を揺らしてぺこりと頭を下げたティッタは、しかし、ティグルの顔を見るなりたちまち明るい笑顔を曇らせる。

「昨晩はお休みになってませんね……？」

　ティグルはとっさに言い訳の台詞を考えたが、結局ばつの悪い顔をするだけに留めた。ティッタは小さなころからそばにいる。何を言っても見破られてしまうだろう。

「いろいろと忙しかったんだ。まあ、こういう日もあるさ」

　ティッタは上目遣いでとがめるような視線を向けてきたが、諦めたようにそっと目を伏せた。ゆっくりとした足取りでティグルのそばまで来ると、両手で大事そうに持っていた器を差し出す。

　中身は、熱く湯気を立ちのぼらせたスープだった。薄切りの燻くん製せい肉に、大雑把に切った野菜が浮かんでおり、香ばしい匂いがティグルの鼻をつく。せかすようにティグルの腹が鳴り、ティッタはくすりと笑った。

「まずはこれで、お身体をあたためてください。すぐに他のものもお持ちします」

「ありがとう」

　毛布に身をくるんでいてもこの寒さはこたえていた。ティグルは顔をほころばせて器を受け取り、口をつける。スープを飲みながら木匙を使って野菜をかきこんだ。からっぽだった胃袋が歓喜の声をあげるかのごとく活動をはじめる。
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「お行儀悪いですよ、ティグル様」

　ティッタはしかつめらしい顔をつくったが、溺愛する子供を叱る甘い母親のようでまったく迫力がない。ティグルはといえば、スープの熱さと塩味を身体中で堪能しており、頬を赤くして洟をすすりながら生返事をするだけだ。

　そんなティグルの様子を見て、むしろ食欲があることをティッタは喜んだようだった。安心したような微笑を浮かべて一旦幕舎を出る。すぐに戻ってきた。小さな籠を腕に提げており、ティグルのそばに腰を下ろすと、籠をそっと地面に置く。

　籠の中にはパンとチーズ、薄切りにした燻製肉とまるごと茹でたジャガイモが詰められていた。それらの上に載っていた青銅製の杯を手にとって、ティッタは葡萄酒ヴィノーを注ぐ。そのときにはもうティグルはスープの器を空にしていた。

　食欲にせかされてパンとチーズを交互に口へ運び、葡萄酒を胃袋に流しこみ、まだ熱を帯びているジャガイモをかじって、ほくほくとした食感を味わう。

　一通り食べ終えると、ティグルはようやく満足げなため息をついた。

「ごちそうさま。うまかったよ」

「その前に、お口を拭いてください」

　口振りだけはとがめながらも、優しげな苦笑を浮かべてティッタは指を伸ばし、ティグルの口元についていたジャガイモのかけらを拭い取る。

　ティッタは指先をじっと見つめてどうしようか一瞬悩んだが、おもいきって舐めた。かと思うと、すぐに顔を真っ赤にしてうつむいてしまう。

「おまえも行儀が悪いな……。いや、なんだ。拭いてくれてありがとう」

　栗色の髪の侍女の反応に微笑ましさと若干の恥ずかしさを覚えながらも、ティグルは礼を言った。彼女がそばにいると、故郷のアルサスにいるような安心感がある。

　はい、と消え入りそうな声でうなずいて、ティッタは器と籠を重ねるとそそくさと幕舎を出ようとした。

「――ティッタ」

　背を向けた彼女を、とっさにティグルは呼びとめる。ティッタは若干の気まずさを含んだ不思議そうな顔をして振り返ったが、主の真剣な表情に気づき、緊迫した空気を感じとってすぐに意識を切り替えた。居住まいを正してその場に座る。

　ティグルはどう話を切りだすべきか迷い、お互いにそのままの姿勢で五つ数えるほどの時間が過ぎた。

「ティッタ。またしばらく、別行動になる。おまえはマスハス卿といっしょにいてくれ」

「どういうことですか……？」

　その宣告を予想していただろうに、ティッタの声は震えた。

「あたしは、ティグル様のお世話をするためについてきたんです。それなのに……」

「危険なんだ。余裕もない」

「それでも……」

　なおもティッタは言い募ろうとしたが、ティグルの黒い瞳に見据えられて口をつぐむ。視線を膝の上に落としてしばらく黙りこくった。ティグルは一言も発さず、身じろぎ一つせずにティッタの反応を待つ。

　やがて、ティッタはぽつりと訊いた。

「ご無事で、戻ってきていただけますか？」

「約束する」

　強さを感じさせる静かな声で、ティグルは答えた。ティッタは顔を上げ、いまにも泣きそうだった顔を無理に歪めて笑みを作ろうとする。ティグルは彼女にあたたかな笑みを見せて立ち上がり、そっとティッタを抱きしめた。もう一度言った。

「約束する。絶対に無事で帰ってくる。遅くとも――春までには」

　お待ちしております、と涙声でティッタは呟く。それに答えるように、また安心させるようにティグルは彼女の背中を軽く叩いた。







　ティッタが幕舎から歩き去ったあと、ティグルもまた家宝の黒弓をつかんで幕舎を出た。

　兵たちは交替での朝食をほぼ終えたころで、残り火に手をかざしている者もいれば、武具の手入れをしている者、賭けごとに興じている者もいるといった具合だ。敬礼をしてくる彼らに軽く手を振って応えながら、ティグルはマスハスとオージェのところへ向かう。

「起きられましたか、ティグルヴルムド卿」

　若い騎士が大股で駆け寄ってきた。整った顔だちは凛々しいものの、頭部には一本の髪もない。だが、彼はそのことを恥じるどころか誇っているふうさえある。

「おはよう、ルーリック。いまからマスハス卿のところへ行くんだが、来るか？」

　ルーリックと呼ばれた騎士は即座にうなずいた。

「ごいっしょしましょう。ところで、ティッタ殿が泣いているのを見かけたのですが……」

　ティグルは苦虫を噛み潰したような表情をつくって髪を乱暴にかく。心が重い。

「それに関係したことだ。ジスタート兵は……二万の敵と戦えといわれたらどうする？」

　その問いかけに、ルーリックはすべてを理解したようだった。双眸が輝きを増し、不敵な笑みが浮かぶ。

「勝算はおありですか？」

「わからない」

「そこはあるとおっしゃってくださらないと。私も兵を説得できなくなります」

　たちまち気の抜けた顔になってルーリックは肩をすくめた。長身を包む甲冑ががしゃりと鳴る。ティグルも口元を歪めて応じた。

「こっちは二千。向こうは二万。これで勝算があるといって、誰が信じる」

「ひとは実現性が高いから信じるのではなく、信じたいから信じるのですよ」

　そんな会話をかわしている内に、目的の幕舎に着いた。見張りの兵に確認してから、ティグルとルーリックは幕舎の中へ入る。

　二人は同時に言葉を失った。

　幕舎の中では二人の老人が背中を丸めて座りこんでいたのだが、彼らのまわりには何枚もの地図と模擬戦に使う駒が散乱していたのだ。傍らには眠気覚ましなどに使ったのだろう水を張った桶が置かれている。

「……おう、ティグルか」

　ずんぐりとした身体を揺らしながら、灰色の髪と髭が印象的な老人――マスハスが鈍い声をあげた。髪も髭もひどく乱れており、目の下には濃い隈が浮き出ている。

　こちらを振り返った痩せ気味の老人――オージェも似たようなもので、ゆったりとした服の着崩れを気にしている様子もない。

　二人の老人も、突如訪れた危機に対してティグル同様一睡もせずに知恵を絞り、思案をめぐらせていたのだ。

「話があるのですが……お二人ともだいじょうぶですか？」

　おそるおそるティグルが尋ねると、二人の老人は異い口く同どう音おんにちょっと待て、と答えた。

　それぞれ桶に勢いよく頭を突っこんだかと思うと、唸り声を発し、水の飛沫をまきちらして引きあげる。手にしていた厚手の布で水を滴らせる顔を拭い、鬼気迫る顔でティグルらを見上げた。

「うむ、聞こう」

　これにはティグルだけでなくルーリックもたじろいだが、まさか何も話さず退散するわけにもいかない。腹に力を入れてマスハスたちの前まで歩いていき、腰を下ろす。

「俺は――従ってくれる兵たちを率いて南東へ向かいます」

　一気に言い切って、ティグルはマスハスとオージェを見据えた。二人の老貴族は無言で視線をかわし、マスハスがむっつりとした顔で口を開く。

「おまえなら、そう言うだろうと思っておったよ」

　呆れた表情と声こわ音ねの中に、隠しきれない親愛の情があった。

「まずは理由から聞こうか」

「生き延びるため、守るべき者を守るためです」

「それならば、このテリトアールで守りを固めるべきではないか？」

　謹きん厳げんな表情で言ったのはオージェだ。普段の好々爺然とした笑みは、そこにはない。

　そうだろうとティグルも思う。自分もそう考えたのだ。自分の知らない遠くの民まで守りたいなどというのは、綺麗事を通り過ぎて戯言でしかないと。

「守りを固めて……もしも二万の軍勢が迫ったら、持ちこたえられるでしょうか」

「時間を稼ぐのだ。騎士団や、他の貴族の兵が現れるまで。それに、ムオジネル軍がこちらではなく、たとえばネメタクムなどへ向かう可能性は充分ありうる」

「援軍が到着する前に俺たちが敗れる可能性も、充分にあります」

　もっと恐ろしい事態をティグルは考えたが、それはさすがに口に出せなかった。

「あるいは、援軍が我々のところへは来ない可能性も、か」

　マスハスの呟きに、ティグルは驚きの眼差しを彼に向ける。まさしくティグルが恐れたことだったからだ。オージェもまた、手元の駒をもてあそびながら皮肉っぽく笑った。

「テナルディエめのおかげで、わしらはいまや叛逆者の片割れじゃ。見殺しにしたところで、まず咎とがめられはせんじゃろう。それに、ムオジネル軍がわしらを殲滅することで多少なりとも疲弊してくれればありがたいからの」

「そこまでお考えでしたか」

　恐縮するしかない。自分が思いつくようなことは、二人はとうに考えていたのだ。

「考えることはできる。重要なのは、その後の判断や行動じゃて」

　マスハスはティグルの肩にぽんと手を置いた。

「おまえがそこまで考えた上で、民を守ると言ってくれたのは嬉しい。だが――」

　できるのか、という言葉が出る前に、ティグルは笑みを見せて力強くうなずいた。

「そこで、お二人に頼みたいことがあります」







　ティグルがブリューヌ兵たちを集めたのは、その日の昼過ぎだ。

　弱々しい陽射しを投げかける白くぼやけた太陽の下、左右にマスハスとオージェを控えさせたティグルは、ムオジネル軍が南東の国境を突破したことを兵たちに告げた。

　兵たちの間に驚愕と動揺がおそろしい速さで広がっていくのを見ながら、内心の緊張をわずかでも悟られないよう平静を装って、ティグルは続ける。

「敵の数は二万。こちらはおまえたちの知る通り二千だ。ブリューヌ国内といえど、遠くの地。おまえたちには関係ないように聞こえるかもしれない。だが……放っておけば、敵は遠からず押し寄せてくるだろう。おまえたちの住む村や町にまで」

　兵たちの顔色が深刻なものになり、小さなざわめきがあちこちからあがった。恐怖をはじめとしたいくつもの感情が、彼らの間で踊り狂っている。

「勝つための策はあるが、おまえたちが怖気づかず、全力で戦えなければ活かせない」

　策などない。兵たちに偽りの希望を持たせることにティグルは臓ぞう腑ふがきしむような罪悪感を覚えずにはいられなかったが、なにしろ他に手段がないのだ。兵たちが絶望に沈んで動けなくなってしまったら、戦う前に終わってしまう。

　最後に、ティグルはだめ押しとして用意していた言葉を彼らにぶつけた。

「ジスタート兵は一人残らず戦うと言っている。――おまえたちは、どうする？」

　その瞬間だった。恐怖と戦慄によってくすぶっていたブリューヌ兵たちの戦意に、対抗意識という火がついたのは。

　俺たちの住む家は俺たちが守ると兵の一人が気炎をあげる。それにつられるように他の兵たちも腕を振り上げ、あるいは獣じみた咆哮をあげて戦う意志を示した。ティグルだけでなく、後ろに控えていたマスハスやオージェがおもわず拳を握りしめたほどだ。

――予想以上の手応えだ……。

　感嘆の思いで、ティグルはブリューヌ兵たちを見つめていた。

　いくらか打ち解けてきたとはいえ、銀の流星軍におけるブリューヌ人とジスタート人の対立意識は根強く存在しており、ティグルの悩みの種だったが、いま、その対立意識は燃えさかる戦意となって彼らの恐怖を塗り潰していた。

　ちなみに、ジスタート兵については演説を行う前にルーリックに確認してある。禿頭の騎士は丸い頭を叩きながら次のような返事をよこした。

「絶対とはいえませんが、まあだいじょうぶでしょう」

　ここにいる一千のジスタート兵は、エレンがティグルのために選び抜いた者たちだ。

　彼らは彼らなりにティグルに好意を持っているし、自分たちをここに残していったエレンの信頼に応えるためにも奮戦するだろう。ルーリックもまた、彼らを説得するのに労を惜しむつもりはない。

　熱を帯びたざわめきがおさまるのを待って、ティグルは大声で宣言した。

「それでは各自、指示に従ってただちに行動せよ！」

　そのあとは、動ける者は一人残らず移動のための準備に追われた。数日分の食糧や燃料を兵たちに持たせ、荷車を調達して十数人分の甲冑をまとめて載せる。幕舎などは一つにつき数人がかりで運ぶようにした。

　それ以外にも必要な作業をすませて、銀の流星軍が準備を終えたのは、太陽が西の果てに沈みながらも空を朱色に染めあげつつあるころだった。

　ティグルとマスハス、オージェの三人は馬上で顔を合わせた。

　マスハスは甲冑を着こみ、オージェも身だしなみを整えている。ティグルもまた革鎧を身につけ、腰には矢筒を下げ、黒弓を馬の鞍に引っかけていた。

　どの顔にも疲労の色は濃いが、それを上回る闘志があふれている。

　ティグルの背後には千七百余りの兵が控えていた。割合としては騎兵が八、歩兵が二というところで銀の流星軍の全騎兵を投入している。

　ティグルとしては騎兵だけで固めたかったのだが、そうすると元々多くない兵力がさらに少なくなる上に、なによりアルサスの兵を一人も連れていけなくなる。他の兵からはティグルが自領の兵を贔屓して戦場から遠ざけたと見られるだろう。

　それに、ティグルも信頼できる者たちをそばに置いておきたかった。

　マスハスやオージェも、それぞれ数十から百近い兵を従えていた。こちらは負傷者や戦えない者が主で、ティグルの側そば仕づかえであるバートランやティッタもその中にいる。

　バートランはついてきたがったのだが、老齢で体力に不安があることからティグルは連れていくのを断念したのだった。

「若、申し訳ありません。わしにもっと体力があれば……」

　肩を落としてうなだれる側仕えの老人に、ティグルは首を振って笑いかけた。

「ティッタを頼むぞ、バートラン。おまえがティッタを守ってくれるから、俺は安心して行けるんだ」

　その言葉に老人は表情と声に張りを取り戻し、お任せくだせえ、と意気込んだ。

「ティッタもな。忙しくなるだろうが、くれぐれも無理をするんじゃないぞ」

「その言葉はティグル様にそっくりお返しします。どうか……どうかご無事で」

　強気に言い返したティッタだが、それもわずかのことですぐに涙ぐんでしまった。

「それでは、お二人ともあとはお願いします」

　会釈するティグルに、灰色の髭をなでながらマスハスは言った。

「任せておけ。ティグルもしっかりな」

「ことがことじゃ。無理をするなとは言わぬが、しすぎてはいかんぞ」

　オージェもいたわるようにそう告げる。ティグルはもう一度、感謝をこめて一礼した。

　ティグルはこれからムオジネル軍のいる南東へ、マスハスとオージェは周辺の騎士団や貴族のもとに向かう。

「二千で二万の軍勢に立ち向かえるはずはありませんが、わずかでも行軍を鈍らせることならできると思います。俺たちがムオジネル軍を足止めしている間に、マスハス卿とオージェ子爵には騎士団や貴族に働きかけ、彼らを動かしてほしいのです」

　これがティグルの案だった。

　十六歳で、しかも叛逆者扱いされている自分の言葉には誰も耳を傾けないだろうが、マスハスやオージェといった年齢と経験を積み重ねた者の話ならば聞くかもしれない。

　ムオジネル軍の足止めに向かうのは、いくつか理由がある。

　無辜の民を守るというのが最大のものではあるが、率先して動くことによって騎士団や貴族を説得しやすくするためであり、ムオジネル軍になるべく行動の自由を与えず、国境近くに封じこめるためだった。

――以前、リムに教わったことがあったな。

「ティグルヴルムド卿、よろしいですか。相手の選択肢を削ること。相手を迷わせ、判断を狂わせること。この二つを成功させることができれば、戦いを非常に有利に運べます」

　まだ秋の名残が山野の木々に見られたころ、リムは愛想のない顔と声でそう言った。

「でも、相手の選択肢を削っていったら、かえって決断しやすくなるんじゃないか？」

「たとえば、三通りの行動しかとれない状況に相手を陥らせれば、こちらとしては対策をたてやすくなりますね。さらに、相手を迷わせて、その三つの中でもっとも選んではならない手を選ばせることができれば、より勝率を高めることができるというわけです」

「なるほどなあ」

　素直に感心するティグルに、リムは一瞬だけ無表情をかき消し、そっと微笑を浮かべながら言葉だけは厳しく続けたものだった。

「いま申しあげたのは初歩的なものですが、それだけに疎かにしてはいけません」

　こと戦略や戦術について、ティグルは父のウルスからあまり学んだ記憶がない。

　他に覚えなければならないことがたくさんあったからだが、父もまだ時間があると考えていたのだろう。ティグルが十四歳でヴォルン家を継ぐことになったのは、父が病に倒れたためだった。

――ムオジネル軍を、国境付近で食い止める……！

　マスハスとオージェらの部隊を見送ると、ティグルも出立を告げる。強い決意を抱いて馬を進めるティグルのすぐ後ろには、二人の若者がつき従っていた。

　一人はジスタート兵一千を束ねる禿頭の騎士ルーリック。

　もう一人は二十代半ば、くせのある褐色の髪と青銅色の瞳を持つ若者で、名をジェラールという。オージェ子爵の息子であり、ブリューヌ兵約七百をまとめていた。

「わしの息子をお預けしよう。事態が事態じゃ、好きなように使ってくだされ」

　オージェがそう言って、ジェラールをティグルの補佐につけてくれたとき、ティグルのそばに控えているルーリックはいい顔をしなかった。オージェ親子が立ち去ったあと、気に入らないという顔で不満を述べたものだ。

「たしか、あの男でしたな。グレアスト侯爵とやらの兵を撃退したとき、ティグルヴルムド卿を無視して戦姫様だけを称賛していたとかいう無礼者は」

「……誰から聞いたんだ、その話」

　ティグルは困った顔で聞いたが、候補は二人しかいない。ジェラールがエレンを褒め称えていたとき、その場には他にティグルとリムしかいなかったのだから。

「リムアリーシャ殿です。この軍を離れる際、あの男に気をつけるようにと」

「まあ、リムの嫌いそうな性格ではあるかな……。ただ、オージェ子爵が自分の息子というだけで兵を任せるとも思えない。仲良くとまでは言わないが、険悪にはならないていどにやってくれ」

　ティグルとしては、オージェの息子なのであまり悪く言いたくはない。そのため、なんとも曖昧な言い方になってしまった。

　そのときの会話を思いだし、ティグルは肩越しに振り返ってそっとルーリックの様子をうかがう。予想通りというべきか、剣呑な目つきでジェラールを睨みつけていた。

　だいじょうぶだろうかと不安になったものの、ティグルにはいまさらどうすることもできなかった。人手も足りなければ時間も惜しいのだ。

　銀の流星軍は先を急ぎながらも近隣の町や村にブリューヌ兵を派遣してムオジネル軍の来襲を告げ、テリトアールへの避難を呼びかけた。

　また、それらの町や村を休息の場とし、周辺の地図をもらい受けたり、彼らが持っていけない食糧などから必要なものを買い上げたりもした。

　数日後、ティグルはブリューヌ南東部のアニエス地方に足を踏みいれることとなる。




　　　　　　　†




　フェリックス＝アーロン＝テナルディエ公爵がムオジネル軍侵攻の報告を受けとったのは、王都ニースから、ネメタクムの中心都市であるランスに帰ってきた日の昼過ぎである。

「ムオジネル軍が攻めてきただと？　この時期にか」

　屋敷の奥にある執務室で、テナルディエは驚きの声を漏らした。

　ムオジネル人が暑さに強く、寒さに弱いことは広く知られている。それゆえに、冬が過ぎるまでは動きを見せないだろうと考えていたのだ。

「我が国の争いが春までは続かないと考え、いまのうちに荒らしてやろうと思ったか」

　テナルディエの厳つい顔が、より険しいものになる。四十二歳だが、いまでも鍛錬を怠っておらず、絹服の上からでもわかるほどにその身体はたくましい。全身から放たれる怒気は、気の弱い者なら泣きだしかねないほどにすさまじかった。

　テナルディエとしても、冬の間に国内を平定するつもりでいる。だが、ムオジネル軍の動き次第では、春までもつれこむかもしれぬ。そう思うと舌打ちが漏れた。

　報告に訪れた従者はその音に敏感に反応し、ただちに平伏した。主の機嫌が悪いときに怒りを買わない方法は、服従の姿勢をとりつつも主の視界に入らないことだと心得ている。

「地図を用意せよ」

　従者が慌てて退出したあと、テナルディエは、床に敷かれた絨毯の細かな刺し繍しゅうに視線を落として静かに考えにふけった。そのときにはすでに、彼は冷静さを取り戻している。

「一ヵ月前は、西からザクスタンが攻めてきた。今度はムオジネルか……」

　ただし、規模はまったく違う。

　ザクスタンが三千の兵を様子見ていどに差し向けてきたのに対し、ムオジネルは二万の兵で南東の国境を越えてきたのだ。

　とんだ計算違いである。

　テナルディエはもともと、国内の争いを長引かせるつもりはなかった。

　政敵であるガヌロン公爵をすみやかに排除し、国王の姪である妻のメリザンドを通じて、己の息のかかった者たちを重要な役職につけ、王宮を完全に掌握する。

　その後、王家の血を引く者として息子のザイアンを玉座につけるか、あるいは王家に近しい血を持つ娘を息子にあてがい、二人の間に生まれた子を玉座に据える予定だったのだ。

――ティグルヴルムド＝ヴォルンとやらいう小僧のためにすべてだいなしだ。

　ティグルヴルムド＝ヴォルンはジスタート軍を国内に招きいれ、ザイアンはその男と戦って命を落とした。テナルディエは暗殺者を放ったが失敗し、戦姫リュドミラも、戦姫エレオノーラを止められなかった。

　テナルディエは、ティグルを叛逆者と認定するよう宰相のピエール＝ボードワンに要求し、ボードワンはその通りに手続きをすませた。ティグルはアルサスの領主でもヴォルン家の人間でもなくなった。だが、ティグルと彼の仲間たちにそれを受けいれた様子はない。

　さらに、テナルディエは西方国境の守りの要である黒騎士ロランまで失った。ロランは自分に強い反感を抱いていたが、テナルディエは彼の性格をよく知っていた。国王という手札がこちらにある限り、王国最強の黒騎士は決して自分に手出しをしないことを。

　テナルディエにとってロランはおおいに使い勝手のいい、そして替えのきかない駒だった。彼亡きあとの西方国境は、これまでよりも不安定なものとなるだろう。

　再び苛立ちがこみあげ、知らず顔が険しくなる。ちょうど地図を持って戻ってきた従者が主の形相に気づいてびくりと身体を震わせ、その場に立ちすくんだ。

「どうした。何を突っ立っている」

　臓腑をつかまれるような低い声にせかされて、従者は慌てて黒檀の大きな机に地図を広げ、部屋の隅に控える。テナルディエはもはや彼に一切の関心をはらわず、冷たく鋭い視線で地図を見つめた。

――やつらの狙いは何だ？

　ブリューヌにとって、ムオジネル王国は近隣諸国の中でも対応の難しい相手として認識されている。彼らは、他の国にはない理由で兵を起こすことがあるからだ。数年前、ムオジネル軍五千が突然南東の国境を越えてきたことがあったのだが、その理由はこうだった。

「奴隷が必要になったので、手に入れにきた」

　当然、ブリューヌは迎撃のための兵をそろえつつ、使者を派遣して抗議したのだが、彼らは傲ごう然ぜんと次のような返事をよこした。

「貴君らも、火を得るための薪が足りなくなれば森へ入るであろう」

　ムオジネルはブリューヌに接している国々の中で奴隷制度を持つ唯一の国である。奴隷を獲得するための戦争は、ムオジネルにとって当然のことなのだ。

　彼らは過去、国境を越えてブリューヌやジスタートに攻めこんでは村や町を襲い、人間をさらい、金品を奪って引きあげるというような真似まねを何度も行ってきた。船団を仕立てて海を渡り、ザクスタンやアスヴァールへ攻めこんだこともある。

　ちなみに諸国が奴隷制度そのものを非難したことはない。どの国も、奴隷制度を取り入れこそしないものの利用はしているからだ。たとえば、戦で捕虜にした者から身代金を取れない場合、奴隷として売り飛ばすといったふうに。

　また、ムオジネルの羊皮紙や絨毯は質のよいものが多く、紅茶チャイなどの貴重な品もある。多少の不都合があっても、つきあわないわけにはいかない相手でもあった。

「ムオジネルの狙いが奴隷を得ることならば、これまでがそうだったように国境付近を荒らして引きあげるだろうが……」

　二万という数に加えて、国境の城砦を突破したらしいことを考えると、奴隷だけが目的とは思えない。領地や都市、城砦などを狙っている可能性は高い。

　また、ニースを攻めることはないとしても、ニース周辺の町や村を襲って、ブリューヌの権威を傷つけてくることは充分に考えられる。

「スティードを呼べ」

　テナルディエは地図から顔をあげ、彼の信頼する腹心を呼ぶよう従者に命じた。

　一千を数えるほどの時間が過ぎたあと、ひとりの男が落ち着いた足取りでテナルディエの前に現れる。扉を閉めて、テナルディエと二人だけになってから、彼は主に一礼した。

「ムオジネルの件でございますか」

「さすがだな」

　テナルディエは感心したように笑った。

　スティードは三十三歳。うっすらと髭を生やした青白い顔が、見る者の印象に残る男だ。感情をあまり表に出さず、口調も淡々としている。だが、テナルディエに対する忠誠心は深く、戦士としても、軍の指揮官としても、公爵の補佐役としても優れた能力を持っていた。

「二万の兵で南東の国境から侵入してきたそうだ。それだけの数を動かしたのならば、陸からだけとは思えぬ。船団を編制して、南の海からも攻めてくるだろう」

　テナルディエの言葉に、スティードはうなずいた。

「今朝、沿岸部にある主要な港町に使いの者を走らせ、兵と船を集めておくよう命じました。冬の海は荒れているのが常ですので、沿岸から離れて船を進めるのは無理でしょう。ムオジネル軍がどのあたりに現れるのかは見当がつきます」

　テナルディエの許可を得ずに使いの者を出したのは、越権行為に近い。しかし、それが主のためになると判断すれば、スティードは行動をためらわない男だった。

「よくやった」

　ブリューヌ南部に領地を持つ諸侯の大半は、彼に従っている。テナルディエには彼らを守る必要があり、スティードの行動はそれにかなうものだった。

「慌ただしくなるぞ、スティード。敵は三つ。海から攻めてくるムオジネル軍、陸から攻めてくるムオジネル軍、そして、ガヌロンめの軍だ」

　そう告げたテナルディエに、スティードは率直に疑問をぶつける。

「閣下、ガヌロン公がムオジネル軍を国内に招き入れたという可能性はございませんか。それならロラン卿の一件もわかるのですが」

　ロランがガヌロンに謀殺されたことを、テナルディエはスティードに話していた。

　テナルディエは首を横に振る。

「もしそうであれば、ガヌロンはムオジネル軍と合流しようとするはずだ。ムオジネル軍も、同盟について声高に叫ぶだろう。ガヌロンの心変わりを防ぐためにもな」

　ガヌロンほどの大貴族が他国の軍と手を組んだとすれば、そのことがもたらす衝撃はティグルヴルムド＝ヴォルンとジスタート軍の比ではない。王都はその機能の大半を麻痺させ、貴族諸侯も右往左往するだろう。

　だが、ティグルがそうなったように、ガヌロンは叛逆者と認定される。騎士団を敵にまわすことになるし、彼に味方している諸侯が離反する可能性も出てくる。テナルディエも、ガヌロンを逆賊として討伐することができる。危険の大きい賭けだ。

「もっとも、ガヌロンが我が国の情勢をムオジネルに詳しく流した可能性はあるがな」

　ムオジネルが攻めてくれば、ブリューヌ南部に領地を持つテナルディエが対応に追われることになる。テナルディエとムオジネル軍が戦っておたがいに消耗したところへ、ガヌロンが襲いかかってくるのは、充分に考えられることだった。

「いま、すぐに動かせる兵はどのていどだ？」

　ディナント会戦の直後から、テナルディエは自領や近隣の諸侯に対して兵と馬、武器、食糧を集めるよう命じていた。

「約二万です。騎兵が四千、歩兵が一万六千ほどになります」

　スティードの返事を聞きながら、テナルディエは地図を見つめる。

「南東国境周辺は見捨てる」

　あっさりと、テナルディエは告げた。そうした冷徹な判断を、彼は即座に下せる男だった。

「南東に配置されている騎士団をことごとくニースに向かわせて、王都周辺を守らせる。これは宰相のボードワンにやらせよう。私は七千の兵を率いて南の沿岸部へ向かう。スティード、おまえは残りの兵を率いて、このネメタクムを守れ」

　状況によっては、ムオジネル軍だけでなく、ガヌロン公爵の軍勢とも戦わなければならない危険な役目だ。だが、スティードは緊張も不安も見せずに頭を下げた。

「積極的に戦うべきでしょうか」

「いや、私が合流するまでは無用な戦を避け、損害をおさえることを第一に考えよ」

「かしこまりました」

　答えてから、スティードは地図を見つめる。

「ジスタート軍については、いかがなさいますか」

　ティグルヴルムド＝ヴォルンが率いている、ブリューヌとジスタートの混成軍のことだ。彼らには銀の流星軍という名があるのだが、テナルディエもスティードも知らない。加えて、混成軍の中核を占めているのがジスタート軍だとわかっているので、そう呼んでいた。

「やつらはナヴァール騎士団と戦って疲弊しているはずだな……」

　この混成軍について考えると、テナルディエは怒りで身体が熱くなる。ティグルが息子の仇だからだ。八つ裂きにして豚の餌にでもしなければ気がすまなかった。

「放っておけ。五千足らずの兵で、ムオジネル軍と戦うような真似はすまい。東か、でなければ北東へ逃げるだろう。まずないと思うが、もしも協力を求めてきたら、ティグルヴルムドの身柄を差しだせと言ってやれ」

　話しあいが終わってスティードが退出すると、入れ替わるように従者が現れた。テナルディエに会いたいという者がいるのだという。

「ジスタートのオステローデ公国から、戦姫の使いとして来たと申しています」

「オステローデ？」

　その公国がどこにあるのかを思いだすのに、テナルディエは二つ数えるほどの時間を必要とした。ジスタートの北東にある公国だ。ネメタクムからは遠すぎて、これまでに交流はない。

――位置を考えれば、ガヌロンと交流を持っていそうだが……。

「葡萄酒を用意しろ」

　それは、客人としてこの部屋に通せという意味だった。

　ほどなく、使いの者が現れる。三十代だろう落ち着いた雰囲気の男だ。丁重に挨拶を述べたあと、侍女が葡萄酒と銀杯を置いて下がるのを待って、男は話を切りだした。

「我らが主たるヴァレンティナ＝グリンカ＝エステスは、この機に公爵閣下と誼よしみを結びたいと考えています」

「ほう。だが、オステローデからはルテティアの方が近かろう。おぬしがどうやってここまで来たのかは知らぬが、さぞ苦労したのではないか」

「ジスタート国内を半ば縦断し、ヴォージュ山脈を越えて参りましたが、閣下にお目にかかれたことを思えば、たいした苦労ではございません。それに、遠くないうちにおたがいの距離は近くなると、我らが主は言いました」

　テナルディエの両眼が、かすかな警戒の色を帯びた。

「どういう意味かな」

「閣下がガヌロン公との戦いに勝利し、ブリューヌを掌握されればそうなりましょう」

「ずいぶん高く評価してくれているようだが、私がガヌロン公に勝つと、どうして思う？」

「閣下は竜を使役しておられます」

　使いの者の言葉に、テナルディエはおもわず皮肉めいた笑みを浮かべる。

「使役していた、だな。二頭とも、ジスタートの戦姫に打ち倒された」

「残念でございました。ですが、その二頭で終わりではないと、我らが主は考えています」

　テナルディエは銀杯に口をつけた。そうして間をもたせながら、考える。自分が新たに竜を調達する可能性については、誰もが考えることだろう。おかしなもの言いではない。

――オルミュッツの戦姫は、ライトメリッツの戦姫と和解したと聞いている。

　リュドミラ＝ルリエのことだ。そのために、エレオノーラ＝ヴィルターリアは野放しになっている。ここで他の戦姫が自分に協力を表明してくれるのはありがたい。直接的な支援をしてくれるのなら、もっとありがたい。

「いま、私はライトメリッツの戦姫殿と敵対している。あなたの主は、ライトメリッツとは仲がよいのかな」

「オステローデはジスタートの北東にあり、ライトメリッツは南西にあります。それもあって交流らしい交流はございません」

「それなら、あなたの主の力で、彼かの公国をおさえることはできないか」

「可能なかぎり急いで我らが主にお伝えしますが、時間がかかることはご承知ください」

　テナルディエはうなずいた。かなり無理のある要求であることは理解している。

「では、北の海を渡ってルテティアを攻めることはどうか」

「北の海は、冬の間は船を出すことが非常に困難です」

　その返答に、テナルディエはかえって安心した。北の海が、冬の間はひどく荒れることを、彼は知っている。もしも使いの者ができると答えたなら、内心で嘲ちょう笑しょうしていたところだ。

「では、私は戦姫殿に何を期待すればよいのかな」

「我が国に、ガヌロン公と親しくしている諸侯らがいることはご存じかと思いますが、彼らを説得して閣下の友人に変えてみせます」

　テナルディエはおもわず「ほう」と、興味深げな声を発していた。使いの者は続ける。

「そして、ガヌロン公を支持しているブリューヌの諸侯らに、その事実を伝えます。彼らは動揺し、ガヌロン公に従い続けるべきか悩むようになるでしょう」

「それはおおいに助かる話だな」

　笑って言葉を返しながら、テナルディエは使いの者の言ったことについて考える。

　実際は、それほど影響力を持たない諸侯を何人か説得できるというていどで、おおげさに言っているだけなのだろう。そのような真似が本当にできるのならば、逆に、自分と親しいジスタートの諸侯たちを、ガヌロンの友人に変えることも可能ということではないか。

――だが、おもしろい提案だ。

　小さなものであれ、ガヌロン公の支持者たちの間に綻ほころびをつくるのは有効な手だ。それが確認できたら、テナルディエの手でその綻びを広げることもできるだろう。

　最後に、使いの者は贈りものを置いて、去っていった。

　金と銀の装飾をふんだんに用いた箱を開けると、上等な絹布が敷き詰められた中に、翡翠の塊を削ってこしらえた六本足の馬の置き物が横たえられている。大きさは握り拳二つ分ほど。六本足の馬はテナルディエ公爵家の象徴で、軍旗にも用いられていた。

「なかなか行き届いているな」

　満足そうにうなずいたテナルディエだが、従者を呼びだして、使いの者のあとをひそかに追うように命じることは忘れなかった。このあと、ガヌロン公爵か、ライトメリッツの戦姫のもとへ行くかもしれないからだ。自分に協力するという言葉を、素直に信じる気はなかった。







　翌日の朝、ランスの町を囲む城壁の外には、二十人近い諸侯と二万を超える軍勢がそろっていた。ネメタクム兵に、諸侯らの兵を加えたものである。

　空は青く澄んでいるが、太陽は白くぼんやりとした姿で弱々しい陽射しを地上に投げかけている。冬のただ中とあって、兵たちはいずれも甲冑の上に毛皮をまとうか、厚手の外套を羽織っており、彼らの吐く息のために、一帯は白い靄に包まれているかのようだった。

　テナルディエは傍らにスティードを立たせ、自分は南の沿岸部に向かうこと、スティードにネメタクムを守らせることを諸侯と兵たちに告げる。

「スティードの言葉は私の言葉も同然と思って、従ってほしい」

　諸侯と兵たちは、緊張に顔を引き締めた。スティードがテナルディエ公爵の信頼厚い騎士であることを、知らない者はいない。

「必ずや、閣下のお心に沿う働きを」

　その場に膝をつき、頭を垂れたスティードに、テナルディエは鷹おう揚ようにうなずいた。

「ムオジネル軍だけでなく、ガヌロン公にも警戒せよ。あの男、何をするかわからぬ」

　わざわざこの場でこのようなことを言ったのは、諸侯たちに聞かせるためだ。だが、口にしてから、テナルディエは自身がガヌロンを警戒していることにあらためて気づかされた。

　テナルディエはこれまで、ガヌロンも自分と同じく玉座を狙っていると考えていた。だからこそ、これまでの対立を一時的に捨てて手を組んだ。ディナント会戦で王子の殺害を試み、精神的に弱っているファーロン王に毒を盛るというくわだてにも協力したのだ。

　しかし、いま、ひとつの疑惑が意識の片隅に生まれている。

　ガヌロンは、本当は玉座に興味を持っていないのではないか。あの男は、ただ破壊と混乱を楽しんでいるだけなのではないか。

――まさか。

　傲然と胸を張りながら、テナルディエは湧きあがったその考えを打ち消す。ロランを謀殺するという予想外の行動をとられたからといって、必要以上に用心することはない。何より、いまはムオジネル軍に集中すべきだ。

　紅馬旗バヤールと、橙地に六本足の馬を描いたテナルディエ家の軍旗、そして諸侯らの軍旗をはためかせて、テナルディエ公爵は行動を開始する。ランスを発ったとき、彼の口元には獰猛な肉食獣を思わせる笑みが浮かんでいた。







　そこは、光の一切届かない深い谷底だった。

　凍えそうなほどに冷たい大気が沈殿している暗闇の中に、ひとりの老人が立っている。小柄な身体に黒いローブをまとい、何かを見つめていた。明かりがなくとも、この老人は当たり前のようにものを見ることができた。

　彼の目の前にあるのは、巨大な獣の亡骸だった。

　すさまじい力によって砕かれ、えぐられ、引きちぎられた鱗と肉と骨と臓腑。泥にまみれ、腐りかけたそれらはすさまじい異臭を放っている。

　だが、老人は谷底にわだかまりそうな悪臭にまるで頓着せず、大雑把に積みあげられて小さな山となっているそれを丹念に観察していた。

　それが飛竜の屍骸であることは、老人と、屍骸を引きあげた者しか知らない。

　老人の名はドレカヴァク。占い師として数年前からテナルディエ公爵に仕えている。

「やはり……違う」

　ややあって、ドレカヴァクはつぶやいた。屍骸の中へ無造作に手をつっこみ、一塊の骨肉をつかみとる。

「風の力がないわけではない。だが、それだけではない」

　皺しわだらけの顔に、予想が当たったことを喜ぶかのような不気味な笑みがひらめいた。小さな目を金色に光らせて、ドレカヴァクは部屋の片隅に視線を向ける。

「おまえにもう一働きしてもらうことになるかな、ヴォジャノーイ」

「――またかい？」

　老人の視線の先で、闇が声を発して揺らめいた。

　明るい笑みを浮かべた一人の若者が、壁に背中をあずけて床に座りこんでいる。中肉中背で、襟えりや袖に毛皮をあしらった厚手の服をまとい、短い黒髪には緑色の布を大雑把に巻きつけていた。手に持っている金貨を、まるで菓子であるかのようにかじっている。

「年寄りが楽をして、若者ばかりあちこち走りまわるというのはよくないと思うよ」

「わしは、まもなく届くだろう竜どもの世話をしなければならん。なんなら代わるか？」

「仕方がないなあ。それで、何をやるんだい」

　ヴォジャノーイと呼ばれた若者は、金貨を指先で空中に弾きながら立ちあがった。きれいな放物線を描いて落ちてきたそれを口で受けとめ、そのまま呑みこむ。

「ついに、『弓』の使い手が現れた」

　空気を凍らせるようなドレカヴァクの声音に、ヴォジャノーイの顔から笑みが消えた。驚きに目を丸く見開いて、若者は老人を凝視する。

　しばらくして、ヴォジャノーイは目をさきほどまでのように細め、笑みを回復させた。

「どうするんだい？　殺すの？」

「あれは戦姫などと違い、絶えず世に現れる者ではない。殺すには、貴重すぎる。捕獲が望ましいが……さしあたっては、何者かということが正確にわかればよい」

　老人が言い終えたときには、ヴォジャノーイの身体はすでに闇に溶けこんでいる。ほどなく、彼の姿は消えた。闇を見つめて、満足そうにドレカヴァクはうなずく。

「さて、わしも行くとしようか。最後には誰が立っているのやら……」

　どこか楽しげに聞こえる口調でつぶやくと、老人は竜の死骸に背を向けて扉へと歩きだしたのだった。









　　　２　　　二千　対　二万














　アニエス地方の半分以上は、水に乏しい不毛の大地だ。植物はほとんど育たず、大気も砂塵を含んで乾燥している。

　崩れた塔を思わせる砂岩の崖や丘が幾つもそそり立ち、連なって、いびつな断崖を形成し、その隙間を荒涼とした風が吹きぬける。

　ジスタート、ムオジネルの二国と国境を接しているため、ブリューヌ王国はここに城砦を築きはしたものの、積極的な開発は行わなかった。村や町も少なく、隊商を狙う野盗を恐れて城砦付近に点在しているといった具合だ。

　ムオジネル軍がこの地に姿を現したのは、十数日前のことだ。

　彼らは国境の城砦に殺到し、二日とかけずに攻め落とした。城砦には三千もの騎士がいたが抵抗むなしく粉砕され、その多くが斬り捨てられた。ムオジネル兵の刃から逃れ、城砦を脱出できた者は百に満たなかったという。

　その後、ムオジネル軍は城砦の周辺にある村や町を次々に襲った。

　ムオジネル軍は、恐ろしいほど冷徹に襲撃する。

　たとえば村を襲う際、彼らは火を放ったりはしない。

　数にものをいわせて怒濤のごとく攻め寄せ、柵や壁を打ち壊し、突き崩して内部へと侵入を果たすのだ。そして、住民たちを次々に捕らえ、金品を略奪する。

　政治的な価値のある貴人でもないかぎり、住民は捕らえられた瞬間から兵士の所有物――奴隷となる。それゆえに兵士たちは住人をひとりでも多く捕らえようとし、また、奴隷としての価値がない老人や子供は容赦なく殺す。

　最後に、彼らは貯蔵されていた食糧をことごとく奪う。それがすむと家々を破壊し、その残骸を薪代わりとして奴隷に背負わせ、村をあとにする。

　あとに残るのは石造りの家と、老人や子供、抵抗して殺された者たちの死体、価値なしと見做みなされて放り捨てられた残骸ばかりだ。

　そうして二十を超える町や村を彼らは襲い、壊し、奪い、さらって、蹂じゅう躙りんした。







　ムオジネルの軍旗は緋色の地に、角を生やした黄金の兜と剣を描いたものだ。この兜と剣は彼らの崇める戦神ワルフラーンの象徴だという。

　軍旗は他国のそれに比べて一回り以上大きく、旗竿も太い鉄の棒に金きん箔ぱくを貼ったものを用いている。他国の兵は遠くからでも見えるこの旗にまず驚き、次いで間近で目にして圧倒されるのが常だ。

　冬の灰色がかった空の下、ムオジネル軍は戦神の軍旗をひるがえして、砂礫だらけの荒野を進んでいた。

　褐色の肌をした兵たちは皆、厚地の服の上に革鎧をつけている。腰には反りのある剣を吊るし、手には弓か、自身の背丈の倍以上ある槍と楕円形の盾を持っていた。

　兵士は頭部に黒い布を巻きつけ、部隊の長は鉄製の兜をかぶっている。歩兵が多く、騎兵は全体の二割ほどもいない。

　二万の兵の後方には、縄で手を縛られた者たちが続く。数は二千余。

　若い男女ばかりで、身体中に痣あざや傷痕があり、着ている服はぼろぼろだ。女性の場合は服を引き裂かれてあられもない格好になっている者が珍しくない。

　彼らはムオジネル軍に捕らえられ、奴隷にされた者たちだった。板切れを束ねたものを背負わされ、誰もが絶望しきった顔で、力のない足取りでムオジネル軍についていく。

「あれがムオジネル軍か……」

　砂岩の崖に身を隠し、遠くから彼らの様子を観察している集団があった。ティグルと数人のジスタート兵だ。

　ティグルは総指揮官であって軽はずみに動ける立場ではないのだが、反対するルーリックとジェラールを押し切って、今回だけという条件で偵察部隊に加わっていた。麻の服の上に革鎧をつけ、腰に矢筒を下げて手には黒弓といういつもの格好だ。

「本当に肌の色が違うんだな」

「実に素朴な感想だな、ティグルさんらしい」

　ティグルの隣で同じように身を隠しながら揶揄やゆしたのは、アラムだ。粗末な作りの刷毛のような茶色がかった髪に、海狸カストールを思わせる丸い顔と身体をしている。ティグルが捕虜だったころから親しくしているジスタート軍の斥候だった。

「仕方ないだろう。俺はムオジネル人を見るのははじめてなんだ」

「アルサスには来なかったのか。ムオジネル人には商人が多いって聞いたことがあるが」

「……うちに来ても商売になるとは思えないしなあ」

　とぼけた返事をしながらも、ティグルは一瞬たりとも真剣さを失ってはいない。その黒い瞳は、ムオジネル軍の後方――奴隷たちに向けられていた。

――ただ敵を追い払うだけじゃ駄目だ。全員は無理でも、できるかぎり助けたい。

「ここから狙うかい？　ティグルさんなら当てられるだろう？」

　冗談めかした口調でアラムにけしかけられたが、ティグルは首を横に振った。

「無理だな。ここは、風が荒れすぎている」

　断崖の上から街道へと吹きおろされる風は力強く、無原則で無軌道だ。ティグルでも、足を踏みいれたばかりの土地で風の流れを完全に読むことは困難だった。

――だが、弓の力を使えば、おそらく……。

　手に持った黒弓に視線を落とす。空高く舞う飛竜を撃ち、分厚い城門を射抜き、黒騎士ロランを退けてみせた、不可思議な力を持つ家宝の弓。

　直撃させれば、総指揮官どころかその周辺の兵士すら巻きこんで、数十人以上のムオジネル兵を打ち倒せるのは間違いない。

　そこまで考えたとき、ティグルの脳裏にひとつの光景が浮かんだ。ティッタとともに入ったティル＝ナ＝ファの神殿で、不思議な声の主に見せられたものだ。

　ひとりの男が黒弓を握りしめて、王都ニースにも劣らない大都市を狙って矢を射放った。次の瞬間、すべてが白い光に包まれて跡形もなく吹き飛んだ。

　不思議な声の主によれば、矢を射放った男も、その直後に命を失ったという。

　むやみに黒弓の力を使えば、命を落とすのではないか。

「真にこの弓を必要としたときのみ、使え」という父の言葉も、もしかしたらそのことを指し示しているのではないか。

――死なないとしても、気を失うことはある。

　ロランと戦ったときだ。ティグルはエレンと、『光華の耀姫ブレスヴェート』の異名を持つ戦姫ソフィーヤ＝オベルタスの力を借りて、矢を射放った。そして、気を失った。

　もしも矢を外してムオジネル軍にたいした打撃を与えられず、自分が意識を失ったら、銀の流星軍シルヴミーティオは戦う前から動揺し、狼ろう狽ばいするだろう。

――慎重になれ。

　ティグルは頭かぶりを振って、自分にそう言い聞かせる。この弓はわからないことだらけだ。家宝であり、大切な相棒ではあるが、尋常でない力にむやみに頼るべきではない。

――それに、ここで総指揮官を射倒してもせいぜい一時の混乱を生むだけだ。

　そして、彼らの怒りはおそらく奴隷たちに向けられる。それは避けたかった。

「引き返そう。もうルーリックたちも準備を進めているはずだ。今日は無理でも、明日にはやつらに仕掛けたい」

　ティグルの言葉に従い、ジスタート兵たちは音をたてぬよう慎重な足取りで断崖から離れる。最後にティグルが崖下へと降りたった。ジスタート兵たちよりも素早く、かつしなやかな身のこなしに、アラムは呆れと感心とが入り混じった笑みを浮かべる。

「まったく、ティグルさんの親のどちらかは山猫だったんじゃないか？」

「それならおまえの親は海狸だな」

　ティグルが即座に返した軽口に、他の兵たちから小さな笑いが起こった。

「一度こいつの親を見てみるといいぞ、ティグルさん。海狸が化けたように見えるから」

「それも両親ともな。この親にしてこの息子あり、とつくづく思ったもんだ」

　ムオジネル軍が進む街道から充分に離れたのを確認し、ささやくように談笑しながらティグルたちは馬をつないでいるところへ戻った。

　自分の馬の手綱を握り、鐙に足をかけたところで、ティグルは動きを止める。アラムたちにも音をたてないよう仕草で命じた。

――音がする。……足音か？

　ティグルたちがいるのは、山中の獣道のようなところだ。地面は平らとは言い難く、まわりには風化して崩れかけた岩がいくつもそそり立って視界はきわめて悪い。岩の形状もまた丸かったり、穴だらけの柱のようだったりとさまざまだ。

　馬の背を撫でて落ち着かせながら、ティグルはあらためて耳をすませる。

――空耳じゃない。足音だ。

　ムオジネル軍の斥候が周辺の地形を調べているのかもしれない。ティグルは手の動きだけでアラムたちに説明すると、兵を二人だけ伴い、他の者に馬を任せて歩き出した。

　矢を弓につがえて、岩陰に隠れながらティグルは音のする方へ近づいていく。自分が隠れている断崖からそっと顔だけを覗かせた。

　旅人らしき格好をした者が、追われていた。追っているのは四人のムオジネル兵だ。反りのある剣を振り上げ、ムオジネル語で何かを叫んでいる。ティグルには意味がわからなかったが、その響きや彼らの表情を見ても穏やかなものでないのはあきらかだった。

　旅人が足をもつれさせて転ぶ。追いついたムオジネル兵たちはすばやく旅人を囲んだ。

　直後、ムオジネル兵のひとりが頭を射抜かれて地面に倒れる。

　矢を射放ったのはむろんというべきか、ティグルだった。

　思いもよらないところからの攻撃に言葉を失うムオジネル兵たちへ、ティグルはさらに矢を射かけた。一矢で一人を確実に屠ほふり去る。部下たちも弓をかまえたものの、旅人に当たることを懸念してティグルに任せ、周囲の警戒にまわった。

　ムオジネル兵たちがすべて地面に倒れて動かなくなると、他に敵の姿がないことを確認し、それでも二人の兵に周囲を警戒させながらティグルは断崖を離れた。地面に座りこんでいる旅人へと歩み寄る。

「だいじょうぶか？」

　目の前まで近づいて、ティグルは旅人が女性であることに気づいた。厚手の外套を羽織って胸の前で固く閉じあわせ、フードも目深にかぶっていたので断崖の上からではわからなかったのだ。外套の下には長衣をまとっているように見えたが、足下まであるスカートだった。

　彼女はムオジネル兵の死体を呆然と見つめていたが、歩いてきたティグルに気づくと、碧い瞳に警戒の色をにじませて身体を強こわ張ばらせる。ティグルは安心させるように手を広げ、彼女に笑いかけた。

「俺は君の敵じゃないよ。ティグルヴルムド＝ヴォルン。ブリューヌ人だ」

　ティグルの言葉に、娘が何度か瞬きをする。風が吹いて、彼女のかぶるフードをわずかにずらした。そこから覗いた顔はやつれており、金色の髪は砂塵に汚れていたが、それでもなお美しいと思える容貌をしていた。年齢はティグルと同じか、ひとつ下といったところか。

　だが、彼女の美しさに見惚れるより先に、ティグルは内心で首をひねった。

――どこかで見たような……。どこだったかな。最近だったと思うんだけど。

「君はひとりなのか？　誰か連れは……」

　娘はふるふると、力なく首を横に振った。

「立てるか？」

　ティグルが手を差し伸べる。娘は手を伸ばしたが、身体がぐらりとよろめいた。地面に倒れそうになった彼女を、ティグルはとっさに膝をついて支える。
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　娘は気を失ったようだった。彼女の口元に耳を寄せて、ティグルは呼吸を確かめる。ほっそりとした首筋に触れて脈をはかり、最後に額に触れた。かすかに熱がある。

――命に別状はなさそうだ。疲労かな……。

　ティグルは困ったような、どうしたものかという顔で娘を見た。まさか見捨てるわけにもいかないが、ムオジネル軍と一戦まじえる前からよけいな荷物を抱えこむことになったのはたしかだ。

「かわいい子じゃないですか。汚れを落とせばたいそう別べっ嬪ぴんになりそうだ」

　断崖を降りてきた部下が、娘の顔を見て率直な感想を述べる。もうひとりも賛同するようにうなずいた。

「どこかから逃げてきたんでしょうかな。どうしますか？」

「連れて帰るしかないだろう」

　答えて、ティグルは彼女を抱きあげる。思った以上に軽く、華きや奢しやな身体つきだ。兵たちの手を借りて彼女を背負い、落ちないように紐で結ぶ。それをすませると、地面に転がる四つの死体を見下ろした。

「重要なものを持っているかどうか調べてくれ。それと、武具はいただいていこう」

　追いはぎそのもので気が進まないが、そんなことを言っている余裕はない。ティグルたちは手分けして兵士の懐を探ったが、それらしいものは出てこなかった。

　見つかりにくいよう死体を岩陰に隠し、ティグルたちは本隊へと帰還した。

「ずいぶんでかい土産ですな」

　呆れ返ったそれが、ティグルを出迎えたルーリックの第一声だった。
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　二千余の奴隷を引き連れて、ムオジネル軍二万はアニエスの荒野を行く。

　彼らの進軍速度は遅い。歩兵が主であることと、敵地ということもあって周辺を念入りに偵察しながら進み、小さな村だろうと見逃さずに潰していくためだ。

　とはいえ、彼らは障害らしい障害にも遭遇せず、その進軍は順調そのものだった。

「それにしても……このあたりは本当に何もないのだな」

　ムオジネル軍の総指揮官であるカシムは、砂塵混じりの乾いた風を浴びながら馬上で不機嫌そうに呟いた。

「町や村を徹底的に潰して進むのが我々の役目とはいえ……この調子では、目的地にたどりついたときには奪うものが何も残っていないかもしれんな」

　彼らの目的は、ブリューヌ王国南部だ。実りの多い豊かで広大な土地と、南の海に面した港町群をムオジネルは以前から狙っていたのだが、その好機がついに訪れた。

　ブリューヌが混迷の沼でもがいている間に奪いとってしまおうという魂胆だった。

　カシムは今年で三十になる。ムオジネル人特有の褐色の肌に、刃のように鋭い視線が印象的な男だ。頭部には兜ではなく白い布を巻き、宝石をあしらった銀細工で留めている。

　かつては奴隷だったが、才能を認められて解放され、戦場で武勲を重ねてついには将軍の地位を授かった。

――奴隷だった俺が、いまや将軍だ。この遠征に成功すればさらに上へ行けるだろう。だが、もしも、しくじったら……。

　浮かびかけた暗い考えを、カシムは慌てて振り払う。彼の内にはより高い地位を狙う野心と、失敗すれば奴隷に戻るかもしれないという恐怖が、ほとんど同量で存在していた。

　肩越しに後ろを振り返ると、縄でつながれ、冬の風にこごえながらうなだれて歩くブリューヌ人たちの集団がある。捕らえたときには反抗的な者もいたが、いまではほとんどがおとなしくしていた。

――二度と、あのようにはならん。

　内心で呟いて、それからふと空を見上げる。日没にはまだ時間があるが、西へ傾きつつある日は赤茶けた砂岩の断崖に隠れてしまっていた。空は青から群青へと濃さを増して、周囲は薄暗くなり、風が冷たさを増しつつある。

――そろそろ夜営の準備をするか。

　そう考えたとき、先頭を行く部隊から報告が届いた。

「将軍閣下。敵が現れました。ブリューヌ軍かと思われます」

　敵、という単語にカシムは眉をひそめる。自分はたしかに二万の軍の後方で馬を駆っているが、だからといって前方の様子がまったくわからないわけではない。

「敵の数は？」

「百から二百ほど。すべて騎兵です。距離をとって、我が軍の右側面を投石や弓矢で攻撃してきまして。盾で防いではいますが、幾人か負傷者も……」

　兵士の報告は深刻なものではなく、自分のそばを飛びまわる蠅のわずらわしさを訴えているかのようだった。

「そのていどの数、矢を射掛けて追い散らせばよかろう」

「そうしたのですが……やつらは逃げたかと思うとすぐに戻ってきて、同じことを繰り返すのです」

　なるほどとカシムは理解した。簡単に蹴散らせると思ったものの、意外にも小うるさくまとわりついてきたので報告に来たということか。目をすがめて考える。

――城砦にいた連中の残党というわけではなさそうだ。この数に対して、百や二百で仕掛けてくるはずがない。その連中は囮おとりとみていいだろう。

　本格的に追っていけば、より多くの敵が待ちかまえているという寸法だ。

「歩兵を三千ばかり向かわせて、その者らを一人残らず潰せ」

「三千はいくらなんでも大袈裟ではないでしょうか。五百ほどで充分では」

「妨害する者は徹底的に潰すのが我々の役目だ。さっさと向かわせろ。二度は言わぬ」

　不思議そうな顔をする部下に、カシムは舌打ちしかねない表情で命令した。

――大軍が近くにいれば、偵察部隊がその痕跡だけでも見つけているはずだ。それがなく、百や二百の囮ならば、本隊は多くても二千前後だろう。

　こうして、一千の弓兵と二千の槍兵とで構成された三千のムオジネル兵が動きだした。それを見るや、ブリューヌ兵たちは背を向けて一目散に逃げだす。そびえる砂岩の間を縫うように馬を走らせる彼らを、ムオジネル兵も猛然と追った。

　ほどなく、ブリューヌ兵たちは左右を絶壁に挟まれた隘あい路ろへと入りこむ。三千ものムオジネル兵は細い長蛇の列となって狭隘な空間を埋めていった。

　隘路はすぐに終わり、ムオジネル軍の先頭が開けた場所に出る。正面と左右を砂岩の丘に囲まれた袋小路だが、三千の兵が展開するだけの余裕は充分にあった。

　しかし、彼らはそこに驚くべきものを見た。三方の丘のいずれにも無数の旗がひるがえり、頂上を埋め尽くさんばかりに黒い影がわだかまっているのだ。

「五千……いや、六千はいるぞ」

　兵の誰かが圧倒されたようにつぶやく。どう見ても自分たちより数が多い。

　罠にはめられたことを、ムオジネル兵たちは理解した。理解したが、そこで思考が止まってしまいそれ以上の反応ができない。

　朱色に染まる西の空を背に、三方から一斉に鬨の声があがる。馬蹄を轟かせ、大地を揺るがせて黒い影の軍団は斜面を駆け下りてきた。さきほどまで逃げていた二百足らずの兵たちも反転して、向かってくる。

　ムオジネル軍の指揮官はただちに大声で後退を命じた。だが、その命令はまるで円滑に伝わらない。ムオジネル兵の大半はまだ隘路に細長い列をなしており、先頭の兵たちが目の当たりにしたものを後方の兵たちは見ていないのだ。

　隘路の各所で後退しようとする兵と前進しようとする兵が衝突した。周囲の暗さが拍車をかけ、混乱は際限なく増大していく。動きを止めてしまったムオジネル軍に、彼らの敵は容赦なく矢を浴びせ、石を投げつけた。

　石とはいえ拳大ほどもあり、顔や手に当たればその痛みは強烈だ。骨が砕けることもある。さらに、声を嗄らして必死に兵たちを指揮している部隊長が次々に射倒された。

　壊乱状態となったムオジネル軍はもはや戦意を失い、仲間を見捨て、押しのけ、踏みつけて無秩序に逃げまどう。

　進んできた隘路を逆走し、どうにか彼らが落ち着きを取り戻したのは隘路を抜け出てしばらく時間が過ぎたころだった。

　半刻足らずで、一千以上の兵を彼らは失っていた。







「緒戦はどうにか上手くいったか……」

　隘路を埋めるように折り重なって倒れているムオジネル兵たちの死体を見ながら、ティグルは疲労の濃く浮き出た表情でつぶやいた。

　振り返れば、三方の丘には黒い影が依然としてわだかまり、旗が風になびいている。

　むろん偽装だった。アルサスで、ザイアンを相手に使った手を応用したものだ。荷車や資材、幕舎まで使ってとにかく自軍を多数に見せかけたのである。ムオジネル兵たちからは黒い影にしか見えないよう、方角や時刻を念入りに調整して。

「やつらが戻ってくる可能性がある。すばやく作業を終えて、引きあげるぞ」

　ルーリックが兵たちに指示をとばす。ムオジネル兵の武具を外して奪うのだ。また、使えそうな矢は回収する。石もだ。

　それをすませると、銀の流星軍は闇に紛れて丘の向こうへすみやかに姿を消した。







　マスハスたちにも言ったことだが、ティグルは二万もの敵と正面から戦う気はない。

　今回のように策を仕掛け、彼らの足を鈍らせつつその勢力を削いでいくつもりだった。

　ムオジネル軍がいる街道から離れた拠点に戻ると、ティグルは兵たちに幕舎の設営と休息を命じる。それが終わったころには、完全に日は沈んでいた。

　総指揮官用の幕舎には、ティグルとルーリック、それからジェラールがいる。三人とも絨毯の上に腰を下ろし、何枚もの地図を囲んでいた。

「ひとまずの勝利、おめでとうございます」

「本当にひとまずですけどね」

　ルーリックのねぎらいの言葉に、すました顔でジェラールが横槍を入れる。禿頭のジスタート騎士は露骨に不機嫌そうな顔を見せたが、ティグルの手前もあって自重した。ティグルはルーリックにうなずいて見せたあと、ジェラールに問いかける。

「戦死者と、負傷者は？」

「死者は今回出ておりません。負傷者は二十七人。内、行動に差し支える者は三人。他はいずれも軽傷です」

　ジェラールの報告に、ティグルとルーリックはそろって安堵の息をついた。

「矢と石は？」

「矢は弓兵一人あたり五十六本。石は騎兵一人あたり十一、歩兵には五個まで確保、分配してあります」

　何かを見るでもなく、すらすらと淀みなくジェラールは答える。次いで食糧や燃料の残量とその配分、武具の状態についても述べあげた。

「使用した分の一割が回収、再使用できるという前提ですと、どこかで確保しなければあと二戦で打ち止めです。規模の大きな戦の場合は一戦ももたないでしょう。とくに矢についてはジスタート兵に強く影響します。ブリューヌ兵には使い手はあまりいないので」

　この褐色の髪の若者が備えた計算能力の速さと正確さ、処理の適切さはティグルだけでなくルーリックさえも唸らせるほどのものだった。

　ティグルやルーリックにそうした能力がないわけではもちろんないが、ジェラールの方が速い。なにより、彼がそういったものを全面的に担当することで、ティグルたちは策を考えたり兵の統率に集中できるのがありがたかった。

――つくづく補給は大事だな。

　あらためて、ティグルは痛感する。テリトアールにいたときはエレンがいてくれたので資金に困ることはなく、近隣の町や村から食糧や燃料を買うことにも苦労せず、武具や、馬の蹄鉄が壊れても修理するための材料をそろえることができた。

　いまは違う。矢の一本も無駄にできない。兵たちに石を持たせているのも、矢の不足を補うためだ。

――まさか道端に落ちてそうな石ころの確保にすら難儀するとはなあ……。

「次はどうします？」

　腕組みをしてルーリックが尋ねる。それにはすぐに答えず、厳しい表情でティグルは地図を見つめた。このアニエス一帯を描いたもので、ここへ来るまでに立ち寄った町や村と交渉して手に入れた地図に、偵察部隊の報告を書き加えて完成させた。

　これがなければ今日のような罠を仕掛けることも、戦いをどう展開するべきか考えることもできなかっただろう。

「相手の足は、鈍ったと思うか？」

　そうティグルに訊かれ、ジェラールは慎重な口振りで答える。

「斥候の報告から考えるかぎりでは、彼らの進軍速度は落ちていません」

　頭を抱えたくなった。多少の損害を与えたていどでは、二万もの大軍は小揺るぎもしないのだ。次いで、ティグルはルーリックに訊いてみる。敵将のことをどう思うかと。

「優秀ですな」

　簡潔にそう述べてから、ルーリックは理由を補足する。

「たかだか二百の兵に三千もの兵を差し向けてきたということは、こちらの実数をだいたい予測したうえで、確実に叩き潰しにきたということです。進軍速度が落ちていないというのも、立ち直りの早さを証明するものでしょう。ただ――」

　ルーリックはそこで一旦言葉を途切れさせて、首をひねった。

「いささか生真面目というか、神経質な気はしますな。斥候の報告では、連中は小さな村でも見逃さずに潰してまわっている。今日の戦も、反応が異常に早い」

「そうだな。俺もそれは思った」

　そこにつけいる隙があるかもしれない、とティグルは考えた。

　足を鈍らせることができない場合は、目的を変える必要がある。場合によっては、寡兵で圧倒的多数の敵を破るなどという手すら考えなければならないだろう。

「できれば……連中がアニエスを出る前にもう一戦か二戦、仕掛けたいな」

　今日の一戦は、相手の足を鈍らせることばかりが目的ではない。心理的な揺さぶりもかけている。それを活かすには、どうしてもあと一戦は仕掛けたかった。

「ヴォルン伯爵。我々と敵との最大の違いは何だと思いますか？」

　深刻なつぶやきを漏らしたティグルに、ジェラールはしかめっ面をつくって疑念をにじませた目を向ける。ティグルは彼の態度を訝いぶかしんだものの、率直に答えた。

「違いはいろいろあるだろうが……最大のというと、兵力差か？」

「その通りですが……私が申しあげたいのは、敵はまだ何度か負けることができるのに対し、こちらはそうではないということです。数十人同士がぶつかりあうような小競り合いで負けるのすら、我々には許されない」

　ジェラールの言葉は、幕舎内の空気を一瞬にして硬化させ、冷たいものへと変えた。

「最終的な勝利を得るための意味ある敗北、なんて言いまわしがありますが、そんなものはもってのほかです。戦いの回数を増やすということは『負けるかもしれない可能性』を高めることですから」

「勝てばいいのだろうが」

　ルーリックが憮ぶ然ぜんとした口調で吐き捨てる。ティグルは緊迫した雰囲気をやわらげる意味もこめて、表情を緩めて口を開いた。

「ジェラール。兎と熊のおとぎ話は知っているか？　力の強い暴れん坊である熊を、小さな兎が知恵と俊敏さを駆使して負かす話だ」

　リムには聞かせられない話だな、などと頭の片隅で考えながらティグルは話を続ける。

「俺が考えているのは、単純化すればそういうものだ。熊の剛腕をかわしながら、兎は一撃一撃を確実に与えて相手を疲れさせる。最終的には動けなくさせて、降参させる」

「その話は私も知っていますよ」

　ジェラールは小馬鹿にしたような笑みを浮かべ、唇をゆがめて続けた。

「あれの結末は複数ありましてね。一度でやめておけばいいのに調子に乗った兎が何度も熊をからかい、ついには運悪く捕まって一撃で叩きのめされ、丸呑みにされて終わるという話もあるのです。――一度でやめておけばよかったのに、ね」

　ジェラールはやってられないと言いたげに両手を広げたあと、真面目な顔をつくる。

「あなたにたとえ必勝の策があっても、運が悪ければ負ける。戦うという選択をとった瞬間に負ける可能性は生まれるのです。そもそも、さきほども申しあげましたが、我々には戦える力はさほど残されておりません。このアニエスを離れても、しばらくは無人の町や村が続くばかりです。我々がそうしたんですけどね」

　渋じゅう面めんをつくってのジェラールの言葉に、ティグルよりもルーリックが過敏に反応した。己の頭部をてのひらで何度か叩き、ジェラール以上に顔をしかめる。

「口達者なのはけっこうだが、文句や不満ではなく意見を述べたらどうだ」

「現状をわかっているのか疑問である、という意見ですよ。禿頭のジスタート人」

「……よけいな言葉は慎んでくれ、ジェラール。さもなければ、この忙しい最中におまえを禿頭のブリューヌ人にしなければならなくなる」

　そういう言い方で、ティグルは暴言を吐いたジェラールを叱った。テリトアールを発ってから彼の暴言には何度も接しているが、平素は温厚なオージェ子爵の息子とはまるで思えないもの言いである。

　失礼しましたと言ってジェラールは頭を下げたが、その表情も態度も申し訳ないと思っているようには見えない。

――でも、それ以外の問題は起こしていないんだよなあ……。

　ジェラールはブリューヌ兵をまとめているのだが、その内訳を細かく見ればアルサスの兵であったり、マスハスが自領のオードから連れてきた兵であったり、オージェ配下の兵だったりと実情は混成軍に近い。装備もばらばらだ。

　しかし、彼らが衝突を起こさないようジェラールはうまくやっていた。

　どうも彼が嫌味をぶつけているのは、自分とルーリックの二人に対してだけらしい。

　そのジェラールは顔を上げると、何でもないかのように話を戻した。

「問題は我々の継戦能力の他に、もうひとつ。ムオジネル軍は奴隷にした我が国の民を連れています。彼らを盾にでもされたら、我が軍は即座に瓦が解かいしますよ」

　ブリューヌ兵は民を見捨てることなどできないだろう。そして、もしジスタート兵が攻撃をためらわなければ、その瞬間、銀の流星軍は真っ二つに割れる。

「……わかってる」

　穴を開けることができるのではと思うほどの強烈な視線を地図に注ぎながら、ティグルは重苦しい声でジェラールの言葉に応じた。

　一刻も早く彼らを助けたいという気持ちはあるが、まともに戦えば、銀の流星軍は一瞬でムオジネル軍に呑みこまれ、散華する。迂闊な行動はとれなかった。

「そういえば」

　気分転換の意味もあるのだろう、思い出したような口調でルーリックが話題を変える。

「ティグルヴルムド卿。あの子の様子はどうです？」

　昨日、ムオジネル兵から助けた娘のことだ。ティグルは忙しくて余裕がないため、怪我人や病人を診た経験があり、信頼できる兵士に彼女の世話を任せていた。

「だいぶ弱っていたみたいでな。寝たり起きたりを繰り返しているそうだ。起きているときもぼうっとしていて話ができる様子じゃなく、水とスープを少し飲ませるのが精一杯だと」

　ティグルも時間を見つけて何度か様子を見に行ってはいたが、彼女が眠っているときばかりで話のできる状態ではなかった。無理に起こす気もない。

「俺もムオジネル軍のことでいっぱいいっぱいだ。しばらくは寝てもらってた方がいい」
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　一方、ムオジネル軍である。

　血と砂塵にまみれ、肩を落として悄しよう然ぜんと戻ってきた兵たちを見て、カシムは激怒した。だが、拳を固く握りしめて、怒りを他者にぶつけるのだけは辛うじて抑えた。

　敵の数が五、六千という報告を聞いたときには耳を疑ったものの、詳細を聞いて納得した。さきほどまでとは違う怒りに身を焦がすことになったが。銀の流星軍という名は知らないが、彼らのほどこした偽装をカシムはほぼ正確に見抜いたのだ。

「やってくれたな、ブリューヌ軍め……」

　天候と地形を巧みに利用されたとカシムは考えていた。

――それに、兵たちも気が緩んでいたな。

　国境の城砦を陥としてから今日まで、局所的な戦いであっても、ムオジネル軍は敗北を経験していない。多少の苦戦を強いられることはあったが、力ずくで排除してきた。

　そのことを考えれば、この一戦はいい教訓になったとさえいえるのではないか。一千という死者は多いが、今後いくらでも挽回の余地はある。

　その後、カシムは偵察部隊から報告を受けた。街道からかなり離れた場所で、まだ新しい夜営の跡が見つかったという。

「推測できる敵の数は、二千足らずです。やつらは一日か二日ごとに拠点を変えている可能性があります」

「上出来だ」

　カシムはその偵察部隊をねぎらい、褒賞として金貨の詰まった袋を与えた。

　こういうとき、彼は物惜しみをしない。奴隷から将軍まで上り詰めることができた理由の、一つでもあった。

　夜明けを待って、カシムは軍を再編制した。それまで本隊の左右に配していた三千の騎兵部隊を、本隊の前へと動かしたのだ。このあたりは、街道を離れればたちどころにいびつな砂岩が乱立する場所だ。騎兵の機動力をあまり活かせない。

　代わりに歩兵を左右に配し、とくに側面を警戒するよう伝える。

　また、敵は二千に満たない勢力であり、さまざまな手段を講じて多勢に見せかけてくるだろうが惑わされてはならないとも兵たちに告げた。

――とにかく、こちらは相手の十倍近い大軍だ。小細工さえなければ、勝つ。

　このとき、敵の術中にほぼはまりかけていることに、カシムは気づいていなかった。







　銀の流星軍が奇襲をかけてきたのは、その日の夕方だった。

　街道の左右にそびえていた断崖や丘が少なくなり、道が広くなってきたころだ。岩陰に隠れ、暗がりにまぎれて接近した騎兵の一団が、ムオジネル軍の斜め後ろから突撃してきたのである。その数は五百ほど。

「迎え撃て」

　カシムは悠然と命令を下し、ムオジネル軍歩兵が長槍と弓をかまえる。長槍を隙間なく連ねて鋭利な壁を作り、その後ろから山なりに矢を射放った。

　銀の流星軍の騎兵は盾をかざして矢を防ぎ、矢と投石でムオジネル兵を攻め立てる。そうして隊列が崩れたところに馬を躍らせて斬りこんだ。

　しかし、彼らの激烈な攻勢も長くは続かなかった。先を進んでいたムオジネル騎兵が、引き返してこちらへ向かってきたのだ。それも銀の流星軍へ突撃するのではなく、退路を遮断するべく回りこもうとしている。

「おおかた昨日のように隘路へと誘いこむつもりだったのだろうが、同じ手は通じぬ」

　カシムは勝ち誇り、銀の流星軍を完全に包囲し、圧殺するべく命令を下そうとした。戦場で新たな変化が起こったのは、そのときだ。

　岩陰から一千近い騎影が現れ、ムオジネル騎兵に襲いかかったのである。その姿を見たカシムは、驚愕のあまりとっさに声を出せなかった。

　敵の新手は、ムオジネル軍とまったく同じ恰好をしていたのだ。厚地の服の上に革鎧をつけ、頭部には黒い布を巻いている。肌の色で見分けようにも日の沈みかけた夕刻、ましてや視界が目まぐるしく変わる戦場ではとっさの判断などつきにくい。

　昨日の戦いで、ティグルたちがムオジネル兵の武具をはぎとっていったのはこのためだった。いまこのときだけ、相手を混乱させられればいいのだ。

　ムオジネル騎兵に扮した銀の流星軍は容赦なく敵に斬りかかった。同士討ちをしないよう、自分たちは合い言葉をあらかじめ決めている。

　熊、と問われたら兎、と返すのだ。

「いくらなんでもおとぎ話を参考にするとは……」

「この際重要なのはわかりやすさ、言いやすさだからな」

　合い言葉を決めたとき、ルーリックとティグルはそんな会話をかわしたものだった。

　ムオジネル軍は混乱から立ち直る間に多くの者が落馬させられ、二度と立ち上がることができなかった。

　さらに、最初に突撃した騎兵たちが槍先をそろえて突きかかる。完成間近の包囲網はもろくも崩れ、ムオジネル軍は敵の突破を許してしまった。銀の流星軍はその勢いのまま戦場を離脱する。

　カシムは追撃を命じたかったが、しなかった。

　歩兵では追いつけない。騎兵では、また同士討ちを誘発される危険性がある。暗がりに逃げていく敵を、手をつかねて見送ることしかできなかった。

　血がにじむほどに強く拳を握りしめ、目を血走らせてカシムは暗闇を睨にらみつけていた。報告をためらっている側近に、低い声で呼びかける。

「――奴隷だ」

　何のことかわからず困惑を浮かべる側近に、カシムは憎悪のこもった息を吐きだした。

「兵たちに伝えろ。俺が、奴隷を……そうだな、男女十人ずつで二十人欲している。いますぐ奴隷を金に換えたい者は申しでよと。早い者勝ちだ」

　この日、ムオジネル軍は歩兵と騎兵合わせて一千ほどを失った。たった二日で、全軍の約一割を喪失したのだ。何の戦果もなしに。

　もはやカシムは手段を選ぶつもりはなかった。また、選んでもいられなかった。







　次の日の朝、カシムは兵たちから買い取った奴隷を陣頭に並べた。さらに、声が大きくブリューヌ語を話せる兵たちをそろえ、自分の言葉を断崖に向かって復唱させる。

「岩陰に隠れて虫けらのごとくこそこそと這いまわる臆病なブリューヌ兵ども！　街道に姿を見せよ。貴様らに真の勇気あらば、正面から堂々と挑んでくるのが真の戦士というもの！　こちらとしても、つまらぬ小細工にいつまでもつきあっていられぬ。それでも砂岩に身を潜めているのであれば、このようになるぞ！」

　そう叫び、カシムは男たち十人の首を次々に刎ねさせた。血を噴きだして転がる首を見て、女性たちが悲鳴をあげる。

「いまより一刻が過ぎるまでに出てこなくば、次は女どもの番だ。小心者の貴様らが出てくるまで、こちらはいくらでも行う用意がある！」

　敵軍に対する挑発であり、脅迫であり、そして奴隷たちに対する威い嚇かくだった。

　ムオジネル軍が二日続けて手酷い目に遭わせられたことを、奴隷たちも薄々勘付いている。彼らに希望を抱かせず、おとなしく従えるためにも見せしめの処刑は必要だった。

　奴隷の死体はそのままに、ムオジネル軍は進軍を開始する。

　この日、ムオジネル軍は本隊を前方へ出していた。さすがに先頭ではないが、先頭の部隊は三千と、全体から見ればそう多くない。

　敵がきわめて少数である以上、正面から攻めてくるはずはないという判断によるものだった。実際、一昨日は側面から仕掛け、昨日は斜め後ろから襲いかかってきた。次もそうするしかあるまい。万が一、正面から来ても、三千の兵で受け止められる。

　また、食糧や燃料を運ぶ部隊を守る意味もあった。

――こちらの食糧を焼くか奪うかするのが戦の常道だ。ましてや敵は少数。今日まで狙ってはこなかったが、次はそうするやもしれぬ。

　街道をまっすぐ進む彼らの前に騎兵と歩兵で構成された一団が立ちふさがったのは、太陽が中天にさしかかろうとするころだった。報告を受けたカシムは、耳を疑った。

「六、七百……？」

　ムオジネル軍は、一割を失ってもなお一万八千という圧倒的な数である。その正面に立った敵の数は、多くても七百だという。

「一千ばかりどこかに潜ませているとすれば、計算は合うが……」

　しかし、一千の伏兵がいたとしても、街道を埋め尽くすこの数に何ができるというのか。

――まさか、一千の兵以外に、こちらが見つけられなかった敵がいるのか？

　そんなはずはないと、カシムは自身に言い聞かせる。夜営の痕跡という証拠があるし、何より敵の数がもっと多いのならば、より強烈な攻撃を仕掛けることができたはずだ。

「敵の指揮官は？」

「おそらく、先頭に立っている赤毛の男かと」

　約七百の兵たちの先頭には、くすんだ赤い髪の若者が馬を駆っている。革鎧に弓という、およそ一軍を率いる将とは思えないいでたちだ。

――そもそも、ブリューヌ人が弓使いを将にするはずがない。

　ブリューヌ王国が弓を嫌悪し、侮ぶ蔑べつしていることはムオジネルでも知られている。カシムも当然知っていた。

――敵が伏兵を近くに潜ませているのは間違いないが……。

　正面の敵と伏兵と、どちらが主力だろうか。カシムは思考を巡らせる。

――あの赤毛を見れば、誰もが伏兵こそが主力と考えるだろう。しかし、そう思わせるのがやつらの手だ。伏兵にこちらの注意を惹きつけさせ、正面の敵が何かをしかけてくるに違いない。

　敵の策を看破した。そうカシムは思った。もう逃がさぬと決意し、軍を前進させる。正面の敵はその場から動かず、待ち受けているかに見えた。

「野蛮にして粗暴なムオジネルの民よ！」

　くすんだ赤い髪の若者が、声を張りあげた。カシムはその言葉に耳を傾けつつも、進軍を止めさせはしない。

「罪もない民の命を奪う貴様らの所業、万死に値する。だが、その首を刎ねる前に聞いておく。なにゆえ、貴様らは無法にも国境を越えて我が国にその汚い足で入り込んだのか」

「答えてやってもよいが、聞く態度というものがあろう」

　カシムは嘲弄した。

「武器を捨て、這いつくばって奴隷となれ。そうすれば寛大な主人がわかりやすく教えてやろうとも。その後も、なるべく優しい主人に買われるよう取り計らってやるぞ」

　総指揮官の言葉をムオジネル兵が唱和して、ティグルたちに嘲ちょう笑しょうを叩きつける。そして彼らは弓に矢をつがえ、かまえた。矢が届く距離が迫ってきたのだ。

　まさしくそのとき、断崖上に鬨の声があがる。伏兵の存在を予測していたカシムは笑みすら浮かべてそちらを見上げ、驚愕に目を瞠みはった。彼の視界に飛びこんできたものは、ブリューヌ王国の紅馬旗バヤールではない。ジスタート王国の黒竜旗ジルニトラだ。

　ジスタート軍を招きいれた諸侯がいるという話は、カシムも聞いていた。

　だが、そんなものが来るはずがないと信じていた。来る理由がないからだ。ジスタート軍にも思惑はあろうが、ブリューヌを守るためだけに血を流すはずがない。

　それがカシムの結論だった。

　驚愕のあまり動きを止めたのはカシムだけではない。ムオジネル兵のほぼすべてが絶句し、愕然としてその場に立ち尽くした。

　ジスタートはムオジネルの北にあり、小競り合いは珍しくない。兵たちにとっても黒竜旗は見慣れたものであり、記憶によいものでは当然なかった。

「突撃せよ！」

　その叫びは、ジスタート兵たちを率いるルーリックと、ブリューヌ兵たちを率いるティグルのどちらが発したものだったか。

　喊かん声せいをあげて、銀の流星軍は二方向からムオジネル軍に襲いかかる。ムオジネル軍は完全に出鼻をくじかれた形となり、何よりも敵に必要以上の接近を許してしまった。

　真上に達した陽光を反射して輝いた白刃は、しかし血と泥にすぐ染まる。それは槍も甲冑も変わらない。両者の振るう剣が敵の頭蓋を叩き割り、槍が腹部を背中まで貫いた。

　流れ矢が眼球や頬を射抜いて悲鳴をあげさせ、馬蹄が地面に倒れた者を容赦なく踏み砕く。砂礫だらけの乾いた荒野はたちまちのうちに流血と死体で埋め尽くされた。

　わずかな間に、銀の流星軍はムオジネル軍の先頭に深く斬りこんだが、それでも三千という兵の厚みを突破することはできないようだった。

　血を帯びた砂塵が巻き上がる戦場を、カシムは満足げに見ている。不意を打たれたのは口惜しいが、最終的には自分の思う通りにことは運んだのだ。このまま持ちこたえれば、いずれは後方の兵たちも追いつく。

　彼らを包囲すればムオジネル軍の勝利だ。

　会心の笑みを浮かべかけたカシムの背筋を、不意に悪寒が駆け抜けた。それは、いままで彼をたびたび救ってきた、いわば直感ともいうべきものだった。

　敵に近いとカシムはふと思い、しかし、すぐにその考えを否定した。

　もっとも自分に近い敵でも、三百アルシン（約三百メートル）以上離れている。

　そして、その三百アルシンはムオジネル兵で埋め尽くされているのだ。いかな武勇を誇る戦士でも容易に突破できるものではなく、矢も届かない。

――届いたぞ。

　声が、カシムの耳に聞こえた。悪霊が囁きかけたかのようだった。

　同時に、一本の矢が飛んできた。まっすぐカシムの額を狙って。







　通常、総指揮官の戦死は可能なかぎり隠蔽される。それは、敗北を意味するからだ。すぐによく似た人物を身代わりに仕立てて味方と敵の目をくらます。そうして時間を稼ぎ、戦をすみやかに終わらせて撤退してから、ようやく公表されるのだ。

　しかし、今回はそういうわけにはいかなかった。

　空は晴れ、太陽は真上にあり、総指揮官のいた場所は主戦場に近い。

　しかも、カシムは布を巻いただけの頭部を射抜かれたのだ。助かるはずがない。

　水面に広がる波紋のように、まず衝撃がムオジネル兵たちの間に伝播する。次いで、恐怖がすさまじい速さで伝染した。

　その反応を待っていたといわんばかりに銀の流星軍が鬨の声をあげる。

　二万近いムオジネル兵が、二千足らずの敵を前に怯え、戦意を喪失した。

　茫然自失からいち早く立ち直り、兵を叱しつ咤たしようとした側近が、さらに飛来した一本の矢で射倒されると彼らの士気は完全に崩壊する。

　最初に崩れたのは、戦闘には参加せずに、総指揮官を失ったという事実だけを押しつけられた後方の兵たちだった。一人、二人と後退し、誰かが背を向け、武器を捨てて、足をもつれさせながら街道を走っていく。

　泥の人形が崩れていくように、ムオジネル軍は瓦解する。

　たったいままで銀の流星軍と斬り結んでいた兵たちも、後方のこの動きを知って動揺した。逃げようとした者は背中から貫かれ、戦い続けた者は囲まれて斬り刻まれる。

　アルサスの兵たちに守られながら先頭に立っているティグルも、彼らに情けをかけることはなかった。今朝、首を刎ねられた十人の民の存在が、激しい怒りを抱かせている。

「全軍、追撃せよ！　徹底的に叩きのめせ！」

　自身も矢を放ちながら、ティグルは鋭く命令する。ただ感情的に叫んだのではない。

　いまムオジネル軍は全面潰走に陥っているが、なんといっても一万八千の大軍だ。彼らが冷静さを取り戻し、新たな指揮官を選んで戻ってきたら、ティグルたちは今度こそ敗れ去るだろう。

　おまえたちは負けたのだと、恐怖とともにわからせておかねばならなかった。

「――終わってみると、予想以上にぎりぎりでしたな」

　矢を射ち尽くして馬上にたたずむティグルに、ルーリックが馬を寄せてくる。ティグルは厳しい表情を崩さず、無言でうなずいた。

　カシムは決して愚かではない。ただ、油断した。より正確には、油断させられていることに最後まで気づかなかった。

　ティグルは二度の戦闘にわたって、自分たちが少数であることをカシムに印象づけた。少数ゆえに多数を装い、あるいは変装して混乱を誘ったというふうに。

　そのため、カシムは左右や背後を警戒して正面の兵を減らし、自身の位置を前へ移すなど少数の敵に対応した形をとった。だが、まさにそれこそがティグルの狙いだったのだ。

　それでも、たとえばティグルが剣士であれば、カシムは兵たちの壁によって己を守り、生きながらえることができただろう。また、ティグルの矢が三百アルシンも飛ぶことがなければ、助かったかもしれない。

　弓の得意なブリューヌ人が――それも三百アルシンの距離を正確に飛ばして目標を射抜けるような者がいることを想像するのは、カシムでなくとも不可能だった。

　ティグルが先頭に立って姿を見せたのは、そうした方がかえって自分を警戒しないだろうという判断があったからだが、それ以上にどうしても怒りをぶつけなければ気がすまなかったためだ。無辜の民を殺されて、黙っていられるティグルではなかった。

　それでもなお、非常にきわどい状況で掴み取った勝利だった。ティグルがカシムとの距離を約三百アルシンにまで縮められたのは、一つか二つ数えるのがせいぜいの、ほんのわずかな時間だったのだから。そよ風一つで敗北していたかもしれないのだ。

「ルーリック。追撃を任せていいか？」

　戦場が徐々に南東――ムオジネル方面へ移動していることを確認したティグルは、ぽつりと訊いた。その表情と声こわ音ねから、ルーリックはティグルの意図と心情を察する。

「お任せあれ」

　ティグルは禿頭のジスタート騎士に礼を言うと、ジェラールと、数人のアルサス兵を連れてその場から離れる。向かったのは、奴隷にさせられていた者たちのところだった。

　雪崩のごとき勢いで逃げていくムオジネル兵と、それに追いすがる銀の流星軍から身を守るため、彼らは身体を丸めて地面に伏せていた。血飛沫が降り注ぎ、死体がのしかかり、悲鳴と絶叫が、馬蹄の轟きが彼らを怯えさせていた。

　ティグルは馬から下りると、彼らに歩み寄る。

「もう、だいじょうぶだ」

　落ち着いた声で、呼びかけた。助けに来たの、とそばにいた女性に尋ねられ、ティグルは優しげな笑みを浮かべてうなずく。驚きと疑い、そして喜びが無秩序に彼らを包んでいった。助かったと声をあげる者もいれば、信じられないように首を振る者もいる。事態が理解できずに呆然としている者もいた。

「……どうして、もっと早く来てくれなかった!?」

　突然、男の一人が責めるような叫びをあげた。

　縄でつながれたままのために彼はその場から動くことはできなかったが、滂沱の涙を流し、激しい感情を宿した双そう眸ぼうでティグルを睨みつける。

「今朝、あのときにどうして姿を見せてくれなかったんだ！　近くにいたんだろう！　あんたが出てくれば、あいつは死なずにすんだ！　それなのに……」

　ティグルは目を瞠って、その場に立ち尽くす。

　動いたのはジェラールと、アルサス兵たちだった。

「それが――」

　助けた者に投げかける言葉なのかとジェラールは言おうとして、言えなかった。

　ティグルが手を伸ばして彼を制したのだ。自分を守るように囲んだアルサス兵たちをさがらせて、ティグルは沈痛な表情で男に頭を下げた。

「すまない」

　ティグルの態度とその言葉に、男ははっとして息を呑む。無数の言葉が奔流となって彼の中で荒れ狂っていたが、それ以上は言葉を発さず、うなだれて座りこんだ。

　彼らの縄を解くようティグルは指示し、また女性には服の代わりになるものも用意するように命じた。ティグル自身も、短剣で彼らの縄を断ち切っていく。

「あの……」

　何十人目かの縄を解いたとき、その少女がおそるおそるティグルに声をかけてきた。ティグルと同じくらいの年齢だろう素朴な印象を与える少女だ。無残に引きちぎられた服を手でおさえて身体を隠しながら、彼女はティグルに深く頭を下げる。

「ありがとうございます、助けてくれて……。それに、お父さんの仇をとってくれて」

　ぼんやりと、ティグルは理解した。今朝、命を落とした男たちの内の誰かが、この娘の父親だったのだろう。

「ごめんなさい。さっきの人が、その、間違ってるとは思いません。わかるんです、気持ちが。でも……それでも、あたしはあなたにお礼を言いたかった」

　娘の真しん摯しな言葉に、ティグルは困ったような、迷うような、複雑な表情を浮かべた。

　飾らない、彼女の率直な言葉に救われた気分になったが、そんな自分を咎とがめる気持ちも同時に湧きあがったからだ。

　自分の感情をどう処理するべきか判断がつかず、肩を震わせはしたものの、一筋の涙を見せることもなくティグルは彼女に礼を述べた。

「俺の方こそ、ありがとう」







　銀の流星軍で追撃に参加した兵の数は千と数百。ほぼ全軍といってよい。

　彼らは戻ってくるなり全身を覆う疲労に耐え切れず、その場に座りこんでしまった。数千もの死体が散乱し、無数の血だまりがあるにもかかわらず、だ。寝息を立てている者もいる。力なく倒れているさまは、転がっている死体ととっさに見分けがつかない。

　テリトアールからアニエスまで駆けてきたかと思えば、ろくに休む暇もなく砂岩の断崖や丘を四苦八苦しながら歩きまわり、三日続けてムオジネル軍と戦ったのだ。

　ティグルはできるかぎり兵士たちに休息を与えていたが、それは充分なというよりも必要最小限により近いものだった。

　そして、追撃戦である。武器を振りまわして戦場の端から端まで駆けたようなもので、武具を放り捨ててその場に倒れこんでも仕方のないことだった。

　この戦いで、ムオジネル軍は三千を超える兵を失った。昨日までと合わせれば死者は五千を超え、全軍の四分の一がこのアニエスの地に倒れたことになる。

　一方で、銀の流星軍も二百人近い死者を出している。

「生きている者の数ならば千五百と三人。その内、重傷、軽傷問わず負傷者が四百六十二人おります。数字で見れば辛勝でしょうが、現状を考えれば奇跡的な戦果かと」

　ジェラールは、彼には珍しく感に堪えないという顔でティグルに報告したものだった。実際、二万の敵を撃退したと思えばわずかな犠牲だったといえる。

　しかし、その報告を聞いている間、ティグルの表情は勝者の将に見えないほど重苦しく沈んでいた。それは決して疲労のせいだけではない。

　だが、ティグルやルーリック、ジェラールらには休む暇などなかった。やるべきことは山積みされており、動ける兵をかき集めて事務処理にあたった。

　敗走したムオジネル軍は食糧や燃料に加え、彼らが奪った金品までも置いていったので兵士と民にそれらを分け与えたのだ。

　ジェラールは戦場ではまったくといっていいほど活躍しなかったのだが、ここではその持てる才能を十全に発揮した。銀の流星軍が必要な分は確保しつつ、民がとりあえずテリトアールにたどりつくまでの食糧と燃料を分配してみせたのだ。

「やっぱり、テリトアールに送らざるを得ないか？」

　褐色の髪の若者の報告を聞いて、ティグルはそう尋ねた。ジェラールはうなずく。

「ヴォルン伯爵も彼らから話を聞いたと思います。彼らが住んでいた町や村はことごとく破壊されたと。彼らに住んでいた家に帰れと言うのは、冬の寒さの中、野で暮らしながら自力で家を建てろと言うのも同然ですよ」

「それはわかるが……テリトアールはだいじょうぶなのか？」

　すでに多くの町や村の者たちが、戦火から逃れるべくテリトアールを目指している。ティグルの心配は当然だったが、テリトアールの主の息子は肩をすくめてこう答えた。

「二千もの人間を押しつけられるあてが、他にありません」

　ティグルは反論できなかった。自領のアルサスで受け入れても、すぐに破綻するのが目に見えている。かといってマスハスの治めるオードではさすがに遠すぎる。

「わかった。そのように手配してくれ」

　そう言ったとき、ルーリックがこちらへ歩いてくるのが見えた。

「――ティグルヴルムド卿。お話があります」

　普段通りの明るい笑顔だが、どこかぎこちなさがある。疲労はしていたが、ティグルはそれを見抜いた。その場にいた兵たちに指示を出し、ティグルはルーリックとジェラールを伴ってその場を離れる。歩きながらティグルは訊いた。

「どうした？」

「追撃戦において、私はムオジネル兵の何人かを捕虜としたのですが……」

　これは、ティグルが命じたことでもあった。彼らの目的やムオジネル王国の様子を知っておく必要があると考えたからだ。ルーリックは作りものの笑顔を消し、ティグルとジェラールが驚くほど陰鬱な表情になった。

「彼らは一様にこう言いました。『自分たちは先遣隊であり、露払いである』と」

　ティグルの足が止まる。衝撃が、動く力を奪った。ルーリックの顔を塗りつぶしていた深刻さの陰りが、瞬く間にティグルとジェラールに伝播する。

　この数日、寝る間も惜しんで知恵を絞り、多大な犠牲を払ってまで倒した相手が、ただの露払いだというのか。

「彼らが先遣隊だというなら……」

　よろめきそうになる身体を奮いたたせ、萎えそうになる足に力を込めて、ティグルはどうにか踏みとどまった。かつてない緊張に、心臓が激しく脈打っている。

「本隊は？」

「彼らによれば三万とのことです。確認のため、偵察部隊を向かわせておりますが」

――三万……。

　声にならない叫びが、ティグルの体内で無数に反響する。

「……いえ、三万ではすまないでしょう」

　ジェラールが息を詰まらせたような蒼白な表情で首を振る。ティグルは難しい顔でうなずいた。自分たちは二万の敵を破ったが、ことごとく息の根を止めたわけではない。

「敗走した兵すべてということはないだろうけど、一万は本隊に合流すると見ていいな」

「……二万の次は四万というわけですか。となれば、向こうも軍を再編制しなければならず、今日、明日ということはないでしょうが」

　数日中に、ムオジネル軍はアニエスに姿を現す。四万という大軍で。

　しかも、こちらの兵は疲れきっている。せめて今日いっぱいは休息させねば、とても動けない。また、逃げるにしても二千の民を置いていくわけにはいかず、行軍速度の低下は否めない。最悪の場合、アニエスを出る前に捕捉されるだろう。

　重苦しい沈黙が三人を包む。それを破ったのは、ジェラールだった。

「どうなさいますか、ヴォルン伯爵」

　問いかけられ、ティグルはぼんやりと褐色の髪の若者を見つめる。

「これからのことです。身軽になって逃げれば、あるいは助かるやもしれません」

　ジェラールの言葉の意味を正確に悟ったティグルは、怒りを隠そうともせず率直に彼にぶつけた。

「……本気で言ってるのか？」

「――いえ。失言でした、申し訳ありません」

　ジェラールは深々と頭を下げる。それに対して動いたのは、ティグルではなくルーリックだった。ジェラールが顔を上げた瞬間を狙って、その頬を殴りつける。褐色の髪の若者はよろめいて一、二歩後ずさった。

　ティグルは驚いてルーリックを見たが、すぐには咎めず彼の言葉を待った。疲労もあるのだろうが、いまの一撃はあきらかに手加減してのものだった。ルーリックが本気で殴っていれば、ジェラールはよろめくどころではすまなかったはずだ。

「……貴様、いつまでティグルヴルムド卿を試せば気がすむのだ」

　握り拳を固めたまま、ルーリックはジェラールを睨みつける。赤く腫れ上がった頬をおさえながらジェラールはいびつな笑みを浮かべた。

「もうしませんよ。いまのが最後のつもりだったんですから」

　その言葉には、さすがにティグルもいい顔をしない。ティグルを試していたことを、ジェラールははっきりと認めたのだから。

「あの口の悪さも、わざとだったのか？」

「いえ、あれは素です」

　額に青筋をたててにじりよるルーリックを手で制し、ティグルはやや大げさなくらいにため息をついてみせた。余裕のない状況だが、だからこそ、いま彼の真意を正確に知っておくべきだと思った。

「俺は、おまえの父上殿には信頼されてると思ったんだが」

「父は父、私は私です」

　頬をさすりながら、ぬけぬけとジェラールは答えた。

「私が恐れていたのは、あなたがアルサスを守るためにテリトアールを切り捨てるような事態です。アルサスのことを第一に考えればありえないことではない。だから、あなたという人間を可能なかぎり正確に知っておきたかった」

「それなら、なおのこと暴言を慎み、信頼を得る努力をすべきではないか」

　ルーリックに厳しく睨みつけられて、ジェラールは肩をすくめる。

「信頼は、すでに父が得ています。ヴォルン伯爵の不興を買っても、あとで私が父に斬られればすむことです。息子を斬って毅き然ぜんとした態度を示す父を、あなたは見捨てないでしょう」

　見かけや口調以上に面倒な男だ。ティグルはもう一度、今度は心からため息をついた。

「ヴォルン伯爵。こんなときに言うことではありませんが、あなたは他人の目に映る自分について、もうすこしお考えになった方がよろしい」

「他人の目？」

「ブリューヌ人でありながら弓に長け、ジスタートの捕虜になったかと思えば兵を借りて戻ってきて、しかも辺境の小貴族の分際で、大貴族であるテナルディエ公に喧嘩を売る……。あなたの人柄に詳しくない人間がそれだけを聞いたら、どう思うでしょうか」

「喧嘩を売ってきたのは向こうだ」

　つい感情的に答えると、ジェラールは受け流すように笑った。ティグルとしてはおもしろくなかったが、彼の言葉にうなずけないわけではない。自分のことながら、たしかにこれでは警戒されても仕方がないだろう。

「まあ、言いたいことはわかった。気をつける」

「お聞き入れくださってありがとうございます。つけくわえるなら、この不毛の荒野とでも呼ぶべき頭のジスタート人はあなたに傾倒しすぎて、とうてい参考にはなりませんよ」

「……ティグルヴルムド卿。これからの話を」

　自制心を最大限に発揮して、ルーリックは話を戻し、かつ進めることにした。ティグルも気を取り直してうなずく。ジェラールもだ。

「兵はともかく、民は動けないか？　少しでも遠くに逃げてほしいんだが」

「彼らもずっと縄につながれて歩かされてきて、疲れています。今日は無理かと」

「……じゃあ、男女の数を調べておいてくれ。冷たい言い方だけど、自分の身は自分で守ってもらう。男に女を守らせる形をとって、テリトアールまで向かってもらうんだ。武器はムオジネル兵の死体から槍を奪って、持たせることにしよう」

　非情な決断ではあるが、銀の流星軍とて兵はひとりでも惜しい状況なのだ。

　それに、二千という数は強力な武器となる。半分が男としても、彼らに槍を持たせて街道を行かせれば、野盗の類ならまず近づいてはこないだろう。

　方針を決めると、三人は即座にそれぞれのやるべきことにとりかかる。

　一夜明けて、二千の民と、銀の流星軍は移動を開始した。

　左右に無骨な断崖の続く街道を、かつてない緊張感に包まれながらも彼らは重い足取りで歩く。ムオジネル軍が再び迫っていることは誰もがわかっていたが、身体がついていかない。一晩の休息では、それまで蓄積してきた疲労は抜けきらなかった。

――まずいな……。

　ティグルはルーリックと顔を見合わせる。行軍速度が遅くなるかもしれないとは思っていたが、予想以上だ。かといって、せきたててもどうにもならない。彼らは怠けたりしているわけではないのだから。

　変化が訪れたのは昼ごろだ。ムオジネル軍の位置と動きをさぐるために出し続けていた偵察部隊から報告があった。

「ムオジネル軍の騎兵部隊が突出してきます。数は三千から四千といったところです」

　ティグルの決断は早かった。

「ルーリック。兵の指揮は任せる。それと、矢を残っている分すべてくれ」

「また、無茶をなさるのですか」

　ジスタート騎士は呆れと気遣いの入り混じった顔をする。ティグルは肩をすくめた。

「いくらかでも相手の足を鈍らせないとな。それに、いまは向かい風だ」

　それもまた民や兵の進みを遅くしている一因ではあったが、追ってくる敵に矢を射掛けるのであれば、これほどありがたいものもない。

「では、弓の得意な者を何人かお連れください」

　それがルーリックにとって譲歩できる条件だった。ティグルは彼に礼を述べると、十騎ほどを引き連れて離れる。砂塵を蹴立てて街道を走った。

　四半刻ほど行くと、前方に騎影が見えてきた。戦神ワルフラーン――ムオジネル軍の軍旗もだ。ティグルは弓をかかげて馬を止める。すばやく矢をつがえ、放った。

　矢は風を切って、空に長大な曲線を描きながら飛んでいく。狙いあやまたず、先頭に立っていたムオジネル騎兵を射抜いて、永遠に落馬させた。ジスタート兵たちもティグルに続いて矢を射放ち、何人かの敵を打ち倒す。

　突然の襲撃者に一瞬動きを止めたムオジネル軍だが、すぐに馬蹄の轟きを地鳴りに変えて前進を再開した。彼らも矢を放ったが、充分な距離に加えて逆風もあり、ティグルたちには届かない。

　ティグルたちは馬を走らせ、彼らと一定の距離をたもちながら矢を射掛けたが、何人射倒されても彼らは一向にひるまなかった。ティグルのこめかみに、冷や汗がにじむ。

――このままだと、やつらは俺たちを蹴散らしてルーリックの本隊に追いつくぞ……。

　そのときだった。突然、馬蹄の轟きが一際大きくなる。敵の増援でも現れたのかとティグルは焦りを覚えたが、それにしてはムオジネル軍が巻きあげる土煙に変化はない。

　ムオジネル軍もそれに気づいたらしく、馬を止めた。馬蹄の轟きは上、左の断崖から聞こえ、近づいてくる。ティグルははっとしてそちらを見上げた。

――黒竜旗……？

　風にひるがえるそれは、まぎれもなくジスタート王国の軍旗だ。黒竜旗と並んではためいているのは、白地に、蒼い槍を斜めに描いた軍旗。ティグルはそれに見覚えがあった。

　その騎兵の一団は急な傾斜を巧みに駆け抜け、ティグルたちとムオジネル軍の間に割りこむようにして崖下へと降りてきた。

　先頭に立って騎兵を率いているのは十五、六歳ぐらいの娘だ。彼女は馬首を巡らせ、呆然としているティグルの前まで馬を進めてきた。

　長く青い髪を、頭の左右に集めてまとめており、氷を思わせる白い宝冠をつけている。白を基調として、袖やスカートなどに青と金をあしらった軍衣をまとっていた。

　馬を走らせてきたからか、頬はやや上気している。愛らしい顔立ちの中に、鋭さと冷たさをあわせ持った氷のような青い瞳が輝いていた。

　手には短槍を持っている。柄は、白をまじえた深い青。穂はまじりけのない氷塊を削りだして形をこしらえたかのようで、中央に赤い宝石が輝いていた。

　ティグルの顔を見て、彼女はどこか意地の悪そうな笑みを浮かべる。

「ひさしぶりね」

　彼女の名はリュドミラ＝ルリエ。

『凍漣の雪姫ミーチェリア』の異名を持ち、オルミュッツ公国を治める戦姫だった。









　　　３　　　異彩虹瞳ラズイーリス














　ティグルの前にリュドミラ＝ルリエが現れた日より、十日ほどさかのぼる。

　エレンに率いられたライトメリッツ軍は、ヴォージュ山脈を抜けたあと、街道を北上し、王家の直轄地を通過してレグニーツァ公国に入った。

　灰色の空の下、視界に映る風景は薄ら寒い。雪がちらつきはじめ、風は冷たさを増して、冬の野を行く者たちの身体を静かに凍えさせた。

「エレオノーラ様、雪が……」

　横から声とともにリムの手が伸びて、エレンの髪にかかった雪をそっと払い落とす。青い瞳に自分を気遣う色を見てとったエレンは、彼女を安心させるように笑いかけた。寒さのために頬は赤く染まり、吐く息は白く、一瞬だけ視界を曇らせる。

「ありがとう、リム。私はだいじょうぶだ」

　それから、白銀の髪の戦姫はすぐにその表情を真剣なものへと変えた。

「脱落者はどのぐらい出た？」

「少なからず……。ずっと強行軍ですので」

「半分になってもかまわない。この速度を維持する」

　エレンの顔にも疲労の色が濃い。だが、紅の瞳には不屈の輝きがあった。

　ひとつには、自分たちが安全な街道を進んでいるという安心感がある。エレンとサーシャの仲は私的なものに留まらず、ライトメリッツとレグニーツァも友好関係にある。兵たちがどこで脱落しても、街道沿いの町や村を見つければ、助けを求めることができるのだ。

　二つの公国の間にある王家の直轄地については、友好的とまではいえないが、非協力的ではない。戦姫が指揮している軍の兵に、手を差しのべないということはなかった。

　いまのエレンが自身に課しているのは、とにかく急ぐことだった。

――この雪で、サーシャが体調を崩してないといいんだが。

　サーシャの身体を冒している病について、エレンは詳しいことを知らない。サーシャもよくわかっていないようで、以前に聞いたときは、「僕の母や祖母もこの病で亡くなった。どうも血によって受け継がれるみたいだ」ということしか言わなかった。

　レグニーツァの医師たちがさまざまな薬を試しているが、いまのところ効いたものはない。

――サーシャと最後に会ったのは、夏だったな。いろいろな話をした。

　記憶の断片が、意識の片隅にぼんやりと浮かびあがる。

「エレン、最近、気になる出会いはあった？」

「サーシャは本当にその質問が好きだな。会うたびに聞かれている気がするぞ」

「会うたびに聞いてるからね。君にだけじゃないよ、ミラやソフィーにも聞いてる。楽しい答えをもらえたことは、いまのところ一度もないけど」

「戦姫だからな。気になる出会いなど、そうそうあるものではない。あっちこっちに行っているソフィーが、いちばん見込みがあると思うぞ」

　そうした出会いについて、サーシャ自身は諦めているふうだった。だからこそ、よけいに他のひとのそれが気になるのかもしれないと、エレンは思ったものだ。

「気になる男を見つけたら、連れてくる。おまえと気の合いそうな男もさがしておこうか」

　笑いながらそう言って、エレンはその話を終わらせたのだった。

――気になる男か。

　ひとりの若者の顔が浮かぶ。エレンは苦笑を浮かべて頭かぶりを振った。

「ティグルヴルムド卿のことを考えておいででしたか？」

　その表情か、あるいは仕草から察したらしいリムに聞かれて、エレンはおもわず恥ずかしそうに頬を染める。リムは呆れた顔でため息をついた。

「彼と別れてから何日が過ぎたとお思いですか。ここはもうジスタート国内ですよ」

　リムの苦言に、エレンは反省するどころか、意地の悪い笑みをひらめかせる。

「リムこそ、昨夜の軍議における醜態はどう説明するつもりだ？　わずか四半刻の間に、おまえときたら二度も、『ティグルヴルムド卿は』などと言いかけたではないか。私とおまえの二人だけだからよかったようなものの……」

　痛いところを突かれてリムは目を丸く見開き、言い訳の言葉を考えてあの、その、としどろもどろになる。ついには顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。

　おおいに溜りゅう飲いんを下げたエレンはこれ以上彼女をからかうのをやめ、感傷をにじませた微笑を浮かべて小さく息を吐く。

「まったく……。あいつと会ってから、まだ半年も過ぎていないというのにな」

　そもそも戦場での敵同士という、決して友好的な出会いではなかった。

　それなのに、ティグルの存在はエレンの中でもリムの中でも大きなものになっている。

「リムは、あいつの欠点はどういうところだと思う」

「欠点……ですか？」

　不思議そうな顔をするリムに、エレンは紅玉の色の瞳を輝かせながらうなずく。息抜きの雑談だが、こういうときだからこそ必要だと、エレンもリムも心得ていた。

「いくらでも挙げられますが。朝はちゃんと起きませんし、剣や槍を教えるというと何かと理由をつけて逃げますし、戦についての講義をすると、四半刻を過ぎたあたりから集中力がなくなって冗談を挟むようになりますし……」

　指折り数えてリムは並べ挙げたが、そこで言葉を途切れさせた。エレンがにこにこと楽しそうな表情でリムの顔を見つめているからだ。

「私の顔に何か？」

「いや、ただ、欠点を挙げている割に楽しそうだなと思ってな」

　エレンの評価に、リムは不満そうに口を引き結ぶ。頭の左で結わえた金色の髪が揺れた。

「楽しくなどはありません。もっとしっかりしてほしいと思うだけです。武芸はともかく、他のことについてはやればできるのですから、こちらで強く尻を叩いてあげないと……」

「尻といえば、おまえはまだ胸しか見られていないのだったな」

「何の話ですか」

「うん、どうもあいつは運が悪いというか運がいいというか、ぼうっとしているのか案外抜け目がないのかわからんが、ひとが水浴びしているところへ踏みこんでくることがあってな。私だけでなくソフィーも……そういえばリュドミラも見られたのだったか」

　ティグルがリュドミラの裸を見てしまったのは、エレンのいたずらによるものだったが、銀閃の風姫シルヴフラウはそのことをおくびにも出さなかった。リムは顔を真っ赤にしたが、それは一瞬で、怒りが突き抜けて冷めきった青白い表情になる。

「そうですか……。帰ったら、ティグルヴルムド卿に詳しく問い質さなければならないようですね。場合によっては説教ではなく教育、いえ、躾を行う必要が……」

　近い未来の予定を頭の中で組みたてつつ、リムは気になったことを主に尋ねた。

「エレオノーラ様から見た彼の欠点は、どういうところでしょうか？」

「そうだな……」

　エレンは考えをまとめるように、視線を灰色の空へと彷徨わせる。

「なかなか思いつかんな。浮かばないわけではないが、見方を変えれば美点ともいえる」

　後日、あれはもしかしたら惚のろ気けだったのだろうかとリムは危惧したものだったが、このときは思いつかない。なにより、この話はここで終わってしまった。

　視界にちらつく雪が、多くなってきたのだ。

「リム、もう少し馬足を速められるか？」

　即座に思考を切り替えて、周辺の地図を思い浮かべながら、エレンは尋ねる。しかし、副官であり、親友でもある金髪の娘は、首を横に振った。

「だめです、エレオノーラ様」

　渋じゅう面めんをつくるエレンに、リムは厳しい表情で続ける。

「すでにかなりの脱落者が出ていると申しあげたはずです。これ以上無理をすれば、エレオノーラ様も体力と気力の限界を迎えます。私たちは戦うために来たはずですよ」

　エレンは美しい顔を歪めて、空を仰いだ。懇こん願がんするように、言葉を紡ぐ。

「大切なひとを助けられずに失う痛みを、つらさを、おまえもわかってるだろう……」

　リムの脳裏に、過去の情景が一瞬だけ浮かんで消える。三年前、エレンとリムは大切なひとを失い、それによって居場所すらもなくしてしまったのだ。

　彼女たちが属していた傭兵団の団長だった。団長の死は、傭兵団を崩壊させ、消滅させた。

　エレンの懇願に心が傾きそうになったリムだったが、彼女はもう一度、首を横に振る。

「私にとっては、エレオノーラ様が大切なひとです」

　主を叱しつ咤たする副官というより、妹を叱る姉のような表情と口調で、リムは続けた。

「私だけではありません。ライトメリッツの者たちは皆、そう思っているはずです。それに、アレクサンドラ様にソフィーヤ様、ティグルヴルムド卿だってそうでしょう」

　その言葉は無形の剣となって、エレンを貫いた。白銀の髪の戦姫は肩を落とす。

「そうだな……」と、うなずいた。

「サーシャに心労をかけるわけにはいかないな」

　エレンは馬を止め、兵たちを振り返る。声を張りあげた。

「我が兵たちよ、よくここまでついてきた！　公都まであと少しだ！　歩みはゆっくりでいいから、決して足は止めるな。熱いスープと温めた葡萄酒ヴィノーを思い浮かべろ！」

　兵たちは雪風にかき消されないよう、彼らの主に応えて喊かん声せいをあげる。

　雪をはらいのけ、土煙を蹴立てて、ライトメリッツ軍は荒野を進んだ。

――サーシャが病に伏せてさえいなければ……。

　七人いる戦姫の中でも、サーシャの強さは一、二を争うだろうとエレンは思っている。それほどまでに彼女は強い――正確には、強かったのだ。

　彼女が健康であれば、他の戦姫がレグニーツァを攻めたとしても、エレンが彼女の身を案じて駆けつけることはなかっただろう。

――相応の覚悟をしてもらうぞ！

　紅玉の瞳を激しい怒りで輝かせ、エレンは馬を進める。

　沈みゆく太陽を背に、公都に到着したときには、ライトメリッツ軍は二百五十騎余りにまで減っていた。







　いま、エレンとリュドミラの争いを仲裁するのはもっぱらソフィーの役目になってしまっているが、二年前はどちらかといえばサーシャの仕事だった。病が悪化して彼女がレグニーツァから出られなくなったため、その期間はきわめて短いものだったが。

　サーシャのやり方はまず喧嘩している二人を引き離し、それぞれの言い分を聞いた上でいくらか冷静になってきた翌日に、サーシャを含めた三人で話して和解させるというものだった。ただ、一度だけ実力行使に及んだことがある。

　王都シレジアの王宮を出てすぐのところにあるひとけのない広場で、エレンとリュドミラはそれぞれの竜具をかまえて対峙していた。いつもの、という形容詞がつけられそうな二人の喧嘩だった。原因はどちらも覚えていない。

　エレンの持つアリファールは風を巻き起こし、リュドミラが手にするラヴィアスは大気を凍てつかせる。凄絶な視線をかわし、間合いをはかり、機を窺う二人の間に突如として厳しい声が割りこんだ。

「――何をやってるんだ、二人とも」

　当時、エレンもリュドミラも十四で、サーシャは十九歳だ。また、戦姫になってまだ一年も過ぎていない二人に比べて、サーシャは十五歳のときに竜具に選ばれている。

　二人では抗しきれない威厳と重厚さがあった。

「こいつが……！」

　異い口く同どう音おんにエレンとリュドミラは相手を指す。サーシャは呆れたようにため息をついた。

「わかった。君たち二人の相手を、僕がしよう」

　サーシャの竜具は、腰の左右に吊している双剣――二本で一対となっている小剣だ。

　双剣はまったく同じつくりで、湾曲した片刃を備えている。違うのは色だけで、一本は朱色の輝きを、もう一本は金色の輝きを放っていた。だが、この二本の刃を目にした者は、どちらを見ても炎のようだという感想を抱くだろう。それを音もなく、彼女は抜き放った。

　サーシャには『煌炎の朧姫ファルプラム』や『刃の舞姫コルティーサ』などといった異名があるが、彼女の第一印象は物静かで温厚、非常に落ち着きがあるというものだ。

　黒髪は肩にかかるぐらいで切りそろえており、細面でどこか中性的な印象を与え、自分のことを『僕』と呼ぶこともあって、優男に見えなくもない。肌は白く、やや痩せている。

　口調も穏和で、相手を威圧する類のものではない。

　にもかかわらず、エレンとリュドミラは双剣をかまえた彼女にひるみ、たじろいだ。

「どうした？　剣を抜き放ち、槍先を相手に向けるほど暴れたいんだろう？」

「あ、あなたには関係ないでしょう」

　リュドミラが口をとがらせて言い立てる。エレンも激しくうなずいた。

「これはあくまで私とこいつの話だ。サーシャは下がっていてくれ」

　しかし、むろんというべきかサーシャは引き下がらなかった。

「言っても聞かない子に、力ずくでわからせてあげると言ってるんだ。そうでもしないとおとなしくなりそうにないからね。二人とも」

　金色の刀身をエレンに、朱色の刀身をリュドミラに向けて、サーシャは静かに続ける。

「面倒だから、二人そろっておいで。どちらかの刃が僕にかすりでもしたら、負けを認める。二度と喧嘩に口を出さないし、今日一日、二人の言うことを何でも聞こう」

　大盤振る舞いもいいところである。

　エレンとリュドミラの戦意に火が灯ったかと思うと激しく燃えあがった。

　二人とも十四という年齢で竜具に選ばれただけのことはあり、己の技量には自信がある。サーシャの台詞は、彼女らの自尊心を強く刺激した。ようするに、癇かんに障さわったのだ。

　さきほどまでのいがみ合いはどこへやら、二人はすばやく視線をかわして地面を蹴る。左右から同時に襲いかかった。サーシャはその場から動かない。

　刹せつ那な、一つの音が虚空に響き、それが鳴りやまぬ内に二つめの音が重なる。

　冷たく見下ろすサーシャの視線の先、エレンとリュドミラは地面に転がり、這いつくばっていた。攻撃を弾かれ、体勢を崩して派手に転倒し、あるいは膝をつかされたのだ。

　竜具を持つ手には痺れが走っており、落とさないようにするのが精一杯だった。

「――まだやる？」

　エレンもリュドミラも力なく首を横に振る。二人がかりで、渾身の一撃をそろって弾かれたのだ。圧倒的な実力の差を、高すぎる壁の存在を感じずにはいられなかった。

　サーシャはそう、と呟くと双剣を静かに鞘に納めた。それからエレンとリュドミラを順に助け起こし、身体についた土を払ってやる。

「君たちはまだ若いから、多少の喧嘩は仕方ないとしよう。でも、刃を相手に向けては駄目だよ。取り返しがつかなくなる。ましてや竜具をね……」

　ため息混じりにそう言ったときのサーシャは穏やかな表情をしており、二人の見慣れたいつもの彼女だった。一瞬前のサーシャは幻ではないかと思ってしまうほどの。
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　しかし、二人の右手の痺れはいまだ解けていない。

　後日、エレンがソフィーにこのことを話すと、彼女は目を細め、おかしさをこらえるような微笑を受かべたものだった。

「そういえば、あなたやミラには話したことがなかったわね。一年前にサーシャはね、練習試合で三人の戦姫を同時に相手どって、完勝したことがあるのよ」

　そのうちの一人はわたくし、と自分を指さしてソフィーは波打つ金色の髪を揺らした。

「あなたたちも年齢を考えれば充分に強いけど、サーシャはずっと上でしょうね。本来戦姫同士の戦いは、一対一でも相手に勝つことは難しいんだから」







　公都を囲む城壁の門衛たちと話しあい、神殿や空いている宿屋などでライトメリッツ兵を休ませると、エレンとリムは公宮に向かった。

　サーシャの暮らしている公宮は、砂色の石を積み上げた中にところどころ白大理石が混ざっていて、それが妙な味わいを与える。公宮そのものの造りは堅実とも地味ともいえるものだ。変わったところこそないが、誰もが落ち着いて生活を送れるように設計されていた。

　エレンを見知っている者は多く、すぐに中へと通される。従僕に連れられ、等間隔に篝火の焚かれた回廊を通り抜けて、サーシャの寝室の前に立った。

「サーシャの具合はどうだ？」

「あまりよいとはいえませぬ」

　主であるサーシャよりも長くこの公宮に勤めている老いた従僕は、しわがれた声ではあったがはっきりとそう答えた。

「積もる話もあることと存じます。アレクサンドラ様もお喜びになるでしょう。ですが、半刻ほどで一旦お話を止め、その後、アレクサンドラ様にはお休みいただき、続きは夕食のあとにお願いできればと」

　エレンはうなずいた。まず従僕がサーシャの寝室に入り、確認をしてすぐに出てくると二人に一礼する。

「こいつもサーシャに会わせてやりたいんだが、いいか」

　腰に下げているアリファールの鍔を、エレンは軽く叩く。従僕はうなずいた。

「竜具はいかなるときも戦姫のそばにあるものと認識しております。ですが、竜具でなくともお預かりすることはいたしません。あなた様も、リムアリーシャ様もアレクサンドラ様の大切なご友人ですから」

　言葉に重みがあった。この老人はエレンの三、四倍の長さを生き、サーシャの先代にあたる戦姫にも仕えているのだ。従僕に礼を言って、エレンは扉を押し開ける。

　ほとんど最低限の調度しかない部屋だ。壁の一角には煉瓦造りの暖炉が設置され、炎が赤々と燃えている。窓際に飾られた冬菫フィアールカだけが、室内に少ない彩りを添えている。

「ひさしぶりだね」

　そうエレンに笑いかけたのは、部屋の奥のベッドの上に身体を起こしている女性だった。

　背はエレンよりやや高く、リムより低い。ゆったりとした白い服を着て、肩掛けを羽織っているが、華きや奢しやな肩と肉づきの薄い手から痩せ気味なのがわかる。黒髪を肩のあたりで切りそろえており、黒い瞳は優しげな輝きを湛えていた。

　煌炎の朧姫の異名を持つ戦姫サーシャことアレクサンドラ＝アルシャーヴィンである。エレンより五つ上の二十一歳だが、老成した雰囲気が、もういくつか年上に見せていた。

　彼女の膝の上には、同じつくりの二本の小剣があった。竜具バルグレンだ。エレンのアリファールが『降こう魔まの斬ざん輝き』という二つ名を持つように、バルグレンには『討とう鬼きの双そう刃じん』という二つ名があった。

「すまないね。来てもらって」

　エレンは大股でベッドへ歩いていき、サーシャの前に立つ。

「当然だろう。私がおまえを助けに来るのは」

　懐旧と安堵の想いを純粋な喜びに変えて、エレンは笑顔で言った。

――前に会ったのは、夏のはじめごろだったが……。

　その後、サーシャは一度、体調を崩したと聞いている。肌の色は、以前よりも病的な白さを増したように思われた。黒髪にも艶がない。

　エレンは彼女の手をとると、握りしめることはせず、貴重なものを扱うようにそっと両手で挟みこんだ。

　サーシャに椅子を勧められ、エレンとリムはベッドのそばに並んで座る。二人の戦姫の邪魔をしないよう、リムは一礼をするだけに留めた。

「話したいことは山ほどあるが、重要なものからいこう。この地に土足で踏みこんできた礼儀知らずについてだが――」

　エレンの双そう眸ぼうが強い戦意を帯び、不敵な光を放つ。目の前の親友に害をなす者を許すつもりはないが、詳しい事情を含めてサーシャから聞いておかねばならない。

　サーシャはすぐには言わなかった。ためらったというよりも、エレンがわずかでも落ち着くのを待ったという風情でゆっくりと口を開く。

「エリザヴェータだ」

　その名前を耳にした瞬間、エレンの表情に怒気がみなぎった。椅子から腰を浮かせかけた紅玉の双眸の戦姫を、横からリムがそっと手でおさえる。

「エレオノーラ様。アレクサンドラ様のお話はまだ終わっていません」

　淡々とした声こわ音ねが、かえって激発寸前の主をなだめようという心情を伝えた。エレンは白銀の髪を揺らして座り直す。

「やはり、か」

「知っていたの？」

　軽く目を瞠みはるサーシャに、エレンは首を横に振ると、無愛想な表情で重い息を吐いた。

「このレグニーツァに近い戦姫の公国は二つ。私の治めるライトメリッツと、やつの治めるルヴーシュだ。あとは消去法だな。ソフィーはジスタートに戻ってくるまでいっしょだった。リュドミラがここまで来るには私の領内を通過しなければならん」

　右手を広げ、エレンは戦姫の名を挙げながら指折り数えていく。

「オルガは自分の公国を出て行方知れずと聞くし、ヴァレンティナとおまえは公国も離れていれば、接点もない。ならば、エリザヴェータだろうと思った」

　口の端を吊り上げてエレンは得意げな笑みを浮かべてみせる。

　サーシャには言わないが、実はもうひとつエレンには心当たりがあった。

――エリザヴェータはテナルディエともガヌロンとも親交があるらしいが……。

　たとえば、自分をジスタートへ帰還させるために、どちらかがエリザヴェータを動かしたという可能性はないだろうか。

――他の戦姫ならば動かないか、リュドミラがそうだったように、義理を欠かないていどの動きを見せるというところだろう。だが、エリザヴェータは――あの『異彩虹瞳ラズイーリス』なら、私に打撃を与えられるというだけの理由でやりかねん。

　しかし、そんな内心の思索は微み塵じんも顔に出さず、エレンはサーシャに尋ねた。

「やつとて、何の口実もなく兵を向けたりはしないだろう。何と言ってきたんだ？」

　サーシャはかすかな苦笑を浮かべてリムにそっと視線を向ける。リムは申し訳ないという意思を込めてうなずきを返した。仕方のないことかもしれないが、すでにエレンの頭の中ではサーシャが正しく、エリザヴェータが悪ということになっている。

「エレン。冷静になって聞いてほしい」

　そう前置きをして、暖炉の火を眺めながらサーシャは説明をはじめた。

「夏の半ばのことだ。僕とエリザヴェータは協力して、沿岸の海賊討伐を行った」

　サーシャの治めるレグニーツァ公国と、エリザヴェータの治めるルヴーシュ公国は、ともにジスタート王国の西側の海に面している。

　こういう場合は二人の連携が肝要で、海賊退治に乗り出したのがどちらか一方のみだった場合、海賊は動かなかった方に逃げだし、潜伏して機会を待つ。完全に掃討するためには協力するのが当然だった。

「海賊退治そのものは滞りなくすんだ。僕も彼女もけっこう悩まされていたからね。僕はこんな身体だから、現場に足を運ぶことはできなかったけれど……」

　問題が起きたのは事後処理の段階になってからだった。

「彼女は苦情を述べてきた。レグニーツァ軍が、海賊をルヴーシュ軍の方へ誘導して、彼女に負担を強いたと言ってきたんだ」

「それは事実なのか？」

「部下たちは、もちろんそんなふうにはしていないと言っている。ただ、報告書を見るかぎりではどちらとも言えない」

　サーシャは虚空に指を伸ばして、おおまかな地形と軍の動きを描く。エレンとリムはそれぞれ難しい顔になった。二人とも海賊討伐の経験はないが、戦場の流れや兵たちの動きについてはよくわかっている。

　だからこそ、どちらとも言えないというサーシャの言葉に納得し、エリザヴェータの主張を否定することはできなかった。

「この海賊討伐については、事前に彼女にここに来てもらい、話しあって契約書を作ったんだ。だけど、僕も彼女もこの事態は想定していなかった」

「だが、こちらに悪意があったという明白な証拠はないのだろう。他人事のような言い方になってしまうが、戦場ではこうした流れは珍しいことではない」

「うん。僕も悪意がないことは言ったよ。だけど、彼女は納得しなかった」

「他に何か、揉め事になるようなことはなかったのですか？　戦利品の分配とか……」

　そう尋ねたのはリムだ。軍勢を率いて攻めてくるのだから、もっと他に理由があると考えたのだ。しかし、サーシャは首を横に振る。

「他に問題はないね。彼女もそれ以外のことはとくに言ってこない。夏の終わりごろに僕は調子を崩して、それからは手紙でやりとりしていたんだけど、秋の半ばでそれが途絶えた」

　そして、エリザヴェータは約四千の兵を率いて攻めてきたというのだった。

「こういう事情だから、彼女の言うこともわからないではない。僕としては穏便にすませたかったんだけど」

　サーシャは沈痛な表情でエレンに答えると、膝の上の双剣にそっと手を置いた。

「僕が動ければよかったんだけどね……。あるいは――」

　翳りのある微笑を浮かべてその鞘と鍔、柄を愛おしそうに撫でる。

「この子たちが、僕に戦姫の資格なしと判断して離れてくれれば。そうすれば、君を頼らずにすんだはずなんだ。でも、この子たちは僕から離れなくてね……」

　手のかかる子供にかけるような台詞に応えたのか、煌炎の鍔が一瞬光を放つ。見た目は変わっていないが、熱を発して主を温めようとしているのだと、エレンにはわかった。

「気に入られて、よかったじゃないか」

　励ますようにそう言うと、エレンの腰にある銀ぎん閃せんが音もなく風を起こして白銀の髪をそよがせた。自分もそうした気持ちでは負けていないというところだろう。エレンは長剣の鞘を軽く叩くことで己の竜具に感謝の意を伝えた。

「いま、エリザヴェータはどこにいる？」

「ボロスローだ。この公都から歩いて一日ぐらいのところにある城砦と、その周辺にある小さな町や村を拠点にしている。そこからもう二十日は動いていない」

　その説明に、エレンもリムも訝いぶかしげな顔をした。

「ボロスローを中心に勢力を広げているわけじゃないのか？」

「他の城砦や町が奪われたという報告はないね。でも、交渉のための使者を向かわせれば追い返されるし、ルヴーシュへの退路を断とうという動きには敏感で、牽制してくる」

「やつは何を考えているんだ。ボロスローに伝説の財宝でも埋まってるのか？」

「そうだとしたら、四千の兵を連れてくるのは多すぎるかな」

　苛立たしげに吐き捨てたエレンに、サーシャが冗談めかした口調で応じる。

　リムが普段通りの態度で意見を述べた。

「誰か、もしくは何かが起きるのを待っているのではないでしょうか」

「だが、それなら交渉の使者を追い返した理由がわからん。まるで、冬眠するための洞穴をようやく見つけた熊じゃないか」

　リムの意見に、エレンが疑問を呈する。その言い方に苦笑を浮かべたサーシャは、白銀の髪の親友を諭すように優しく語りかけた。

「エリザヴェータには何か理由があるのだと思う。彼女は十七という年齢を考えても、かなりしっかりした考えを持つ子だ。君の評価は低いけれどね……」

「何か狙いがあってボロスローに留まっていると？」

「僕にはわからないけど、もしかしたら」

　憂いを帯びた彼女の表情を見て、エレンは覇気と戦意に満ちた顔で笑いかける。

「安心しろ、サーシャ。私が来た以上は問題ない。あの馬鹿をレグニーツァから叩きだして、もう一度おまえと話しあうようにさせてやる」

　戦の原因、理由は、突き詰めていくと単純なものが多い。国境をまたぐ山の土砂崩れを理由に戦が起こることもあれば、凍結した川の使用をめぐって血を流すこともある。

　まれに学者などがそんな理由で、などと呆れたり嘆いたりするが、そこで生きる民にとっては、死活問題なのだ。たった一粒の麦、一滴の水をめぐって争いが起きることを、エレンは実体験で知っている。

　エリザヴェータに、レグニーツァを攻める彼女なりの理由があるとしても、兵をもって攻められたからには兵を率いて撃退するべきだった。

「すまないが、頼む」

　おそらくはエレンに心配をかけないようにという配慮からだろう、サーシャも微笑を浮かべてうなずく。それから話題を変えた。

「ところで、最近は何やらおもしろいことをやっているそうじゃないか。ソフィーの手紙で知ったけど、ブリューヌに行っていたんだって？」

「ああ。ちょっと頼りない男がいてな。見捨てるのもしのびないので手を貸している」

「時々手を貸してもらっている気もしますが」

　すかさずリムが横やりを入れ、エレンは子供のように頬をふくらませて拗すねてみせた。

「他人事のように言うが、おまえだってあいつに助けられただろう。――胸を吸われて」

　最後の台詞に、リムは反射的に自分の胸をおさえ、顔を真っ赤にして主を睨にらみつけた。

「な……いきなり何をおっしゃるんですか」

　大声を出さなかったのは、病人の前にいるという自制心を最大限に働かせたためだ。

「事実だろう？　思えば、あれからティグルに対するおまえの態度がそうとうに軟化した気がするぞ」

「そ、そんなことは……。私なりに、こう、あの方の努力を、評価したというだけで」

「暇を見つけては熱心にいろいろと教えているものな。半端な愛情ではできないだろう」

「……エレオノーラ様が、あの方のせめて半分でいいから、熱意をもって私の講義を聞いてくださったらと思うことはありますね。ちょっと目を離すと、すぐに城下へお忍びに行かれてしまいますから」

　容赦のない反撃が来て、エレンはとっさに言葉に詰まる。サーシャが苦笑を浮かべた。

「エレンのさぼり癖は相変わらずなのかな」

「視察は重要な政務だ」

　何ら恥じることはない、と言いたげな顔で堂々とエレンは即答する。

「どの店の串焼きがよりおいしいのか、とかパンには苺のジャムと葡萄のジャムと蜂蜜のどれがもっとも合うか、などを調べることが重要だと本当にお考えですか？」

「僕は葡萄かな」

「私は蜂蜜だな。ティグル――ああ、私が手を貸してやっているやつだが、あいつは苺がいいと言った。それもパンやら何やらを用意して山に入り、採ったばかりのものを潰して蜂蜜と混ぜて塗ると、苺の酸味にまろやかな――」

「お二人とも、脱線しています」

　エレンの話を興味深そうに聞くサーシャを見て、リムは呆れた顔で止めに入る。エレンは少し不満そうだったが、話したいことの多さに比べて時間はあまりないのだ。白銀の髪をかくと、ティグルとの出会いからいままでのことを順序よく語った。

　ただ、黒弓のことだけは伏せた。病身の彼女に、思いわずらわせたくなかったのだ。

「よく兵を貸す気になったね」

　まずそのことに、サーシャは呆れた顔になる。

「テナルディエ公の軍を追い払いつつ、ブリューヌの状況を知る。最初はそれだけのつもりだったのだがな。いろいろあって、こんな状態だ」

「ブリューヌの状況を知るのは重要だけれど……そんなに気に入ったの？　その子」

「会えばわかるが、おもしろいやつだ。おまえも会って話をすれば、きっと気に入る」

　エレンはどこか誇らしげに、嬉しそうに答えた。リムもその言葉にうなずき、淡々とした口調で、辛しん辣らつさの中に好意をにじませた返答をする。

「欠点は少なくないですし、こちらが呆れることも多々あります。ですが、手を貸さなければと思わせてくれる方です。仕方ないか、という部分はあるにせよ」

「そうなんだ。おもしろそうなひとだね、会ってみたいな」

　エレンの話と二人の評価とで、サーシャはティグルに興味を抱いたようだった。

「ブリューヌでの戦いも、春までには終わる。終わらせる。そうしたらティグルを連れてこよう。さっきも説明したが、あいつは私のものだからな」

　自慢の玩具を語るような口調でエレンは胸を張る。言葉の端には、同時に親友の快癒を願い、励まそうという心遣いがあった。

「そうだね……。僕ももう少し、がんばってみようかな」

　サーシャが微笑んだとき、外から扉を叩く音が聞こえた。刻限がきたのだ。

「本当に、時間というのは短いときにはとことん短く感じるものだな……」

　サーシャの差しだした手を、エレンは力を入れすぎないようにそっと握る。煌炎の上に置いていたからだろう、彼女の手はほのかな熱を帯びていた。手の薄さと指の細さがエレンには気になったが、生命力がまだ息づいているのを漠然と感じとって内心で安堵する。

「おかげで楽しい一時を過ごせたよ。ありがとう、エレン。リムも」

「そう言ってもらえると助かる。それではゆっくり休んでくれ」

　エレンは彼女の手をゆっくりと離した。リムも丁寧に会釈をする。

　そうして、二人はサーシャの部屋をあとにした。

　エレンとリムが部屋を辞したあと、サーシャは膝の上の竜具に視線を落とす。常に熱を帯びている双剣バルグレンを。

「おまえも諦めが悪いね……」

　苦みを多分に含んだ微笑を浮かべて、サーシャは双剣の柄を握る。まっすぐ前へと腕を伸ばした。筋力の衰えた腕に、二本の刃は重い。

　討鬼の双刃と呼ばれるこの双剣を、かつての自分は自在に操った。その気になれば一晩でも二晩でも振るい続けられるとさえ思っていた。

　だが、いまは四半刻すらもたない。

「おまえが僕を早々に見限ってくれれば……」

　愚痴がこぼれた。エレンは、レグニーツァが襲われているから助けに来たのではない。自分が動けないから駆けつけてくれたのだ。

　竜具は、彼女の弱音を聞き流さなかった。柄を通してサーシャの手に熱が伝わる。むろん火傷するようなものではないが、それがこの竜具の叱咤であり、激励であることをサーシャは確かに感じ取った。

「わかったよ。僕も死に急ぐつもりはない。身体を休めて、もう少しあがいてみよう」

　微笑を浮かべて左右の剣を再び膝の上に置く。竜具は黒髪の主を応援するかのように、再度、ほのかな熱を伝えたのだった。




　　　　　　　†




　レグニーツァの公宮に一室を与えられたエレンとリムは、夕食をすませたあと、短い時間ながらサーシャと雑談に興じた。

　これからの戦いのことには触れず、食べものや飲みもの、ブリューヌで見た風景など、他愛のない話をする。深刻な話をしてサーシャを疲れさせたくなかったし、エレンとしては、できれば親友に生きる希望を持ってほしかった。

　別れ際、サーシャはエレンに言った。

「ミラともいつか和解するんだよ」

「おまえが病を治したら、考える」

　そうしてサーシャの寝室を去ったエレンとリムは、自分たちの部屋で眠りについた。

　二人が目を覚ましたのは、夜が明けるより一刻ほど早いころだ。市街へひとをやり、兵たちの数と体調を確認する。

　報告をまとめたリムが、それをエレンに伝えた。

「昨夜までに公都にたどりつき、休んだ者は、およそ一千三百になります」

「ほう」と、エレンが目を輝かせた。

「ライトメリッツの公都から呼びだした兵が到着したのか」

「一千足らずがそうですね。約三百は、エレオノーラ様が率いていた者たちです」

「皆、よくがんばってくれたものだ」

　青を基調とした軍衣に着替えながら、エレンは感謝に満ちた笑みを浮かべる。

「サーシャは三千の歩兵を用意してくれた。エリザヴェータが率いている兵は四千ほどという話だから、数だけならこちらが上だな」

　だが、エレンとしては短期で決着をつけるためにももう少し兵が欲しかった。

「夜明け以降に到着した者を含めれば、四百ほど増えますが」

「その者たちは休ませておけ。疲れきった兵を戦場に向かわせたところで犬死にするだけだ。戦いが一日や二日で終わらないようなら使おう」

「かしこまりました。では、そのように」

　リムが主に微笑で答えたそのとき、廊下に通じる扉が外から叩かれた。エレンより三つ年上の副官が応対に出ると、老いた従僕が立っている。

「どうかされましたか？」

　無表情の中にも礼節をたもってリムが尋ねると、従僕も謹きん厳げんな態度を崩さず一礼した。

「恐れ入ります。この公宮に勤めている者で、ぜひともリムアリーシャ様にお声をかけさせていただきたいという者がおりまして。お忙しい身であることは承知しておりますが、何卒ご足労願えませぬでしょうか」

　従僕の言葉にリムは首をかしげた。この公宮を訪れたことははじめてではない。エレンとともに幾度か足を運んでいる。

　その際、白銀の髪の主の助けに少しでもなればと、部隊長や侍従長を訪ねて軍務や政務について教えを乞うたこともあった。だから、この公宮でリムに知己と呼べる者がいないわけではないのだが。

――しかし、あの方々がこういう状況で私を呼びだしたりするでしょうか。

　彼らは病身のサーシャを助け、このレグニーツァを支えている者たちだ。事態をわかっていないはずがない。

「リム、行ってこい」

　訝しい顔をするリムの背中を明るい声で押したのはエレンだった。

「ここはサーシャの公宮だ。どういった用件かは知らんが、私やおまえを害するものであるはずがない。ただ、忙しいから手短にすませてもらうようにな」

　エレンの表情には一切の陰りがなく、紅の双眸に宿る輝きは純粋にサーシャと、そしてリムを信頼しているものだった。確かにその通りだとリムは考え直し、従僕に向き直る。

「それでは、案内をお願いします」

　客室を出たリムは従僕に先導されて、篝火に灯された夜明け前の回廊を歩く。何度か角を曲がったところであることに気がついた。

――ここは昨日通ったところですね。ということは……。

　予想はまもなく現実のものとなり、リムはサーシャの寝室の前に案内されていた。

「ここはアレクサンドラ様の寝室では？」

「いかにも」

　従僕は短い返事でリムの言葉を肯定し、一礼することで扉を開けるよう促うながした。

「わざわざ来てもらってすまないね」

　昨日訪れたときと何一つ変わらない部屋の中。やはり昨日と同じように、サーシャが身体を起こしてこちらを見ていた。リムは一礼して中へと足を踏み入れ、彼女の前に立つ。

「アレクサンドラ様。どのようなご用件でしょうか」

　自分だけを呼んだということは、エレンには聞かせたくない話なのだ。

――あるいは、エレオノーラ様もそれを察していたのかもしれませんが。

　サーシャは一つうなずくと、生真面目すぎる表情でリムを見上げた。

「エレンを守ってあげてほしい」

　リムは驚いて黒髪の戦姫をまじまじと見つめた。そんなことは言われるまでもない。エレンが戦姫になるより前から、リムは彼女とともにあり、守り、守られてきたのだ。それをサーシャが知らないはずはない。

　リムはそうした感情の揺れを表に出さなかったが、サーシャは読み取ったらしい。彼女は静かな声音で続けた。

「あなたにいまさら言うことでもないのはわかっている。それでも、あらためてお願いしておきたかった。相手がエリザヴェータではね」

　エレンとエリザヴェータの間には、因縁がある。
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　およそ一年前の秋のことだ。ジスタート王国内のとある村で、疫病が発生した。その村は王家の直轄地にあったのだが、エリザヴェータの治めるルヴーシュにも隣接していた。

　彼女は疫病の拡大を防ぐため、村そのものを疫病で死んだ者たちごと焼き払い、疫病にかかっていない者たちについても疑いありとして、その一帯を隔離する形をとった。

　そのとき、隔離された者たちの面倒を見たいとエレンが申し出たのだ。

「まだ私が戦姫になる前、その村で一時期暮らしていたことがある。私も彼らを助けたいのだ。手伝わせてもらえないか？　おまえに迷惑はかけないようにする」

　しかし、エリザヴェータはエレンの頼みをはねのけた。

「この村は王家の直轄地よ。事情は理解したけれど、それでも戦姫が複数介入すべきではないわ。疫病でなければ――ルヴーシュに被害が及ばないものであれば、私だって関わらなかったもの。まして、戦姫であるいまのあなたには関係のないことだわ」

　エリザヴェータの言葉は柔軟性に欠けるものではあったが間違ってはおらず、エレンは引き下がるしかなかった。

　だが、隔離された者たちの大半は、その年の冬を越せなかった。

　疫病からは逃れられても家族や知り合いを数多く失ったことや生まれ育った村を捨てたこと、外界との接触をほぼ閉ざされたことなどが心身ともに打撃を与えたのだろう。また村人同士でのいざこざも何度か発生したようだった。

　春になったとき、ただでさえ少なくなっていた村人の数は半分以下になっており、彼らは村を立て直すことを諦めて離散した。他の村に受け入れてもらえた者もいたが、野盗や山賊に鞍替えした者も少なくない。そうしなければ生きられなかったのだろう。

　このことを知ったエレンは、エリザヴェータを責めた。自分の申し出を断っておいてこの結果は何だと憤りたくなるのも、彼女の心情を考えれば仕方のないことではあった。だが、この結果に心を痛めたのは、エリザヴェータとて同様だったのだ。

　彼女も決して手をこまねいていたわけではない。隔離した村人たちが冬を越せるよう資材と食糧、さらに医師の手配まで行い、春になって問題ないとわかれば村の再建についても援助すると彼らに伝えた。できるだけのことはやったのである。

　この一件でエレンとエリザヴェータの間には見えざる亀裂が走ったのだが、ほぼ同じ時期にその亀裂を深く押し広げる事件が起こった。

　ライトメリッツの近くに領地を持つ、ロジオン＝アブトという諸侯が問題を起こしたのだ。

　彼は、民が納めた税の何割かを着服して王国には虚偽の報告を行い、また領内の食い詰め者をひそかに組織して野盗集団をつくり、近隣の領地を襲わせたのである。

　被害を受けた貴族たちはそろって国王に訴え、調査を命じられた戦姫ソフィーは数日でアブトが首謀者であると見抜き、証拠まで揃えてみせた。

　国王はアブトの領地にもっとも近いエレンに討伐を命じたのだが、このとき自分に任せてほしいと進み出たのがエリザヴェータだった。

「ロジオンは私の父。私が説得してみせます。然るべき罰を受け、罪を償うようにと」

「――戦姫になったからには、父親など関係ないのではないか」

　エレンはそう皮肉ったものの、一応はエリザヴェータの願いを受け入れた。

　ところが、アブトは話しあいに応じるどころかジスタートからの逃亡を図ったのだ。エレンが兵を率いて彼を追い、討ち果たして事件は解決した。

　問題があったのはアブトである。エレンは国王に命じられていたこともあり、やるべきことをやっただけだ。エリザヴェータはそれをわかっていたが、胸中に激しい感情が渦巻くのを抑えることはできなかった。

　その後、エリザヴェータはエレンに決闘を挑み――完膚なきまでに敗北した。

「――あの二つの出来事について、僕は、どちらが正しいとも間違っているともいえないと思っている。二人とも、己のやるべきことをやった。それだけだとね」

「アレクサンドラ様は、エレオノーラ様のお味方をしてくださると思っておりました」

　リム自身は言うまでもなくエレンの味方だ。それに、疫病で滅んだ村にはリムも滞在していた。白銀の髪の主同様、エリザヴェータを責める気持ちはある。

「エレンが正しいと思ったときは、いつでも、どんな状況であっても味方するつもりでいるよ。あいにく、いまの僕では難しいけれど」

　己の胸に手をあてて、サーシャは寂しげな表情を浮かべた。しかし、すぐに真面目な顔つきになってリムを見上げる。

「戦姫を止められるのは戦姫だけ。ただ、エリザヴェータと対峙したらエレンは虚心ではいられないと思う。エリザヴェータにまっすぐ向かっていくだろう。激しい感情はよい方向へ動くこともあるけど、悪い方向へ動くこともある」

　リムはうなずいた。それに、二人の間にある深い確執とは別に、エレンがエリザヴェータに怒りを抱く理由が二つある。

　一つは、親友であるサーシャの公国を蹂じゅう躙りんしているということ。

　もう一つは、サーシャを助けるためにブリューヌから――ティグルのそばから離れるという決断をさせたことだ。

「それと、ティグルヴルムド＝ヴォルンだったね。彼のこと」

　怪け訝げんそうな顔をするリムに、サーシャは静かな口調で続けた。

「昨日の話で、エレンが彼を大切に想っていることがよくわかった。友情なのか好意なのかまでは判別できなかったけれど……。数ヵ月前に戦場で会った他国の男性、にしてはずいぶんな気に入りようだね」

「アレクサンドラ様がそう思われるのもご無理はありません。私も、彼が捕虜としてライトメリッツにいたころは……生かしておくべきではないと考えておりました」

　いまは違う。成り行きとはいえ彼の補佐を務め、言葉をかわし、その行動をそばで見続けた。ティグルという人間の為人ひととなりを知り、惹かれた。

　だから、自信を持ってリムは言葉を続けた。

「ですが――ティグルヴルムド卿は、エレオノーラ様の信頼を得るにふさわしい器量を持ち、短い期間の内にそれを示し続けてきたのです」

　リムが口を閉じると、室内に沈黙が訪れる。サーシャの気遣わしげな表情は変わらず、彼女を安心させることができなかったかという不安と後悔がリムの胸中をよぎった。

「エレンは、だいじょうぶかな？　彼のもとへ急いで帰らなければと、焦らずにいられるだろうか」

「それは……」

　サーシャの問いかけに対し、とっさにリムは答えられなかった。テナルディエ公爵の治めるネメタクムまであと数日の距離に居座り、しかもガヌロン軍、ナヴァール騎士団を立て続けに撃退してその武威を見せつけたのだ。何も起こらないはずがない。

　このとき、まだリムも、そしてエレンもムオジネル軍の侵攻は知らない。だが、他国の侵略の可能性については想定し、一刻も早く戻らねばとも考えていた。

「一年前、エレンは彼女に勝った。でも、怒りに焦りが加わればどうなるかわからない。だから、彼女が傭兵だったころからずっとそばにいる君に頼んでおきたかった」

　どうかエレンを守ってあげてほしい。

　サーシャはもう一度そう言い、粛しゅく然ぜんとしてリムは頭を垂れた。

「非才なる身の全力をもって」

　この身に代えてでも、と言いたかったが、すんでのところでリムはそれを抑えた。自分が暗殺者の毒に倒れたときのことは記憶に新しい。自分が死ねば、エレンを悲しませてしまう。それはやはり避けねばならなかった。







「ひとまずの別れになるな」

　リムが戻ってくるのを待って、エレンは彼女を伴いサーシャに挨拶に行った。

「昨日も話したが、私は他に助けてやらねばならないやつがいる。エリザヴェータをこの地から叩きだしたら、そのままそちらへ向かうつもりだ」

　エレンの後ろで、リムは無表情で立っている。さきほど会ったことなどおくびにも出さない。それはサーシャも同様で、差し出されたエレンの手をそっと握った。

「エレン、一つ頼みがある」

　親友の手を握ったままエレンが首をかしげると、サーシャは静かな声音で言った。

「もし迷うようなことがあったら、僕やレグニーツァにこだわらないで。君のやるべきことを優先してほしい。ここに来るのでさえ時間がかかっているんだから」

　ティグルのことかとエレンは察し、彼女を元気づけるよう力強く笑ってみせた。

「おまえは朗報を待って寝ていろ。エリザヴェータは私がしっかり叩きだしておく」

　そして夜明けとほぼ同時。東の空を明るく照らしはじめた白い陽光に目を細めながら、エレンとリムは約四千三百の兵を率いて公宮を発った。

　まだ空は暗く、吐く息は白く、大気は冷たい。

　ありがたいことに雪は降っておらず、公宮の周辺は除雪作業が滞りなく行われて楽に進むことができるが、自分たちが向かうボロスローの地面は雪に覆われているだろう。

「リム。ボロスローでの戦いについてだが」

　隣で馬を進める副官に、エレンは厳しい表情で話しかけた。

「ライトメリッツの騎兵をわけよう。私は三百騎もらう。それにレグニーツァ兵三千を加えて正面からエリザヴェータにあたる。おまえは一千騎を率いてやつの側面か背後を衝け」

「エレオノーラ様……！」

　おもわずリムは金色の髪を振り乱して大声をあげそうになる。自分はエレンを守ると約束したばかりだ。それなのに、これではそばにいることすらできなくなってしまう。

　気色ばむ反応を見せたリムを、エレンはむしろ不思議そうな目で見た。

「おかしいか？　ボロスローに流れる川は、この時期は完全に凍結しているらしい。とすれば、近くに丘があるだけの平原ということだ。それに、サーシャの兵の士気も高い」

　肩越しに振り返ってみれば、レグニーツァの兵たちは誰もが黙々と歩みを進めながら、その顔には尋常でない闘志を秘めている。

　自分たちの住む地を襲われたのだ。それも、主が病身だというのに。卑劣なるルヴーシュの兵どもをことごとく叩き潰してくれる、という彼らの意志が、無言の叫びとなって聞こえてくるかのようだった。

「ああいう連中は真っ向勝負をさせた方がいい。エリザヴェータの相手は私以外に務まらないし、別働隊の指揮を任せられるのがおまえぐらいしかいない。妥当な策だと思うが」

　リムは反論できずに歯噛みする。兵力はこちらが上だが、正面からのぶつかり合いで圧倒できるほどには多くない。策として正しいのだ。

　三つ数えるほどの時間、リムは迷った。もっと時間があればじっくり考えただろうが、主の訝しむ視線がそれを許さない。ためらいつつも口にした。

「エレオノーラ様は……怒りや焦りを抱いておられませんか」

　サーシャが心配していたことは、伏せる。まるで自分が考えたことのように言うのは気の進まないことだったが、わざわざ自分を呼びだした彼女の配慮が無になってしまう。エレンは一瞬驚いたような顔をしたものの、すぐに穏やかな笑みを浮かべた。

「確かに私は怒っている。後ろにいる兵たちと同じように。それに、ティグルのことを案じてもいる。だが、それで考えを曇らせたり、動きを鈍らせたりはしない」

　それでもリムは許容できないとばかりにエレンから目を離さない。エレンは顔をしかめて渋々といった口調で訊いた。

「では、どうすればよいというのだ？」

「私の部隊が敵を奇襲するまで防御に徹することが条件です。大きな声では言えませんが……アレクサンドラ様の兵が暴走しないよう、しっかり抑える意味もあります」

　士気の高すぎる兵たちが指揮官の命令を無視して猛り狂い、冷静な敵に打ち崩されたという例は枚まい挙きょにいとまがない。

「心配性だな、リムは」

　なおも気遣う表情のままのリムに、エレンは紅玉の瞳を煌めかせて笑いかけた。

「だが、一理ある。おまえを心配させないためにも、今回はそうしよう。ただし――」

　微笑を、冗談と真剣さを混淆させたものに変えてエレンは続ける。

「急げよ？　やつに別働隊の存在が気づかれると厄介だからな」

　本来の策としては、エリザヴェータにそれを悟らせないためにエレンは積極的に攻勢に出る必要がある。兵の構成についても、エレンがライトメリッツとレグニーツァの兵をまとめて指揮するのはそのためだった。

「微力を尽くします。エレオノーラ様もお気をつけて」

　リムにとって、これが精一杯の言葉だった。

　次第に雪が深くなってくる。雲行きも怪しくなり、粉雪が舞い落ちてきた。

　彼女らがボロスローに到着したのは、翌日の昼前だった。
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　ゆるやかな起伏がどこまでも続くボロスロー平原は、一面の雪に覆われている。雪は決して深くないが、地面を固く凍りつかせてしまっていた。

　そんな平原の一隅に、武装した四千の兵がたたずんでいる。彼らは黒竜旗ジルニトラと、紫地に金色の曲線を描いたルヴーシュ公国の軍旗を掲げていた。ライトメリッツ軍が公都に到着したことを知った彼らは、今朝、レグニーツァから奪った城砦を出て、ここに布陣したのである。

　そのルヴーシュ軍から少し離れた場所に、ひとりの娘がいた。馬のたてがみに背を預けるようにして、寝そべっている。

　手には、馬上で用いる漆黒の短鞭。それを虚空に向かってかざしながら、彼女はぼんやりと自分に落ちては溶けて消える雪を眺めていた。馬が騎手によく馴れているとはいえ、優れたバランス感覚だ。

　太陽は中天にだいぶ近づいているはずだが、空は雪雲のヴェールに覆われている。

　ふと、彼女は左目をつぶって金色の右目だけで空を見上げる。かと思うと、今度は右目をつぶって碧い左目だけで見た。

　何かの拍子にそうして片目だけでものを見るのは、物心つく前からの彼女の癖だ。

――瞳の色が違っても、見える景色は変わらない。

　そんなことは、幼いときからわかっている。それでも、いつか変化が訪れるのではと心のどこかで期待している。

　異彩虹瞳。この娘――エリザヴェータ＝フォミナのような、左右で異なる色の瞳を持つ者をジスタートではそう呼ぶ。ただし、それに対する解釈は地域ごとにばらばらだ。

　彼女が生まれ育った地域では不吉なものとして扱われていたし、戦姫として統治しているルヴーシュでは吉兆として尊ばれている。

　エリザヴェータは十七歳。鮮やかな赤い髪は腰まで届き、まとっているのは紫を基調としてフリルをふんだんに用い、蝶の羽根を思わせる鮮やかな意匠を凝らしたドレスだ。豊かな胸と細い腰を強調し、派手ではあるが決して下品ではない作りだった。髪飾りも、やはり蝶を想起させるつくりをしている。

　しかし、彼女を見る者の視線は、まずその特異な双眸に向けられる。赤い髪でも、優雅なドレスでもなく。

　近づいてくる馬蹄の音が、エリザヴェータを我に返らせた。彼女はむくりと身体を起こす。見ると、側近を務める騎士がこちらへ向かってくるところだった。

　年齢は三十代半ば、エリザヴェータが戦姫になるより前から騎士としてルヴーシュに仕えている男だ。髭がないために若く見える顔には、労苦をにじませる皺しわが刻まれている。

「戦姫様、偵察隊より報告です。南の方角に三千を超える数の軍勢を発見したと」

「軍旗は？」

　赤い髪をかきあげてエリザヴェータは問う。予想していたのだろう、騎士は即答した。

「三つあります。黒竜旗、黄地に朱色と黄金の刃が斜めに交差したもの、黒地に銀の剣を描いたもの」

　その報告を耳にした瞬間、エリザヴェータのあでやかな唇の両端が吊りあがり、凄絶な笑みを描く。一つめはレグニーツァのものだが、これはどうでもいい。彼女にとってはもうひとつの軍旗こそが重要だった。

――来たわね……！

「ご苦労でした。それでは、手はず通りの配置についてちょうだい。くれぐれも、戦姫を見かけたら戦おうなどと考えずに後退すること。私が引き受けますわ」

「ですが……もし相手が二人いたら、どうなさるおつもりです。レグニーツァの戦姫様が病身をおして現れる可能性も」

「無用の心配ね。もしアレクサンドラが望んだとしても、エレオノーラが許しませんわ」

　赤い髪の戦姫は明快なほどに断言する。彼女は馬から下りると、足元に置いていた鞍を拾い上げて雪を払い落とした。鞍を馬の背に載せ、馬上のひととなる。彼女のドレスにはさまざまな工夫がほどこされており、裾をまくったり横乗りにならずに、鞍にまたがることができた。

　兵たちのもとへ戻ったエリザヴェータは、まず彼らにねぎらいの言葉をかけた。

「海賊討伐から今日まで、あなたたちには苦労をかけましたわね」

　彼女の倍以上の時間を生きている騎士は首を横に振った。

「あなたが戦姫としてルヴーシュにおいでになってから三年。口はばったいことを申しあげますが、戦姫様が民のため、公国を富ませるためにお力を尽くされてきたことは誰もが存じております」

　その言葉に賛同するように、ルヴーシュ兵たちが喚声をあげる。エリザヴェータは満足そうな笑みを浮かべ、さらに彼らを鼓舞するために短鞭を掲げた。







　エレン率いるレグニーツァ、ライトメリッツ連合軍と、エリザヴェータ率いるルヴーシュ軍とが対峙したのは昼過ぎのことだ。

　両軍あわせて七千余りの兵がボロスローの野に展開し、二人の戦姫はそれぞれの軍の先頭に立って強烈な視線をぶつけ合う。

「そのように整然と並んでいるということは――」

　先に口を開いたのはエレンだ。

「我々がここに来るのを知っていたのだな？　よくも逃げなかったものだ」

「それはもちろん、あなたに会いたかったからですわ、エレン」

　エレンの怒気をはらんだ鋭い声を、エリザヴェータは優しげな笑みを浮かべて受け流してみせた。口調はあきらかに馬鹿にしたものだが、言葉そのものは嘘ではない。そうでなければ、こんなところからはさっさと立ち去っている。

「……貴様に、私をそう呼ぶことを許可した覚えはない」

　エレンの声が雪さえ凍てつかせるほどの冷気を帯びて一段と低くなった。

「私のこともリーザと呼んでくれてかまいませんわよ、エレン」

　エリザヴェータは手に持った短鞭をくるくる振りまわして楽しげに応じる。

――許せ、リム。

　赤い髪の戦姫の挑発に、エレンはあえて乗ることにした。心の中でリムに謝罪する。

　挑発に乗ったと思わせておけば、リムの率いる別働隊の存在をより隠せるだろう。それに、レグニーツァの兵たちの忍耐も、決壊が間近に迫っていた。

　腰の長剣に手をかける。エレンを励ますかのように、あるいはせきたてるかのようにアリファールが風をそよがせた。

「一度だけ機会をやる。いますぐ馬を下りて雪の中に這いつくばり、許しを請え。私ではなくレグニーツァの民にだ」

「お断りしますわ」

「ならば、くたばれ」

　腰の長剣を抜き放ち、振りかざし、振り下ろす。刃の先端は、まっすぐ赤い髪の戦姫へ。

「突撃！」

　およそ七千人分の鬨の声が、灰色の空に響き渡った。馬蹄の轟きを圧倒的な量の足音がかき消す。舞い散る雪は人間たちに触れるよりも早く、彼らの熱で蒸発した。

　正面からの激突となれば、数の多いエリザヴェータの軍が有利に思われる。

　だが、戦意はレグニーツァ兵たちの方が圧倒的に高い。自分たちの公国を蹂躙されたという恨みを、彼らは武器にこめて敵に叩きつけた。

　ルヴーシュの兵たちも肩を寄せ合って盾を並べ、その隙間から槍で突きこんで必死に応戦する。冷気に曇っていた刃は熱と血を浴びてたちまちの内に赤く染まり、鈍く輝いた。

　飛び交う矢は甲冑に弾かれ、あるいは肉体に突き刺さって不吉な音を兵たちの耳に絶えず送りこむ。怒りにまかせて振るった戦斧が敵の兜を頭蓋ごと叩き割り、まっすぐ突きだされた剣が相手の腹部を貫き、臓ぞう腑ふをえぐりだす。

　ここにあるのは、阿あ鼻び叫きょう喚かんに包まれたこの世の地獄だった。わずか半刻前の、雪と静寂に包まれた幻想的な銀世界を思いだすことは、もはや誰にとっても不可能だろう。

　その地獄の中で先頭に立ってぶつかりあったのが、エレンとエリザヴェータだった。

「――大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

　馬を走らせて距離を詰め、エレンは一切の躊躇なく竜技を放つ。長剣から放たれた巨大な風の刃は、雪を吹き飛ばし、凍てついた大地を削りながらエリザヴェータに迫った。

　エリザヴェータもまたためらうことなく己の馬を捨てた。鐙から足を離し、鞍を蹴って高く飛翔する。衝撃波と見えざる刃を帯びた小さな嵐は、馬を直撃した。ぱっと血風が吹き上がる。悲鳴をあげることすらできず、馬は骨までずたずたに引き裂かれて砕け散った。

　その上空で、エリザヴェータはドレスの裾をふわりと広げながら、短鞭をかかげる。

　刹那、漆黒の鞭が、稲妻を思わせる金色の光を帯びた。それは大気を弾きながら蛇のようにのたうち、曲がりくねる。エリザヴェータがエレンを狙って振り下ろしたとき、彼女の手にあるものは長さが三十チェート（約三メートル）はあるだろう長大な雷光の鞭と化していた。

　その尋常ならざる破壊力を、エレンはよく知っている。異彩虹瞳ではない、戦姫としてのエリザヴェータの異名である『雷渦の閃姫イースグリーフ』にふさわしい光景だった。

　己の操る風でそらすことはできない。やむなく馬を捨てて地面へ跳躍、雪をまとわりつかせながら転がった。音に近い速さで光の鞭が大気を引き裂き、鋭い衝撃音を響かせる。
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　一転して立ちあがったとき、エレンの視界に飛びこんできたものはその太い首を切断されて倒れる馬の死体だった。

「あまり抵抗すると、痛くなってしまうわよ、エレン？」

　雪の中に軽やかに降り立ったエリザヴェータが、手首をひねって鞭で地面を叩く。それに応えるかのように、光の鞭が無数の小さな火花を大気に青く散らした。

「私も、この雷渦も手加減はとても苦手なんですから」

　それがエリザヴェータの持つ竜具の名。

　雷渦ヴァリツァイフ。『砕さい禍かの閃せん霆てい』とも呼ばれる雷撃を操る鞭だ。

「その言葉、そっくり返してやる」

　エレンが強気に言い返したそのとき、ひとりのレグニーツァ兵が怒声をあげてエリザヴェータの背後から襲いかかった。彼にしてみればエリザヴェータは敵の総指揮官だ。しかも、彼女はエレンに注意を向けて、無防備な背中を見せている。

　しかし、彼の突きだした槍がエリザヴェータに届くことはなかった。異彩虹瞳の戦姫は彼に背を向けたまま軽く手首を返したのだ。

　光の鞭が地面を跳ね、その先端が槍の柄を粉砕する。間髪を入れず、鞭は空中を舞うようにのたうって兵士の手首に巻きついた。

　血と泥にまみれた雪原の一隅に、凄惨な光景が現れた。鞭から放たれた雷撃が、その兵士を撃ったのだ。大気の薄幕を何重にも破裂させたような破壊音とともに、人間の耐久力をはるかに超えた熱と光と衝撃が兵士を蹂躙し、容赦なく焼き尽くす。

　苦痛は一瞬であったに違いない。絶命がほぼ一瞬だったのだから。

　躯となって倒れた兵士を振り返ることもせず、エリザヴェータは慎重にエレンとの間合いをはかる。一方、エレンは無造作に距離を詰めたかと思うと、腰を低くして地を蹴った。

「――風影ヴェルニー」

　呟きと同時に風がエレンの身体にまとわりつく。白銀の髪をなびかせ、雪の上であるにもかかわらずエレンはおそるべき速さで駆けた。エリザヴェータの口元から笑みが消え、彼女は色の異なる目を瞠る。とっさに光の鞭を繰りだしたが、エレンには当たらなかった。

　鞭の軌道を読んだ、とは言い難い。エレンの動きは最少どころかひどく大雑把なものだった。ただ圧倒的な速さだけで雷渦をかいくぐって、肉迫してみせたのだ。

「鋼鞭クスタル……！」

　歯噛みしながらも、エリザヴェータは瞬時に雷渦を変形させる。植物の蔓のように踊りくねっていた光の塊は半分以下の長さとなり、まっすぐな棒状の武器へと変化した。

　直後に、激突。硬質の音を響かせて、白銀の暴風と金色の閃光が激しく噛みあう。風が巻き上げた氷の粒子を、雷の熱が瞬く間に蒸発させる。二人の周囲からは雪が消え去って地面が露出したが、それすらも剣けん戟げきの余波で引き裂かれた。

　エレンはそのまま力で押し切ろうとせず、さまざまな角度から嵐のように攻めたてた。上段から斬りつけ、下段からすくいあげ、瞬きする間すら置かずに薙ぎ、叩き、払う。

　隙を見せれば、エリザヴェータの周囲に漂っている指先ほどの稲妻がすかさず牙をむくだろう。雷撃を放つ余裕すらない状態にまで、彼女を追いこまなければならなかった。

　何合目かの衝突の瞬間、エレンの身体はすさまじい衝撃によって吹き飛ばされた。

　とっさに空中で姿勢を整え、無事に着地することには成功したが、長剣を握りしめる両手には痺れが伝わっている。

――何だ、いまのは……？

　棒状に変化した鞭に、斬撃を弾き返されたのだと理解するのに一つ数えるだけの時間が必要だった。そして、その際に雷撃の余波を浴びたらしい。エレンの頬や腕に、赤い火傷の痕が走っている。

　スカートをひるがえし、雷渦を再び鞭状に変えてエリザヴェータが地面を蹴る。エレンは迫りくる彼女を迎え撃とうとして、直前で考えを変えた。

　エリザヴェータが腕を振るうたびに雷光の鞭は無軌道に乱れ狂い、大地を割り、大気を裂いてエレンへと襲いかかる。エレンは鞭の軌道を読むことを、すぐにあきらめた。

　紅い髪の戦姫がほんの少し手首をひねるだけで鞭はその動きを大きく変え、エレンの死角から凝縮された雷撃が飛んでくるのだ。とても読めるものではない。

　矢継ぎ早に繰りだされるエリザヴェータの猛攻を受け止め、あるいは受け流す。

　反撃どころか、近づくことすらできない。鞭の風を切る音が、大気を走る電流が、エレンの目と耳を圧迫した。

　強烈な一撃を長剣で受け止め、エレンの身体はその姿勢をたもったままふわりと宙を舞う。十数歩分ほど後方に着地した。受けきれずに吹き飛ばされたのではない。エリザヴェータの攻撃を利用して風を身にまといながら自ら後ろへ跳び、距離をとったのだ。

　エレンもエリザヴェータも額に汗をにじませ、息を弾ませていた。だが、エリザヴェータの表情には余裕が感じられるのに対し、エレンの顔には危機感が色濃く浮かんでいる。

――一撃一撃が、あのロランに匹敵するな。しかも雷撃のおまけつきときている……。

　アリファールの風の守りでも、雷渦の雷撃を完璧に防ぐことはできない。身体に衝撃が走って痺れさせられ、動けなくなるだろう。敗北は必至だ。

「さきほどまでの勢いはどうしたのかしら？　反撃の一つもないと興醒めですわ」

「呆れていたんだ。貴様の攻めがあまりにも粗雑なのでな」

　雷渦の閃姫に皮肉を返して、銀閃の風姫は彼女を睨みつける。エリザヴェータの猛打に耐え続けたエレンの手の痺れは、さきほどよりもひどくなっていた。危険を冒してでも跳躍して後ろへと下がったのは、そのためだ。

「そういえば、貴様にまだ聞いていないことがあったな」

　エレンの言葉に、エリザヴェータは足を止める。二人は戦場からだいぶ離れていた。

「誰の差し金でこんな真似まねをやらかした？　テナルディエか？　ガヌロンか？」

「……何のことかしら」

　ごまかそうとして、エリザヴェータは失敗した。反応が遅れた上に、声がうわずった。

「私をジスタートへ引き返させるために、レグニーツァを襲ったのだろう」

「何を言いたいのかわからないけれど……私は国王陛下のお言葉にのっとって、ジスタートの国益のために動いているだけですわ」

　しらを切り通すことにしたらしい、肩をすくめてエリザヴェータは苦笑を浮かべてみせた。そうしながらも、エレンに対する警戒は緩めない。一瞬でも気を抜けば、この白銀の髪の戦姫は風をまとって鋭く斬りこんでくることをわかっているのだ。

「隣国の悪党にそそのかされていながら、何がジスタートの国益だ。笑わせるな」

「あなたに言われたくありませんわ。噂では、うだつのあがらない捕虜にずいぶんといれこんでいるとか。あなたらしいといえば、らしいですけど」

　口元を手でおさえながらのエリザヴェータの嫌味を、エレンは鼻で笑い飛ばした。

「その言いぐさには腹が立たないでもないが……何も知らぬ者の言葉と思えば、いっそ哀れみさえ感じるな」

　それに対してエリザヴェータが言葉を返す前に、エレンは話題を変えた。

「もうひとつ、聞くことがある」

　長剣をかまえ直して、エレンはまっすぐエリザヴェータに突きつける。

「いまの人間離れした怪力は、何をやって手に入れた？」

　エレンを吹き飛ばした強烈きわまる一撃。エレンがエリザヴェータと決闘を行ったのは一年前だが、そのときからは考えられない剛力だった。

「どこでも何も……自分を必死に鍛えあげた結果ですわ」

　艶然として微笑むエリザヴェータに、エレンは馬鹿にするように口の端を吊り上げる。

「そんな戯言で私をごまかせるとでも思ったか？　これでも六歳のころから剣を握り続けているんだ、こっちは」

「――知ってるわ」

　ふだんの口調とは異なる彼女のその呟きは、エレンに対するものにしては小さすぎた。エリザヴェータの色の異なる双眸に、過去を懐かしむ穏やかな感情がよぎる。だが、それは一瞬のことでしかない。そのことに気づかず、エレンは続けた。

「私は一年前のおまえの力量を知っている。どうやっても、たった一年でそのような力が身につくはずがない。なにより鍛えあげたという割には攻め方が何一つ変わっていない。だから接近を簡単に許すし、私を捉えきれない」

　雷渦を握りしめるエリザヴェータの手が、震えた。金と碧の目に激しい感情が揺れる。

「でも……それでも、私が力であなたを上回っているのは事実……ですわ」

「だからどうした」

　エリザヴェータと対照的なほどに、エレンは冷静そのものだった。アリファールに風をまとわせながら一歩、あるいは半歩と足を進めて慎重に隙をうかがう。

　一方、エリザヴェータも雷渦を軽く振った。雷をまとった光の鞭は、彼女を守るように幾重にも取り巻いて鮮やかな螺旋を描く。それは、近づく者をことごとく撃ち倒す雷の蛇だ。

「勝ち誇りたければ――勝ってみせろ」

　エレンのかかげた銀閃が、周囲の大気を巻きとっていく。雪の欠片を含んだ冷気をもまとめて取り込み、氷の粒子が光を反射して彼女の身体は燦然と輝いた。頭上で唸り声をあげる嵐の刃は、さきほど放ったものよりもはるかに大きい。

　エリザヴェータの雷渦もまた、主の意志に応えて眩いばかりの光を放つ。膨れ上がった雷撃が周囲の大気に悲鳴をあげさせ、無数の放電が生じた。

　彼女が振り上げた瞬間、鞭は柄の先から九本にわかたれる。常人なら直視した瞬間に目を灼かれるであろう地上の雷光が、そこにあった。

「――大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

「――天地撃ち崩す灼砕の爪グロン・ラズルガ！」

　咆哮をあげて猛々しく襲いかかる九つの稲妻と、触れるものをことごとく引きちぎる嵐の刃が衝突した。砕禍の閃霆の生みだした雷撃は嵐の渦を食い破らんとし降魔の斬輝の織りあげた風の大おお鉈なたは雷火を吹き散らさんとせめぎ合う。

　竜具をかまえて対峙する二人にも、その衝撃の余燼は届いていた。

　一瞬ごとにエレンの身体には赤い火傷の痕が走り、電撃が弾けて激痛と痺れを与える。エリザヴェータのまとうドレスも暴風によってぼろぼろに引きちぎられ、白い肌にはかまいたちにも似た裂傷が刻まれていった。

　轟音が大地を揺るがす。おたがいを喰いあい、削りあっていた風と雷が、同時に消滅したのだ。あとに残ったのはすり鉢状にえぐられた地面で、その中央では風が小さな渦を巻き、雷の残り火であるかのような微量の電撃が大気の中で弾けている。

　空高く舞い上がった雪と泥の粒が、音もなく二人に降りかかる。それを払いもせず、エレンが不敵な笑みを浮かべて長剣をかまえた。全身にみみず腫れのような火傷を負いながらも、苦痛の声一つ漏らさない。

　エリザヴェータもまた、身体中に負った裂傷を気にとめる様子もなく鞭を握り直した。

「ご……」

　互角だったと言いかけて、エリザヴェータは言葉を呑みこむ。おたがいの竜技を繰り出す直前の位置からエレンは一歩も動いていないのに対し、自分は二歩、後退していた。

――私の……。

　戦場で新たな変化が起こったのはそのときだ。ルヴーシュ兵たちの左側面に現れたリムの騎兵部隊が、強烈な猛撃を加えたのである。喊声が湧き起こり、敵味方の兵が入り乱れて軍旗が激しくはためいた。

「私の負けのようですわね」

　その光景を遠くに眺めて、エリザヴェータは歪んだ笑みを浮かべる。半ばは虚勢だ。感情的な部分をおもわずさらけだしてしまったが、エレンに対して、己の弱い部分をエリザヴェータは見せたくなかった。

「まだおまえの首は落ちていないが」

　エレンは銀閃をかざして一歩踏み出す。エリザヴェータは鞭をかまえるでもなく艶やかに微笑むと、用意していたらしい言葉をゆっくりと口から滑り出させた。

「あなたには急ぎの用事があるのではなくて？　エレン」

　エレンの足がぴたりと止まる。目を丸く見開いた彼女の脳裏を、一人の若者の顔がよぎった。長剣をかまえたまま、エレンは紅玉の色の瞳に戦意と葛藤をにじませてエリザヴェータを睨みつける。その反応に、満足げな笑みを湛えて異彩虹瞳の戦姫は続けた。

「テナルディエ公爵もガヌロン公爵も、とうに兵を動かす準備はできていたのよ。これまではおたがいに牽制しあっていただけ。でも――少なくともガヌロン公は、兵を動かすことを決めましたわ。誰に向けてかは知りませんけれど」

　エレンは沈黙したまま動けない。ガヌロン公爵は一度、銀の流星軍シルヴミーティオに戦いを挑んできた。テナルディエ公爵を無視して、再びこちらに軍勢を差し向けてくる可能性は捨てきれない。

　テナルディエ公にしても、息子を殺された怒りが理性を吹き飛ばせば、やはり銀の流星軍を狙ってくるだろう。

「もうひとつ。ムオジネルがブリューヌへ攻めこんだそうですわ。何万という規模で」

　一瞬、エレンの呼吸は止まった。

――ムオジネルが？

　衝撃に、心臓の鼓動が激しさを増す。ティグルがどのように動くかはわからないが、巻き込まれないはずがない。位置を考えれば、最悪の場合テナルディエやガヌロンよりも先に、ムオジネル軍とぶつかる羽目になる。

「いま一刻を争うのは、私とあなたのどちらかしら。どうしても私の首がほしいというのなら続けてもいいけれど――私も、私の兵も一刻や二刻で倒されてはあげませんわ」

――そんな戯言に……！

　エレンは歯を食いしばり、なおも戦意を奮い立たせようと試みたが、うまくいかなかった。強靭な鋼のようだった意志は、目の前の敵と遠くの味方とに引き裂かれつつある。

　二人の力量差が一年前のままだったならば、エレンは迷わずエリザヴェータを打ち倒すことを選択しただろう。

　しかしいま、赤い髪の戦姫の技量はエレンとほぼ互角といってよい。

　それでもエレンは雑念を払うように首を振ると、エリザヴェータを睨みつけた。

「いま貴様を討たねば、またいつ襲いかかってくるかわかったものではないだろう」

「それなら誓約書でもかわしましょうか？」

「……誓約書？」

「アレクサンドラへの城砦の返還……無償とはいきませんけれど。海賊討伐の件についての交渉再開。とりあえず一年ほどの不可侵条約――こんなところかしら？」

　楽しげな笑みを浮かべて、これ以上戦いを続ける意思がないことを示すようにエリザヴェータは雷渦の形状を短鞭へと変える。くるくると振り回した。

　エレンは困惑も露あらわに、異彩虹瞳の戦姫を見つめる。

「貴様……本当に何が目的だ？」

「教えてあげることはできませんけれど、達成はしましたわ」

　しばらくの間、二人はその場から動かなかった。エリザヴェータは武器を下ろして悠然とかまえていたが、実のところ態度ほどの余裕があったわけではない。このまま戦い続ければ、いずれ敗北を喫するという確信が、彼女にはあった。

　一方でエレンも複雑な葛藤を抱えている。

　ここでエリザヴェータを討てば、事態はより長引き、かつ面倒なものになってしまう。

　王都シレジアへ説明に赴かねばならなくなるし、ヴァリツァイフが見出した新たな戦姫が好戦的な人物だった場合、レグニーツァとライトメリッツを巻きこんだ内戦が勃発するかもしれない。ジスタートの歴史において、過去にそのような戦姫が現れたことは何度もあった。

「……さきほど貴様が言った条件に、一つ付け加えろ」

　やがて、長剣を下ろしてエレンは言った。紅の双眸でエリザヴェータを見据えながら。

「何かしら？」

「サーシャに詫びろ」

　簡潔で率直な要求には、膨大な感情が封じこまれている。それを、鋭い声音からエリザヴェータは感じ取った。正確には知覚させられた。

「這いつくばれ、とまでは言わん。真しん摯しに、誠実に、謝罪しろ」

「……承知しましたわ」

「もしも違たがえることがあれば――今度こそ潰す」

　エレンがエリザヴェータの提案に乗ったのは、サーシャの言葉を思い出したからだった。

　自分やレグニーツァにこだわるな、という彼女の台詞はこの事態を予期してのものではないだろう。だが、このまま戦いを続ければ、あの黒髪の戦姫は口には出さずともひそかに胸を痛めるだろうことを、エレンはわかっていた。

「それでは、私は行くぞ」

　エレンは長剣を腰の鞘に収めると、エリザヴェータに背を向けた。いつのまにかだいぶ離れてしまっていた戦場へ足を進める。エリザヴェータは黙ってその背中を見つめていた。







　ライトメリッツ、レグニーツァの連合軍とルヴーシュ軍は一進一退の攻防を繰り広げていたが、二人の戦姫が指揮に戻ると、呼吸を合わせて徐々に距離を置きはじめた。

　エレン指揮下の軍はあるていどのところで立ち止まったのに対し、エリザヴェータの率いるルヴーシュ軍は逃げ散った兵を収容して陣形を再編制しながら、なおもさがっていく。

　ボロスローから十ベルスタ（約十キロメートル）以上離れたことを確認してから、ルヴーシュ軍はようやく後退を止めた。

　エリザヴェータは兵に休息をとらせ、負傷者の手当てを命じる。また、斥候も派遣した。自軍の兵の死体を回収して埋葬し、遺品を遺族へ届けてやらねばならないからだ。

　各部隊の指揮官を呼び集め、状況を報告させる。二百と数十という戦死者の数字を聞いて、彼女は色の異なる瞳を両方とも曇らせたが、口に出してはこう言った。

「ご苦労でした。あなたたちのおかげで目的は達成できましたわ」

　エリザヴェータの目的は、二つ。エレンをここまでおびきよせることと、彼女と戦って自分の力量を試すことにあった。前者に関してはエレンが指摘した通り、テナルディエとガヌロンの依頼によるものであり、それぞれから報酬を受け取って軍を動かしている。

　もっとも、エレンが相手でなければ、彼女が軍を動かすことはなかっただろう。

　また、サーシャにつけこむ隙があったことも幸いだった。

　海賊討伐において、サーシャの部下はいくつかの失敗を犯した。エリザヴェータは寛容さでもってそれを許すこともできたが、しかける好機と捉えたのだった。そのような事情から、兵たちも納得して戦ったのだ。

　そして、二つめの目的。いまの自分が、エレンと戦えるかどうか。

――昨年はまったくかなわなかったことを思えば、あれに触れた甲斐はあった。

　その名前を、思い浮かべる気にすらなれない存在。それに接触して、エリザヴェータは人間を超越しうる強大な力を手に入れたのだ。まだその力の一割ほども扱いきれていないが、それでも、膂りょ力りょくにかぎってはエレンを圧倒できた。

――それにしても、さすがはエレオノーラだわ……。

　エリザヴェータ自身も迂闊だったとはいえ、力だけが強くなったことを正確に見抜かれた。そして、悔しいことではあるが、まだ彼女に及ばないということも認識させられた。

　もっと強くならなければ。もっと、この力を使いこなせるようにならなければ。

――今後は、もっと慎重に動かなければ駄目ね。

　指示を終えて指揮官たちを解散させると、エリザヴェータはふと空を見上げる。依然として灰色の空からは、やんでいた雪が再び降りはじめていた。

――はじめてエレオノーラに会ったのも、雪の日だった。

　舞い散る白く冷たい花びらが、エリザヴェータの胸中に懐かしい記憶をよぎらせる。

　七年前、二人とも戦姫ではなく、エリザヴェータは田舎の寒村で日々をいじめられて過ごし、エレンはその村に宿泊した傭兵団の下働きだった。

　いつものように、色の異なる瞳のことで村の子供たちにいじめられていたエリザヴェータを、通りかかったエレンが助けたのが二人の出会いだった。

　もっとも、エレンはそのことを覚えていないか、そのときの少女がエリザヴェータだとは気づいていないらしい。次に顔を合わせたのは二年前。おたがい戦姫となってだったが、エレンは自分に、はじめて会ったかのように接した。

　仕方のないことだ。あのとき話した時間は短いものだったし、何より当時のエリザヴェータは右目を眼帯で隠していた。

　彼女が両目とも隠さなくなったのは、戦姫としてルヴーシュの統治をはじめてからだ。

　だが、彼女は七年前のあの日に、エレンが自分に差し伸べた手と、紅玉の瞳の輝きを忘れたことはない。

「私は負けない……」

　遠い日の記憶にふけっていたエリザヴェータは、自分を呼ぶ部下の声で我に返った。

「戦姫様。もしお疲れのようでしたら四半刻ほど行動を遅らせて……」

「いえ。だいじょうぶですわ」

　エリザヴェータは赤い髪を揺らして首を横に振る。部下の報告を受け、新たに指示を出す。日が傾く前に、戦死者の埋葬を終えることができそうだった。

「……そういえば」

　ふと、エリザヴェータはあることを思いついた。

「ティグルヴルムド＝ヴォルン、でしたわね。たしか」

　自分と戦っていたときのエレンの葛藤を見るかぎり、政事や戦略の都合だけで協力しているとは思えない。

「ひとまず贈り物でもして、反応を見てみようかしら」

　エリザヴェータの治めるルヴーシュは、テナルディエ公爵やガヌロン公爵と親交があるが、それは彼女より前の戦姫の政策によるものだ。エリザヴェータとしては、損ではないから、ていどの理由でそれを継承していたに過ぎない。

――テナルディエ公やガヌロン公が勝つと決まったわけではないし……。

　ティグルが勝ったときのことを考えて、いまのうちにつながりを持っておくのは悪いことではないだろう。

「そう。私は、負けない」

　今度は強い口調ではっきりと言って、エリザヴェータは色の異なる瞳で空を睨む。

　自分のために、そして自分を支えてくれるルヴーシュの民のために、エリザヴェータは新たな策を考えはじめていた。







　一方、ライトメリッツとレグニーツァの連合軍である。

　死者は百余りで、負傷者の数もほぼ同じだった。死者の数はレグニーツァ軍の方が多い。ライトメリッツ兵が戦わなかったのではなく、レグニーツァ兵が突出しすぎた結果だった。

　エレンも敵手であるエリザヴェータ同様、やらなければならないことは多い。

　一刻も早くブリューヌに急ぎたい気持ちはあったが、戦姫としてそれを放り出していくことは許されなかったし、エレン自身そんなつもりはない。兵の忠誠も、民の信望も、彼女が戦姫としての責務を果たせばこそのものだ。

　ところが、ありがたいことに事後処理の大半はレグニーツァ軍が引き受けてくれた。

「エレオノーラ様をあまりこの地に引き留めるようなことになりますと、私どもが戦姫様からお叱りを受けてしまいます。どうぞ、安んじてブリューヌへ向かわれますよう」

　事情を知っているレグニーツァ軍の指揮官はそう言ってエレンに一礼した。

「おまえたちの気遣い、ありがたく受け取ろう。サーシャによろしく伝えてくれ」

　戦死者を埋葬し、怪我の大きな負傷者はあとからライトメリッツへ戻るよう命じて置いていく。そうして翌朝には、エレンはリムとともに一千六百余りの兵を率いてボロスローの地をあとにした。

　早朝から降り続く雪に、街道の左右に広がる草原は白く覆われている。川は凍りついて道となり、遠くに見える針葉樹の森も、はるかかなたの山麓も雪の色に染まっていた。

「これからどうされますか、エレオノーラ様」

　毛皮を二重に使った防寒具に身を包んだリムが、エレンの隣に馬を寄せる。正面を見据えながら、エレンは厳しい表情で答えた。

「必要なのは休息。欲しいのは情報だ。まずはライトメリッツまで急ぐぞ。それからムオジネルの動向をつかむ」

　エリザヴェータがまったくの嘘を言ったとは思えないが、どこまで真実かも怪しい。

「本当にムオジネルが攻めてきている場合、ティグルがじっとしているとは思えん。あいつはそういうとき、無茶ばかりするからな……」

　リムは同意を示して小さくうなずいた。

「あの方も、もうすこしご自分を大切になさればよろしいのですが……」

「だが、ティグルのそんなところをおまえは好きなのだろう？」

　紅玉の色の瞳を横に向けて、エレンはからかうように笑う。内心を指摘されたリムはおもわず顔を赤く染めた。冷気が肌を突き刺しているにもかかわらず、頬が熱い。

　しかし、彼女は顔をそむけて素直に認めようとはしなかった。

「べ、別に好きというわけでは……。いえ、その、評価しないというわけではむろんありませんが、なんというか美点でもあり、欠点でもあり……」

「わかったわかった。いまのうちに、ティグルにかける言葉でも考えておけ」

　呆れたように笑う主を、唇をとがらせて拗ねた顔で見やり、リムは問いかけた。

「エレオノーラ様は、すでに考えておいでなのですか」

「私ほどの者になれば、相手の顔を見た瞬間に必要な言葉が出てくるものだ」

「考えておられないのですね」

　胸をそらして威張ってみせるエレンに、リムは冷たい視線を投げかける。

「……百日かけて考えた長広舌に、その場で思いついた一言が勝ることもあるだろう」

　エレンはきまり悪そうな顔で言い返したが、往生際の悪さはどうにも拭えなかった。

――だが、実際何を言ったものやら、という感じではあるな。

　雪の降る空を見上げて、ぼんやりと考える。真っ先に『帰ったぞ』という言葉が浮かびかけて、慌ててそれを打ち消した。

――うん、それはおかしい。

　ティグルのいるところが自分の居場所なのではない。自分が彼を迎えに行くのだから。

――戻ったぞ、あたりか？　ただいま、とか？　いや、これではあまり変わらん。どれを言ってもティグルの反応は……。

　おかえり、といつものように呑気そうな、穏やかな笑みで返すのだろう。公宮に勤める者たちのようなお帰りなさいませ、ではなく。

　自分の部下たちの態度と言葉の方が、正しいのだ。それはわかっている。彼らが守るべき礼節を守って自分に接してくれるからこそ、戦姫の権威も、威厳も、公宮――ひいてはライトメリッツの秩序も保たれる。

　だが、だからこそエレンは、ティグルが返すであろう言葉を貴重なものと思った。




　　　　　　　†




　ブリューヌ王国南東のアニエスでは、銀の流星軍にとっても、そして侵略者であるムオジネル軍にとっても奇妙な事態が起きていた。

　突如現れたジスタート軍四千騎が、銀の流星軍に合流したのだ。彼らはそのまま街道から動かず、ムオジネル軍としては一度後退せざるを得なかった。

　三万に、敗残兵一万余りを加えた計四万のムオジネル軍。その総指揮官をクレイシュ＝シャヒーン＝バラミールという。ムオジネル国王の弟で『赤髭バルバロス』という異名を持つ。

「……ジスタート軍だと？」

　金と銀をあしらった豪ごう奢しゃな天幕で、三十七歳の王弟はその報告を受けた。

　中肉中背ながら、引き締まった体躯を派手な色彩の絹服に包み、頭部を包む絹布には虹色の巨大な羽根を差している。目は大きくくぼんで、鼻と耳は長い。異名の由来である赤髭は顎を覆い、胸元まで伸びていた。

　悪相とまではいわないが、奇相ではある。これが奇抜な服装とあいまって、王族というよりは道化師クローウンに見えた。

　だが、彼は外見通りの男ではなく、王族の指揮官にありがちな『お飾り』でもない。兵からは信頼を、側近たちからは尊敬と畏怖いふと、いくばくかの不安を寄せられていた。

「ブリューヌの何とかいう小貴族に、ジスタート軍が協力しているという話は聞いていたが、意外だったな……」

　クレイシュの考えるその種の味方とは、友軍であると言い張りながら、まるで盗賊のように略奪に勤しんで国内を荒らしてまわり、面倒な戦は極力回避して、奪った金品で懐が重くなってきたら引きあげる。そういう類のものだったからだ。

　ムオジネル軍が攻めてきたら、暗黙の了解の内に略奪する地域がかぶらないようにし、それぞれ欲望のままにブリューヌ王国を蹂躙するだけと思っていたのだ。それが、ムオジネルにとってもジスタートにとっても実りの多い道のはずである。

――だが、カシムの率いていた先遣隊はブリューヌとジスタートの混成軍に敗れた。

　そして、今日現れた四千騎のジスタート軍。その奇妙な動きからして増援かどうかはわからないが、彼らはアニエスに立ちはだかってこちらの侵攻を阻む姿勢を見せている。

「数千もの兵を投入する。それだけの理由が、ジスタートにはあるのか。ブリューヌから得られる富を独占するつもりか、それとも多大な貸しを作るのか……」

　考えていても明確な答えは出ない。クレイシュはひとまず行軍を止め、ジスタート軍に使者を派遣することにした。

「我らの目的はブリューヌ南部であり、その一帯を束ねているネメタクムだ。あなたがたが他の地域を狙っているのであれば、おたがいに不要な干渉は慎み、もしも同じ獲物を欲しているのであれば、馬乳酒クミズでもかわしながら話しあおうではないか」

　そういった内容の書簡を使者に持たせると、クレイシュは赤髭を撫でながら言った。

「もし戦姫とやらが評判通り美しかったら協力を持ちかけよ。たいしたことがなければ手ぶらで帰ってきていいぞ、はっはは」

　楽しそうに笑っているのは王弟だけで、側近も兵も真面目そのものだ。王族の冗談は、対応をひとつ誤れば容易に死に直結する。クレイシュは寛容な人柄で知られているが、万が一にでも機嫌を損ねてしまったらと思うと、迂闊に反応はできなかった。

　ともかく、使者はこうしてジスタート軍の幕営に向かったのだった。







　一方、銀の流星軍である。オルミュッツ軍のおかげで危機を脱したものの、それが一時的なものに過ぎないことは誰もがわかっていた。

　現在、両軍の間に設置された幕舎で、それぞれの総指揮官が椅子に座り、テーブルを挟んで向かいあっている。すなわち、ティグルとリュドミラだ。

　リュドミラが用意したこの幕舎は、羊の毛皮を張りあわせた布を二重にしたもので、外に満ちている冬の大気などまったく入ってこない。敷かれている絨毯も質がよく、地面の冷気を完全に遮断していた。暖かさに、ティグルは痒みすら覚えたほどだ。

　幕舎の中には、リュドミラの淹れる紅茶チャイの音だけが静かに響いている。

　落ち着かない気分をまぎらわすために、ティグルは壁に立てかけられている見事な装飾の槍を眺めた。リュドミラの竜具であるラヴィアスだ。

　ラヴィアスはリュドミラから離れたところにあり、手を伸ばしても届かない。それが彼女なりの礼儀ということだろうか。

「どうぞ」

　ことりと、湯気を立ちのぼらせた白磁の杯がティグルの前に置かれた。その紅茶に手をつける前に、ティグルはリュドミラに深々と頭を下げる。

「まずは、助けてくれてありがとう」

「――減点一」

　リュドミラのそっけない声がティグルの頭部に浴びせられた。不思議そうな顔で彼女を見たティグルに、青い髪と瞳を持つ戦姫は憮ぶ然ぜんとした顔で冷たい言葉を投げかける。

「あなたととくに親しいわけでもない私が助けに来たと、そう言ったわけでもないのに、早合点して礼を述べるのは失敗よ。相手によっては、すかさず見返りを要求されるわ」

「でも、こうして紅茶を淹れてくれたじゃないか」

「話しあいの場だもの。気に入らない相手であっても淹れるわよ。破談になったとき、相手の顔に中身をぶちまけることもできるし。あなたはどうかしら、ティグルヴルムド＝ヴォルン。ああ、爵位は剥奪されたのよね。ティグルヴルムド卿？」

　言い直しながら、リュドミラは自分の前に置いた白磁のカップに紅茶を注いだ。酷薄にさえ見える笑みを浮かべて、自分の持つカップをゆっくりと傾けてみせる。ティグルは笑みを返したが、自分でもわかるほどに引きつっていた。

「勉強になったよ。ありがとう」

「あなたに講義をするためにこの場を設けたわけじゃないわ」

　礼の言葉まではねつけられて、ティグルは困惑を隠せない顔でくすんだ赤い髪をかく。

「じゃあ聞くけど……君はどうしてここに現れたんだ？　それも四千もの騎兵を連れて」

「どうしてだと思う？」

　はぐらかされた。あきらかにリュドミラはこの状況を楽しんでいる。ティグルは腕を組んで首をひねり、必死になって考えた。

――このアニエスは、ブリューヌとムオジネル、ジスタートの三国の国境が接している。

　そこにムオジネルの大軍が現れたから、警戒して様子を見にきたと考えるのが妥当だ。

　だが、それだけならリュドミラは少数で現れ、離れたところからムオジネル軍がブリューヌへ向かうのを見届けるのではないか。四千もの騎兵はムオジネルを刺激するだけだし、こうまであからさまにティグルに接触しては、敵意を疑ってくれというようなものだ。

「紅茶、冷めるわよ」

「ありがたく、いただくよ……」

　せっかく淹れてくれたのだ。手をつけないのは失礼だろう。

　ティグルは白磁の杯を手にとって、紅茶に口をつける。立ちのぼる香りが、昂ぶっていた気持ちをいくらか静めてくれたような気がした。一口飲むと、身体が水分を求めていたことを自覚する。一気に飲み干してしまった。

「味わって飲んでほしいものね。これも減点の対象にしようかしら」

「いや、その……ごちそうさま」

　てきとうな言い訳すら思い浮かばず、白磁の杯を持ったまま、頭を下げる。ミラが笑ったように思えたが、見えなかったのでわからない。顔をあげて、再び考えを巡らせる。

　結局、自分を助けてくれる以外の答えが出てこない。

――でも、それはいくらなんでも都合がよすぎる……。

　答えられずにいると、リュドミラは紅茶に口をつけながら上目遣いにティグルを見た。

「――欲しい？」

　唐突な質問に、今度はうろたえさせられる。身体が熱くなり、ティグルの顔は赤く染まった。その反応を意地悪く楽しんでから、リュドミラはゆっくりと付け加える。

「私と、私の配下の四千騎を、欲しいかどうか聞いてるのよ」

「欲しい」

「減点二」

　なりふりかまわず即答したら、即座に駄目出しをくらった。

「状況はわかるけど、がっつきすぎ。相手に足元を見られるわよ。言っておくけど、馬鹿とは組みたくないの」

　ティグルの額に汗がにじむ。幕舎の暖かな空気と熱い紅茶のせいだけではない。

　減点二。つまり、ティグルがこのように失点を重ねていったら、リュドミラはどこかで愛想を尽かし、部下とともに砂岩連なる断崖の向こうへ引きあげるということだろう。

　そうなったらムオジネル軍が進軍を再開し、銀の流星軍と二千の民は卵を馬車で轢き潰すかのごとく粉砕されてしまう。

　かといって、ティグルは巧言令色とは縁のない人生を送ってきた男だ。とっさに上手い言葉が出てくるはずもない。

　結局、頭を下げること以外の行動を思いつかなかった。白磁の杯をテーブルに置き、居住まいを正してからあらためて頭を下げる。

「助けてくれ」

　それから、ムオジネル軍が攻めてきたこと、エレンがここにいないこと、自分たちの行動と現在の状況を説明する。

「いまの俺に、出せる対価はない。テナルディエ公爵を討つまで待ってもらえるなら、報酬は払えるかもしれない」

「あなた自身は？」

「……俺の所有権は、エレンにある」

　ためらったが、ティグルはそのことも正直に答えた。頭を垂れる。額に浮かんでいた汗がテーブルの上に落ちた。結局、彼女を満足させるような言葉は出てこなかった。

　舌に苦味が走り、頭痛を覚える。自責の念がティグルの全身を苛んだ。

「――顔を上げなさいな」

　どこか気の抜けたような声が、上から響いた。最初、ティグルはそれが自分に向けられたものだとは思わなかった。のろのろと身体を起こすと、仕方がないと言いたげな苦笑を浮かべたリュドミラが自分を見ている。

「馬鹿正直と馬鹿では、どちらがよりましなのかしらね。成長はしていないようだけど、酷くなっているわけでもない、か。もともとあなたの誠意を買ったのだし、おまけで及第点にしてあげるわ」

「手を貸してくれるのか……？」

　ティグルはまだ事態をよく呑みこめなかった。リュドミラは笑顔でうなずく。

「実際、聞くまでもなく、あなたの状況はだいたいわかっていたもの。てきとうな代価をでっちあげて下手な駆け引きを持ちだしてきたら、帰らせてもらうつもりだったけど」

　再び、ティグルの額を汗が伝った。そんなことを言う彼女の笑顔は楽しそうでとても魅力的なのだが、まともに見ることができない。

「安心するのは早いわよ。まだ交渉は終わっていない。こちらから、対価を提示させてもらうというだけ」

　空になったカップに新たな紅茶を注ぎながら、リュドミラは静かに言った。ティグルも腕で汗をぬぐって彼女の言葉を待つ。

「タトラ山は覚えてる？」

　ティグルはうなずいた。エレンの行動を牽制するように動いていたリュドミラに対処するべく、自分とエレンが彼女と戦った地だ。山頂に堅固な城砦があり、ティグルとエレンは苦戦を強いられたものだった。

「あなたたちが城砦の裏手にまわりこんで、城門を破壊したことは？」

　ぎくりとした。リュドミラが何を要求するつもりなのか、ティグルにはわかったような気がしたのだ。だが、ここはうなずくしかない。

　ティグルの反応を見たリュドミラは妖艶な笑みを浮かべて、そうと呟いた。幼さの残る顔にその笑みは不思議なほどよく似合っており、尋常でない緊張をティグルに与える。

「その城門だけど、誰がどうやったのか、きれいにくり貫かれていたのよ。まあるくね。鉄板を三枚用意して、その間に樫の板を挟みこんだ城門が、ひとが楽々と通り抜けられる大きさの穴を開けられたの。城門を丸ごと造り直す羽目になったわ」

　猫がネズミを確実に追い詰めていくかのようだった。ティグルというネズミは部屋の隅まで追いこまれ、逃げ場は完全にリュドミラという猫にふさがれてしまっている。

「あのときは戦後処理で忙しくて、気づいたのはあなたたちが去ったあとだった。公都に戻ってから、私は調べたの。エレオノーラの竜具を使ってああいう真似ができるのかどうか。私の母も祖母も戦姫で、かつてのライトメリッツの戦姫たちとはよく争ってたから、資料はたっぷりあったわ。城壁上にいた兵たちからも話を聞いた」

　ティグルの膝が意識せず震え、かたんと椅子が揺れた。

　リュドミラの紡ぐ台詞は一言一言が強い呪力を持っているかのようで、ティグルは目に見えない縄が自分を縛り上げていくのを感じずにはいられなかった。

　脳裏に、エレンの怒った顔が浮かぶ。弓のことを他の者に喋ったと知ったら彼女は間違いなく憤慨するだろう。まして、その相手がリュドミラとなれば。

「あなたの仕業ね？　エレオノーラに口止めされてるの？」

「城門に穴が開けられたのは見たが……」

　言い逃れられるとは思えなかったが、それでもティグルは必死に抵抗を試みる。

「俺にそんな力があるんだったら、テナルディエ公との戦いをもっと楽に進めているよ。俺は弓が少しばかり得意なだけの、小貴族だ」

　ティグルはできるかぎり落ち着いた態度と口調でそう答えた。冗談として受け流そうと、肩をすくめてみせる。

「――ティグルヴルムド卿」

　リュドミラはにこりと笑って、空になっているティグルのカップに新たな紅茶を注いだ。彼女の傍らに置かれている氷の槍――ラヴィアスから冷気が放たれる。それは空中を漂い、ティグルの頬から耳までをさっと撫でた。

　エレンのアリファールが好意から吹きつけてくる風とは違う、恫喝じみた冷気だった。ティグルがもう少し敏感だったならば、その冷気に、主の興味を惹く男への若干の嫉しっ妬とが混じっていることに気づいたかもしれない。

　リュドミラはかわいらしく小首をかしげて、笑顔をそのままにとどめの一撃を告げる。

「以前、私はあなたの誠意を買った。ぜひ今回も、あなたの誠意を買わせてほしいのだけど、いかがかしら……？」

　ティグルは敗北した。







　ルーリックに頼んで、ティグルは黒弓を持ってきてもらった。

　黒弓を渡す際、ルーリックは声をひそめて言った。

「ティグルヴルムド卿、オルミュッツの連中の手を借りるのに、頭を下げることなんてありません。ふんぞり返って、俺に協力する権利をやろう、と言ってのけるくらいでいいのです」

「紅茶を顔にぶっかけられるのは俺なんだが」

　ティグルの言葉の意味がわからないらしく、ルーリックは首をかしげた。ティグルは説明を避け、礼を言って黒弓を受け取る。

　ルーリックの気持ちもわからないではない。エレンやリュドミラの話を総合すると、ライトメリッツとオルミュッツの対立は、少なくとも数十年以上前から存在するものだ。

　彼らの力を借りなければ現状を打破できないという状況は、ライトメリッツの騎士であるルーリックにしてみれば歯がゆいなどというものではないだろう。

　ティグルは待っていたリュドミラに弓を見せた。

「洗練という言葉の対極にあるような弓ね」

　それが青い髪と瞳の戦姫の第一声である。

「これでも俺の家の家宝で、それなりに大事にしているんだ。もう少し言葉を選んでくれ」

　これでも、などという言葉をつけたのは、ティル＝ナ＝ファの神殿での出来事が脳裏をよぎったからだ。この弓を家宝にした先祖は何者だったのか。

　ティグルの言葉を無視して、リュドミラはしげしげと黒弓を観察する。彼女の竜具たる凍とう漣れんを近づけてみたりもした。

「どことなく不気味な感じはするけれど……何の変哲もない弓に見えるわね」

「俺もそう思ってたよ」

　秋に、エレンのアリファールの力を借りて飛竜を撃ち抜くまでは。

　ティグルはこの弓を用いた際に起きた出来事を、一つずつ丁寧に説明した。リュドミラは真剣な表情で聞き、時折気になったことを尋ねる。

　エレンのことを考えると重苦しい後ろめたさと、それに数倍する申し訳なさがティグルを苛んだが、とにかくいま欲しいのは兵だ。覚悟を決めるしかない。

　ティグルの表情からそれを察したのか、リュドミラはくすりと笑った。

「もしエレオノーラに見離されたら、私のところでしばらく生活させてあげるわ。まあ、そんなことにはならないだろうけど」

「……そうか？」

　ティグルは不思議そうな目でリュドミラを見る。たしかにエレンならば許してくれると思うが、それをこの戦姫が言うのは意外だった。

「あなたの言うことが本当だとして。戦姫がもう一人いるようなものよ、これは。他の六人に対して圧倒的に優位に立てる。手離すくらいなら、他の戦姫が確保する前に始末するわね、私なら」

　恐ろしいことを平然と言われ、ティグルは苦い表情で手にある黒弓を見つめる。

　しかし、ティル＝ナ＝ファの神殿で見せられたあの不思議な光景や、自分がこの弓で撃ち抜いてきたものを考えると、仕方がないかという諦観の念も生まれた。

　気を取り直して、ティグルはリュドミラに向き直る。

「俺が出せるものは、これで本当にすべてだ。協力してもらえるか？」

「そうね。エレオノーラの下を離れて私につきなさい。そうすれば協力してあげる」

「――俺がエレンに対して負っている借金も、すべて背負うのか？」

　挑発的な口調で言ってみたが、リュドミラはおかしそうに笑った。

「そのていどで引き取れるならいいわよ。その代わり、私に忠誠を尽くしなさい」

　何でもないことのように返され、ティグルは開いた口がふさがらなかった。リュドミラは出来の悪い弟の面倒を見る姉のような顔で、呆れ混じりの笑みを浮かべる。

「百人の兵を指揮する感覚と、一万の兵を指揮するそれは別のものよ。大軍を動かす場合は相応の力量を要求される。力についても同じこと。あなたの大事な家宝を使い続けるなら、その価値について一度しっかり考えなさい」

――この弓の価値……。

　黒弓を見つめて、すぐにティグルは理解した。戦姫がもう一人いるようなものだとリュドミラが教えてくれたばかりなのに、まだ自分はわかっていなかったらしい。

「すまなかった。申し訳ないけど、さっきの言葉は訂正させてくれ」

「よろしい」

　満足げにうなずくと、リュドミラは静かに立ち上がった。

「今回の件は、給金に経費、それからあなたへの貸しひとつということにしておいてあげるわ。あなたが死んだら、不履行とみなして帰る。死なないようにがんばりなさい」

――これから戦をするというのに、無茶な要求をするなあ……。

　そう思ったものの、また別の考えも湧いてくる。死ななければいいのだ。戦場にあってそれは、ひどく難しいことだが、他の難題に比べればまだましなもののように思えた。

「あらためて――よろしく頼む」

　ティグルも立ち上がり、リュドミラに手を差しだす。固く握手をかわした。







　ティグルがミラの幕舎を出たとき、日は断崖に隠れて西の空へ沈もうとしており、空には夜の気配が色濃く漂いはじめていた。どちらの幕営にも、いくつもの篝火が灯されている。気づかなかったが、かなり長い時間話しこんでいたらしい。

　さきほどまで暖かい幕舎の中にいたからかやたらと寒く感じ、見上げると、白い月が徐々に銀色の輝きを帯びつつある。

　ティグルは幕舎から十数歩ほど足を進め、ようやく緊張が解けて肩を落とし、ため息をついた。エレンと再会したときのことを考えると胃が痛い。

　とはいえ、リュドミラが差し伸べてくれた手を振り払ったら、今度こそ兵も民もおしまいだ。そう思うことで自分を慰めるよりなかった。

　銀の流星軍の幕営に戻ると、ティグルの姿を見つけてジェラールが駆け寄ってきた。

「どうでした？」

　挨拶もなしに開口一番尋ねる。よほど気になっていたのだろう、表情に余裕がない。

「とにかく協力をとりつけることはできた」

　そう答えるとジェラールは緊張を解いて、安堵のため息をついた。それから珍妙な生き物を見るような目をティグルに向ける。

「しかし、あなたはいったい何者なんですか？」

「何者って……どういう意味だ？」

　わけがわからず聞き返すと、ジェラールは今度は呆れたようなため息をつく。

「戦姫が、ジスタート王国で国王に次ぐ存在だというのは私でさえ知っています。エレオノーラ＝ヴィルターリアといい、あの青い髪の戦姫といい、どうしてあなたは彼女らの協力を得ることができるのですか？」

「人徳だな」

　自分でも信じていないことをぬけぬけと言ってティグルは肩をすくめる。ジェラールはつまらない冗談を聞かされたという顔をしたが、追及しても無駄だとも悟ったらしい。あやかりたいものです、と皮肉っぽく返した。

「ところで俺が離れていた間、何かあったか？」

　その質問を待っていたかのように、ジェラールは大きくうなずく。

「ムオジネル軍と戦う前、あなたが偵察ついでに拾ってきた娘がいたでしょう」

　ムオジネル兵に襲われていた、旅人と思しき金髪の娘のことだ。彼女の世話を任せている兵士によれば、ここ数日は寝たり起きたりを繰り返しているということだった。

「あの子のことか。目を覚ましたのか？」

「ええ、さきほど。それで、これも聞きたかったことなんですが、あなたがあの娘を助けたときはどのような状況でした？　彼女は我々をひどく警戒しているというか、異常なほど怯えていまして……」

「怯える？」

「現在の損害は一皿分のスープに、私の親指とひとさし指の火傷、といったところです」

　ティグルは考えこむように首をひねった。

「念のために聞くけど、兵の誰かが彼女に何かをした、なんてことはないだろうな」

　考えたくないことだが、この軍は男だけの集団だ。しかも、ここ数日はとくに緊張を強いられる日々が続いている。たがの外れた者が出てきてもおかしくはない。

　ティグルにとってありがたいことに、ジェラールは首を横に振った。

「彼女の世話をしている者は信頼できます。また、あなたが助け、時折様子を見にくるような娘とあっては兵たちも恐れ多くて近づきやしません。そんな余裕もありませんし」

　実際に彼女を見てみれば、何かわかるかもしれない。とにかく会おうとティグルが歩きだすと、一歩分遅れてジェラールもついてきた。

　まずティグルは輜重部隊へ足を運び、葡萄酒と、それから小さな籠にパンやチーズ、果物を詰めてもらった。

「スープはあるか？」

「冷めきってるんで少しばかり時間をもらえますかね。篝火で温めます」

「こんな状況で無理を言ってすまないが、多めに頼む」

「まあ、だいじょうぶでしょう。ムオジネル軍の食糧をほとんどちょうだいしたんで、多少は余裕があります」

　調理担当の兵にティグルは礼を言うと、あとでスープを二人分持ってきてくれるようジェラールに頼んだ。

「とりあえず、俺ひとりであの子に会ってみる」

「お願いします。どう見ても旅人ですし、たいした話もないでしょうが、個人的にはスープ一皿分の収穫はほしいところです。敵の物資が手に入ったとはいえ、戦場では豆一粒さえ貴重なんですから」

　真面目くさった顔で言うジェラールに肩をすくめると、ティグルは食事の入った籠を抱え、彼女が休んでいる幕舎へと向かった。

　幕舎の前には一人の兵士が寒そうに立っている。彼はティグルの姿を認めると、待ちかねたかのような顔になった。娘の看病をしていた兵だ。

「彼女の様子は？　起きているのか？」

「はい。我々をひどく警戒していまして、刺激しないためにこうして外に出ています」

　四十代半ば、小太りのその兵士は、白い息を吐き出しながら笑って腹を揺らした。

「手間をかけてすまないな。彼女の様子は俺が見るから、しばらく休んでくれ」

　輜重部隊がスープを温めているはずだと教えると、その兵士は喜んで歩き去った。彼を見送って、ティグルは幕舎に入る。

　兵士が言っていた通り、薄明るいランプの灯りの下、金髪の娘は身がまえてこちらを睨みつけていた。だが、相手がティグルだとわかると、安心したように表情を緩める。

――助けたときのことを覚えているのかな。

　抱えている籠を見せながら、ティグルは笑顔で呼びかけた。

「食事を持ってきたんだが、食べられるか？」

　娘はこくりとうなずく。ティグルは地面に敷かれた毛皮の上に腰を下ろす。娘も恐る恐るという態度で、ティグルのそばに座った。

　籠の中からザクロの実を取りだし、割って渡す。娘はザクロの実を受け取ったものの、どこか不思議そうな顔で手の中のそれを見つめた。

――食べたことないのか？

「そのままかぶりついていいんだ。内側にある赤い種は、汁が飛び出るから気をつけて」

　説明し、彼女から実のひとかけらを受け取ってかじってみせる。それを見て、彼女はおずおずとザクロを口に運んだ。酸味に顔をしかめたものの、食べられないということはないらしく、小動物のように少しずつかじる。

　彼女の顔にはまだ疲労の色があるが、それでもはじめて会ったときに比べればだいぶ回復しているように思えた。ぼんやりとしているが、碧い瞳には生命と意志の輝きがある。

「パンとチーズもある。葡萄酒も。ただ、無理はしないように少しずつ食べよう」

　籠を娘の前に押しやると、彼女はザクロをかじりながらこくんとうなずいた。ジェラールの話から想像していたよりもはるかに素直な反応に、ティグルは内心で首をひねる。

――それに、はじめて見たときにも思ったけど、やっぱりどこかで見た覚えがある。

　しかし、必死に記憶をさぐっても、どうにも明確な像が現れない。

「君の名前は？」

　当たり障りのなさそうなことから聞いたつもりだったのだが、娘は両手で持ったザクロにかじりついたまま動きをぴたりと止め、碧い双眸でじっとティグルを見つめた。

　ややあってザクロから口を離し、ささやくような小さな声で答える。

「レ……レギン」

「レギンか。よろしくな。俺は――」

「――ティグルヴルムド＝ヴォルン」

　名のるより早くレギンが言った。あのとき、ちゃんと聞いていたのかとティグルは感心しつつうなずいてみせる。

「そうだ。長いと思ったならティグルでいい」

「……ティグル」

　反応がどこかたどたどしい。口をもごもごと動かして、レギンは反芻するようにティグルと何度か呟いている。まだ体調が万全ではないからだろうとティグルは考えた。

「ありがとうございます、ティグル」

　ぺこりとレギンは頭を下げる。乱れ放題の短い金髪が揺れた。ようやくまともな会話ができたことにティグルは心の底からほっとして、レギンに笑いかける。

「少なくともここにいる間は、俺が君のことを守る。だから安心してくれ」

　こくんとレギンはうなずくと、再びザクロをかじりはじめた。だが、その間もティグルから目を離そうとしない。何ら感情らしきものが浮かんでいない茫洋とした表情ながら、碧い瞳にはどこか母親を無心に頼る子供のような彩りがあり、ティグルを戸惑わせた。

――たしかにこの子を助けたのは俺だが……。

　ただそれだけで、ここまで懐かれるものだろうか。ティグルの顔にも腕にも細かい傷があり、砂塵と垢にまみれ、服には血飛沫がこびりついて他の兵たちとそれほど違いがあるとは思えない。だが、他に聞くべきことがあった。

「レギン。君はどこから来たんだ？　このあたりに住んでいたのか？」

「もっと遠くから来ました……」

　嘘だと決めつけられはしないが、彼女の表情といい、答えるまでのわずかな間といい、言葉を慎重に選んでいるのはあきらかだ。

「その、遠くからどうしてこんなところに？」

　すると、レギンはうつむいて黙りこんでしまった。ティグルが静かに待っていると、しばらくしてごめんなさい、と呟いて彼女は力なく首を振る。

「いや、話したくないなら無理に話さなくてもいいよ。事情があるんだろうから」

　慰めるように言うと、レギンはうつむいたまま上目遣いでティグルを見つめた。

「あなたは、どうしてここに？」

　彼女の疑問を、軍隊がなぜアニエスにいるのか、という意味でティグルは受け取った。小さな子供に説明するように、単純化して説明する。

「ムオジネル――南東にある国だけど、そこが兵を率いて攻めてきたんだ。彼らを追い払うために、俺たちはここにいる」

「アルサス領主のあなたが？」

　一瞬の沈黙。緊張が走り、二人はまったく同時に目を瞠ったが、レギンのそれは自分の失言に対するものであり、ティグルのそれは彼女の発言に対する驚きからだった。

　レギンを問い詰める複数の言葉が喉元まで出かけたが、寸前でティグルはそれを呑みこむ。これまでの反応を考えても、彼女が素直に話すとは思えない。むしろ、よけいにかたくなな態度をとってしまうだろう。

「……君とは、前に会ったことがあるのかな。アルサスに立ち寄ったことがあるとか」

　努力の末にティグルは笑顔を繕ってレギンに言った。その配慮が伝わったのか、レギンは目を丸く見開いたあと、儚げな微笑を浮かべる。

「全然違うところ。――あのときも、あなたは優しかった」

　会ったことはあるらしい。だが、困ったことにティグルはさっぱり思いだせない。

「ティグルヴルムド卿、スープをお持ちしました」

　外からジェラールの声がした。レギンに笑いかけてティグルは立ち上がる。

「他に何かほしいものはあるか？　何でも用意するとはいえないけど」

　尋ねると、レギンはいくばくかの逡巡ののち、うつむいて恥じらうような声を発した。

「それでは……手桶一杯ほどの湯をお願いします」

　身体を拭きたいということかと、ティグルは納得した。自分たちは平気だが、彼女は年頃の娘だ。気持ちはわかる。

　見回せば、薬草をすり潰すための道具や、水を張った手桶、手拭いなどがある。これなら湯だけで足りるだろう。

　ティグルが幕舎の外に顔と手を出すと、ジェラールが湯気を立ちのぼらせているスープを二皿渡しながら、真面目くさった顔で訊いてきた。

「どうです？　噛みつかれたり引っかかれたりしましたか？」

「警戒されてはいるが、長年飼われている犬みたいにおとなしいぞ。いきなり立ち入ったことを聞いたりしたんじゃないか？」

　ティグルが意地悪い笑みを見せると、ジェラールはおかしいというふうに首をひねる。

「話どころではなかったんですが。あるいは、あなたの才能かもしれませんね」

「才能？」

「美女をたらしこむ才能ですよ。人徳などよりもはるかに貴重と思いますが、揉め事だけは避けてください。英雄が女で身を滅ぼすことは珍しくありませんから」

「お客人は手桶一杯の湯がほしいとさ。駆け足で頼む」

　言いたいことを言って逃げようとした褐色の髪の若者の背中に、ティグルはすかさず反撃を打ちこんだ。ジェラールは背を向けたまま右手を振る。了解したということらしい。

　ティグルはレギンのそばまで戻ってくると、スープ皿のひとつを彼女の前に置いた。

「熱いから気をつけて」

　言って、自分もスープをすする。残りものだけあって具材はほとんどないが、この寒さでは温かいというだけでもありがたいし、肉の脂や煮崩れて溶けこんだ野菜がスープの風味を増していた。ほどよく塩のきいた旨味が、スープの熱とともに全身へ行き渡る。

　二口目を匙ですくいかけたところで、ティグルはレギンが自分のスープをじっと見つめていることに気がついた。

「どうしたんだ？」

「そちらのスープをいただけませんか？」

　小さな声で、しかしはっきりと彼女は言った。さすがにティグルも困惑する。

　彼女のスープに何か問題でもあったのかと思ったが、そもそもレギンは、自分のスープを手に取ってすらいない。

「すでに俺が一口飲んだものだぞ？」

　かまわないというふうにレギンはうなずいた。仕方なく、ティグルは彼女のスープと自分のものを交換する。レギンはとくにためらう様子もなくスープをすすった。

「温かい……」

　愛らしさを凝縮したようなはにかむような笑顔になり、レギンは満足げな息を吐く。忙しく木匙を動かして、ティグルよりも早くスープを飲み終えてしまった。

「こんな温かいものを食べたのは、何年ぶりでしょうか」

――何年……？

　ティグルは木匙を危うく取り落とすところだった。さきほどからこの娘はいちいち言動がおかしい。

　このスープは特別なものではない。大雑把に切ったジャガイモと玉ねぎと塩漬けの豚肉をまとめて鍋に放りこみ、煮こんだだけのものだ。軍の食事としても、庶民の食事としてもありふれている。

――そんなに貧しかったのか。いや、でもその割には……。

　声は小さくとも言葉遣いは丁寧で品がある。そんなティグルの驚愕に気づかず、レギンはこちらに顔を向けてにこりと笑った。

「ありがとうございます。昔を思いだしました」

　それはよかった、とティグルは作り笑いで答える。それからしばらくは、二人はとくに会話らしい会話もせずパンやチーズを食べ、葡萄酒を飲んだ。

　ティグルは彼女に何を聞けばよいのかわからなかったし、レギンも何度か碧い瞳を向けてはきたものの、積極的に話しかけてこなかった。籠の中がほとんど空になったところで二人は満足げな顔を見合わせて食事を終える。

「お湯を運んできましたよ」

　外からつっけんどんな声がした。ジェラールだ。

　ティグルはさきほどと同じように幕舎の外に顔と手だけを出し、木桶を受け取った。さすがに二度も運び役をさせられて、不満そうである。

「何か進展はありましたか？」

　ティグルは首を横に振った。彼女の言葉や態度には衝撃を受けたが、あれは進展といえるものではない。

「せめておとなしくするようには言っておいてください」

　ジェラールを見送ると、ティグルはレギンの前に湯を満たした木桶を置いた。籠を持ちあげて幕舎を出ようとすると、レギンがティグルを呼び止める。

「あの……」

　レギンは言いよどんだが、呼吸二つ分ほどの間を置いたあと、意を決したようにティグルを見上げた。

「お願いします。身体を拭くのを、手伝ってくれませんか」

「何だって……？」

　ティグルは一瞬、自分が何かを聞き間違えたのだと思った。だが、レギンは羞恥で顔を赤く染め、声をさきほどより小さいものにしながらも同じ台詞を述べる。

「その、身体中を拭いてほしいとまでは言いません。たとえば、背中とか……私の手の届かないところをお願いしたいのです」

「それなら誰か他の者を……」

　そこまで言いかけて、ティグルは銀の流星軍に、他の者のあてがないことに気がついた。ムオジネル軍と戦うことだけを目的にそろえた男ばかりの集団である。

　かといって、テリトアールからアニエスまでの移動や、断崖に身を潜めたこの数日を考えると、ティッタを連れてこなかった自分の選択は正しい。妹のような、あの健気な少女を過酷な状況に置くような真似を、ティグルはできるかぎり避けたかった。

　リュドミラの軍にはもしかしたら、彼女の身のまわりの世話をする侍女が従軍しているかもしれないが、些さ細さいなことでも彼女に借りをつくるのは、怖い。

――そういえば、アニエスに住んでいた男女二千の民が……。

　ようやくそこに思考が行き着いたとき、レギンが驚くほど強い口調で言った。

「あ、あなたでなければ……。あなたでないと、いやです」

　頬をいっそう紅潮させ、意志の固さを示すように口を引き結んで、碧い双眸に強い感情を湛えて彼女はティグルを見上げている。

「どうして俺なんだ？」

　訊いてもレギンは答えない。ティグルは困惑を覚えつつ、頭の片隅で考えてみた。

――この子は、恥ずかしがっていないわけじゃない……。

　彼女はティグルのことを知っている。だから、恥ずかしさに耐えてまで頼んでいる。さきほどのスープにしても、ティグルが口をつけたものだから信用したのだろう。

　やがて、ため息をついてティグルは折れた。彼女に背を向ける。

「服を脱いで、背中を向けたら呼んでくれ」

　ごめんなさいという小さな声がティグルの背中に当たった。

　ほどなく、衣擦れの音が耳に届く。妙なことになったと思う半面、自分に近い年齢の美しい娘が背後で服を脱いでいるという状況にティグルは緊張を隠せなかった。まわりは静かで、他の音が一切しないというのも熱情を煽りたてる。

　お願いします、とさきほどの謝罪よりもさらに小さな、かつ恥じらいを含んだ声が聞こえて、ティグルは彼女を振り返った。

　ランプの灯りに照らされた、肉づきの薄い、白い背中がそこにある。抱き上げたときの印象通りの、華きや奢しやな体格だった。肩も、わずかに覗く尻も小さい。

「……きれいだ」

　おもわずつぶやくと、聞こえたらしいレギンは首筋まで赤くして、ぎゅっと身を縮こませた。その反応で我に返ったティグルは、慎重な足取りで彼女に歩み寄り、座りこむ。

　どうもここ最近、女性の裸体を幾度か間近で目にしてしまっているが、何度見ても落ち着かない。いつか見たエレンの裸体が脳裏をよぎりかけ、ティグルは慌てて振り払った。

――変なことを考えるな。いまはレギンに集中しろ。

　それにしても、せめて腰から下は何かで覆ってほしかった。だが、それを指摘するとおたがいに恥ずかしい思いをしそうなので、なるべく下を見ないように気をつける。

　手拭を湯で絞り、そうっと彼女の肩にあてた。びくりとレギンは身体を震わせたが、続けてくださいとか細い声で訴える。

　力を入れすぎないよう気をつけながら、丁寧にティグルはレギンの背中をこすり、汚れを拭い去っていく。

　いまの俺は間違いなく変な顔になっている、とティグルはどうでもいいことを思った。顔中が熱く火照り、鼻や頬の筋肉に妙な力が入っている。絶対に見られたくない顔だ。

　手拭越しでも彼女の肌の柔らかさは充分に伝わり、心臓が暴れ、緊張と興奮が手を取り合って理性を突き崩そうとする。ティグルは左手を握りしめて必死に衝動に耐えたが、そのせいで一度加減を間違えた。切なげな、艶めいた吐息がレギンの口から漏れる。

　ティグルは五つ数えるほどの時間、手を止めて彼女の背中から顔をそむけ、己の欲情を抑え込むのに全力を傾けねばならなかった。身体の一部が過剰な反応をしているのはもう諦めて放置する。どうせ外に出れば寒さで元に戻るのだ。

　主に己との苦闘の末に、ティグルはどうにかレギンの背中を拭い終えた。

「……こんなものかな」

　何でもないふうを装って言ったのは男の見栄である。

「その……も、もう少し下のあたりも、お願いします」

　見栄は一瞬しかもたなかった。レギンの言葉が示すのは、ティグルがなるべく目を向けないようにしていた腰から下の位置だ。

　自制心が働いているうちにと、言われるがままにティグルは手を動かし、レギンに二度ばかり甘やかな声を漏らさせたものの、どうにか作業を終える。

　彼女の背中は痩せ気味ながらも女性特有の弾力を有していたが、腰から下はそれ以上に柔らかな感触をティグルの手に残した。

「あとは、自分でできるな……？」

　言いながらティグルは手拭を木桶に引っかけて立ちあがり、彼女に背を向けていた。疲労感が全身にのしかかり、身体の熱を冷ますためにも一刻も早く立ち去りたい心境だ。

「ええ。ありがとうございました」

　ほっとしたような口調での、感謝の言葉が返ってきた。ティグルもやっと終わってくれたという安堵感に包まれる。

　幕舎の外へ出ようとしたとき、レギンの声が背中にぶつかった。

「ごめんなさい」

　おもわずティグルは振り返りかけたが、肩越しに彼女の白い背中が見えたので慌てて幕舎を出る。それから食べきれなかった食事の入った籠を置いてきてしまったことに気づいたが、放っておくことにした。

――どういう意味だ……？

　幕舎を出る直前の、レギンの言葉を考える。身体を拭かせたことに対する謝罪ではないだろう。では、素性を何も話さないことについてだろうか。

――まあいいか。いずれ彼女の方から教えてくれるだろう。

　投げやりにティグルは結論を出す。四万ものムオジネル軍やリュドミラのことなど、ただでさえ考えなければならないことが多すぎるのだ。

　新たな厄介ごとを抱える前に、まず目の前の課題をかたづけなければならなかった。
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「一戦よ」

　ひとさし指を立てて、険しい表情でリュドミラは告げた。

「一度の戦いで、ムオジネル軍を打ち破る」

　ここは銀の流星軍シルヴミーティオの幕営にある、総指揮官用の幕舎の中だ。数枚の地図を囲んで、ティグルとリュドミラ、ルーリックの三人が座っていた。

　リュドミラがわざわざこちらへ出向いたのは、ティグルの部下たちを安心させるという意味合いが強い。ライトメリッツの兵たちはあまりいい感情を抱いておらず、ブリューヌ兵にしても突然現れた相手に戸惑いを隠せなかったからだ。

「できるのですか？」

「できるかどうかじゃないわ。やるしかないのよ」

　懐疑的な視線を向ける禿頭の騎士に、青い髪の戦姫は傲ごう然ぜんと言葉を返した。

――エレンに似てるな。

　リュドミラの態度と表情に、ティグルはそんな感想を抱いた。リュドミラが聞いてもルーリックが聞いても怒るだろうが、彼女の大胆なまでの決断力と揺るぎなさは、エレンに共通するものがある。そして、ティグルはふとエレンと、リムのことを考えた。

――二人とも無事かな。エレンは、親友を助けることができたんだろうか。

　連鎖的に、ティッタや側そば仕づかえのバートラン、マスハスにオージェの顔までが思いだされる。周辺の助けは正直なところ期待していないが、避難はうまくいっているだろうか。

　再び、エレンの笑顔が脳裏をよぎった。いま彼女がそばにいてくれたなら、どれほど心強いだろうか。戦力としてももちろんだが、それ以上に――。

「――減点」

　言葉と同時に冷気を顔に吹きつけられ、ティグルは我に返った。憮ぶ然ぜんとした表情のリュドミラが、凍とう漣れんを手に自分を睨にらみつけている。

「疲れているのはわかるけれど、重要な軍議の最中に上の空、というのはどういうことかしら？　何を考えていたの？」

　エレンのことだと正直に答えたら、その瞬間にリュドミラがここから去るだろうことは明白だった。ティグルはひたすら平身低頭して許しを請い、ルーリックは渋い顔でそれを眺める。幸いというべきか、聞こえよがしのため息一つでリュドミラは許してくれた。

「話を戻しましょうか。――あなたたちの兵、一戦しかもたないでしょ」

　その指摘にティグルは苦い顔になった。リュドミラは厳しい表情のまま言葉を続ける。

「責めているわけじゃないわ。二千足らずで二万もの軍勢を撃退するなんてことが、そもそも無謀なのよ。一日休んだていど……ましてや戦場での休息ではね」

「しかし……一戦で、と言うからには何か策があるのか？」

　困惑を隠さない表情でティグルが訊いた。あいにくティグルにはない。いざとなれば、いよいよ弓の力に頼るべきかというところまで追いつめられている。

　それは、ティグル自身も心身ともに疲労の極みにある証拠だった。

「基本的には、あなたが二万の敵にやったことと同じよ」

　青い瞳に値踏みするような輝きを彩らせて、リュドミラはティグルを見る。

「兵を無視して将を狙い撃つ。圧倒的多数の敵に対してできることって、食糧か総指揮官のどちらかを狙うしかないもの」

「食糧を狙わないのはなぜでしょうか？」

「その場合は、徹底する必要があるからよ」

　腕組みをするルーリックに、そんなこともわからないのかと言いたげな顔でリュドミラは鼻を鳴らした。

「まず、敵をもっと奥深くまで誘いこむ。次に、敵の進路上にある町や村を焼き払う。夜風をしのぐ環境すら与えない。相手が食糧の備えを怠るような愚物でもないかぎり、ここまでやらないと効果は見込めないわ。そして、相手は愚物どころじゃない」

「相手について知っているのか？」

　リュドミラの緊張した表情から、そう考えたティグルは率直に尋ねる。凍漣の雪姫ミーチェリアは忌いま々いましげに鼻を鳴らして答えた。

「クレイシュ＝シャヒーン＝バラミール。『赤髭バルバロス』の異名を持つムオジネルの王弟よ」

　ティグルとルーリックは怪け訝げんそうに顔を見合わせる。

「……有名なのか？」

「この言い方からすると、おそらく」

「知らないのはあなたたちが無知だからよ」

　怒気と冷気をはらんだ視線で睨まれ、ティグルは困ったように頭をかいて弁明した。

「アルサスは、そういう話とは無縁のところなんだ。すまないが教えてくれないか」

「まったく……エレオノーラはあなたに何を教えていたのかしらね」

　憮然とした表情でそう不満をこぼしながらも、リュドミラは説明する。

「十年ほど前だったかしら、ザクスタン軍が一千隻もの船団を仕立ててムオジネルに攻めこんだの。そのとき、わずか二百隻で迎え撃ったのがクレイシュよ」

「話の流れからすると、クレイシュが勝ったのか」

「圧勝よ。そして、その強さに恐れおののいたザクスタン軍は、畏敬をこめて『赤髭』と彼を呼んだの。ザクスタン語で、バルバロッサと。それがムオジネル語で少し訛ってバルバロスになったというわけ」

　ティグルとルーリックはげんなりした顔を見合わせた。二人とも、海戦についての知識はほとんどないといっていいが、五倍の敵に対して、異名をつけられるほどの圧倒的な勝利をおさめた男が相手と思うと胃が重くなる。尋常どころではない強敵だ。

　しかし、逃げるわけにはいかない。民を、兵を、置いていけるはずがない。

「まず、アニエスで戦うことは無理ね。後退するわ」

　地図の一枚を取りあげて、青い髪の戦姫はティグルとルーリックに見せる。アニエスをブリューヌ方面へ抜けた先にある、オルメア平原だった。

　起伏の緩やかな草原が広がり、その中に一本の街道が延びている。街道は半ばで北西に向けて大きな湾曲を描き、そのそばに二つの丘がある。それ以外はとりたてて説明することもない平坦な地だ。

「断崖だらけのアニエスよりよほど、大軍に有利な戦場ではありませんか」

　ルーリックの声には棘とげがある。ティグルはなだめるように彼の肩を叩くと、できるだけ穏やかな調子でリュドミラに尋ねた。

「わざわざここを選ぶのは、理由があるんだろう」

　当然だ、という表情でリュドミラはうなずく。

「説明してあげてもいいけど……その前に二人とも、今回の四万の敵と、あなたたちが破った二万の敵の違いについて説明してみなさい」

　背筋を伸ばして二人を睥睨するリュドミラは、小柄な身体ながら不思議な威圧感をまとっていた。ティグルは素直に感心し、ルーリックは気圧されたように渋じゅう面めんを作る。

「まず、数が違うな。だから軍の厚みが違う」

　彼女の要求に応じることにして、ティグルは指折り数えながら挙げてみた。ルーリックも、リュドミラに言われたからというよりはティグルのためだろう、思考を巡らせる。

「先遣隊と、本隊という違いもありますな。先遣隊が得た情報は、ほぼすべて本隊に渡っていると考えてよいでしょう」

　アニエスの地形はそうとう調べられていると思ってよい。つまり、ティグルが使った手は、彼らにはまず通じないだろうということだ。

「その二点でいいわ。それだけで充分だから」

　リュドミラの青い瞳が、二人の男を鋭く射抜いた。

「敵は地形も、こちらのおおよその数も把握している。その上で、警戒している。だからここでの小細工にはまず引っかからないし、奇襲をかけても敵将の首には届かない」

「それを、オルメア平原でならなんとかできると？」

「一つだけ考えはあるわ。でも、私たちだけじゃ数は足りない。二千人ばかり難民がいるでしょう。彼らにも手伝わせなさい」

　その言葉にはティグルも息を呑んだ。何の感情も窺わせないリュドミラの顔をしばらく凝視したあと、苦い薬を飲み下したような顔で訊く。

「……彼らに何をやらせる気だ？」

「囮おとりよ」

　リュドミラは地図の何ヵ所かを指で示して説明し、ティグルとルーリックを驚かせた。

――たしかにこれなら、勝機はある。でも……。

　青い髪の戦姫の提案した策を己の中であらためて吟味したあと、ティグルは硬い表情でリュドミラを見つめた。感謝と緊張、困惑と不審、他にもさまざまな感情が入り混じってどんな顔をすればいいかわからなかったのだ。

「……危険な策だな」

「怖気づいた？」

　挑発的な声こわ音ねで聞いてくる凍漣の雪姫に、ティグルは静かに首を横に振る。恐怖はいまさらだ。ただ、気になったことがあった。

「君はどうしてそこまでしてくれるんだ？」

　リュドミラの返答は明快だった。

「あなたがそう思うほどの貸しができるからよ」

　なるほど、と納得する。大きな借りになりそうだ。ティグルは彼女から視線を外し、幕舎の隅にたてかけてある漆黒の弓に目を向けた。この弓の力で、返しきれるのだろうか。

――いや、それなら俺自身の力で返すことも考えるべきだ。

「あなたなりのやり方で、私を満足させてちょうだい。期待しているわ」

　思ったのと同時に、リュドミラが軽やかな口調でそう言った。ティグルはおもわず彼女をまじまじと見つめると、おかしさを堪える笑みを浮かべてうなずく。

「ああ。ありがとう」

　軍議を終え、オルミュッツ軍へ帰っていくリュドミラを見送ると、ティグルは難民たちのところへ向かった。彼らに、協力を頼まなければならなかったからだ。

「私もいっしょにまいりましょうか。ティグルヴルムド卿にこのようなことを申し上げるのは心苦しいですが、彼らが暴発しないとも限りません」

「いや、俺一人でいい」

　ルーリックの申し出を断り、ティグルは黒弓だけをもって歩きはじめた。彼がいてくれれば心強いのはたしかだが、難民を脅迫するような形になってしまうことをティグルは恐れたのだ。

　また、このことについては、なるべく他の者に責任を負わせたくなかった。




　　　　　　　†




　ムオジネル軍の総指揮官であるクレイシュ＝シャヒーン＝バラミールは、ジスタート軍に派遣した使者の帰還を、黙って待っていたわけではない。軍隊というものは一日動かさなかったとしても、食糧も水も燃料も一日分減るのだ。

　彼はとくに迷うこともなく、砂岩の断崖に挟まれたアニエスの街道へ軍を進めた。

　四万の兵はひとかたまりではなく、五千五百ごとに一つの軍として組織されている。中央に三千、左右にそれぞれ一千ずつ、後方に予備兵力として五百だ。

　この数ならば、街道のより狭いところでも動きに支障をきたさず、円滑に動ける。先遣隊の指揮官だったカシムが作り上げた地図をもとに、クレイシュが考案したのだ。

　クレイシュは最初、こうしてできた七つの軍に名をつけようとした。

「どうせ一時的なものだ。赤牛軍フムラムス、青牛軍ズルカムス、緑牛軍フドラムス……と呼んでみようと思うのだが」

「言葉だけで自分たちの色を覚えるのは、なかなかに難しいと思われます。いっそ数字で呼んだ方がよろしいかと」

　部下の進言を、クレイシュは受け入れた。思いつきで言ってみただけで、とくにこだわりはなかったらしい。

　そうして第一軍から第七軍までを組織すると、クレイシュは第七軍を本隊とした。残った兵はこの本隊の後方につく。七つの軍はそれぞれ一定の距離をおいて街道を進んだ。

――さて、ジスタートでもブリューヌでもよいが、どう出てくるかな。

　しかし、クレイシュのあては外れた。アニエスの街道を抜ける間、ムオジネル軍には何の妨害も行われなかったのだ。

　およそ一日をかけて街道を抜けると、緩やかな起伏の続く草原が広がっている。いまは冬であるため土の色が濃いが、いずれ春が来れば緑が芽吹き、やがては草色の絨毯を敷き詰めたような風景が展開するのだろう。はるか遠くには小高い丘も見える。

　灰色の空から舞い落ちてきた雪をてのひらで受け止めたとき、クレイシュのもとに慌ただしく部下が報告に訪れた。ジスタート軍に派遣していた使者が戻ってきたのだ。

「ジスタート軍の総指揮官である戦姫リュドミラ＝ルリエ殿からお言葉をいただいてまいりました。口頭にてお伝えせよ、とのことで、これより復唱いたします」

　使者は汗を拭きつつそう述べる。クレイシュは鷹おう揚ようにうなずいて続きを促うながした。

「……我々が故国を離れてこの地にいるのは、ブリューヌ王国の要人に助けを求められてのこと。無法に他国の地を侵している貴君の軍とは違う。お疑いなら、ティグルヴルムド＝ヴォルンに聞いてみればよい。貴君と積極的に争う気はないが、我々の行動を妨害するのであれば、致し方なし。願わくば、まいられた道を通って無事に帰られんことを」

　以上でございます、と小さく息を吐いて使者は一礼する。

「つまり……痛い目を見たくなければさっさと帰れ、ということか」

　リュドミラの言葉を大雑把に要約して、クレイシュはくぼんだ目を大きく見開いた。

――疑うのならブリューヌの小貴族に聞け、とは言ってくれたものだ……。

　ティグルはリュドミラに有利な返答しかしないに決まっている。面倒なのは、こちらに大義名分がないということだろう。無法に他国の地を侵す、とリュドミラは自分たちを弾劾しているが、まったくもってその通りで申し開きのしようがない。

――だが、ブリューヌ人ならともかくジスタート人に言われるのは腹が立つな。

「こちらにはまだ四万もの兵が残っている。戦姫に脅されたからなどという情けない理由で逃げ帰るわけにもいかぬ。リュドミラ＝ルリエの名は知っている。いいだろう。どちらが痛い目を見るか試してみようではないか」

　使者に休むよう言って下がらせる。

　しばらくして、帰還した偵察部隊が報告に訪れた。

「我々がいまいる位置から街道に沿って西へまっすぐ進みますと、小高い丘が二つあります。その内の手前の方に、敵は陣を敷いているようです。ブリューヌ、ジスタートの軍旗をともに確認いたしました」

「北西に二千人ほどの集団を発見しました。身なりからして、先遣隊が捕まえていた奴隷たちであると思われます」

　クレイシュと彼の側近たちは報告を聞きながら地図を作り上げる。街道はしばらく西へまっすぐ延びたあと、丘のあるあたりでゆるやかに北西へ曲がっているようだった。

　このあたりには、その二つの丘以外に変わった地形はないらしい。森も、山も、湿地もなければ川も細い。

　そこまで確認してから、クレイシュは側近たちに意見を求めた。

「足手まといになる奴隷どもを逃がしつつ、丘の上に居座って我々を牽制する、といったところではないか」

「我々が奴隷を追えば、やつらは丘を下って退路を断ちにくるわけだな」

「この状況では他に手もないだろうからな。偵察部隊の報告によれば、やつらの数は五千余り。一日でたいした仕掛けや備えを用意できるとも思えぬ」

　クレイシュもだいたいは彼らと同じ考えだった。

「よろしい。では、第一から第四までの四つの軍で敵のいる丘を包囲せよ。そして、残った三つの軍で奴隷どもを追い、捕らえる」

　奴隷を捕らえるのには、理由がある。まず、丘の上にいるブリューヌ兵たちに対し、人質として有効であろうということ。また、一度は奴隷にした者に逃げられたままとあってはムオジネル軍の体面にかかわるという事情。

　何より、彼らにとって戦場で奴隷を得ることはごく自然な行いだった。

　実のところ、クレイシュにはもうひとつ狙いがあるのだが、それは諸将には話さない。

「リュドミラ＝ルリエは守りの戦に長けると聞く。積極的に丘を攻める必要はない。封じこめてやれ」

　雪が降りはじめた、朝と呼ぶには遅く、昼にはまだ早すぎるころ。

　のちに「オルメア会戦」と呼ばれる戦いがはじまった。







　ムオジネル軍の動きは迅速で、見事な連携がとれていた。一つの軍につき五千以上、合計二万を超える四つの軍は近づきすぎず、離れすぎないように丘へ向かって進む。彼らの動きを横目に、他の三つの軍は街道を進んだ。

「丘の様子は？」

　三つの軍の中央で、クレイシュは側近に尋ねる。彼は通常の倍以上の偵察隊を用意し、四方八方に頻繁に向かわせては逐一状況を把握し、その変化を正確につかんでいた。

「四つの軍旗が確認できました。ブリューヌの紅馬旗バヤール、ジスタートの黒竜旗ジルニトラ、白地に青い槍を斜めに描いたオルミュッツ公国の軍旗、そして、ブリューヌの諸侯のものと思われる、青地に白い半月と流星を描いた軍旗です」

　次いで、側近は丘の守りについて説明する。

「丘のいたるところに柵や濠が備えられ、槍の煌めきがあり、馬のいななきも聞こえたとのことです。接近しすぎた部隊は投石と矢を浴びせられ、小さな城砦と考えて差し支えないかと」

「その者たちに怪我は？」

「いえ。幸いほとんど命中はしなかったので」

　ごくろう、とクレイシュは兵士にねぎらいの言葉をかけた。

「もう一つの、奥にある小さな丘はどうだ？」

「そちらは雪をかぶって真っ白なものです。敵の姿らしきものは見当たりません」

「そうか。では、丘を包囲する軍にあらためて通達せよ。包囲だけに留めて、中へは決して踏みこんではならぬと」

　分厚い灰色の雲に阻まれて人間の目には見えないが、太陽はゆるゆると中天を目指す。昼と呼ばれる刻限が近づいたころ、ムオジネル軍は二千近くの難民たちを視界に捉えた。両者の距離はもはや一ベルスタ（約一キロメートル）ほどしかない。

「丘に動きは？」

　クレイシュはそれを確認し、ないという返答を得ると、旗下の三つの軍に足を速めるよう命令を下した。

「名を馳せる戦姫も、さすがにこれだけの数には対応できなかったと見える。いや、ああして丘に立つことでブリューヌへの義理を果たしたということか？　戦など、しょせんは政事の一端だからな……」

　しかし、クレイシュの読みは外れた。兵士の一人が慌ただしく報告に現れたのだ。

「閣下、敵が現れました！　数はおよそ三千」

「もっとも近い軍に迎え撃つよう伝えよ。それと――どこから来た？」

　クレイシュは微み塵じんも動揺する様子を見せず、それだけを訊いた。突然湧いて出る敵など存在しない。どこかに隠れていたに決まっている。

　兵たちの報告を総合するに、三千の敵は無人と思われた丘、その陰に潜んでいたらしいとクレイシュは見当をつけた。

――そうか。兵どもは、敵が立て籠もっている丘の方に注意を向けすぎたな。

　むろん、無人の丘を放置することまではしなかっただろうが、勇気を振り絞って接近することもなかったのだろう。あまりに深入りすれば丘の上にいる敵が向かってくるかもしれないからだ。そこまで考えて、敵は丘ではなく、その陰に身を潜めていたのだ。

――守りの戦いに長けるリュドミラ＝ルリエ。その勇名に引っかけられたか。

　クレイシュは幾通りの可能性を考えてはいたが、基本的にリュドミラは、噂に聞く通り丘の上で防衛戦に徹すると思っていたのだ。

――まあよい。攻めてきたときの対応策もある。何より、こちらは一万六千以上。たかだか三千でどうにかなるものではない。

　そのとき、新たな報告がもたらされた。

「逃げていた奴隷どもが、こちらに向き直って襲いかかってまいりました！」

　クレイシュの周囲をかためる側近たちが顔を見合わせてざわめきだす。一方、ムオジネル王弟は赤髭を撫でながら、呑気に頭上の軍旗を見上げた。金色の兜と剣の戦神ワルフラーンが風にひるがえる。

「さて、戦神は性悪な竜と馬を狩れるだろうか。それとも爪と馬蹄に蹂じゅう躙りんされるか」







　ムオジネル軍は、第一軍から第四軍までが丘を包囲し、第五、第六、第七軍が奴隷を追って街道を進んでいる。第五軍が先頭に立ち、その後ろに第六軍と、本隊でもある第七軍が並ぶという形だ。

　その第五軍に、丘の陰に身をひそめていた銀の流星軍とオルミュッツ軍が雪を蹴立てて襲いかかったのだ。オルミュッツ軍の先頭にはリュドミラが立ち、その隣にはティグルが馬を並べている。

　ムオジネル軍は長槍をかまえ、矢の雨を浴びせてこれを迎え撃った。雪の舞い散る空に数千もの矢の雨が混じる。

　しかし、それらはただの一本もリュドミラに当たることはなかった。リュドミラに迫った矢は、彼女に命中する前に凍りつき、粉々に砕け散って地面に溶けるのだ。常識で推し量れない現象に、ムオジネル兵たちの間から悲鳴があがる。

「それ……竜具の力か？」

　飛んできた矢が紙のように崩れ去る光景を横目で見たティグルが、彼女に問いかけた。

「大きな声では言わないでね」

　問いかけを、リュドミラはいたずらっぽく笑うことで肯定した。ティグルはうなずき、手にした黒弓に数本の矢をつがえる。今度はリュドミラが目を瞠みはる番だった。

　弓ゆみ弦づるを力強く引き絞り、長槍と盾をかまえるムオジネル兵たちの中へティグルはまとめて射放つ。矢の群れは黒い影と化して飛んでいき、褐色の兵たちの頭部か腕にことごとく突き立った。整然と並んでいた穂先の群れに綻びが生じる。

「やるじゃない」

　短い称賛の言葉を残して、リュドミラは勇敢に馬を躍りこませた。氷塊と水晶を削りあげたかのような槍を両手で振り回し、ムオジネル兵を次々に薙ぎ倒してティグルがこじ開けた道を押し広げて突き進む。

　噴きだした血は一呼吸の間に凍りつき、折り重なって倒れる死体の上に雪が落ちては溶けて消える。剣が折れ、槍が折れ、弓は叩き壊されて死体と死体の間に転がり、あるいは地面に突き刺さった。

　ムオジネル兵は軽装だったが、たとえ鉄の甲冑に身を包んでいても彼女の猛撃を止めることはできなかっただろう。

　槍兵たちが複数の角度から一斉にリュドミラへと突きかかったが、彼女はその内の半分を己の凍漣で打ち払い、残りを馬上で巧みに姿勢を変えることで回避する。次の瞬間、彼女の手から繰り出された槍は、閃光を思わせる速さでムオジネル兵たちを次々に貫いた。

　どよめきと怒号がムオジネル軍を包む。一瞬ごとに彼らの仲間を打ち倒しているのは、まだ十代半ばの小娘なのだ。

　その隣では、娘とそう変わらないだろう年齢の若者が漆黒の弓を握りしめ、矢を射放っては離れたところにいる部隊長を狙ったかのように射倒していく。

「あなた、怖くないわけ？」

　槍を振るう手は止めず、呆れた顔でリュドミラが尋ねる。

「そう思うなら守ってくれ」

　ティグルはやや乱暴な口調で返した。一言でも喋るのが惜しいといった風情で、腰に下げた矢筒から新たな矢を引き抜く。もう残り少ない。心得たように、革鎧だけをつけたジェラールが後ろからティグルにそっと近づいて矢筒を外し、新たな矢筒を結びつけた。

　ティグルは礼代わりに新たな矢筒を軽く叩く。

「この状況で、よく敵の部隊長を狙えるわね」

　リュドミラが感心した目をティグルに向けた。戦場は狂乱の渦に包まれ、視界は揺れてろくにさだまらない。しかも雪が降っていて、敵の部隊長がかぶっている鉄兜は認識しづらい。狙って矢を射るなど、至難どころではないはずだ。

　だが、ティグルはこともなげにこう答えた。

「頭に黒い布を巻いてないのが、指揮官。そう考えればわかりやすい」

　他の者がこの理屈を聞いたなら、気でも狂ったかと思うだろう。実際、この話を聞かされたルーリックなどは、考え、想像し、首をひねったあと再度説明を求めたほどだ。

　アニエスから続く戦いで、ティグルはムオジネル兵の軍装を正確に把握している。そして、考えたことを実行できるだけの技量と視界の広さが、ティグルにはあった。

　思いがけない敵の奇襲と、獲物だと思っていた難民たちの反撃、さらにリュドミラの勇猛とティグルの狙撃によって、ムオジネルの第五軍はごく短い時間で瓦が解かいした。

　潰走する第五軍を蹴散らしながら、ティグルとリュドミラに率いられた奇襲部隊と、難民たちが合流する。

「ティグルヴルムド卿、ご無事ですか！」

　叫び声をあげて、ルーリックが馬を寄せてきた。ティグルも呼吸を整えつつ笑みを返す。

「おたがい、まだだいじょうぶみたいだな」

　街道に沿って逃げ、ムオジネル軍が追いかけていたものは、難民ではなかった。

　難民に偽装した銀の流星軍とオルミュッツ兵だったのだ。彼らは武器を隠して逃げ続け、ティグルとリュドミラが第五軍を襲うのに呼吸を合わせて攻撃に転じたのだ。

　本物の難民たちはいま、ムオジネル軍約二万に包囲された丘の上にいる。







　一昨日の夜――すなわちリュドミラとの軍議を終えて、難民たちのところへ向かったとき、ティグルには結局彼らを説得する言葉は浮かばなかった。

　ほぼ間違いなく囲まれるだろう丘の上に待機し、敵を見かけたら矢や石でてきとうに攻撃しろというのだ。

　敵が丘の上へ踏みこんでこないという根拠は、リュドミラの語った戦略以外にない。

「もしムオジネルが攻撃してくるとしても、難民たちを捕らえてからよ。そうすれば人質を使ってこちらを脅迫することができるでしょ。それに今後のことを考えれば、彼らは戦いを避けたいはず。ましてブリューヌではない相手とはね」

　その説明を、すでに疲れきっている難民たちは理解できるだろうか。また、理解したとして納得してくれるだろうか。

　その自信を持てないまま、ティグルは難民たちの幕営を訪れた。彼らのいまの状況は兵たちと変わらない。幕舎を設置し、篝火があちこちに焚かれている。ただ、柵や濠を備える体力まではない、というぐらいだろうか。

「――伯爵さま」

　ティグルに気づいた難民の少女が、小走りに近寄ってきた。

　伯爵という肩書が知られてから、ティグルは彼らにそう呼ばれている。正確にいえば、爵位は剥奪されているのだが、そこまで説明する必要もない。ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわして彼女にうなずきを返すと、難民たちの代表を呼んでくれるよう頼んだ。

　難民と一言でいっても、その数は二千と多い。ティグルは彼らに十人単位、百人単位での集団を作るよう指示を出し、最終的には十人の代表を選出させ、組織としてまとめあげていた。このあたりは、小なりといえども領主としての仕事で慣れている。

　幕舎を一つ借りて、そこに代表たちを集めたティグルは詳細は伝えず、大枠だけ状況を説明した。迫る敵を迎え撃つために自分たちは戦うが、どうしても人手が足りないので協力してほしい。具体的には、こちらの指示に従い、丘の上に集まって待機してほしいと。

　予想通りというべきか、難民たちは難色を示した。

「俺たちは戦なんぞせずに、ふつうに暮らしていたんだ。急に戦えとかいわれても困る」

「そもそも、信じられるのか？　俺たちを丘の上に置き去りにして、その間に自分たちが逃げようっていうんじゃないのか」

「こっちは家もない。財産ももうない。まともじゃない食事が何日も続いて、毎日寒さに震えてる。それなのに、まだ私たちに何かをしろっていうの？」

――協力してもらえなかったら、また奴隷にされるぞ。

　その言葉が喉元まで出かかったが、ティグルはどうにか自分を抑えつけた。自分はこの人々を脅迫に来たのではない。説得に来たのだ。

　彼らが口々に不安や懸念を主張し、それがおさまって場が静かになるのを待って、ティグルはようやく口を開いた。

「おまえたちの心配はわかる。だが、どうか聞き入れてくれないか。より多くの者を助けるために、これはどうしても必要な……やってほしいことなんだ」

「だったら、あなたも丘の上に来てくれ。そうだ、あなたが俺たちといっしょに行動してくれるなら信じようじゃないか」

　そう言った難民の意図を察し、ティグルの表情に苦い感情がにじむ。

「それはできない。何万もの敵に挑む以上、戦える者は一人でも惜しいんだ」

「それなら別の案を考えていただけないでしょうか。ほら、敵と話しあうとか。私たちでは無理でしょうが、お強い伯爵さまなら敵だって話に乗ってくるでしょう」

――そんなことができたら、とっくにやっている。

　敵の基本的な方針は略奪である。運べるだけひとをさらい、ものを奪っていく。

　それに、リュドミラに使者をよこしても、こちらに使者を派遣してこないあたりムオジネル軍の総指揮官は無駄なことをしない男だ。最悪の場合、交渉に乗ろうと言いながら軍をまっすぐ進めてくるだろう。

「そもそも、国王陛下や騎士団や他の貴族の方々は何をなさっているんですか？　伯爵さまのお力で何とか頼んでもらえんのですか」

　それに対して、いいかげんうんざりしたティグルが答えようとしたときだった。

「――俺は、伯爵さまに従う」

　野太い声が、静かな威圧感をまとわせて幕舎に響いた。

　発したのは代表のひとりで、まだ若い男だ。ティグルはその顔に見覚えがあった。

　カシムたち先遣隊を撃ち破り、縄につながれていた彼らを助けたとき、ティグルを激しく罵倒した男だった。それを覚えていた数人が、驚きの眼差しで男を見る。ティグルも意外さを隠せず男を見つめた。

「伯爵さまはここよりずいぶん遠いとこから来たんだろう」

「でも、あたしたちを助けるためとはかぎらないじゃないか」

　別の者がそう言い募ったが、男の一睨みですぐにおとなしくなった。それを確認してから男は続けた。

「あんたが俺たちを助けてここまで連れてきてくれたのは、事実だ。それに、俺たちは一度もやり返してねえ。俺たちの家族を殺し、家を叩き壊したあの連中に」

　男はそこで一旦言葉を切ると、他の代表たちをぐるりと睨みつけるように見回した。

「俺たちは戦えねえ。正面切ってやりあったら、すぐに首を刎ねられちまうだろう。けどよ、伯爵さまの指示に従えば――助かる上に、やつらに一泡吹かせられるんだろう？」

　怒りと緊張と恐怖とが混じりあって、男の声が震える。

　ティグルは彼の意志に応えるように、ぐっと力強くうなずいた。

「全力を尽くして、守ってみせる」
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　ムオジネル軍の偵察兵が、丘の上にいるのが難民であることを見抜けなかったのには理由がある。リュドミラがおよそ半日で偽装をほどこしたからだった。

「城砦の堅固さや備えをじっくり調べることなんて、ふつうはできないわ。だから、偵察兵には城砦の何ヵ所かをすばやく観察して把握する能力が求められるんだけど……逆に言えば、その何ヵ所かをしっかりできているように見せれば、一日ぐらいはごまかせるわけね。それならたいして時間も手間もかけずにすむわ」

　守りの戦いに長けるリュドミラならではの仕掛けに、ムオジネル軍は見事に引っかけられたのだった。

　第五軍が壊滅したという報告を受けても『赤髭』クレイシュはまったくうろたえなかった。敵はたしかに目と鼻の先にいるが、クレイシュは約七千の兵に守られており、第七軍の隣には第五軍がいるのだ。

　まわりにいる側近たちも、迫る敵の気配にうろたえかけたものの、泰然としているクレイシュを見て落ち着きを取り戻す。

「第四軍へ伝令を飛ばせ。予定通り、丘は第一から第三軍で包囲する形をとり、第四軍は援軍として急ぎこちらへ向かうように、とな」

　これがクレイシュの狙いだった。四つの軍を丘に向かわせることで、あえて隙をつくってみせたのだ。丘を攻めたてるのは、三つの軍で足りる。第四軍を呼び戻しても何の問題もない。

　銀の流星軍とオルミュッツ軍の連合軍が、クレイシュの直接指揮する第七軍と衝突した。紅馬と黒竜が並んで爆走し、黄金の武装で身を固めた戦神に喰らいつく。

　その瞬間を狙って、クレイシュは第七軍に後退を命じた。

　後退する第七軍を逃がすまいと、銀の流星軍とオルミュッツ軍が追いすがる。ムオジネル軍の第六軍が方向を変えて急進したのは、まさしくそのときだった。

「やはり、そう来たか……！」

　遠くに蠢うごめく第六軍を睨みつけて、ティグルは吐き捨てた。汗をぬぐう暇も、飛び散った血を払う暇もなく、それらと冷気とで、くすんだ赤い髪は奇妙な形に固まっている。

　銀の流星軍の中の、ブリューヌ兵だけで構成された約六百の部隊に、ティグルは第六軍の迎撃を命じた。第六軍の動きは、予想していたものだったのだ。

　降り積もる雪を蹴散らしてこちらに向かってくる第六軍を正面から食い止めるのではなく、ぐるりと小さく迂回して側面を衝く。そうして彼らの動きを止めている間に、リュドミラとティグルの指揮する残りの兵たちが敵の総指揮官であるクレイシュを討つ。

　だが、そうはならなかった。

　約六百のブリューヌ兵は、第六軍に襲いかかる直前で崩れたのだ。

「どうしたの……？」

　リュドミラもティグルも、一瞬の半分ほどの間ではあったが呆然としてその光景を見つめた。ティグルはまさか、と思い、根拠はなかったものの確信した。

――限界が来た……！

　このブリューヌ兵たちは、テリトアールからティグルにつき従ってきた者たちだ。リュドミラに「一戦しかもたない」と称された兵たちである。

　ティグルはどうにかもつだろうと判断し、彼らも残った体力をそれこそ一滴も残らないほど振り絞っていた。だが、冷たい大気と、地面に降り積もって一歩を重くさせる雪が、ぎりぎりもたないていどに彼らの体力を削り取っていたのだ。

　ブリューヌ兵たちの攻撃は数百で行われ、それも散発的なものにとどまり、期待通りの成果をあげることはできなかった。

　そして、ムオジネルの第六軍は微弱な攻撃をはねとばして、銀の流星軍とオルミュッツ軍の側面に喰らいつく。リュドミラとティグルの猛撃も、さすがに止まった。

「あと一歩というところで……！」

　氷の槍を振るって殺到するムオジネル兵を革鎧ごと貫き通し、あるいは馬上から叩き落としながらリュドミラは悪態をついた。彼女の青い髪は乱れ、肌にも絹服にも血の飛沫がこびりついている。呼吸は乱れ、すでにどれだけの敵を屠ほふり去ったかは判然としない。

　その隣で弓弦を響かせては敵を射倒すティグルも、彼女と同様だった。

　弓を握る左腕にも、弓弦を引き絞る右腕にも痺れを感じるようになっている。矢筒は何度替えさせたのか覚えていない。

　一方で、ムオジネル軍総指揮官クレイシュは満足げな笑みを浮かべていた。くぼんだ目を明るく輝かせ、膝を叩いて見えざる敵手に喝かっ采さいを送る。

「はっはは。短い時間で二転三転したが、見事だったぞ、リュドミラ＝ルリエ。守りの戦いで名高い戦姫が、まさか猛将のごとく果敢に攻めてくるとは。もう少しで私の首は胴と分かたれていたやもしれぬな」

　念のために第七軍の後方に自分の位置を退がらせながら、クレイシュはうそぶいた。

「そうそう、敵は戦姫だけではないのだったな。三百アルシンの距離からカシムを討ち取った、おそるべき弓の使い手がいる」

　あとは第七軍と第六軍を左右に広げさせて敵を包囲し、殲滅するだけだ。

「周辺諸国に名高い戦姫を我が前に引きずり出してくれよう。なに、国王に次ぐといわれる者だ、捕虜の辱めは与えぬ。賓客として手厚くもてなすとも。手厚くな」

　合わせて一万を超えるムオジネル兵が、六千以下の敵を二方向から攻め立て、あまつさえ半包囲しつつある。銀の流星軍もオルミュッツ軍も、まさしく絶体絶命にあり、クレイシュが勝利を確信したのも当然のことではあった。

　剣を振り上げ、あるいは槍をかまえて殺到するムオジネル兵を、リュドミラは次々に打ち倒した。首を刎ね、胸を貫き、駆っている馬ではね飛ばす。雪と泥と兵の死体が積み重なり、凍結して地面をいびつなものへと変えていった。

　ティグルも幾つめかの矢筒を空にし、後ろにいるはずのジェラールを振り返る。

　オージェ子爵の息子は悪態をつく余裕もなく、髪を振り乱して矢の詰まった矢筒を二つティグルに押しつけた。いつにない苦渋の表情で、褐色の髪の若者は言った。

「残りを、いまからさがしてまいります……」

　いま手元にあるのは、この二つですべてということだ。しかも、彼が数字を把握できないほどに戦況はひどくなっている。

　頼む、と彼に短く言うと、ティグルは矢をつかみながらリュドミラを振り返った。

「リュドミラ。ここは俺がどうにかするから、君は――」

「黙りなさい」

　槍を振るって目の前の敵を永遠に沈黙させながら、青い髪の戦姫はティグルの言葉を遮る。顔には隠しきれない疲労の色がうかがえたが、瞳には生気と戦意が強く輝いていた。

「ただちょっと、敵の数が多いというだけで、泣き言を言うの？」

　ティグルは答える前に、つがえた矢を素早く射放した。それは風を短く切り裂いて、リュドミラを狙っていた兵士の首を貫く。

「疲れてる女の子に、休めって言うのは、当たり前だろう」

　笑いかけようとして、ティグルは失敗した。そもそも言葉を発することも難しいほど呼吸が乱れているのに、強こわ張ばっていた顔の筋肉が急にほぐれるはずもない。

「……ひどい顔よ、あなた」

　リュドミラはまだティグルよりも余裕があるようで、呆れたような苦笑を浮かべる。しかし、すぐに真剣な表情になって言葉をつづけた。

「私には、戦姫としての誇りがあるわ。母や祖母……いいえ、この凍漣を操ってきたいままでの戦姫から受け継いだ誇りが」

　一際大きな体格のムオジネル兵が、大おお鉈なたを振りかざしてリュドミラに迫る。閃光のような一撃でその兵士を葬り去ると、彼女の持つ槍は持ち主の戦意に応じてか白い冷気を周囲に放った。ムオジネル兵たちの顔に怯えが走り、たじろいで後ずさる。

「むしろ休むべきはあなたよ、ティグルヴルムド＝ヴォルン。あなたの背中は私が守る」

　リュドミラの表情と声音は決して激しいものではなく、むしろ彼女の操る冷気のごとく静かなものだったが、ムオジネル兵たちを音もなく圧倒した。

　ティグルも一瞬呆然としたが、くすんだ赤い髪の若者は黒弓を握り直すと、青い髪の戦姫の隣に馬を寄せる。

「君に誇りがあるのなら、俺にも意地がある」

「意地？」

「父や……たくさんの人たちから少しずつもらってきた、男の意地だよ」

　父ウルスに、マスハスに、バートランに。領民たち、オージェ、黒騎士ロラン。それ以外にも、今日までの間に出会ってきた人々。自分に協力すると言ってくれた難民代表だったり、礼を言ってくれた少女だったり。

　ここにはいないティッタやリム。そしてエレン。

「胸を張って報告できることばかりやってきたわけじゃない……。でも、とうてい顔向けできないことは、したくない」

「馬鹿……」

　リュドミラの呟きは、彼女自身にしか聞こえないほど小さなものだった。しかし、その小さな声は、彼女に自身がいま抱いている感情を正確に知覚させる。不思議な喜びが胸の奥底から湧き出して、青い髪の戦姫の疲労した身体に新たな活力を与えた。

「いいわ。だったら戦いなさい。私といっしょに。私の隣で」

　凍漣の雪姫が槍を振りかざし、黒弓の若者が矢をつがえる。
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　そのとき、再び戦況は大きな変化を迎えた。遠くで鬨の声があがったのだ。声の大きさからして、数千の規模かと思われた。

「……新手か？」

　緊張を顔によぎらせてそちらを見たティグルは、おもわず目を疑った。

　たしかに新手だ。だが、彼らが掲げている軍旗はブリューヌ王国の紅馬旗である。

「突撃せよ！　ムオジネルの餓狼どもを我が国から叩きだしてやれ！」

　鈍色の甲冑に身を包み、長槍と長盾を左右の手にかまえ、馬を駆る五千もの軍勢が、雪を蹴立てて突然現れたかと思うと、喊かん声せいをあげて突撃してきたのだ。

　しかも、彼らが現れたのはオルメア平原の北であり、クレイシュが念入りに偵察を行った末に伏兵の可能性はないと判断して、放置することを決定した方角だった。

　クレイシュが細心の注意を払って築きあげつつあった包囲網は、やわらかな雪を蹴り散らすかのように、あっけなく粉砕された。

「……どういうこと？」

　リュドミラの声に、ティグルも呆然として答えられなかった。二人とも槍を振るい、矢を射放って迫る敵を倒してはいたが、予想外の出来事には、とっさに頭が働かなかった。

「ヴォルン伯爵！　ヴォルン伯爵はいずこにおわすか!?」

　若々しさに満ちた叫び声が戦場の一角に響く。ティグルよりも先に、リュドミラが反応した。ここよ、と叫んで高々と凍漣をかかげ、輝く冷気で居場所を教える。

　我に返ったムオジネル兵も殺到したが、矢継ぎ早に繰り出された槍と矢によってたちどころに倒れていく。そこへ騎士団が突撃をかけ、周辺のムオジネル兵を蹂躙、一掃した。

　鈍色の甲冑の群れの中から、三人の騎士がティグルの前に馬を走らせてくる。

　いずれも甲冑は冷気で輝きを失い、血と泥がこびりついて奇妙な模様を描いていた。それは彼らの勇戦の証でもある。ティグルよりも十歳ほど年長だろう騎士が、息を弾ませたままティグルに一礼した。

「我が名はエミール。マスハス＝ローダント伯爵からお話を伺い、ペルシュ騎士団一千五百を率いて駆けつけました。願わくば、あなたの下で戦うことをお許しいただきたい」

　次いで、エミールの隣にいる騎士が進みでる。エミールとほぼ同じいでたちながら長槍ではなく剣を持ち、顔は厳つく声も太い。身体つきも一回り大きい。

「戦場ゆえ、馬上で失礼する。リュテス騎士団のシャイエ以下一千と五百。ユーグ＝オージェ子爵の要請を受けて参上した。我ら、ただいまより貴殿の指揮下に入る」

　最後に、髭をたくわえた壮年の騎士が、戦場に似合わぬ温厚な笑みを湛えて名のる。彼の顔に、ティグルは見覚えがあった。

「カルヴァドス騎士団のオーギュストと申します。二千の騎士とともに、ティグルヴルムド卿にご助力させていただきます」

　驚きの連続で、ティグルは彼らにどう言えばいいのかわからなかった。

「よく、来てくれた……」

　その声で、表情で、彼らは悟ったらしい。エミールとシャイエは背を向け、オーギュストはティグルを守るようにそばにつく。

「では、さっそくやつらを蹴散らしてまいります」

「ご武運を」

　エミールとシャイエは馬の腹を蹴り、雪混じりの泥を跳ねあげて戦場へと駆けていく。彼らを見送ってようやく気を取り直したティグルは、ため息をついてオーギュストを見た。

「オーギュストなのか……？」

「覚えていてくださいましたか、ティグル様」

　震える声での確認に、オーギュストは破顔した。この男はアルサス出身であり、騎士になる前はティグルの父であるウルスに仕えていたのだ。ティグルとも親しかった。

「忘れるわけないじゃないか。元気そうで何よりだ」

「これまでは騎士団所属の騎士という立場ゆえにお助けできず、申し訳ございません。歯がゆい思いをしていたところ、ナヴァール騎士団のロラン卿とオリビエ卿から、手紙であなたのことをうかがったのです」

「……ロラン？」

　思いもかけない名前が出てきてティグルは呆然とする。オーギュストはうなずいた。

「あなたがブリューヌのため、民のために戦うときは――その下に馳せ参じてほしいと。そして、このたびマスハス様からお話を聞き、いまこそと部下とともにまいりました。ペルシュとリュテスの両騎士団も、同様です」

　生者の言葉と死者の言葉とが、彼らを突き動かしてここに集わせたのだ。

「ありがとう……ありがとう、オーギュスト」

　感極まってティグルは涙を浮かべそうになったが、目に力を入れて耐えた。ここは戦場だ。だが、一方のオーギュストは首を振り、目の端に涙をにじませた。

「ティグル様。ご立派になられましたな、ウルス様のように」

　それに答えず、ティグルは前髪をかくふりをして目をこする。騎士団の参戦で、それだけの余裕が生まれつつあった。

「――お話は終わった？」

　待っていたかのように、リュドミラが馬を寄せてくる。ティグルは彼女に笑顔を向けて力強くうなずいた。リュドミラもまた、輝くような笑顔で応える。

「おかげで一息つくことができたわ。あなたはどう？　後ろに下がる？」

「いや。まだ弓は引ける」

　疲れきった身体の奥底から、闘志が湧いてくる。自分を支えてくれるひとの存在が、前に進ませてくれる。

「助っ人に任せてばかりというのも恰好がつかないからな。もう少しがんばってみるよ」

「そう。はりきりすぎて醜態をさらさないようにしなさいね」

　それが当然であるかのように、二人は馬を並べた。若者は弓を握りしめて矢をつがえ、娘は槍をかまえ直す。汗と血、雪と泥にまみれて二人ともひどい恰好だったが、瞳はたしかな意志をもって強く輝いていた。

　呼吸を整えて、ティグルとリュドミラもまたムオジネル兵たちの中へ飛びこんだ。
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「騎士団？　騎士団か、ほう……」

　つかみかけていた勝利が空高く飛び去ったのをクレイシュは悟り、さすがに怒りの呻きを発した。だが、それも一瞬で、彼はすぐに冷静さを取り戻す。

「だが、しょせん五千はどこまでいっても五千でしかない」

　それに、クレイシュは敗北したわけでもなく、まだいくらでも打てる手がある。念のために呼び寄せた第四軍も到着したところだ。

　本隊である第七軍の綻びを繕いながら、クレイシュは巧みに後退させる。さらに第六軍に伝令を飛ばし、騎士団をやり過ごして、銀の流星軍とオルミュッツ軍に専念するよう命じた。

「あんな機動力と突進力の化け物と、正面からやりあおうとするから負けるのだ」

　クレイシュの指揮能力は驚くべきものだった。騎士団の突撃を巧妙に避けると、第七軍と第四軍とで騎士団の側面と背後に強烈な攻撃を加えたのである。

「はじめからいた敵は、すでに疲労困憊のはず。騎士団という味方を得て、一時的に活気を取り戻しているにすぎん。まとめてすり潰してくれる」

　そうしてクレイシュは、第六軍でティグルたちを苦しめつつ、第七軍と第四軍とで騎士団を苛烈に攻めたてた。

　正面から向かってくる敵は突撃によって粉砕できても、側面や背後を突かれてはとっさに対応できない。無数の矢が、槍の穂先が騎士たちに襲いかかった。

　槍を引っかけて馬を横転させ、あるいは騎士を馬上から引きずり倒し、甲冑の隙間をえぐる。甲冑の重さに耐えて立ち上がろうとした者を、数人で取り囲んで打ちのめす。

　銀の流星軍とオルミュッツ軍はムオジネル第六軍に阻まれて援護に向かえない。

　何度、追い詰められ、また追い詰めてきただろうか。凡百の指揮官ならば、最初の苛烈な奇襲を耐えられなかっただろう。そうとうに優れた将軍でも、騎士団の参戦に対しては敗北を甘受するしかなかったに違いない。

　だが『赤髭』は傑出した判断力と、恐ろしいほどの指揮能力によって騎士団ごとティグルたちを殲滅しつつあった。

　しかし、そこに幾度めかの新たな報告がもたらされる。

「……北西に敵の新手だと？」

　それは、マスハスとオージェに率いられた諸侯たちの軍だった。彼らが説得に成功したのは騎士団だけではなかったのだ。

　歩兵と騎兵が合わせて三千ほどで、騎士団ほどの強さはないものの、ティグルたちを圧迫していた第六軍をたじろがせるだけの力は充分にあった。

　そして、彼らの存在はこの戦における決定打となったのだ。

　脳内に戦場の未来図をいくつも描きながら、クレイシュは深刻な葛藤を抱えている。

――できなくはない。できなくはないが……。

　新たに現れた諸侯軍三千を撃退し、騎士団もティグル、リュドミラたちも撃ち倒すことが、である。他の者が無理だとしても、自分ならば可能だ。

――問題は……あれで最後なのかということだ。

　当初、クレイシュは敵軍の兵力を六千以下、と想定していた。それはほぼ正確な数字であり、この赤髭の王弟の能力の高さを示すものだろう。

　しかし、勝利を手にする寸前で突然五千もの騎士が現れた。それにどうにか対処して、排除できる目途がついたと思えば、新たに三千が加わる始末だ。いまや敵の数は、戦う前の倍以上にまでふくれあがっている。

――どうして偵察部隊はあの敵を察知できなかったのか。彼らが見落としたのか。

　自分の組織した偵察部隊に、クレイシュは絶対の信頼を置いてきた。彼らのもたらす情報によってクレイシュは策を練り、兵を指揮して勝ってきたのだ。

――いや、彼らは今回も問題なく働いている。とすれば……運が悪いということか。

　さらにもう一つ、クレイシュを悩ませる要素がある。

　目の前にいる敵は、テナルディエ公爵でもガヌロン公爵でもないということだ。

――ティグルヴルムド＝ヴォルンだったか……？　ブリューヌ人のくせに長い名だな。ティグルとかてきとうに縮めればよかろうに。

　ひとの名前にけちをつけながら、クレイシュは指揮をしつつ頭の片隅で思考を進める。

　ここでティグルを倒しても、王弟にとってはそれで終わりではない。

　ブリューヌ南部まで軍を進めて、活気ある港町と肥沃な大地、多数の奴隷を手に入れるのが目的なのだ。南部をまとめているネメタクムも、できれば攻略したい。

　港町を含めた南部をおさえれば食糧の問題を解決できるだけでなく、本国とも船で連絡をとれる。手に入れたブリューヌ人の奴隷を、船で本国へ送ることも可能だろう。

――ここで必死にこいつを倒しても、そのあとテナルディエ公を討ち取れる兵力が残っていなければ意味がない。

　二度続けて援軍が現れたという事実が、クレイシュに強い疑念を抱かせていた。

　さらに三十近い数字を数えるほどの時間『赤髭』は悩んだあと、渋々といった調子で全軍に後退を命じた。ことさら隙を作り、追いすがる敵に強烈な反撃を叩きこんでやろうという小細工をしてみたが、敵は一兵たりとも乗ってこなかった。

「なんとつまらん。一人か二人ぐらい勇敢さと無謀さをはき違えた者はおらぬのか」

　クレイシュは遊び相手を得られなかった子供のような顔をして、丘を包囲していた三つの軍に合流を命じる。それから損害を訊いた。

　六千ほどの戦死者が出ているという報告に、しかめっ面をつくる。思ったより多い。

――先遣隊二万に本隊三万……。五万の軍が、三割以上を失ったか。

「まあ、まだ三万と四千近くは残っているわけだ。目の前の敵の三倍近い」

　しかし、クレイシュはその日はもうそれ以上の行動はしなかった。柵と濠を巡らせた幕営を築かせ、兵の手当てと休息を指示する。

　まだ戦意を失ってはいない。ただ、今後の方針を決定づける報告が、彼の計算ではそろそろ届くはずなのだ。

　翌日の朝、遠く本国から馬を飛ばしてきた伝令が、クレイシュに告げた。

「海からブリューヌ南部の港を攻めた我が国の船団は、テナルディエ公爵に敗れました」

「そうか。つまり、私はこの三万四千で目の前の敵を破り、テナルディエ公も破って南部一帯と港町を確保し、本国の援軍が到着するまで耐え忍ぶということになるのだな」

　はっははと幕舎内に哄笑を響かせたあと、クレイシュはあっさりと撤退を決断した。

――私一人の失敗ということにならないのであれば、かまわん。

「ああ、そうだ。ティグルヴルムド＝ヴォルンについて調べないといかんな。それと、やつをせいぜい派手に褒め称えてやるとしよう」

　兵たちに撤退を指示する一方で、クレイシュはそんなことを考えた。ティグルの調査はともかく、称賛することについては二つの理由がある。

　一つは、それによってティグルを妬む勢力が現れることの期待。クレイシュとしては、テナルディエやガヌロンとおもいきり噛みあってほしいところである。

　もう一つは、見栄だ。

「黒騎士ロランを失おうと、彼に勝るとも劣らない若き英雄あり。ブリューヌの威風は健在なり、というわけだ。うむ、これなら私の名誉につく傷も小さくできよう」

　かくて、ムオジネル軍はアニエスの街道を通って整然と撤退していった。

「オルメア会戦」はここに終結した。









　　　５　　　明かされる真実














　ティグルはマスハスやオージェとの再会を素直に喜んだものの、彼を取り巻く状況は依然として気を抜くことのできないものだった。クレイシュが認識していたように、数だけを比べればムオジネル軍はまだティグルたちの三倍近くいたのだから。

　負傷者を後方に下げ、難民たちをその後ろで守り、陣形の再編に尽力する。そうして敵の出方を見守っていたところ、ムオジネル軍は街道に沿って後退を続け、ついにはアニエスの砂岩の向こうへ姿を消してしまった。

　それでもなお警戒していたティグルたちのもとに、ムオジネル軍の使者が現れたのだ。思案した末に、ティグルは自分とリュドミラ、マスハスの三人で使者に会うことにした。

　リュドミラがともにいればジスタート軍が協力者であることを印象づけられるし、面倒な交渉になればマスハスが助言してくれるだろうという考えからだった。

　また、ルーリックもジェラールも疲れきっていたし、オージェには貴族たちをまとめてもらわなくてはならなかったという事情もある。

　ともあれ、幕舎に迎え入れられた使者は次のように述べた。

「私はムオジネル王国の王弟クレイシュ＝シャヒーン＝バラミールの御言葉を伝えにまいりました。――ヴォルン伯爵。貴君の勇戦、また諸貴族や騎士たちを束ねる人望、民を守らんとする気概に、心から敬意を表する。ブリューヌは弓を蔑視している国だと思っていたが、それは誤りであった。戦場を埋め尽くす兵たちの頭上を越えて、目標をあやまたず射抜く貴君の弓の技量、我が国の古い伝承にある『流星落者シーヴラーシュ』ではないか……」

　流星落者とは『流星さえも射落とす者』という意味であり、ムオジネルにおいて優れた弓の使い手に贈る称賛の言葉だ。しかし、それを知ったティグルの内心は複雑だった。

――銀の流星軍シルヴミーティオの指揮官に対して、その異名はどうなんだろうか……。

　使者はなおも口上を続け、聞いている側がうんざりするほどの美辞麗句を並べ立て、己の敗北を認めてまでティグルを称賛し、それをすませると去っていった。

　リュドミラは心の中でこそ冷淡な罵倒を浴びせたが、表面上は礼儀正しく応じた。これ以上ムオジネル軍と戦い続ける余力はない。不用意な台詞は吐けなかった。

「――ティグル」

　使者が立ち去ってから三十を数えるほどの時間が過ぎたあと、マスハスがティグルの肩をぽんと叩いた。

「おぬしの、勝ちだ。おぬしが民を守ったのじゃ」

「……信じていいんでしょうか」

「まず間違いない。罠と考えるには、敵は離れすぎておる」

　マスハスが笑いかけて、ようやくティグルも安心できた。

「マスハス卿。申し訳ありませんが、しばらく休ませてもらえますか。その間のことをお願いしたいのですが」

「うむ。おぬしは本当に戦い詰めだったからな……。わしに任せてしっかり休むといい」

　マスハスは灰色の髭を撫でながらうなずくと、上機嫌で幕舎を出ていく。

　ティグルの隣に立っていたリュドミラも、オルミュッツ兵のところへ戻ることを伝えようと口を開きかけ――目を丸く見開いた。

　ティグルの身体がぐらりと傾いて、リュドミラに倒れかかってきたのだ。

「ちょっ……な、何!?」

　小柄なリュドミラが、しかも不意を突かれては全体重でのしかかるティグルを支えることは不可能だった。小さく悲鳴をあげて、リュドミラはその場に尻もちをつく。絨毯の上で、痛みがほとんどないのは幸いだった。

「何をするのよ、あなたは――」

　文句を言ってやろうとティグルの肩をつかんで引きはがしかけたリュドミラは、そのとき聞こえてくる寝息に気づいた。

　ティグルは完全に、眠りの世界へ旅立っている。

――ラヴィアスでつついて起こしてやろうかしら。

　そんなことを考えながらリュドミラはティグルの寝顔を覗きこむ。彼女の顔に浮き出ていた怒りが消えて、真面目な表情でリュドミラはティグルを見つめた。髪は乱れ、顔中に細かな傷や凍傷の痕がある。目の周りや頬には疲労の色が濃い。

「……あなたは、ずっと戦ってきたのよね」

　テリトアールから軍を率いて何日も馬を飛ばし、砂岩だらけのアニエスに潜んで戦い続け、戦場がオルメアに移ってもなお最後まで、この若者は戦場にあり続けたのだ。しかも、常に万単位の敵を相手にして。その重圧は尋常なものではなかっただろう。

「何事ですか」

　幕舎の外から、問い質す兵の声がした。ティグルが倒れこんできたときの物音のことだろう。リュドミラが何でもないと答えると、兵士は納得して引き下がったようだった。

　耳元で大声を出してしまったにもかかわらず、ティグルが目を覚ます気配はない。リュドミラは微笑むと、姿勢を直してティグルを抱きしめる。

「あなたの意地、たしかに見せてもらったわ」

　ティグルに協力して正解だったと、このときリュドミラは心から思った。

　接触したきっかけが打算なのだから、どうしてもそういう方向での考えは湧く。今後、ティグルは大きな勢力を占めることになるのは間違いないし、彼の誠実さに訴えれば、今回の貸しなどすぐに戻ってくるだろうと。

　しかし、リュドミラにとってティグルは、そうした打算を抜きにしても好ましいと思える相手になった。そのことが素直に嬉しかった。

「あなたはとても頑張ったわ。素敵だったわよ……ティグル」

　最後のティグルという呼称は、エレンがそう呼んでいたことを思いだしてのものだ。実際にそう口ずさんでみると思ったよりも気分は悪くなかったが、一方で妙に恥ずかしくなって顔が赤く染まり、胸のあたりが熱くなる。

　考えてみれば、同じ戦姫のソフィーとサーシャぐらいしか愛称で呼んだことはない。ましてや親しく愛称で呼びあうような異性など、この十六年の人生ではいなかった。

　小さなころは戦姫の娘として恭しい態度で彼らは接し、戦姫になれば、やはり臣下たちは恭しい態度で接してきた。リュドミラも、半ば当然のこととしてそれを受け止めてきた。

――でも……こういうのも悪くないかもしれないわ。

　ティグルには、竜具と引き合う不思議な漆黒の弓がある。その点を見れば、戦姫と対等であると言えなくもない。

　リュドミラはそっと微笑を浮かべて、ティグルの髪を優しく撫でた。

「おやすみなさい、ティグル」

　ほどなく、リュドミラも身体の力を抜いてティグルとともに倒れこむ。そのまま静かに寝息をたてはじめた。







　四半刻ほどが過ぎたころ、ティグルの判断をあおぐために幕舎を訪れたジェラールは、絨毯の上で抱き合うようにして眠りこけている二人を発見し、見なかったことにして幕舎を出た。

　さらに、彼は見張りの兵士にティグルが眠っていることを告げ、明日の朝まで誰であろうと立ち入らせないように厳命し、どうしても必要な場合は自分を呼ぶことと付け加えると、楽しそうに立ち去ったのだった。
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　ジェラールの配慮のおかげというべきか、ティグルが目を覚ましたのは翌日のまだ夜も明けないころである。自分に何かあたたかいものが触れているのは漠然とわかったが、あたりは暗く、ティグル自身まだ意識はぼんやりとしていた。

　しばらくの間、とくに意味もなくその何かを撫でまわし、やわらかいなという感想を抱く。まだ寝ぼけていた。疑問を持ったのは、甘い匂いが鼻をついたのと、かすかな声の混じった吐息が聞こえたときだ。

　目を開ける。幕舎を包む闇に慣れるまでだいぶ時間がかかったが、そのおかげでティグルの意識も次第にはっきりしてきた。

――このあたたかいものは……？

　闇に慣れた目が、自分に寄り添うように横になっているリュドミラを認識する。しかもティグルの左手は彼女の背中へとまわされ、右手は彼女の胸を揉みしだいていた。だからやわらかかったのかと非常にどうでもいいことをティグルは思った。

「……いつまで触ってるの？」

　吐息が途切れて、不意に、声。ティグルの口からしゃっくりにも似た悲鳴が漏れた。彼女の胸に触れていた右手が掴まれる。

　ゆっくりと、リュドミラが目を開けた。

「寝ぼけてるなら仕方ないかと思ったけれど……どうして触ったの？」

「や、やわらかかったから……？」

　まるで頭が働かず、声が上ずって答えが疑問形になってしまった。

　しかし、本当にそれ以外に理由が思いつかないのだ。毛の長い犬の身体が気持ちよくて顔をうずめることがあるだろう、というたとえを思いついたが、口にした瞬間ひどい目にあいそうな気がしたので黙っておく。

「それじゃ――その身体の反応は、何？」

　リュドミラの冷たい視線がティグルの腰より下へと向けられる。たとえ真実を説明しても、決して理解されず、納得もしてもらえない光景が、そこにはあった。

「……ちょ、ちょっと待ってもらえないか。冷やせば落ち着くから」

「手伝ってあげましょうか？　凍とう漣れんなら一瞬よ。凍って腐り落ちるかもしれないけれど」

　ティグルはそれには答えず、のろのろと身体を起こすと平謝りに謝った。

「――まあ、いいわ。あなたと並んで寝ていた私にも非はあるでしょうから」

　そうリュドミラが言ったのは、ティグルが謝ってから一千を数えるほどの時間が過ぎたころだ。つまるところ反省と謝罪で許してもらえたわけで、軽いといえば軽い。

「許してくれるのか？」

　意外だという顔でティグルが尋ねると、リュドミラはため息混じりにうなずいた。

「いま言った通りよ。本来なら腕の一本ぐらいは落とすところだけど、許してあげるわ」

　ティグルはもう一度、彼女に礼を述べた。それを半ば聞き流してリュドミラは立ち上がる。凍漣を持って幕舎の外へ足を向けた。ティグルを振り返る。

　彼女の顔が赤く染まっているように見えたが、はっきりとはわからなかった。灯りのない幕舎の中だ。錯覚かもしれない。

「あなたもついてきなさい」

　ティグルは立ち上がり、黒弓を持って彼女に続いた。

　幕舎を出ると薄闇に覆われた空の下、数百近い幕舎と篝火がティグルの視界に展開していた。空気は冷たく、息は闇の中で白くなる。

　すぐそばにいた見張りの兵士を呼んで、ティグルは状況を尋ねた。

「ヴォルン伯爵が休まれてから、ですか？　いえ、とくに何も。兵のほとんどが同じように倒れてしまったので、まだ動くことができた騎士たちが、幕舎を集めて幕営を再編したり、ぐらいでしょうか」

　激戦だったのだということを、あらためてティグルは思い知らされた。リュドミラはオルミュッツ兵の幕営の場所を訊いて、そちらへ向かう。当然のようにティグルの同行を求めてだ。ティグルもおとなしく彼女に従った。

「これから、どうするんだ？」

　肌寒い暗がりの中を歩きながら、ティグルはリュドミラに尋ねた。

　思いだしてみれば、彼女はブリューヌの内乱においてどの勢力にも関わらず、中立を保つと宣言した。それに従うなら、ここでお別れということになるだろうか。

　ところが、リュドミラの返答はティグルの予想とは異なるものだった。

「まだエレオノーラは帰ってこないようだし、いくつかこちらの提案を呑んでくれるなら、もう少し協力してあげても――」

　リュドミラはそこで言葉を途切れさせ、ある方向に鋭い視線を向ける。ティグルもつられてそちらを見た。

――何だ、あれは……？

　連なる幕舎の間に、人影が一つ。だが、それを目にした瞬間、ティグルの背筋を強烈な悪寒が走り抜けた。まるで闇の中を覗きこんだような感覚にとらわれて声が出ない。

　それは他の兵士や篝火の影よりもあきらかに濃く、そして異質だった。

「……夜明け前がもっとも暗い、といわれるけれど」

　怪異を目にしても、リュドミラはティグルよりいくらか落ち着き払っているように思われた。しかし、よく見れば彼女の表情には余裕がなく、額に汗がにじんでいる。

　その影は、にたりと笑った。かと思うとくるりと背を向けて、音もなく歩いていく。リュドミラは視線を険しいものにして影を追った。ティグルはとっさに事態についていけなかったが、急ぎ足でリュドミラに続く。

「あれは……何なんだ？」

「昔、母から教わったことがあるわ。死霊、怪物、魔物の類……実際に、この目で見るのははじめてだけど」

　リュドミラの手にしている凍漣が白い冷気を発して持ち主の身体を守るように包む。

「放っておくわけにはいかない。……あなたも、ついてきて」

　ティグルへかける言葉に若干の間があったのは、彼女なりに悩んだためだった。ティグルもようやく気を取り直してうなずく。

――怪物、魔物……そんなものおとぎ話のことだと思っていたが。

　自分の手にある漆黒の弓を、強く握りしめる。おとぎ話を、ティグルはすでに手にしているのだ。まして戦姫であるリュドミラの言葉を、否定する気にはなれなかった。

　影はどういうわけか兵士たちには認識されていないようで、軽い足取りでどんどん先を歩いていく。

――俺たちしか気づいていないということは……こいつの狙いはリュドミラか、俺か。

　リュドミラの台詞から考えても、戦姫である彼女を狙っている可能性は高い。だが、自分という可能性も考えておくべきだった。

　いざとなれば、この弓の力を使ってでも彼女を助けるとティグルは決意を固める。

　守るのではない。ともに戦うのだから。

　影を追ったティグルたちは、いつしか幕営を離れて夜明け前の草原に立っていた。

　突然、影が足を止めてこちらを振り返る。影が薄くなり、一人の若者の姿が浮かび上がった。短い黒髪に緑色の布を大雑把に巻きつけ、中肉中背で襟えりや袖に毛皮をあしらった厚手の服をまとっている。

「――凍漣の主もいっしょか。まあいいか」

　明るい笑みを浮かべて、その若者は独り言のように言うと奇妙なかまえをとった。両脚を大きく広げ、身体をおもいきり前に傾ける。

「来てもらうよ、少年」

　若者はティグルに笑いかけ、不自然なその体勢から地面を蹴った。一瞬後、彼の身体は空中にある。人間には不可能な跳躍力であった。

「離れなさい！」

　リュドミラが叫び、氷の槍をかまえて男を迎え撃つ姿勢をとる。

「邪魔だよ、凍漣の主」

　男は薄い笑みを浮かべた。重力に従って落ちてくる男を狙い、リュドミラは鋭く槍を突きだす。しかし、その一撃を男は素手で弾いた。その上、弾いた際の反動を利用して空中で姿勢を変える。リュドミラの頭部に蹴りを叩きこもうとした。

　青い髪の戦姫は手の中で槍を回転させ、男の蹴りを防ぐ。ほぼ同時、ティグルが弓に矢をつがえて射放った。呼吸を合わせるかのように、リュドミラが槍を薙ぎ払う。

　驚くべき光景がまたも出現した。男は凍漣の穂先を素手で受け止め、自分に向かってきた矢を、大きく開けた口から突き出した舌で払い落としたのだ。その一瞬、男の舌はティグルの腕よりも長くなっていた。

「何だ、ふつうじゃないか」

　残念そうにつぶやくと、男はリュドミラの槍を軽く蹴って空中で回転し、二人から離れたところに着地する。ティグルもリュドミラも、すぐには動けなかった。いまの、あまりにも人間離れした光景は衝撃的過ぎた。

「おまえ……何者なんだ？」

　かすれた声でのティグルの問いかけに、男は笑ってあっさりと応じた。

「ヴォジャノーイ。仲間内じゃ、そう呼ばれてる」

　その名前は、ティグルも聞いたことがある。おとぎ話に出てくる怪物の名として。

「私の知る昔話だと、ヴォジャノーイは蛙の魔物ということだったけれど……」

　ヴォジャノーイとの間合いを慎重にはかりながら、リュドミラが言った。

「異常な跳躍といい、長い舌といい、実に蛙らしいわね。あなたは」

　魔物の名を持つ若者は、それには答えず肩をすくめただけだった。

「凍漣の主。僕は、おまえには用はないんだ」

「あらそう。でも残念ね。私にはあるの」

「へえ。どんな？」

　軽口を叩くリュドミラに、ヴォジャノーイも軽口で返す。リュドミラは不敵な笑みを浮かべて答えた。

「このラヴィアスは『破は邪じゃの穿せん角かく』と呼ばれているわ。先代の戦姫も言っていた。これは魔を討つものでもあると。そして、いま、私の目の前に『魔』はいる」

「ああそう。やってごらん」

　嘲ちょう笑しょうを浮かべて、ヴォジャノーイはリュドミラを挑発する。ティグルは矢筒に手を伸ばしながら、ひとまず様子をうかがうことにした。

――あいつは俺に来てもらうと言った。狙いは、俺なんだ。

　理不尽さに頭が混乱する。まさしく人間の皮をかぶったような、こんな怪物に狙われる覚えはない。あるとすれば。

――この弓だ。

　ティグルの手にある黒弓。エレンとともに竜を貫いたあの日から、この弓はティグルを途方もない世界へ連れていっているように思える。それとも、これはもっと前から決まっていたのか。自分が弓を扱うようになってからか、あるいは生まれたときすでにか。

――落ち着け、俺。

　自分を叱しつ咤たする。弓を選んだのは自分の意志だ。家宝が弓だったからではない。亡き父に強いられたのでもない。それに、自分はこの弓の力に触れて驚きながらも、これを捨てなかった。この弓があったからこそ、できたことがどれほどあっただろう。

　ティグルが葛藤している間にも、リュドミラとヴォジャノーイの戦いは続いている。

　リュドミラが次々に繰り出す槍の一撃を、ヴォジャノーイは素手で受け止め、弾き、受け流す。槍先から放たれる冷気には顔を歪めたが、それを除けば表情といい態度といい、余裕に満ちていた。

　一方で、リュドミラは肩で息をしはじめている。

　戦の疲労が抜けていないこともあったが、それ以上に得体のしれない相手と対峙しているという精神的な消耗の方が大きかった。

　衝突。リュドミラとヴォジャノーイは同時に後退し、距離をとる。その瞬間、ティグルは矢筒から矢を三本引き抜くと、まとめて弓につがえて力強く射放った。矢は三本とも正確にヴォジャノーイへと飛んでいき、その早業にリュドミラだけでなく怪物も目を瞠みはる。

　しかし、ヴォジャノーイが感心したとしてもそれはほんの一瞬だった。小さく息を吸うと、怪物は口から何かを吐きだす。それは毒々しい紫色をした液体だった。液体は空中で飛散し、ヴォジャノーイに向かっていた矢にことごとく命中する。

　水が蒸発するのにも似た不気味な音を響かせ、ティグルの射放った矢は溶け崩れて地面に落ちた。酸のようなものを吐いたのだと、ティグルとリュドミラは理解する。

　ティグルは新たな矢を用意しながら、リュドミラへと駆け寄った。まだ、彼女は呼吸を整えきれていない。

「だいじょうぶか？」

「私の心配なんてしてる暇はないでしょう。狙われているのはあなたよ」

「それだけ喋れるなら、問題なさそうだな」

　無理矢理にでも笑みを作る。

　ようやく、ムオジネル軍を撃退したのだ。こんなところで怪物などにつきあっている暇はない。リュドミラをこんな怪異につきあわせたくもない。

　ティグルは弓をかまえながら、青い髪の戦姫にささやいた。

「あいつの動きを止めることができるか？　一瞬でいい」

「……その弓で、どうにかするってことね」

　リュドミラは、ティグルの狙いをすぐに悟った。もともとティグルの黒弓に何かしらの力があると考えて、ここまで来たのだ。この凍漣の主は。

「いいわ。あなたを信じてあげる」

　ティグルは短くありがとう、とだけ言って、ヴォジャノーイへ矢を射放つ。しかし、ヴォジャノーイはつまらなそうに手だけでそれを弾いた。

「……もしかしてさ、君、その弓を使えないの？」

　不審そうな顔で、さぐるような視線をティグルに向ける。ティグルの額に汗がにじむ。

「少なくとも一度は使っているはずなんだけどな……。不安定なのかな。使えないんだったら、手足をもいでいこうか。死んでなければいいって話だし」

「何が目的なんだ？」

　余計なことを言ってしまわないように言葉を選んで、ティグルは訊いた。もしも自分がこの弓の力を使えないと思われているなら――その方が、有利だ。

「君と、その弓」

　ヴォジャノーイはさわやかに笑って簡潔に答えた。

「じゃあ、こうしようか。君が来てくれれば、そこの凍漣の主は見逃してあげよう」

「――お断りだわ」

　答えたのはティグルではなく、リュドミラだった。氷塊と水晶の槍を下段にかまえて地面を蹴ったかと思うと、恐ろしい速さでヴォジャノーイとの距離を詰める。竜具の力で地面を凍らせ、その上を一気に滑ったのだ。

　速度を一切緩めず、腰を低くしてリュドミラはヴォジャノーイに肉迫した。渾身の突きはしかし、尋常ならざる跳躍によってかわされる。だが、リュドミラは人間の姿をした怪物を逃がすつもりはなかった。

「――空さえ穿ち凍てつかせよシェロ・ザム・カファ」

　地面に突き立てた氷の槍から放たれる膨大な冷気が、リュドミラの周囲に六角形の結晶を描く。氷に覆われた地面に鋭くとがった氷の槍が無数に生まれ、空へと突きあげた。

　ヴォジャノーイの表情から、はじめて余裕が消えた。自分に迫る幾本もの氷の槍を拳で破壊し、足場にして姿勢を変え、逃れようとする。

　そこに、ティグルが矢を放った。弓の力を使っていない、ただの矢だ。速くもない。それゆえにヴォジャノーイは軽視した。手で無造作に振り払う。

　直後、硬い音が響いてヴォジャノーイの動きが一瞬止まった。一本の矢が、怪物ではなくその服の裾を貫いて氷に縫いつけている。

　ティグルの射放ったものだった。一本目ははじめから囮おとりにするつもりで、速さに緩急をつけて二本の矢を立て続けに射ったのだ。

　そして、リュドミラが、己の作りあげた氷の槍を滑るように駆けあがってヴォジャノーイに接近する。ヴォジャノーイは紫色の酸を口から吐いたが、それはリュドミラに届く前に凍てつき、粉々に砕け散った。

　氷の槍と怪物の拳とが衝突する。鉄塊同士を叩きつけたような轟音とともに閃光が炸裂した。小さな悲鳴とともに弾き飛ばされたのはリュドミラだった。

「凍漣の主！　おまえはここで――！」

　かたづける、とまでヴォジャノーイは言えなかった。力を全身で感知して声を呑み、怪物は目を丸く見開いてそちら――ティグルを見つめる。

　ティグルは黒弓を握りしめ、矢をつがえてヴォジャノーイを狙っていた。

　その鏃やじりには、黒い輝きを放つ力が集束しつつあった。

　焦りを覚えたヴォジャノーイとは対照的に、ティグルの気分は不思議なほど落ち着いている。青い髪と瞳の戦姫が自分を信じてくれたからか。それともこの弓の力に慣れてきたからなのか。ともかく、ティグルの中ではっきりしていることがあった。

　いま、ティグルははじめて自分の意思で、一切のためらいなくこの弓の力を行使しようとしている。全身を襲う重圧にも耐えることができていた。

　地面に降り立ったリュドミラの凍漣が光を帯びる。その穂先から生みだされた白い冷気は、六角の結晶を形作ると音もなく鏃へと吸いこまれていった。そして、鏃が変形する。氷塊を削りあげたかのような鋭さと、闇を閉じこめた水晶のごとき静けさをはらんで。

　ようやく、ヴォジャノーイは気づいた。リュドミラの竜技さえも、囮だったことに。

――吹き飛べ……！

　強い意志を込めて、ティグルは矢を射放つ。凍気をまとった漆黒の矢は、矢とは思えぬほどの速さでヴォジャノーイを襲った。

　怪物の目は自身に迫りくる矢を正確に捉え、叩き落とそうと拳を振るう。

　刹せつ那な、ヴォジャノーイの右腕――肘から先が凍りつき、粉々に砕け散っていた。それと認識したときには、膨大な冷気をはらんだ鏃が怪物の胸元に突き立っている。

　空中で姿勢を変えることすらできぬまま、ヴォジャノーイの身体は鏃を中心にすさまじい勢いで凍りついていく。そして、音もなく吹き飛んだ。

　霧が朝日に溶けるように、氷の粒の集まりと化した魔物の身体は大気に霧散していく。

――やった……!?

　途端に、ティグルの身体を強い脱力感が襲う。立っていられなくなり、その場に膝をつくティグルにリュドミラが駆け寄ってきた。青い髪の戦姫は、驚愕さめやらぬといった表情でティグルを見下ろす。

「……いまのが、あなたの弓の力？」

　ティグルは気怠そうな表情でどうにかうなずいてみせた。リュドミラは気遣うように眉根を寄せてティグルに手を差し伸べる。

「立てる？」

「……この前は、気を失った。それに比べれば……」

　意識があるだけまだまし、とまでは続けられなかった。考えるのも言葉をさがすのもひどく億劫で、可能ならいますぐこの場に寝転がりたいほど身体が重い。

「仕方がないわね」

　リュドミラはティグルに肩を貸す。彼女の方が小柄なため、ティグルの足を若干引きずる形になった。ティグルは苦笑気味にありがとうと礼を述べる。

「たいしたことじゃないわ。それにしても、現実のこととはまるで思えないわね……」

「誰に話してもわかってもらえそうにないしな……。やつの正体も不明のままだ」

「私だけでは……あなたの力がなければ、倒せなかったわ」

　すぐそばにあるティグルの顔を横目で見つつ、かすかに頬を染めてリュドミラが礼を言おうとしたときだった。大地を震わせる馬蹄の轟きを、二人の耳はほぼ同時に捉える。顔を上げると北の方に騎影が見えた。それも一つや二つではない。一千近い大軍だ。

「……敵？」

「いや、違う」

　リュドミラの不安を、ティグルはやんわりと拭い去る。これだけの数に、音だ。幕営の方はもっと早くに気づいているはずである。しかし、静かなままだ。

　はたしてティグルの予想は当たった。東の空の果てにようやく姿を見せはじめた太陽の光が、彼らを照らす。そこにひるがえる軍旗は黒竜旗ジルニトラだった。

　黒く巨大な雲のごとき騎兵集団の中から、二つの騎影がこちらへ向かってくる。

「ティグル！」

　懐かしささえ感じる白銀の髪、紅の瞳。エレンだった。その隣で馬を走らせている娘は愛想のない無表情に、頭部の左側で結んで流している艶のない金色の髪。リムだ。ティグルも力を振り絞り、彼女らに向かって手を振る。

「いま戻っ――」

　ティグルであることを確認し、笑顔で馬を走らせてきたエレンだが、唐突にその表情から明るい笑みが消えた。それまでよりも馬を急がせながら、あからさまなほど不機嫌そうな表情で近づいてくる。

　ティグルたちから数歩のところまで近づくと、エレンは馬を止めた。馬上から険しい視線を浴びせる。ティグルは彼女のその態度に戸惑った。

「何のつもりだ、貴様」

　ティグルは首をかしげ、すぐに、それが自分に向けられたものではないことに気がついた。

「何のことかしら？」

　彼女に支えられている右腕が瞬時に凍りついたかに、ティグルには思われた。それほどまでにリュドミラの声は冷たく、吐く息すら凍気を帯びている。

「おまえにもわかるように、丁寧に聞いてやろう。なぜ、おまえがティグルに肩を貸している？　それとも、さらって引きずって連れ帰る途中だったりするのか？」

　一言ごとに、周囲の大気が冷たくなっていくような錯覚をティグルは覚えた。リュドミラは爽やかささえ感じさせる笑顔で答えた。

「私にとってとても大切なひとであるティグルに肩を貸すことの、何が不自然なの？」

「――いつからティグルなどと馴れ馴れしく呼ぶようになった？　あと大切なひとというのは何だ。この寒さでとうとう頭が働かなくなったのか」

　ティグルはといえば、一瞬ごとに緊張を増していく場の空気に圧迫されて一言も発せられずにいた。もしここで何か喋れば、それが何であれ二人の戦姫の気を惹いてしまう。そんな恐ろしい真似まねができるはずはなかった。

「あなたがいない間にいろいろとあったのよ。――いろいろと」

　最後の台詞を必要以上に強調して、リュドミラはエレンを挑発する。それからティグルの耳元にささやきかけた。

「ティグル。今度からそう呼ばせてもらうわ。あと、私のことはミラと呼びなさい」

「み、ミラ……？」

　つい、ティグルは普段の声量で発してしまった。それを聞き逃すエレンではない。乱暴な動作で馬から下りると、殺意に満ちた表情でティグルたちへ近づいてくる。

「ティグル。私はおまえに笑顔で再会できると思っていたのだが……違ったようだな」

「安心しなさい、ティグル。あなたのことは私が守るから」

　ティグルをそっと地面に座らせ、リュドミラ――ミラが、エレンの前に立つ。

　激しい視線をかわしている二人の戦姫を、どうしたものかという顔でティグルは眺めていたが、その肩を軽く叩く者がいた。振り返ると、地面に膝をついたリムが口にひとさし指をあてている。

　ティグルが言葉を呑みこんでうなずくと、リムはそっとくすんだ赤い髪の若者を背負った。長身の彼女は軽々とティグルを背負って立ち上がり、足早に、しかし不要な音を発さずその場から離れる。エレンとミラは睨にらみあったまま動かず、気づかない。

　しばらく歩いて戦姫たちから充分に離れたと判断したところで、リムは口を開いた。

「ご説明いただけますね、ティグルヴルムド卿」

　有無を言わせぬ強い声こわ音ねの中に、ほのかな怒りが垣間見える。彼女には叱られ慣れていたつもりのティグルだが、これにはたじろいだ。とはいえ、説明の必要は感じていた。

　ムオジネル軍が侵攻してから撤退するまでの顛末を、ティグルは説明する。疲労のためにとぎれとぎれになってしまったが、リムは辛抱強く聞き続けた。

「そういうことだったのですか……」

　聞き終えて、ようやく得心したようにリムはうなずく。そこでティグルは彼女に頼んで降ろしてもらった。どうにか足に力が入るようにはなってきていたのと、幕営の手前まで来ていたからだ。さすがに背負われているのを兵たちに見られてはきまりが悪い。

「いろいろと申し上げたいことはありますが……」

　そう前置きをしてリムはティグルに向き直ると、あたたかな微笑を浮かべて言った。

「まずは、おつかれさまでした。ティグルヴルムド卿」







　リムを伴って総指揮官用の幕舎に戻ってきたティグルを迎えたのは、マスハスだった。

「朝早くからどこをほっつき歩いておったんじゃ」

「……すいません。疲れていたとはいえ、早く寝すぎたようです」

　恐縮するティグルを渋じゅう面めんで叱りながらも、マスハスは若者の身体を本心から気遣っているようだった。それから老伯爵はリムとも挨拶をかわす。

「戦姫殿は戻られたか。しかしまあ、おたがい、よく無事で再会できたものだて」

「放っておけない方が幾人かおりますので」

　リムの返答に、マスハスは違いないと笑ったものだった。

「ところで、マスハス卿。こんな朝早くからどうされたのです？」

「うむ、それがな……」

　マスハスは一瞬言いよどんだが、二人の視線を受けて思い切ったように口を開いた。

「この幕営で、王子殿下によく似た者を見かけたという報告があってな。見た者の話では瓜二つどころではないと。そこで、おぬしに聞いてみようと思ったのだ」

「王子殿下に？」

　ティグルは眉をひそめた。そんな人物がいただろうか。あるいは二千弱の難民の中になら偶然いるということもあり得るが。

「そうじゃ。短い金色の髪に碧い瞳……」

　マスハスの言葉に、ティグルはなんとなく隣に立っているリムを見た。彼女も短くはないが金色の髪に、碧というほど鮮やかではないが青い瞳をしている。この髪も瞳も、ブリューヌ人にもジスタート人にも珍しいものではない。

「それだけでは……そのひとの名前などは聞かれなかったのですか？」

「うむ。それが……驚いている間に兵たちの間にまぎれて見失ってしまったそうじゃ」

　残念そうにため息をこぼすマスハスに、横からリムが口をはさむ。

「ですが、王子殿下は亡くなられたのでは？」

　マスハスはうなずいたものの、それは未練を多分に残した肯定だった。ティグルはどうしたものかと首をひねって思案する。

　そのとき、一人の兵士が中へと入ってきた。

「恐れ入ります。レギンという娘が、閣下にお会いしたいとのことですが」

――レギンが……？

　不意に、彼女の白い背中を思いだしてしまい、ティグルは慌てて頭を振って記憶を振り払う。リムとマスハスの不思議そうな視線を浴びながら、ティグルは彼女を通すよう兵士に告げた。

――しかし、こんな朝早くに会いたいなんて、どうしたんだろうか。

　兵士と入れ替わるようにレギンが幕舎に入ってくる。マスハスが絶句したのはその瞬間だった。目を丸く見開き、顎が外れるのではと心配になるほど口を大きく開け、灰色の髭を撫でようとして失敗して指先でむしりながら彼女を凝視する。

　そんなマスハスと、無表情でたたずむリムとを困惑気味に見てから、レギンは視線で助けを求めた。ティグルもマスハスに事情を聞きたかったが、ひとまず気にすることはないというふうに彼女に笑いかける。

「元気になったみたいだな。他の者から聞いているかもしれないが、ムオジネル軍は追い払うことができた。もう安心だ」

　それで気を取り直したらしいレギンは会釈をすると、真剣な表情をつくった。

「忙しいところ申し訳ないのですが……あなたと二人だけで話をしたいのです」

「二人だけ……？」

　突然の頼みに、ティグルは困惑を隠せずレギンを見つめる。彼女の顔には悲壮なほどの決意が揺れていた。わけありだろうとは思っていたが、よほどの問題を抱えているらしい。

「君が俺を信頼してくれているのはわかる。嬉しいと思う。だが、俺ひとりの力なんてたかが知れている。君の話というのが重大なものなら、俺はこの二人に相談することになる」

　ティグルの言葉に、レギンの視線が不安げに左右へと動いた。リムとマスハスは顔を見合わせる。ひとまず席を外しましょうかとリムが言いかけるのと同時に、レギンは意を決した顔になって口を開いた。

「わかりました。ただ、私がこれから話すことを、信じるかどうかはともかく、他言無用でお願いできますか」

　レギンの碧い瞳が、いつになく強い意思に輝いている。ティグルは彼女の態度に軽い驚きを覚えたが、わかったと答えた。マスハスとリムを見る。

「わかりました」

　ティグルが言うより早くリムがうなずき、マスハスも首肯する。それを見届けてようやく安心できたのか、レギンはティグルを見つめた。

「私は……私は、ついこの前までレグナスという名前で生きてきました。正確には……レグナス＝エステル＝ロワール＝バスティアン＝ド＝シャルルです」

　彼女がそう言い終えたとき、場を不気味な沈黙が支配した。

　ティグルとマスハスはもちろんジスタート人のリムでさえ、その名を知っている。

　レグナスが名、エステルは星を意味する尊称だ。ロワールとバスティアンは先祖からいただいた姓であり、最後のド＝シャルルはブリューヌ王国の初代国王シャルルを示す。

　たとえ冗談でも名のっていいものではない。発覚すれば、死刑を免れない重罪だ。

――でも、たしかに言われてみれば……。

　ムオジネル兵から彼女を助けだしたときに、見覚えがあると思ったわけだ。はじめから女性と認識していたため、レグナスに結びつかなかったのだ。

「……ひとまず、レギン殿として応対させていただきますが」

　最初に口を開いたのはリムだった。マスハスはといえば衝撃が強すぎたのか、口を開きかけては閉じるという行為を繰り返してばかりいる。落ち着くまで放っておいた方がよさそうだった。それに、いまはレギンのことが気にかかる。

「そう名のられるからには、それを証明するものをお持ちなのでしょうか」

　レギンは首を横に振る。リムはあてがはずれたような表情で首をかしげた。

「申し訳ありませんが、それではお話になりません。そもそもあなたは女性では……」

「――ティグル、いえ、ティグルヴルムド卿」

　リムから視線を外して、レギンはティグルを見つめた。

「六年前、ヴァンセンヌの狩猟場でのことをあなたは覚えていますか？」

「ヴァンセンヌ……」

　ティグルはおもわずその言葉を呟いていた。ヴァンセンヌの狩猟場は、王都ニースの東にある一帯を指す。草原や川、森があり、歴代の王はたびたび狩猟祭を催して国内の貴族や国外の賓客を招き、親しん睦ぼくを深めたとされる。

　六年前、国王ファーロンもやはり国内の貴族を招いて狩猟祭を行った。ティグルも父ウルスに連れられて参加したのだった。

「あのとき、あなたが狩った鳥を私はご馳走になりましたね。焼きたての、あたたかいものを食べたのはあれがはじめてでした」

　微笑を浮かべてのレギンの言葉に、ティグルの呼吸が一瞬止まる。そのことは、ティグルとレグナスしか知らないことのはずだからだ。

　ブリューヌ王国の狩猟祭は、槍を用いるか、鷹などの猛禽を使う。弓は、下男などが獣を主の前に追い込むために用いるていどだ。

　それもあってティグルは、国王と王子にお目通りしたあとはひとりで行動していた。父のウルスにしても、息子の弓の技量を示したいというのではなく、王族に挨拶をさせておくていどの目的しかなかったらしい。

　そうして何とはなしに森のそばを歩いていたティグルは、お目付け役の目を盗んで抜け出してきたレグナスに会ったのだった。

　さきほど挨拶をすませたばかりで、レグナスはまだティグルのことを覚えていた。加えて、くすんだ赤毛の少年の持つ弓が、十歳の王子の興味をそそったらしい。なにしろ弓を持っていた貴族の子息はティグルだけだったからだ。

　使えるのか、とレグナスに聞かれたティグルは、一羽の鳥を難なく射落としてみせた。

　目を丸くする王子をよそに、弓使いの少年は慣れた手つきで火を熾し、鳥をさばく。一連の作業を、レグナスは顔を目で覆いながらも指の隙間からじっと見続けた。

　食べるかと少年に聞かれて王子はためらったものの、こんがりと焼いて塩をふった肉をティグルがうまそうにかじる様子を見ていると、食欲が勝ったらしい。

　わずかな時間が過ぎたあと、鳥肉をかじりながら王子は興奮したように言った。焼きたての、あたたかいものを食べたのははじめてだ――と。

「君は……」

　ティグルの声が震えた。六年前の記憶を脳裏で呼び覚まし、目の前に立つレギンをまじまじと見つめる。あのことは、父のウルスにさえ喋らなかった。レグナスに秘密にしろと言われたからというのもあったが、狩猟祭が終わると急に怖くもなったのだ。

　なにしろ辺境の貴族の息子が、よりにもよって一国の王子を相手に対等に近い口をきいただけでなく、鳥を狩って得意がり、その場でさばいて怯えさせ、しかも自分が先に食べていたとはいえ、安全かどうかわからない肉を食わせたのだ。

　もしも王子が誰かにこのことを話していたら、ティグルどころかヴォルン家が潰されていた可能性は非常に高い。さらに、万が一王子が腹痛を起こしたりしていたら、間違いなくヴォルン家は地上から消滅していただろう。

「あの日以来、あなたの名と、あの喜びを忘れたことはありません。本来なら、あなたがムオジネル兵から助けてくれたときに、すぐ名のるべきだったのでしょう。ですが、私は恩人であるあなたにさえ気を許すことができませんでした。あなたが持ってきてくれたあの温かいスープを飲んだとき、申し訳なく思ったものです」

　その言葉で、ティグルはあのときのレギンの行動に納得した。毒の存在を、彼女は警戒したのだ。だから、ティグルが口をつけたスープを食べたがったのだ。

「信用していただけましたか？」

　レギンの言葉に、ティグルはうなずくしかない。マスハスはといえば、彼女の台詞だけでおおよその事情を察したのだろう、顔を真っ白にして苦しそうに胃のあたりをおさえている。あと一押しすれば、泡を吹いて卒倒するかもしれない。

　ティグルもいっそ倒れてしまいたかったが、そういうわけにもいかなかった。首を振って落ち着きを取り戻すと、彼女を見つめる。

「どうして、俺にそのことを？」

　男性と見るか女性と見るか、王族として接するべきか迷ったものの、結局いつもどおりの態度と口調でティグルは尋ねた。レギンはそのことをとくに非難せず、受け入れる。

「力を貸していただきたいのです。テナルディエとガヌロンを討ち、王都に帰還して陛下をお助けするために」

　強い意志を感じさせる表情で、きっぱりと彼女は答えた。

――むしろ、こちらが力を貸してほしい状況なんだが……。

　そのとき、幕舎が開いてエレンとミラが入ってきた。二人の戦姫はなおもおたがいを睨みつけていたが、幕舎の中に漂う雰囲気を見て不審そうに眉をひそめる。

　エレンは幕舎内を見まわし、レギンにぶしつけな視線を浴びせながら言った。

「誰だ、この女は」

　マスハスはついに気絶し、ティグルとリムはなんともいえない顔を見合わせた。







　リムに手伝ってもらってマスハスを介抱し、老伯爵が意識を取り戻すと、ティグルはレギンのことを、エレンとミラに説明した。さすがにことが重大すぎて、話さないわけにはいかなかったのだ。二人の戦姫の反応は非常に酷似しており、胡散臭い厄介者を見る眼差しをレギンに向ける。

「あなたがディナントで討ち取ったんじゃなかったの？」

「敗走する敵に追撃をかけている最中に、王子の戦死という話が聞こえてきたんだ。不自然さは感じたが、ブリューヌ軍は急いで撤退していったし、たしかめようがなかった」

「それに、ブリューヌは王子殿下の葬儀をしっかり執り行いました。あれでは疑わしい以上の感想を持ちようがありません。ローダント伯爵も証拠をつかめませんでしたから」

　リムも同意する。答えを求めて、三人分の視線がレギンに向けられた。彼女はといえば、エレンがディナントで戦った戦姫だとわかった途端、ティグルの背中に隠れ、小動物のように怯えている。

「だいじょうぶです、殿下。私を信頼してくださるなら、彼女も信頼してください。私は彼女に何度も助けられ、ともに戦場をくぐり抜けてきました。私は彼女を信じています」

　レギンをなだめるティグルの背後では、エレンがミラに対して無言で勝ち誇り、リムが情けないという顔で主を見つめていた。

　レギンはしばらく悩んだが、エレンをというよりティグルを信じることにしたらしい。背筋を伸ばしてエレンたちに向き直り、彼女らの視線を受け止めて口を開く。

「あれは、テナルディエ公爵とガヌロン公爵の共謀によるものです。戦場でならば、不自然な死に方でも戦死として押し通してしまえますから」

「そもそも、どうしておまえは女なんだ？　まだ王子の腹違いの妹とか言われた方が納得できるのだが」

　あぐらに頬杖をつくという行儀の悪い姿勢で、エレンが尋ねた。それはティグルたちも知りたいことだった。レギンは言いよどんだが、うつむきがちに答える。

「母と、私のためです。我が国では、王女に王位継承権は与えられません。それゆえに、娘しか産めなかった王妃は蔑視されます」

「それで王子だと偽ったの？　無茶な手を打つものね」

「まったくだ。幼いうちはそれでいいかもしれんが、リムやソフィーなみに胸が育ったらどうするつもりだったんだ。切り取るわけにもいかないだろうに」

「話を脱線させないでください、エレオノーラ様」

　エレンの感想を、リムが頬を赤らめて咎とがめる。ミラは憮ぶ然ぜんとした顔をし、ティグルは聞かなかったことにしようと決めた。

「しかし、テナルディエとガヌロンはおまえを殺しそこねたのに、戦死したなどと言ってしまったのか。案外間が抜けて……」

　そこまで言ってから、そうかとエレンは手を打った。

「殺したことにしてしまえば、ひとまずはそれでよかったのか。レギンでいいな？　王子が実は女だったということを知る者は、おまえの知る限りブリューヌに何人いる？」

「生きている者でいえば私、陛下、そして宰相のボードワンの三人です。ただ、テナルディエ公とガヌロン公のやり方を考えると、二人も知っていると思います」

　エレンとレギンのやりとりにティグルは首をひねっていたのだが、ようやく理解した。

――そうか。一度死んだことにしてしまえば、あとからレギンが出てきても、王子の名を騙る不届きな娘ということでかたづけてしまうことができる。証拠の品があっても、ディナントの戦場で拾ったのだろうと言って、押し切ればいい。

　テナルディエとガヌロンの権勢をもってすれば、そのていどのことは可能だろう。

「ディナントで、ジスタート軍の奇襲を受けて幕営が混乱しているとき、十人以上の刺客が私の幕舎を襲ったのです。護衛の騎士たちが命を捨てて、私とジャンヌを逃がしてくれました」

「ジャンヌというのは？」

「私が小さなころから護衛を務めていた女性の騎士です」

　レギンの肩が、怒りと悲しみとで震える。

「その後、私は王宮に戻ることを考えましたが、ガヌロン公の妨害に遭って王都に入りこむことさえできず、旅の中でジャンヌも失ってしまいました。誰かを頼るにしても、あなたがたのおっしゃったように、この身で信用を得ることは不可能といってよいでしょう」

「まして、テナルディエ公やガヌロン公を敵にまわすことになるのだからな。よほどの者でなければ、とっつかまえてどちらかに売り渡して終わりだろう」

　エレンの率直な言葉に、ティグルとようやく持ち直したマスハスは眉をひそめたが、否定はできなかった。

「いまの話だと、ガヌロン公はあなたが生きていることを知っているのか？」

　ふと気になったことをティグルは尋ねる。答えたのはレギンではなくマスハスだった。

「そういえば王都で王子殿下の葬儀を……失礼、偽の葬儀を執り行っていたのはガヌロン公でしたな。ということは……」

「ええ。彼は私が生きていることを知っています。ただ、王都に入れないようにした以外の妨害は何も仕掛けてこないようですが……」

「しかし、ディナントからどうしてこんなところまで」

　そのことに、ティグルは驚きを禁じ得ない。ブリューヌ東部をほぼ縦断する形だ。旅慣れた者でも楽ではないだろう。ましてや王女ならば。

「ジャンヌの故郷がアニエスにあるということだったのです。もし王都に入れなかったとしても、そこならだいじょうぶだと。それにブリューヌの北と西、南はガヌロン公かテナルディエ公の目が光っています。とうてい安全には思えませんでした」

「ティグルのことを知っていたのなら、アルサスに――」

「そのとき、彼は捕虜になっていました」

　エレンの言葉をさえぎって、金色の髪の王女は白銀の髪の戦姫に非難めいた眼差しを叩きつける。しかし、この台詞にはエレンよりもむしろティグルが恐縮した。

「その、申し訳ありません」

「い、いえ、あなたに非は……」

　深々と頭を下げるティグルに、レギンは慌てていたわりの言葉をさがしたが、すぐには出てこないようだった。割りこみづらい雰囲気が形成され、エレンとリム、ミラの不機嫌そうな視線が王女に集中する。

「殿下、お話の続きを――」

　どっしりと落ち着いた口調でこの場を救ったのは、ようやくこの事態を受け入れたらしいマスハスだった。ティグルの肩を軽く叩いてなぐさめると、王女に対してかしこまる。このあたりの貫かん録ろくは、まだ十代のエレンたちにはとうてい真似できないものだろう。

　レギンも気を取り直して口を開いた。

「ジャンヌにいろいろなことを教わっていたおかげで、私ひとりでもどうにか旅を続けることはできました。アニエスにたどり着き、彼女の生まれ育った村に腰を落ち着けたのですが……そこにムオジネル軍が攻めよせてきたのです」

　村人たちはこのようなときの行動を決めており、村を捨てて四方八方に散って逃げた。レギンもそうしたのだが、土地勘がないために迷い、ムオジネル兵の斥候に見つかってしまったのだった。

「あとは……あなたが知っている通りです」

　レギンが口を閉ざす。ティグルはなんとも言い難い顔で王女を見た。

　一方、エレンとミラはひどく面倒くさそうな顔をしている。

「それで、どうする、ティグル？」

「どうする、って？」

　エレンの質問の意味がわからず、ティグルは訊き返す。

「力を貸してと言われたそうだけど、はっきり言って邪魔よ」

　身も蓋もない台詞を言い放ったのはミラだ。エレンが同意を示して言葉を継ぐ。

「実は王子が生きてました、ガヌロンとテナルディエが殺そうとしたのです、と叫ぶとするだろう。その王子が女な時点で信用してもらえないどころか、王族の存在をでっちあげた本当の叛逆者になるぞ」

　その意見に、しかしティグルは懐疑的な表情で首をひねった。

「エレンとミラの言うことはわかるが……だが、王都にたどりつきさえすれば、何とかなるんじゃないか？　国王陛下は病に伏せておられるそうだが」

　その言葉に、ティグルの隣に座っているマスハスがむせた。見ると、老伯爵はかつてないほどの深刻な表情で、汗すらにじませて唸っている。

「マスハス卿？」

　ティグルが心配して声をかけると、マスハスは疲れきった顔で、声を絞り出した。

　マスハスが語ったのは、王子の戦死を聞いた国王が、テナルディエ公爵らに毒を盛られたこともあり、精神的にきわめて不安定な状況にあるということだった。

「それは……本当なのですか？」

　レギンは衝撃のあまり、顔を青ざめさせてぐらりとよろめいた。とっさにティグルが彼女を支えると、レギンはその腕にしがみついて倒れることだけはどうにかまぬかれる。

「残念ながら……」

　マスハスは顔を伏せる。絞りだすように言葉を続けた。

「さらに申しあげれば、まっすぐ王都へ向かうことは危険です。殿下に会わせぬために、テナルディエ公らが陛下とボードワンの命を奪いかねませぬ」

　ジスタートの娘たちは当然ながら落ち着いている。エレンは無言で首を横に振り、ミラは無理ねとそっけなく結論を出し、リムは苦しげに沈黙を貫いた。

　ティグルにしても苦しい状況だった。

　彼女が王子であることを、ティグルは知っている。だが、それは二人の記憶だけが証明してくれるもので、他者が共有できる性質のものではないのだ。

　レギンは黙って座っている。何が起きても受け入れようとするかのように。

　悩んだ末に、気になったことをティグルは尋ねた。

「どうして私に打ち明けてくれたんですか？」

　これに対する返答で、決めようと思った。

　レギンは静かに顔を上げ、ティグルを見つめる。

「あなたに、下心がなかったから」

「そうか？」

　ティグルは首をかしげた。ちなみに、レギンの向こう側に座っている三人の娘たちはどこか納得するようにうなずいている。王女は一つうなずいて口を開く。

「今日、あなたに打ち明ける前に、私はここの兵士やブリューヌの民に、あなたのことを聞きました。好意的なものばかりではなかったけれど……それでも、あなたには守りたいものがあって、そのために奮戦しているということが、伝わってきました」

　そのときのことを思いだすように、レギンは胸に手をあてて言葉を続ける。

「この状況でアニエスやオルメアの民を助けても、あなたに得はない。まして勝てるかどうかもわからない相手に。それでもあなたはここまで来て、戦った。私を助けてくれたときも、それに……私のお願いを聞いてくれたときも、あなたは乱暴をしなかった」

　お願い、と言ったときレギンはかすかに頬を赤らめた。その理由を理解して、つられるかのようにティグルも顔を真っ赤にする。

「何だ、そのお願いというのは」

　二人の表情と態度のかすかな変化を鋭く見抜き、エレンが眉をひそめる。

　レギンは口ごもったものの、身体を拭いてもらったことだと正直に述べた。エレンは怒るだろうかとティグルは身構えたが、彼女は意外な反応を示した。

「ずいぶん危なっかしいことをするな、おまえ」

　感心したような、呆れたような顔で彼女はレギンを見つめる。

「もしもティグルに襲われたら、おまえは何も言わないでここを去るつもりだったのか？」

　レギンは思いつめた顔でこくりとうなずいた。

「卑怯であることは承知で……。あのときの私には、他の手段を思いつけなかったのです」

――あのとき俺に謝ったのは、そうういうことか。

　ようやくティグルは納得した。レギンも彼女なりに必死だったのだ。リムとミラもいい顔はしていないものの、非難するというふうではない。

　ティグルは幕舎の薄汚れたランプを見上げて、内心でため息をついた。

　見捨てることはできないと思ってしまったのだ。

「レギン殿下、どんなことでもかまいません。殿下が、ファーロン陛下の御子であることを証明する方法はありませんか？」

　それがあれば、レギンは晴れて王都に凱旋できるだろう。

　エレンのおかげで自分がアルサスに帰ってこられたように、ティグルは彼女を王宮へたどり着かせてあげたかった。

　レギンは必死に記憶をさぐっていたが、何かを思いだして小さく声をあげる。

「ルテティア……」

「ガヌロン公の領地ですな。そこに手がかりがあるのですか」

　マスハスが丁重な態度で尋ねる。レギンはうなずいた。

「ルテティアの中心都市であるアルテシウムの地下に、始祖シャルルが天啓を得て、王となる決意をしたという洞穴があるそうです。そこには、王家の者だけが開けることのできる扉があるとか。この扉の存在については、王宮の書庫にも記録が残っています。それによって、王族であることの証明はできます」

　マスハスが難しい顔になる。リムもだ。二人に視線を向けられて、ティグルは考えた。

「事実の可能性は、あると思う」

　慎重な口ぶりで答える。

「始祖シャルルが振るっていたとされる宝剣デュランダルには、本当に不思議な力が備わっていた。王宮の書庫にも記録が残っている扉なら、信じる価値はある」

「ふむ。その扉で本当に証明できるなら、話が変わってくるな」

　興味が湧いたらしく、エレンが身を乗り出した。

「私たちは、そのことを喧伝してアルテシウムまで進むという手がとれる。妨害しようとする者は、それこそ逆賊呼ばわりできるぞ。こちらはただ、この娘が王族であることを証明しようとしているだけなのだからと」

「たしかにそうですね。そして、この方が王族であることが証明されれば、発言の信頼性が一気に高まります」

　リムもうなずいて同意する。

「ティグル、どうする？」

　楽しそうに紅玉の色の瞳を輝かせてエレンが訊いた。

「ここから西へ進んでネメタクムへ入り、テナルディエ公爵を討つか。北へ向かい、ルテティアを目指してガヌロンと戦うか」

　ティグルはすぐには答えず、この場にいる者たちの顔を順に見回した。

　エレン、リム、ミラ、マスハス、レギン。

　つくづく不思議なことになったと思う。助けてくれたり、頼ってくれたり。この場にいないティッタやバートラン、ルーリック、オージェやジェラールにしてもそうだ。

　彼らは、いつまでともにいてくれるのだろうか。いっしょにいてくれる間に、自分は彼らから受けたさまざまなものを返すことができるのだろうか。

　わかっていることは、一日も早くこの状況を終わらせなければならないということだ。

「――行こう。ルテティアへ」

　ティグルは考えたのち、はっきりとそう答えた。




　　　　　　　†




　ネメタクムの端の、木もまばらな荒野に、テナルディエ公爵は幕営を築いていた。

　彼が南の海でムオジネル軍の船団を撃退してから、数日が過ぎている。そして、その数日の間に、彼のもとにはいくつかの知らせがもたらされていた。

　ガヌロン公爵は、己の領地であるルテティアからまっすぐ軍勢を南下させてきた。王都ニースの脇を通り抜け、ムオジネル軍を撃退しようとする気配さえ見せず、ネメタクムに向かってきたのである。

　そして、この動きに気づいたスティードは、兵を率いてネメタクムから北上した。ネメタクムを戦場にするのを避けようとしたのだ。ガヌロン軍とぶつかりあったスティードは、犠牲を減らすような戦い方に専念し、後退に後退を重ねてネメタクム付近まで戻ってきた。

　テナルディエとしては、急いで腹心の救援に行き、そのままガヌロン軍を打ち破りたいところだったのだが、新たに届いた報告に、予定を変えてこの地に軍を向けた。

――もう一日待って、やつが来なかったら動かざるを得ぬか。

　兵士が報告に現れたのは、そのときだ。テナルディエは嬉々として立ち上がると、慌ただしく馬を駆ってそこへと向かう。

　詳しい場所は聞かずとも、一目でわかった。五頭の竜たちの姿は、とくに遮るもののないこの荒野では遠くからでもはっきり見えたのだ。

　テナルディエは勇んで馬を急がせ、竜のそばへとたどり着いた。

「……長らく、お待たせいたしました。閣下」

　五頭の竜。その先頭に立っていた老人がうやうやしく一礼する。ドレカヴァクだ。

「まったくだ。だが――」

　テナルディエは老人から視線を外し、竜たちを見上げる。

「期待以上のものを連れてきてくれたようだな」

　五頭のうち、三頭まではかつて見たことのある地竜だ。黄銅色の鱗をしている。

　もう一頭は鱗の隙間から長い体毛をはやして己の身体を覆っている火竜プラーニ。灰や炭、鉱物を常食し、その息吹は炎をまとって獲物をことごとく焼き尽くすとされる竜だ。

　そして、最後の一頭。他の竜よりも二回り以上大きい、まるで小さな山が動いているかのような圧倒的な迫力。分厚い鱗。そして、頭部が二つ。

「これが、双頭竜ガラ・ドヴァか……」

　テナルディエほど豪胆な男が、圧倒されて息を呑んだ。双頭竜は竜の中でもとくに珍しい種とされている。巨大で、凶暴で、堅牢で、同胞である竜でさえ襲って喰らい殺す。

　じゃらり、と重々しい鎖の音がテナルディエの耳朶じだを打った。火竜と双頭竜には鉄ともつかない黒い金属の首輪がはめられ、そこから伸びた太い鎖が竜の体躯に巻きついていたのだ。

「この鎖は、特別に造らせたものか？」

　そうとしか思えなかった。テナルディエはかつて、ムオジネルで象という生き物を見たことがあったのだが、それにつないであった鎖よりも、これは太く大きい。

「さようです。この竜ならば、かの戦姫を喰い殺すこともできましょう……」

　ドレカヴァクの淡々としたしわがれ声が、かえってテナルディエを信頼させた。

「ご苦労だった」

　勝利を確信し、テナルディエは凄絶な笑みを浮かべた。







　五頭の竜を軍に加えて北へと去っていくテナルディエ公爵を、ドレカヴァクは黙然と見送った。その表情は、どこか実験動物の動きを観察する学者に似ている。

「双頭竜とはまた奮発したねえ」

　不意に若者の声が響き、何の前触れもなく老人の背後に一つの影が現れた。

「結果は？」

　後ろを振り返りもせず、ドレカヴァクは短く尋ねる。影は徐々に膨らんでいき、人の形と輪郭をとりはじめた。十数えるほどの時間が過ぎたあと、そこにはティグルとミラに倒されたはずのヴォジャノーイが立っていた。

「いやなことを聞くねえ。やられちゃったよ。凍漣の主もいっしょでさ」

　遊びの結果でも報告するかのように気楽な口調で、ヴォジャノーイは老人の後頭部に笑いかける。袖の中から金貨を一枚取りだして、かじりついた。

「敗れたことは知っておる。『弓』の使い手について、思うところを聞かせよ」

「弱いね。でも、弓の腕前だけなら歴代でも一、二を争うんじゃないかな。あれが完全に使いこなせるようになったら面倒かもねえ。で、これからどうする」

　金貨をかじりながら、まるで緊張感のない表情と口調でヴォジャノーイは尋ねる。

「しばらく様子見じゃな。コシチェイも、またろくでもないことを考えているらしくての」

　ドレカヴァクの言うコシチェイとは、ガヌロン公爵のことだ。彼には、ガヌロンをそう呼ぶ理由があった。

　荒野の果てを見つめながらドレカヴァクはゆっくり歩きだした。









　　　エピローグ














　日が沈み、夜の訪れたオルメア平原には数千もの幕舎が展開している。

　銀の流星軍シルヴミーティオにオルミュッツ軍、三つの騎士団や貴族の手勢、さらにアニエスの難民と数もすさまじければ顔ぶれも多彩だった。

　月はすでに高くのぼっており、ほとんどの者は毛布にくるまって夜気に耐えながら夢の世界の住人となっていたが、責任のある者たちはまだそういうわけにはいかなかった。

「食事の配分はおまえの仕事だろう。お得意の数字でさっさとすませろ、ブリューヌ人」

「無駄口を叩く暇があったら、見回りでもしてきたらどうですか？　頭を使う仕事ができないひとは、その分、身体を倍使ってくださいよ、ジスタート人」

　ルーリックとジェラールは嫌味ったらしく雑務を押しつけあっている間に、夜を明かしてしまった。どちらにとっても不本意だったに違いない。

　そして、この軍の指揮官はもっと忙しかった。

　激戦の疲れもろくに癒えていないというのに、せめて挨拶をと幾人もの貴族や騎士がひっきりなしにティグルのもとを訪れるのだ。ティグルとしても、彼らに助けてもらったのだから断れるわけがない。

　マスハスやオージェ、オーギュストらが場をとりしきり、相手の数を制限してくれなければ、途中で倒れていたかもしれなかった。ようやくティッタやバートランと再会できても、ただいま、お帰りなさいませ、よくご無事で、と言葉をかわすのが精一杯である。

　その日の会見を終えると、ティグルは盛大なため息をついてその場に座りこんだ。ぐったりとしている赤い髪の若者を、二人の美しい娘が見下ろしている。エレンとミラだ。

「ティグル。私の幕舎へ来なさい。疲れのとれる、おいしい紅茶チャイをご馳走してあげるわ」

　からかいといたわりを溶けこませた、美しいというよりも愛らしい表情でミラが若者に手を差し伸べる。一方、エレンの行動はもっと直接的だった。ティグルの腕を引いて立ち上がらせる。

「あいにくだが、ティグルはいまから私と話がある。――行くぞ」

　だが、ミラもそれを黙って許すほどおひとよしではない。半歩身体をずらしてエレンの前に立ちふさがる。二人の戦姫は剣呑な視線をかわしあった。

「肝心なときにそばにいなかった女が、いまさら何の話があるっていうの」

「おまえこそ、恩をもっとも高値で売りつける機会を見計らっていたのだろうが」

「あなただって、無償で奉仕しているわけじゃないでしょう」

「値段を吊り上げようとしたことはないぞ、誰かさんとは違ってな」

　一語を発するごとに二人の口元は歪み、目つきが険しくなっていく。ティグルは仲裁の必要を感じないではなかったが、精神的な疲れが激しくどうにも億劫だった。

　挑発的な態度をとるエレンに、ミラが反論しようとして口を開きかける。

　オルミュッツ兵が幕舎を訪れたのはちょうどそのときだ。軍の統率や物資の管理などでミラの判断が必要になったと報告に来たのである。

「わかったわ。こちらの用事も終わったし、すぐに戻る」

　迷う様子もなくミラは答えた。公的な用事に対して自分の都合を優先させることを、彼女は好まなかった。だが、表情こそ変えなかったものの、青い瞳に残念がる色がよぎったのをティグルと、そしてエレンは見逃さなかった。

「……その、誘ってくれてありがとう、ミラ。君さえよければ、また次の機会に頼む」

　ティグルの言葉は、半ばは本心だとしても残りは慰めだったが、ミラは好意的な微笑でもって気にするなと言いたげにうなずいた。

　エレンは意外な拾いものをしてしまったというような、困惑混じりの顔でミラを見送ったが、すぐに気を取り直すとティグルに肩を貸したまま幕舎を出る。

「どこへ行くんだ？」

「別にとって食ったりはしない」

　幕営を出て、風の吹きわたる草原を二人はゆっくりとした足取りで歩く。篝火が遠くなってきたあたりで、エレンは足を止めた。

「――うん、このへんでいいか」

　エレンはそっとティグルの腕を離す。地面に若者を座らせ、その隣に自身も腰を下ろした。ふわりと周囲に舞った風は、彼女が手にしているアリファールが起こしたのだろう。

「半刻、とはいわん。おたがいに忙しい身だからな。だが、せめて四半刻ぐらいなら、何もせずにこういうところにいるのもいいだろう」

　ようやくティグルは理解した。彼女の話というのは、自分に幕営から離れたところで休息をとらせるためのものだったのだと。

　エレンは優しげな微笑を浮かべて右手をかかげる。彼女の手には、酒瓶があった。

「幕舎のそばに隠しておいたんだ。おまえを連れて出るときに拾ってきた」

「……気づかなかったな」

　ティグルが鈍かったのではない。それほどに消耗しており、またエレンがそばにいることで気が緩んでもいたのだ。

「その分では、幕舎の外がどうなっていたかも気づいていないだろう？　まだおまえに目通りをすませていないらしい者たちが、何人かうろうろしていたぞ」

　エレンは手にしていた酒瓶をぐいと呷あおる。酒気混じりの息を吐くと、不満そうに目を細めてティグルを軽く睨にらみ、ぶっきらぼうな声こわ音ねで続けた。

「本当は、もうすこし優しく連れてくるつもりだったのだがな。おまえときたら、つまらん女にくだらん誘惑をされて、だらしなく鼻の下を伸ばして……。あいつはな、私より背も低しい胸だって小さいんだぞ」

　さすがに返答に困ったティグルに、エレンはほら、と酒瓶を押しつける。

　ティグルは戸惑いと緊張とで顔を熱くしながら酒瓶を見つめた。彼女が口をつけた酒瓶から飲むというのに、言葉にしがたい恥ずかしさがある。

　しかし、エレンはといえば期待に満ちた眼差しで自分を見つめていた。

　数瞬の逡巡の末に、ティグルは酒瓶を受け取る。呷った。とろりとした甘さのあとに、さわやかな酸味が鼻と喉を突き抜ける。

「……うまいな」

「そうだろう」

　得意げな笑みを浮かべるエレンに、礼を言って酒瓶を返す。エレンは酒に口をつけようとして、ふと瓶をまじまじと見つめた。神妙な顔つきになって、頬を赤く染める。

　いま気づいたのかとティグルは横目で彼女を見ながら思ったが、口にはせず、エレンの方をなるべく見ないようにして暗闇に視線を向けた。視界の端に映る彼女の動きで、酒瓶を呷ったのはなんとなくわかった。

　そして、再び酒瓶を渡される。ティグルは受け取って、飲んだ。なんだか身体が内側から熱を帯びてきた気がする。酒のせいだろう。

　そうして交代で飲んでいると、酒瓶が空になった。

「うまかった。ありがとう」

　それから、ティグルはやおら真剣な表情になると身体ごとエレンへと向き直る。姿勢を正して彼女の名を呼んだ。

「――すまなかった」

　地面に額がつくほど深く、頭を下げた。

「たくさん、死なせた」

　銀の流星軍の兵士たちを、だ。

　彼らはブリューヌ兵とジスタート兵の混成軍だ。ジスタート兵たちはエレンの部下であり、ティグルの決断如何によっては、まだ死なずにすんだかもしれない者たちだった。

　ティグルをはじめブリューヌに生きる者たちにとって、ムオジネル軍の来襲は他人事ではない。だが、ジスタート兵にとっては違う。

　オルミュッツ軍の場合、彼らはリュドミラという主に従って戦った。しかし、ルーリックをはじめティグルの下で戦ったライトメリッツの兵たちは、どのような心情だったのだろうか。いかに、エレンが覚悟のある者たちを選んで残していったとしても。

「――顔を上げろ、ティグル」

　エレンの声に、ティグルは身体を起こす。白銀の髪の娘は、いつになく優しげな微笑を湛えて若者を見ていた。

「寝転がれ」

　言いながら、エレンは地面に横になる。ティグルも戸惑い気味にではあったが、彼女に倣った。背中に地面の冷たさを感じながら、身体の中は熱い。頭の中も。

　しかし、その熱さをティグルは一瞬忘れて視界に広がる光景に見入っていた。

　満天の星。闇の中に、おそらくは一生かかっても数えきれないだろう無数の星が冷たい輝きを放っている。見慣れているはずなのに、なぜか新鮮に思えた。

　手に、やわらかな感触。エレンの手だ。剣を振りまわしているとは思えない、細く、華きや奢しやな手。ティグルはそっと、彼女の手を握り返す。

「おまえは今日までの戦いを、後悔していないのだろう」

　ぽつりと、闇に吸いこまれそうなつぶやきをエレンが漏らした。

「ああ。していない」

「ならば、それでいい。あとは、勇敢に戦って逝った者たちのために、おまえの信ずる神に祈ってやってくれ」

　エレンの言葉を胸の内で幾度か反芻してから、ティグルはわかったと答えた。

「ありがとう」

　つい、彼女の手を握る手に力がこもる。すると、より強い力で握り返された。

　エレンに視線を向けると、彼女も首を傾けてこちらを見ている。戦士としての凛々りりしさと、明るさと、そして、何かを期待するような感情を紅の双そう眸ぼうに宿して。

「……実はな」

　そっと、秘密の話をするような口調でエレンが打ち明けた。

「レグニーツァに向かっている途中、何度かおまえのことを思いだした」

　言葉が途切れる。しかし、ティグルにはわかった。

　おまえはどうだった、とエレンは聞いているのだ。

　思いださなかったわけではない。だが、彼女に会いたいという思慕だったろうか。

「……そばにいてくれればどれだけ頼もしいかと、何度も思ったよ」

　握っていた手の中の、指をひねられた。覚悟していたため、それほど痛みはない。

「おまえの戦いについて考えれば、わからなくもないが……もう少し言葉を選ぶということをしたらどうだ？　私が心配だったりしなかったのか」

　さきほどまでの静けさは消えうせ、エレンは不満そうに目を細める。怒るというよりも拗すねるような口ぶりで、ティグルは素直に謝った。ただ、あるいは甘えかもしれないのだが、彼女に対してはなるべく言葉を飾りたくなかったのだ。

「たぶん、君ならだいじょうぶだと思ったんだ。何者が相手だろうと」

「もし、私が捕まったりしたらどうするつもりだったんだ」

　拗ねるエレンに対し、ティグルは自分でも思ってもみないほど即座に答えた。考えてというよりも、その問いかけに対してはこの答えしかないとでもいうかのように。

「わかった時点で、すぐに助けにいく」

　虚勢でも見栄でも何でもない、純粋に心からの言葉だった。言った当人が、直後におもわず瞬きするほどの。

「……ん、そうか」

　エレンはまじまじとティグルを見つめたあと、空へと視線を戻し、ようやくそれだけを言った。ティグルも同じようにする。

　風が二人の間を軽やかに舞っている。自然のものではなく、いたずら好きの竜具のものだ。

「そうだな……。五万の敵を撃退できるおまえだ。そのくらいやってのけるのだろうな」

　嬉しそうな顔と声でのエレンのつぶやきは、風のためにティグルには届かなかった。

　もうしばらくの間、二人は手をつないだまま夜空を見上げていた。

　エレンの顔はやや赤く、そして、とても満足そうだった。
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　　　１　　　竜の進軍














　マクシミリアン＝ベンヌッサ＝ガヌロン公爵の治めるルテティアは、ブリューヌ王国北部にある。冷涼な気候で知られ、林檎が葡萄よりも多く栽培されていた。

　ブリューヌ産の葡萄酒ヴィノーは近隣諸国も認めざるを得ないほど美味だが、この地で造られる林檎酒サガルドも負けていない。果実の甘味と若干の酸味が喉に絶妙の清涼感を残してくれる。ひとによっては林檎酒の方が葡萄酒よりうまいと言うほどだ。

　そのルテティアで造られた林檎酒を一口飲んで、カロン＝アンクティル＝グレアストは小さく息を吐いた。

　二十代後半。貴公子然とした顔だちには疲労の色がにじんでおり、普段は丁寧に整えられているはずの灰色の髪も乱れている。豪ごう奢しゃな絹服にも泥のはねた跡が何ヵ所かあった。

「戦場からここまで十日たらずで戻ってくるのは正直骨の折れる仕事でしたが、この一杯でいくらかは報われた気分になりますな」

　胡桃くるみ材ざいのテーブルを挟んで、グレアストの向かいに座っているのは十四、五歳の子供と見紛うほど小柄な男だ。毛髪のまったくない頭に絹の帽子をかぶり、華美な服から伸びた手足は細い。目が開いているのかどうか判然としないほどに、まぶたは大きかった。

　男の名をマクシミリアン＝ベンヌッサ＝ガヌロン。ブリューヌ王国においてテナルディエ公爵と並ぶ権勢を持つ公爵だ。

　ここは、ルテティアの中心都市アルテシウム。そこにあるガヌロンの屋敷だ。部屋を飾る調度品の数々はいずれも高名な職人の手によるものばかりで、そういったものにあまり興味のないグレアストでさえ感嘆の息をつかずにはいられないほどだった。

　グレアストとガヌロンの手にあるものも、宝石を埋めこんだ水晶杯である。

「骨が折れるとはいえ、馬車の中ではずっと眠っていたのだろう？」

　林檎酒を自身も飲みながら、ガヌロンは薄い笑みを浮かべた。グレアストはそれに苦笑だけで応じ、水晶杯をテーブルに置く。端正な顔から、笑みが消えた。

「いったい何事があったのです？　私にすぐ戻るようにとお命じになるとは」

　十日前まで、グレアストはブリューヌ南部のネメタクムにいた。

　ガヌロン配下の兵の指揮を任された彼は、スティードの率いるテナルディエ軍に挑み、積極的な攻勢を続け、敵を後退させ続けてネメタクムまで追いこんでいたのだ。

　総指揮官であるスティードの性格や兵の動かし方もだいたい把握し、次の一戦で葬り去るつもりだったのである。

　ところが、進軍の命令を出そうとしたところでガヌロンの使者が訪れ、告げたのだ。「指揮を他の者に任せ、ただ一人で一日も早くアルテシウムへ戻るべし」と。

　グレアストにしてみれば、まさにこれからが楽しくなるところだったのだが、彼はあくまでガヌロンの命令によって軍を指揮している。なにより、この小さな公爵に逆らうことなど考えられなかった。

「いろいろとおもしろいことが起こってな」

　ガヌロンは林檎酒に口をつけながら、言葉を続ける。

「まず、『弓』が見つかった。ティグルヴルムド＝ヴォルンが持っていた」

　さすがのグレアストも、ほう、と小さく唸ったきり言葉が続かない。

――この国では非常に珍しい、弓の使い手とは聞いていたが……。

　グレアストは、ティグルの弓を見たことがない。かつてガヌロンに降るよう勧めた会談の場では、当然ながらティグルは弓を携えていなかった。その後の戦闘においては、グレアストの方がさっさと戦場から離れている。

――南東の国境から攻めてきたムオジネル軍を、寡兵で撃退したとは聞いていたが……まさか『弓』の力か？

　そう考えかけたものの、グレアストはすぐにそれを頭から振り払う。

――もしそうなら、あのクレイシュが彼の活躍を広めたりはしないだろう。弓の力に頼ってのしあがってきたなどと考えては足をすくわれるかもしれん。この目でじかに見るまで、判断は保留としておこう。

　この灰色の髪の侯爵も『弓』についてはガヌロンから教えられて知っている。だが、それで己の考えを曇らせるようなことはなかった。

「二つめだが……。あの小娘が、そのヴォルン伯爵のところへ転がりこんだ」

　あの小娘とはレギンのことである。グレアストは首をひねった。

「やはり、殺すか手元に置くかするべきだったのではないでしょうか」

「手元に置いておれば、テナルディエはとうに見破ったろうよ。あの男は存外、嗅覚が鋭い。そばに寄せず、ちょうどいい距離をたもっていたからこそ、小娘が生きていることを悟られずにすんだのだ。とはいえ、遊びすぎたことは認めざるを得んな」

　手を首筋にあてて、ガヌロンはこきこきと鳴らす。些さ細さいな失敗をしてしまったとでもいうかのような態度と声こわ音ねで。

　レギンが国王ファーロンの子であること――真に王女であることを証明する手段が、このアルテシウムにある。そのことが、ガヌロンに彼女を殺させなかったのだ。いつか、彼女を利用する機会があるかもしれないと考えていた。

　また、ガヌロンから見てレギンは取るに足らない相手だったということも、侮る理由だった。凡百で、突出したものがない。加えて、その出自は大きな枷となって彼女を縛っている。それゆえにたかをくくっていた。

　ただ、彼女がアニエスへ向かったことは誤算だった。ガヌロンは、彼女がどこかの諸侯を頼る可能性を考えて、部下に見張らせていたのだが、部下たちはムオジネル軍に見つかることを恐れて動きが鈍くなり、途中でレギンを見失ったのである。

「それにしても、ファーロンも面倒なことをしたものだ」

　国王を呼び捨てにして、ガヌロンはこの男には珍しく苦笑を浮かべた。

「おそらく、レギンに王位を継がせるつもりまではなかったのだろう。ディナントで箔はくをつけてやったあとにそうだな……病を患ったことにでもして僧院にでも放りこむというところか。そうすれば、レギンとその母の名誉は守られる」

「ヴォルンはあの娘をどう扱いますかな」

　形の上ではティグルは爵位ごと姓を剥奪されているのだが、ガヌロンもグレアストも、ティグルのことをヴォルンと呼んでいる。敬意を払っているからではもちろんない。どうでもいいと思っているからだった。

「お手並み拝見といこう。それと、おまえもここへ戻ってくる間に耳にしたと思うが、ドレカヴァクがテナルディエに竜をよこした」

　これまた、遠方の土産話でもしているかのような口調で、深刻さなどは微み塵じんもない。グレアストは口元を歪めてささやかな抗議をした。

「私が引き上げたあとに、ですね。実物を見ることができず残念でしたよ。双頭竜ガラ・ドヴァは噂に聞いたことしかなかったので」

「それはすまなんだな。竜を屠ほふる算段はあったのか？」

「頭の中に十ばかり。閣下はいかがです？」

　何の気負いもなくグレアストは答え、ガヌロンに尋ねる。禿頭の小柄な公爵は水晶杯をテーブルに置くと、右手を開き、軽く握りしめるという動作を行った。

「これを五回――いや、双頭竜がいるから六回か。そんなところだな」

　笑顔での返答に、グレアストの背筋を悪寒が貫く。ガヌロンの仕草の意味を、灰色の髪の侯爵は正確に理解していた。

　竜の頭を握り潰す。ガヌロンはそう言っているのだ。冗談などではなく、彼がその気にさえなればたやすく実行できることをグレアストは知っている。同時に、グレアストは今後の予定をガヌロンが完全に決めていることも察した。

「閣下は、これからどうなさるのです？」

「どうしたものかな。この状況は三すくみに見えるが、テナルディエには竜が、ヴォルンには黒弓があり、戦姫がいる。私だけが何もない」

「閣下なら、その二人をまとめて相手にしても勝利を得られるでしょう」

　世辞や追従ではない。グレアストは本気でそう思っている。彼自身、一定以上の兵を与えてもらえれば、ティグルやテナルディエと戦い、勝てる自信があった。

「テナルディエはともかく、ヴォルンはな……」

　水晶杯の林檎酒を飲み干し、ガヌロンはわずらわしげに首を振る。

「万が一ということもある。私はあの連中とは違うのでな。『弓』か竜具に滅ぼされたら、復活できん。それに、現状ではあの若僧がどちらに転がるかわからん。生け捕りにして黒弓ごと手元に置いておけるならかまわんが――」

　グレアスト、と不意にガヌロンが顔を上げた。今度はしかめっ面をしている。

「ここでの目的は、おおむね果たしてしまったのだ。もうここにいる理由がない」

　なるほどとようやくグレアストは納得した。ガヌロンにとって、たとえば王位などは魅力的なものではない。本人の嗜虐的な性格もあったのだろうが、言ってしまえば暇潰しにテナルディエと競っていただけなのだ。

「あの『弓』が誰の手にあるかはわかった。殺すのがもったいないというドレカヴァクの言い分もわからんでもないし、様子を見てみたいとは私も思う。それに、デュランダルの使い手も消した。となれば、ここにいても面倒ごとがあるだけだ」

「新たなデュランダルの使い手が現れるという可能性は？」

「ただの大剣としてならともかく、その力を引きだす者となると早くてもあと一、二年は出てこぬよ。他国の人間が手にできるとも思えん」

　なるほどとグレアストは納得し、次にガヌロンが何を言うかも見当がついた。

「焼いてしまおう。おまえにはその指揮を任せる」

「ロランのときと同じですな。派手なことをやって、本来の目的は隠す」

　そんな感想が、灰色の髪の侯爵の口をついた。ガヌロンは蜂牢という残酷な処刑法でロランを死に至らしめたが、その本当の目的は、デュランダルの使い手を殺すことだった。

　もしもロランがデュランダルを操っていなければ、ガヌロンが彼を葬り去ることはなかっただろう。そして、万に一つでもそれを悟られてはならないと考えたガヌロンは、尋常ではないと思わせる行動に出たのだ。

　グレアストの言葉を、ガヌロンは微笑でもって受け止める。

「今後の予定は、こうだ。おまえは私の全財産をこのアルテシウムの外へ運びだす。その後、南方にいる私の兵はテナルディエの竜どもに喰い散らかされるだろう。それを知った私は狂乱してアルテシウムに火を放つというわけだ」

「狂乱……ですか。信じますかな」

　グレアストは首をかしげた。ガヌロンの異常性は貴族たちの間でも知られている。

「噂としてならそれでよかろう。疑ったところで真実を突きとめようもない。この都市が焼け落ちても、レギンは来る。あれは地下にあるからな。テナルディエも小娘の存在を知れば、それを阻むためにやはり来る。来るしかないのだ」

――焼け崩れた都市を背景に、万を超える軍勢同士がぶつかりあうのか。

　凄惨で醜悪な光景を想像し、グレアストの口元に興奮と感動の笑みが浮かんだ。

「我々は、両者が決着をつけるのを身を潜めて待つわけですな。そのあとは？」

「その決着次第だな。テナルディエが勝ったなら、やつを殺したあとでとりあえずデュランダルと『弓』を回収する。ヴォルンが勝ったら他国に潜りこんで時機を待つ。アスヴァールかジスタートのどちらにするかだが……おもしろそうな戦姫がいるので、ジスタートかな」

　さきほどまでの気怠そうな態度とはうって変わって、ガヌロンの態度は旅の予定を楽しそうに話す子供のようだ。

「そうだ。地下のあれにも仕掛けを施しておくとしよう。囮おとりはいくつあってもよいし、ヴォルンに助けられたことでレギンが幸運を使い果たしたかどうか、見てみたい」

　何かを思いついて小さな手を叩くガヌロンに、グレアストは首をかしげる。

「あそこに仕掛けられた罠を復活させるのですか？」

「それでは手間がかかりすぎるな。これは私がやる。どういうものかというとな……」

　ガヌロンの話を聞いたグレアストの内心に、いくばくかの不満がくすぶった。

――この方の悪い癖だ。楽しむために、確実性に欠ける行動をあえて行われる……。

　だが、それがガヌロンらしさということでもあるのだろう。グレアストは、彼の考えを実現するための手順を頭の中に次々と組み立てていった。

「そういえば――」

　グレアストはあることを思いだした。組み立てている手順の中から、忘れていたものが顔を覗かせたのだ。

「ファーロン王はどうなさいますか？」

　グレアストは、ガヌロンのように国王を呼び捨てにはしなかった。ただし、だからといって敬意があるわけではない。

「閣下が王都を離れられてから、だいぶ日が過ぎております。そろそろ薬も……」

「放っておけ」

　ガヌロンの声音は、壊れた玩具について語るかのようだった。

「王宮に残してきた分は、すべて飲ませるよう指示は出してある。とはいえ、たいした量ではないからな。おまえの言うとおり、あと十日かそこらだろう……。だが、もう遅い。すでに血肉はおろか、骨にまで染みこんでおる」

　ガヌロンの口元に凄絶な笑みが浮かんだ。

「目を覚ましたとして、それから何日もつかが見どころだな。あの男としては、厄介な大貴族を潰そうという魂胆だったのだろうが、甘い甘い」

　空になった水晶杯をもてあそび、ガヌロンは杯に映る自分の顔を見て笑った。

「私は、自分に刃を向けるものを放っておいたことはないのだ」
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　オルメア平原――銀の流星軍シルヴミーティオとムオジネル軍が激突した地から、街道を北へ四日ばかり進んだところにペルシュ城砦はある。南北と東西を結ぶ二本の街道が交差するところに建てられた、交通の要衝だ。

　城砦を守る兵の数はおよそ四千。

　城砦周辺の街道はいま、武装した兵と軍馬の群れ、無数の幕舎に埋めつくされていた。

　夜明けの近い灰色に煙る冬空の下、よく見ると兵のいでたちはおろか、軍馬も幕舎も統一感のないことはなはだしい。鉄の甲冑で隙間なく身を固め、その上に毛皮を巻いて寒さをしのいでいる者がいれば、服を重ね着して冬の風に耐えている者もいる。

　使い古されてところどころほつれている幕舎があれば、この日のために用意したとでもいうかのような豪奢な幕舎が隣り合って設営されたりしていた。

　彼らこそが銀の流星軍である。とはいえ、その構成は非常に混沌としていた。ブリューヌ貴族の私兵に、国内の平和を守るのが務めの騎士団、さらには他国の軍までいる。

　寄せ集めのこの集団を統率しているのは、十六歳の若者だった。

　名を、ティグルヴルムド＝ヴォルン。親しい者にはティグルと呼ばせている。

　そのティグルは城砦の奥にある執務室で、膨大な量の書類を懸命にさばいていた。

　執務室にいるのは彼の他に、マスハス＝ローダントだけだ。今年で五十五歳。亡き父の親友であり、何かとティグルの世話を焼いてくれている老伯爵である。彼のおかげで、ティグルは何度も命を拾っていた。

「夜が明けたか……」

　執務室の窓から聞こえてきた鳥のさえずりに、ティグルは疲れきった声でつぶやいた。

　徹夜だった。昨日も一昨日も激務が続いたため、さすがに限界が近い。くすんだ赤い髪は乱れて変な癖ができており、目の下にはうっすらとだが隈が浮かんでいる。

「ティグル。昼からは軍議じゃ。それまで寝てこい」

　横で手伝っていたマスハスが見かねて、いたわりの言葉をかけた。ティグルも虚勢を張らず、眠たげにまぶたをこすりながら立ち上がる。

「お言葉に甘えさせてもらいます。マスハス卿はだいじょうぶですか？」

「わしは夜のうちに仮眠をとったのでな。もう少しかたづけてから休むとするさ」

　侵略してきたムオジネル軍を撃退して以降、私兵を従えて協力を申しでてきた貴族や、取引を持ちかけてきた商人は少なくない。彼らとの会見や交渉、さらに兵の編制、各方面の情報収集、それらに伴う事務処理など時間がいくらあっても足りなかった。

　マスハスや、オージェ子爵の嫡男であるジェラール、戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリアの副官であり、ティグルを補佐するリムアリーシャらの助けがなかったら、とうにティグルは対処しきれず、過労で倒れていただろう。

　よろよろとした足取りで執務室を出ようとしたティグルに、思いだしたようにマスハスが声をかける。

「ティグルよ、部屋に戻るついでに、オルミュッツの戦姫殿を起こしてきてもらえんか」

『凍漣の雪姫ミーチェリア』の異名を持つ戦姫リュドミラ＝ルリエのことだ。愛称はミラ。数日前から、ティグルは彼女と愛称で呼びあうようになった。

　ムオジネル軍との戦いにおいて、ミラは彼女なりの思惑があってのこととはいえ、配下の兵を率いてティグルに協力してくれた。そのあとは銀の流星軍に加わることを告げ、この城砦では賓客として一室を用意されている。

　ティグルは老伯爵を振り返ると、胡う乱ろんげな顔で理由を尋ねた。

「彼女がどうかしたのですか？」

「幕舎の配置の問題で相談があるのだ。あやうく忘れるところじゃったわ」

　ペルシュ城砦を囲む人馬と幕舎は、城砦に入りきれなかった者たちだ。その中にはたがいに反目しあっている貴族たちもいれば、誰それという貴族は好かぬと公言する騎士もおり、またジスタート軍を露骨に警戒する者もいた。

　あまり仲のよくない者同士を隣接させたりしては、揉めごとの種になる。彼らの配置にもティグルたちは心を砕かねばならなかった。

――仕方がないか……。

　意識を侵食しつつある睡魔をどうにか押しのけ、ティグルはわかりましたとマスハスに答えて執務室を出る。できれば他の者に代わってほしいところだったが、ミラは賓客であり、女性だ。よほど緊急の用事でもないかぎり、誰にでも任せられるものではない。

――ティッタには、レギンのことをすべて任せてるからな。

　あの健気な栗色の髪の侍女に、これ以上の負担は何であれかけたくはない。

――エレンに頼むのは論外。リムに頼んだら、あとでエレンの反応が怖い……。

　それにミラの部屋は、ここから自分の部屋へ戻る通路の途中にある。だからマスハスも頼んできたのだろう。

　見張りに立っている騎士たちの敬礼に、鷹おう揚ように手を振って応じる。銀の流星軍がこの城砦を拠点としてから、ペルシュ騎士団の団長レオナールは警備の人数を増やした。急激に兵が増え、見知らぬ者が城砦の中を歩きまわることが多くなったためだ。

　ミラの部屋に着くと、扉の前にはジスタート兵が立っている。彼女の部下だ。

「彼女はまだ寝ているかな」

　お待ちくださいと兵士は答え、扉の向こう側へ呼びかけてティグルの訪問を告げる。すると、入ってきなさいというぶっきらぼうな声が返ってきた。戸惑いつつも、ティグルは扉を開けて室内に足を踏みいれる。

　夜が明けたばかりとあって、部屋の中はまだ薄暗い。奥の方にぼんやりとベッドらしき輪郭が見えた。そのあたりでもぞもぞと何かの動く気配もする。

「朝早くすまないな。でも、入ってよかったのか？」

「当然でしょ。些細なものであれ、廊下で話させるわけにはいかないわ。あなたの言葉の断片が、誰かに変なふうに伝わったりしたらおおごとじゃない」

　もっともな話だった。ティグルはベッドのそばへ歩いていく。少しずつ薄闇に目が慣れてきて、青い髪の戦姫の姿を認識した。

　ティグルは驚きに目を見開き、うろたえてその場に立ち尽くす。眠気が吹き飛んだ。

　ベッドに身体を起こしているミラは、薄地の寝しん衣いしか身につけていなかったのだ。ほっそりとした首筋からなだらかな肩、胸元までが露あらわになっている。

　伸びをした拍子に、エレンに言わせれば小さいらしい胸がかすかに揺れた。腰から下を覆っている毛布の端からわずかに覗く太腿が、妙に艶めかしく見える。

「どうしたの？」

　ティグルを見上げて、ミラは不思議そうに問いかける。もうすこしティグルが冷静だったら、彼女の声に若干のからかいが含まれていたことに気づいただろう。しかし、ティグルはそれに気づかず、不自然に顔をそらしながら思っていることとは違うことを聞いた。

「さ、寒くないのか？」

「平気よ。私にはラヴィアスがあるもの」

　ベッドの傍らに立てかけていた槍を手にとって、ミラは愛おしげにその穂先を撫でる。氷塊と水晶を削ってつくりあげたかのような、神秘的な雰囲気をまとった槍だ。ラヴィアスと呼ばれるこの槍は、戦姫に与えられた竜具であり、冷気を操る力を備えている。

「でも、そんなに私の格好が寒そうに見えるなら、あたためてくれてもいいのよ？」

　今度のはさすがに揶揄やゆされているとわかり、ティグルは横を向いたまま言い返す。

「もし俺がわかったと言ったら、ここで寝かせてくれるのか？」

　半分は本音である。いますぐベッドに横になって昼までぐっすり眠りたい心境だった。

「かまわないわ。この前、いっしょに寝たばかりじゃない」

　くすりと笑っての即答に、ティグルはもう降参した。一言謝ってから、口早に用件を告げる。これについては彼女は真面目な顔で聞き、あとでマスハスのところへ赴き、対処すると答える。

「わざわざご苦労様。それじゃ、おやすみなさい。ティグル」

　おやすみと言葉を返してティグルはミラに背を向ける。起きたばかりだからか、彼女のどこかあどけなさを残した笑顔や胸元、太腿などが瞼の裏に焼きついていた。

「そういえば、ティグル」

　呼び止められて、ティグルはぎくりとした。不可抗力とはいえ寝衣姿を見てしまったのだ。何か要求されるのかと警戒しつつ振り返る。だが、彼女の口から出てきた言葉はまったく違うものだった。

「兵たちから聞いたのだけど、最近この城砦に幽霊が出るらしいわ」

　予想だにしなかった単語を聞かされて、ティグルは眉をひそめる。まったく信じないというわけではない。山や森の中で狩りをして、そのまま一晩明かしたとき、理屈では説明できないようなものに遭遇したことはある。

　だが、これだけひとの多い城砦でそんな噂が出てくるとは意外だった。

「白いドレスを着た女の幽霊だそうよ。私は見たことがないけれど」

　ティグルは首をかしげる。

　この城砦にいる女性は五人。エレンにリム、ティッタ、ミラ、レギンだ。もちろん誰も白いドレスなど持っていない。

――それとも近隣の村や町から女性を雇い入れて、それを見間違えたとかかな？

　ありえる話だ。ひとが増えれば、それだけ洗濯や掃除といった雑用の規模も増す。アルサスでも、臨時でひとを雇うことは多くあった。

「ありがとう。とりあえず調べさせておくよ」

　ミラに礼を言い、ティグルは彼女の部屋を辞す。

　静かに閉じられた扉を三つ数えるほどの時間見つめて、ミラはそっと視線を外した。

――やっぱり純朴ね、よくも悪くも。でも、私もちょっと大胆だったかしら……。

　青い髪の戦姫は、自分の格好にティグルがどういう反応を見せるか試したのだ。それによってティグルと自分の距離、また彼とエレンの距離も知りたかった。

　感触としては満足できるものではなかったが、不満もあまりない。現状としてはこんなものでいいかというところだ。

　次はどうしようかと考えつつ、ミラは着替えの準備をはじめた。ひとまずティグルに頼まれたことをすませるつもりだった。







　自分の部屋に帰り着いたときには、ティグルの頭の中からミラの姿は消えていた。廊下を歩いている間に夜明けの冷気によって落ち着きを取り戻すと、睡魔が再び猛威を振るいはじめたのである。

　服を着替えることもせず、靴だけを脱いでベッドに寝転がる。毛布をたぐりよせてくるまったと思ったら、若者は寝息をたてていた。

　それから半刻ばかり過ぎて、城砦の外では炊事の煙が幾筋も立ちのぼりはじめ、兵たちの喧けん騒そうが無数の幕舎を包む。城砦の中でも、用事を言いつかった兵たちが忙しく駆けまわるようになった。

　ティグルはぐっすり眠り続けている。

　不意に、ティグルのそばで異変が起きた。もしも誰かがここにいたならば、まるで水に波紋を広げるかのように、音もなく空間が歪む光景を目にしただろう。

　しかし、ここにはティグルしかおらず、眠りから覚めることもなかった。部屋の外で見張っている兵たちも、まったく気づかない。

　歪んだ空間に、何の前触れもなく白い人影が浮かびあがる。その影は周辺の大気をゆるやかに巻きこみながら徐々に輪郭と色を得て、ひとの形を作っていった。

　女性だ。年齢は二十歳前後。白い薔薇の飾りも鮮やかな、青みがかった長い黒髪。華きや奢しやな身体を包むドレスは白を基調として赤、紫、薄黄を用いている。胸元に真紅の、腰に紫の薔薇をあしらっていた。美しい顔は優しさと儚さを帯びて、繊細で可憐な印象を与える。

　だが、その手にはそうした雰囲気からおよそかけ離れたものが握られていた。

　長柄の大鎌である。湾曲した長大な刃は漆黒と真紅に彩られ、竜の爪を思わせる精巧なつくりとあいまって、強烈な凄味と神秘性をまとっていた。柄はいびつな環を形作っている。

　このような女性が持つには不釣り合いなことはなはだしい。しかし、実際に手にしている姿は幻想的ですらあった。

　ドレスをふわりとひるがえらせ、あたかも風に舞う妖精のように、ゆるやかに彼女は着地する。赤い薔薇を飾った靴が床に接したときも、まったく音がしなかった。

　純じゅん真しん無むく垢な微笑を湛えて一歩、二歩と歩き、彼女はティグルが眠っているベッドの前に立つ。ティグルは依然、目を覚まさない。

　どれだけ疲れていようとも、殺気や敵意を感じればこの若者は跳ね起きる。また自分に向けられたものでなくとも、剣呑な雰囲気を察知すれば反応する。長年の狩りと、戦場で鍛えられてきた本能が眠りから叩き起こすのだ。

　この黒髪の美女は殺気も敵意も持たず、気配も見事に消している。細い腕に見合わない大鎌を手に、ティグルの寝顔を覗きこんだ。

　殺すつもりはない。いま、ティグルを殺しても、テナルディエ公爵の敵を排除するだけだからだ。だが、あまりに無防備な姿に、どこまでやったら起きるのか試したくなってしまう。

――でも、この城砦にはエレオノーラとリュドミラがいるのですよね……。

　彼女たちに見つかると少し厄介だ。戦姫である自分がどうしてここにいるのかと問い詰められてしまう。それは困る。

　この女性の名はヴァレンティナ＝グリンカ＝エステス。

『虚影の幻姫ツェルヴィーデ』や『鎌の舞姫コーサートス』の異名を持ち、ジスタートの北東にあるオステローデ公国を治める戦姫である。持っている大鎌はもちろん彼女の竜具だ。

――おとなしく退散しましょうか。

　ヴァレンティナがこの城砦に潜りこんだのは、ティグルヴルムド＝ヴォルンの顔と、人柄を知るためだった。ただ、好奇心を優先させて、少し遊びすぎた。

　この城砦の構造やティグルの行動予定を把握するのに何日かかけたせいで、白いドレスの女の幽霊が出るなどという噂話ができあがっている。気づかれる前に逃げるべきだ。

　そのとき、ティグルが寝返りを打った。その手が伸びて彼女の頬に触れ、撫でて、それからドレスに包まれた豊かな胸をなぞってベッドに落ちる。

　彼女はおもわずくすりと笑った。眠っているのは間違いないので放っておいたのだが、自分の顔と、胸に触るとは。

「故意での行動なら、そのいけない手を落としているところですよ」

　左手に大鎌を持ち替えながら、右手のひとさし指を伸ばしてティグルの頬をつつく。そうしてティグルから離れると、壁にたてかけられている黒弓へと視線を転じた。

「これが女神の黒弓ですか。たしかに、ただならぬ雰囲気を感じますね」

　黒弓に歩み寄り、じっと覗きこむ。やがて、彼女は満足そうにうなずいた。

「期待していますよ、ティグルヴルムド卿」

　彼女がこの部屋に突如現れたときと同じように、空間が歪んだ。彼女の姿もぼやけ、急速に輪郭と色を失っていく。

　一瞬後、彼女の姿は塵一つの痕跡すら残さずに消えていた。

　ティグルはまるで気づかず、つつかれた頬を指でかいて昼まで寝ていたのだった。
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　日が昇るにつれて雲は少しずつ散っていき、冬の陽射しは弱々しいながらも地上を照らしている。昼と呼ぶにはまだ少し早いころ、ペルシュ城砦を囲む城壁に二人の娘の姿があった。

　年齢はいずれも十六。ひとりは腰まで届く白銀の髪と紅の瞳が印象に残る娘で、青を基調として白や金を配したた軍衣を身につけ、赤い肩掛けを羽織っている。腰には見事な装飾をほどこした長剣を吊していた。彼女の名はエレオノーラ＝ヴィルターリア。ティグルなど親しい者にはエレンと呼ばせている。

　もうひとりはミラことリュドミラ＝ルリエだ。長い髪を頭の左右に集めてまとめ、白い宝冠をつけている。華奢な身体にまとっているのは、白を基調として、各所に深い青と金をあしらった軍衣だ。手にしている槍は、むろん彼女の竜具であるラヴィアスだった。

　城砦の外で、せわしなく動きまわっている無数の人馬を二人は見下ろしていた。一つには、自軍の兵たちが移動したので上から確認しているのだ。

「こうして見ると、私が少しジスタートに戻っていた間にいろいろあったのだと、あらためて実感させられるな」

「そのままジスタートにいてもよかったのよ。ライトメリッツを離れて数ヵ月。公主の不在はそろそろ限界ではないかしら？」

　やや悔しさのにじんだため息をこぼすエレンに、ミラは皮肉めいた笑みを浮かべて挑発するような言葉を投げかけた。

　本来、ジスタート国王にのみ膝をつく存在であるはずの戦姫たちがここにいるのは、むろんそれなりの思惑や理由がある。

　ただし、もしも理由をひとつ述べよといわれたら、エレンもミラもひとりの若者に力を貸すためだと答えるだろう。

　それはともかく、ミラの挑発にエレンは乗った。眼下の兵たちを見下ろす顔が、いくばくかの険しさを帯びる。

「……お気遣いいただいて恐縮だが、私の部下は有能ぞろいでな。我がライトメリッツに後顧を憂うようなことなど何一つない。おまえこそ、そろそろ故郷恋しさに泣きだしたくなっているのではないか？」

「……あらあら。私の心配とはずいぶん偉くなったものね、エレオノーラ。肝心の戦に間に合わなかった分際で」

　ミラの方がエレンより背が低く、横目で見上げようとすると、やや首を傾けてしまう。その忌いま々いましさもあって、より棘とげのある声で凍漣の雪姫は銀閃の風姫シルヴフラウを睨にらみつけた。この二人は出会ったときから「狼と狐の方がまだ仲がよいはず」といわれるほど険悪な仲だ。

　ちなみに、二人の声はおたがいにしか聞こえないほど小さい。また、その表情も態度も威厳に満ちており、離れて見ている兵たちなどにはいかにも歴戦の将軍が今後の戦略について意見をぶつけあっているかのように見えるのだった。

　これは錯覚というわけでもなく、エレンもミラも兵たちの手前、言葉以外で感情的な態度に出ることは自重していたのである。大きな戦いを控えているのに、一軍を率いる将同士が喧嘩などしていては士気にも影響することを、ふたりはよくわかっていた。

「肝心の戦か……。そうだな。たしかに私は間に合わなかった」

　エレンの声が、急に力を失って弱々しいものになる。どんな反撃がくるかと待ちかまえていたミラは意表を突かれ、おもわず白銀の髪の戦姫を振り向いた。

「話を聞くかぎり、ブリューヌの貴族や騎士たちでもティグルを助けることはできなかっただろう。その点に関してはおまえに礼を言うしかない。――ありがとう、リュドミラ」

　最後の感謝の言葉に、ミラは若干の狼ろう狽ばいを示す。それほどに真しん摯しな響きを、エレンの声は帯びていた。どう返したものかとっさに思いつかずに言葉をさがしていると、エレンが再び口を開いた。

「だから、だ。おまえの出番はもう終わった。さっさとオルミュッツに引きあげて、大好きな紅茶でも飲みながらこの思い出を胸に抱いて余生を送るといい。帰れ帰れ」

　まるで野良犬を追いはらうような仕草で手を振りながら、冷たい声で言い放つ。何気ない動きで身体を傾けて、手の動きを兵たちの視線から隠すことも忘れない。

　ミラの青い瞳が憤怒の輝きを放ったが、彼女は驚くべき自制心で感情を押しこめた。

「あ、あなたに人並みの心を一瞬でも期待してしまった私が愚かだったわ……。戦姫ともあろう者が幼児以下の精神性と倫理観しか持っていないなんて、恥を知りなさい」

　ミラは何気ない動きで槍を持ち替え、穂を顔のそばへ持っていく。兵たちの視線から自分の表情を隠すためだ。エレンもまた、遠くを見るふりをして顔の角度を変えた。

「その台詞はそっくり返してやる。自分の言葉を省みて、幼児以上の精神性であると胸を張れるかどうか考えてみろ。――ああ、すまん。張れるほど胸はなかったかな」

　急に冷静な声音で、エレンは紅の瞳に優しげな色を湛えてミラを――正確には彼女の胸を見つめる。ないというわけではもちろんないが、エレンよりは大きくなかった。

「ひ、必要以上に胸が大きくて何か得することでもあるっていうの？」

「心にゆとりが持てるぞ？　損得しか考えられない誰かさんとは違ってな」

　エレンは肩をすくめて鼻で笑う。青い髪の戦姫は内心で歯噛みした。胸に対する罵倒の言葉が瞬く間に二、三十ばかり浮かんだが、うかつにそれを口にすることはできない。

　エレンともミラとも親しい仲である戦姫ソフィーヤ＝オベルタス。彼女はエレン以上に豊かな胸の持ち主だからだ。うっかり口を滑らせれば、エレンがそれをもっともらしい言いまわしで彼女に伝えかねない。

「ところで……ティグルはまだ起きてこないのかしらね」

　街道を埋める無数の兵と馬、幕舎、そして立ちのぼりはじめた炊事の煙に視線を戻して、ミラは不器用に話題を変えた。エレンも気を取り直し、真面目な表情になって答える。

「そろそろだ。さきほどリムが確認に向かった。……できることなら、たまにはあいつの望むようにぐうたらさせてやりたいのだがな」

　ミラの青い瞳に、軽い驚きがにじんだ。わずかに首を動かしてエレンの様子をそっと窺う。白銀の髪の戦姫の表情はいつになく優しげで、そして申し訳なさそうに見えた。

　エレンはくすんだ赤い髪の若者を心から気遣いながらも、その重荷をほとんど肩代わりしてやれない自分に歯がゆさすら覚えていたのだ。

　ミラは慰めの言葉をかけようとして、その直前で口をつぐんだ。

　ふたりの男女がこちらへ歩いてくる。エレンたちと視線が合うと、男の方――ティグルは笑みを浮かべて軽く手を挙げた。

　くすんだ赤い髪はそれなりに整えられ、黒い瞳に疲労は残っていない。穏和な顔だちに加えて麻の服に革鎧という身なりが素朴な印象を与える。左手には漆黒の弓を持ち、腰には矢筒を下げていた。

　その隣に付き添うように歩いている娘は、エレンの副官を務めるリムアリーシャだ。

　リムという愛称で呼ばれており、ティグルより三つ年上の十九歳。艶のない金色の髪を頭の左側で束ね、均整のとれた長身に甲冑をまとっている。美しいが愛想のない顔の中の瞳は、ミラのそれとは異なる静かな青色をしていた。

　主の顔を見たリムは、謹きん厳げんな表情を崩さず一礼した。次いでミラにも丁寧に会釈する。

「ご苦労だったな、リム」

　堅苦しい副官にねぎらいの言葉をかけると、エレンは笑顔でティグルを見た。

「どうだ。少しは眠れたか？」

「ああ。それに、リムがスープを用意してくれていてさ。おかげでしっかり目が覚めた」

　ほうとエレンは感心したような声を発して副官におもしろそうな視線を向ける。リムは視線をそらして床を見ながら早口で答えた。

「すぐに軍議ですから、なるべく早く目が覚めていただくようにと思っただけです。……昨日のように、あくびを噛み殺すのに懸命になられても困りますから」

　台詞の前半と後半の間に、不自然なほどの間がある。ティグルが昨日の軍議の最中、眠そうにしていたのは事実だが、どこかとってつけたような言い方だった。

「スープか。いいな、今度は私が作ってティグルを起こしてやろう」

　冗談とも本気ともつかぬ笑顔でエレンが言うと、いつもの無表情に戻ったリムが駄目ですとそっけなく切り捨てる。

「エレオノーラ様がそのようなことをされて、城内での噂になったらおおごとです。そうしたことは私にお任せください」

「そうか。私としては残念だが、リムがそんなに自分のスープを飲ませたいのならば仕方ないな。部下の顔を立てるのも主の務めだ」

「そ、そんなことは……」

　からかわれたことに気づいてリムの無表情がわずかに崩れ、頬に赤みがさした。

「エレンはスープを作れるのか？」

　興味と、リムへの助け船も兼ねてティグルは白銀の髪の戦姫に尋ねる。エレンは胸を張って得意げに答えた。

「昔はよくやってたぞ。大味だが、まずくない自信はある」

「ティグル。スープも悪くないけど、紅茶はどう？　香りと味とで優雅な目覚めを――」

「おまえはまるでティグルを理解してないな。起きぬけに腹に入れるのだぞ。慣れ親しんだ素朴なものの方がいいに決まっている」

　口を挟んできたミラを、エレンは鼻で笑ってはねのける。ミラは引き下がらず、挑戦的な顔つきになって言い返した。

「そこまで言うならティグルに飲み比べてもらいましょう。私の淹れる紅茶と、あなたのまずくないスープとやらを。おいしいと言った方を今後飲んでもらえばいいわ」

「いいだろう。私とティグルはこれまで何度も食事をともにしているからな。厨房に立ったこともない者に、私が負けるとも思えん」

　いつになく余裕たっぷりにエレンは応じ、ミラは口をへの字に曲げて黙りこむ。厨房に立ったことがないのは事実だった。ティグルとリムは顔を見合わせる。

「俺はどうすればいい？」

　ティグルにとってもリムは頼もしい副官であり、自分の知らないさまざまなことを教えてくれる教師でもある。三つ年上の教師は苦渋に満ちた顔で声を振り絞った。

「止めるのは無理ですね……。ティグルヴルムド卿は、できるかぎり機会を先に延ばしてください。人目につかない状況でなら、困った事態にはならないでしょう。そして、お二人のを飲んだとしても……答えを保留にしてください。傷つけないように」

「なんとしてでも勝敗をつけるな、ということか」

「個人的にはエレオノーラ様に勝っていただきたいですが、こういう時期の勝負事はよくありません。理想はすべてかたづいたあとです」

　ミラがどこまで本気なのかはわからないが、エレンは本気でやる。それがリムにはわかる。そして、本気であればあるほど、その勝敗は彼女の精神に強い影響を与えるだろう。

　リムがあえて言葉にしなかったところまで含めて、ティグルは理解した。

「――わかった。答えを出さないのは卑怯だと思うけど……いまはそれでいこう」

　リムはエレンを横目で見て、そっとため息をついた。彼女の大切な主である白銀の髪の戦姫は、基本的に自信家である。ただ、その自信に根拠がないことは、あまりない。

――今回の場合は、やはりティグルヴルムド卿への想いでしょうか……。

　そう考えかけて、リムは頭を振った。他に考えなければならないことは多い。

　スープと紅茶の飲み比べとて、戦に勝たねばできないのだった。







　ティグルはブリューヌ王国の小貴族である。

　夏の終わりにブリューヌ軍がジスタート軍に敗れたディナントの地で、ティグルはエレンに挑み、敗北して、彼女の捕虜となった。

　ブリューヌとジスタートは捕虜の扱いについて定めた条約をかわしている。ティグルが捕虜の身から解放されるには、身代金を支払わなければならなかった。

　しかし、身代金が用意される気配はなかった。もし何も起きなければ、ティグルは奴隷として売り払われていただろう。

　そうならなかったのは、テナルディエ公爵が、領主不在の領地であるアルサスに兵を向けたからだ。そのことを知ったティグルはエレンから兵を借り、彼女とともにアルサスに舞い戻ってテナルディエ公爵の軍勢を撃退した。その際、ティグルは指揮官であった公爵の長子ザイアンを討ち取り、戦いに身を投じることを余儀なくされたのだった。

　だが、ティグルは他国の軍を自国に招きいれた罪を問われ、領地を没収され、爵位も剥奪された。ブリューヌ人としての権利のすべてを奪われた。

　だが、ティグルは怯まなかった。おとなしく従えば、何よりアルサスの民が犠牲になる。自分に力を貸してくれた者たちの思いを無駄にしてしまう。それだけはできなかった。

　テナルディエ公に過ちを認めさせ、己の名誉を回復させるときまで、ティグルは戦い続けなければならないのだった。

――あれから半年近くか……。

　ペルシュ城砦の城壁を歩きながら、ティグルはこれまでのことに思いを馳せていた。一年にも満たない期間ながら、これまで生きてきた十六年間よりもはるかに濃密で、そして血なまぐさい時間。

　兵を百人そろえるのが精一杯の、山と森の多い小さな領地を治める自分。

　一方、テナルディエ公爵はブリューヌ王国を代表する大貴族であり、一万もの兵を簡単に用意することができて、広大な領地を持っている。

　ふつうに考えれば勝負になるはずがない。嫡男を殺害した男を、テナルディエ公爵が許すはずはない。ティグルは破滅か逃亡のいずれかを選ぶ以外になかっただろう。また、どちらを選んでも、彼の生まれ育ったアルサスは蹂じゅう躙りんされることになったに違いない。

　だが、いまのティグルは公爵とぶつかりあえるだけの力を手に入れていた。

　それは冬のはじまるころに、南東の王国ムオジネルが大軍をもって攻めこんできたことによる。近隣の貴族や騎士がすぐには動けずにいた中で、二千以下のわずかな手勢でムオジネル軍を迎え撃ったのが、ティグルだったのだ。

　紆余曲折を経てティグルは戦姫リュドミラの力を借り、また数少ない味方であるマスハスやオージェが近隣の貴族や騎士に呼びかけてくれたおかげで、ムオジネル軍を撃退することに成功した。これが六日前のことだ。

「我がペルシュ騎士団の守る城砦が、北へ向かって数日のところにございます。快適とは申しませんが、このような草原で過ごすより幾分かはましでしょう」

　ペルシュ騎士団を率いるエミールの申し出を、ティグルはありがたく受け入れた。

　かくてティグルの率いる『銀の流星軍』と、エレンの率いるライトメリッツ軍、ミラの率いるオルミュッツ軍、協力してくれた諸侯らや他の騎士団はペルシュ城砦を訪れたのだった。
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　城砦の奥にある一室で、テーブルを六人の男女が囲んでいる。

　顔触れはティグルとエレン、リム、ミラ、マスハス。

　六人目は、肩のあたりで切りそろえた淡い金色の髪と、澄んだ碧い瞳を持つ娘だ。端整な顔は緊張に強こわ張ばり、他の女性たちにくらべてやや頼りなさを感じさせる。

　彼女の名はレギン。ブリューヌの王女だが、レグナスという名を与えられ、王子として育てられてきた。彼女が王女であることを知る者は、非常に少ない。

　また、ディナントで死んだと思われていた彼女が、こうして生き延びていたということも、ここにいるティグルたちを含めたごくわずかな者しか知らなかった。

「出兵の準備は整った。二日後には出立できよう」

　ずんぐりとした体躯を甲冑で包んだマスハスが、一同を見渡して厳かに告げた。最近ティグルに協力を申し出た貴族や騎士たちのまとめ役を、この老騎士は務めている。

　正確には、彼にしか務まらなかったというべきだろう。なにしろにわか作りの混成軍である。混沌とした現状を見かねて立ち上がった騎士団もいれば、反テナルディエや反ガヌロンを叫び、私兵を率いて参加した貴族もいる。

　その反テナルディエや反ガヌロンにしても、大貴族に味方する気になれないのでティグルに協力した者と、大貴族に協力を申し出たものの、あしらわれたのでこちらへ流れてきた者とがいる。

　さらにブリューヌ人だけではなくジスタート人までこの陣営には存在し、それさえもエレンの率いるライトメリッツ軍と、ミラの率いるオルミュッツ軍とにわかれる。

　それらの上に立つのが、たかだか十六年しか生きていない若造である。つい半年前までは、せいぜい百ていどの兵しか率いたことのない辺境の伯爵だ。

　むろんマスハス以外にも、ティグル個人の見識や勇気を称賛して従う者はいる。オージェ子爵やカルヴァドス騎士団のオーギュスト、リュテス騎士団のシャイエ、このペルシュ騎士団のエミールに、団長のレオナールなどだ。

　だが、そうした者はまだまだ少ないのが現状である。

　マスハスのような、年長で見識もあれば貫かん録ろくもある人間がいたからこそ、ふくれあがった銀の流星軍は瓦が解かいせずにすんでいたのだった。

「兵の数はどれぐらいになりそうですか？」

「ブリューヌの者だけでいえば騎士が約四千五百。諸侯の率いる騎兵と歩兵が合わせて約六千といったところです。これにジスタート軍約二千五百が加わります」

　レギンの質問に、マスハスは臣下としての態度を崩さず丁寧な口調で答えた。

　老伯爵の挙げた数字を聞いて、エレンは怪け訝げんそうな視線をミラに向ける。

　ライトメリッツ軍だけでは、歩兵と騎兵を合わせても二千二百弱というところだ。一方、オルミュッツ軍は、ムオジネル軍との戦いで多くの死者を出したものの、まだ三千五百騎以上はいるはずである。数が合わない。

「私の兵は三百騎だけ手元に残して、残りはオルミュッツに帰らせるわよ。もともと長期遠征の準備はできていないもの」

　当然のようにミラは答え、エレンは眉をひそめた。三百騎ということは、ミラのまわりを固める親衛隊のようなものだろう。

「だったらおまえも帰ればいいだろうに」

　そう毒づいたエレンを、ミラは鼻で笑った。嫌味たらしく口元を歪ませる。

「それはできない相談ね。私はあなたの監査役だもの」

「頼んだ覚えはない」

　憮ぶ然ぜんとしてエレンは言い返したが、それ以上言葉を続けることはせず腕組みをして口を引き結んだ。二人の会話の意味をはかりかねて、ティグルは隣に座っているリムに視線で助けを求める。彼女はそっとティグルの耳に口を寄せた。

「エレオノーラ様がこの戦の経過を国王陛下にご報告申しあげたとき、それに誤りや偽りがあれば指摘して正すのが監査役です。リュドミラ様は普段からエレオノーラ様と険悪な間柄で知られておりますので、適役かと」

「険悪なのにか？」

「親密であれば不正を疑われやすくなります。過去にそういう事例はいくつもありますから」

　わかりやすい例でいえば戦費の横領だ。総指揮官が監査役を抱きこみ、戦費の何割かを二人で山分けするという話は珍しいものではない。そのため監査役は公正な人間か、あるいは総指揮官と親しくない人物が選ばれる。

　なるほどと納得するティグルの右隣で、レギンが首をかしげた。

「すべて合わせると一万三千ですか……。この城砦にはそれ以上の数の騎士と兵がいるように思えましたが」

　軽い驚きに目を瞠みはりながらも、マスハスは王女にうなずいてみせた。

「殿下のおっしゃる通り、ここには二万前後の騎士と兵がおります。オルミュッツの兵を除いても、一万六千以上にはなるでしょう。ただ、城砦の守備に食糧や燃料、馬糧、武具……。加えて兵の強さなどの問題から、すべての兵を連れていくのは不可能なのです」

「わかりました。話を進めてください」

　リムがテーブルに地図を広げる。ブリューヌ王国全体を描いたものだ。

「二日後、我々はこの城砦を発ってルテティアへ向かうわけじゃが、様子を見ながら少しずつ進もうと考えておる」

「理由は二つあります」

　マスハスの言葉を受けて、リムが口を開いた。

「一つは、テナルディエ公爵とガヌロン公爵を噛みあわせるためです。我々のもとにもたらされた情報によれば、二人の公爵の軍はネメタクムより北で激突後、テナルディエ軍が劣勢となって南へ後退を繰り返し、ネメタクムで睨みあっているとか」

「それぞれの軍を率いているのは誰だ？　公爵たちが自ら戦場にいるのか？」

　リムの指が示す地図の一点を見据えながら、エレンが訊いた。灰色の髭を撫でながら、マスハスは首を横に振る。

「テナルディエ公爵の軍を率いているのはスティードといい、公爵の側近じゃ。ガヌロン公爵の軍を率いているのはグレアスト侯爵。こちらもまた、ガヌロン公の腹心とも呼べる男じゃな」

「グレアスト……。あの男か」

　ティグルと、そしてエレンの記憶に不快な映像がよみがえった。黒騎士ロランと対峙する前、ガヌロンの名代として現れた男の姿を思いだしたのだ。

　とくにエレンはよほど不愉快だったようで、表情が一気に険しいものになる。

「ムオジネルが攻めてきていたというのに、呑気なものね。それともガヌロン公爵はわかっていて兵を動かしたのかしら」

　青い瞳に剣呑な輝きを宿して、ミラが鼻を鳴らした。マスハスはうなずく。

「おそらくは。ムオジネル軍は陸と海からそれぞれ兵を動かし、陸からの軍はティグルが撃退した。海からの軍は、テナルディエ公が沿岸部で迎え撃ったそうじゃ」

「テナルディエ公の領地であるネメタクムはブリューヌ南部にあり、南部全体が彼の影響を強く受けています。ガヌロン公爵との決戦を前にして、ムオジネル軍を放っておくことはできなかったのでしょう。そこを突かれた形ですね」

　マスハスの説明をリムが補足し、ティグルは複雑な心境で地図を眺めた。

――はからずも、俺はテナルディエ公と共闘したわけか……。

　自分たちが戦った、いわゆる陸のムオジネル軍が撤退していったのは、海での戦いの結果と無関係ではないだろう。また、自分たちが陸のムオジネル軍を食い止めたからこそ、テナルディエ公爵は海のムオジネル軍と戦えたのだろう。

「ムオジネルが退いた以上、テナルディエ公はガヌロン公との決戦を急ぐじゃろう。そんなところへ、我々がのこのこと姿を現す理由はない」

　そう説明しながらマスハスは地図に駒を置いていく。どちらかが倒れるのを待ち、生き残って傷つき疲弊している方を討つ。それが基本方針だった。

「二つめの理由は？」

　ティグルの質問に答えたのはリムだ。

「ムオジネル軍は撤退する際、ティグルヴルムド卿を称賛していたと聞きましたが、彼らはそのあとも、ブリューヌ王国内であなたの活躍を吹聴してまわっているようなのです。その噂が彼らの耳に届くのを待ちます」

「ムオジネルとしては、テナルディエ公とガヌロン公の争いに、第三勢力としてのティグルを登場させて混乱を長引かせたいというところなのじゃろうな」

　あまりにも見え透いている意図に憮然として、マスハスがしかめっ面をつくる。それとわかっていて乗らなければならない現状が、この老騎士には腹立たしかった。

　ティグルはたしかに第三勢力としての立場を急速に確立しつつあるが、ジスタート軍を自国に招きいれたという悪評に加え、辺境の伯爵に過ぎないという頼りなさも内包している。

　一方、テナルディエとガヌロンはいずれも名門の出だ。彼らの治めているネメタクムやルテティアの豊かさはよく知られており、動かせる兵の数も比べものにならない。

　ティグルはようやく一万もの兵をそろえたというのに、彼らはその倍の兵をさほど苦労せずに用意できるのだ。

「私の名を役立てることは、できませんか？」

　かすかに悔しさをにじませた表情でレギンが尋ねた。

「その案は出たが、私が頼んでやめてもらった」

　むっつりとした顔でエレンが答えた。レギンは不思議そうな顔で問いかける。

「あなたは、私が王族であることを喧伝するつもりだったと思いましたが」

　レギンが王女であることを明かし、それを証明するものがアルテシウムにあると語ったとき、それを広く知らせることを考えたのは他ならぬエレンだった。

「見通しが甘かった」

　表情は憮然として返事はそっけない。レギンは困惑気味に眉をひそめ、ティグルに助けを求める視線を向ける。それを見て、マスハスが一つ咳払いをした。

「僭せん越えつながら殿下にご説明を――」

「マスハス卿。殿下には俺から説明します」

　老伯爵の言葉を遮って、ティグルはことさらに明るい表情をレギンに向ける。あまり快いものではないが、だからこそ自分の口で言わなければならないと思った。

「ムオジネル軍を撃退したオルメア平原からこの城砦へ来るまでの間……いえ、この城砦に来てからも、俺は多くの貴族や騎士、商人らと会って話をしました」

　自虐的にならないよう気をつけながら、ティグルは落ち着いた口調で言葉を続ける。

「彼らがこの城砦に集まった理由はさまざまです。ムオジネルと戦った俺を認めてくれたひともいれば、テナルディエ公たちに協力したくないから俺のところへ来たというひともいます。それでわかったことは……俺はまだ、彼らの信頼を勝ち得ていないということです」

「信頼……？」

　レギンが碧い瞳を曇らせる。

「理由はどうあれ、俺がジスタート軍を国内へ呼びこんだことは事実です。爵位と領地を取りあげられたことも。彼らはそれを知っている。何人かは、俺がどのような人間なのか見極めようとするふうでさえありました」

　もっとも、最初はティグルはそのことに気づかなかった。会談を終えたあとで、同席していたマスハスやリムに教えられてはじめて知ったのだ。わかってからは、相手の言動に注意深く対処するようになったが。

「この状況で、俺が殿下の存在を公に知らしめ、アルテシウムへ向かうと告げたら、彼らはこちらに疑惑の眼差しを向けてくるでしょう。どこで殿下と知りあったのかと。また、殿下にお目にかかりたいとも言ってくるでしょう。遠くからそのお姿を見せるというのであれば切り抜けられるでしょうが、私たちでも断れないような相手が出てきたら、殿下が女性であることを知られてしまい、アルテシウムへ向かうどころではなくなってしまいます」

　エレンの言った、見通しが甘かったというのはこのことだ。

　彼女の考えていた戦略は次のようなものだった。

　まず、レギンの存在を声高に叫んでアルテシウムへ向かう。そうしたら当然、テナルディエとガヌロンは一時的にでも手を結び、今度こそレギンを亡き者にせんと兵を進めてくるだろう。

　だが、すでにおたがいの軍を衝突させている二人だ。両者の間に信頼などあるはずがなく、その動きに隙ができないはずがない。たとえテナルディエとガヌロンが組んでこちらの二倍、三倍の兵力を抱えていようと、その隙を突けば勝てる。そう踏んでいた。

　しかし、この戦略は味方が結束しているのが大前提だ。

　貴族や騎士たちにそれぞれ打算や思惑があるのはかまわない。ティグルを信頼し、従ってくれるのならば。

　だが、現状はそうではない。

　ジスタート軍を国内に呼びこんだ裏切り者が、今度は亡き王子殿下の名を利用するつもりらしい。姿かたちのよく似た、素性の知れぬ娘を引っ張ってきて……。

　そのような陰口が軍内に蔓延したら、もはや戦うどころではなくなってしまう。

「そういった事情から、殿下の名はこれより後の段階で活用させていただきたいと思います」

「……後の段階？」

　無念そうにうつむいたレギンだったが、ティグルの言葉に目を瞠って顔を上げた。

「我々が勝利を得たとき。それをより確実なものにするために、殿下の御名を借りることがあると考えています」

　レギンはしばらく若者の顔を見つめていたが、やがて肩の力を抜いて椅子に座り直す。

「わかりました。もとより私はあなたを頼っている身。お任せします」

「恐縮です、殿下。ただ――いま申し上げたことと矛盾するように聞こえますが、あるていどのこと……たとえば『王家に連なる女性を保護している』ぐらいのことは彼らにも知らせておくつもりでいます」

　テナルディエかガヌロンがレギンの素性を明らかにした場合に備えてのことだった。

「ティグルヴルムド＝ヴォルンはある王族を匿っている。秘密にしていたのは、もちろん己の私欲のためだ」などと吹聴されては、その後どのように弁明しても聞き入れられないだろう。

「明らかにもできず、隠しておくのも危険。難しいのですね……」

「殿下に害が及ぶことのないよう、微力を尽くします」

　心配させないようにという配慮から笑顔をつくって王女に答えるティグルを、マスハスは気遣わしげな表情で見守っていた。王女の素性を明確に公表しないことについては、ティグルが口にしなかったもう一つの理由がある。

　レギンに、力がなさすぎることだ。

――実は王女であり、事情があっていままで王子として生きてきた。それを明かしても人々の動揺をおさえられるだけのものを、この方がお持ちであれば……。

　政事や軍事における非凡な能力や何らかの実績。あるいは、テナルディエやガヌロンに見劣りしないほど強力な者の忠誠。

　たとえば王宮で命を落としたロランがレギンのそばにいれば、マスハスは素性を明かすよう強く勧めただろう。事実を知らされた人々も、あのロランが従っているのだからと冷静さを保っていられるに違いない。

――わしやオージェではもちろん、ムオジネル軍を撃退したティグルでもそれは無理じゃ。もしも味方が狼狽しないのであれば、より有利にことを運ぶことができたのだが。

　だが、ないものねだりをしても仕方がない。手持ちの駒を駆使してやりくりしていくしかなかった。それに、現状は数ヵ月前から見れば想像できないほど恵まれている。

　そうして軍議は解散となった。







　レギンの身分を隠すためには、なるべくひとと接触しないことが望ましい。

　現在のペルシュ城砦には、騎士や貴族などさまざまな者がいる。レグナスの顔を覚えている者も当然いるし、レギンの顔を見て何か勘付く者もいるかもしれないのだ。

　そのため、彼女は城砦の奥にある自分に与えられた部屋からほとんど出ない生活を送っている。また、レギン自身、あまりひととの接触に積極的ではないようだった。

　とはいえ、王女であるからには放ってもおけない。そこで彼女の身の回りの世話をする役目を任されたのが、ティッタである。

　レギンの素性を聞かされたとき、ティッタはおおいに驚き、ティグルに彼女のことを頼むといわれると、不安と緊張を全身にまとわりつかせたものだった。

「ティグル様……。あたしにそんな大役が務まるんでしょうか」

「もちろんだと言いたいところだけど、たしかにおまえには難しいかもしれないな。なにせ、うちに来たことのある貴族なんて数えるほどしかいないし、王族なんてお目にかかる機会すらないからなあ」

　ティグルは苦笑を浮かべて、すっかり畏縮してしまっているティッタの頭を撫でる。栗色の髪の侍女を優しく見つめて言葉を続けた。

「でも、おまえなら心配ないとも思ってる。殿下といっても、この場合はそう身構えたりする必要はない。いつも俺にやってくれているように、殿下の身の回りのお世話をしてくれ。困るようなことがあれば俺が何とかする」

　ティッタを安心させるように、彼女を軽く抱きしめてその背中を叩く。それでティッタも心を決めたのだった。

　実際、城砦での生活がはじまってから問題は何も起きていない。レギンが人形のようにおとなしく、何かを要求することがほとんどないというのもあるが、ティッタもまた彼女の邪魔にならないよう控えめに、しかし真摯に尽くしていた。

　いま、ティッタはレギンの身体を拭いている。床に敷いた絨毯の上に全裸で座っている王女の背中を、湯を絞った布で力を入れすぎないように拭いていた。

　室内にあるのはベッドの他に簡素なつくりの机と椅子、明かりのための燭台だけ。その殺風景さ加減は、とても一国の王女に用意された部屋とは思えない。

――あたしはこういうのに慣れてるけど……。

　王女殿下は平気なのだろうかと、ティッタはなんとなく考える。

　市井の人間には、いわゆる風呂だの浴場だのは金のかかる娯楽に近い。せいぜいが湯を絞った布で身体を拭くていどだ。ティッタは侍女という立場もあり、水浴びなどをして身体を清潔に保つ努力は欠かさなかったが、風呂に入ったことはあまりない。

　浴槽に充分な量の水を張り、それを湯にするだけの薪を用意する。そんな贅沢は、年に一、二度ある祭りで提供されることがあるぐらいだ。
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　ただ、大都市には公衆浴場と呼ばれる集団で湯に浸かれる施設があったり、裕福な商人や貴族はほとんど毎日のように風呂に入っているという話は聞いたことがあった。もちろん王宮にもあるのだろう。

「ティッタ、でしたね」

　突然名前を呼ばれて、ティッタは肩をびくりと震わせた。はいと答えようとして、ひゃいという響きが口から出る。気づかぬうちに、何か粗相でもしてしまったのだろうか。

　顔を真っ赤にしてうろたえるティッタの目の前で、白い背中が小刻みに震えた。どうも王女は笑っているらしい。

「そんなに驚かないでください。私はあなたに感謝しているのですから。いまの私ではあなたの働きに何も報いることができず、申し訳ないかぎりです」

「も、申し訳ないなんて、そんな……」

　思いもよらない言葉をかけられ、ティッタは激しく首を振る。さらに言葉を紡ごうとしたが、語句よりも、王族に対して失礼でない言い回しかどうかに悩んでしまい、結局何も言えなかった。その葛藤を悟ってか、レギンは静かな声音で尋ねる。

「あなたは何年もティグル……ヴォルン伯爵に仕えていると伺いましたが」

「あ、はい。ええと、十一のときからなので、四年間ティグル様にお仕えしています」

「他の者も、ヴォルン伯爵をそのように愛称で呼んでいましたが、彼は誰に対してもそうなのですか？」

　首をかしげたレギンに、ティッタは苦笑を浮かべた。ようするにティグルが面倒くさがっているだけと説明する。レギンはそれを楽しそうに聞いた。

「よかったら、他にも彼のことを話してもらえませんか？　どんな些細なことでもかまいません。――私に力を貸してくれている彼について、もっと知りたいのです」

　台詞の後半は言い訳めいた口調だったが、ティッタは気にしなかった。ティグルが王女殿下に気に入られているらしいということが、純粋に嬉しかったのだ。

「わかりました。そうですね。これは三年前のことですけど……」

　そうしていくつかの話をするうちに、王女と侍女は打ち解けていった。




　　　　　　　†




　ネメタクムの北部にあるモントーバンの野では、テナルディエ軍がガヌロン軍を蹂躙していた。モントーバンは川もあれば丘もあるが、起伏に乏しい草原が広がっており、万を超える軍勢を運用するには適した場だった。

　スティードの率いるテナルディエ軍は、ネメタクムより北でガヌロン軍とぶつかりあって以来、ずるずると後退を重ねてきた。それが、テナルディエ公爵の率いる本隊と合流を果たし、ついに反撃に出たのである。

　広大な草原で、約一万八千のテナルディエ軍と、三万を超えるガヌロン軍が激突した。

　ガヌロン軍は呆気なく粉砕され、圧倒的な敗北を喫した。

　草原のあちらこちらから火の手があがっている。火竜プラーニの吐いた炎によるものだ。まばらに生えていた草は、人間とともに焼き尽くされたのである。春や夏ならば、モントーバン全体が炎に包まれたかもしれなかった。

　人間たちにまじって、小さな山のような何かが五つ、草原に蠢うごめいている。

　角と鱗に覆われ、鋭い牙と爪、何より圧倒的な膂りょ力りょくを持つ巨大な獣――竜。この五頭の竜がガヌロン軍に猛然と襲いかかり、剣や槍をものともせずに人間どもを踏み潰し、引き裂き、喰らって突き進んだのだ。

　先頭にいた兵たちが血と臓ぞう腑ふで地面を赤黒く染めてただの肉塊と化したとき、ガヌロン軍はもうほとんど崩壊していた。竜の強靭な鱗はいかなる刃も通さない。その一方で竜がその前脚を一薙ぎすれば、人間は肉も骨も甲冑もまとめて粉砕されるのだ。

　戦場の怒号にも怯えないよう鍛え育てた軍馬が悲痛ないななきとともに貪り喰われ、死体は積みあげられては崩されて草原にぶちまけられていく。

　勝者の側に立つテナルディエ軍の将兵すら、この無残な光景には背筋が冷えた。これらを正視しても眉一つ動かさなかったのは、総指揮官であるテナルディエ公爵と、その側近スティードの二人だけだ。

　フェリックス＝アーロン＝テナルディエは軍の中央で馬にまたがり、睨みつけるかのような表情で戦況を眺めている。長身で、肩幅は広く胸板も厚い。鍛えられて引き締まった体躯の上には、鋭い眼光を放つ厳つい顔があった。

　彼は海から攻めてきたムオジネル軍を撃退したあと、ドレカヴァクからの報告を受けとり、指定された荒野で彼を待って、五頭の竜を従えた。

　そして、スティードの部隊と合流し、このモントーバンに布陣したのだ。

　冬の終わりの朝にはじまった戦は、昼を迎える前に終わりを告げた。

　まだ中天にさしかかっていない太陽の陽射しを浴びている草原は無数の死体と、血と、わずかな炎と黒煙に彩られている。

　テナルディエは黙然とそれを眺めていた。

　彼の頭の中では、すでに次の戦いがはじまっている。







　この戦でガヌロン軍の戦死者は三千ほどだった。

「一千が竜に喰われた者、一千がそれ以外。最後の一千は逃げる仲間に踏み潰された者」

　テナルディエ軍の兵たちがそう揶揄したが、当たらずとも遠からずといったところだ。実際に竜たちは人間を甲冑ごと噛み砕き、喰い散らかしたし、竜が出る前の段階でもかなりの死者は出ていた。

　そして、竜の登場により崩壊したガヌロン軍の兵たちの、敗走ぶりも目を覆うほどのものだったのだから。

　逃げた兵はおよそ六千。テナルディエ軍に投降した兵は、二万を超える。

　一方で、テナルディエ軍の損害は軽微といってよい。戦死者の数は五百未満。負傷者の数もせいぜい三千ほど。

　その夜はモントーバンの北にある丘の上で勝利を祝う宴が催され、テナルディエに従っている貴族たちが次々に総指揮官の天幕を訪れ、祝いの言葉を述べた。それらに対してテナルディエは鷹おう揚ようにうなずいたあと、必ずある問いかけをした。

「――今度の戦の勝因は、何だと思う？」

　これに対する返答は、だいたい二つだった。

「閣下のお見事な指揮ぶりによる成果以外の何物でもないでしょう」

「やはり、竜ではないでしょうか。あの巨大な獣――いえ、あの怪物が前進する様子は、味方の側から見ても身震いをおさえきれぬほどでございました」

　テナルディエを手放しで褒め称えるか、竜の恐ろしさを語るか、だ。テナルディエを前にして不要な発言をできるはずがないということもあったが、それほどに五頭の竜は強烈な印象を兵たちに植えつけたのだった。

　やがて夜も更けて宴が終わると、テナルディエは天幕を出た。闇に覆われた空には銀色の三日月が輝いている。冬だというのに、風は奇妙に生温い。

「閣下。どちらへ行かれるのですか」

　怪訝な顔をする見張りの兵たちに、テナルディエはそっけない声音で竜を見てくると告げた。兵たちは夜目にもあきらかなほどうろたえる。

「お叱りを覚悟で申し上げますが、閣下。不用意な真似まねはお慎みください」

「何卒、天幕の中へお戻りくださいますよう」

　テナルディエは鼻を鳴らすと、もはや兵たちには目もくれず歩きだした。他にも寝ずの番についている幾人もの兵がテナルディエの姿を見たが、彼らは焦りと戸惑いも露あらわに主を見送ることしかできない。

　無数の幕舎の間を通り抜けて、陣営の外に出た。そこから少し歩くと、壕が現れる。

　この壕は、竜が突然暴れ出した際にすこしでも時間をかせぐためのものだ。五頭の竜は二重の壕と柵に囲まれている。壕と柵の外側にいる人間たちを守るために。

　濠に浮橋をかけさせていると、闇の中から手に松明を持ったスティードが現れる。腰に剣を佩いただけの軽装だが、いつも通りの無表情だった。

「何事ですか、閣下」

「竜の様子を見ようと思ってな」

　そう答えると、当然のようにスティードは随従してきた。テナルディエもまた、彼を下がらせたりはしなかった。

　二重の壕と柵を超えて、テナルディエとスティードは闇の中を行く。月と星の明かりに加え、スティードの持っている松明の炎のおかげで歩くのに支障はない。

　二つめの壕を超えてほどなく、頑丈な木材で組み上げ、厚手の布で覆った竜舎とでも呼ぶべきそれが見えてきた。

　壕の内側には、見張りの兵はいない。ここにいる人間はテナルディエとスティードの二人だけだ。

　元々鎖につながれていた双頭竜と火竜を除いて、他の三頭の竜は地面に深く打ちこまれた杭から伸びた鎖につながれている。もっとも、これで竜の動きを制御できるはずがない。どちらかといえば、兵を安心させるための処置だった。

　人間用の幕舎を二十近くばらばらにして繋ぎ合わせた巨大な天幕の下、組み上げられた柵の中に、一頭ずつ竜がおさまっている。いずれも目を覚まし、竜舎の中へ入ってきたテナルディエとスティードをじっと見つめていた。

「スティード。こいつらは猫だとでも思え」

　唐突に、テナルディエが言った。それまで無表情を貫いていた金髪の腹心は、青白い顔にむしろ驚きの色をにじませる。彼を振り返りもせず公爵は続けた。

「怯えるな。その瞬間に喰われる」

「……ご配慮、感謝いたします」

　テナルディエはもっとも奥にたたずんでいる双頭竜へと歩み寄る。人間など、この怪物の前では取るに足らぬ存在なのだと自覚させられる圧倒的な巨体。闇の中で白く光る四つの瞳が、無感動にテナルディエたちを見下ろしている。

　もしも双頭竜が気まぐれにテナルディエを撫でようものなら、彼は瞬く間に血まみれの挽肉となるだろう。スティードが割って入ったとしても挽肉が二つになるだけだ。

　それをわかっていながら、テナルディエは双頭竜の足元に立つ。その分厚くて硬い鱗に手を添えた。双頭竜が身じろぎし、漆黒の太い鎖が重々しい響きをたてる。

「スティードよ。今度の戦の勝因は、何だと思う」

　竜の鱗のざらざらとした感触をてのひらでたしかめながら、テナルディエは尋ねた。

「竜の強さと、敵の動きの劣悪さによるものでしょう」

　テナルディエの忠臣はそう答えた。

「理由はわかりませぬが、総指揮をとっていたグレアスト侯爵が突然ルテティアへ引き返して以降、敵の動きは非常に緩慢で統制のとれないものとなりました」

　今日の戦の経過を思いだしながら、スティードは説明する。

　モントーバンの野に展開したガヌロンの軍は中央に一万三千、右翼と左翼に七千ずつ、そして後方に予備兵力を三千ばかり置くという基本に忠実なものだった。

　間違っているとはいえない。数で上回る側が、起伏のない草原で戦うのだ。数に任せて正面から潰しにいくのは常道である。

　一方、テナルディエの軍も中央と右翼、左翼、後方の予備兵力というほとんど同じ形で布陣した。ただし、中央が約六千、右翼と左翼が約五千ずつ、予備兵力が約二千というもので、しかも予備の部隊は本隊からかなり距離があった。

　そして、五頭の竜は中央の部隊の後ろに控えていた。

　戦いがはじまると、ガヌロン軍は猛然と中央を崩しにかかった。なにしろ一万三千対六千である。左右両翼の部隊も、圧倒的ではないが数において勝っている。そちらを膠着状態に持ちこんで時間をかせぎ、その間に中央を突き崩そうと考えるのは当然のことだった。

　はたしてテナルディエ軍中央の約六千はガヌロン軍の攻勢を支えきれなくなり、武器を捨てて逃げ散りはじめる。勢いづいたガヌロン軍は予備の部隊を早々に投入し、一気に決着をつけようとした。

　王都付近で最初の戦いを演じてから、ガヌロン軍は常に攻め続ける側だった。無様に後退し続けるテナルディエ軍に追いすがってきたのだ。彼らは、前へ進むことに慣れきっていた。

　そして中央を突破した瞬間、命令を受けた竜たちがいっせいにガヌロン兵へ襲いかかったのだ。六つの咆哮が、人間たちのあげていた怒号や悲鳴をかきけした。

　一万三千に予備の三千を加えたガヌロン兵たちは恐慌状態に陥った。戦意はたちまちのうちに吹き飛んで我先にと敗走し、右翼と左翼もその光景を目にして降伏する。

　さらに、ガヌロン兵たちの退路に立ちふさがった集団があった。テナルディエ軍の予備兵力約二千だ。戦いがはじまってすぐ、スティードが指揮して戦場の外から回りこんでいたのだ。

　すなわちテナルディエは、ガヌロン軍よりも先に手持ちの兵を使いきっていたわけで、竜がいるとはいってもこれはかなりの賭けだった。

「もしもグレアスト侯爵が今日のガヌロン軍を指揮していたら、敗北したのは我々やもしれませぬ」

　スティードはそう述べる。グレアスト指揮下のガヌロン兵ならば、より慎重に動いてきただろう。竜の存在を知りながら突撃してくることも、敗走に移った段階でテナルディエ軍に退路をふさがれるといった醜態も見せなかったに違いない。

「グレアストが指揮を執っていれば、早い段階で敵の退路を断つなどという案をおぬしは述べなかったであろう」

　スティードは沈黙した。肯定であり、テナルディエにはこの側近のこうした謙けん虚きょさがいささか物足りない。竜以外の勝因がついに見出せなかった他の貴族や部下たちとは一味も二味も違う優秀な男なのだが。

「スティード。おぬしにはたびたび言っていることだが、優れた者や強者がひとの上に立つのは当然のことだ。そうでなければこの世は成り立たぬ。そして、ときには優れていることやその強さをはっきりと見せてやらねばならぬ」

「承知しております」

　淡々とスティードは答える。この主従の間でよくかわされるやりとりだった。スティードの返答がいつも通りのものだったことに内心で嘆息しつつ、テナルディエは話を戻す。

「もしおまえがガヌロン軍を指揮していたら、竜にはどう対処した？」

「混戦にて」

　テナルディエの質問に、スティードは簡潔に答える。混戦。つまり敵味方の兵を入り組ませることで、竜に攻撃させないようにするという手だ。

「それでも我が軍が竜を後退させなければ？」

「後退させずとも、陣容に綻びは生じましょう。その隙をついて総指揮官を狙います」

「では、おまえが我が軍の指揮官だとして。敵がその手を使ってきた場合はどうする？」

　今度の問いかけには、さすがにスティードも即答できずいくばくかの時間考えこむ。その間も、テナルディエは竜の鱗に触れて静かに佇んでいた。

　その姿にはわずかな恐怖もなく、虚勢さえもうかがえない。テナルディエを毛嫌いする者がいても、彼の豪胆さは認めざるを得ないだろうというほどに。

「私の息子は、二頭の竜を率いてアルサスへ向かい、そして死んだ」

　ザイアンのことだ。テナルディエの声が強い感情を帯び、それに反応して竜たちが太く長い首を動かす。スティードもまた、緊張から無意識のうちに身を硬くしていた。

「案ずるな、スティード。私は冷静だ」

　その言葉を鵜呑うのみにして安心できるような男では、スティードはない。また、主を恐れず疑念を口にできるからこそ彼はテナルディエの腹心であり続けることができたのだ。

　だから今回も彼は尋ねた。

「本当に、そう言い切れるのでございますか？　ティグルヴルムドは、閣下から見ればあまりにも卑小な存在でしょう」

　息子の仇という言葉は避ける。

「そう思っていた」

　スティードの言葉を、テナルディエは率直に認めた。そのことを珍しいと、この青白い顔の部下は思った。テナルディエは続ける。

「だが、ことここに至っては認めるしかあるまい。私はあの小僧を知らぬ。しかし、本当に惰弱で力なき者ならば、とうに幸運を使い果たしてのたれ死んでいるはずだ」

　ティグルやガヌロンらと同様、テナルディエも今日までにさまざまな情報を集め、分析し、考え続けている。ティグルの活躍についてもむろん知っていた。

「あの小僧はディナントの戦場を生き抜き、捕虜になっても命を落とすことなく、それどころかジスタートの協力を得てブリューヌへ戻ってきた」

　その後の勇戦ぶりにも目を瞠るものがある。自分やガヌロンに従わぬ諸侯を味方につけ、ガヌロンの軍を撃退した。さらに、黒騎士ロラン率いるナヴァール騎士団を撃ち破り、ムオジネル軍さえも退けてみせたのだ。

　テナルディエの放った刺客を返り討ちにし、オルミュッツの戦姫を説得したのはライトメリッツの戦姫かもしれない。だが、ティグルが何もしていないとは思えなかった。

　もうひとつ、テナルディエは思いだしたことがあった。

――レギンを匿っているという噂もあったな。

　事実かどうかは判然としない。ただ、王族の娘を保護したという噂を耳にしたとき、テナルディエは落雷に打たれたような衝撃を全身で味わったものだった。

　これが王子を助けたというものであれば、笑い飛ばすことができただろう。

　だが、レグナス王子はいわば虚像であり、レギン王女こそが真実の存在であることをテナルディエは知っている。

　もはやただの辺境の田舎貴族とは侮れぬ。このフェリックス＝アーロン＝テナルディエの全知を傾け、全力を尽くして葬り去らなければならぬ。これまでも、彼は強敵と認めた相手をそうして打ち倒してきたのだ。

「ジスタートの兵がいかに精強だとて、竜と戦えるはずがない。アルサスの兵は論外だ。では、竜を撃ち倒したのは何か」

　唐突な話題の変化ではあったが、スティードはすぐに理解した。彼の主はすでに、ティグルとどのように戦うのかについて思案を巡らせている。

　そして、その戦の鍵となるものは、こちらにおいては竜であり、敵においては戦姫なのだということも。

「あの戦に参加した兵の話では、戦姫が剣を振るうと竜が吹き飛んだとのことですが」

「ドレカヴァクも、戦姫がやったのだろうと言っていた」

　竜の強さをあらためて目の当たりにすると、その説明に納得するしかない。そのような、超自然的な力でしか竜を倒すことはかなわないのではないかと思わされるのだ。テナルディエやスティードのような、武芸に卓越した者たちですら。

　テナルディエは手を止め、スティードを振り返る。スティードの持つ松明は、闇の中に凄絶な表情を映しだしていた。おさえがたい激情と凍るような冷酷さが、テナルディエの両眼を彩っている。

「次は小僧と戦姫との戦になる。スティード、策を練っておけ」







　ペルシュ城砦を発つ前日。日が暮れ、夜も更けて皆が寝静まったころ。

　城砦の奥にある自分の部屋で、ティグルは身体を起こした。黒を基調とした服にすばやく着替えて、黒弓と矢筒を用意する。顔には布を巻きつけて、目元以外を隠した。

　側そば仕づかえのバートランはこちらの味方だ。すでに口裏は合わせており、今夜はバートランのところにいたということになっている。

　今日の昼、ティグルは城砦の兵からある話を聞いた。

　この城砦から北西へ馬を半刻ほど走らせると、街道から外れたところに、山を背にした森があるのだという。森の中には小さいながら湖もあり、周辺の村や集落にいる狩人は冬でもよく森に入るのだとか。

――森に入っても一刻ほどで引きあげれば、夜明け前には帰れるだろう。

　ようするに、ティグルは我慢ができなくなったのだ。指揮官としての慣れない仕事に心が耐えかね、息抜きを求めたのである。

　もう何日も滞在しているので、ペルシュ城砦の構造はだいたいわかっている。

　これまた用意しておいた縄を使って窓からするすると中庭へ降り立ち、ティグルは城砦の中を進む。目指すは北の城門だ。

　途中で、倉庫のひとつに入る。主に、古びた机や椅子などをしまってあるのだが、ティグルの目的は倉庫の奥にある窓だ。この窓から倉庫の裏手に出ると、見張りの兵に見み咎とがめられずに城門まで行けるのだ。

　ところが鎧よろい戸どを開けたところで、ティグルの背中に声がかけられた。

「こんな夜更けに、どこへお出かけですか？」

　詰問するような冷たい声に、おもわず身をすくませる。ところが、次いで聞こえてきたのは呆れ混じりの笑い声だった。さきほどの声の主とは別人だ。

　振り返ると、エレンとリムが立っている。エレンは楽しげな笑顔で、リムはいつもの愛想のない顔で。

「……どうしてわかった？」

　エレンは腕組みをして説明する。

「気づいたのはリムだ。ここ数日のこいつの、おまえに対する心配っぷりは私でも呆れるくらいでな。もういっそ嫁になればいいのではないかと思ったほどだ」

「な……と、突然何をおっしゃるのですか！」

　主の思いもかけない発言に、リムはたちまち愛想のない表情を崩して顔を真っ赤にする。ティグルも呆然としてエレンとリムを交互に見つめた。

「いやか？　ティグルはブリューヌ人だからな。ジスタートで暮らすようになったとき、より早くなじんでもらうには悪くない手かと思ったのだが。それに、二人ともおたがいを知らぬ仲ではあるまい？」

　あからさまに揶揄する口調である。ティグルもリムも思い当たる節があり、言葉を失った。

　かつて井戸で水浴びをしているティグルを見てしまったことが、リムにはある。ティグルもまた、毒を吸いだすためではあったが、彼女の服を引き裂いたことがあった。

　ティグルの視線はなんとなくリムへと向いてしまい、視線が合う。普段が無愛想なだけに、狼狽を露わにした彼女の顔は新鮮に感じた。

　ところが、その視線を誤解したのか、あるいはそのときのことを思いだしたのかリムは胸を守るかのように自身を抱きしめ、怒るにも怒りきれないといった顔でティグルを睨みつける。

　ティグルは誤解を解こうと口を開きかけたが、適切な語句が思い浮かばなかった。見ていない、気にしていない、では逆効果だ。

　そんなふたりをしばらく眺めて、エレンはひとしきり笑ったあとティグルに優しげな眼差しを向けた。

「あまり困らせるなよ」

「……すまない」

　ティグルは素直に頭を下げた。総指揮官が己の欲求に負けて夜の狩りなど、軽率どころの話ではない。

「よし。じゃあ行くか」

　エレンは上機嫌な口調で言うと、鎧戸を開けた窓から裏門へ続く通路へ出る。きょとんとしているティグルを振り返って笑った。

「狩りはさすがに駄目だが、ちょっと気晴らしに散歩するぐらいならいいだろう。私におまえにリムもいる。それに、ちゃんと謝れたからな」

　ご褒美だと優しい笑顔で告げて、エレンは歩きだす。リムが静かに続き、ティグルも顔に巻いていた布を外し、慌てて後を追った。

　門衛にはエレンが説明し、三人で外へ出る。吹き抜けた夜風に、ティグルは首をすくめた。

　空にはたった一つの月と無数の星が瞬き、大気は冷たく、地面に近いほど闇は濃い。

　月と星の明かりだけを頼りに、ティグルたちは街道を歩く。

――こんな気分はひさしぶりだ。

　暗闇の中、ただ歩いているだけなのに、ティグルは気分が安らいでいくのを実感していた。思えば、ムオジネル軍侵攻の知らせを受けてから今日まで、落ち着いた状況は一日もない。休んでいる暇などなかった。

　そして、これから待ち受けているのはティグルだけでなく、この国の未来を左右しかねない、さらにはジスタートにも影響が出るだろう決戦だ。知らず知らずのうちに、鬱屈した気分が溜まっていたのだろう。

「私も戦姫になったばかりのころはそうだった」

　ティグルに語りかけているというよりも独白に近い口調で、エレンが言葉を紡いだ。

　膝を折る相手は国王しかいない、圧倒的な権力。竜をも屠ほふり去る強力な竜具。それらが戦姫に与える重圧はどれほどのものだろうか。

「心から信頼できたのはリムだけだった。先代が遺していった臣下は皆優秀で、私が戦姫というものに慣れるまで支えてくれたのだが、かつての私はそのことにすぐには気づけなかった。おかげで、皆にはえらい手間をかけさせてしまった」

　ティグルに向けられたエレンの双そう眸ぼうが、優しげな色を湛える。

「おまえが担いでいる荷物を、代わりに持ってやることはできない。だが、おまえを支えることなら多少はできる。私やリムもそうだし、ルーリックもそうだ。ティッタやバートラン、ローダント伯爵にオージェ子爵もな。だからもうちょっと辛抱しろ」

「そうだな。楽しみは、もう少し先にとっておこう」

　それから、ありがとうとティグルは礼を述べた。もっと自分は強くならねばならない。自分を支えてくれる者たちのために。

　不意に、エレンの腰にある長剣が彼女の髪を軽く巻き上げる。紅の瞳の戦姫は苦笑を浮かべ、白銀の髪を手で梳いてから、なだめるように長剣の鞘を軽く叩いた。

「むろんおまえのことも信頼しているさ。ただ、はじめて会ったときはあまりに突然だったものでな」

　風を操るこの竜具は、どうやらさきほどのエレンの台詞の中で、自分への言及がなかったことに抗議したらしい。

　エレンとアリファールのやりとりを見て、ティグルはふと手にしている黒弓へと視線を向ける。生まれたときにはすでに家宝として鎮座しており、薄気味悪くてなるべく避けていた。

――俺は、エレンがアリファールを信頼しているように、こいつを信頼しているのか。

　複雑な感情が胸をよぎる。何度もこの弓の力に頼っておきながら、ティグルはまだこの弓を全面的に信頼はしていない。どこかで、危険で恐ろしいものだと思っている。

　かつての薄気味悪さは拭えたものの、この弓に関わりがあるらしい夜と闇と死の女神ティル＝ナ＝ファがティッタに乗り移ったことには、いまでも怒りを覚えていた。

――ライトメリッツに行く前に、この弓について解決することは無理かな。

　とはいえ、と考え直す。ブリューヌとジスタートでは、信ずる神々に共通点がある。あるいはジスタートに、ティル＝ナ＝ファについての何らかの手がかりがあるかもしれない。

「――ティグル」

　不意に、エレンに名を呼ばれた。こちらを振り返った戦姫は、真剣な表情でティグルを見据えている。

「戦いを決めたあの日の夜。私とかわした言葉を覚えているか？」

　それは秋の半ば、あと数日で捕虜から奴隷になるはずだったティグルの運命を変えた夜のことだ。ティグルもまた雑念を拭い去った顔でうなずいた。

「君の兵を借りる対価として、アルサスが君のものとなる」

「そうだな。ついでに言っておくと、おまえは私のものだ。リュドミラへの態度といい、最近のおまえはどうもそのへんを忘れがちな気がするが」

　露骨に念を押してから、エレンは話を戻した。足を止め、銀砂を散りばめたような夜空を見上げる。

「領地を得ることがあれば、国王陛下に献上する。それを条件に、私は陛下のお墨付きを得て軍を動かすことができた。このまま戦が終わればアルサスは陛下の直轄地となる。ブリューヌがおまえかアルサスを取りあげようと、知ったことではない」

「前にも聞いたと思うが……ジスタート王は善政を敷かれる方なのか？」

　ティグルの問いかけに、エレンは口の端を吊り上げて皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「基本的に、己の領地に対してはな。だが、絶対安全とはかぎらん。この先、ブリューヌとの交渉次第では、ブリューヌにアルサスを譲渡することもあるだろう。また、武勲をたてた者にアルサスを下賜することも考えられる」

　ティグルは難しい顔になって地面に視線を落とす。足元までは光が届かない。ティグルの未来と同じく闇に包まれている。

　ふと疑問に思った。なぜ、急にこんな話をはじめたのだろうか。顔を上げて、ティグルはエレンをまっすぐ見つめた。

「……話して、くれるのか？」

　あの日以来不思議に思っていたことがある。エレンは自分のために兵を出してくれたのだが、どこに彼女の利益があるのかティグルにはわからなかった。

　戦というのは消費だ。食糧や燃料を潰し、武具をすり減らし、人馬を死なせる。

　それでも戦をするのは、そうしなければ得られないものがある、もしくはあると信じているからだ。

　今日までの戦いを振り返っても、アルサスを得たところで大赤字はまぬがれない。そして、エレンがそのていどの計算もできないはずはない。

「……私の狙いはヴォージュだった。それだけだった。最初のうちは、な」

　苦笑混じりの台詞に、ティグルは首をひねった。ヴォージュは、ブリューヌとジスタートの間を縦断する険しい山々の連なりだ。山道は少なく、場所によっては山賊が棲みついていることもある。とくに何かが採れるということもなかったはずだ。

「話は変わるが、リュドミラのやつはしょっちゅう紅茶を飲んでいるだろう？　あれはムオジネル産だ。ムオジネルから北上してきた商人は、まずオルミュッツに入る。街道は整備されているし、治安も悪くないからな」

　エレンの口元から笑みが消え、彼女はおもしろくなさそうな顔つきになる。

「頭の中に地図を描け。彼らはオルミュッツを抜けたら、どこへ行くと思う？」

「……シレジアか？」

　ジスタート王国の王都。その国の中でもっとも栄えている都市。大商人であれば、そこを目指さないはずがない。

「そうだ。彼らは私の治めるライトメリッツへ来ることはない。当然だな。シレジアの方がひとも多く、金の回りもいい。ブリューヌをはじめとする周辺諸国の産物で市場はにぎわっている。私が商人でもシレジアへ足を向けるだろう」

　エレンは空から視線を外すと、腕組みをしてティグルを見た。紅の瞳には、どこかおもしろがっているような輝きがある。彼女の意図がわからずにティグルが内心で戸惑っていると、それまで黙っていたリムが助け船を出した。

「ティグルヴルムド卿、冬のはじめにエレオノーラ様が救援に向かったレグニーツァには、海を渡ってきたブリューヌやアスヴァールの商人がよく訪れております」

　愛想のない副官の説明に、ティグルはもう一度頭の中に描いた地図をじっと眺める。

――オルミュッツにはムオジネルの商人。レグニーツァには……。

　はっとして、ティグルはおもわず自分の手を打っていた。その反応に、エレンは期待するような微笑を浮かべる。ティグルは自分のたどりついた答えを頭の中で検証し、それから白銀の髪の戦姫に視線を向けた。

「君の目的は、ヴォージュ山脈の――アルサスとライトメリッツを結ぶ山道を、ブリューヌの金で整備させることなのか？」

　正解だったらしく、エレンは満面の笑みを浮かべる。

「合格にしてやろう。我がライトメリッツは、たとえばオルミュッツあたりとくらべても決して貧しくはない。だが、他国の文化や産物の流入という点では劣る」

「王都の商人がライトメリッツを訪れることはありますが、やはり値段は高くなってしまいますし、多くもありませんからね。もっとも、これはこれでライトメリッツ独自の風習が保たれるという面もありますが」

　リムが穏やかな声音で付け加える。

「これは、先代の戦姫のころからどうにかしたい問題でな。かねてから目をつけていたのがヴォージュ山脈の山道だ。ここが整備され、治安もよくなればシレジアとブリューヌの王都ニースを結ぶ最短距離の街道が生まれる」

　そこまで考えていながら手つかずだったのには、いくつか理由がある。

　整備には金も人手も時間もかかる。ヴォージュ山脈はライトメリッツの西端であり、そこまで人夫や資材を運ぶ手間は膨大なものになるだろう。

　そして、国境付近であるためにブリューヌをおおいに刺激してしまう。国境に近い街道を整備するというのは、軍の迅速な移動を可能にすることでもある。侵略の意図を疑われても仕方がない。

「しかし、そればかり考えているわけにもいかぬ。時間をかけてじっくり取り組もうと思っていたのだが――こんなことになった」

　エレンは口元に苦笑をにじませた。

「領土や財貨を得るばかりが戦争ではない。道を切り開き、つなぐことだって戦争だ」

　テナルディエを打ち負かし、彼の財力でもってヴォージュの山道を堂々と整備する。むろんブリューヌ王国公認の下で。妨害や遅延の可能性に対して目を光らせておく必要はあるだろうが、それだけですむと思えば安いものだ。

　ジスタート王も、ことがすんだあとでは黙認するしかないはずだ。ブリューヌへ睨みをきかせることになり、彼のものとなるだろうアルサスの治安を守ることにもつながるのだから。

「どうしていま、それを教えてくれたんだ？」

「あのころのおまえに話しても、わかるかどうかは疑問だったからな」

　あっけらかんとしたエレンの答えに、ティグルは苦笑して肩をすくめる。率直な物言いだが、不快感はない。たしかに、アルサスの外側へあまり目が向いていなかった当時の自分では理解できなかっただろうからだ。

「そして、何より――いまのおまえには、どうしても知っておいてほしかった」

　ティグルに背を向けて、エレンはそう続けた。







　それから四半刻ほど夜の草原を歩いて、ティグルたちは城砦へ戻った。

　だが、すぐに休むことはできなかった。驚くべき知らせが舞いこんできたのだ。

「さきほどルテティアから戻ってきた斥候より、報告がありました。アルテシウムが燃えた……焼け落ちたとのことです」

　ティグルは一瞬、その兵士の言葉の意味を理解できなかった。三呼吸分の間を置いてようやく理解すると、目を瞠ってその場に呆然と立ち尽くしたのだった。









　　　２　　　火竜プラーニと双頭竜ガラ・ドヴァ














「……特使、でございますか？」

　ソフィーヤ＝オベルタスは膝をついた姿勢のままきょとんとした顔になり、不思議そうに小首をかしげてみせた。

　エレンやミラなど親しい者にはソフィーと呼ばれている。ゆるやかに波打つ淡い金色の髪と緑柱石の色の瞳を持つ、長身の美女だ。おっとりとした仕草、ゆったりとした袖と裾を持つ白絹の衣と薄緑色のスカートに包まれた豊かな肢体は、同性でさえも魅了するといわれる。

　その手にあるのは、鈍い金色の輝きを放つ錫しゃく杖じょう。彼女は『光華の耀姫ブレスヴェート』の異名を持つ戦姫なのだ。二十歳と若いが、これでも戦姫たちの中では上から三番目の年長者である。

　ここはジスタート王国の王都シレジア。その王宮の奥にある、謁見の間だ。玉座まで伸びる真紅の絨毯にソフィーは膝をつき、玉座に座っている国王を見つめていた。いま謁見の間には、ソフィーと王の二人しかいない。

「そなたには、少し前にブリューヌへ行ってもらったばかりだが」

　ジスタート王ヴィクトールはそう言った。灰色の髪と髭は風格があるといえなくもないが、黒ずんだ肌と、青い瞳に宿る生気の弱さがむしろ印象に残ってしまう。豪ごう奢しゃな絹服から伸びた手は、骨と皮だけでできているかのようだ。

「ムオジネル軍の侵略やら、またブリューヌの様子が変わってきたようでな。それに、エレオノーラ＝ヴィルターリアが戦をはじめて、半年になろうとしている。目処がつきそうならばよいが、これ以上長引くようであれば引きあげさせねばならぬ」

――どちらかといえば、そちらが主な理由かしら。でも、もっともね。

　内心でそうつぶやいて、ソフィーは国王の考えの正しさを認めた。

　いかに公国の政事を信頼できる者に任せているとはいえ、戦姫が半年もの間己の国を空けているのはよろしくない。

　国王にとっては、戦姫の力を削ることができる機会は貴重なものだが、ジスタート王国全体へ悪影響が及びそうな事態が訪れるのは避けたいというところだった。

「陛下のご配慮には、ここにいない戦姫に代わって感謝の言葉を申しあげます。ですが、エレオノーラについては、リュドミラ＝ルリエが監査役としてついております。二人の友誼を思えば、エレオノーラも無謀な真似まねには出ないと愚考いたしますが」

　エレンとミラの不仲は、王宮でもよく知られている。だからこそ、ソフィーとしては国王が突然自分を呼んだかと思えば、こんなことを言いだしたのが不思議だった。

「だが、あの二人の仲はよいとはいえぬだろう」

　枯れ木を擦り合わせたような老王の声が、いくばくかの感情を帯びる。

「埋もれてしまう情報があるやもしれぬ。その点、ソフィーヤ。おぬしはエレオノーラと親しい仲と聞いている。また、先日ブリューヌに行ったばかりでもある。ゆえに、おぬしに命じるのだ」

「……拝命、謹つつしんで承ります」

　命令とあっては、ソフィーにはそれ以上の言葉を紡ぐことができなかった。頭を垂れながら、彼女は国王の意図について思索を巡らせている。

――エレンとミラの仲が悪いのを逆手にとられたわ……。

　ソフィーに命じたのは、国王の言ったように彼女が特使としてブリューヌを訪れたばかりだからというのもたしかにあるのだろう。

　ブリューヌ王国専門の外交官はむろん別に存在しているが、国王に次ぐ地位である戦姫という存在は相手も粗略にできないため、使者として何かと有効なのだ。

　しかし、ヴィクトール王の狙いをソフィーは悟っていた。







　謁見の間を出て、ゆっくりとした足取りで廊下を歩きながら、ソフィーは考える。

――陛下は、私とエレンの仲がよいというのを口実に、戦後の処理に口を挟む気ね……。

　珍しいことではない。こうしたことはヴィクトール王にかぎらず、歴代の諸王によく見られたことだからだ。

　戦姫の権勢を削ぐため積極的に首を突っこんできた王もいれば、鷹おう揚ような態度を示しつつも一線だけは決して越えさせなかった王もいる。

――ヴィクトール陛下が前者寄りなのは間違いないことだけれど。

　ただ、どこまで介入してくるつもりなのかまではソフィーにもわからない。最善を尽くしつつも、酷くならないことを神々に祈るよりなかった。

「――ソフィーヤ＝オベルタスではありませんか」

　穏やかな声がソフィーの思考を遮る。そちらへ目を向けると、ひとりの女性がこちらへ歩いてくるところだった。

　白い薔薇の映える青みがかった黒髪、紅や紫の薔薇がささやかな彩りを添えている、白を基調としたドレス、そして調和を破壊するようにしか思えないにもかかわらず、溶けこんでいるうえに神秘性を増している大鎌の竜具。

　ソフィーは緑柱石の色の目を瞠みはり、驚きの声を漏らした。

「ヴァレンティナ……」

「おひさしぶりですね、ソフィーヤ」

　ヴァレンティナと呼ばれた美女は、にこりと微笑んだ。その笑みもどこか繊細で、触れれば崩れ落ちそうな脆さを感じさせる。ソフィーも一拍遅れて笑顔を返した。

「ええ、ひさしぶりね。どうして王宮に？」

「自分の国にこもっていると、どうしても情報に疎くなってしまいますから。王都も王宮も、私には賑やかすぎて疲れてしまいますけれど」

　口元を手でおさえながら、疲労感のこもったため息を彼女は吐いた。

　ヴァレンティナ＝グリンカ＝エステスはソフィーと同じく戦姫のひとりである。姓が二つあるのは、彼女が王家と遠縁の貴族であるエステス家の者だからだ。グリンカは戦姫となってから得た姓だった。

　彼女の治めるオステローデはジスタート王国の北東にあり、普段のヴァレンティナは健康が優れないという理由であまりそこから出てこない。

　たまに姿を現すことはあっても、体調を崩したとかですぐに帰ってしまう。

「大変ね。あなたがもっと健康で、その竜具を自由に使えればいいのに」

　緑柱石の瞳が、ヴァレンティナの持っている大鎌に注がれる。
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　これは竜具だ。虚影エザンディス。『封妖の裂空』の二つ名を有し、ソフィーでさえ信じ難いことに、一瞬にしてどこへでも行ける能力を持つのだという。どんなに遠くだろうと、高く分厚い壁がそびえていようと、思った通りに使い手を運んでくれると。

「駄目ですね」

　ソフィーの言葉に、ヴァレンティナは儚げに微笑んでゆっくりと首を振る。

「これは、遠くへ行こうとするほど体力を使ってしまうんです。あまり体力のない私にはことのほか厳しくて……。先日も、自分の部屋から隣の部屋へ渡ったあと、三日間は疲れがとれずに寝ていたぐらいなんです。どうしてこの子は私を選んだのでしょうか」

　大鎌を愛おしげに撫でながら、ヴァレンティナはそんな愚痴をこぼした。ソフィーは話題を変える。

「でも、あなたが王宮に来るなんて珍しいわ。よかったらお茶でもどうかしら」

「そうですね……」

　ヴァレンティナは考えるようにうつむいたが、すぐに顔を上げて微笑を浮かべた。

「喜んで。この偶然に感謝しましょう」

　ヴァレンティナと並んで歩きながら、ソフィーは笑顔を崩さずに内心では別のことを考えている。それほど親しくない彼女を誘ったのには、いくつか理由があった。

　彼女の病弱ぶりをソフィーは信じていない。証拠はないが、これは擬態だと思っている。そして、彼女の目的について、そのごく一部だけでもつかんでおきたかった。ヴァレンティナは人前にめったに姿を現さず、彼女について知る機会はほとんどない。

　ソフィーには、彼女が何か野心を抱いているように思えてならなかったのだ。

「そういえば、ぜひお話ししたいことがありました」

　ふと思いだしたというかのように、ヴァレンティナが言葉を続ける。

「オルガ＝タムのことはご存じでしょう。彼女らしき人物を見たという話を聞いて」

　ソフィーは目を瞠った。驚くべき話だ。オルガ＝タムは、ジスタート東部にあるブレスト公国を治める戦姫だ。一年前、十二歳という若さで戦姫になったのだが、それから一ヵ月ばかり過ぎたころ、「しばらく旅に出る」という書き置きを残して姿を消してしまったのだ。

　ソフィーの治めるポリーシャはジスタートの南部にあってブレストに近く、それもあって彼女はオルガのことを気にかけていた。

「二ヵ月前に、私の治めるオステローデの港町で、それから一ヵ月前に、ルヴーシュ公国で見たという者がいまして。彼女は騎馬の民でしょう。だから目立ったようで」

　騎馬の民は、狩猟と遊牧によって、草原で暮らしている者たちのことである。百年近く前、ジスタートは東方の騎馬の民と争い、彼らを従属させた。

　ソフィーは詳しく聞いたが、ヴァレンティナもそれ以上のことは知らないようだった。

――この話が本当なら、オルガはジスタート国内を旅しているということかしら。

　ヴァレンティナと他愛のない話をしながら、自分なりに調べてみようとソフィーは考えを巡らせるのだった。
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　一夜が明けて、ペルシュ城砦の会議室には緊張と不安に満ちた空気が渦巻いている。テーブルを囲んでいるのはティグルにエレン、リム、マスハス、ミラ、レギンの六人だった。

　本来なら、城砦を発つ日である。だが、驚くべき知らせに、一日延ばすことにしたのだ。

「燃えたというのはどういうことだ？」

　口火を切ったのはエレンだ。顔をしかめ、腕を組んで苛立たしげに椅子を揺らす。答えたのはマスハスだった。

「言葉通り、の意味のようですな。ガヌロン公爵が己の都市に火を放ったと……」

「誤報ではないの？　都市のどこかで小火があって、それが誇大に伝わったとか」

　ミラも首をかしげる。マスハスは灰色の髭を撫でながら深刻な顔で答えた。

「たしかにこの季節、失火から火事になることは珍しくない。ましてルテティアはブリューヌでも北にあり、より風の冷たい地域。じゃが、いわばガヌロン公のお膝元でそうした事態になるのは考えにくい」

「大都市が燃えるとしたら、他に敵軍が火を放つというものが考えられるが……テナルディエ公の軍は、まだ王都ニースよりも南にいるのだろう？」

　リムがこくりとうなずいた。そちらへ放った斥候の報告では、テナルディエ公爵の軍勢はガヌロン公爵の軍を破ったあと、ゆっくり北上しているということだった。

――テナルディエ公爵じゃないのか。じゃあ誰が……？

　深刻な表情で考えこんだティグルだが、顔面蒼白でさきほどから無言でいるレギンに気づいて表情をあらためた。自分たちより、彼女が受けた衝撃の方がよほど大きいはずだ。

「殿下。我々の予定は変わりません。ともかくアルテシウムへ向かいましょう」

　彼女を安心させるように笑いかけながら、内心では皮肉を感じずにはいられない。レギンが王女であったから、全面的に頼ろうとは誰も思っていなかった。はからずもそれが、この場にいる者たちへ与えた打撃を小さなものにしている。

「ありがとうございます、ティグルヴルムド卿」

　レギンもにこりと笑顔をつくって、小さく頭を下げた。







　降伏した二万以上の兵を受け入れて四万近い大軍となったテナルディエ軍だが、ネメタクムから遠く離れて王都が見えてきたあたりで、厳つい黒髪の公爵は彼らを容赦なく切り捨てた。

「弱兵は不要だ。ことごとく斬るにも手間がかかる。どこへでも落ち延びるがいい」

　一千以上を指揮していた指揮官や爵位、領地を持つ貴族の首を刎ねさせると、残った約二万の兵から武器や甲冑を奪い、食糧も与えずに放りだしたのだ。

　もともと、テナルディエは彼らを受け入れるつもりは毛頭なかった。

　一万七千以上の兵に、五頭の竜がいる。これが倍以上にふくれあがったのだ。当然、消費する食糧や燃料も倍になる。用意できないわけではないが、それだけの価値を、テナルディエは投降した兵たちに見出せなかった。それにもかかわらず、受け入れたふうを装ってここまで行軍させてきたのには、いくつか理由がある。

　一つには彼らが投降した戦場が、ネメタクム領内だったことだ。武具も食糧もなくなれば兵たちはおそらく野盗になるだろう。己の領内を荒らされてはたまったものではない。そのため、離れたところへ連れていく必要があった。

　それに、テナルディエにとっては味方が増えすぎるというのはあまりありがたいことではない。敗北させた相手の領地を奪って、味方に分け与えねばならないからだ。

　また、この兵たちが銀の流星軍シルヴミーティオへ駆けこむことも期待している。一時的にティグルの兵力は増大するかもしれないが、この兵たちは忠誠心が高いわけではなく、竜に対する恐怖心を植えつけられたばかりでものの役に立つとは思えない。

　しかも彼らを受け入れれば、ティグル率いる銀の流星軍の食糧と燃料の消費は一気に増大するだろう。

　しかし最大の理由は、テナルディエが彼らに告げた台詞そのものだった。

　弱者や無能な者を、テナルディエは極端なまでに嫌ったのである。

　その例外は、彼の息子だけだった。







　翌日、銀の流星軍はペルシュ城砦を発った。

　中核となるのはティグルとマスハス、オージェらの率いていた兵に加え、エレンの率いるライトメリッツ軍と、ミラの束ねる約三百のオルミュッツ軍だ。異国の軍が主軸となっていることには不満も出たが、マスハスが彼らをなだめ、説得した。

　それ以外には、今回のムオジネル軍との戦で戦列に加わった騎士団や貴族の兵がいる。

　ルテティアへ通じる街道を進みながら、ティグルは随時斥候を多方面へ放った。周辺の地図をつくらせるためだけの部隊もあれば、テナルディエ軍の動きをさぐるための部隊もいる。もちろんルテティアの様子を調べるための部隊もいた。

　空は薄く曇り、風は冷たいものの身を切るような鋭さはない。道端には時折淡紅色の花が咲いているのが見られ、冬の終わりを告げているかのようだった。

　一日進むごとにもたらされる情報は多くなり、正確さを増していく。まれに、隊商や旅人と遭遇するとティグルは幕舎に彼らを招き、食事や酒をふるまいながら話を聞いた。

　ちなみにこれらの話には、エレンとミラ、バートランが臨席している。

　マスハスは軍全体の統率で手が離せず、リムやルーリックもまたライトメリッツ軍を指揮せねばならず、オージェとジェラールは後方の輜重隊を管理してそこから動けなかったのだ。

　レギンの姿がないのは、ティグルが気を遣って同席させなかったからだ。現状でもっとも詳しく聞きたいのはルテティアのことだ。どのような答えが返ってくるかわからない以上、彼女をいさせることはできなかった。

「あなたたちはどこから来たんだ？」

「へえ。ルテティアの方からです」

　隊商を統率しているらしき中年の男が、精一杯の虚勢を張りながら答える。この男の態度は当然のもので、軍や傭兵団などに遭遇した隊商や旅人は、身ぐるみを剥がされることを覚悟しなければならなかった。

　軍にしても、彼らは敵の密偵であるかもしれず、疑わしきは放っておくなどというわけにはいかないという事情もある。そして、いわゆるがらの悪い軍隊や傭兵団などの場合だと、話を聞いたり持ち物を調べたりするだけですませるはずがなかった。

　ティグルも彼らの持ち物を調べさせはしたが、自分と彼らの立ち会いのもとで行い、銅貨の一枚さえも奪うような真似はしない。時間はかかったものの、軍の大半は先行させたのでとくに問題は生じなかった。

「ルテティアのアルテシウムが燃えたと聞いたんだが、詳しい事情を知っているか？」

「あくまで又聞きではございますが」

　念を押すように前置きをして、その男は訥々と話しはじめた。

「なんでも、ご領主さまは戦に負けて錯乱してしまわれ、ご自分の屋敷はもちろん、都市のいたるところに火を放ったとか……。アルテシウムを囲む城壁には五つの門があるのですが、その門をすべて閉じてのことだそうです」

　この話にはティグルだけでなく、臨席していたエレンたちも顔色を変えた。およそまともな話ではない。

　それでもティグルはすぐに気を取り直し、質問を重ねてより詳しい話を聞きだした。

　話を終え、男をさがらせるとティグルは小さく息をつく。

「いまの話が事実だとすれば、尋常じゃないな……」

　忌いま々いましげにエレンが鼻を鳴らした。ミラも眉をひそめる。

「二日後にはルテティアに入るわ。テナルディエ公爵の軍も王都ニースを素通りして北上しているというし……」

　悩みどころだった。バートランは気難しげな顔をして、無言で佇んでいたが、意を決したようにティグルの前へと進みでる。

「若。わしには難しいことはようわかりません。ただ、陣取り合戦てえのは、敵の城に足跡をつけねえことには決着にならんと思います」

「陣取り合戦か」

　側そば仕づかえの老人のもの言いにおもわず口をほころばせかけたティグルだが、すぐに真剣な表情になって考えこむ。

――敵の城に足跡をつける、というのは間違ってはいないか。

　焼け崩れてしまっていようと、アルテシウムはルテティアの中心都市であり、ガヌロン公爵の屋敷があったところだ。そこに銀の流星軍の掲げる紅馬旗バヤールや黒竜旗ジルニトラなどがひるがえれば、政治的な効果はたしかにある。

　ブリューヌ王国全土の地図を、ティグルは頭に描く。アルテシウムはルテティアのほぼ中央にある。ここをおさえれば、北部のひととものの流れはほぼ掌握できるといってよい。

――なにより、焼けたのが本当だとすれば明日をも知れない人々がいるはず。できることなら助けてやりたい。

　ティグルはエレンとミラを振り返り、自分の考えを話してみた。

　だが、二人の反応は決して芳しいものではない。エレンは眉間に皺しわをよせ、ミラは目をすがめてティグルを見上げた。

「正直それは危険よ。負ける可能性の高い博打ね」

「今回ばかりは私もこいつの意見に賛成だ。やめておいた方がいい」

「そんなに難しいことを言ったか……？」

　歴戦の戦姫二人にそろって反対され、ティグルもさすがに内心でひるんだ。

「ブリューヌを代表する大貴族の領地の中心都市なんでしょう？　十万の民がいてもおかしくないわ。はっきりいって手に負えない」

「仮に都市の半分が焼けたとして、万を超える死体が転がっているわけだ。疫病が蔓延している恐れもある。何より、住民たちを助けている最中にテナルディエ公爵の軍が現れる可能性があるのが怖い」

　二人の言うことはもっともだった。何より銀の流星軍も食糧や燃料をそんなに余分に持っているわけではない。

「マスハス卿を通じて王都に働きかけ、食糧と水、燃料など必要なものを運んでもらうというのはどうだろう」

　必死に提案するティグルに、エレンは肩をすくめておおげさにため息をついた。

「まあ、まったく何もしないというのも寝覚めはよくないな。王都に援助を求めるのはいい案だ。それから、このあたりを治めている貴族や、城砦を守っている騎士団に呼びかけるというのはどうだ」

「あなたにしては珍しく悪くない考えね。その反応次第で味方に取りこむかどうかを考えることもできるでしょうし」

「ほほう。負け惜しみ以外の言葉を吐くこともできたのだな。それともこれは天変地異の前触れかな」

「もしも天変地異が起きたら、それはあなたが頭を働かせた結果でしょうね。よさそうに見えることをしてもすぐにだいなしにしてしまうあなたらしいわ」

　二人の顔からはたちまちのうちに溌剌さや可憐さが失われ、彼女たちはたがいの肘をぶつけあい、睨にらみあう。竜具の発した風と凍気が絡みあって、幕舎の中は身震いするほどの冷気に満たされた。

「喧嘩はやめてくれ。俺は二人とも頼りにしてるんだから」

　ティグルは懸命になだめようとしたが、その台詞は逆効果だった。

「私の方があきらかにこいつよりも頼りになっているだろう？　新参者を甘やかすとつけあがるぞ」

「長さしか誇れるものがないような古株に気遣うことなんてないのよ、ティグル」

　これは時間がかかるとふんだティグルは、この寒さにも健気に耐えているバートランに幕舎の外で待っているよう視線で合図を送ると、あらためて二人に向き直る。

　今回の口論は、止めるのに四半刻ほどかかった。







　翌日。銀の流星軍は、アルテシウムから徒歩でおよそ一日半ほど離れたところの草原で進軍を止めた。偵察部隊の報告で、テナルディエ軍もまたアルテシウムへ向かっていることを知ったためだ。

「テナルディエ公爵の軍は、我々からおよそ五十ベルスタ（約五十キロメートル）の距離にいます。おたがいに近づいていけば、今日中に接触するやもしれませんが……」

　そこでティグルはこれ以上の進軍を止めて、幕営を設置させたのだった。兵たちに長い行軍の疲れをとらせなければならなかった。

　また、軍を再編する必要もある。三日ほど前から、ガヌロン公爵に従っていたという兵の集団が現れてはティグルに従うと言ってきたのだが、その数がついに七千に達したのだ。

　これで銀の流星軍は実に二万もの大軍となった。

「もうこれ以上は一人でも無理です。兵士どころか犬や猫でも受け入れられません。受け入れ条件に槍百本とか馬五十頭とか食糧五十日分とか設定してください」

　食糧の分配や武具の調整などを担当しているジェラール＝オージェが、憎々しげにこめかみを引きつらせながら報告してきたものである。その態度にたじろぎながらも、ティグルは目を瞠って褐色の髪の青年に聞いた。

「そんなに厳しいのか？」

「大雑把に申し上げて、五割増しですからね。兵士というものは、自分の食いものが減るということについては異様に敏感なんです。たとえば野菜スープ――」

　ジェラールの瞳が険しさを増し、声の響きは鋭さを増す。

「ニンジンと、豆と、ジャガイモを煮こんで塩で味をつけたスープがあるとしましょう。この豆がなくなった。これだけで全体の二割は不安を抱きます。塩が薄くなることについては個人差があるので数日はごまかせますが、これも四、五日でばれます」

　背を丸めて身を乗りだし、手にしていた書類の束をぐしゃりと握りしめてジェラールはなおも続けた。

「兵たちの間で内緒話が増えます。食糧はどうなってるんだ、敵に奪われたのか、無能な味方が遅らせてるのか、明日の食事はどうなる、とね。まして目前に迫った敵が強大であればあるほど、逃げる方向へ意識は傾いてしまうのです」

　一気にまくしたてられて、ティグルはわかったと何度も言う羽目になった。実際、テナルディエ軍が近くにいる以上、兵を受け入れることなどもうできない。テナルディエ軍の兵が偽装している可能性があるからだ。

　紅馬旗、黒竜旗、さらにヴォルン家、ライトメリッツ、オルミュッツの軍旗と五つの旗がひるがえる総指揮官用の幕舎の中で、ティグルたちは軍議を開いた。

「テナルディエ公爵は、四万の軍を率いていると称している。だが、これは誇張じゃ」

　兵力を実数より多く叫ぶのは、珍しいことではない。

　それを信じた敵が兵力差に怯えれば儲けものだし、実際に対面したときもどこかに兵を隠しているのではないかと疑念を抱かせることができるからだ。もちろん、敵の斥候をだますために軍旗を増やしたりなど数を多く見せるような手は打てるだけ打つ。

「誇張ではあるが……斥候の報告や噂などを総合するかぎり、二万近くはおる」

　マスハスが灰色の髭を撫でながら、これ以上ないほどのしかめっ面をつくる。手に力が入りすぎ、髭をむしりかねない勢いだ。

　ティグルも内心では冷や汗を滴らせている。銀の流星軍も二万だが、寄せ集めの二万だ。

　そして、あいかわらずこちらはあとがないのに対し、テナルディエ公爵はネメタクムに戻れば補給も軍の再編制も可能なのだ。

「これ以上は望めん。むしろ、よく兵力だけでも上回ったといってもいい」

「それにしても、テナルディエ公の軍はガヌロン公と戦ったのに、それほど兵の犠牲が出ていないのですか」

　リムが無表情のまま小首をかしげる。マスハスがその疑問に答えた。

「テナルディエ公爵の軍には五頭の竜がおる。それが前進するだけで戦は終わったらしい」

　竜、という単語に身震いしたのはティグルとマスハス、レギンの三人だけだった。エレンとミラは泰然としており、リムも緊張に顔を引き締めているが、動揺は見られない。

「まあ、それは私とこいつとで何とかする。というより、兵士では何もできないからな」

　こともなげな口調でエレンが言った。ティグルも苦渋に膝をつかみながら頭を下げる。

「すまないが、頼む」

「気にすることないわ。適材適所よ。それと、言っておくけどあなたは総指揮官なんだから動いては駄目よ」

　ミラが気楽さすら感じさせる声こわ音ねで言い、ティグルは苦笑を浮かべてうなずいた。

「ガヌロン公爵は、もはやいません。テナルディエ公爵にとっても、我々にとってもこれが最後の決戦となるでしょう」

　レギンが緊張に張りつめた顔で地図を見つめる。その視線はアルテシウムへと注がれていた。この都市で起きた惨劇を、ここにいる者たちはすべて把握している。

　それは、吐き気すらもよおすほどのおぞましい代物だった。







　前触れらしきものがあったとすれば、二つ。

　ガヌロン公爵の屋敷と北の門とを何度も往復している馬車があったこと。もう一つは、ガヌロン配下の兵がアルテシウムの十数ヵ所にいわば燃料の保管所を設置したことだ。

　その二つとも四、五日かけて行われており、この都市が戦場になるのではないかと多くの者が予想した。中には、持てるだけの財産を抱え、家族をともなって都市から離れた者もいたという。だが、それは都市人口の中ではごく少数といってよく、ほとんどの住民は昨日と変わらぬ今日を過ごしていた。

　もちろん彼らにも不安はあった。そもそもガヌロンは残虐非道で知られる領主であり、気まぐれで何をしでかすかわからない。加えて、はるか南の方でガヌロン軍がテナルディエ軍と戦って敗北したという話も、噂ではあるが人々の耳に届いていた。

　しかし、不安だからといって長年住んできた都市を離れられるものではない。

　なによりその都市の主が、己の居館もろとも都市を焼こうなどと考えていることを見抜ける者がいたとすれば、それはもはや人間ではないだろう。

　最初の火は真夜中。ガヌロンの居館に放たれた。三階建てで、街並みをほとんど見下ろせる位置にそびえていた豪奢な館は炎に包まれ、闇を背景に火をゆらめかせてごうごうと燃えさかったという。

　そして、それが合図とばかりに都市の各処に設置されていた燃料の保管所が燃え上がった。薪が積まれ、油脂を満たした樽が並んでいた保管所は紅蓮の炎の塊となり、北から吹く夜風に煽られてほうぼうに火の粉を振りまいた。火は、瞬く間に広がっていった。

　アルテシウムは歴史のある都市だ。ブリューヌ王国が興る以前から、ここはひとつの町として存在していた。

　ブリューヌの版図に組みこまれて発展していっても、もともとあった町の外側に居住区や店ができていくというふうで、中心に近いところの景観は昔のままだった。

　すなわち石造りなのは壁ぐらいで、天井も梁も、床も扉も窓にも木材が使われており、かつ住居同士の間隔が狭いのだ。火が燃え移るのはあっという間だった。

　真夜中であったために大半の人々は逃げるのが遅れ、家から飛び出しても炎に行く手を遮られ、運よく城門までたどり着いた者はほとんどいなかった。

　アルテシウムは中央と北東部にそれぞれ川が流れており、炎から逃げるために川に飛びこんだものも多くいたが、ほとんどは助からなかった。

　冬の去る気配が近づいているとはいえ、真夜中ともなれば川の水は冷たい。また、風に煽られた炎が川に沿って長大な壁をつくり、人々を圧迫した。溺死か、黒煙や炎を吸いこんでの窒息死を突きつけられたのだ。

　だめ押しとなったのが北から吹きこんでくる寒風で、これが火をおおいに煽り、アルテシウムの南東部分にあたる街区は全焼に近い被害を出したのだった。

　都市の治安にあたる衛兵たちが必死に消火活動にあたり、住民たちも協力したが、火は都市を覆わんばかりに燃え続けた。夜が明け、さらに日が沈んで月が空高く昇り、その月も西の空へ消えかかったころにようやく火は消えたという。

　火を駆逐した人々は、今度は廃墟同然となった都市に加え、おびただしい数の死体と向き合わねばならなかった。

　同時に、ガヌロンが死んだという知らせがブリューヌ王国北部を駆け巡った。ルテティアの諸都市はもちろん、ガヌロンに従いつつも今度の戦には参加せずにいた諸侯たちは深い衝撃を受け、動揺と狼ろう狽ばいのただなかにある。

　また、ルテティア領内を守っていたガヌロン軍の兵たちは、仕えるべき主と、戦う理由を失った。この段階では銀の流星軍も彼らを受けいれることができなかったので、彼らはブリューヌの地をさまよい歩くしかなかった。







「……一度、テナルディエ公爵に休戦を申しこんでみようか」

　仲間をぐるりと見回して、ティグルはそう提案してみた。もっとも早く反応したのはエレンで、紅の双そう眸ぼうを鋭く光らせる。

「それは、アルテシウムを救うためか？」

　ティグルはうなずき、迷いながらも頭の中から言葉をさがし、選んで言った。

「ムオジネル軍が海から攻めてきたとき、テナルディエ公爵は海に面した諸都市を守るために兵を率いて向かったと聞いている」

　テナルディエがブリューヌ王国の覇権を狙っているのであれば、アルテシウムはいずれ自分のものになるだろう都市だ。早く再建できるなら、それに越したことはないと考えるのではないか。

　そうティグルは述べてみたが、ここにいる者たちからはよい反応が得られなかった。

「おまえの考えは正しい。しかし、おそらくテナルディエ公は乗ってこないだろう」

　エレンがそう言い、ミラも首を振った。

「ティグル。あなたがいまそう申し出ても、相手は時間稼ぎを疑うだけよ。あなたはムオジネル軍を撃退したという声望でもって、兵を集めることができるもの」

　二人の戦姫にそろって反対され、ティグルはリムとマスハスを見つめる。しかし、やはり期待したような返答は得られなかった。

「私がテナルディエ公爵の立場なら、ティグルヴルムド卿を討ちとることを優先します。現在の彼の立場でいえば、いますぐ手をつけなければならないことではないのです。勝ってしまえば、あなたが妨害をしたと責任をなすりつけることもできます」

「ティグル。おぬしのこころばえは貴いものじゃが、何もかもできるわけではない。せめてテナルディエ公爵に一勝したあとなら、また変わってくるやもしれんが」

「……わかりました」

　どれも、正論である。無茶を言っているのはティグルの方なのだ。ここで我を通せば、自分に従っている二万もの兵を危険にさらすこととなる。本末転倒だ。

「ティグルヴルムド卿」

　落ち着いた声が、ティグルにかけられた。それまで黙って座っていたレギンだ。

「責めを負うべきは私です。必要以上に苦しまないでください」

「ですが、殿下……」

　彼女にも非はない。そう言おうとしたときだった。幕舎の外側から、謁見を求める兵士の声が響く。マスハスが立ち上がり、外に出て応対した。老伯爵はすぐに幕舎に戻ってくると、気難しい顔で告げる。

「テナルディエ公爵からの使者が来たそうじゃ」







　テナルディエ公爵の使者が告げたのは、こうした戦において慣例的な要求だった。

「フェリックス＝アーロン＝テナルディエが望むのはティグルヴルムドなる叛逆者の首だけである。この男は隣国の戦姫を言葉巧みに騙し、また戦姫の武名を利用して諸侯を脅し、国内に無用の乱を起こした。邪悪と狡猾がティグルヴルムドの本性である。ブリューヌの平和のためにも、この男を許すことはできぬ。降伏してティグルヴルムドなる叛逆者の首をさしだせば、他の諸侯はすべて助け、領地や爵位も安堵することを約束する。また、テナルディエにジスタート王国とことをかまえる気は毛頭なく、エレオノーラ＝ヴィルターリア、リュドミラ＝ルリエの両名には即刻、兵とともにジスタートへご帰還いただきたく願う」

――レギンのことについては言及なしか……。

「どうする、ティグル？」

　使者を別の幕舎で待たせて、エレンはティグルに尋ねた。

「いっそ、さきほどおぬしが言った休戦を提示してみるか」

　そう言ったマスハスの顔は憮ぶ然ぜんとしており、怒りをおさえかねているのがよくわかる。

　実際、どこまで信用できるだろうかというと難しい。領地や爵位の安堵にしても、早い段階からティグルに味方したマスハスやオージェを、テナルディエはおそらく許さないだろう。いまはともかく、一年後か二年後には何かしら仕掛けてくるに違いなかった。

　また、レギンのことはこのまま闇に葬るつもりかもしれない。テナルディエの妻は国王ファーロンの姪にあたる人物であり、遠縁ながらも王家の血が流れている人物はすでに手中にある。また、ここでティグルをかたづけさえすれば当面の敵はすべていなくなる。

　レギンの存在に固執するとは思えなかった。

「休戦を呑む代わりに何を要求してくるものやらという感じですね。これを見ると……」

「向こうは、一応降伏を勧めたという形がほしいだけだろう。向こうに負けず劣らず高圧的な要求をしてやれ」

　けしかけるようなエレンの言葉に乗って、ティグルは次のような返事を使者に持たせて帰らせた。

「あなたの息子が野盗のような兵たちを引き連れてアルサスの地に鉄靴で踏みこみ、好き放題に町を荒らし、民を傷つけたことへの謝罪はどうした？」

　そうなることが決まっていたかのように、交渉は決裂した。







　アルテシウムから南東へ行ったところにビルクレーヌと呼ばれる平原がある。北と南を森に挟まれ、森をつなぐかのように川が流れ、東には小さいながら丘もある。

　銀の流星軍二万とテナルディエ軍約一万七千は、川を挟んで対峙した。

　銀の流星軍は中央と左右両翼、さらに後方の予備隊にわけて兵を配置する。

　中央部隊は元ガヌロン軍だった約七千の歩兵で構成されており、ティグルが直接指揮する。その傍らにはマスハスとリムの姿があった。右翼はエレンとミラの率いるジスタート軍と、ジスタート軍に隔意を持たない騎士団で構成されており、約五千。左翼はムオジネル軍との戦から従った貴族の兵や騎士団が主体で、約六千。予備兵力は騎士と騎兵で、約二千。

　このきわめて常識的な配置は、ティグルの慎重さからくるものだった。これだけの数の兵を指揮するなど、はじめての経験なのだ。

「たしかにおまえの弓の力があってくれれば竜を早々にかたづけることはできよう。しかし、おまえが先頭に立つことによって生じる不利益の方が、大きいんだ」

　ジスタート軍を率いて右翼へ向かうとき、エレンはそう笑ってティグルをなぐさめた。ミラもまた、可愛らしくも不敵な笑みを浮かべて言った。

「そんな顔をしないの。ジスタート国内でもないのに、戦姫が二人並んで戦うなんて例のないことよ。これで負けるなんてありえないわ」

「ああ。俺が言うまでもないことだけど、二人とも気をつけてくれ」

　ティグルも暗い雰囲気を引きずってはならないと笑顔で二人を送りだしたのだが、不安はぬぐえない。

　竜の恐ろしさは、身をもって知っている。一度目は、狩りで山奥に迷いこみ、野生の竜に遭遇したとき。二度目は、ザイアンとの戦いにおいて。

「――ティグルヴルムド卿」

　過去を思い出して難しい顔をしていると、傍らにいるリムが声をかけてきた。

「安心してください。エレオノーラ様とリュドミラ様が、負けるはずはありません」

「そうだな……」

　鞍に差していた黒弓を握りしめながら、ティグルはうなずいた。

「マスハス卿、敵の様子はどうでしょうか？」

　ティグルに尋ねられた老騎士は、ずんぐりとした身体を揺らして若者を咎とがめる。

「総指揮官殿。いまはわしに敬語など使ってはいかんのです」

「それはわかっていますが……」

　言われたそばからまた敬語になり、ティグルはばつの悪い顔になった。マスハスは苦笑を浮かべて首を振る。

「落ち着いておりますな。竜は、いまのところ後方に下がらせているようですが……。ガヌロン公の軍との戦いでも同じようにしていたというから、油断はできませぬ」

「マスハス卿に敬語を使われると、どうも頬のあたりがむずがゆくなるなあ」

「慣れてください。なに、しばらくの間と思えばおもしろい体験でしょう」

　二人のやりとりをリムと、側仕えのバートランは微笑ましげに眺めている。

「それでは、私はそろそろ行ってまいります」

　リムが馬首を巡らせる。彼女は予備隊を指揮するためにこの場を離れたのだ。

　一方、テナルディエ軍である。テナルディエの狙いは、敵にあえて突破を許し、竜の前へおびき出すことだ。ひとたび五頭の竜とぶつかれば、銀の流星軍を粉砕できる。兵たちを葬り去るだけではない。陣容を崩し、戦意をくじけさせ、一挙に叩き潰せるはずであった。

　テナルディエ軍の兵の配置は、銀の流星軍とほぼ同じだ。

　中央に六千。左右両翼が五千ずつ。中央部隊の後ろには五頭の竜がさながら攻城兵器のごとく控え、そのさらに後方に、テナルディエ公爵のいる約一千五百の本隊があった。

　陣容に奇をてらわなかったのは、傲ごう岸がん不ふ遜そんなまでの公爵の自信によるものだった。もともと数で相手を圧する以上、奇策に走る必要はない。正面から堂々と攻めて潰せばよい。

　朝と昼の半ば、太陽が中天を目指してゆるゆると上昇を続け、地上にわだかまる冷気を徐々に吹き払っていくころ、両軍は甲冑を鳴らしながら動きだした。

　銀の流星軍からはジスタート軍のいる右翼が突出し、敵に向かっていっせいに矢の雨を浴びせる。テナルディエ軍は前進を止め、長盾をかざしてそれを防いだ。

　無数に引き裂かれた大気の悲鳴が兵たちの身体を畏縮させ、数十人が矢を防ぎそこねて倒れる。だが、テナルディエ軍それ自体はまったく綻びを見せなかった。

　矢を射尽くして、銀の流星軍の右翼部隊が後退する。角笛が吹き鳴らされ、両軍の中央部隊が怒号をあげて激突する。歩兵同士の激突は、一見互角に見えた。

　突きこまれた槍を長盾で防いだ兵士がそのまま動きをとれず、敵の接近を許して剣で斬り伏せられる。斬り伏せた兵士は勝利を実感する暇もなく戦斧で頭を叩き割られた。戦斧を担いだ兵士は次の獲物を見つける前に三方向から襲いかかられ、斬り刻まれて地面に倒れる。

　殺し、殺される連鎖が戦場の各所で起こっていた。悲鳴がひとつあがるたびに大地は死体を押しつけられ、草は赤黒い血を吸わされた。

　腹を割られた兵がうつろな瞳でその場に座りこみ、はみ出てしまった臓物を押し戻そうと懸命になっていたが、彼が手にしていたものは近くにあった死体の臓物だった。

　自分が正しいから相手を殺すのではなく、敵が非道であるがゆえに武器を振るうのでもなく、ただ生き残るために、誰もが剣で薙ぎ、槍で突き、斧や鉄鎚を振りまわした。

　もちろん彼らも教えられている。自分たちの総指揮官の正しさと、敵と戦う理由を。だが、血にまみれた刃を持った相手が目の前に立っていて、襲いかかってくる現実を前にしては、それらはどうでもいいことだった。必死さだけが彼らの頭の中にあった。

　中央部隊同士が激しい攻防を繰り広げている横で、銀の流星軍の右翼は敵の攻勢を支えきれないかのように、徐々に後退する。この反応にテナルディエ軍左翼は勢いこんで前進したが、これは罠だった。

　敵に気づかれぬよう、旗下の三百の兵を率いて離れていたミラが、テナルディエ軍左翼の左側面に強烈な横撃を加えたのだ。

　それに合わせるかのように右翼部隊が反撃を開始する。テナルディエ軍左翼の先頭はほぼ一瞬で粉砕され、たじろいだ彼らはひとまず大きく後退して、態勢の立て直しをはかった。

――よし。

　右翼部隊の後方で兵たちを指揮しながらエレンはほくそ笑む。このときティグルの指揮によって、銀の流星軍は相手を誘導しながら少しずつ戦場を移動していた。ジスタート軍のすぐそばに川と森が迫り、一見して進軍を困難なものに見せている。

　だが、それこそが狙いだった。エレンはミラと合流するや森の外側を駆けて戦場を大きく迂回し、テナルディエ軍の側面へと回りこむ。右翼ががら空きになってしまう無謀とすらいえる用兵だが、勝算はあった。

　テナルディエ軍左翼は態勢を立て直している真っ最中であり、森と川が阻んで突撃をさせづらくしている。さらに、リムが予備隊を率いて右翼後方へと動いていた。強引に攻める敵がいれば、彼女の部隊の苛烈な攻撃を受けただろう。

「マスハス卿。敵の右翼とこちらの左翼は……どうだ？」

「あちらは武勲をたてる意欲の高い諸侯が数多くおります。そうそう崩れはせんでしょう」

「あなたに敬語を使われると、どうも頬のあたりがむずむずしますね」

「慣れてください。なに、しばらくの間と思えばおもしろい体験でしょう」

　ふたりのやりとりを、側仕えのバートランは微笑ましげに眺めている。

　半刻ほど過ぎて、太陽がより中天に近づいたころ、戦場に変化が起きた。エレンとミラの率いるジスタート軍が、テナルディエ軍の左翼に喰らいついたのだ。

「遅れたら一生笑いものにしてやるからな」

「その言葉、そっくり返すわ」

　指揮官とその監査役であるにもかかわらず、二人とも部隊の先頭に立っている。全体の統率は、後方でルーリックがとっていた。

　この禿頭の若い騎士としては、ひさしぶりにティグルのそばから離れたかと思えば大役をおおせつかることになり、甲冑の上から緊張という衣を身にまとっている。

　風を操る長剣をかざし、あるいは冷気を帯びた短槍をかまえて、二人の戦姫はためらうことなく敵陣へ突っこんだ。テナルディエ軍の左翼は、突然、左側面に現れた敵に驚いたものの、長盾を並べ、その隙間から長槍を突きだして迎え撃つ。

　しかし、槍の穂先はエレンにもミラにもかすりすらしなかった。一瞬の後には彼女たちは長盾を粉砕して敵兵のただなかに馬ごと身を躍らせる。エレンが長剣を振るうつど血風が吹き荒れ、ミラが短槍を旋回させれば凍りついた脳漿が地面に叩きつけられた。

　テナルディエ兵たちは三人がかり、四人がかりで剣や槍を手に挑みかかるが、彼らの攻撃はことごとくはねのけられ、反撃の刃が一瞬で命を奪い去る。彼らの目に彼女らは、美しい姿をした死の女神に見えた。

　まるでぼろ布を引き裂くかのように、銀の流星軍の右翼はテナルディエ軍の左翼を真っ二つに割りながら突き進み、蹂じゅう躙りんする。彼女らに従う騎兵たちも指揮官に後れはとれぬとばかりに奮戦した。馬上から槍を振るって敵を叩き、打ち据え、刺し貫く。

「……新手か」

　あと少しで敵の左翼を突破できるというところで、不意にエレンは眉をひそめた。おそらく予備の部隊を投入してきたのだろうが、敵が変わったのだ。

　まず甲冑が重く、しかし隙間なく身を固めた頑丈なものになっている。武器もありふれたものではなく、槍斧と呼ばれる長柄の武器で統一されていた。

　槍斧は、馬上の敵へ対処するためにつくられた武器といわれている。槍の穂の付け根に斧と尖った突起を取りつけたもので、突く、切る、引っかけて引きずり倒すという三通りの攻撃を可能とするのだ。

　難点は、その長さと重さと扱いづらさから使い手が少ないことだろう。三通りの行為が可能であるというのは、この場合は三通りともできなければ、ただの槍を使った方が軽い分まだましということである。そのような武器の使い手を、部隊一つ組織できるほどにテナルディエはそろえていたのだ。

「だが、そんなもので私たちを止められると思うな」

「……そうね。私はともかく、ね」

　つい複数形で言ってしまったエレンの隣で、ミラが皮肉っぽい口調で言葉を添える。紅の瞳と青い瞳が一瞬、交差し、敵意の火花を散らして外れた。

　事実、槍斧の兵たちでもエレンとミラを止めることはできなかった。槍斧を突きだしたときには柄を斬られている。あるいは、突如として伸びた冷気の槍が、甲冑ごと兵を貫いた。

「このあとは竜を出してくるだろう。それを破れば、本隊だ」

「敵の竜の鱗の色は？」

「黒はいない」

　ミラの問いかけに、エレンは短く返す。ジスタートでは、幼い竜と、黒い鱗を持つ竜は殺してはならないと定められている。ジスタートの建国神話にちなんだことであり、彼女らにはごく当たり前の認識だった。

　もう二人の目にも見えてきている。敵兵たちのはるか後方に、まるで丘のようにそびえる五つの巨獣が。

　三つは黄銅色の鱗をしており、もうひとつは煉瓦を思わせる赤茶けた鱗。

　一際巨大な最後のひとつは、鉄の色だった。黒も混じっているように見えたが、それは竜にはめられた巨大な鎖だ。

「双頭竜ガラ・ドヴァなんてはじめて見たわ……」

　ミラが嫌悪感をおさえきれずにつぶやく。エレンも口にはしないが同感だった。

　双頭竜は、その特異な姿から、ジスタートでは凶兆を運ぶといわれている。どこで従えたのかは知らないが、およそ尋常な神経ではない。

　そして、エレンにはひとつ気になることがあった。

――火竜プラーニと双頭竜だけ、鎖を巻きつけているな。動きを封じているというふうではない……。いや、そもそも竜を拘束できる鎖などあるはずがない。なんだ、あれは……？

「それにしても、本当にちゃんと従えているみたいね。我が国ですら、そんな例はないのに……。いったいどんな手を使ったのかしら」

「興味がないわけではないが、まともな手ではあるまい」

　刹せつ那な、奇妙な音が二人の戦姫の耳朶じだを打った。耳鳴りにも似たあまりにも不快で金属的な響きに、エレンたちは顔をしかめて視線をかわす。だが、それについて言葉をかわしている余裕まではなかった。

　あと数十アルシンで敵兵の壁を突破できるというところで、竜たちが咆哮をあげる。六つの咆哮は怒号も悲鳴も剣けん戟げきさえもすべてかき消し、敵も味方も人馬すら問わず仰天してその場に立ち尽くした。

　エレンとミラは軽くのけぞったていどだったが、彼女らの駆る馬まではそうはいかなかった。目を瞠り、鼻を鳴らしてがくがくと身体を震わせる。

　風が、臭気を伴って唸りを発した。五頭の竜たちの中からまず三頭――黄銅色の鱗を持つ地竜が動きだしたのだ。

　一旦前進をはじめると、竜にとっては敵も味方も関係ない。神殿の柱を思わせる太く強靭な前脚を持ち上げ、叩きつけるように振り下ろす。そこにいたテナルディエ兵が、逃げる間もなく甲冑ごと粉砕されて、赤黒い肉塊と化した。

　自分たちが殺されてはたまらぬとテナルディエ兵は押し合いながら左右に逃れる。そうしてできあがったまっすぐな道を、三頭の地竜は咆哮をあげて直進してきた。一歩ごとに大地が揺れ、血を含んだ土煙が湧き起こる。

「――時間が惜しい。まとめていくぞ」

「そうね。五頭もいることだし、いちいち相手にしてられないわ」

　エレンとミラは、自分たちに迫ってくる巨大な獣を目の当たりにしても顔色一つ変えない。白銀の髪の戦姫が高々とかざした長剣には風が渦を巻いて集まり、ミラが下段にかまえた槍の穂先は冷気をつくりだして身にまとわせる。

　時間が惜しいというのは嘘ではない。ここで竜の群れに手間取っていては、テナルディエ公爵自身に逃げられてしまう。だが、エレンたちにはもう一つ狙いがあった。

　テナルディエ軍とガヌロン軍との戦いを聞くかぎり、この竜たちが得難い戦力なのはあきらかだ。それはテナルディエ軍の兵たちもわかっているだろう。

　その竜を一撃で、まとめて粉砕することで彼らの士気を落としておきたかった。

　風は見えざる刃を形成し、凍気は氷の結晶を大気に浮かび上がらせる。

　竜たちが、戦姫に迫る。

「――大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

「――空さえ穿ち凍てつかせよシェロ・ザム・カファ！」

　エレンがアリファールを振りおろし、ミラがラヴィアスを突きだす。二つの竜具がまじわり、風は冷気を巻きこんで荒れ狂い、冷気は風の中の刃にまとわりついた。

　それは、ジスタートの北端で時折吹き荒れるといわれる冬の嵐そのものだった。竜たちしかいないその空間に、冷気を宿した暴風が襲いかかる。地面は深くえぐられ、大気はもてあそばれ、竜たちは逃れる間もなく氷の刃を全身に浴びることとなった。

　鉄の刃すら通さぬ竜の鱗が無数に斬り裂かれ、傷口は瞬時に凍りついて破裂する。黄銅色の鱗は枯れた花弁のようにぼろぼろと崩れ落ち、そこから流れでようとした血は凍りついて赤黒い模様を竜の全身に彩らせた。

　爪も牙も角も冷気によって白く凍りつき、風によって削られ、折れ砕ける。

　竜から逃れていたテナルディエ軍の兵たちは、直撃こそまぬがれたもののその余波だけでも尋常でない打撃を受けていた。甲冑が凍りつき、あまりの寒さに身体が震えてその場から動けなくなる。

　三頭の地竜が咆哮をあげる間すらなく絶命して倒れると、えぐられたまま固く凍りついていた地面はずんと揺れた。テナルディエ兵たちは声も出せずに立ち尽くしている。

　エレンとミラは、勝ち誇るような真似はしなかった。まだ二頭残っているのだ。手綱を引いて馬に指示を出し、竜の死骸を乗り越えて走らせる。

「……まだやれるだろうな？」

「まさか私に聞いてるの？」

　憎まれ口に減らず口を返して、二人の戦姫は前進を続ける。ようやく我に返ったジスタート兵が喊かん声せいをあげて彼らの主に続いた。一方、テナルディエ兵たちは完全に浮き足だってしまい、武器を握る手まで震わせてろくに動けない。







　テナルディエ軍本隊で、黒髪の公爵は険しい表情で戦況を見守っていた。

――あれが戦姫の力か。

　内心の驚愕は、微み塵じんも顔に出さない。彼以外で顔色一つ変えなかったのは、側近のスティードぐらいだったが、この二人の冷静極まる態度が幕僚たちを立ち直らせた。

「やはり、中央部隊は四槍の陣にて攻めるべきだったのでは」

　スティードがいつも通りの青白い顔でぼそりとつぶやく。四槍の陣は、テナルディエ公爵の考案した歩兵中心の陣形だ。これまでの戦いでも確実な成果をあげてきた。

　それを用いなかったのは、竜たちを、戦姫をおびき寄せるための餌として後方に下げていたからだ。戦姫が竜に勝るなら、まず竜を討ちにくるはずだと公爵は考えていた。

　竜を討ちたくなるよう一部の部隊を薄く配置し、そうして突破してきた戦姫を五頭の竜と、兵の厚みで粉砕、圧殺するつもりだった。戦姫を完全に潰すことさえできれば、五頭の竜をすべて失ってもかまわないとすら考えていたのだ。

　だが、この策では本隊と中央部隊の間に竜を配置するため、中央部隊への指示が遅くなる。そのため、高い指揮能力を必要とする四槍の陣を用いなかったのだった。

――戦姫を失えばジスタート軍は崩れるはず。味方と敵の士気にも格段の違いが出よう。

　数の差は、竜たちで覆せる。勝率は格段に上がる。

　だが、その計画をテナルディエとスティードは急いで修正しなければならなかった。いったい何をやったのか判然としなかったが、結果だけを見れば二人の戦姫は無傷で三頭の地竜を屠ほふり去ったのである。

「兵の再編を急げ。あの戦姫が竜を打ち倒した瞬間を狙って、囲んで潰せ」

　戦姫といえど人間には違いない。であるからには疲れもするだろう。

「二人の戦姫に数千の兵を投入してもかまわん。確実に仕留めろ」

　冷徹なほどの命令を、テナルディエは容赦なく下した。







　一方、エレンとミラは残った二頭の竜に肉迫している。さきほどの地竜たちはほとんど一塊になってまっすぐ向かってきたので対処もしやすかったが、火竜と双頭竜はそれぞれ左右にわかれている。

　双頭竜はその巨体のため、火竜は口から炎を吐くために、この二頭の竜にはより広い空間をあてがっておかなければならなかったのだ。

「そちらは任せた」

　その言葉を発したのはエレンとミラのどちらが先だったか。彼女らは自然と己の敵を定めて馬を走らせていた。エレンは双頭竜に。ミラは火竜に。

「さきほどの地竜もそうだが、おまえたちも望んで戦場に来たわけではあるまい。だが、いま戦場に在る以上は斬らねばならん」

　そう言ったとき、再び、あの耳鳴りのような不快な音が耳の奥底に響く。戦場の叫喚や喧噪に決してかき消されることのない、鋭い異音。

　だが、それについて考えを巡らせている余裕はなかった。

　双頭竜が二つの首をもたげてエレンを睥睨する。エレンは四つの瞳を睨みつけ、長剣をかかげた。ほとんど間を置かずの二撃目だが、まだ体力に余裕はある。

　大気は唸りをあげてアリファールへと集束し、風の刃を無限に重ねた竜巻を形成した。

「大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

　叫びとともに、エレンはそれを双頭竜に叩きつけた。いかに双頭竜が巨躯で強靭といえど、これをまともに受ければ骨すら粉々に砕け散って残らないだろう。

　だが、大地をえぐり、大気を引き裂いて猛々しく迫る暴風の刃は、双頭竜のまさに眼前で前進を止めた。まるでそこに見えざる壁があるかのように暴れ、攻め、せめぎ合うように震えたあと、弾けるような音を残して霧散する。

「……何？」

　まったく予想しなかった光景に、エレンは呆然と竜を見上げた。しかし、それは一呼吸分にすら満たない時間で、我に返ると戦姫は再びアリファールを振るう。

「――風影ヴェルニー」

　鐙から足を外して跳躍。ほぼ同時、双頭竜が、その二本の首でもって左右から襲いかかった。エレンが駆っていた馬の首と尻とにそれぞれ喰らいつき、持ち上げながら真っ二つに引きちぎる。重く鈍い音に、流血が空中から地上へと振り撒かれる乾いた音が続いた。

　ジスタート兵だけでなくテナルディエ兵も、これには顔を青ざめさせて恐怖に身を震わせる。中央部隊の先頭では、変わらず銀の流星軍と激しく刃を交え、血を流していたが、竜の周辺にいる兵たちはこのわずかな時間、戦いを忘れていた。

　竜の顎から逃れたエレンは地上に降り立つと、目を凝らして双頭竜の頭部を観察する。いま『風影』で逃げる瞬間、竜の額に斬りつけたのだが、そこに傷らしきものはない。

――逃げながらの浅い一撃だったとはいえ、アリファールの刃で傷つかないとはな。

　火竜に挑んでいったミラへと視線を向ける。そこでもいままさに、ミラが火竜に向かって竜技を放っていた。

「空さえ穿ち凍てつかせよ！シェロ・ザム・カファ」

　ミラの凍とう漣れんから発した膨大な冷気は瞬く間に大地を凍りつかせる。そこから伸びた無数の氷の槍が火竜すら串刺しにするはずだった。

　しかし、エレンのときと同様、やはり竜技は何かに阻まれたかのように動きを止め、そのまま消滅していく。愕然として動けずにいる彼女へ、火竜は口を開ける。暗い口腔のその奥に、紅蓮の炎が瞬いた。

　エレンが駆ける。突風のごとき速さでミラへと走っていき、身体ごとぶつかる勢いで彼女を抱きかかえて地面を転がった。

　直後、火竜の口から吐きだされた猛火はミラの生みだした氷を溶かしつくし、大地を舐めるように這う。炎の発する熱がエレンの肩や背中を焼いたが、直撃だけはまぬがれた。もしもまともに炎を浴びていれば、その部分は炭化して崩れ去っただろう。

――どうにか、間に合ってくれたか……。

　それぞれが竜を仕留めるつもりだったため、二人の間にはかなりの距離があった。そのため『風影』の速さをもってしても、炎を避けるのが精一杯だったのだ。

「エレオノーラ。あなた、何てことを……」

　自分をかばって火傷を負ったエレンを、ミラはすさまじい形相で睨みつける。エレンは苦痛に耐えて顔を上げ、皮肉めいた笑みを浮かべてみせた。
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「おまえが……戦姫らしからぬ、不甲斐ふがいない動きを見せるからだ」

「黙ってなさい」

　ミラの槍から放たれた凍気が、エレンの負った傷に薄い氷の膜を張りつかせる。その二人に向かって、火竜が炎を吐いた。

　放射状に叩きつけられた紅蓮の炎は二人の戦姫を包みこみ、それだけにとどまらずあたり一帯に広がる。戦姫を助けようとしていたジスタート兵十数騎が炎に包まれ、瞬時に絶命した。地面は黒く焼け焦げ、死体は炭化し、草は灰となって崩れ去る。

　後続のジスタート兵たちはその火勢に圧されて近づけず、悲痛な顔で彼らの主が炎に包まれるさまを見つめることしかできなかった。敵であるテナルディエ兵たちですら、とうてい快哉を叫ぶ心境ではなく、息を呑んで竜と炎を凝視している。

「――なるほど」

　凛りんとした、冷たい声が炎の中から聞こえたのはそのときだ。火の中から冷気をはらんだ風が巻き起こり、炎を吹き散らす。ある者はその光景を奇跡と思い、また別の者は夢か幻だと信じ、そのように考えなかった者たちでさえ己の目と現実を疑った。

　エレンを守るようにして、ミラが氷の槍をかまえ、毅き然ぜんとした表情で立っていた。ラヴィアスが膨大な量の冷気を発し、アリファールもまた大気の膜を何重にも形成し、炎と熱と煙から彼女らを守ったのだ。

「おまえに竜技が効かない、というだけなのね」

　無事でいる戦姫たちを、きょとんとした顔で火竜は見下ろしている。

　これまで炎を浴びたものは、例外なく彼の食糧たる灰や炭と化したのだ。しかし、この二人の人間はそうなっていない。それが、この獣には不思議だった。

　冷酷な殺意を帯びた視線で、ミラは火竜を貫く。どのようにして屠り去るかを頭の中で冷静に構築していたが、その案はここでは実現されなかった。

　大地を揺らして、双頭竜がこちらへ向かってきたからだ。いくらミラでも、竜技の通じない竜を二頭同時に相手にするのは難しい。

　そこへ数千の馬蹄の轟きがすさまじい勢いで近づいてきた。肉を断つ音、甲冑を割る音、悲鳴に絶叫が入り混じった戦の響き。

　テナルディエ兵たちを斬り破って姿を現したのはリムの率いる騎兵部隊だった。

「エレオノーラ様、リュドミラ様、ご無事ですか！」

　いままさにラヴィアスを地面に鋭く突きたてようとしていたミラは、その叫びに反応して手の動きを止める。リムを振り返った。

「あなた……どうしてここに？　ティグルは？」

「そのティグルヴルムド卿のご命令でまいりました。あなたがたの撤収を補佐せよと――」

　馬上から短く答えたリムだが、ミラのそばに倒れているエレンに気づいて目を瞠る。

「エレオノーラをお願い。問題ないわ。軽傷よ」

　ミラの言葉が終わる前に、エレンの身体が動いた。長剣を支えにして、白銀の髪の戦姫はよろよろと立ち上がる。

「少々身体が痛みはするが……私は自分で歩けるぞ」

「では、私の後ろにお乗りください」

　リムの差しのべた手につかまり、エレンは馬上のひととなる。それを見届けてから、ミラも敵兵の馬を奪って跨またがった。そこへ、火竜の炎が迫る。

「――空さえ穿ち凍てつかせよ！シェロ・ザム・カファ」

　三度目の竜技を、ミラが放った。大地をえぐり、引き裂いて生じた幾本もの氷の柱は竜の背すら超える氷の壁となって炎を阻む。

　いきりたった火竜は氷の壁に向かって猛然と体当たりをかけた。二度、三度と大地を揺るがす勢いでぶつかり、四度目に氷の壁を吹き飛ばして氷のかけらをまき散らす。

　だが、そのときにはジスタート兵はすでに撤収に移っていた。







　テナルディエ軍後方では、テナルディエ公爵と副官のスティードがいまの様子を冷静に眺めている。驚きの連続だったが、彼らにはそれでも顔色一つ変えない胆力があった。

「――してやられたな」

　忌々しげに、テナルディエ公爵が吐き捨てる。彼のまわりに控えていた側近たちは一様に肩を震わせたが、スティードだけは淡々と言葉を返した。

「地竜を三頭とも失ったのは痛いですな」

「それもあるが、まだ動かしかたをつかめていなかった。失策だ」

　苛立ちを隠さず、テナルディエは己の拳を固く握りしめる。エレンたちを誘いこんだ時点でさっさと竜を後方に退がらせ、兵の物量で押し潰すべきだったのだ。

「竜どもには敵兵の相手をさせ、こちらの兵は一人でも多く戦姫にぶつけるべきだった」

　そうした決断ができなかったのは、テナルディエとて竜を操る戦がこれで二度目であることと、戦姫に対する情報が少なすぎたからだ。なにより、竜に怯えてしまってこちらの兵が命令通りに動かなかったのは、テナルディエにとっては不愉快なことだった。

　こちらの左翼は半壊し、地竜も三頭まで失いながら、結局戦姫を仕留められなかった。

「中央と右翼の様子はどうだ」

「右翼はほぼ互角。中央はこちらが押しています」

　スティードが即答する。予想通りの状況だ。銀の流星軍の左翼には騎士団がいる。そうそう崩れるようなことはないだろう。そして、中央部隊に目を向ければ、こちらは六千で向こうは七千。これで、こちらが押しているのだから、相手の士気と強さがうかがえる。

「――まもなく終わる」







　リムを送りだしたティグルは、不安と焦慮に身を苛まれながら報告を待っていた。

――何を心配することがある。エレンは、ザイアンとの戦いでは竜をたやすく撃ち倒していたじゃないか。今度はミラもいる。

　そう言い聞かせても、ティグルの内心に生まれた不安は拭えなかった。かつて竜と対峙した恐怖が思い起こされているのだろうか。

　しかし、リムを送りだした以上ティグルにできることはもうない。それに、総指揮官としてそのことばかりを考えてもいられなかった。

　さしあたっては、敵に押され気味の中央部隊の戦局を打開しなければならない。

「マスハス卿。何かいい策はありますか」

「難しいですな……。こちらは動きが悪い。それを考えれば、よく持ちこたえているとすら言えます。いまは……ジスタート軍を信じるしかないかと」

　老伯爵の返答は重苦しい。エレンたちが敵の左翼部隊を突き崩し、そのまま中央部隊に打撃を与えれば。あるいは中央部隊の後方に控えている竜たちを屠り去るか。

　そうすれば、敵は勢いを失うだろう。そのときにこそ銀の流星軍に勝機が訪れる。ジスタート軍の――エレンとミラの実力を考えれば、それは実現可能な策だ。

――変化……変化を。

　黒弓を握りしめ、奥歯を噛みしめる。総指揮官という立場の、後ろでただ見守っていなければならないことの、何と辛いことか。

　変化が訪れたのは、そのときだった。

　最初に聞こえたのは「裏切り」という叫び声。だが、ティグルもマスハスも、それだけですべてを理解した。この中央部隊の先頭に、裏切り者が出たのだ。

「――マスハス卿。あとを頼みます」

　弓の具合も矢の数も、何度も確認してある。ティグルは黒弓を握りしめた。

「……どうするつもりじゃ」

　マスハスは顔を青ざめさせ、普段の口調で尋ねていた。

「無茶はしません。持ちこたえる、ただそれだけです」

　その声には、有無を言わせぬ迫力がある。マスハスは止めるための言葉を口の端にのぼらせたものの、結局言ったのは別のものだった。己の部下の名を呼んで、ティグルについていくよう命じたのだ。

「死ぬなよ。よいか、絶対に死ぬな」

　ティグルはそれに弓をかざす形で応じ、味方の中に馬を躍らせ、突き進む。事態は一刻を争う。瞬き一つの差で、銀の流星軍は崩壊するだろう。なにしろ、すでにいままわりにいる兵たちの間にも動揺が走りはじめているのだ。

――見抜けなかったか……。

　中央部隊は、言ってしまえば元ガヌロン軍の寄せ集めである。テナルディエ公爵からひそかに何かを吹きこまれた者がいる可能性は大きい。ティグルやマスハスはむろんそれについて調べたが、短い時間の中では限界があった。

　弓に矢をつがえながら、兵の波をかきわけるようにしてティグルは進む。ティグルの姿を見つけて、駆け寄ってくる者がいた。年のころは三十前後。鼻の下ではねるように伸びている細く短い髭が印象的な男で、手には長柄の鎚矛メイスと盾を持っている。

――たしかディーニュ男爵だったな。

　ブリューヌ王国では、爵位を持つ貴族の中でも最下級である男爵は領地を与えられない。年にいくばくかの俸給を王国から受け取り、あとは自力で生きていくのだ。たいていは貴族の親戚がいるので、どこかの町や村の統治を任されたりする。

　しかし、シモン＝ディーニュは自らを鍛えることと、旅をすることにしか関心がないという男だった。ただ、その実力と逆境における平常心はたしかなものだとマスハスに推薦され、ティグルは彼に五百ほどの兵を任せたのだった。

「総指揮官殿。なぜこちらへ」

「裏切り者というのは、誰だ」

　ディーニュの疑問に答えず、ティグルは率直に知りたいことだけを訊いた。ディーニュの双眸に、ティグルをさぐるような不鮮明な光がよぎったが、彼は小さくうなずくとよどみなく答える。

「シャトール子爵とヴァタン伯爵です。突然彼らはこちらへ向き直り『テナルディエ公にお味方する』と叫んで……」

「ありがとう。この場はどうにか持ちこたえてくれ」

　礼を言い、ティグルはさらに馬を進ませる。シャトールも、ヴァタンも、彼らがティグルの傘下につくと申し出てきたときに会見したきりだが、その顔は覚えている。マスハスとリムに、絶対に覚えるようにとくどいほど言われたからだ。

――こんな形で役に立てたくはなかったが。

　見つけたと思ったときには弓ゆみ弦づるを力強く引き絞り、矢を放っている。

　兵たちのはるか頭上を風を切る速さで飛んだ矢は、先刻までの味方に剣を振るっているシャトール子爵の頭部を貫いた。

　地面に倒れるシャトールには目もくれず、ティグルは矢筒に手を伸ばしながら、後ろを振り返る。思った通り、側仕えの老人はすぐそこにいてくれた。槍を握りしめているバートランにうなずいてみせると、彼もそれだけで呑みこみ、兵たちを振り返る。

「おめぇら。声を出せ！　何もかもかき消しちまうぐれぇにおもいっきり叫ぶんだ！」

　小柄な身体のどこから出ているのかと思うほどの大声を、バートランは張りあげた。ティグルに従ってきていた兵たちは了解し、剣や槍を高々とかざして鬨の声をあげる。その喊声を背に浴びながら、ティグルはヴァタンをさがした。

　すぐにヴァタンは見つかった。だが、彼は配下の兵すら見捨ててテナルディエ軍の中へと逃げていく。ティグルもさすがに唖あ然ぜんとしたが、逃がしはしなかった。

　このとき、ティグルの集中力は怒りと興奮、緊張のため極限まで高められている。まず矢を三本引き絞って放ち、テナルディエ兵を三人同時に射倒した。そして、ヴァタンの姿を発見すると、弓弦の震えもおさまらぬうちに新たな矢をつがえ、射放ったのだ。

　ヴァタンの身体が力を失って地面に転がると、奇妙な空白が戦場に生まれた。裏切ったばかりのシャトールの兵とヴァタンの兵は呆然としてその場に立ち尽くし、テナルディエ兵と銀の流星軍の兵たちもまた、ティグルの妙技に目を見開いて棒立ちになる。

　その中を、ティグルは胸を張り、傲ごう然ぜんさすら感じさせる態度で前へと進む。己の兵たちに叫んだ。

「踏み止まれ！　ここで退いたら、何も得られないばかりか、いま持っているものさえもことごとく失うぞ！　おまえたちは、何のためにここにいる！」

　新たな矢をつがえる。標的は、もっとも近くにいるテナルディエ兵の指揮官だ。軍衣や武装ですぐにわかる。

　風を切る音に続いて、肉をえぐる乾いた音が響く。その指揮官は数百の兵を指揮する者であり、重要な立場を占めているわけではない。

　しかし、その一撃が戦場の空気を変えた。バートランたちが再び鬨の声をあげ、激励を浴びた兵たちの四肢が活力を取り戻す。

　あと一押しで間違いなく崩壊しただろう銀の流星軍は、その一歩手前で踏み止まった。血に濡れた剣や槍を握りしめ、彼らはテナルディエ兵に襲いかかる。シャトールとヴァタンの兵たちは瞬く間に呑みこまれ、見えなくなった。

　総指揮官が戦場のただ中にいるのだ。士気が上がらないはずがない。中央部隊は息を吹き返し、これまでの劣勢を覆すかのような猛反撃に出た。だが、テナルディエ兵も負けてはいない。盾を並べ、槍を突き、投石すら行って頑強に抵抗する。

　ティグルは戦場の渦中から動かなかったが、その弓はいつもの冴えを見せることはできなかった。

　いまティグルを守って戦っているのは、エレンやミラのような卓越した技量を持つ戦士ではない。護衛していた兵が倒れ、間近に迫る兵が剣や槍を突きだしてくれば、ティグルとしては回避に専念せざるを得ない。

　いつしかティグルの腕にも脚にも、裂傷が刻まれて服を赤く染めていた。革鎧も傷だらけだ。それはまた、幾人もの兵がティグルを守り、倒れていったということでもあった。

　そうして太陽が中天に達したころ、テナルディエ軍は徐々に後退をはじめた。銀の流星軍の勢いに押されてではない。それを悟ったティグルもまた、兵たちに後退を命じる。

――この後退は一時的なものに違いない。こちらも、急いで再編しないと……。

　冬の終わりの太陽を見上げ、くすんだ赤い髪をかきまわしてティグルは嘆息した。







　交代での休憩と、傷の手当て。重傷を負っている兵はまとめて戦場から離脱させ、残った兵に武器の補充と食糧、水を配る。酒はわずかな量も与えなかった。出血が激しくなるし、このあとすぐに戦闘があるからだ。

　食事は硬く薄いパンや炒り豆、野菜の切れ端などだ。肉や魚はない。こちらについては健康や体調を慮ってというよりも、生き残ることと勝つことへの欲望を煽った結果だ。

　兵たちは戦場での緊張と興奮を維持したまま、それらを貪り、水を飲んだ。

　そしてティグルは、帰還したエレンたちを出迎えに行ったのだが、彼女らの姿に息を呑まずにはいられなかった。ミラとリムは隠しきれない疲労が顔に出ており、エレンにいたっては肩から背中にかけて火傷を負っている。

「すまん。地竜しか仕留められなかった」

　だが、白銀の髪の戦姫は笑顔を絶やさず、むしろ明るい声音でそう言った。

　マスハスに軍の再編をゆだね、ティグルはエレンたちに詳しい事情を尋ねる。幕舎を設営させている暇はない。兵たちに周囲を見張らせ、めいめい地面に座り、地図を囲みながらの軍議となった。

　竜を三頭減らしたのは大きい成果だが、火竜と双頭竜を残したのは予想外だった。一方で、戦姫たちも中央部隊の状況に顔を曇らせる。

「また無理をしたな、おまえは」

　ティグルが腕や脚に負った傷を、エレンは痛ましげに見つめた。いまティグルは服を脱ぎ、ティッタの懸命な手当てを受けている。

「たしかに事態を収めるには、他の手はなかったでしょうけれど……」

　ミラもまた、気遣いの中にティグルを責める眼差しを向けた。そこへとりなすように割って入ったのはリムだ。

「ティグルヴルムド卿のことは後回しに。いまは、この戦いのことを考えなければ」

　冷静な声に、エレンとミラはすぐに気を取り直す。ティグルは心の中でリムに感謝を述べたが、彼女はいつにもまして冷たい瞳で若者を見下ろして言った。

「あくまで後回しにするだけですからね」

　時間に余裕ができれば叱るという意味だ。マスハスにこちらを任せて自分が軍の再編をするべきかと後悔したが、それで彼女の怒りが解けるはずもない。ティグルはおとなしく肩をすくめて降参の意思表示をした。

「それにしても、どうしてあの竜たちに竜技が効かなかったのかしら」

　ミラが腰に手をあてて小首をかしげる。それに答えたのはエレンだ。

「おそらくだが、あの竜たちをつなぎとめている鎖。あれが私たちの竜技を打ち消した」

「打ち消した？」

　おうむ返しに驚きの言葉を発し、ミラは疑惑と憤りの眼差しでエレンを見上げる。

「ずいぶんあっさり言うわね。そもそも竜技を打ち消せるなんて……」

「つい最近、この目で見た」

　エレンの瞳がティグルに向けられた。

「ティグルが言っていただろう。この国の宝剣デュランダルには、不思議な力がある。竜技を打ち消す力がな。私の竜技だけでなくソフィーの竜技も効かなかった」

　ナヴァール騎士団を率いていた黒騎士ロランとの戦いで、それは起こった。それだけではない、ティグルの弓の力に竜具の力を乗せた一撃を受けても、デュランダルには傷一つつかなかったのだ。

「あれが何でできているのかは、わからん。ただ、そういう金属でできた剣が地上にある以上、同じ金属を鍛えてできた鎖があってもおかしくはなかろう」

　そこまで冷静に観察することができたのも、エレンにとってはいわば二度目の体験だからだった。だからこそミラの反応に思い当たり、彼女を助けることができたのだったが。

「あなたの言うことが本当だとしたら、どうすればいいのよ……」

　ミラが苦しげな呻きを漏らす。竜技もなしに竜に立ち向かうなど、自殺することと変わらない。戦姫といえど、その肉体は生身の人間と同じなのだ。竜の爪で一薙ぎされればたちまちのうちに原形を留めない死骸に変わるだろう。

「手はふたつある」

　これまた自信たっぷりの笑顔で、エレンは言った。

「出し惜しみしないでさっさと言いなさい。いま時間は黄金より貴重なのよ」

「この場合はリュドミラ様の仰ることがもっともです、エレオノーラ様」

　二方面から責めたてられたエレンは視線で助けを求めたが、今回ばかりはティグルも毅然として首を横に振る。その傍らで包帯を巻きながらティッタが小首をかしげた。エレンははあとこれ見よがしなため息をつく。

「まあいい。一つは、竜か鎖のどちらかを直接斬る。あの鎖が何でできているのかはわからんが、叩き斬れれば竜技は通じるようになるはずだ。鎖が無理なようなら、竜を狙う。やつらは案外頑丈だが、私の銀ぎん閃せんやおまえの凍漣で傷つけられないことはないだろう」

「二つめは？」

「あの竜たちに命令を下しているやつを仕留める」

　エレンの笑みに、不敵な戦意がにじむ。

「竜のそばに近づいたとき、私は何度か奇妙な音を聞いた。おそらく、その音が竜に命令を出しているのだと思う。他に、竜に命令を出しているものが見当たらん」

　そういえば、とリムが首肯する。竜の背に誰かが乗って操っているようなこともなければ、すぐそばに竜に命令を出しているらしい者の姿はなかった。

　それなのに、あの竜たちはジスタート軍が攻めかかるまでは戦場の空気にさらされてもその場から動かず、またテナルディエ兵たちに襲いかかろうともしなかった。

「竜の相手をしつつ、アリファールで音の出どころを探る。そしてそいつを叩く。制御できなくなれば、やつらも竜を使ったりはしないだろう。このどちらかだ。それと――」

　エレンは思いだしたようにティグルを睨みつける。

「おまえは絶対に動くなよ。そんな暇があるなら、敵軍を叩き潰す策でも考えていろ」

　機先を制されて、ティグルは唸った。まさしく、自分が戦うと言おうとしていたのだ。

「そうね。竜のことは私たちに任せて、あなたはテナルディエ公に集中なさい」

　ミラもことさらにつっけんどんな調子でそう言う。エレンはさらに言い募った。

「ティグル。総指揮官という役目は、私はもちろんこいつやリムにはできないんだ。口はばったい言い方をするが、ローダント伯爵でもおそらく無理だろう。レギンは論外だ」

　異国人であるエレンやミラが総指揮官となっては、ブリューヌ人がついてこない。マスハスは貫かん録ろくがあるが、向いてはいない。

「わかった」

　ティグルはうなずいた。エレンやミラは、きっとやってくれる。リムやマスハスも。バートランも。ルーリックやジェラールも。やってくれると皆を信じるのだ。

――それにしても難問だな。

　さきほどの戦いの結果を踏まえて、テナルディエが次にどういう手を打ってくるかを予測し、その裏をかかねばならないのだ。テナルディエの半分も生きていない自分が。

「では――まず状況の整理からはじめましょうか」

　リムが一枚の地図を手に取る。その口調と仕草はやや芝居がかった、いかにも教師じみたものだった。彼女なりに緊張をほぐそうとしてくれているのだと悟り、ティグルも笑顔でうなずく。

「よろしくお願いします、先生」







　再び両軍が対峙したのはそれから二刻後。太陽は西へと大きく傾いているころだった。雲のわだかまる西の空はまだ灰色だが、朱色に染まるのは時間の問題かと思われた。

　テナルディエ公爵の軍は一万五千を切っている。死者、重傷者を合わせても二千に届かなかったが、軽傷の者も後方へ送ったのだ。中央に左右両翼という配置は変わらないが、今回は中央の部隊が薄く見える。また、騎兵は変わらず、左右両翼に多い。

　肝心の竜は二頭とも中央部隊の後ろで、テナルディエはそのさらに後ろにいる。

　一方、銀の流星軍だ。こちらの数は一万六千に達していない。ただしこちらは軽傷の者を戦場に立たせての数字だった。ただ、士気は高い。ティグルが戦場に立って裏切り者を容赦なく処断し、また弓弦の音を響かせて敵を打ち倒していったのが効いている。

　さきほどと違うのは数だけではない。

　川を挟んで対峙していたのが、いまは、銀の流星軍は大きく後退し、左翼は丘の上にいる。丘のふもとに中央部隊が、その隣に右翼が列を組んでいた。

　その丘のふもとにいる中央部隊の、装備が整っていない。

　鉄の甲冑よりも革鎧が目立ち、槍を持っている者は剣を腰に帯びておらず、剣を手にしている者に盾がない。不揃いなことはなはだしく、またよく見れば、どの武器も傷ついたものばかりだった。

「……敵の意図を、どう思う」

　斥候の報告を受けたテナルディエは、副官のスティードに尋ねる。他の幕僚にも同じ問いかけをしてみたが、敵は臆病ゆえに後退したのだ、だの、しょせん寄せ集めの軍に充分な装備は整えられなかったに違いない、だのと満足できる答えは返ってこなかった。

「敵の左翼には騎士団がおります」

　騎士の機動力と突進力を、丘の上に配置することで充分に活かそうというのではないかということだ。丘の下にいる相手に対して強烈な突撃をかけられるし、丘の上から戦場全体を見渡し、味方の救援にも、敵の側面や背後へ回りこむ手もとれるからだ。

「それならジスタート軍を丘の上に配置させた方がよかったのではないか」

「ジスタート軍はそのままでも強いでしょう。こちらの左右両翼のいずれかを早い段階で撃破し、敗走させ、竜を使わせないまま閣下を狙ってくるつもりかと」

「敵の中央部隊の装備については？」

　これにはスティードも納得できる結論を出せなかったようで、すぐには返答しない。

「武器の調達ができなかったとは思えませぬ。もしかしたら――」

　偽装ではないか、と短い金髪と青白い顔の副官は述べた。

「竜との戦いを避けるためには、敵味方が入り乱れる状態が望ましい、ということぐらいは気づいていると思われます。そこで、弱々しく見せることでこちらの戦意を煽り、積極的に混戦に持ちこむつもりではないかと」

　テナルディエは太い腕を組んで考える。ありそうに思えた。敵が積極的に攻撃をしかける姿勢を示していたら、こちらとしては後退しつつ竜を出して迎撃すればいい。そう考えていたこともあったからだ。

　再度、敵陣の様子を遠望する。

――中央が乱戦に持ちこんで時間を稼いでいる間に、左右両翼からこちらを突き崩す。敗走するこちらの兵に追いすがり、入りまじることで竜の攻撃を防ぎつつ、私を狙うか。

　他の幕僚たちの意見より、はるかに納得できる。たった百の兵しか率いることができなかった半年前からここまで急成長した男だ。自分に勝つために知恵を巡らせないはずがない。

「わかった。こちらは手はず通りに動く」







　風が冷たさを増し、空では雲が厚みを増していく。

　今日二度目の戦は、一度目のときのように、中央部隊同士が衝突するという形でははじまらなかった。テナルディエ軍の陣営で角笛の音が高らかに鳴り響く。

　すると、テナルディエ軍中央部隊は奇妙な動きを見せた。一部の兵が右か左へとすばやく動き、次々と仲間の後ろへ滑りこんだのだ。

　そうして二本のまっすぐで幅広い道が、テナルディエ軍中央部隊の中に生まれた。竜さえも問題なく通れるほどの。

　直後、笛の音にも似た奇妙な音が戦場に響き渡る。その音が耳に届いた者は半分もいなかったが、聞いた者はほぼ例外なく痛みに顔をしかめた。

　だが、そのような音のことなど兵たちの意識からは吹き飛んでいた。火竜と双頭竜が、テナルディエ兵たちのつくった道を通って猛烈な速さで突進してきたからだ。

――その手で来たか……！

　中央部隊の後方で、ティグルは、咆哮をあげて迫りくる小さな山のごとき二頭の巨獣を睨みつけた。

　竜を戦力として使う場合、どう用いるか。ティグルは短い時間の中で必死に考え、それによってテナルディエの狙いを読みとろうとした。

　思いついた案は三つ。

　ひとつは、さきほど使われたように、中央部隊のすぐ後ろに配置して、戦姫を誘いこむための囮おとりとする。もうひとつは、テナルディエがガヌロンとの戦でそうしたように、戦の開始早々に敵陣へ突っこませる。三つめは、終盤で投入するために、予備兵力として後方に温存する。

　エレンもミラも、たしかに地竜は倒した。だが、火竜や双頭竜にはかなわず、下がるしかなかった。この結果を見て、テナルディエはどう考えるだろうか。

――もう誘いこむ策は通じないと彼は考えるはずだ。エレンやミラの攻撃は、残った二頭の竜に効かなかったんだから。

　では残った二つの策のどちらを選択するか。

　温存はしないじゃろう、というのがマスハスの意見だった。

「たしかに双頭竜と火竜とで、エレオノーラ殿とリュドミラ殿を撃退できたかもしれん。だが、地竜が討たれたことに変わりはない。兵たちの動揺を払拭するために、序盤から竜を投入してくるじゃろうな。こちらにはガヌロンの下で戦った兵たちもおることだし」

「私もローダント伯爵と同じ意見です。それに、さきほどの戦いでわかったことですが、敵味方が入りまじっての戦いになると竜は使いづらくなります」

　そう述べたのはリムだ。ふたりの意見をもとに、ティグルは策を練った。危険な賭けになるが、テナルディエ公爵のような百戦錬磨の強者を引っかけるには、やむを得ない。

「後退せよ！」

　竜が向かってくるのを見た瞬間、ティグルはそう叫んでいた。マスハスもリムも驚くことなく、どっしりと落ち着いて、あるいは無愛想な顔で淡々と命令を下す。

　銀の流星軍の中央部隊は、敵が驚くほどの速度で後退をはじめた。それは、潰走といってもいいくらいの無秩序さだった。隊列など無視し、武器を放り捨て、兜を投げ捨てて、誰もが竜に背を向けて必死に逃げていく。

　先刻の戦いでは勇戦ぶりを示した敵のおもわぬ醜態に、テナルディエ軍の兵たちは呆然としてそのさまを眺めるしかなかった。竜は命令されるままに銀の流星軍を追う。逃げ遅れた数十人がその炎を浴びて絶命し、あるいは二つの首に襲いかかられて貪り喰われた。

　転倒し、起き上がる前に踏み潰されて骨ごと粉々になった兵もいれば、前脚の爪が背中をかすめて上半身が吹き飛んだ者もいる。

　わずかにでも呼吸が乱れれば、ほんの少し何かにつまずいたら、そこで死が訪れるすさまじい逃走だった。

　そうして数百アルシンも中央部隊が後退したとき、大地を揺るがして猛然と疾走する二頭の竜に左右から襲いかかった人影がある。刃のきらめきとともに風が唸りをあげ、あるいは冷気が大気を貫いた。

　獲物ではない。敵の存在を知覚して、竜たちははじめて前進を止める。

「よしよし、ちゃんと止まったな。よく躾けられている」

　跨っていた馬から下りながら、悠然とそう言ったのは白銀の髪の娘だった。長剣を肩に担ぎ、余裕の笑みを浮かべている。

「例の笛は、ここまで届くのかしらね。まあ、引きずり出した以上は関係ないけれど」

　竜たちを挟んでその反対側にいるのは、槍を手にした青い髪の娘だ。彼女もまた駆っている馬の鐙から足を抜いて、かろやかに地上に降り立ち、竜を見上げる。

　エレンとミラ。ふたりの戦姫だった。

　一方、後退どころか逃走に逃走を重ねた銀の流星軍だが、ある地点でぴたりと動きを止めた。そこには、無数の武器が置かれていた。どれもよく磨かれ、丁寧な調整がほどこされたものだ。これらが、後退の終了を告げる目印だった。

　兵たちは隊列を立て直して二つの部隊にわかれ、呼吸を整えて、地面に置かれていた武器を手に取る。一つはティグルが、もう一つはマスハスが指揮するのだ。

「それではマスハス卿、ご武運を」

　ティグルとマスハスは固く握手をかわす。

「おぬしもな。リムアリーシャ殿。これが無茶をせんようよく見ておいてくれ」

「心得ております」

　ティグルの傍らに控えているリムは淡々とうなずき、若い総指揮官は気まずさをごまかすようにくすんだ赤い髪をかきまわした。彼らは竜と戦姫を大きく迂回して、ティグルは右翼のジスタート軍を援護し、マスハスは丘の上の左翼部隊を助けに向かうのだ。

　ふと、ティグルは首を巡らせて遠くに視線を向ける。ここからではよく見えないが、エレンとミラが竜を相手に奮戦しているはずだ。

　顔が強こわ張ばり、手綱を握る手に力がこもる。本当にこれでよかったのかと迷いが生じる。

　そのとき、背中を軽く叩かれた。

「ティグルヴルムド卿。行きましょう」

　リムだった。ティグルは意外だという表情を彼女に向ける。愛想のない顔も、淡々とした声音もいつも通りだが、背中を叩くという行動は彼女にしては珍しいものだった。

「エレオノーラ様やリュドミラ様のことが気になって集中できなかったとなれば、あとでお二人から叱られますよ」

「そいつは強烈だな……。でも、君は叱らないのか？」

「私も叱られる側でしょう。指導不足ということですから」

　どこまで本気で言っているのかはわからないが、彼女の言葉にはティグルの逡巡を拭い落とし、緊張を解きほぐす響きがあった。

　ティグルは気を引き締め、手綱を握り直す。それからリムに笑いかけた。

「ありがとう」

「副官として、当然のことをしたまでです」

「そうか。それじゃあ行こうか、先生」

　冗談めいた最後の一言に、リムが頬を赤く染める。その反応を見ずとも、ティグルには容易に想像できた。若い総指揮官は兵たちを振り返って声を張りあげる。

「反撃に移る！」







　戦姫と竜たちの戦いは、早くも終局へと近づいていた。

　一対一で戦うなどという真似を、戦姫たちはとらなかった。火竜に斬りつけ、突きかかりながらその赤茶けた巨体を盾として双頭竜を接近させず、優位に戦いを進めていく。

「黒騎士は恐ろしい相手だったが――」

　大きく踏みこんで火竜の前脚に長剣を叩きつけながら、エレンはつぶやいた。岩を斬ったような音が響き、風をまとった白刃は溶岩にも似た鱗を打ち砕く。噴出した赤黒い血液は己の熱ですぐに凝固し、奇妙な模様と化した。

　火竜は苦悶の咆哮をあげた。怒りのあまり前脚を振りまわし、尻尾で地面をえぐるようにして薙ぎ払い、空中といわず地上といわず灼熱の炎を吹きつける。そばにいた双頭竜が数歩後退するほどの暴れようだった。

　しかし、鋭く太い爪も、大木ですらたやすく薙ぎ倒す尻尾も、ことごとく空を切る。炎はそれを押しとどめるほどの冷気の壁に阻まれてむなしく霧散する。

――ロランは戦士としての技量が尋常ではなく、加えて強靭な精神力の持ち主だった。ただ竜技を防げるだけなら、難敵ではあっても強敵ではない。

　甲冑を溶かし、すべてを焼き尽くす火竜の炎は恐るべきものだ。だが、自分の風やミラの冷気で防ぐことができる。火傷を負った身体は痛むが、それで後れをとりはしない。

　ただ二人が閉口したのは、火竜の巨躯に絡みつく黒い鎖の存在だった。隙を窺って何度か斬りつけ、突いたのだが、傷一つついていない。

「竜の鱗の方がまだ斬りやすいなんて……」

　ミラがそうこぼしたほどだった。

　目標を竜に絞る。エレンは風影によって、すばやく斬りつけては距離をとるという攻撃を繰り返して火竜の全身をずたずたに斬り裂き、ミラは冷気をまとって踏みこんでは、浴びせられる炎を意にも介さず火竜の背や胸を深くえぐった。

　ミラがエレンの名を叫んだ。彼女の方を見ずに、風だけを送る。

　青い髪の戦姫の小柄な身体が空中に舞い、柄の伸びた槍が、火竜の額を鋭く貫いた。

　死はあっけなく、静かなものだった。鋭い牙が並んだその口からは炎も、断末魔の悲鳴すら漏れない。

　目を大きく見開き、火竜の巨躯は焼け焦げた草原に倒れた。その身体は依然として高熱を発しており、まだわずかに残っていた雑草がちろちろと火をゆらめかせている。

　火竜を倒したエレンたちには、しかし呼吸を整える余裕すら与えられなかった。

　間髪を入れず、その死骸を乗り越えて双頭竜が襲いかかってきたのだ。二つの咆哮で大気を激しく震わせて。

　鉄や岩だろうと噛み砕く牙の並んだ竜の顎が、左右からエレンに迫る。肩から背中にかけて走る火傷の痛みが、エレンの行動を一瞬遅らせた。

　牙は辛うじてかわしたものの、頬がエレンの服をかすめる。それだけで服が裂け、白い肌に裂傷が刻まれた。嵐に巻きこまれるかのようなすさまじい勢いで身体全体が引っ張られ、エレンは勢いよく地面に叩きつけられる。

「エレオノーラ……！」

　急いで駆け寄ろうとしたミラに、双頭竜の左の首が襲いかかり、右の首は地面に倒れたままのエレンへと喰らいつく。

「どきなさい！」

　怒りの声とともに放たれたミラの渾身の氷槍が、竜の首をのけぞらせた。同時に、エレンも地面を転がって避けながら右の首へと斬りつける。右の首は勢いあまって地面に鼻先を突っこみ、盛大に土砂を噴き上げた。

　激情を両眼に宿して唸る左の首を見上げて、ミラは苛立たしげに舌打ちする。双頭竜の顔には、予想よりもはるかに小さな傷しかなかったのだ。

「地竜や火竜なんかとは比べものにならないほど硬いわね……」

　双頭竜の首から垂れ下がる黒い鎖を見ながら、ミラは悪態をつく。

「地道に斬っていくのは、ちょっと辛いな……」

　巧みに双頭竜との距離をとりつつ、白銀の髪についた泥を払い落としながらエレンが思案顔になる。視線は竜に固定させたまま、ミラに呼びかけた。

「リュドミラ、手を貸せ」

「説明なさい」

　ぶっきらぼうな口調でミラがそう返すと、エレンは意外だという感情を紅の瞳ににじませて笑みを浮かべた。

「ずいぶん素直だな」

　よりにもよって自分の提案に、一言も反発せず耳を傾けようとするなんて。青い髪の戦姫の返答は、冷笑を浮かべながらのものだった。

「素敵な提案であることを期待してるわ。愚策ならあとで笑いものにしてあげる」

　エレンは長剣を一振りすると、己の声をミラの耳元まで送る。まさか竜に人間の言葉が理解できるとも思えないが、ここは戦場だ。用心するに越したことはない。いやがるだろうかと思ったら案の定、ミラは眉間に皺をよせて顔をおおいにしかめた。

「手垢まみれの策ね。まだあなたが地面に穴を開けてこいつを落とし、私が氷の塊でそれをふさぐ方がましに思えるわ」

「それでこいつが死ぬという確証はない。私の案はたしかに陳腐だが、この手で、この剣で、確実に仕留める手だ。それとも、代案はあるか？」

　ミラは答えずに首を横に振る。賛成ということだ。エレンは双頭竜を睨みつけ、叫んだ。

「アリファール！」

　主の意志に応え、白刃が青白い光を帯びる。砂塵が巻き上がるほどの猛々しい風が渦を巻いてエレンの身体を包みこむ。地面を滑るように、エレンはミラの方へ疾走った。

　双頭竜が咆哮をあげて襲いかかる。だが、エレンの方がはるかに速い。ミラを風の中へ取りこむと同時に轟音を響かせて大気が破裂し、二人へ振り下ろされた鋭い爪を弾いた。

　前脚の痛みに驚きつつも双頭竜が体勢を立て直したときには、エレンとミラは空へと飛翔し、はるか上空から巨獣を見下ろしている。

「この高さから見て、あの大きさ。二度とやりあいたくないわね……」

　エレンの生みだした風に身体を支えられながら、ミラは凍漣を振りかざした。

「――空さえ穿ち凍てつかせよ！シェロ・ザム・カファ」

　槍の生みだした尋常ならざる凍気は、大気中に無数の氷の槍を作りだす。それらは長大で鋭い雹と化して、双頭竜に降り注いだ。

　人間ならば粉々に吹き飛び、竜であってもその身体を貫かれて絶息しただろう氷槍の豪雨に、しかし双頭竜は耐えた。鱗にもわずかな傷しかつかない。巨躯をよろめかせたものの、双頭竜は踏みとどまり、上空のミラを見上げて威い嚇かくすらしてみせる。

　そして、そのとき竜は気づいた。もう一匹の人間が、空にいないことに。

　直後、双頭竜の背中を細くて小さな何かが刺し貫いた。

「さすがにこれだけ勢いがつけば、貫けるようだな」

　双頭竜の背に、エレンが膝をついている。髪は乱れ、泥だらけで、身体中に傷を負いながら、紅の双眸を輝かせて不敵に笑っていた。両手で握りしめた長剣は、分厚い鱗を砕いてほとんど根元まで竜の体内に突き刺さっている。

　いまの疲労した自分では、この竜の鱗を貫いて傷を負わせることはできない。そうエレンは判断していた。竜技を放っても、黒い鎖によって打ち消されてしまう。

　ゆえに空から落下し、アリファールの力で加速して、恐ろしい勢いでエレンは双頭竜へ突っこんだのだ。ミラの放った氷槍の雨で竜を攪乱して。

　竜の鱗を貫いた瞬間、意識を失いかけるほどの衝撃がエレンを襲ったが、白銀の髪の戦姫はそれに耐えた。耐えきった。

――外がだめなら内からだ。

　一度だけ呼吸をして、両手に力をこめる。

「――大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス」

　竜の体内に、嵐が生まれた。アリファールの刀身を中心に発生した風の刃は、文字通り肉をえぐり、骨を砕き、臓ぞう腑ふを粉砕して竜の腹部までを貫き通す。

　双頭竜の二つの顎――口の端から、赤黒い血が幾筋もこぼれ落ちた。丘を思わせる巨躯を痙攣させ、双頭竜はぐらりと傾いて倒れる。

　その弾みでアリファールが抜けて、エレンは空中に放りだされた。長剣の発した風の衣が主を優しく包みこみ、エレンの身体はふわりと地面に着地する。剣を支えにどうにか転倒をまぬがれたエレンの目の前で、力を失った双頭竜の首が二本とも地面に落ちた。

「……ようやく終わったわね」

　地面に降り立ったミラが凍漣を肩に担いで歩いてくる。その表情はしかし、勝利を誇る類のものではなかった。

　二つの竜の死骸を前に、昂揚感よりも疲労感が二人を色濃く包んでいる。一千人の兵と斬り結んだとて、これほどの疲れを感じることはないだろう。また、肉体的なものばかりでなく精神的な疲れもあった。

「ティグルたちを助けに行くの？」

「この状態で行っても何の助けにもならん」

　そっけなくエレンは言葉を返す。彼女らの駆っていた馬も、いつのまにか逃げ去っている。もっとも、そうしなければ死んでいただろうから正しいと二人は思った。

「私たちはやるべきことをやった。あとはティグルに任せても問題ない。――まあ、私はあと百騎ぐらいなら討ち取れるが」

「だらしないわね。私ならまだ百五十騎はいけるわ」

「……言い間違えた。二百騎だ」

「あらそう。だったら行ってきなさい。歩いて」

　結局二人はその場に座りこみ、戦が終わるまで動かなかった。







　エレンとミラが竜相手に激闘を繰り広げていたころ、ティグルの率いる歩兵部隊は戦場の外を猛然と走っていた。二度ほど立ち止まっては呼吸と隊列を整えさせ、右翼のジスタート軍のところへたどり着く。

　ジスタート軍は正面と左側面から敵に攻められていた。もともと正面からぶつかりあっていた敵左翼に加え、敵中央部隊のおよそ半分が側面から襲いかかってきたのだ。

　指揮官のルーリックは守勢にまわって耐え続けていたが、それも限界に近づいていた。まさに間一髪だったのである。

　ティグルはまっすぐ突撃させるような真似はしなかった。ここに来るまでに二回も進軍を停止させたのには、もうひとつ理由がある。

「投石！」

　ティグルが叫ぶと、歩兵たちは武器を地面に置き、手に持っていた小石をかまえた。テナルディエ軍に向かっていっせいに投げつける。突撃がくるものとばかり思っていたテナルディエ軍は、予想外の攻撃に驚き、たじろいで、激げっ昂こうした。

「しょせんは田舎貴族の軍よ。戦に石ころなど、恥を知るがいい」

　しかし、その石ころで彼らの攻勢が止まり、足並みが乱れたのもたしかである。

「来てくださいましたか。待っていましたぞ」

　ルーリックは歓喜の笑みを浮かべ、この隙を見逃さず反撃に転じた。

　それを見たティグルは、リムの補佐もあって敵の側面から背後へとすばやく回りこみ、猛然と突きかかる。

　さきほどまでジスタート軍を二方向から攻めていたテナルディエ軍は、今度は自分たちが二方向から攻撃されることとなった。

　しかも、銀の流星軍は強い。ティグルという総指揮官がすぐそばにいて戦闘にも参加している現実は兵たちを勇気づけ、果敢に戦わせた。しかも、ティグルは黒弓に矢をつがえて、指揮官や軍旗を次々に射倒し、射落としていく。

　部隊の先頭ではなく後方にいるため、たいした成果を上げられなかったが、黒弓を携えた総指揮官の姿は敵を畏怖いふさせるには充分すぎた。しかも、矢が命中したのを見たジスタート兵たちが、そのたびに歓呼の叫びをあげるのだ。

「流星落者！　流星落者！」

　ジスタート人が、ムオジネル語の称賛を、ブリューヌ人に向けるというのはどこか奇妙さとおかしさを伴ったが、テナルディエ軍にとっては呪詛か何かとしか思えない。たちまちのうちにテナルディエ兵たちは崩れ、背を向け、逃げだした。

　一方、左翼の貴族や騎士団を救援に向かったマスハスは、丘の上にいるカルヴァドス騎士団のオーギュストから、伝令を通してひとつの提案を受けた。オーギュストはアルサス出身の騎士で、ティグルはもちろんのことマスハスとも旧知である。

「なるほど……。やってみようかの」

　オーギュストの提案を受け入れたマスハスは、ただちに伝令を丘の上に送った。

　それからほどなくして、丘の上で防戦一方だった銀の流星軍の兵たちは移動を開始した。丘をいっせいに下ってマスハスの部隊に合流する。

「ついに我々の攻撃に耐えきれなくなって、放棄したか」

　オーギュストらの行動を、テナルディエ軍はそう判断した。無人の丘を放っておく手はない。テナルディエ軍の右翼と、中央部隊の約半分は、競うようにして丘を駆けのぼる。もっとも早く頂上に着いた兵は、誇らしげに軍旗さえ掲げてみせた。

　そして、彼らは丘の上で陣形を再編し、眼下の敵へ攻撃をしかけることにした。自分たちは敵を後退させて高所を手に入れたという思いが、戦意を増幅させている。

　猛然と丘を駆け下りて突撃してくるテナルディエ軍に対して、丘の下にいる銀の流星軍は整然と後退した。盾を隙間なく並べさせ、投石で牽制しながらマスハスは兵たちを後退させ続ける。テナルディエ兵はそれを敵の弱気と見て、必死になって追いすがった。

　新たな変化が起きたのは、その直後だ。丘の上で鬨の声があがった。

　何事かと丘を振り返ったテナルディエ軍の目に、驚くべき光景が出現していた。丘の上に残っていた味方が、どこからか現れた銀の流星軍に駆逐されつつあるのだ。

「まず丘を放棄して相手にくれてやる。次に、わしらが囮になって敵の注意を惹きつけている間に、オーギュストらが丘を迂回して敵の背後へ回りこむ。最後に、オーギュストらが丘を再び占領し、前後から敵を討つ……か」

　狼狽し、右往左往する敵を見ながらマスハスがつぶやいた。それが、オーギュストが提案した策だった。丘の上で防戦している間に、敵の動きからその戦意の高さやこちらを侮っているらしいことに気づいたのだという。

「我々は騎士です。このぐらいの丘を迂回するのはたいした手間ではありません。一気呵成に駆け上るのも」

　その眼力はたしかだった。敵は迂回していたオーギュストらに気づかず、マスハスに攻めかかってその陣形を不必要に伸ばしてしまった。そしていま、丘に残った味方を助けるか、目の前のマスハスらを攻撃するかで迷い、動きを鈍らせている。

　半刻後、正面と背後から斬られ、突かれたテナルディエ軍は四散した。一部が崩れて敗走すると、抵抗していた兵も浮き足立って逃げだし、急速に瓦が解かいしたのだ。

　マスハスは追撃をかけなかった。西の空が朱色に染まっていたからだ。なにより、これは今日二度目の戦いであって、兵たちは疲労の極みにあった。

　この戦いで、テナルディエ公爵はすべての竜と全軍の四割近くを失った。約四千の兵が戦死して、二千を超える数の兵が敗走したまま軍に戻らなかったのだ。

　銀の流星軍も五千以上の死者を出した。だが、勝利をつかんだのは彼らだった。

「ひどい戦だった」と、報告を聞いたティグルとマスハスは顔を見合わせたが、五頭もの竜を相手にし、ことごとく打ち倒したことを考えれば、誇るべきだとうなずきあう。誇ることのできない死者を、生者が讃えなければならなかった。









　　　３　　　幕間














　ぱちぱちと焚き火の爆ぜる音に、水のはねる音が混じる。

　薄い雲をまとってぼんやりと輝く月の下、川のほとりで思い思いにくつろぐ娘たちの姿があった。

　川辺には四つの焚き火が赤々と燃えており、そのいずれにも水を張った鍋がかけられてぐらぐらと湯を沸かしている。娘たちはその湯を絞った布で身体を拭くか、冷たい川の水を浴びていた。人数は、五人。エレンとミラ、リム、レギンにティッタである。

　冬の終わりとはいえまだ夜風は冷たいはずだが、エレンのアリファールとミラのラヴィアスが夜気を冷たくないていどにまでしている。

　もっとも、長時間それを持続させるためには力の及ぶ範囲を絞らねばならず、五人の娘はあまり間隔をあけずに寄り集まっていた。エレンとミラは川辺に羊の皮の絨毯を敷いて座り、リムはそのすぐ後ろで、湯を絞った布で身体を拭いている。

　レギンは彼女らにもっとも近い焚き火に手をかざしながら座っており、その背中をティッタが丁寧に拭いていた。ペルシュ城砦でティグルの話をきっかけに打ち解けてから、この王女はティッタを信用し、頼りにしているようだった。

　焚き火の明かりが届かない範囲は闇に包まれているが、百アルシン（約百メートル）ほど先へ視線を向ければいくつもの火が灯り、喧噪も聞こえる。銀の流星軍シルヴミーティオの幕営だ。

　テナルディエ公爵との戦いが終わったときには、ほとんど日が沈みかけていた。

　銀の流星軍は死者の埋葬をすませ、敵の動きを警戒しながら川に沿って移動して、幕営を定めたのだ。

　そして、エレンたちは女性だけで集まって水浴びをしているのだった。四つも焚き火を熾すのは現状を考えると贅沢だったが、テナルディエ軍に勝利したこともありティグルがジェラールを説得した。

　エレンやミラにしても、今日ばかりは湯を絞った布で身体を拭くていどではすませたくなかったので、ティグルの厚意に素直に甘えることにした。

　夜の川の水は冷たすぎて、さすがに潜ることまではできない。エレンは顔ごと銀色の髪を水面につけ、ざばりと引きあげる。水滴がはねて髪が肩や胸元にまとわりつき、水が肌を幾筋もつたって流れ落ちた。

　エレンは小さく息をつく。普段はともかくいまだけは、この感触は心地よかった。

「エレオノーラ様、だいじょうぶですか？」

　リムが気遣うような声をかける。肩から背中にかけての火傷のことだ。エレンは川の中に入れた脚をばしゃばしゃと動かしながら闊かっ達たつに笑ってみせた。

「痛まぬといえば嘘になるが、軽傷だ。このあと薬も塗るし、数日もすれば治るだろう」

　その隣で、ミラはばつの悪そうな顔をしつつ横目でエレンを見ている。その火傷はミラをかばったためにできたものだった。

「それにしても――リム。おまえ、また胸が大きくなったんじゃないか？」

「いきなり何をおっしゃるのですか」

　リムはあからさまな渋じゅう面めんをつくって、腕で自身の胸を隠す。それから彼女は自分に注がれる複数の視線に気づいた。振り返ると、レギンとティッタが興味津々という目で彼女の身体を見つめている。

「たしかに、その……すごいですね」

「背が高くてすらりとしているから、均整がとれていますしね」

　なんとはなしに、彼女らは自分の身体を見下ろした。レギンはこれまでの旅によって、ティッタは普段の仕事によって鍛えられて無駄な肉などついておらず、それでいながら身体の線は女性らしい丸みをたしかに帯びている。

　だが、二人とも華きや奢しやという印象は拭えない。リムと並んでみれば、たしかに見劣りしてしまうのかもしれなかった。

　エレンは腰をひねって振り返り、リムの胸に触れる。反射的にリムが身を引くのと、エレンが苦痛の呻きを漏らしてうずくまるのはほぼ同時だった。

「エ、エレオノーラ様？」

　振り返った姿勢が火傷に障ったのだろうか。心配してリムがエレンの顔を覗きこむと、白銀の髪の戦姫はさっと手を伸ばし、金色の髪をした腹心の胸をわしづかみにする。

「じかにさわってみると、よくわかる。やはりティグルも胸は大きい方がいいのかな」

「そ、そんなことはないわよ」

　舌をもつれさせながらも強気な口調で反論したのはミラだった。私もそう思いますとティッタも同意する。レギンは無言だが、憮ぶ然ぜんとしたその表情からエレンに対して否定的なのはあきらかだ。

　リムはといえば、主の傍若無人な振る舞いに絶句したものの、すぐに立ち直って軽い拳骨をひとつ、エレンの頭に叩きこんだ。

「――お戯れにもほどがあります」

「すまんすまん。まあ、私はこれぐらいには元気だということだ。おまえは少し心配しすぎるからな。安心したか」

　仏頂面のリムに、エレンは悪びれない笑顔で軽く手を振る。その台詞は大切な部下だけでなく、隣でそっぽを向いている青い髪の戦姫にも向けたものであり、その意図を察したミラは憮然として、小さく鼻を鳴らしたのだった。







　水浴びをすませたエレンたちは幕営に戻ると、総指揮官用の幕舎へと向かった。幕舎と幕舎の間に土を盛り固めた炉が作られ、その上で鍋が煮えている。漂ってくる酒や羊乳の匂いが彼女たちの空腹を刺激した。

「チーズの匂いか。ジスタートのものとは少し違うみたいだが……」

「このブリューヌでは、村ごとに違うチーズが作られている、なんて言い方もあるぐらいたくさんの種類のチーズがあるんです。マスハス様の受け売りですけど」

　何とはなしにつぶやいたエレンに、ティッタが答える。レギンもうなずいた。

「村ごとに、というのは大げさかもしれませんが、数百ものチーズがあるのは本当です。匂いや味も別々で……。私も何種類か食べたことはあります」

　すべての食糧を運んでいるわけではもちろんなく、肉や魚、チーズなどはだいたい現地調達している。むろん金を出して買い上げるのだ。

　鍋の中ではキャベツやジャガイモ、塩漬けの魚や肉がよく煮込まれており、鍋を囲んで暖を取りつつ食べはじめている兵たちもいれば、鍋の様子を見つつ賭け事に興じている兵たちもいる。エレンたちに気づいて、その美しさに見惚れる者もいた。

　四本の軍旗が夜風にひるがえる総指揮官用の幕舎には、二人の見張りが立っている。彼らに尋ねると、ティグルは中で休んでいるとのことだった。

「いるなら入ってかまわないな」

　そう言うと、兵の返事を聞く前にエレンは幕舎の中へと足を踏みいれる。燭台の灯に照らされた幕舎内の光景に、白銀の髪の戦姫は目を瞠みはった。

　ティグルは地面に敷かれた毛布の上に寝そべって、いびきをかいている。

「エレオノーラ様。ティグルヴルムド卿の様子は？」

　リムがそっと幕を持ち上げてくぐり、ミラ、ティッタ、レギンと続く。ティグルは起きる気配もない。

「あの……できればこのまま寝かせてあげた方が」

「そうしてやりたいのだが、さすがにいまは無理だ」

　遠慮がちなティッタの発言に、エレンは首を振る。

「意地悪で言ってるのではないぞ。今日の戦で敵は退けたが、叩き潰したわけではない。先手を打つにせよ、あえて打たせるにせよ、早いうちに決めておかねばならん」

　説明しながら、言い聞かせ、かつ慰めるようにエレンはティッタの頭に手を置いた。その様子に、リムとミラは珍しいものでも見るような目を向ける。この銀閃の風姫シルヴフラウが、こうした直接的な優しさを示すのはめったにないことだった。

　わかりました、と納得しつつそれでもしゅんとしながらティッタはうつむく。

「では、こいつをどのように起こすかだな。並みの方法では目を覚まさんからな」

　エレンの台詞に、リムとミラ、ティッタが一様に理解を示す表情になる。きょとんとしているのはレギンだけだ。

「あまりに大声を出しては外の兵が何事かと思うだろう。何か案はあるか？」

　エレンは四人を振り返り、彼女たちはそれぞれ考えこむ。レギンがティッタに尋ねた。

「ティッタは、彼があまりにも起きないときはどうしていたのですか？」

「いろいろですが……その、毛布ごと引っくり返したりとか」

　恥ずかしそうに答えるティッタに、横からミラが訊く。

「鼻と口をふさいでみたことは？　すぐに起きるわよ」

「そ、それは……ちょっと乱暴なんじゃないでしょうか」

「おまえは以前、剣を口の中に突っこんだのだったか」

　エレンがからかうような目をリムに向けると、愛想のない顔の副官は憮然とした顔で視線をそらした。そうしていろいろと話している間も、いびきがやむことはない。

「ひとつ、試してみるか」

　何か思いついたらしく、エレンは腰の長剣をリムに預けると、大の字になって寝ているティグルへ歩み寄る。毛布の上に膝をつき、ティグルの両脇あたりに手を置いて、いまにも覆いかぶさるような姿勢をとった。

　あどけない顔で寝息をたてているティグルを微笑ましげに見下ろし、それから険しい顔で睨にらみつける。尋常でない殺気を、紅の双そう眸ぼうにこめた。

　刹せつ那な、ティグルの身体が勢いよくはねあがる。警戒していたにもかかわらず、その速さと力強さにエレンは反応できなかった。

　次の瞬間にはティグルは彼女を押し倒し、右手でその乳房をわしづかみにしている。左手は腰の短剣に伸びていた。エレンだけではない、他の娘たちも目を丸く見開き、唖あ然ぜんとしてその光景を見つめている。

　自分に向けられていた殺気が瞬時に消えたことと、相手が何の抵抗もしてこないこと、さらにはこの場に満ちた奇妙な空気によってティグルははっと我に返った。

　自分の下には、驚きとおかしさの入り混じった顔で自分を見つめるエレンがいる。右手には何かやわらかい感触があり、指を動かしてみると心地よいまでの見事な弾力が伝わってきた。

「そういえば、ずいぶん前にもこうしておまえに押し倒されて胸を揉まれた気がするな」

　むしろこの状況をおもしろがるような声こわ音ねと、楽しそうな表情。ティグルは慌ててエレンから離れて飛び退ったが、バランスを崩して派手に転倒した。それからようやくリムたちに気づく。

　ミラは呆れたような顔で肩をすくめ、リムは失態を悔いるかのように顔を手で覆っている。ティッタとレギンはまだ事態を理解できていないようで、瞬きを繰り返していた。
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「……ひどい起こし方もあったもんだ」

　ことの次第を聞いたティグルは、あぐらの上に肘をつき、手の上に頬を乗せた姿勢でため息をついた。エレンは頭をかきながら、笑って応じる。

「まあ、それは認める。たしかに悪かった。だから私を押し倒したことも、胸に触れたことも不問にしてやる」

「今回にかぎっては、エレオノーラ様の自業自得というものでしょう」

　リムが厳しい声音で横から口を挟んだ。毛布は幕舎の隅にかたづけ、ティッタが食事を皆の前に並べている。レギンがそれを手伝っていた。

「なんだ、リム。私の味方をしてくれないのか」

「さすがにあの起こし方はどうかと思うわ。私なら間違いなくラヴィアスで串刺しにしているもの。あなただって自分がやられたらどうするの？」

　ミラも冷淡な反応だ。熟練の戦士であるほど、エレンの行為の危うさに眉をひそめたくもなるのだろう。二人から突きあげられて、さすがにエレンもばつの悪い顔になった。

　実のところリムとミラの態度にはいくばくかの嫉しっ妬ととでもいうべき感情が混入していたのだが、そのことに気づいたのはこの幕舎内にいる者の中ではレギンだけだった。

「……すまん。さっきのような真似まねは二度としない」

「そうしてくれるとありがたいな。たしかに一発で目が覚めるけど、強烈すぎる」

　肩を落としてうなだれるエレンに、ティグルも言い過ぎたかと思い直す。慰めるように彼女の肩を叩いた。そうしている間に食事の用意が終わる。

　細かく切ったチーズを葡萄酒ヴィノーで煮こんだものが一際強い香りを放ち、食欲をおおいにそそられる。煮込みの中には蕪や塩漬け肉なども入っていた。

　他に並んだものはライ麦パンや鹿肉を葡萄の葉でつつんで蒸したものなどだ。鹿肉の葡萄葉包みは手間のかかる料理であり、ティグルたちの他には特に武勲をたてた者だけに用意された料理だった。それから林檎に糖蜜をかけたものもある。

「ずいぶん豪勢だな」

　軽い驚きを示すエレンに、ティグルが穏やかな顔で説明した。

「近くの町や村からいろいろと送られてきたんだ。奪われる前にさしだして歓心を買おうというところだろうな」

　アルテシウムは大都市であり、その周辺には町や村、集落が数多くある。

　領主であるガヌロンがいなくなり、アルテシウムが都市として機能しなくなった以上、彼らが保身のために奔走するのは当然のことといえた。

「そのまま受け取ったのか？」

「まさか。金は支払ったよ。安く買い叩きはしたが」

　査定と交渉を請け負ったジェラールと、彼に同行していたルーリックのほくほくとした笑顔を思いだして、ティグルは苦笑する。買ったのは食糧だけでなく、馬糧、薪や藁などの燃料、麻や皮革などもあった。

「それならいい。金を出さなかったら徴ちょう発はつと変わらないし、相手に期待をさせるからな」

　しかつめらしい顔でエレンは言ったあと、パンをかじりながら話題を変えた。

「それで、これからどうするかは決めたか？　この際、テナルディエを完全に潰すか？」

　エレンの問いかけに、リム、ミラ、レギンの視線がティグルへと向けられる。それを知るために、無理矢理叩き起こしたのだ。

「いや――」

　ティグルは手に持っていた煮込みの皿を置くと、首を横に振った。

「夜が明けたら軍をアルテシウムへ進ませる」

「住民を助けるということ？　それだけの物資はないでしょう？」

「進ませるといっても、いまよりほんの少し近づけるというぐらいだよ。アルテシウムから、そうだな、歩いて一日ほどのところに幕営を築く」

　首をかしげるミラに、ティグルはそう説明する。

「そのあとアルテシウムに潜りこみ、レギン殿下が王族であると証明する」

　ティグルは真しん摯しな表情でエレンたちを見回した。

「俺の目的はアルサスの平和だ。殿下のお気持ちを考えれば、テナルディエはどこかで討たなければならないだろう。だが、それはいまじゃなくてもいいはずだ」

「そうですね。切り札ともいえる竜をすべて失い、テナルディエ公爵もすぐには動けないでしょう。レギン殿下が王族であることを証明できれば、公爵が殿下の暗殺を謀った罪も公に問うことができます」

　リムが現状を分析する。

「殿下。アルテシウムの地下にあるものについて、あらためて教えてもらえますか」

　ティグルの言葉に、レギンはこくりとうなずいた。

「ただ、私も知識として教えられているだけで、直接足を運んだことはないのです。『シャルルの聖窟宮サングロエル』と呼ばれているのですが、地上にまだブリューヌ王国がないころ、のちの建国王シャルルはそこで天啓を得て、王となることを決意したといわれています」

「聖窟宮とはずいぶん大仰だな。洞窟なのか？」

「古くは神殿か宮殿だったのだろう、というシャルルの言葉が残っています。ただの洞穴ではなく、あるていどの整備がされていたようです」

　腕組みをして尋ねるエレンに、レギンは懸命に記憶をさぐりつつ答える。

「この聖窟宮へ至る通路は、三つあります。ひとつはアルテシウムの中心部。もうひとつはアルテシウムの南東にある大地母神モーシアの神殿。最後にアルテシウムの北東にある共同墓地です」

「我々の位置からもっとも近いのはモーシアの神殿ね」

　地図を見ながら言ったミラに、レギンは首肯する。

「ここは私も以前に行ったことがあります。アルテシウムの東門を出てから南東に向かって一刻近く歩いたところにあって、猟師小屋とほぼ変わらない小さな神殿です。近隣の町や村の者が一ヵ月に一度、祈りに訪れるぐらいで、ふだんは無人ですね」

　レギンが説明を終えると、ティグルはあらためて皆を見回す。

「俺は、十人ぐらいでここへ向かおうと思う」

「面子はもう決まっているのか？」

「俺と殿下ぐらいかな。あと、バートランにルーリックが同行したいって言ってるからその二人は連れていく。あとはマスハス卿に選んでもらう予定だ」

　自分たちがいない間の兵のまとめ役として、マスハスやリム、オージェは残す。ジェラールもこういったことには不向きなようだから置いていく。エレンとミラは客将であり、その立場も考えれば連れていけるはずがない。

　ルーリックはともかく、側そば仕づかえの老人を同行させることについて、ティグルは悩んだものだった。だが、バートランはいつものように闊達に笑ってこう言ったのである。

「若は、この戦が終わったらジスタートへお行きなさるんでしょう」

　小さなころから親身になって尽くしてくれたこの老人に、嘘は言えない。そうだと答えたティグルに、バートランは笑顔のまま続けた。

「この戦が終わるまでは、できるだけわしを若のおそばに置いちゃくれませんか」

　小柄な老人の笑顔が、かすかに陰る。皺しわだらけの手を組み合わせて喋るその姿には、その年齢まで生きてきた者だけがまとうことのできる哀愁が漂っていた。

「わしも、もう年です。若が行くところならブリューヌのどこだろうと、いいや地の果てまでもと思っとりますが……身体が気持ちについていかねえ」

　バートランは寂しそうに笑ってみせる。今年で五十歳。ティグルの父ウルスの代から仕えてくれており、ふつうに暮らしていればもう隠居してもおかしくない年齢だ。ティグルが考えていた通り、ジスタートへ連れていくなどという真似はできない。

――この戦が終わるまでは、か。

　それがバートランを選んだ理由だった。

　とはいえ、感情だけで選んだわけでもない。体力こそ年齢相応だが、バートランは槍の扱いには長けている。ウルスに多少教わったていどだというから我流なのだろうが、だてにこの年齢までウルスやティグルの側仕えを務めてはいない。

　それに、ティグルとしても彼がそばにいてくれればやはり心強いのだ。小さなころから面倒を見てもらっていたのだから。

　そのようにバートランとの会話を思いだしていると、エレンがだしぬけに言った。

「では、私も行こう」

　この発言に驚いたのはティグルだけではない。リムとミラも目を瞠った。そんな二人をおかしそうに見て、エレンは余裕に満ちた笑みを浮かべる。

「この探索は私の未来にも関わってくる。同行しておかしい理由はあるまい？」

「立場をお考えください。エレオノーラ様は戦姫なのです。凶悪な罠が仕掛けられていたり、伝説に謳うたわれる猛獣が潜んでいたりしたらどうするのですか」

「そうよ。だいたい上に立つ者の行動じゃないわ。戦姫としてもふさわしくない」

　すさまじい剣幕でまくしたてる二人に、エレンよりもレギンの方が落ちこんでいる。聖窟宮に罠がある可能性は否定できなかったし、上に立つ者の行動ではないというミラの言葉も耳に痛いようだった。

　しかし、エレンは紅の双眸に皮肉めいた彩りを添えて二人の視線を受け止める。

「リム、私より強い戦士を我が軍から用意できるか？　それならおまえの言うことも認める。それからリュドミラ、これは非常に重大な局面なんだ。私たちが何にも勝る大義を得られるか否かがこれで決まる。戦姫にふさわしくないとは思えんが」

　エレンの言葉に、リムもミラもとっさに反論できなかった。十六という若さながら、彼女がライトメリッツでも有数の戦士であることは疑いなかったし、何よりアリファールがある。この軍でエレンと互角に戦えるものといえば、ミラぐらいしかいないだろう。

　副官と戦姫を黙らせると、エレンはティグルに視線を向けた。

「とはいえ、この軍の総指揮官はおまえだ。私を連れていくかどうかはおまえに任せる」

　突然決断を迫られて、ティグルはとっさに言葉に詰まる。最終的に決めるのはティグル自身というエレンの言葉は正しい。だが、これは悩みどころだった。

　エレンを除く娘たちは、ティグルがどう答えるのかを固かた唾ずを呑のんで見守っている。当の銀閃の風姫だけが、静かに目を閉じてティグルの言葉を待っていた。

　エレンがいっしょにいてくれれば心強い。しかし、リムたちの言う通り彼女はライトメリッツの主だ。むやみに危険にさらしていいはずがない。

「……何かあったとき」

　迷った末にティグルは考えをまとめ、声として絞りだした。

「危険に遭遇したときの優先順位を、まず君自身、次にレギン殿下にしてほしい。それなら連れていく」

「ああ、わかった」

　即答で、エレンは了承した。









　　　４　　　聖窟宮サングロエル














　モーシアの神殿をティグルたちが訪れたのは、まだ空が青みがかったばかりの早朝だった。

　人数は十二。ティグルにエレン、レギン、バートランにルーリック、それからマスハスが選んだ五人のブリューヌ兵と、エレンの護衛としてリムが選んだ二人のジスタート兵である。

　神殿のまわりは見渡すかぎり葡萄畑が広がっており、平坦な大地がどこまでも続いている。葡萄畑といっても冬の終わりのいまは、等間隔に木が植えられているだけのさびしい景色だ。緑で覆われるには数ヵ月の時間を待たねばならない。

「たしかに小さな神殿だな」

　馬上から神殿を見上げて、エレンは納得したようにつぶやいた。

　灰色の石を積みあげて造られた神殿は、扉の上部にモーシアの名が刻まれている。

　猟師小屋というレギンのたとえは適切だったんだなとティグルが内心で思うほどにこぢんまりとした建物で、壁や柱の装飾は数百年の間に磨り減って、細かな亀裂もあちこちに見られた。

　神殿の入り口に馬をつないで、ティグルとレギンを先頭に十二人は神殿の扉をくぐる。たいして広くもない神殿内は、意外にもというべきかきれいに掃き清められていた。

　奥には祭壇があり、飾り気のない大きな台座の上に、清楚な印象を与える美女の像が立ってこちらを見ている。モーシア女神の像だ。その頭には白い実をつけたヤドリギの枝で作った冠が飾られていた。この神殿を訪れた町や村の者が捧げたのだろう。

「ついでに祈っていくかな。春からの豊作をお願いしますと」

　ヤドリギの冠を見上げながら、エレンが小さく笑った。ブリューヌとジスタートでは信仰されている神々が共通している。

「そんなことをすると戦神がへそをまげるぞ」

「ふむ。それは困るな」

　エレンとティグルが冗談を言い合っている間に、レギンは女神の像の背後へとまわる。

「二人か三人ほど、こちらへ来てください。それと、何人かでモーシア女神の像を支えてもらえませんか」

　彼女の言葉に、ティグルとエレン、バートランがレギンのそばへ歩み寄る。そして、ブリューヌ兵たちが女神像の腕や腰に手を添えた。ルーリックたちジスタート兵は神殿の入り口を警戒しつつ、レギンらの作業を見守っている。

　レギンは腰に差していた短剣を抜くと、台座のすぐ後ろの床――その継ぎ目に突き立てた。それを梃子の要領でひねると、床の一部が外れて小さな空洞が現れる。その空洞の中に彼女はためらいなく手を突っこんだ。一呼吸の間を置いて、硬い音が響く。

　小さく息を吐いてレギンは立ち上がった。女神の像に手を添える。

「次に――この女神像を、倒します」

　兵士たちが支え、ティグルやバートランが手伝って女神像を壊さないよう慎重に傾けると、女神像はその台座ごと床から外れた。

「……階段？」

　台座の下は床ではなく大きな穴が開いており、石造りの階段が地下へと延びている。誰ともなく緊張に身を引き締め、息を呑んだ。

　行きましょうとレギンが落ち着いた声こわ音ねで言い、それによって気を取り直した兵たちが松明を用意する。三人のブリューヌ兵がまず階段を下りていった。しばらくして、ひとまず危険はなさそうですとの言葉が暗闇の中から届く。

「私たちも行こう。レギンは私とティグルの間がいいだろう」

　言うなり返事を待たず、エレンは床を蹴って階段に飛びこんだ。階段を見つめて、緊張と不安で身体を硬くしているレギンの肩を、ティグルは安心させるように叩く。

「殿下。いまエレンが言ったように、彼女も俺もいます」

　そう言うと、レギンは気を取り直したように表情を引き締め、火のついた松明を手にして階段を下りていった。

　ティグルは弓の具合を確認してから二人のブリューヌ兵を振り返る。

「おまえたちはここに残って見張りを頼む。馬もな。近くの町や村の者が来たら、悪いけど帰ってもらうんだ。もしも敵が来た場合は、俺たちにかまわず逃げろ。幕営まで帰ってマスハス卿に知らせるんだ」

　そして、ティグルも闇の中に足を踏みいれる。バートランとルーリック、それにジスタート兵たちが続いた。







　階段を下りきった先には、通路がまっすぐ延びていた。

「冷えますな」

　ルーリックが顔をしかめて禿頭に手をやる。闇の中にたゆたう空気は、何十年もそこに沈殿していたかのように冷たく乾いていた。レギンもかすかに身震いする。

「……しっかり造られているな」

　感心したようにエレンが周囲を見回した。地面は土が踏み固められて平らで、両脇の壁は灰色の石を隙間なく積み上げている。天井はあまり高くなく、地面同様に土を固めたものだが、こちらは等間隔に太い木の枠をはめこんで崩れないように支えてあった。

　通路の幅も、大人が二人並んでも充分な余裕がある。レギンはエレンの隣を歩き、ティグルもバートランと肩を並べていた。松明は先頭を行くブリューヌ兵とレギン、最後尾に立つジスタート兵の三人が持っている。

　しばらくの間、松明の燃える音と足音だけが闇の中に響く。

「この通路はいったい何のために造られたのだろうな。位置や頑丈さなどを考えると、まるで脱出路のようだ」

「おそらくその通りです。ブリューヌ王国が興る以前のアルテシウムは、このあたり一帯を治めていた豪族の拠点だったといわれているので」

　エレンの疑問に、苦笑を浮かべつつレギンが答えた。エレンは首をかしげる。

「わからんな。どうしてその脱出路に、あなたが王族であることを証明するためのものがあるんだ？　シャルルの聖窟宮サングロエルなどと、たいそうな名がつけられたのも」

「これは私の推測ですが、昔はただの脱出路でしかなく、ブリューヌの王族であることを証明するためのものは、あとからつくられたのだと思います。こうした脱出路は、ごく一部の者にしか存在を知らされません。それゆえに、そのごく一部の者にとって重要なものをここにつくるというのは納得できます。だから……この通路はちょっとやそっとのことでは崩れないと思っています」

　彼女の声音には、皆を安心させようという響きがあった。そこへ、エレンがからかうように尋ねる。

「だが、それなら追っ手の足を止めるための罠や仕掛けなどがあるのではないか」

「だいじょうぶだと思います。そういったものは定期的な点検や整備が必要ですし、ここを通る者に対して無差別に襲いかかるようなものでは、逃げる際に邪魔になりますから。もちろん、警戒するに越したことはありませんが……」

　毅き然ぜんと答えるレギンに、エレンはいくばくかの感心をこめた眼差しを向ける。これまでが頼りなげな印象だったというのもあるが、さまざまな事情はともかく、やはり彼女は王族として育てられたのだと思えたのだ。

　むろんこの反応だけで判断することはできないが、これから王族の証を得るという状況で、彼女がしっかりしているというのはありがたい。

　通路は一本道というわけではなく左右にわかれていたり、さらに地下へ下りるための階段があったりもした。一人でも通るのに難儀するほど道が狭くなったり、縄を使って支えあわなければならないほどの急な傾斜に遭遇したこともある。

　また、おそらく矢や槍などが飛び出してきたのだろう穴が壁に見つかったり、巨大な石を吊り下げた天井などもあった。

　だが、レギンの言ったようにそうした仕掛けはいずれも発動せず、ティグルたちは休憩を挟みながら冷気と闇に包まれた通路を進んでいった。







　最初にそれに気づいたのは、エレンだった。

「壁に何か刻まれているな」

　その言葉に、全員が足を止める。先頭を行くブリューヌ兵たちは、正面の闇に注意を向けすぎて気づかなかったらしかった。

「……古い時代の壁画ですね」

　エレンの隣に立って壁を見上げたレギンが言い、ティグルもそちらに視線を向ける。

　一見してわかりづらい絵だったが、じっと見つめて想像力を働かせることでぼんやりとだがわかってくる。三つの頭がある怪物と、人間らしきものが向かいあっていた。

「もしこの絵について知っているのなら……さしつかえなければ教えてくれ」

　隣のレギンを横目で見て、エレンが尋ねる。たしかに、こんなところにある壁画にはティグルも興味を抱かずにはおれない。とはいえ、ここにいるのはエレンとレギン、ティグルだけではない。バートランやルーリックをはじめ何人もの兵がいるのだ。

「……神々と竜との戦いを描いたものです」

　十数えるぐらいの時間、迷いを見せたのちレギンは慎重な態度で口を開いた。

「神話の時代の話です。理由はわかっていませんが竜と神々の間に対立が起こり、竜は神々を滅ぼそうとしました。地上、天上、冥府……。あらゆる世界に存在するものの中で竜のみが唯一、神を傷つけられる存在だったために神々は竜を恐れたといいます」

「ジスタートで生まれ育った私にとっては複雑な気分になる話だな」

　エレンが困惑の表情で壁画を見上げた。彼女だけでなく、ルーリックや他のジスタート兵たちもどこかきまりの悪そうな顔をしている。ティグルはといえば、驚嘆の表情で壁画を見上げていた。

――この三つの頭を持つ怪物は竜だったのか。

「竜の力は強大で、神々も幾柱かが打ち倒されました。そこで神々は竜と戦い続けるのではなく、説得することを考えたのです。そうして三柱の女神が竜のもとを訪れました」

　レギンは説明を続けながら数歩先へ進む。そこの壁には、三柱の女神が三つ首の竜の首筋にそれぞれ手を添えている画が描かれていた。ティグルは頭の中に、ブリューヌで信仰されている神々を思い浮かべてみる。

――十柱の神々の中で、女神は四。風と嵐の女神エリス、大地母神モーシア、豊穣と愛欲の女神ヤリーロ、それから……夜と闇と死の女神ティル＝ナ＝ファだな。

　この女神たちはエリスとモーシア、ヤリーロなのだろうとティグルは思った。ティル＝ナ＝ファは、司っているものもあってか他の神々とは険悪だからだ。

　ただ一つ気になったのは、竜をなだめているらしい女神たちのひとりが、腰に弓を差し、矢筒らしきものを背負っていることだった。

――エリスが持っているものは角笛。モーシアは花で己を飾り、場合によっては眷属の犬を従えている。ヤリーロは薄布をまとっているだけ……。

　神々がどのようないでたちをしており、何を手にしているのかはだいたい決まっている。

　弓を身につけている女神など、ティグルは知らない。

――俺が知らないだけなんだろうか。

　あるいは、ブリューヌ王国が弓を認めなくなったとき、それまで存在していた弓を持った女神像はすべて破壊されたのかもしれない。いずれにせよティグルにはわからなかった。

「始祖シャルルは、このアルテシウムで王となるための啓示を受け、その後リュベロン山で神々の遣わした精霊からデュランダルとバヤールを授かったといわれています。――いずれ訪れるだろう竜との戦いに備えて」

「ふむ。たしかにあの剣なら竜が相手でも戦えるかもしれんな」

　レギンの声が緊張を帯びているのに対し、エレンの感想はあっけらかんとしたものだった。これには説明したレギンの方が驚いたものの、感謝の意を示すように白銀の髪の戦姫へ会釈する。

　むろんジスタート人とて、野生の竜に襲われれば戦うなり逃げるなりする。しかし、彼らは基本的に、竜には親しみを感じているのだ。竜との戦いという話は、ジスタート人にとってあまり愉快なものではない。ひとによっては怒りを覚えることもあるだろう。

　そのため、気にしていないというエレンの態度が、ややぎこちなくなっていた場の空気を救ったのはたしかだった。

「そして、この壁画が見えたということは――」

　レギンの視線が闇の奥に向けられる。聖窟宮が近いということだ。

　さらに不意に、視界がぼんやりと明るくなる。ティグルたちは開けた場所に出ていた。天井は高く、ぼんやりとした光を帯びてこの空間を照らしている。

　ティグルたちが入ってきたモーシア女神の神殿ならばすっぽりと収まりそうな広さで、壁の一角には、まるで巨人のために造られたかのような巨大な扉があった。金属でできており、高さ、幅ともに五十チェート（約五メートル）はある。また、ティグルたちが歩いてきた方向の反対側に二つ、通路とおぼしき空洞があった。

　しかし、それ以上にティグルたちを驚愕させ、緊張させた者がいる。

「――やはり来たか」

　扉の前に、二十人を超える数の男たちが立っていた。全員が甲冑で武装し、手には剣を持っている。その中心にいるのは四十代あたり、重厚な威厳と威圧感を身にまとった男だった。

「テナルディエ公……」

　レギンが目を瞠みはり、衝撃のつぶやきを漏らす。その言葉に、エレンが眉をひそめてテナルディエを見た。彼女と公爵が会うのはこれがはじめてだ。

「本物なのか？　だとすれば、ずいぶんと身の軽い大将だな」

　軽口を叩きながら、エレンは腰の長剣に手をかける。兵たちも、松明を持っている者はレギンやティグルを守るように動き、剣を持つ者は前に出た。バートランはティグルのそばで槍をかまえ、ルーリックはエレンのそばに控える。

「私が本物かどうかは、斬ってみればわかることだ」

　エレンの言葉に、傲ごう然ぜんとした態度を微み塵じんも崩さず、テナルディエは答えた。それから黒髪の公爵はレギンへ顔を向ける。

「なるほど。本当に生きていたのか」

「……どうやって、ここに来ることができたのですか」

　ともすれば荒れ狂いそうになる激情を、奥歯を噛みしめることでおさえてレギンはテナルディエを睨にらみつけた。自分を殺そうとした男の片割れだ。冷静でいるのは難しかった。しかし、公爵の返事はそっけなかった。

「これから死ぬ者に、何を教えたところで意味はなかろう」

　テナルディエが腰の剣を抜く。それが合図であるかのように、一人を除いて公爵配下の兵がいっせいに動きだした。短い金色の髪に青白い顔の男だけが、テナルディエを守るように剣を手に下げて立っている。







　テナルディエ公爵がここに姿を現したのには、いくつか理由がある。

　そもそも彼は、ガヌロン公爵をこそ最後の敵と思い定めていた。数年前からだ。アルテシウムをどのように攻めるかについて徹底的に考え、偵察を重ねて、策を練ってきた。聖窟宮の存在も、以前から知っていたのだ。

　ただ、テナルディエは聖窟宮については、いざというときの脱出路ていどにしか考えていなかった。王族ではない人間にとって、この地下通路はそれ以外の価値を見いだせなかったのだ。

　レギンの噂を聞いたとき、テナルディエは聖窟宮の存在を思いだした。そして、ティグルは自分との戦いよりもここを優先するだろうとも考えた。

　銀の流星軍シルヴミーティオがアルテシウム方面へ移動を開始したという報告を受けて、テナルディエはこのときだと判断したのだ。自ら動くことにしたのは、一度レギンを討ち損じたという屈辱ゆえだった。

　自分が軍を離れている間は側近のスティードに任せるつもりだったが、普段は忠実なこの男が珍しく頑かたくなな態度を見せて同行を求めた。

　自分がともに行くのでなければ、閣下を行かせるわけにはいかない、どうしてもというならこの場で自分を斬ってほしいとまで、青白い顔のこの側近は言った。

　それはスティードの忠誠心の発露であり、テナルディエも彼を従え、二十名の兵を選んで軍を離れた。

　先回りできたのは、幸運だったといえる。







――距離が短い……！

　ティグルはすばやく一歩下がって弓を引くための空間を作ると、矢をつがえて弓ゆみ弦づるを引き絞った。テナルディエに狙いを定めて音高く射放つ。

　刹せつ那な、乾いた音を響かせて矢が砕け散った。矢を剣で打ち砕いたのは、テナルディエの側近スティードだ。

「ティグル、レギン。下がれ！」

　エレンが叫び、ティグルはレギンを守るように後退する。テナルディエの配下はこちらのほぼ倍だ。一度通路へ退いて態勢を立て直しつつ、敵の数の有利を少しでもおさえるべきだった。

　鈍い音を発して、薄明るい通路に血の雨が降り注いだ。まっすぐ突きかかってきたテナルディエ兵を、エレンが一刀のもとに斬り捨てたのだ。その兵士が地面に倒れたときには、テナルディエ配下の兵士と銀の流星軍の兵とが激しくぶつかりあっている。

　マスハスやリムが選んだのは当然ながら熟練した兵たちだったが、それはテナルディエの方も同様だ。刃鳴りが連鎖し、悲鳴と血飛沫が相次いで飛び散った。

　エレンの長剣が唸りをあげ、二人目の敵を斬り伏せる。すると、今度は三人の敵が彼女に迫った。襲いくる白刃を避け、あるいは受け流し、打ち返してエレンは部下と肩を並べつつ後退する。汗をすばやく拭い、呼吸を整えた。

――敵の方が多いということもあるが、技量もたつ。容易に逃げられそうにはないな。

　隙を見せれば、エレンといえども無事ではすまないだろう。敵を数人減らしたが、こちらも通路に逃げこむまでに二人の兵が倒されている。

「――スティード。行け」

　テナルディエが短く命令を下し、スティードは一瞬ためらったものの無言で従う。

「……ルーリック。もたせられるか？」

「戦姫様のご命令とあらば」

　問われた禿頭の騎士は、敵から目を離さないまま不敵な笑みを浮かべた。

　じりじりと、テナルディエ兵たちは距離を詰めてくる。それだけではなく、突撃の間合いを慎重にはかっている。決死の覚悟で次々と襲いかかってこられた場合、数で劣るこちらはほぼ確実に負けてしまうだろう。

　それでも、ルーリックはジスタートの騎士としてそう答えた。

「頼む」

　エレンの返答は短く、言い終えたときには彼女は地面を蹴り、ふわりと空中に舞いあがっていた。剣の届かない天井すれすれに跳躍して、テナルディエ兵たちをさっと飛び越える。

　テナルディエ兵たちは呆けたように口を開け、目の前で起きた光景に唖あ然ぜんとして立ち尽くした。そして、それは決して見せてはならぬ隙だった。

　ルーリックとジスタート兵たちが気合いの声を発して飛びこみ、鋭く剣を突きだす。ぼんやりとした光を反射してきらめいた刃は敵の甲冑を滑って喉を食い破り、空気の混じった鮮血を噴きださせた。

　テナルディエ兵たちが我に返ったときにはルーリックたちはすばやく後退し、その間隙を埋めるかのようにティグルが矢を放つ。その鏃やじりはテナルディエ兵の眉間を貫いた。

　テナルディエ兵たちの間にかすかなざわめきが生まれる。彼らにしてみれば、その矢は何もない闇の中から飛んできたようにしか思えなかったのだ。

　銀の流星軍の兵たちはいずれも大柄で屈強な肉体の持ち主で、彼らの後ろにいるティグルやレギンは完全に隠れる形になっていたのだから。

　敵の動揺につけこもうと、ルーリックが距離を詰めて斬りかかる。

　そのとき、テナルディエ兵の中からスティードが飛び出した。金属的な響きが生じて禿頭の騎士の一撃は音高くはね返される。スティードの剣勢の強さに、ルーリックはたたらを踏んだ。

　スティードの動きはそこで止まらず、ルーリックにとどめをささんと踏みこんでくる。とっさにティグルはスティードに向けて矢を放った。

　驚くべき光景が出現した。青白い顔の剣士はその無表情を微塵も変えず、顔の前で無造作に左手を振る。そして、鈍色に輝く彼の手甲にティグルの矢は弾かれたのだ。

　スティードが矢に気をとられた一瞬のうちに、ルーリックは体勢を立て直したが、その表情には余裕が失われていた。目の前の敵の強さを、思い知らされたのだ。

「すばらしい技量だ」

　間合いを詰めながら、ぼそりとスティードが言った。

「大柄な味方という障害。決して明るいとはいえない環境。高くない天井。至近の敵。にもかかわらず、正確に私の顔を狙って、力強い矢を放ってきた。『流星落者』という異名も作り話ではなさそうだ」

　ティグルにしてみれば、その至近距離で射た矢を弾かれたことの方がよほど衝撃だった。自分も以前にアルサスで敵兵の射た矢をつかみとったことがあったが、あのとき目の前に敵はいなかったし、何より矢の速度が違う。

　スティードがティグルに感嘆したとしても、それはいまこの一瞬でしかなかった。再びルーリックたちを見据えると、彼は淡々と告げる。

「退け、雑兵。ティグルヴルムドとレギン。その二つの命にのみ用がある」

　あきらかに自分より強い者の要求を、ルーリックは鼻で笑いとばしてみせた。

「言われるがままに退いたりしては、騎士は務まらんよ」







　一方、テナルディエ兵たちの背後に降り立ったエレンは、テナルディエ公爵に向かって一直線に走った。テナルディエ兵のうちの幾人かは追ってくるかと思ったが、意外にも一人として追ってきた者はいない。

――とすると、やはり偽者か、それでなければ……。

　テナルディエ公爵はまっすぐ駆けてくるエレンの姿を見てもまるで怯まず、傲然とした態度を崩さず、剣をかまえた。

　この場を照らす光とは違う白い閃光が飛散して、金属的な響きが後に続く。鋭く撃ちこまれたアリファールの刀身を、テナルディエは強烈な斬撃でもって弾き返したのだ。

　エレンは驚きに目を見開いたが、戦意はかえって増した。おもいきり踏みこんで縦横に長剣を振るう。しかしその苛烈な斬撃を、テナルディエはすべて防いでみせた。銀色の刀身は、ただの一度もテナルディエの身体に触れない。

　呼吸を整えるためにエレンが半歩退がると、それを待っていたかのようにテナルディエは攻勢に出た。その鍛えられた巨躯から繰り出される剣は、息を呑むほど力強い。速さにおいてはエレンに劣るが、それを正確無比な剣技で補っている。

　テナルディエの剣技の冴えは、エレンとはまるで質の違うものだ。七歳のときに剣を握って以来、たゆまぬ鍛錬を続けてそれこそ指一本にまでしみこませた不断の努力の結晶であり、いまのエレンには決して得られぬ類の技術だった。

――偽者でなければ、よほど自分の技量に自信があるのかと思ったが……。

　一撃ごとに火花が散り、衝撃に大気がたわむ。鉄の色をした旋風が襲いかかってくるかのようだった。エレンは防御に切り替えてテナルディエの攻撃をことごとく受けきってみせたものの、この男が予想をはるかに超える強敵であることを認めざるを得なかった。

――とうていかなわない、とまではいかないが……一筋縄ではいかない相手だな。

　気を抜けば、やられる。

「まだ二十歳にもなっておらぬだろうが……女の身でよくぞそこまで鍛えあげたものだ」

　額に汗をにじませて、テナルディエが称賛の言葉を送る。エレンもまた小さく息を吐いて皮肉を返した。

「そちらこそ、いい年齢をしてよくまあこんな穴ぐらまででしゃばるものだな」

「一度、仕留めそこねたのだ。次こそはこの目で確実にと思うのは当然であろう」

　それがレギンのことを指しているのは明白だった。

　再び、剣と剣が苛烈にぶつかり、離れる。直後、どこか遠くで奇妙な音がした。エレンもテナルディエもたいていのことでは動じない歴戦の戦士だが、その二人が同時に剣を止め、眼前の敵以外の何かに身構える。

　それは、二人から離れたところにいるティグルたちも同様だった。スティードはすでに銀の流星軍の兵を二人ばかり斬り伏せ、さらにルーリックにも何ヵ所か手傷を負わせていたのだが、何かが迫る気配を敏感に察知し、生き残っている部下とともに後退する。

　ルーリックは、スティードに追撃をしかけなかった。青白い顔の敵手が隙を見せなかったということもあるが、この禿頭のジスタート騎士もまた危険を肌で感じたのだ。ティグルやバートランも、さきほどからいやな予感が止まらなかった。

　天井からわずかな量の土砂がこぼれ落ち、ぱらぱらと地面にはねる。地面の揺れる感覚が、その場にいるすべての者を襲った。

――地震？　いや……。

　雷鳴にも似た轟音とともに、天井に巨大な亀裂が走る。その割れ目から、今度は土砂ではなく小石がいくつも落ちてきた。エレンはとっさにテナルディエに背を向け、ティグルたちのもとへと走りだす。

　テナルディエは追わなかった。一瞬ごとに揺れのひどくなる地面が、天井どころか壁にまで広がりつつある亀裂が、眼前の敵よりも自らの安全を優先させたのだ。動けなくなってしまう前に、一刻も早くここから逃げだすべきだった。

「退くぞ！」

　部下たちに叫び、テナルディエは身をひるがえす。自分たちが通ってきた通路に向かって走った。

「おまえたち、閣下とともに早く逃げよ」

　激しさを増す震動の中で、スティードは混乱と動揺のただ中にある部下たちを静かにせきたてる。テナルディエ配下の兵たちの中で、冷静さを保っているのは彼だけだった。

　テナルディエ兵たちは縦横に激しく揺れる地面の上を、こけつまろびつしながらどうにか駆けていく。こちらへ戻ってくるエレンにかまっている余裕などはない。

　一方、ティグルたちも壁に手をつきながら必死に逃げだしていた。地面は波うち、震動は一向にやむ気配はない。地下であることが、より焦りをかきたてる。ひとの頭ほどの大きさの石が落下し、地面に叩きつけられて砕け散った。

「ルーリック。殿下を頼む」

　ティグルはルーリックたちを先に行かせ、自分が最後尾に立つ。危険ではあったが、エレンを放っておけないという想いがそうさせた。バートランもまた、腰を低く落として揺れに耐えながらティグルのそばを離れない。

　エレンが戻ってきた。言葉をかわす余裕などない。視線をかわしてうなずきあい、彼女を先に行かせ、ティグルも後に続く。正確には続こうとした、そのときだった。

　背後に危険を感じ、ティグルはとっさに横に飛び退いた。一瞬遅れて銀色の軌跡が通りすぎる。いつのまにか接近していたスティードが、斬りかかってきたのだ。激しい揺れと落石がなければ、いまごろティグルは背中を斬られて倒れていただろう。

「ティグルヴルムド。あなたには、ここで死んでいただく」

　背筋が凍るほどの冷めた声で、青白い顔の騎士は告げる。ティグルは、心の底からスティードのことを恐ろしいと思った。この男は、己の命にまったく執着していない。

　スティードの第二撃は、またも外れた。震動と落石に邪魔されたことと、ティグルがおもいきって地面に身を投げだしたためだ。だが、もうそこまでだった。ティグルが身体を起こそうとしている間に、スティードが落石を気にせず歩み寄る。

　テナルディエの腹心は剣を振りあげ、振り下ろした。

　白刃がティグルの頭上に落ちかかる寸前で、小柄な人影が割って入る。

　バートラン、というティグルの叫びは崩落に呑みこまれた。







　エレンはスティードの凶行に気づいたものの、激しい揺れのためすぐに駆けつけることができなかった。

　それでもアリファールを握りしめて駆けだそうとしたのだが、その眼前に一際巨大な岩盤が落下する。轟音と衝撃が、エレンの足を止めた。

　もしも動くのが一瞬早ければ、エレンは押し潰されてしまっていただろう。大人が数人がかりでやっと抱えられそうな岩塊は、聖窟宮と通路とを遮断していた。

「この……！」

　激げっ昂こうしたエレンがアリファールを振りかざす。

　だが、その身体を後ろからおさえる者がいた。ジスタート兵だ。

「何をする、おまえ！」

「戦姫様、それはなりません！　どうか、ここはお下がりくださいますよう！」

　エレンが竜技を使おうとしたことを、その兵士は見抜いたのだ。震動と轟音にほとんどかき消されながらも、ジスタート兵は必死に懇こん願がんする。たしかにティグルの存在は重要だが、ジスタート兵にとっては白銀の髪の戦姫こそが至上の存在なのだった。

　そして、部下の叫びはエレンの煮えたぎった感情に浴びせる冷水としてはもっとも効果的なものだった。兵を振りほどこうとしていたエレンが、動きを止める。その視線の先でさらにいくつもの瓦礫が落ちて視界を黒く塗りこめていった。

「ティグルっ！」

　エレンの必死の叫びは、土砂と岩石が降り注ぐ音に押し潰された。







　ティグルが意識を取り戻したとき、地震はすでにおさまっていた。視界は完全な闇というわけではなく、ぼんやりとした明かりがそこかしこから漏れている。それでも、目が慣れるまでにいくばくかの時間が必要だった。

　身体中が鈍い痛みを訴えている。薄闇を見つめながら、ティグルは気を失う前の出来事を少しずつ思いだそうとした。

――そうだ。俺はスティードに……。

「――バートラン？」

　スティードの剣が振り下ろされたとき、バートランが飛びこんできて、凶刃から自分を守ってくれたような気がする。

――いや、まさか……そんな。

　見間違いか、錯覚か、あるいは気を失っていたときに見た夢か。ティグルは必死にそう思いこもうとしたが、心臓はそれを否定するかのように激しく脈を打ちはじめ、顔といわず身体といわずどっと汗が噴きだしてきた。

――頼む。無事であってくれ、バートラン。

　そう祈ることしかできない自分が歯がゆかった。

――しかし、これはどういう状況なんだ？

　こうして意識があるということは、あの落盤の中でも助かったらしい。四肢に力を入れて具合をたしかめ、それから指の一本一本を動かしてみる。幸運にも、感覚がないというようなことはなかった。左手に弓もある。

　少しずつ目が慣れてきて、ティグルはそろそろと右手を地面に這わせる。ごつごつとした冷たい石の感触はすぐに湾曲し、脇を通って頭上に届いた。

――天井が低すぎる……。ただ身体を起こすことでさえ厳しいな。

　どうやら自分は、落ちてきた岩盤がぶつかりあってできた小さな空洞の中に倒れていたらしいとわかったときには、ティグルの目も闇に慣れていた。

　まったくの暗闇ではないのは、天井をぼんやりと光らせていた何かがそのまま消えずにいるためだ。指先でさわってみると、粉のようなものを塗りつけているらしかった。ともかく、少々頼りないものでも明かりがあるのはありがたい。

　首を巡らせる。目の前に、逆さになった人間の顔が飛びこんできてティグルは驚きのあまり目を瞠って息を呑んだ。

　スティードだった。数瞬の静寂をはさんで、驚きから立ち直るとティグルは慎重に様子をうかがう。テナルディエの側近だった青白い顔の騎士は、無表情のまま絶命していた。その身体の半ばは岩盤によって押し潰されている。

　自分をあれほど追い詰めた人間が、あっけなく死んでいた。

　ティグルは少しの間考えたあと、かっと見開かれたままのスティードの両眼をそっと閉じてやる。感傷でしかないとはわかっているが、せめてもの礼儀だと思った。

――皆はどうなったんだ。天井が崩落したのは、あの聖窟宮があったところだけのようだったが……。

　他人の心配をしている状況ではないとはいえ、やはり不安になる。通路は揺れてはいたものの、天井が崩れている気配はなかったから無事だとは思うのだが。

――とにかく、どうにかしてここから脱出しないと。

　慎重に身体の向きを変える。下手に動いて岩盤が崩れては今度こそ死んでしまうだろうが、このままでいられるはずもない。まずはこの空洞の大きさを確認するべきだった。

　だが、ティグルはさきほどよりも強い驚きに襲われ、呼吸すら止める。

「……バートラン？」

　声が震えた。ぼんやりとした光に照らされる中で両眼がとらえたのは、ティグルの側そば仕づかえを務めてきた小柄な老人の変わり果てた姿だった。

「バートラン！」

　状況も忘れて大声をあげ、手と膝で地面を這うようにしてティグルはバートランのそばへと歩み寄る。頭と背中を岩盤に打ちつけたが、気にも留めなかった。その声で気がついたのか、老人の身体がぴくりと動く。

「……若」

　しわがれた、呻くような声がバートランの口からこぼれ落ちた。ティグルはとにかく返事のあったことに喜んだが、その感情は一瞬で霧散する。

　バートランは、背中を深く斬りつけられていた。ティグルが見たものは夢でも何でもなく、現実だったのだ。それまで陰になってよく見えなかったが、側仕えの老人の身体の下に血だまりができている。

「ご無事、ですか……若」

「ああ。無事だ。おまえが助けてくれたから、俺は傷一つない」

　もがくように持ち上げられたバートランの手をつかんで、ティグルは何度もうなずきながら必死になって答えた。どうにか安心させ、喜ばせてやりたかった。しかし、ティグルのつかんだ老人の手は、愕然とするほど冷たくなっていた。

「……若の手は、あったけえなぁ。本当に無事なようで……。この年寄りが、身体を張った甲斐があった……ってぇもんです」

　バートランの声は弱々しくなり、言葉も途切れ途切れになっていく。その命が尽きようとしているのに加え、ティグルの無事を知って安堵したのかもしれなかった。

　ティグルは老人の手を握りしめて、切迫した口調で懸命に訴える。去ろうとする魂をつなぎとめるかのように。

「駄目だ、バートラン！　逝くんじゃない！　おまえは、俺たちといっしょにアルサスへ帰るんだ！　そうだろう!?」

「ある……さす」

　バートランがティグルの顔を見上げた。その目は虚ろで、ティグルが見えているかどうかも判然としなかった。

「そうですな……もうすぐ春が……はるが、きて……緑が」

「そうだ。まもなく春になる。だから――」

「……ウルス様」

　バートランのその台詞に、ティグルははっとして言葉の続きを失う。

　残された力を振り絞ってティグルの手を力強く握り返し、バートランは苦しげにあえぎつつも笑みを浮かべて言葉を紡いだ。

「坊ちゃんは……坊ちゃんは、立派に、懸命に、やっておられます。ウルス様の遺されたアルサスを守るため、平和のために……。あのジスタート人さえ、味方につけて。もちろん、やつらは何かたくらみがあって、協力しとるんでしょう。ですが、そうじゃねえやつもいる。わしはそれが嬉しくて、誇らしい」

　ティグルは一言も発せずに、バートランの顔を凝視していた。坊ちゃん。まだウルスが生きていたころ、バートランはティグルをそう呼んでいた時期があった。

　いまわの際に意識が混濁したのだろうか。側仕えの老人はティグルではなく、もはやこの世にいないティグルの父の姿をその瞳に映し、語りかけている。

「ウルス様が倒れられたとき、わしは何もできなかった……。何もできなかったのに、不安だった。はたして十四の坊ちゃんに、アルサスを治められるのかと。マスハス様にはマスハス様の領地があり、務めがある。なんでもかんでも頼るわけにはいかねえ……だが、まったくもって杞憂ってやつでした」

　ティグルは黙ってバートランの言葉に耳を傾けていた。

　喋るな、とは言えなかった。ティグルが生まれるより前、父の代から長く仕えてきてくれたこの老人は、もう助からない。濃くなっていく血の匂いが、握りしめた手からつたわる冷たさが、いやでもそれを悟らせる。

　バートランに残されたわずかな時間を、ティグルは邪魔したくなかった。してはならないと思った。

「坊ちゃんは……いいや、若は、わしの思っていたより何倍も、すばらしい方だった。ウルス様に代わって、ほんの少しでも親らしい役目を……なんて気負ってたのが、恥ずかしくなるくれえで……」

　バートランは笑おうとして、むせた。口の端から血がこぼれ出す。ティグルは弓を地面に置くと、服の袖でバートランの口元をそっと拭った。

「ですから、杞憂、なんですわ。若が、アルサスにしか、目を向けないって。でも、若は、アルサスを愛しながらも、外にも目を向け……」

　もう一度咳きこみ、血の混じった唾を吐きだすと老人は何でもなかったように続ける。ただし、さきほどにくらべてその声は急速に弱々しくなっていった。

「だから……何も、心配は……」

　言葉と言葉の間が空いて、声が小さくなる。ティグルは叫びそうになるのを必死にこらえ、奥歯を噛みしめて、一言も聞き漏らすまいとバートランの口元に耳を寄せた。

「わしは、幸せもん、でしょう。ウルス様、若。いい主に恵まれて……」

「――バートラン」

　言葉が途切れる。荒れ狂う感情をおさえきれず、ティグルは老人の名を呼んだ。バートランはしばらく苦しげな呼吸を繰り返していたが、うつろだった瞳に光が戻り、ティグルを見つめる。喜ぶように、微笑んだ。

　老人の口は何かを言おうとして動いたが、声は発されなかった。ティグル。そしてティッタと言ったように、若者には思えた。

　微笑を残したまま、その双そう眸ぼうが静かに閉ざされる。

　忠実だった老人の手を握りしめ、若者は背中を震わせて、声を出さずに泣いた。

　主の心を映すかのように、黒弓が小さく震えた。









　　　５　　　決戦














　モーシアの神殿へと戻ってきたとき、エレンたちは出発したときの半分以下である四人しか残っていなかった。エレンとレギン、ルーリックにジスタート兵が一人だ。

　エレンは幾度となく通路の天井を竜技で破壊したい衝動に駆られたが、それでは駄目だと自分に言い聞かせて耐え続けた。それによって自分たちも埋まってしまったら、ティグルを助けるどころではなくなる。

　エレンがいくらか冷静さを保つことができたのは、あと二つ理由がある。

　ひとつは、レギンの存在だ。彼女の取り乱しようはエレン以上だった。

　走りながら涙も嗚咽も止まらず、自分を責める言葉は言葉にならず、つまずき続けて一度は派手に転び、それ以後はジスタート兵に背負われていた。そんな彼女を横目で見ているうちに少しずつ落ち着きを取り戻していったのだった。

　もうひとつはルーリックである。この禿頭の騎士は地下の通路を走っている間、エレンが激げっ昂こうしそうになるたびにこう叫んだのだ。

「戦姫様。ティグルヴルムド卿はきっと無事でございます！　弓上手には、弓上手なりの死に方、死に場所がございます！　こんなとき、こんなところではございません……！」

　自分自身に言い聞かせているかのようだったが、それでもエレンは救われた。ルーリックもまた、ティグルほどではないが弓の技に長けている。この男が言うならばそうだろうと、思うことができた。

「アルテシウムへ向かう」

　神殿に戻るなり、エレンは呼吸もろくに整えぬままレギンたちを振り返ると、凛りんとした声で告げた。

「私たちがここまで戻ってくる間に、通路の天井が崩れてくることはなかった。あの落盤は、聖窟宮サングロエルだけで起きたもののように思える」

「落盤が起きた場所へ行き、上から掘り返すということでしょうか……？」

　レギンが顔を青ざめさせる。彼女が想像したのは瓦礫に埋もれたティグルの死体だった。さきほどまでは懸命にエレンを励ましていたルーリックも、落ち着いたからか懐疑的な表情で沈黙している。ジスタート兵も弱々しい声こわ音ねながら異論を唱えた。

「もしも、あいつが死体になっているとしても」

　全身から放たれかけた怒気をおさえながら、エレンは続ける。

「回収しなければならん。テナルディエ公らもさがしにくる可能性がある」

　その言葉に、ようやく涙を止めたレギンがはっとして目を瞠みはる。ティグルの死は、銀の流星軍シルヴミーティオの瓦が解かいにつながる。可能性は低いとしても、テナルディエならば数十人の兵を派遣して掘り返すぐらいのことはやるだろう。

「ええ、もし死体になっていたとしても、彼らに渡すわけにはいきません。絶対に」

　そうだ。泣いている暇などない。ごめんなさい、申し訳ありません。そんな言葉はいまはいらない。いまは足を動かし、手を動かさねばならないのだ。

　レギンも気丈さを取り戻し、エレンにうなずいてみせる。その碧眼には、目の前にいるエレンを気遣う色と、ここにはいないティグルを想う色が混じって揺れていた。

「わかりました。では、どのように動きましょうか」

　気を取り直したルーリックが謹きん厳げんな表情で尋ねる。エレンの返答は間を置かず、そして明快だった。ルーリックとジスタート兵に、白銀の髪の戦姫は声高に命令を下す。

「おまえたちはいますぐ本隊へ帰還しろ。ローダント伯爵とリムアリーシャの二人にだけ詳細を説明して、二千の兵をアルテシウムへ急行させるんだ」

　それから、見張りを務めていたブリューヌ兵たちに顔を向けた。

「私とレギン、そしておまえたちはいますぐアルテシウムへ向かう。詳しい内容は馬を進めながら説明する」

　その声は力強く、他国の人間であろうと決して有無を言わせぬ響きを帯びていた。地下を駆けてきたことによる汚れを拭う時間すら惜しんで、エレンたちは行動を開始する。六人になっていたため、馬を一人二頭使うことができたのは、皮肉な幸運だったといえた。

　神殿を出て、二手にわかれる。アルテシウムを目指し、エレンたちは冬の終わりの草原に馬を走らせた。

　空は青く、太陽は高く昇っている。もう昼時と呼んでいい頃合いだ。エレンもレギンも疲れきっていたが、どちらも休憩を求めようとはしなかった。

　モーシアの神殿からアルテシウムまでは、馬をとばせば四半刻もかからない。それにこちらは替え馬もある。都市を囲む城壁はすぐに見えてきた。

「アルテシウムに入ったら、どうするのです？」

　レギンがエレンの隣に馬を寄せてくる。

「とにかく聖窟宮の真上に向かう。そこから先は、現場を見てから考える！」

　乱暴な返事だったが、わかりましたとレギンは応じた。次第に近づいてくるアルテシウムの城壁を、二人の娘はまっすぐ見据える。

――そして、二人は同時に目を見開いた。

　城壁の向こう側、アルテシウムの中心あたりから一条の黒い光が垂直に噴きあがったのだ。その光を目にした二人の娘の心に、黒い竜という言葉がまったく同時に浮かぶ。

　その黒い光は、天と地の間に柱をつなぐかのごとく一直線に空へと向かい、真上を漂っていた雲を吹き散らして虚空へと消え去る。あたかも黒竜が天へ飛翔するかのごとく。

　一瞬遅れて、遠雷を思わせる轟きが空気を震わせた。

　黒い光は音もなく細くなっていき、完全に消える。

「……いまのは？」

　驚きのあまり、それしか言葉が出てこなかったらしい。緊張と不安を隠せないレギンとは対照的に、エレンの口元にはもしやという期待をこめた笑みが浮かんだ。彼女の頭に浮かんだのは、くすんだ赤い髪の若者が手にしていた黒い弓だ。

「わからん！　だが、急げ！」

　馬の腹を蹴って、アルテシウムを囲む城壁の東門へとエレンたちは急いだ。
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　間近で見上げると、アルテシウムの城壁は半ばまで焼け崩れている。

　門をくぐって視界に広がった光景は、惨状というよりなかった。急がねばとわかっているにもかかわらず、エレンたちの足は止まってしまう。

　煤のこびりついた通りの脇には、かつて建物だったものの残骸が延々と続いていた。瓦礫に埋もれるようにして、焼け残った真っ黒な柱や壁が積みあげられている光景は見る者の心を寒くさせる。

　通りを行き交う人々の格好はひどく汚れていたが、瓦礫の中に座りこんだり、寝そべったりしている者たちにくらべればまだましに思えるほどだ。瓦礫をあさって何かをさがしている者もいれば、うつろな表情でふらふらと歩きまわっている者もいる。

　都市全体が疲労と絶望に包まれているかのようだった。

　煤だらけの瓦礫は通りにまであふれており、レギンは言葉もないといった面持ちで変わり果てた街並みを見つめていた。つき従ってきた二人のブリューヌ兵もやりきれなさに肩を震わせている。

　悄しよう然ぜんと立ち尽くす王女の肩を、戦姫が軽く叩いた。

「いまの私たちにできることはない。腹立たしいことだがな。――行くぞ」

　レギンは力なくうなずいた。以前にも話しあったことだ。自分たちには余裕がない。

　旅人の姿などなく、まともな姿をしている者の方が少ないこの通りでは、四人の姿は否応なしに目立ったものの、エレンたちは気にも留めなかった。

「――この先が中心部です」

　レギンの言葉に従って角を曲がる。眼前に展開した光景に、目を瞠った。

　数歩先の地面がなくなっていた。

　正確には、巨大なすり鉢状の穴がそこに出現していたのだ。

　穴の大きさは、小さな家ならすっぽりおさまるぐらいはあるだろうか。二本の大通りが交差するこの地点は、道が完全に断絶してしまっており、石畳であったり、土であったりしたものは瓦礫と化して穴の中に埋もれている。

　まわりには野次馬だろうこの都市の住人が何人かおり、衝撃を隠せない青ざめた顔つきで穴を見つめている。

　そして、穴の中心には誰かが倒れていた。

「……ティグル！」

　赤い髪らしきものと、左手の黒い弓が確認できたとき、エレンはすり鉢状の穴へ、ためらうことなく身を躍らせていた。勢いよく傾斜を滑り降りて、穴の中心へと急ぐ。

　服も革鎧もぼろぼろで、くすんだ赤い髪は乱れ放題。左手に黒弓を持ち、何者かを背負っているためぱっと見ではわかりづらい。それでも、エレンにはティグルだとわかった。わからないなどということはなかった。

「無事か、ティグル！」

　駆け寄って、抱き起こす。煤だらけの顔がかすかに動いて、声を発した。

「……エレン？」

　弱々しいながらも、返事があったことにエレンは安堵の笑みを浮かべる。だが、そこでティグルの身体から力が抜け、ぐらりと傾いた。エレンはとっさに手を伸ばして彼を支える。

　不安そうにその顔を覗きこむと、ティグルは気を失っていた。

「まったく……心配させてくれる」

　エレンの目の端に、涙がにじむ。だが、白銀の髪の戦姫は一度ぎゅっと目をつぶって、その涙を押しとどめた。

　それから、エレンはティグルが背負っているものに気づく。老人の死体だ。服はティグル以上にぼろぼろで顔といわず身体といわず血に染まっており、完全に息絶えている。背中に、これが老人の命を奪ったのだろうと思われる大きな傷があった。

――バートランだったな。

　ティグルの側そば仕づかえを務めていた老人だ。聖窟宮に向かう前から、この老人はティグルのそばに控えていた。

――あの激しい揺れの中で、ティグルを助けようとして命を落としたのか。

　一呼吸分だけ目を閉じ、エレンはバートランに感謝をささげるとともに彼の魂の安寧を神々に祈る。思えば、この老人が命を賭して国境を越え、当時捕虜だったティグルのところへ来たのが、すべてのはじまりだった。

　自分ができなかったことを、バートランはやってくれたのだ。

　そのとき、エレンの足もとにロープの端が放られた。見上げると、レギンとブリューヌ兵たちがそのロープを握りしめている。自分が穴を駆け下りている間に、どこからか調達してきてくれたらしい。

　エレンは一旦ティグルを地面に寝かせると、自分がバートランを背負った。それからあらためてティグルを支えて立ち上がる。ロープをつかむと、レギンたちが少しずつ引っ張り上げてくれた。

　まわりを見回すと、徐々にひとが集まりはじめている。あの空へ駆け上った黒竜のごとき光を見て、それから何も起こらないのでおそるおそる様子を見に来たといったところだろう。

　エレンたちがここに着いたときから穴のそばにいた者たちは、戦姫や王女に怪け訝げんそうな視線を向けている。

　だが、声をかけてくる者はいなかった。下手に関わらない方がいいと判断したのか、都市が焼けて気力が残っていなかったのかはわからない。

　実のところ、この都市にまだ残っていたのは疲れ果てた人々だった。炎によって生活を失い、アルテシウムに迫るテナルディエ軍や銀の流星軍に対して、逃げるという手段すら彼らは持っていなかった。

　ともかく、エレンたちにとっては妨害のないことがひたすらありがたかった。
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　陽が西に傾いて、空の青さに微妙な変化が生じている。

　銀の流星軍は、アルテシウムから歩いて約半日ほど離れた草原に幕営を築いた。

　総指揮官用の幕舎の中では、エレンとレギン、リム、ミラ、マスハス、ルーリックとジェラールが円陣を作って座っている。

　聖窟宮に向かってからのことを、エレンとレギンはようやく説明し終えたところだ。それを聞いた者たちの顔には、ていどの差はあれいずれも苦渋が浮かんでいる。

「まずは……殿下と、エレオノーラ殿。あなたがたがご無事で、何より」

　そうマスハスが言って、地面に額がつかんばかりに深く頭を下げた。

　地下通路を抜けてモーシアの神殿でわかれたルーリックたちは、銀の流星軍の幕営に戻るとすぐにマスハスに事情を話した。マスハスは幕営からの撤収を命じつつ、すぐに動ける二千騎ほどを急いでアルテシウムへ向かわせたのだった。

「しかし、あの崩落は何だったのだろうな」

　エレンがため息をつく。ティグルの命に別状はないとわかって、いくらか気が緩んでいた。

「たしかに、気になりますね」

　何気ないエレンの言葉に反応したのは、レギンだ。口元に手をあてて、彼女は考えこむ様子を見せる。

「私たちが聖窟宮を訪れた瞬間に、聖窟宮の真上だけが崩落する……。そんなことがありえるんでしょうか」

「テナルディエ自身が乗りこんできたことを考えると、やつの仕業ではない。ガヌロンは死んでいる。人為的なものだとすれば、かなりの準備が必要なものだ。聖窟宮にもともとそういう罠が仕掛けられていたという可能性はあるか？」

「ないとは言いきれませんが、私にはあれが罠とは思えません。何かの間違いで仕掛けが働いたら、おおごとではありませんか。元に戻すことも容易ではありませんし」

　レギンがそう反論したときだった。失礼しますと暗さを帯びた声が聞こえ、大きな盆に人数分の陶杯を載せたティッタが入ってきた。

　その顔は見る者が声を失うほど暗く、彼女本来の闊かっ達たつな笑顔を知っているマスハスなどは申し訳なさから顔を背けたくなるのを、懸命にこらえるほどだった。

　丁寧な、しかしどこか機械的に見える動きで栗色の髪の侍女は一つ一つ陶杯を置いていく。中身は湯気が立ちのぼるほどの熱い茶だ。

「……ティッタ」

　わずかにためらったあと、エレンが一同を代表するように訊いた。

「ティグルの様子は……その、どうだ？」

「幕舎でお休みになっています。傷については、打ち身が何ヵ所かあるぐらいで、差し障りが出るほどの大怪我はございません」

　普段のリムなどよりも淡々とした口調でティッタは答える。

「わかった。私が言うまでもないことだろうが、ティグルのそばにいてやってくれ」

　ありがとうございます、とか細い声で答え、ティッタはぺこりと頭を下げて幕舎を辞した。諸将はまず陶杯を見下ろし、それからどうしたものかと顔を見合わせる。

「ローダント伯爵。この中ではあなたがもっともティグルヴルムド卿のことをよくご存じでしょう。率直にお尋ねしますが、あの方は今夜までには立ち直れますか？」

　遠慮のかけらもない質問を、やはり遠慮のかけらもない口調で訊いたのはジェラールだった。ミラやリムは眉をひそめ、ルーリックなどはあからさまに顔を引きつらせたが、誰も咎とがめはしない。マスハスの言葉を聞く方が重要だった。

「――正直わからん」

　沈痛な表情でのマスハスの返答は、場の雰囲気をいっそう重いものにする。

「たいていのことなら一晩もあれば立ち直る。ティグルはそういう男じゃ。だが……」

　今日までの戦いで、アルサスの兵は幾人も失っている。だが、バートランほどティグルとつきあいの長さと深さにおいて勝る者はいなかった。目端もきけば度胸もあるあの小柄な老人は、ティグルの父ウルスのころから仕えてきたのだ。

　ティッタの態度にもまた、その悲しみと喪失感は表れている。

「ティグルは……バートランのことについて言及しただけ、なのですな」

　確認するようなマスハスの質問に、レギンはこくりとうなずいた。

　ティグルが目を覚ましたのは、アルテシウムを出る直前のことだった。エレンが具合はどうだと尋ねても何も答えず黙っていたのだが、バートランを埋葬することについて話したとき、はじめて口を開いた。

「蜜蝋漬けにして、棺桶に入れてくれ。この季節なら一ヵ月はもつはずだ。――バートランはアルサスに埋葬する」

　有無を言わせぬ強い口調でそう告げたあと、ティグルは再び気を失ったのだった。いまも眠り続けている。

「でも、ティグルヴルムド卿はバートラン殿のことについて、はっきりとご自分の意志を述べられたではありませんか」

「それは、バートランをちゃんと埋葬してやりたいという想いから出たものだろう。それが果たされたから、ああなっているのだ」

　希望にすがろうとするレギンの言葉を、エレンがそっけなく打ち払う。金色の髪の王女はエレンを恨めしそうに一瞥したあと、己の無力感に耐えようとするかのように膝の上で拳を握りしめた。

「ティグルたちが無事に戻ってきた以上、アルテシウムは放っておいてもいいけど……テナルディエ公爵の様子はどうなの？」

　場の空気を入れ換えるように、ミラが直近の課題について尋ねる。答えたのはマスハスだった。

「現在のところ、目立った動きはないですな。殿下とエレオノーラ殿の話を聞くかぎり、聖窟宮にいたのは本人だったのでしょう。いまごろは自軍に戻り、次の策を考えているのかと」

「……激情に駆られたティグルヴルムド卿が、敵への攻撃を命じる可能性は？」

　そう聞いたのはリムだ。もしそのようなことがあれば何としてでも止めねばならないと考えている、緊張に張りつめた表情だった。

　自分たちを妨害し、バートランの死の原因となったテナルディエに怒りの矛先が向くのはおかしなことではない。問題なのは、それによって無謀な戦いを行うことだ。ここで敗北すれば、銀の流星軍自体が瓦解する恐れもある。

「案ずるな、リム」

　金色の髪を頭の左側で結んでいる副官に答えたのは、エレンだった。

「もしそんなことをするようなら、殴ってでも私が止める。絶対にだ」

「――ともかく」

　会議を締めくくるように、マスハスが皆を見回す。

「各自、テナルディエ軍がいつ動きだしてもいいよう、備えは怠らないでいただきたい。ティグル――ヴォルン伯爵は、せめて今夜だけはそっとしておいてさしあげよう」

　そうして会議は解散となった。エレンやリム、ミラ、ジェラール、レギンが幕舎を去り、マスハスとルーリックが残る。

「どうかしたかね……」

　怪訝そうな顔でマスハスは尋ねた。この禿頭の騎士とは、これまであまり話す機会がないまま日が過ぎている。彼がティグルに心酔しているらしいことは知っていたが、そのぐらいだ。ルーリックは陶杯に残っていた茶を飲み干すと、立ち上がりながら言った。

「ローダント伯爵も、少し休まれてはいかがでしょうか」

「気遣いはありがたいが……」

　マスハスにしてみれば、彼はやはり異国の軍の騎士だ。若干の当惑を帯びた目で、老伯爵はルーリックを見つめた。ルーリックは肩をすくめて応じる。

「私は、ティグルヴルムド卿の下で戦ってから、バートラン殿とは何度か話をさせていただきました。他にもチェスやトランプなどをしたりと」

　バートランは、ティッタのこともあってエレンにはいささか隔意を抱いてはいたが、一兵士であるルーリックらとはそれなりに上手くやっていたのだ。マスハスはそれがどうしたと怪訝そうな顔をする。

「あなたにとっても、バートラン殿は親しい方だったと思っています。立場の違いを超えて。さすがに一晩とはいきませんが、一刻ほどは休まれてもいいのでは」

　一刻以上は、マスハスの方が責任感から耐えられないだろう。ルーリックの提案に、マスハスは無言で灰色の髭を撫でた。間を置いて、感謝するとだけ答えた。

　ルーリックはマスハスの背中に一礼をして、幕舎を出る。すぐに足を止めた。

「盗み聞きとは趣味が悪いな」

「いえいえ。あなたがこんな気の利いたことをするとは思わなかったので」

　幕舎の陰からジェラールが姿を見せる。感心するというより珍しいものを見たという表情だった。だが、ルーリックは怒りを見せたりしない。気配は感じていたのだ。

「まあいい。手伝え。一刻ばかり、ブリューヌ人の軍も面倒を見なければならんからな」

「どうして私が手伝わなきゃならないんです？」

「私が直接ブリューヌ人に命令すれば角が立つだろうが」

　当たり前のことを言わせるなという口調でルーリックは答える。ジェラールは一瞬唖あ然ぜんとした顔で禿頭の騎士を見つめ、それから盛大なため息を吐きだした。

「自分で大口叩いておいて、やる前からひとに泣きつくとは……。さすがジスタート人ですね。みっともないったらありゃしない」

「指示は私が出す。それをおまえの口から伝えればいいのだ。ローダント伯爵にもおまえが進んで協力してくれたとちゃんと言っておくぞ」

「仕方ないですね。後であなたの尻拭いをさせられる方がもっと面倒でしょうし……。ジスタートの酒を一樽。それで手を打ちましょう」

　あっさりとジェラールは承諾する。彼にしても、マスハスに対して何もしないでいるつもりはなかった。彼の父であるユーグ＝オージェとマスハスは親しい仲だからだ。

　悪態をつきあいながら、ジスタート人とブリューヌ人は兵と幕舎の間を歩いていったのだった。
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　幕舎の中央に、ティグルは黙然と座りこんでいる。身体にはすでに手当てが施され、服も新しいものを着ていた。

　左手には漆黒の弓を握りしめて、まるで石像のごとく微動だにしない。

　そのそばには、ティッタが静かに控えている。幕舎の中は真っ暗で、燭台に明かりはついていない。二人とも一切言葉を発さず、空気は重く淀んでいる。

　その光景はそのままティグルの内心を表しているかのようだった。

『やったじゃない』

　不意に、声がした。声とはいっても空気を震わせる、人間の発するものとは根本から性質の違うものだ。その声は、ティグルにだけ聞こえていた。

『あなたはやっと、自分の力だけでそれを使ってみせた。私や他の誰の助けも借りずに』

　あの分厚い岩盤を、一気に撃ち抜いた。

　その声はティグルに届いていたが、若者は微み塵じんの反応も示さない。ただ、虚空をまっすぐ見つめているだけだ。それからも半刻ばかり、その声はティグルに語りかけたが、ついに諦めた。

『私とも話をしてくれないなんて、重症ね。いいわ、また、あなたの機嫌がいいときに会いましょう』

　声が聞こえなくなっても、ティグルはとくに変化を見せなかった。憤怒と後悔、憎悪と慚愧、喪失感と無力感が心の中で荒れ狂い、心の水面を漆黒に染めている。

　バートランは、スティードに殺された。テナルディエの配下のスティードに。

　だが、それは自分が殺したようなものだ。

　復讐心と自責の念が、二匹の猛獣となって激しくせめぎあっている。

　あのとき、ああしていればと何度も考え、頭の中でそれを繰り返す。

　テナルディエたちさえいなければ。いや、バートランを聖窟宮へ連れていかなければ。いや、自分がスティードを振り切ることさえできていれば。いや、あの崩落さえ起きていなければ。いや、もしも。いや、もしも。いや、もしも……。

　意味のないことだ。現実にはバートランは死んで、生き返ることはない。それをわかっていながら、考えては憤り、考えては悔やむ行為を止められなかった。

　ティグルとて、わかっている。

　いま立ち止まっている暇はないと。前に進まねばならないのだと。

　わかっていながら、思考はどこまでも空転し、弓を握りしめている手以外から活力が失われていく。腰から下が何かに絡みつかれているかのように重く、動くことが面倒だと思ってしまっている。

　自分が何をしたところで、バートランはもう、喜びも悲しみも怒りもしないのだ。

　黄昏色に染まった空が群青色へと変わり、外では炊事の煙が無数に立ちのぼって兵たちの騒ぐ声が聞こえても、ティグルは何の反応も示さなかった。

　ティッタも主に倣うかのように黙って控えているが、実際ティグルにとってはこのように寄り添いつつもそっとしておいてくれるのがもっともありがたかった。

　兵たちが交代での食事を終え、夜の帳が下りて星と月が空に輝くころになっても、やはりぴくりとも動かない。

　変化は、それからさらに一刻ばかりの時間が過ぎたあと、外から訪れた。

「邪魔するぞ」

　ごく自然な口調と足取りで、ひとりの娘が火を灯した燭台を持って、天幕の中へ入ってきた。白銀の髪と紅の瞳。青を基調とした軍装。腰には長剣。エレンだ。

　ティグルはわずかに首をもたげてエレンを見上げたが、出ていけという類の台詞はぶつけなかった。エレンは燭台を入り口のそばに置くと、その場に腰を下ろす。

「単刀直入に聞くが。――おまえ、どうしたい？」

「……明日にしてくれないか」

　疲れきった、投げやりな声でティグルは答えた。ティッタがいまにも泣きそうな顔でエレンを睨にらみつける。ティグルをそっとしておいてほしいと、はしばみ色の瞳で強く訴えていた。

　しかし、白銀の髪の戦姫はその視線に怯みもしなければ、そっとしておくことももちろんしなかった。

「明日まで待つと、おまえは答えを決めてしまうだろう。自分の意思ではなく、時間に迫られて仕方なしにな。だから、いま聞くんだ。どうしたい？」

　ティグルが答えずにいるとエレンは続けた。

「ここで戦を放り出すことは不可能じゃない。テナルディエ公も今日までの戦いでそうとうな痛手をこうむっているはずだからな。条件次第では交渉の席に立つはずだ。アルサスは守れる」

「……そうした場合、君の目的はどうなる」

「私の目的は私が何とかする。当然のことだろう」

　かすれた声での問いかけに対する返答は、突き放すような口調でのものだった。私の目的を理由にするな、とエレンは暗に言っているのだ。もっともな話で、ティグルとしては返す言葉もない。

　自己嫌悪から黙りこくっていると、エレンは真剣な表情になり、ティグルをまっすぐ見つめて言葉を続けた。

「ただ――どう動くにせよ、誇れるような戦いをするということだけは、決めている」

「誇り……？」

　ごくありふれたその言葉は、しかし意外なほどの力強さでティグルの心に引っかかる。小さくつぶやいたティグルに、エレンは小さくうなずいて言った。

「そうだ。戦姫になるよりも前……一介の傭兵だったころから私の中にある、戦士としての誇りだ」

　視線はティグルから離さず、エレンは腰の長剣へと手を伸ばす。

「傭兵には、拠って立つものがない。雇い主は戦次第、金次第。帰る故郷もなく、ただ戦場を求めてさまよい続けるだけ。一攫千金だの名誉だのは夢物語。仲間はいつ死ぬかわからない。本当に何もないんだ。だから――誇りを持てと私は教わった。私が私であるために。私が戦士であるために」

　誇りともう一度、今度は口の中でティグルはつぶやいた。つい最近も、どこかで聞いたような気がする。エレンからではない。

――ああ、そうだ。

　ミラとともに、ムオジネル軍と戦ったときだ。あのとき、彼女は誇りがあると言ったのだ。代々の凍とう漣れんの使い手から受け継いできた、戦姫としての誇りがあると。

　そして、自分はどう返したのか。

「意地……か」

　見失いかけたものを、ようやく見つけだした心境だった。

　大事なのは、死者がどう思うかではない。

　自分がどのような顔で、どのような心で死者たちに対するかだ。

「――ティッタ」

　不意に名を呼ばれて、それまで彫像のように控えていた栗色の髪の侍女は顔を上げた。

　ティグルは感謝と申し訳なさを同居させた瞳で、ティッタを見つめる。

　彼女が寄り添ってくれていたのに、自分はただ己を憐れんで、悲しみに浸っていた。そんな自分を、バートランに見せられるわけがない。

「ありがとう。それと――すまなかった」

　それは、ティッタの聞き慣れた、ティグルのいつもの穏やかな声だった。その声音を耳で受け止め、ティグルの優しい笑顔を見たとき、彼女の中でそれまで張り詰めていたものがついに決壊した。

「ティグルさまっ！」

　滂沱の涙を流してティッタはティグルにすがりつき、その胸に顔をうずめて泣いた。

　ティグルはそっとティッタを抱きしめ、彼女の頭を撫で、背中を叩いてやる。

「この戦が終わってアルサスに帰って……埋葬をすませたら、バートランの話をしよう。おまえの知っているバートランの話も、俺に聞かせてくれ」

　ティッタは泣きながら、何度もうなずいたのだった。







　夜も更けて、大きく形の欠けた月が空高く昇るころになると、ティッタは泣き疲れて眠ってしまった。涙のあとをそのままに静かな寝息をたてている彼女を絨毯の上に寝かせ、そっと毛布をかけてやると、ティグルはエレンに向き直る。

「ありがとう」

　短くいって、深く頭を下げた。

「何のことだ？」

「助けてもらったのに、その礼がまだだった」

　不思議そうに首をかしげるエレンに、ティグルは真しん摯しな顔で答える。

「それなら私の方が詫びねばならないだろう。いろいろと見立てが甘かった。それに、私だけじゃない。レギンもいたからな」

「殿下にももちろん感謝はしている。明日にでもお礼を申しあげるつもりだ。ただ……動けなかった俺を君が支えてくれたとき、嬉しくて、安心して、気が抜けた。それから……」

　寝ているティッタを振り返って、彼女のやわらかい髪を撫でながらティグルは独り言のように言葉を紡いだ。

「父上……俺の父とバートランは、俺がアルサスの外へ目を向けていないことを気にしていた、らしい」

　死に際の、バートランの言葉をティグルは思いだしていた。まったく気づかなかった。何より、自分にはアルサスだけで充分だと思っていた。

「だけど、最期には、バートランは安心していたみたいだった。俺がアルサスの外にも目を向けてくれたって」

「おまえがアルサスの外に目を向けたのだとしたら、それはおまえ自身が成し遂げたことだ。私は何もしていない」

　強いていえば、きっかけを与えたことぐらいだろうか。それにしたって、捕虜としてライトメリッツへ連れて帰り、いくばくかの自由を与えたというていどだが。

「……まあ、せっかく礼を言ってくれているのだから、受け取っておく」

　少し照れたような笑顔で、エレンはそう続けた。

「それじゃあ、ちょっと皆のところへまわってくる。迷惑かけたからな」

　ティッタを起こさないようにティグルが静かに立ち上がると、エレンも若者に並んだ。

「ついていってやる。とくに口添えはしないが、ひとりで怒られるよりはましだろう？」

　違いない。苦笑をかわして、二人は幕舎を出た。

　同時に目を丸くする。幕舎のそばにはリムとミラ、レギン、さらにルーリックとジェラールまで立っていたのだ。

「……いつからそこにいた？」

　呆れかえった顔で訊いたのはエレンだ。ティグルも声にこそしないものの同感だった。

「このブリューヌ人が、あまりに仕事が手につかないようだったので」

「このジスタート人が、かえって邪魔なくらいそわそわしていたので」

　ルーリックとジェラールがそれぞれ仏頂面を作っておたがいを親指で示す。

「エレオノーラ様の裁可をいただきたい事項がいくつかありまして。ただ、お話し中だったので、終わるのをお待ちしておりました」

　淡々とリムが答えれば、レギンは申し訳なさそうな顔で首をすくめた。

「あ、あの、重要なお話があるので。どうせ待つならと……」

「私がどう動くかはティグルの判断次第だもの。ここにいるのがいちばんでしょ」

　凍漣を抱えて立っているミラも、くすりといたずらっぽく笑ってみせる。ティグルは皆をぐるりと見回し、照れたようにくすんだ赤い髪をかきまわしたあと、ひとりひとりに礼を述べた。
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　総指揮官用の幕舎にティグルたちが集まったのは、翌日の昼である。

「重要な報告が、二件ある」

　老伯爵のその台詞で、会議ははじまった。昨夜は緊急の用事が入ったためにティグルの様子を見ることができなかったマスハスだが、この会議の場で若者の顔を見て安堵の息をつく。

　一方ティグルは、レギンの顔色がどことなく優れないふうなのが気になった。

「この場にいる者の何名かは昨夜のうちに知っているだろうが、一つはジスタート王国からの使者が来た。より正確にはルヴーシュ公国から、ということだが」

　その名を聞いて、エレンが目を瞠る。レグニーツァで刃をまじえた戦姫エリザヴェータ＝フォミナの治める公国だ。

「ティグルと友好を結びたいとして油漬けの魚を五百樽、同じく油漬けの豚肉を五百樽、さらに火酒ウオトカを三百樽送りつけてきた。いまは北の港町クロトワに置いてあり、受けとってくれるのならば、すぐにでも運んでくるそうじゃ」

　どうするという顔のマスハスに、ティグルは困惑の表情で首をひねる。

「友好って……どういうことです？　俺はそんなに有名とは思えませんが」

　エレンとミラ、リムに助けを求める視線をティグルは向けた。エレンは憤然とした顔で口をつぐんでいるので、肩をすくめつつミラが口を開く。

「さすがに、あなたの活躍が遠いルヴーシュにまで届いているとは思えないわ。エレオノーラがあなたに協力しているので興味を持った、ついでにあなたが勝った場合のことを考えてつながりも持っておこう、というところでしょうね」

　そこまで言ってから、ミラの口元に少々意地の悪い笑みが浮かんだ。

「ただ、彼女はエレオノーラとは非常に仲が悪いわよ」

　凍漣の雪姫ミーチェリアの言葉に納得し、ティグルはエレンを見る。エレンはティグルから視線をそらしつつ、ぶっきらぼうな声で答えた。

「ロラン卿との戦いのあとで、私がジスタートに帰っただろう。その原因となった女だ。それに、あいつはテナルディエ公ともガヌロン公とも交流があるはずだ」

「それじゃ、断った方がいいのか」

「私に送ってきたのならば、当然突き返すところだが――」

　親の仇でも見るような目をしてエレンは吐き捨てたあと、その感情を振り払うように首を振って、口元に苦笑をにじませる。

「おまえへの贈りものだからな。向こうがただでくれるというのだ。せっかくだからもらっておけ。まさか毒入りということもないだろうしな」

　恐ろしい仮定を口にしてエレンは物騒な笑みを浮かべた。リムはといえば、エレンへの忠誠からか、顔色一つ変えずに沈黙を保っていた。

　仕方なくティグルはマスハスに尋ねる。

「どうしたらいいでしょうか」

「断って角が立つのも困るからの。今回向こうが運んできた量ならば、それほど問題にはならんじゃろう。受けとったあとで先方が何か条件を提示してきても、対応できないほどではない。あとは、念のために充分調べたあと、返礼の手紙を送るぐらいか」

　ティグルはうなずき、ジェラールに受け取りから検査までを命じた。余裕がある分はアルテシウムへ運ぶようにともつけくわえる。

　戦場にいるよりもこういうことが得意な男だ。しっかりやってくれるだろう。

「次の報告じゃが」

　マスハスがそこで一旦言葉を切って、深呼吸をする。ティグルは軽い驚きを覚えた。この老将の態度から察するに、いまの話以上に面倒な内容らしい。

「王宮から、ボードワンが来た」

　深刻な表情で告げたマスハスに、ティグルは首をひねった。どこかで聞いた名だが、誰だったろうか。記憶をさぐっていると、マスハスは苦笑を浮かべつつ教えてくれた。

「我が国の宰相じゃよ。ピエール＝ボードワン」

　おもわずティグルはえっと驚きの声を発した。

「宰相閣下が、こんなところへ……？」

「ああ。しかも、やつが言うには――国王陛下がお目覚めになったらしい」

　再び、状況が変わった。







　ジェラールに先導されて幕舎に入ってきたブリューヌ王国の宰相は、灰色の官服をまとった小柄な老人だった。吊り上がり気味の目と丸みを帯びた顔、頬から伸びた灰色の髭が猫を連想させる。

　はじめましてとティグルは頭を下げたのだが、ボードワンはやんわりと首を振った。

「かつて一度だけ、お父君とともに王宮へお越しになったことがあるでしょう。おひさしぶりです、ティグルヴルムド卿」

　出鼻をくじかれた感があって、ティグルは戸惑うようにくすんだ赤い髪をかく。

「国王陛下がお目覚めになったとローダント伯爵より伺いました。それを教えてくださるために、このようなところまでおいでくださったのですか？」

　他に用件があるはずだとティグルは思う。それだけならば、この老人がわざわざ出向いてくる理由がない。はたしてボードワンは首を横に振った。

「あなたに会い、その真意を知るためです」

　ボードワンはティグルをまっすぐ見つめ、朗ろう々ろうと述べる。

「あなたはディナントでジスタート軍の捕虜になった。その後、領地たるアルサスに攻めこんできたテナルディエ公爵の軍を、ジスタート王国の軍によって撃退」

　ティグルはうなずいた。

「テリトアールの領主であるオージェ子爵や、オードの領主であるローダント伯爵を仲間に引き入れ、私戦をはじめた。爵位を剥奪、領地を召しあげられるも軍を解散することはなく、ガヌロン公爵の軍やナヴァール騎士団と戦った。よろしいですな？」

「そう聞くとまるで大罪人みたいだな」

　そんな軽口をたたいたのは横で聞いているエレンで、リムに小声でたしなめられた。

「私の行動についていえば、その通りです」

　ティグルは真剣な表情で肯定する。ボードワンが首を振ると、ぴんと伸びた灰色の髭が震えた。猫を思わせる目がすっと細められる。

「あなたはこのあと、どうするつもりです？」

「テナルディエ公爵と戦い、彼を討ちます」

　ごく自然な口調でティグルは答えた。猫顔の宰相は、ますますその表情を険しくする。

「そうして、あなたは英雄として王都ニースに凱旋するというわけですか」

「必要であれば王都には行きますが、凱旋するつもりはありません。それに、アルサスの安全が確保できたら、私はジスタートへ行く予定です。私の身は、そこにいるエレオノーラ殿のものなので」

　あっさりと言ったティグルに、ボードワンは目を丸く見開いた。

「待て。さすがにもうちょっと体裁は整えるぞ」

「私なら賓客として迎えるわよ」

　エレンとミラが何やら言い合い、それによってボードワンは気を取り直す。

「……ブリューヌを去るとおっしゃるのか？」

　それは困ると顔と声とで訴えながら、老宰相は訊いた。ティグルはその反応を訝いぶかしく思いながらもうなずく。

「今後のことについては、いろいろと協議したいと思っています。私に協力してくれた皆に、報いなければなりませんから。ですが、私の最終的な身の振り方としてはそのつもりです」

「あなたがロラン卿から受け取ったデュランダルはどうされる？」

「お返しします。必要であれば、いまここででも」

　即答すると、ボードワンは額に汗を浮かべて理解しかねるといった顔つきになり、それからマスハスを振り返った。マスハスは意地の悪い笑みを浮かべている。

「ボードワンよ、ティグルに野心はない。こやつは領民のために戦いをはじめ、それ以外のことは望んでおらぬのだ。この戦に乗じてのしあがろうなどとは思っておらんよ」

　そういうことかとティグルは納得した。ボードワンは、ティグルがこの戦を利用して一大勢力になることを恐れているのだ。

　猫顔の宰相は、困惑した顔つきでティグルに向き直る。

「すると、あなたは本当にアルサスを守るためだけに……？」

「そうです。ただ、申しあげておきたいのですが、アルサスの平和が守れるのなら……俺は、アルサスがジスタートのものになってもかまわないと思っています」

　マスハスが目を剥き、エレンの口元によく言ったとでもいいたげな笑みが浮かびかけ、ミラは感心と呆れの入り混じった苦笑をにじませ、レギンは目を丸くし、リムは褒めるべきか叱るべきか迷うような渋じゅう面めんをつくった。

　ボードワンはといえば、猫のようにぴんと伸びた髭を指先で弾いただけだった。内心でどのような感情が揺れ動いていようと、この猫顔の宰相はそれを一切露あらわにしなかった。

　相手の反応がないので、ティグルは話題を変える。

「レギン殿下のことですが」

　そういえば、ボードワンはレギンが性別を偽り、レグナスとして生きてきたことを知っているのだ。彼女の表情にどこか陰のあることを考えても、すでに話はしてあるのだろう。ボードワンはちらりとレギンを一瞥し、穏和な表情でティグルに向き直る。

「不覚ながら、殿下はディナントで亡くなられたものと思っていました。さきほどお話しさせていただきましたが、この方は、私と殿下しか知らないことをご存じだった。レギン王女殿下に間違いありませぬ。――よくぞ殿下を助けてくださった」

　深々と頭を下げたあと、ボードワンは嫌な臭いをかがされた猫のような顔で続けた。

「ただ、私がこの方こそ王子であると叫んでも、無駄でしょう。私が殿下と確信できたいくつかのことは、私と殿下しか知らないことです。それに、おいそれと明かせぬ内容のものもございますゆえ」

「それなんだが、もう一度聖窟宮へ行くのではだめなのか？」

　エレンが口を挟んだ。

「あれは、上の地面が崩れただけだろう。瓦礫さえ取り除けば何とかなると思うが」

「できれば……先に王都ニースへおいでになり、陛下とご対面していただきたい」

　ボードワンの提案に、レギンが切迫した表情で身を乗りだした。

「陛下は……父上のご容態は？」

「よくはありません」

　真剣な表情でボードワンは答え、続ける。

「ディナントでの敗報と殿下の死の知らせが、陛下を弱らせました。ですが、それだけなら陛下は回復されたでしょう。ガヌロン公の手の者が、隙を突いて毒を盛ったのです。我々が気づいたときには手遅れでした」

「……ええ。ローダント伯爵から聞いています」

「宮廷付きの医師たちがさまざまな薬を処方し、神官長や巫女長も連日祈祷を行いましたが、効果はありませんでした。可能なら、すべてが終わったあと、私に死を命じていただきたいと思っています」

　沈黙が訪れる。それを破ったのはティグルだった。

「王都へ向かいましょう」

　皆の視線が集まる中、ティグルは真摯な表情で続ける。

「殿下とご対面されれば、陛下の御心は休まるでしょう。それが、もしかしたら回復につながるかもしれない。ただ――その前にテナルディエ公爵との戦いは避けられませんが」

　目覚めたファーロン王が、レギンを正式に王女として認めれば、テナルディエ公爵は国王の子を殺そうと謀った叛逆者となる。なんとしてでも、レギンが――ひいては銀の流星軍が王都へ向かうのを阻もうとするだろう。

　そして、それが最後の決戦になることを、この場にいる誰もが疑わなかった。







　ボードワンは、その日のうちに銀の流星軍の幕営を去った。大きく迂回しつつ、一刻も早く王都へ帰ると猫顔の宰相は言ったのだ。

「私は文官です。戦場では何もできぬ身。むしろいまは、陛下にレギン殿下のことを一刻も早く報告したい」

　その願いを聞き届けたティグルは、五十騎ほどの護衛に守らせて宰相と別れたのだった。
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　フェリックス＝アーロン＝テナルディエは、十歳になるまでに三度、殺されかけた。二十歳になるまでにはさらに五度、二十六歳で公爵位を継いでからもたびたび襲われた。

「テナルディエを継ぐ者は、常に強くあれ。誰よりも強くあれ」

　それは、公爵が幼いころから毎日のように聞かされてきた父親の言葉だ。公爵の父親はその言葉とは裏腹に、病弱で不器用だった。統治者としての力量は水準以上だったが、おそらくそれを十全に発揮できたことはなかっただろうとテナルディエは思う。

「弱ければ、より強き者に喰われる。取って代わられてしまう。人の世の営みとはそういうものだ。おまえたちも、その血脈に安住して弱いままであれば、喰われると思え」

　テナルディエには同じ母から生まれた兄弟が三人いた。違う母たちの子を含めれば、兄弟の数はその五、六倍に上っただろう。血のつながった姉妹はいなかった。

　父親は何かにつけてさきほどの言葉を繰り返し、実行もした。とくにテナルディエを慄然とさせたのは、父が、愛妾の子らをけしかけて正妻の子を殺そうとしたことだ。

　それを知ったとき、いつだったか旅の吟遊詩人ミネストレーリから聞いたことのある、一つの壺の中に数十の蛇を入れて、一匹になるまで殺し合わせるという遠い国のおぞましい話を、テナルディエは思いださずにはいられなかった。

　テナルディエは自らを鍛えた。剣を、槍を、馬の技術を磨き、政事においても若いうちから学んでいった。一方で、隙あらば殺さんと襲いかかってくる愛妾の子たちを次々に討ち倒していった。負けて命乞いをする者の首を、テナルディエは容赦なく刎ねた。

　二十歳になるころ、テナルディエの母を同じくする兄弟は弟がひとりだけになり、愛妾の子らも五人以下に減っていた。

　そして、そのときにはテナルディエの中で一つの考えが固まりつつあった。

「弱ければ、より強き者に喰われる。取って代わられる。強者は常に己を鍛え、強者であり続けなければならぬ、そして、強者とは弱者を喰らう者だ」

　彼は弱い者、能力のない者に対して冷酷だった。存在する価値がないとすら、考えていた。その考えの唯一の例外が息子のザイアンだったのは、良くも悪くもごくわずかな人間らしさということになるのかもしれない。

　そして、彼は自分が強者と認めた者――高い能力を示す者を重用したが、彼の非常に高い基準を達成してみせたのは側近のスティードをはじめ、わずか数人しかいなかった。

　彼にとっては、この地上は弱者であふれていた。

　己の領地であるネメタクムに対して、彼は苛か政せいを敷いた。

　この苛政にも、彼なりの基準があった。彼は五十年前までの記録を丹念に調べ、有能な者をどれだけ輩出したかによってていどを変えたのだ。たとえば五十年の間にひとりしか目立った人材がいなかった地域に対しては、容赦なく重税を課した。

「弱き者、役に立たぬ者は死ね。ひとがいなくなれば、能ある者を連れてきて住まわせるまでだ。もしも死なず、かつ有能な者が出てくれば、すぐにでも改めようではないか」

　この言葉は嘘ではなく、実際に大幅な減税が行われた地域もある。とはいえ、そのような幸運がどこにでも訪れるわけはもちろんなく、大半の民は暴虐にあえいだ。

　この恐怖と暴力による支配は、続いた。

　いくつか理由はある。まず、テナルディエを止めることのできる者はいなかった。

　テナルディエに意見できる者は国王ファーロンしかいなかったが、王の言葉を、この公爵は自治権を理由にしてまったく聞き入れなかった。自分とほぼ同齢の国王を、テナルディエは強者ではないと考えていたのだ。

　テナルディエは己の治めるネメタクムだけでもそうとうな権勢を誇るが、それ以上に彼と親密な貴族たちの存在が国王に対する強みだった。

　テナルディエが呼びかけてこれらの人物がいっせいに叛旗をひるがえした場合、ブリューヌ王国は尋常ならざる戦禍に包まれる。そのため、ファーロンもあまり強くは出られなかったのだが、その国王の態度がテナルディエを、いわば増長させたのだった。

　また、テナルディエは自分に歯向かう者に対しては一切容赦がなかった。

　たとえば自領に三百ほどの野盗の集団が現れた場合、三千の兵でもって徹底的に叩き潰した。捕らえた野盗は一人残らず街道沿いに磔にしたという。テナルディエ自身が兵を率いて槍を振るうこともあった。その苛烈さのため、治安だけは国内でもっともよかった。

　商売や外交にも長けていた。ジスタートの戦姫とも交流し、南の海に面した諸都市の保護も行った。いわゆる有能な者を多く輩出した都市は税も低く、おおいに繁栄したのだ。

　むろん彼らもテナルディエから見れば弱者であり、主の機嫌を損ねるようなことがあれば一夜にして圧政の対象となるのだったが、そうした例はごくわずかですんだ。

　ネメタクムは、恐ろしくいびつな形で繁栄していった。

　年月が過ぎていく中で、テナルディエは思った。

　より上に立たねば。すなわち、玉座を得ねばと。

　臣下としては、ほぼ最高位にいる。これ以上望むものとすれば宰相職ぐらいだが、テナルディエはそれよりさらに上を見た。

　公爵は国王を侮っている。弱者ではないかもしれないが、強者ではない。すくなくとも自分より下であろうと思っている。

　弱ければ、より強き者に喰われる。取って代わられるのだ。

　当時、テナルディエが己に比肩すると思っていた者は二人。宰相ボードワンと、ガヌロン公爵だ。後に黒騎士ロランの武勇を、自分以上のものだと彼は認めることになるが、それは数年先を待たねばならない。

　彼はボードワンとガヌロンの動向をさぐりつつ、どのようにすれば玉座を得られるかについて考えた。その中で、王子が王女であることも知った。ガヌロン公爵と一時的にせよ手を組んだのは、ディナント会戦が起こる一年ほど前のことだった。







　銀の流星軍の幕営から六十ベルスタ（約六十キロメートル）離れたところに、テナルディエ軍は幕営を設けている。

　絹を二重織りにした豪ごう奢しゃな天幕の奥に、テナルディエはひとりでいた。明かりのない中で宝石で飾りたてた椅子に座り、無言で考えにふけっている。その両眼だけが、飢えた獣のように白く光っていた。

――数日の内に、戦になるだろう。

　さきほど、テナルディエのもとにボードワンの派遣した使者が訪れて、国王が目覚めたことを告げた。ついては戦をやめ、軍を解散して王宮へ来るようにと。

　テナルディエはその使者を、斬った。死体は秘密裏に埋葬し、来なかったことにした。

――レギンはおそらく生きている。

　となれば、王宮へ足を運んだところでテナルディエを待ち受けている運命は破滅のみである。この状況を打開するには、国王ファーロンかレギンのどちらかに死んでもらわねばならない。二人が会う前に。

――ファーロンはそうとう衰弱しているはずだが、今日や明日にも死ぬとは思えん。やはりレギンを、ティグルヴルムドごと屠ほふり去るのが確実だ。

　不安要素がないわけではない。まだ兵力において相手に勝っているとはいえ、いまのテナルディエに竜はなく、もっとも信頼していたスティードまでも失った。

　自領であるネメタクムへ一度戻り、新たに兵を募っている余裕はない。レギンが王都へ着く前に阻止しなければならない。

　実のところ、テナルディエがティグルにほぼ間違いなく勝てる策が、一つある。

　ただちに王都へ急行し、偽の王族を仕立てて叛旗をひるがえしたティグルを討つという名目で、すべての門を閉ざして籠城するのだ。

　そうして時間を稼ぎつつ、ネメタクムに使者を送って新たに軍を編制させればよい。ティグルに暗殺者を送りこんだり、ザクスタンの傭兵を雇うといった手も打てる。

　テナルディエが王都に立て籠もった場合、ティグルとレギンはアルテシウムの聖窟宮を掘り返し、そこで王族の証明を行うのだろう。

　だが、真に王族であると証明できたからといって、レギンの発言力や影響力が自分を上回るわけではない。しばらくの間は、その言葉の真偽を疑う者は少なくないだろう。

　また、テナルディエの妻のメリザンドは国王の姪であり、こちらは誰もがよく知っている。王家の血脈の存続という点でいえば、テナルディエもかなえることは可能なのだ。

　もはやガヌロンも表舞台から退場した以上、あとは戦に勝利しさえすれば、テナルディエ公爵家の権勢でもってすべてを押し切ることができる。

　もしもスティードが生きていれば間違いなくそう進言しただろうし、テナルディエもそれを受け容れただろう。

　だが、テナルディエはそこまで考えた上で、その案を捨てた。それを完璧に実行するには、テナルディエが認めるだけの能力を持つ者が少なくとも一人は不可欠だったのだ。

　また、先の戦での敗北による屈辱は癒えておらず、強者として歩んできた覇気も衰えてはおらず、何よりも息子と側近を失ったことによる復讐心が激しく燃えさかっている。ティグルをこの手で葬り去らねばと、彼は固く決意していた。







　翌朝、テナルディエ軍と銀の流星軍は、ほぼ同時に行動を開始した。どちらも王都へ向かって南下をはじめたのだ。

　昼を過ぎたころ、銀の流星軍は休息のために陣営を設けた。その会議でマスハスが地図を見ながら現状を報告する。

「急ぎもせず、かといって遅くもない。隙のない行軍じゃ。距離が詰まらぬ」

　テナルディエ軍と銀の流星軍の間には約六十ベルスタ（約六十キロメートル）の距離がある。その距離を縮めて攻撃を仕掛けるとなると難しい。

　このあたり一帯は起伏のない草原が続いている。こちらがそうしているように向こうも偵察は行っているだろうから、不用意に距離を詰めればすぐに悟られてしまう。こちらが接近するために兵を急がせれば、その間に敵は悠々と迎撃の準備を整えるだろう。

「このまま王都まで距離が縮まらんというわけではないのだろう？」

　同じく地図を見ながらエレンが問う。視点を変えて、王都からどのていど離れているかで見れば、テナルディエ軍も銀の流星軍もたいして変わらない。王都に着く前に、どこかで接触するはずだ。

「そうですな。おそらくテナルディエ公爵は、ここで我々を迎え撃つつもりでしょう」

　マスハスは地図の一点を指で示した。そこはメレヴィルの野と呼ばれる地で、王都ニースより四十ベルスタばかり北にある。

　地面はどこまでも平坦で、丘や森などはなく、川も遠い。地形を利用するのは難しく、数に勝る側が勝ちやすい。そして、これ以上南下すると今度は森や丘が目立ってくる。

　それから三日後の夕刻。テナルディエ軍はメレヴィルの野に到着した。銀の流星軍もわずかに遅れてメレヴィルに足を踏みいれる。

　その日は両軍とも陣営を設け、兵たちに明日の決戦に備えての休息を与えたのだった。







　夜が明けた。灰色の分厚い雲に覆われた空の下、メレヴィルの野には冷たい霧雨が降り注いでいる。視界を遮るほどのものではないが、身体にまとわりつく細かな雨と寒さは、両軍の兵たちに不安を覚えさせた。

　しかし、総指揮官は警戒しつつもそんな感情を顔に出せない。おたがい迅速に布陣を完成させ、数百アルシンの距離をおいて対峙する。銀の流星軍も、テナルディエ軍も一万二千足らずというところだった。

　テナルディエ軍、銀の流星軍ともに中央部隊と左右両翼というものだが、テナルディエ軍の中央部隊は先頭が槍を連ねたかのように整っておらず、銀の流星軍は両翼にくらべて中央の部隊を大きく下がらせた凹字の陣を敷いていた。

「やはり四槍の陣で来たか」

　総指揮官の隣で、マスハスが灰色の髭を撫でながら呻く。

　縦に長い部隊を並べ、強烈な突進と、波が引くかのような後退を繰り返すことによって敵陣を突き崩す、テナルディエ家の必勝の陣形だ。

　まず、どこの部隊が突きかかってくるかわからない。また、後退につられてこちらが前進すれば囲まれて押し潰される。

「だいじょうぶです、ローダント伯爵」

　総指揮官が振り返り、そっと微笑みかける。そこにいるのはティグルではなく、レギンだった。彼女がいまは銀の流星軍の総指揮官なのだ。

「ティグルヴルムド卿は、きっとやってくれます。はじめて会ったときも、彼はそうでした。何でもないように空へ矢を射放って……」

　その声は決して力強いものではなかったが、マスハスの不安を優しく拭い去った。聖窟宮で望んだものは得られなかったが、彼女は静かに成長していた。それを悟り、マスハスも顔をほころばせる。

「そうですな。この老骨めも微力を尽くすとしましょう」

　ティグルはいま、後方の予備部隊にいる。他にミラもここにいた。

「最後まで、危険につきあわせてすまないな」

　黒弓の具合をたしかめつつ、ティグルはミラを振り返る。ミラは凍漣を肩に担いでくすりと笑った。

「貸しにしてるから気にしなくていいわ。これからゆっくり返してもらうもの」

「……支払いはどんな形式だ？」

「提案は任せるわ。気に入ったら採用するし、気に入らなければ突っぱねる。いちばん返しやすいのは私に仕えることよ」

「そいつは無理だな。エレンに怒られる」

　実際には怒られるどころではすまないだろう。肩をすくめたティグルに、ミラは笑顔で言葉を返す。

「変装すればいいじゃない。エレオノーラの前では熊の毛皮で顔を隠してウルスと名のっていればいいわ」

　痛いところを突かれて、ティグルはごまかすようにくすんだ赤い髪をかきまわした。

　戦いの開始を告げる角笛が吹き鳴らされ、風が雨に濡れた大地の上を吹き抜ける。

　どちらも紅馬旗バヤールを掲げ、無数の貴族たちの軍旗が兵たちの頭上を彩っていた。中でもとりわけ異彩を放っているのは、この国のものではない黒竜旗ジルニトラだ。

　ジスタート軍はこの戦いにおいても、やはり銀の流星軍の右翼を務めている。彼らと相対するテナルディエ軍左翼は、すでに及び腰になっているように見えた。

　ジスタート軍が矢の雨を浴びせかけるが、数が多くないこともあって、それほど意味を成さない。むしろ戦のはじまりを告げるかのようだった。槍と盾をかまえて両軍の兵たちは徐々に敵との距離を詰めていく。

　自分たちの発する甲冑の音が興奮と恐怖をかわるがわる増大させ、逃げだしたい衝動に駆られるが、前後左右の仲間たちの存在に、それをこらえた。

　テナルディエ軍が槍をかまえ、鬨の声をあげる。熱気と喊かん声せいに煽られた大気が膨張し、突風となって霧雨をわずかに吹き散らした。雨に濡れた草を蹴り、湿った地を揺るがして歩兵が突進を開始する。

　銀の流星軍は、ある者は盾をかまえ、ある者はあらかじめ用意しておいた投槍を放った。数百もの槍は風を切ってテナルディエ兵たちに降り注ぐ。盾で受け止めても、重みでバランスを崩して転倒すれば、仲間に踏み潰される。

　投槍によってテナルディエ軍の突撃はいくらか弱まったかに見えたが、彼らの前進は止まらなかった。

　盾ごと敵を貫かんとばかりにテナルディエ兵は猛進し、敵陣に槍を突きたてる。それに失敗して串刺しにされる者もいれば、盾の隙間を見事に突き通して敵兵の頭部を砕いた者もいた。流血に混じって折れた槍と割れた盾が地面に散乱し、怒号と叫喚が駆け抜ける。

　霧雨では、血がにじむことはあっても洗い流されるまでには至らなかった。

　そうして中央同士が血を流しはじめたころ、銀の流星軍の左翼もテナルディエ軍右翼と衝突した。

　騎士団を中心にしたこの部隊は剣や槍でもって堅実に、勇敢に攻めたてたが、敵もそれを知ってか防御に徹して踏み止まる。ひとかたまりになって盾を重ね、後方から槍や石、泥を投げて抵抗した。

　一方、右翼のジスタート軍だが、こちらはテナルディエ軍左翼があまり前進していなかったこともあり、他の部隊にいくらか遅れて接敵した。

　エレンはいつものように先頭に立って斬りこみ、アリファールを振るって次々に敵を薙ぎ払う。白銀の髪をなびかせ、血風を巻き起こして前進する戦姫の姿に敵は戦慄し、配下の兵は士気を高めた。

「我らが主は銀閃の風姫シルヴフラウ、剣の舞姫メルティスとも呼ばれる一騎当千の戦姫ぞ！　おまえたちごときが束になっても勝てるはずがなかろう！」

　しかし、恐れおののきながらもテナルディエ兵は必死に抵抗する。二方向、三方向から馬を寄せながら、盾だけでなく剣も槍も防御に使い、とにかくエレンの前進を阻もうとしたのだ。こうなると、エレンでも斬り破るのには時間がかかる。

――こいつらの意図は何だ？

　銀ぎん閃せんの刃を右に左に走らせながら、エレンは考えを巡らせた。戦場で時間を稼ぐとすれば、二通りの目的がある。一つは援軍を待つ場合。もう一つは、他の部隊が決着をつけるのを待つ場合だ。

――中央の部隊が勝つのを待っているということか？　それにしたって、こうも後退を続けていいはずがなかろうに。

　左翼が後退し続ければ、中央部隊の側面ががら空きになる。それは中央部隊の瓦解を早めることにつながりかねない。一度後退して様子を見るべきかと考えかけたとき、兵のひとりが息せき切って報告に訪れた。

「戦姫様、新たな敵が現れました！」

　ジスタート軍の右側面に、突如として敵の歩兵の一団が現れる。彼らは強烈な横撃を仕掛けてきた。これにはエレンも驚かされたが、それも一瞬ですぐに気を取り直す。

――テナルディエ公め。もっと前の段階で仕掛けていたな。

　おそらく昨夜あたりに本隊から切り離し、戦場の外にでも潜ませていたのだろう。さらに、その別働隊の動きに呼応して中央の部隊の一部がこちらへ槍先を向け、これまで防戦一方だったテナルディエ軍左翼も待っていたとばかりに反撃を開始する。

　三方向から攻めたてられては、精強なジスタート軍といえどもひとたまりもない。

　エレンはなおも陣頭に立って果敢に戦い、味方を叱しつ咤た激げき励れいして徐々に後退させようとしたが、それでも一人、また一人とジスタート兵は倒れていく。

　勢いに乗ったテナルディエ兵は、群がるようにエレンへと襲いかかってきた。戦場で娘であるというだけでも目立つ。しかもその娘は敵の大将なのだ。生け捕りにしても首を刎ねても、莫大な褒賞がもらえるのは間違いない。

　むろん、エレンは彼らの欲望をかなえてやる気などなかった。長剣を縦横に振るい、兜ごと敵の頭部を両断し、首を刎ね、槍の柄を斬って返す一撃で斬り捨てる。彼女が剣を振るうたび、その名の通り銀の閃光が疾走り、突風は死を運んで容赦なく命を奪っていく。

　だが、テナルディエ兵たちは味方の死体が積みあげられるさまを目にしても恐れず、たじろがずに斬りかかり、突きかかった。

　テナルディエ公爵は、ティグルとエレンの首に対して莫大な褒賞を約束している。平民であっても爵位と領地を与えて貴族とし、一生遊んで暮らせるだけの金銭と、女性も望むままに与えるという大盤振る舞いだ。生け捕りの場合はさらに褒賞が増す。

　これはエレンとティグルが銀の流星軍の中核をなしていることや、兵の士気を高めるためでもあったが、何よりも復讐心によるところが大きい。この二人こそが、テナルディエにとって息子と側近の仇だった。

――まずいな……。

　エレンもさすがに呼吸が乱れはじめた。霧雨が、徐々に強くなってきている。汗と砂塵は洗い流されたが銀色の髪は水を吸い、重さを増して顔にはりつく。軍装の返り血も流れ落ちて地面を赤黒く染めた。

　しかし、彼女の脳裏に浮かんでいるのは戦況のことだ。

――ここで我々が敗れて突破されたら、こちらの中央が瓦解し、敵はその勢いのまま本隊を叩きにくる。そうなれば負けだ。

　歯噛みをして、遠くにひるがえるテナルディエ軍の軍旗を恨めしげに睨みつける。

　直後、その旗が何かに引っ張られるようにして、落ちた。一本の矢によって。

　軍旗を落とされて、テナルディエ軍は驚きと動揺に包まれる。その軍旗は、テナルディエ軍のほぼ中央にひるがえっていたのだ。混乱の渦中にある戦場で、矢を当てるだけでも至難の業なのに、見事に落としてみせるなど尋常の技量ではない。

　おもわず動きを止めたテナルディエ軍に、砂塵ならぬ水煙を巻きあげて後方から現れた騎兵の一団が猛々しく喰らいついた。銀の流星軍の別働隊だ。率いているのは二人。ティグルヴルムド＝ヴォルンとリュドミラ＝ルリエだった。

　ミラが先頭に立って凍漣を振るい、敵兵を次々に地面に撃ち倒す。その後方で、彼女に守られながらもティグルは次々に黒弓に矢をつがえて射放った。そのたびに風は甲高い悲鳴をあげ、テナルディエ兵が命を落としていく。

　テナルディエ軍が築きあげた包囲網の一角は崩され、ジスタート軍は一呼吸ついて後退することができた。

「エレン、無事か！」

　ティグルが馬を走らせてくる。その隣でミラが不満そうに頬をふくらませてみせたが、口に出しては何も言わなかった。

　エレンは微笑は浮かべたものの、疲労もあってとっさに声が出ない。軽く剣先を持ち上げると、主の意図を汲んだ長剣がそよ風をティグルの顔に優しく吹きつけた。

「……まあ、こんなところだ」

　呼吸を整えながら、ようやくエレンは言った。答えになっているとは言い難かったが、ティグルも笑顔を見せてうなずく。

　自分たちの優勢を確信していただけに、新たな敵の奇襲はテナルディエ兵たちには衝撃だった。狼ろう狽ばいし、浮き足立ってあきらかにおされている。

　ティグルは笑みをおさめると、すぐに真剣な表情になってエレンを見つめた。

「ここまでさせておいて酷なことを言うけど……まだやれそうか？」

「当然だろう」

　白銀の髪の戦姫は不敵に笑って即答した。







　ほぼ同じころ、中央でも変化は起きていた。

　部隊の指揮を任されたマスハスとリムは、四槍の陣にまるで対抗しえず、かろうじて瓦解を防いでいるように思われた。実際、敵の動きは巧妙であり、銀の流星軍は何度敵の後退に誘われて隊列を崩し、そこをまた突き崩されたかわからない。

　そのたびにマスハスとリムは部隊を後退させ、あるいは後方の部隊とすばやく入れ換えることで対処してきたのだ。とはいえ、それは一時的な処置にしかならない。

　敵に効果的な一撃も与えられないまま、中央の部隊は流れ出る血を止められないかのように徐々に衰弱していくかに見えた。ティグルが予備兵力でもってエレンの救援へ向かうのが遅くなったのも、中央の部隊が決して予断を許さない状況だったからだ。

　しかし、戦いがはじまって二刻近くの時間が過ぎ、雨が強さを増した昼ごろ。

　リムはわずらわしげに濡れた髪をかきあげると、普段通りの愛想のない顔でマスハスに話しかけた。

「……おそらく、読めました。時間をかけて申し訳ありません」

「さすがじゃな……。わしはまだわからん」

　濡れた髭を気持ち悪そうに撫でながら、マスハスは大きなため息をつく。どちらの声にも疲労感が色濃くにじんでいた。

「中央の指揮を執っている方……。どなたかは存じませんが、どんなものにでも、そのひとの癖は現れるようです。――戦場の陣形でさえも」

　ソーニエール侯爵じゃ、とだけマスハスは笑って告げた。

　四槍の陣は、その構造だけでいえば至極単純なものだ。四本の槍のどれかが突撃して敵を突き崩し、後退する。そして、後退によって誘いだした敵を引きずりこんで押し潰す。その一方でまた別の槍が敵へ突撃し、同じように突き崩しては後退し、引きずりこむ。

　引きずりこまれた味方を助けようにも、別の槍に妨害されるのだ。

　どの槍が攻めてきてもいいように防御に徹するという策もあるが、そうなれば敵は投槍と投石に切り替えて消耗を誘いつつ挑発するだけだ。その挑発に乗って動きだせば、待っていたとばかりに引きずりこまれる。

　リムは当然ながら、ソーニエール侯爵とは面識がない。ただし、彼が四槍の陣をどう動かしているのかは読み取った。

「どうなさいますか？」

「むろん。――突っかかってくる槍を、引きずりこむ」

　どの槍が向かってくるかをリムが告げ、それに従ってマスハスは指示を出す。銀の流星軍中央部隊は、徐々に陣形を変化させていった。

　テナルディエ軍はその変化を見ても、四槍の陣を変えなかった。勝っているときに、その形を変えることなどそうできることではない。ソーニエール侯爵は、二の槍に突撃を命じる。

　雄叫びをあげ、泥水をはねあげてテナルディエ兵たちは突撃する。それにあわせて、銀の流星軍は整然と後退した。あたかも海岸から潮が引くように。

　だが、テナルディエ兵たちはそのことにすぐには気づかなかった。リムとマスハスの巧妙な指揮が、気づくのを遅らせた。そして、気づいたときには手遅れだった。

　左右から喊声があがり、完全に取りこんだ敵にブリューヌ兵が牙を剥く。槍が鎧の隙間から肉をえぐり、盾は地面に叩き落とされ、顔といわず腕といわず斬りつけられる。

　すでに突撃の際の勢いは失われており、テナルディエ兵は左右から剣と槍とで容赦なく攻めたてられた。

　その光景を遠望したソーニエール侯爵は、慌てて新たな槍に突撃を命じる。一度敵の一部でも突き崩して狼狽させれば、問題はない。誘いこまれた味方も救出できる。

　しかし、その動きもリムは読んでいた。

「二の槍を動かした場合、次は一の槍か三の槍ですね。四の槍はまず動かしません」

　そこまで教えてもらうと、マスハスも応じることはできた。

「二の槍の前に四の槍を動かしていた場合は、一の槍。四本の槍の中で、突撃も後退ももっとも粗い」

　地面がぬかるみに変わりつつあり、兵の動きが鈍ったということもあっただろう。

　だが、とにかくソーニエールは、テナルディエや亡きスティードほどには四槍の陣を巧みに操ることができなかった。そればかりか、突撃と後退の動きさえ読まれてしまった。

　もっとも、リムやマスハスでなければ、銀の流星軍が敵を支えきれなくなる前にその動きを掴み取ることはできなかっただろう。

　リムたちの予想通り、テナルディエ軍は一の槍を突撃させる。それも同じように、マスハスは自軍の奥深くへと取りこんだ。完全に味方から切り離されて孤立したテナルディエ兵たちは包囲され、殲滅させられていく。

　ソーニエール侯爵はたまらず救援をテナルディエ公爵に要請したが、断られた。テナルディエが彼を嫌ったのではなく、予備兵力は、すでにジスタート軍へ投入していたのだ。

　しかし、予備兵力まですべて使いながら、ジスタート軍は崩壊しなかった。否、崩壊しかけたものの、敵の予備兵力によって踏み止まり、息を吹き返した。

「しかし……きわどい戦いじゃな」

　敵の一の槍と二の槍を確実に削っていきながら、マスハスがつぶやく。こちらの予備兵力も、すでに一兵もない。ティグルとミラに任せてある。

　もしもマスハスらが敵の動きを掴むのが遅ければ、銀の流星軍の中央部隊は突破され、崩壊し、敗走していたかもしれない。

　テナルディエ軍は中央が半壊し、左翼もまた突破されつつある。右翼のみ奮戦していたが、こちらと一進一退の攻防を繰り広げている銀の流星軍左翼は騎士団が中核をなしているのだ。

　騎士団は決して劇的な活躍こそしないものの、どのような攻撃にも一歩も退かず、しかもときに強烈な反撃を叩きつけてくるさまは見事というよりなかった。

　とくにカルヴァドス騎士団のオーギュストやペルシュ騎士団のエミールなどは勇戦し、テナルディエ兵たちをたじろがせた。







　いよいよ雨は地面に叩きつけるほど激しくなり、強風が軍旗を激しくはためかせる。

「――閣下。お逃げください！」

　テナルディエ軍の本陣では、側近の一人が沈痛な面持ちでついに申し出た。

　公爵のまわりには、十人足らずの側近と百ほどの兵しかいない。

　いまやテナルディエ軍の左翼はジスタート軍によって崩壊寸前だった。まだどうにか踏み止まっているが、時間の問題だろうと思われた。

　視線を巡らせて中央部隊を見れば、こちらも味方のほぼ半数を敵に包囲され、すり潰されている。それを救援に向かった兵たちは巧みに撃退されていた。

　右翼はほとんど動きがないが、優勢ではないのはあきらかだった。もしもここから兵を五百ほど抜きだせば、すぐに押し切られて突破されるだろう。

　覆い隠しようのない敗北だった。

「ネメタクムまで戻れば、まだ多くの兵がございます。どうかご決断を――！」

　斬られることを覚悟しての、進言だった。かつてはこうした役回りはスティードのものだったのだが、彼はもういない。激しい雨に打たれながら、テナルディエ公爵は頭を垂れる側近を見下ろし、ついで黒灰色の空を見上げた。

――スティードさえおれば……。

　彼が生きていれば、勝利は手にできただろう。その確信がある。しかし、それはもはや考えても意味のないことだった。

　そしてまた、ここでネメタクムへ逃げてももはやどうしようもないことを、テナルディエはわかっている。

「おまえたちは好きにせよ。降伏するも、自害するも、戦い続けるのもよいだろう」

　公爵は普段の厳粛な表情をさらに険しいものにしてそう告げたが、側近も兵も、ひとりとして離れた者はいなかった。それを、忠誠心ではなく自棄からきたものとテナルディエは判断した。

　テナルディエ軍左翼が突破され、敗走する兵たちにジスタート軍が追いすがる。どちらの兵も、体力も気力もすでに使い果たしていた。刃こぼれしていない剣はなく、傷のない甲冑はなく、血を流していない兵はいない。

　それでもテナルディエ兵は武器や甲冑を捨て、最後の死力を振り絞って逃げ、ジスタート兵もまた、折れた槍を引きずって追う。その中から、騎馬の一団がこちらへまっすぐ向かってくるのをテナルディエ公爵は見た。

　雨に濡れながら、荒れ狂う風を受けてはためく黒竜旗。その下に、白銀の髪の戦姫と青い髪の戦姫が馬を並べている。先頭に立って馬を走らせているのは手に黒い弓を持ち、くすんだ赤い髪をした若者だ。

　聖窟宮以来である。ティグルヴルムド＝ヴォルンと、フェリックス＝アーロン＝テナルディエは対峙した。

　ティグルは顔といわず腕といわず細かな傷を負い、流血すらしていたが、テナルディエは当然ながら傷一つ負っていない。

　テナルディエは知らなかったが、それはかつてモルザイムの野で、ティグルとザイアンが相対した光景によく似ていた。もっとも、そのときは雨は降っていなかったし、それを知ったとしてもテナルディエ公爵が感慨を覚えたかどうかはわからない。

　しばらくの間、二人は無言で睨みあっていた。エレンもミラも、テナルディエの側近たちも沈黙を保ってその場から動かない。ただし、この緊迫した空気が破れた瞬間、誰もがいっせいに動きだすだろうことはここにいるすべての者が感じとっていた。

　聞こえるのは雨の音と、それをかき消すような遠くの戦の響きばかりだ。頭からつま先まで濡れていない者はひとりもおらず、土と草は風雨に耐えかねて悲鳴をあげている。

「――なぜ、あなたはアルサスを襲った」

　ティグルが口を開いて、静かに問いかけた。テナルディエはむしろ虚を突かれた表情になって若者を見つめる。いまさらそんなことを訊くのかという顔だった。

「それがなければ、いまこのような状況にはなっていなかった」

　ティグルはおそらくライトメリッツからムオジネルへと売られ、テナルディエとガヌロンの戦いに戦姫たちが介入することも、まずなかっただろう。

「ちょうどよかったからだ」

　傲ごう然ぜんと、テナルディエは答えた。

「東部の諸侯らに恐怖を植えつけるには、焼き払った地と死体の山を見せればいい。東部に兵を進めれば、気骨のある者は抗うかもしれんが、わざわざ危険を冒して他人の領地を救おうという者がいるはずがない。それに、アルサスが無人の荒野になっていれば、ジスタート軍もそこを橋きょう頭とう堡ほにはできぬ。ちょうどよかったのだ」

「そんなことのために……！」

「間違った判断とは思っておらぬ」

　怒りをおさえかねるティグルに、テナルディエは悠然と答える。ティグルから視線を外してエレンを見た。

「ヴォージュ山脈をはさんでアルサスの向こう側にいるのは、エレオノーラ＝ヴィルターリア。おぬしだ。ブリューヌ側に油断があったとはいえ……たった五千の軍勢で、二万五千もの敵を一夜にして敗走させた将だ。警戒して、しすぎるということはあるまい。私とガヌロンの戦いがはじまれば、隣国のいずれかが動きだすだろうとは思っていた」

　事実、ムオジネル王国が機を窺っており、ガヌロンとテナルディエが兵を動かすのを待って侵攻してきた。

　ティグルに視線を戻してテナルディエは続ける。

「それに、放っておけばガヌロンがアルサスをおさえる可能性があった。私もそうだが、あの男もジスタートとは縁がある。いま貴様がそうしているように、ジスタート軍を招き入れないとはかぎらぬ」

　エレンとミラは驚きに包まれて、一言も発せずにいた。

　こちらが問うたこととはいえ、なぜここまで詳細に語るのかに驚き、テナルディエの苛烈さと冷酷さに戦慄を禁じ得なかった。そして、自分たちの倍以上生きてきた男の威厳に気圧されぬよう全身に力をこめなければならなかった。

　ティグルも無言だったが、それは驚きや戦慄のためではない。荒れ狂う激情が暴発してしまわないように黙っていただけだ。

　テナルディエは、語るべきことはすべて語り尽くしたとでもいうかのように口を閉ざした。ティグルはテナルディエを見据えて一度息を吸い、吐く。濁った息だった。

「いまの話を聞いて、わかった。やはり俺はあなたを許すことはできない」

　その脳裏に浮かんでいるものは、もはやこの世にいない側仕えの老人だ。あるいは老人の背中の、赤く裂けた凄惨な傷だった。

　空はますます暗くなり、雨と風は激しさを増す。ティグルの両眼もまた復讐心に昏く澱み、冷たくなっていく身体とは対照的に心が熱く煮えくりかえっていた。

「私も、息子を討った貴様を許すつもりはない」

　ティグルは黒弓に矢をつがえ、馬を一歩進ませる。それを見たテナルディエもまた、剣を抜き、馬を本陣から押しだした。

　そのとき、エレンが馬を進ませてティグルの隣に並んだ。一騎打ちに横槍を入れるつもりかと誰もが声をあげかけたとき、予想外の光景を彼らは目の当たりにした。

　エレンは不機嫌そうな顔で、ティグルの頬を殴りつけたのだ。正確には、頬に拳をあてて軽く振り抜いた。ティグルの身体がぐらりと傾く。

　誰もが目を瞠り、息を呑んだ。テナルディエさえもその行為の意味をはかりかねた。

　理解したのは、おそらくミラだけだった。

「――ひどい目をしていたぞ、おまえ」

　ティグルは驚いたというよりも、わけがわからないという顔でエレンを見つめる。

「酔っぱらうな、ティグル」

　紅の双そう眸ぼうが、真摯な声が、まっすぐティグルを射抜く。

「復讐心を持つなとは言わない。だが、それに酔うな。それだけを武器にするな」

　ティグルはそれに答えなかったが、エレンの言葉は届いていた。さきほどまで昏さを宿していた瞳が、輝きを取り戻している。完全に闇を拭い去ったわけではないが、それはもはやティグルの心を覆うほどのものではなくなっていた。

　そして、ティグルが手にしている弓からにじみかけていた黒い光ともつかぬものも、誰にも知られることなく霧散する。この雨の中で、それに気づいた者はひとりもいなかった。

　ティグルはエレンから視線を外し、テナルディエを見据える。黒い瞳には、揺るがぬ戦意が宿っていた。

「――行ってくる」

　短く告げた。今度は、エレンも止めない。ただ、ティグルの勝利を祈るかのように長剣を強く握りしめた。

――俺は、テナルディエ公爵を討つ。

　アルサスの平和を脅かしたこの男を、今度の戦を引き起こしたこの男を、放っておくことはできない。いまここで、確実に倒さなければならない。

「ありがとう」

　君に逢えて、よかった。

　そうつぶやいて、ティグルは鞍に引っかけていた矢筒を外す。中に入っていた十数本の矢ごと、矢筒は地面に落ちた。それを見たテナルディエが表情を険しいものにする。

「たった一本の矢で、私と戦うつもりか」

「二本目を弓につがえる暇はない。それに、何よりも決意が鈍る」

「この雨と風の中で？」

「俺だけの不利じゃない」

　その通りだった。雨は体温を下げ、服を肌にはりつかせる。髪は重く不快さを増し、目に入れば視界がぼやける。剣の握りが滑ることもあるだろう。風もまた、急に逆風が吹けば姿勢が崩れるし、剣の振りも鈍る。

「――いいだろう」

　ごく自然に、二人は馬を進ませて距離をとった。その間合いはおよそ三十アルシン。

　弓と剣。この奇妙な一騎打ちを、エレンは息を詰めて凝視していた。エレンだけではない、ミラも、ジスタートとテナルディエの兵たちも固かた唾ずを呑のんで見守っている。

　これはもはや戦とは切り離された私闘であると知りながら、目を離せなかった。

　テナルディエが剣をかまえ、手綱を握りしめる。ティグルは弓ゆみ弦づるを引き絞った状態を維持したまま、敵手をまっすぐ見据えている。

　二本目はない。その一本で、テナルディエを討たねばならないティグルは、不利に思える。三十アルシンの距離があるとはいえ、テナルディエは馬でも、己の腕でもいいからその一本さえ防ぎきり、あとは刃をティグルの首へ届かせればよいのだ。

　だが、この短い距離での矢の速さは恐るべきものがある。雨風が強いとはいえ、だ。

　攻撃の軌道が線となって見える剣と違い、矢は点である。ティグルほどの技量の弓使いを相手にするならば、指一本分見誤っただけでも死はまぬがれない。

　緊張の張り詰めた状態から、どちらも動かぬまま、さらに十を数える時間が過ぎた。雨は一向に弱まる気配がなく、風は好き放題に吹き荒れる。

　風向きが変わった。テナルディエにとっては追い風であり、ティグルにとっては向かい風。その変化を感じとるや否や、テナルディエは怒号とともに馬の腹を蹴る。四つの蹄が泥土を蹴立てて、三十アルシンの距離は瞬く間に詰められていく。
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　ティグルはまだ、矢を放たない。

　狙いは一瞬。飛んでくる矢に対して、テナルディエが判断も対応も間に合わない瞬間。

　間合いが二十アルシンを切った。ティグルの手から、矢が離れる。

　弓弦が、虚空へと矢を撃ちだした。これよりあと一瞬遅くても、あるいは早くても捉えられない一点に向けて矢は突き進む。矢の速度も狙いも完璧だった。

　次の瞬間、テナルディエの巨躯は馬上から離れて宙へと飛んでいた。







――それらはすべて、一瞬のうちに起きた出来事だった。

　ティグルが矢を放つと同時に、テナルディエは剣を振るっていた。あたかも弓弦の震えを聞きとったかのような、恐るべき反応速度だった。

　そして、剣の軌道もまた尋常ではなかった。彼の握りしめる鈍色の刀身は、己に迫る鏃やじりを正確に捉えていたのだ。テナルディエは己の勝利を確信していた。

　だが、まさに矢を打ち砕かんとする瞬間、風が吹いた。さきほどから吹き荒れる強風とはまるで違う、直接肌にあたりでもしないかぎり気づかないような微風。

　それが、矢をごくわずかに浮き上がらせた。刀身のすぐ横を、矢は通り抜けた。

　矢は公爵の額に突き刺さり、半ばまで埋まる。公爵は目を見開いたまま馬上から吹き飛び、仰向けに地面に倒れた。

　ティグルは、矢を射放った姿勢のまま指先すら動かせずにいた。弓弦がかすかな震えを伝え、冷たい汗が額から頬へと滑り落ちる。

　口の中で、風と嵐の女神エリスの名を唱えた。

　長い長い沈黙のあと、ティグルは馬から下りて、テナルディエへと歩み寄った。

　公爵には、まだ息があった。額から流れ出る血はすぐ雨によって洗い流され、矢傷が生々しい。視線だけを動かしてティグルを見上げると、テナルディエは唇を動かした。

「ブリューヌ……を……」

　そこで言葉は途切れる。彼は瞳に虚空を映したまま二度と声を発することはなかった。

　フェリックス＝アーロン＝テナルディエはメレヴィルの野で息絶えた。







「……いまの風、おまえか？」

　一騎打ちが終わったことを確認すると、エレンは自分の腰にある長剣にささやきかけた。

　ティグルの放った矢が、テナルディエの剣に命中する直前で浮き上がったのを、エレンは見逃さなかった。

　それは偶然と呼ぶにはあまりにもできすぎていて、おもわず自分の大切な相棒を疑ったのだが、違うという意思をこめた風を、アリファールは軽やかに送ってきた。

「……そうか」

　竜具は使い手を偽らない。

　ならば、ティグルは己の力で勝利したのだ。吹きつける風を味方として。

　ゆっくりと戻ってくるティグルを、エレンは満面の笑みで迎えたのだった。どんな言葉をかけてやろうかと胸を躍らせながら。




　テナルディエ公爵の死は、敗色濃厚たる状況においても踏みとどまっていた兵たちの士気を、ついに打ち砕いた。レギンが一旦兵を退かせて降伏を呼びかけると、テナルディエ兵たちは次々に武器を捨てた。

　メレヴィルの戦いはこうして幕を閉じた。

　ライトメリッツからはじまったティグルの戦いもまた、終わったのだった。









　　　エピローグ














　ブリューヌ王国の北端の、まだ春が訪れていない港町に、二人の男がいた。

　薄汚れた旅装に身を包んでおり、一人は子供のように小柄で毛髪のない頭部に帽子を深くかぶっている。もう一人は長身で、貴公子然とした雰囲気をまとっていた。

　ガヌロンと、グレアストだ。アルテシウムを燃やして以降、二人はこの名もない港町に息を潜めていたのだが、ここ連日伝わってくる情報を聞いてついにブリューヌを離れることを決めたのだった。

　ジスタート王国へ向かう船を遠くに見ながら所在なげにたたずんでいると、後ろから声をかけられた。振り返ると、白を基調としたドレスの上に、地味な色合いの外套を羽織り、フードを目深にかぶった美女が立っている。年齢は二十前後というところか。細い面立ちと白皙の肌が儚げな印象を与えそうだが、瞳ににじむ輝きがそれを打ち消している。

「お待たせしました。ガヌロン公爵。グレアスト侯爵」

「おひさしぶりですな。ヴァレンティナ殿」

　会釈した美女に、ガヌロンは笑ってそう挨拶を返す。二人の前に立っているのは、虚影の幻姫ツェルヴィーデの二つ名を持つ戦姫、ヴァレンティナ＝グリンカ＝エステスだった。

「それでは参りましょう。ジスタートの冬はまだ長引きますが、だいじょうぶですか」

　ヴァレンティナは、そう言って二人へにこやかに微笑みかけたのだった。







　ティグルヴルムド＝ヴォルンが救国の英雄として王都ニースの門をくぐったのは、メレヴィルの戦いから数日が過ぎた日のことだ。

　服装は、いつもの麻織りの服に革鎧ではない。肩や袖口に銀をあしらった漆黒の絹服に、白い外套を羽織っている。王宮が大至急用意したものだった。

　ちなみに「よく似合ってます」と言ってくれたのはティッタとレギンだけだ。

　エレンとミラ、マスハス、オージェは苦笑を浮かべ、リムは困ったように顔を曇らせ、ルーリックは「急ごしらえですからな」とだけ言い、ジェラールは「歩く無駄金の見本ですね」と歯に衣を着せないにもほどがある感想を述べたのである。

　南の大門から王宮へとまっすぐ続く通りを、まず楽隊が先頭に立って進み、戦場から回収されたムオジネル軍の軍旗や甲冑などを積んだ馬車が続く。

　凱旋式の挙行は、外敵に勝利した場合においてのみ許される。ゆえに、形式上はムオジネル軍を撃退した功績を称えての凱旋式となったのだった。

　そして、四頭立ての豪ごう奢しゃな馬車に乗ったティグルたちがゆっくりと姿を見せる。

　通りの両脇には、救国の英雄とやらを一目見ようと王都の住人たちが押し寄せていた。彼らは花を投げ、熱狂的な歓声でもってティグルたちを迎える。ティグルの勝利を祝うというよりも、ようやく国内に平和が戻ったことを祝ってのものだったが。

　ティグルの隣には、正装に着替えたレギンがいた。胸元や袖口に真珠をあしらった純白のドレスに身を包んで。彼女のそばには王女つきの侍女としてティッタが控えている。

「ティグルヴルムド卿」

　緊張に全身を強こわ張ばらせているティグルに、レギンがそっとささやきかけた。ドレスに身を包んだ彼女の美しさはまばゆいばかりで、ティグルにはとうてい正視できない。

「本当に、ありがとうございます。何もかもあなたのおかげです」

　いや、はあ、まあと言葉になっていない返事を繰り返すティグルを見て、ティッタは小さく頬をふくらませていた。

　三人の乗る馬車の後ろには、エレンとミラが続く。二人とも軍装の上に儀礼用の外套を羽織っており、それが普段の凛々りりしさに拍車をかけ、男女問わず喝かっ采さいを浴びることとなった。

　ふたりは毅き然ぜんとした態度で馬を進めていたが、内心では不満がくすぶっている。やはり自分こそが、ティグルの隣に並びたかったのだ。できれば軍装ではない別の姿で。

　その不満を、エレンはどうせこのあとティグルはライトメリッツにくるのだからと自分に言い聞かせて耐えた。ミラもほとんど同じで、ライトメリッツがジスタートという単語に置き換わっただけである。

　二人の戦姫の後ろに並んでいるのはリムとマスハスだ。

　主の内心を背中からだいたい読み取り、リムは小さくため息をつく。マスハスは同情と微笑ましさをこめた視線で彼女を見ていた。

　さらに名だたる貴族や武勲をたてた騎士、勇者が続く。ティグルに協力した諸騎士団や諸貴族、ルーリックやジェラール、オージェなどもこの中にいた。







　ピエール＝ボードワンが王都ニースに帰還したのは、ティグルがテナルディエ公爵を戦場にて討った、その翌日である。戦場を大きく迂回したため時間がかかったのだ。官服についた汚れもそのままに、彼はティグルやレギンのことをファーロン王に報告した。

　すると、国王はその日のうちにレギンを正式に王女として認め、さらにティグルの凱旋式を挙行するとまで告げたのである。猫顔の宰相は慌てふためくことなくただちにそのことを発表し、銀の流星軍シルヴミーティオに使者を送った。

　唖あ然ぜんとしたのは、このことを聞かされたティグルたちだ。マスハスなど一部の者にいたっては仰天し、腰を抜かした。

　しかし、呆然としてばかりもいられない。国王とボードワンが王都にて銀の流星軍を迎え入れる準備を整えている間に、ティグルたちも配下の兵らへの恩賞の授与、降伏した者への対応、死者の埋葬などといった戦後の処理をすませた。

　そうして銀の流星軍は王都へ急ぎ、凱旋式は華やかに挙行されたのだった。







　王はまだ病に伏せているとのことで、凱旋式の一切はボードワンが執り行った。

　リュベロン山の神殿で、ティグルは神々と建国王シャルルの霊に戦勝を報告し、加護を感謝した。その後、王宮の大広間でボードワンがティグルたちの功績を称賛し、ひとりひとりに後の賞与を約束する。それが終わると、式は華やかな宴へと移行した。

　だが、ティグルをはじめ何人かはこの宴に参加しなかった。ボードワンによって、ある一室へと招かれたのだ。

　半刻後、ティグルたちは国王の寝室の前に立っていた。ティグルの他にはレギン、エレン、ミラ、リム、マスハスの五人がいる。扉の前に立ったボードワンは、ティグルたちに一礼してから厳かな声で告げた。

「陛下のご容態はあまり優れませぬ。また、異国からの使者がすでにお見えになっております。あまり騒がれませぬよう」

　ボードワンがうやうやしく扉を開き、ティグルたちは寝室に足を踏みいれる。

　広い部屋の中央にひとりの男がおり、ベッドの上に身体を起こしてティグルたちを見ていた。そして、そのそばに波打つ金色の髪をした女性が立っている。

「……ソフィー？」

　エレンが目を瞠みはる。彼女だけではない、ミラとリム、ティグルもだ。マスハスも驚いたものの、老伯爵の身体はまずベッドの上の国王に対して臣下の礼をとっていた。ティグルも慌ててそれに倣う。

　ソフィーの表情には、常の彼女らしい笑みは微み塵じんも見受けられない。その理由は、すぐにわかった。

　国王が猫顔の宰相に向かってゆっくりとうなずく。ボードワンに先導されて、ティグルたちはベッドの前へと足を進めた。

――国王陛下……？

　ベッドの前へ歩いていきながら、声には出さないものの、ティグルは驚愕と衝撃からすぐには抜け出せずにいた。

　国王ファーロンは四十一歳。戦場でまみえたテナルディエ公爵より一つ若いはずだ。

　しかし、いま目の前にいる男は全身の肉がほとんど削げ落ち、肌は土気色で、髪も半ばが灰色に染まっている。病に伏せているどころではない。

　まるで死の淵に身を浸しているかのようで、意識があるのが不思議なくらいだ。

「父上……」

　悲嘆を固めたような声は、レギンの発したものだ。およそ半年ぶりの再会だったが、彼女の父親はあまりにも変わり果てていた。

「父上……どうして、そのような」

　自分の見ているものが信じられず、レギンは目を見開いたまま声を震わせる。

　国王の容態が悪いとは、マスハスからもボードワンからも聞いていた。

　だが、こうして目にした国王は想像以上だった。ティグルやエレンでさえそうなのだから、実の娘であるレギンの衝撃ははかりしれない。

「……仔し細さいは、ボードワンから聞いた」

　弱々しい声が国王の口から漏れた。細い首を巡らせて、ファーロンはまずレギンを見る。

「すまなかった、レギン。私が父としても、王としても不明であったばかりに」

　レギンは荒れ狂う感情を辛うじて抑制し、父の手をそっと握りしめた。触れてみて、ぞっとした。少しでも力を入れれば壊れてしまいそうなほど父ファーロンの手は骨と皮ばかりに痩せ細っていて、およそ生気が感じられなかったのだ。

　ファーロンは、レギンをなぜ王子として育てたのかを訥々と語った。

　国王は、レギンの母――前王妃を愛した。彼女はレギンを産んでほどなく亡くなり、ファーロンは彼女のために何かできないかを考えた。

「そのころの私は若かった。レギンの名誉も、ニーナの名誉も守れると信じていた……」

　ニーナとは、レギンの母の名だ。当時、ファーロンは二十五歳。若さは、自分の可能性を強く信じさせた。

　レギンだけを産んで亡くなったニーナは、このままでは王女しか産めなかった王妃として屈辱的な扱いを受けることになる。それが、若いファーロンには耐えられなかった。

「それに、テナルディエやガヌロン……彼らを牽制するためにも、王子が必要だった」

　レギンには初陣で名誉を与え、いずれ僧院に入れるつもりだったと国王は語った。ここにいる誰もが知らないことだが、それはかつてアルテシウムで、ガヌロンがグレアストに語って聞かせた予想とほぼ同じ内容であった。

　ファーロンの目が、娘からティグルへと動く。

「そなたが、ティグルヴルムド＝ヴォルンか……」

　膝をつくティグルに、国王は震える声で続けた。

「本来は私が負うべき責を、すべてそなたに押しつける形になってしまった……。まったくもってすまぬとしか言いようがない。そなたの働きには、何をもって報いればよい？　爵位でも、領地でも、望むものを申すがいい」

　すぐには、ティグルは答えられなかった。そういったものを得るために戦ってきたのではない。だが、もしも国王に対面したら言おうと思っていたことがひとつだけあった。

　なぜ、テナルディエ公爵とガヌロン公爵を放っておいたのか。

　あなたが早期に彼らを討てば、死なずにすんだ者が大勢いた。バートランは、アルサスで平穏にその生涯を終えられたはずなのだと叫びたかった。

　しかし、死に瀕した国王の姿に、その感情の滾たぎりが声となることはなかった。

「過分なお言葉をいただき、恐悦至極にございます。領地や爵位、官位は望みませぬ。ただ、お許しいただけるならば……陛下にお願いしたいことがございます」

　ティグルはディナントからはじまった今日までの出来事を、少しずつファーロンに話した。国王の容態を気遣ってなるべくわかりやすく、手短に説明する。

　国王は黙って耳を傾け、一度休ませようとしたボードワンを手で制して聞き続けた。

　話し終えると、ティグルは一度呼吸を整え、身構えつつ言った。

「私のお願いは――」







　ブリューヌ王国はジスタート王国の協力に感謝し、戦費としてブリューヌ金貨五万枚を支払うものとする。

　また、ブリューヌ王国はジスタート王国に対し、今度の戦において必要とした経費を負担するものとする。

　また、ブリューヌ王国はアニエスの地をジスタート王国に割譲するものとする。

　また、ブリューヌ王国はジスタート王国に、三年間の相互不可侵条約を提案する。




　この四つの条項が、ブリューヌ王国とジスタート王国との間でかわされた。

　相互不可侵条約については、さすがにジスタート国王の承諾が必要なのですぐには締結しなかったものの、他の三つについてはソフィーがファーロンと交渉してすみやかにまとまった。エレンとミラだけでは、権限の問題からすぐにとはいかなかっただろう。

「ソフィーヤ殿。ジスタート国王にはこのこと、よろしく伝えていただきたい……」

　ファーロンは弱々しい声でソフィーに言った。これらの条項のうち、領地の割譲においては『ファーロンが決定し、王位継承者たるレギンが承認する』とつけくわえられている。

　つまり、ジスタート王はレギンを次のブリューヌの支配者として認めないかぎり、領地の割譲は無効になってしまうのだ。ファーロンは、ジスタートという国をレギンの後ろ盾として使うつもりだった。もちろん長くもつものではないが。

「レギン殿下のこと、我らが国王陛下にしかと伝えておきましょう」

　ソフィーもそう答えた。これは、ジスタート王国がレギンを認めたという意味となる。

　アニエスの割譲は痛手だが、ブリューヌにとって損失ばかりではない。これによって、ムオジネル王国は陸からブリューヌを攻めることは当面、不可能となったのだ。一方、ジスタートにとってはアニエスを手に入れたことで南の海への進出が可能となった。

　そして、レギンはあらためて次代の王と定められた。

　ファーロンが凱旋式を挙行した理由は、ティグルたちにせめて報いるという想いももちろんあったが、大貴族が立て続けにいなくなって貴族たちの大半が混乱している間に、悪くいえばどさくさに紛れてこれらを押し通してしまおうという意図もあったのだ。

　レギンが王子として育てられた理由については「神託が下りたため」と、王は告げたが、のちに、「始祖シャルルの魂が王の夢に現れてそのように命じた」などという噂が、まことしやかに人々の間で語り継がれることになる。

　それらがほぼ決まったところで、ファーロンはティグルに呼びかけた。

「ヴォルン伯爵。ひとつ、私から贈りたいものがあるのだが……」

　ティグルは内心で訝いぶかしげに思いながらも、感謝の言葉を述べる。

「そなたに『月光の騎士リュミエール』の称号を与えようと思う」

　この場合の騎士とは、勇者や英雄という意味になる。月光の騎士の名に、ボードワンはぴんと伸びた髭をわずかに震わせたが、それに気づいた者はいなかった。

「我が娘を救い、外敵を討ち、国内の平和を取り戻してくれたそなたへの、せめてもの礼だ。どうか受けとってくれ」

　ティグルは恐縮しつつも拝命し、エレンたちは若者の肩や背中を叩いて祝福する。ボードワンは型通りの祝辞を述べたあと、国王の意図を静かに考えていた。

　月光の騎士は、非常に古くから存在する称号であることぐらいしか知られていない。他の、より有名な数々の称号の中に埋もれているのが実態で、過去に拝命した者がいるのかどうかさえ疑われているほどだ。

　しかし、ボードワンは知っている。過去にただひとりだけ拝命した者がおり、その人物は後に、王の娘を娶って次代の王となったことを。

　ボードワンは、そのことを言わなかった。国王が言わないのならば、自分が言うべきではないと判断したのだった。







　アルサスに関しては、レギン王女とライトメリッツ公主エレオノーラとの共同管理とするという結論で落ち着いた。国家間ではなく、あくまで王女と一公主の契約としたのだ。

　条文も、ブリューヌが割譲したのではなく、レギンの厚意という点を強調した。

「では、ヴォージュの山道の開発、整備の件もしっかり頼むぞ」

　契約書を確認したエレンは、楽しそうに笑ったものである。念願がかなったのだ。嬉しくないはずがない。一方のレギンは仏頂面だった。

「この契約書は、あくまでブリューヌとジスタートの相互不可侵条約が維持されているかぎり有効であるという点は忘れないでください。それと――三年たったら、ティグルヴルムド卿は返していただきますからね」

「返すとはまた外聞の悪い言い方をするな。ティグルは友好条約の一環として、こちらで預かるのだぞ」

　ティグルの身柄は、当人が口を挟むこともできずにそのようになったのだった。

　ティグルが捕虜となった契約は、依然として有効である。だが、凱旋式を執り行い、称号まで与えた救国の英雄をブリューヌとしては放っておけるはずがない。

　そこで、エレンがことさら優しげに提案したのだ。

　三年ほど、ライトメリッツで預かるぞと。

　そして、三年が経過した時点で、捕虜とした契約を破棄すると。

　エレンにも彼女なりの思惑がある。今後、ティグルをどのように用いるかは決まっていないが、状況次第ではこの契約が足かせになる可能性があることを、白銀の髪の戦姫は慮ったのだ。

　また、この三年の間にティグルを、悪くいえば籠絡させる自信があった。

――三年後。ティグルがまだ私のもとにいたいと望めば、レギンが何を言おうと無駄だ。

　レギンは不満を抱きつつも、それを受け入れた。

　一つには、現在のブリューヌにおいてティグルに恨みや敵意を持つ者は少なくないだろうと推測したためだ。テナルディエ公爵の配下だった者たちや、これまでティグルを蔑さげすんできた者たちが、ティグルを排除しようとする可能性は少なくない。

　そして、そういった者たちからティグルを守るのに、いまのレギンでは力不足だった。

　また、ティグルがジスタートにいることで、ジスタートとのつながりを周囲に見せつけることができる。レギン自身もまた、多くの敵を相手にしなければならない。ジスタートはあてにはできないが、貴重な味方だった。







　王宮の内外で宴の喧けん騒そうが響く中、ティグルは一室を借りて休んでいた。

　過去の苦い記憶もあって、王宮はあまり好きではない。また、すぐにジスタートへ行かねばならない身としては、説明が面倒で人前へ出たくはなかった。

――ああ、でも王宮の料理は食べてみたかったな……。

　そんなことを考えていると、扉が外から叩かれる。ティッタが迎えに来たのかと思い、ティグルは歩いていって扉を開けた。

　そこに立っていたのはティッタではない。三人の戦姫だった。

「ティグルヴルムド卿。おつかれさま」

　ソフィーがにこりと微笑んでねぎらいの言葉をかける。そのままごく自然な動作で歩み寄り、ティグルを優しく抱きしめた。豊かでやわらかな胸に顔を埋める形になったティグルは言葉が出てこず、顔を真っ赤にしてその場に立ち尽くす。

「……ソフィー？」

「あ、あなた、突然何を……」

　友人の唐突な行動にエレンもミラも目を丸くし、顔を引きつらせる。それを見て、ソフィーはすぐに抱擁を解いた。小さく舌を出して頭を下げる。波打つ金色の髪が揺れた。

「ごめんなさい。ひさしぶりだったものだから、つい、ね」

　もちろんそれだけではない。白銀の髪の友人が、ティグルとの仲をどのていど進展させているのか知りたかったのだ。ただ、結果は意外なものだった。

――あらあら。エレンたら、前にも増してこの子にご執心みたい。それに、まさかミラまでこんな反応を見せるなんて……。これは今後が楽しくなりそうね。

　ソフィーの中で、ティグルに対する興味がより増した瞬間だった。

　一方、エレンは憮ぶ然ぜんとした表情をしたものの、すぐに気を取り直して笑顔をつくる。くすんだ赤い髪をかいて、雑念を払うように首を振っている若者に呼びかけた。

「――帰るぞ、ティグル」

　ティグルはエレンに向き直ると、穏和な笑みを浮かべて、ああとうなずいた。




　凱旋式の数日後、ファーロン王は静かに息を引き取った。




　　　　　　　†




　白銀の髪の娘は、一枚の書類を興味深げに見つめていた。

「――ティグルはまだ帰ってきていないんだったか」

　彼女のそばで政務を手伝っていたリムは、小首をかしげつつ答えた。

「山に入ったのが四日前ですので、今日か明日には戻られるかと」

　どうされましたか、と愛想のない副官は視線で尋ねる。うん、とエレンはうなずき、手にしていた書類をリムに渡しながら窓へと目をやる。

　ジスタートでは短い夏の陽光が燦然と射しこみ、床に影を描いていた。




「あいつに――アスヴァールへ行ってもらうことにした」




　ティグルがライトメリッツで暮らしてから半年。

　異国の地で、新たな戦いがはじまろうとしていた。
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　　　あとがき







　一巻から引き続き読んでいただいた方、ありがとうございます。川かわ口ぐち士つかさです。




　アニメで興味を持ってくださった皆様、アニメの範囲はここまでとなりますが、かなり細部が違っていて驚かれたかもしれませんね。アニメ版は旧文庫の一～五巻を十三話にまとめる都合上、どうしても省略やアレンジの必要なところが出てしまっていたのですが、今回、そうした違いも含めて本書を楽しんでいただけたら幸いです。

　旧版の読者の皆さんには、かなり多めに加筆や修正をしていますので、ここが補強されたんだなとか楽しんでいただいたり、新規になったカラーイラスト、挿絵を楽しんでいただければと思います。




　さて本書の内容に戻りますと、ブリューヌにはひとまずの平和が訪れ、ティグルは『月光の騎士リュミエール』の称号を手にしましたが、次の巻では舞台を変え、新たな戦姫たちとの出会いが彼を待っています。

　引き続き、イラストは白谷こなかさんによる描き下ろしです。この第１章、第２章は最初期に単巻での復刊を考えていたためイラストのボリュームがかなりのものになっていましたが、次の第３章からは一般的なボリュームとなります。

　３章のお仕事の前に白谷さんには様々な別作品のイラストをお願いして、魔弾の別シリーズのイラストも担当していただいていたのですが、２章までのイラストを描いていただいたときよりも３章以降のイラストは数段グレードアップしていますので、みなさんもぜひ楽しみにしていただければと。




　次巻はだいたい四～五ヵ月後を予定しております。

　あと、もうひとつの本編ともいうべき『凍漣の雪姫ミーチェリア』シリーズおよび、『聖せい泉せんの双紋剣カルンウエナン』そして『天てん誓せいの鷲矢アクイラス』シリーズも好評発売中ですので、よろしくお願いします。
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